
死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

2027

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

18 8 10 2 2
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首の
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

「事故が
どうして
起きたの
か」を正
しく判
断・分析
する。

園庭担当
の保育教
諭の数を
増やす。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

12

遊具点
検、安全
点検は、
月に１回
はしてい
る。

不備があ
れば、す
ぐに対応
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭遊び
に出れる
のは、園
庭担当の
保育教諭
が放送で
知らせて
からの活
動にな
る。

園庭担当
の保育教
諭の数を
増やす。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲良しの
友達と楽
しく遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

いつも遊
んでいた
遊具だっ
たので、
他の気に
なる子を
見ていた
為、その
場を離れ
てしまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭担当
の職員
は、至近
距離には
いたが対
象児では
なく、他
の気にな
る子を見
ていた。

4月当初
なので、
新入園児
の関わり
に手を取
られ、園
庭に出る
保育教諭
の人数が
少なく
なってい
た。園庭
に出る時
間帯を考
えるよう
にする。

コンビネー
ション遊具
のところに
は、必ず保
育教諭を配
置し少しで
も、その場
所を離れる
時には、保
育教諭同士
で声がけし
ていく。4月
当初は、各
学年で安全
な遊具の使
い方を丁寧
に指導した
り、クラス
での集まり
の時にも危
険な遊び方
をしないよ
うに知らせ
ていく。

2028

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

46 4 13 29 9 9
16.４
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

異年齢構
成の遊戯
時に、園
児に対す
る職員配
置調整に
不具合
や、普段
から運動
をする時
の園児同
士の間隔
（距離）
のとり方
に検討の
余地が
あったと
考えられ
る。

異年齢構
成の室内
運動時、
面積や園
児数、職
員配置に
ついて危
険因子が
ないか事
前にシュ
ミレー
ションを
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24
2.不定期
に実施

12

リズム運
動時、付
近には危
険要因と
なる物は
なかった
が、年齢
に応じた
運動面の
発達の細
かい把握
が不十分
であっ
た。

各年齢ご
とのリズ
ム運動の
内容と面
積と職員
配置バラ
ンスの見
直しを行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員間
で、恒例
のリズム
運動の認
識があ
り、園児
の行動範
囲の観察
が欠如し
ていたと
考えられ
る。

各年齢毎
に、リズ
ム運動時
を観察
し、園児
の状況に
応じて、
誉めた
り、気分
高揚して
危険を伴
う恐れが
ある場合
は落ち着
かせるよ
う声掛け
をする必
要があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも決
まってし
ているこ
とである
ためで普
段どおり
に運動し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

リーダー
になって
リズム運
動を進め
ながら、
３歳児全
体の子ど
も達の動
きも見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

０・１歳
児担任
は、３歳
児の運動
も観察で
きる位置
に、０・
１歳児と
一緒にい
た。本児
の傍に
は、他の
３歳児担
任が一緒
に運動を
していた
ため、転
倒時もす
ぐに駆け
寄ること
ができ
た。

０・１歳
児クラス
の担任は
全体の動
向も把握
しつつ、
運動中に
気に掛か
る場合
は、職員
間で連携
を図るこ
とが必要
である。

同じ空間
（遊戯室）
にいる時
は、クラス
担任に関係
なく全体の
保育者とし
て同じ意識
のもと、園
児の保育に
関わらなけ
ればならな
い。

2029

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

38 38 2 2
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

体育講師
が跳び箱
のわきに
居れば良
かった。

職員がも
うひとり
つければ
よかった

2.不定期
に実施

3
1.定期的
に実施

24
2.不定期
に実施

12

行動を行
う前にも
う一度安
全確認。

跳び箱の
安全確認
もしてあ
り、周囲
に安全用
のマット
も敷いて
あった

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

少し自信
がついて
きて、余
裕が出て
しまった

園児、職
員共に危
険性を考
え、いつ
でも真剣
に取り組
むように
したい

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

真面目に
喜んで取
り組んで
いたが、
余裕がで
き少し気
が緩んで
しまった
のかもし
れない

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一連の動
きの中
で、手を
出したが
間に合わ
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

跳び箱と
鉄棒を分
かれて見
ていたの
で、近く
にはいな
かった

改めて注
意事項を
子ども達
に伝え
る。

もっと職員
の手があっ
て配置でき
れば防げた
かもしれな
い

2030

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

62 27 21 14 23 23
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

給食後で
職員の人
数が少な
く、見守
りが不十
分だっ
た。

給食後に
部屋で見
守りをす
る職員の
人数と見
守る配置
を決め、
職員間で
共有する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

96 ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

給食後で
職員の人
数が少な
く、見守
りが不十
分だっ
た。

給食後に
部屋で見
守りをす
る職員の
人数と見
守る配置
を決め、
職員間で
共有する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

給食後に
歯磨きを
するため
に以上児
室に戻っ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

給食後で
片付けや
他の園児
の歯磨き
対応等で
職員の人
数が少な
く、見守
りが不十
分だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

給食後で
片付けや
他の園児
の歯磨き
対応等で
職員の人
数が少な
く、見守
りが不十
分だっ
た。

給食後の
人数が少
なく、見
守りが不
十分だっ
た。

給食後に部
屋で見守り
をする職員
の人数と見
守る配置を
決め、職員
間で共有す
る

他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修

事故誘
因

ソフト面

職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 玩具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き

　　　　　　　　　　特定教育・保育施設等における事故情報データベース【令和３年５月12日更新】

No

初回
掲載
年月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況

事故状況

特記事項 発生時状
況

事故の転帰

事故発生の要因分析 掲載
更新
年月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 性別 ハード面 環境面 人的面

月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳 うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名

1 / 255 



2031

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 10 18 20 23 23
14.２
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

本児に
とって活
動する頻
度の少な
い園庭で
初めての
うんてい
遊びで
あったが
見守る職
員の人数
が少な
く、見守
りが不十
分だっ
た。

大丈夫だ
ろうと個
人で判断
せず、危
険が少し
でもある
際は、周
囲の保育
士への声
掛け・及
び共通意
識を持っ
て見守
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

96

本児に
とっては
初めて使
用する遊
具であっ
た。

個々の能
力・発達
を踏まえ
た遊具の
危険性を
想定して
おく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

複数の遊
具で遊ん
でいた。

遊具使用
時は特に
目を離さ
ないよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児がう
んていの
スタート
地点に登
り両手両
足を付け
立ってい
ることは
把握して
いたが、
他児２名
が木のは
しごを登
り始めた
為そちら
に手を添
えて見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当を割
り振って
いた

本児に
とって経
験の浅い
遊具で
あったに
も関わら
ず見守り
体制が薄
かった

個々の能
力・発達を
ふまえて危
険を予測す
る。必要に
応じてルー
ルを決めた
り、人数の
制限を設け
たりする。

2032

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

100 100 6 6
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘関節
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3～4

1.基
準以
上配
置

事故防止
マニュア
ルの周知
徹底が不
十分だっ
た。

職員の配
置を考慮
していた
つもり
だった
が、事故
は発生し
てしま
い、再度
運動時の
職員の配
置を検討
すると同
時に事故
防止マ
ニュアル
の周知徹
底。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

3～4

運動時の
園児の距
離間が密
接してい
た為

運動前に
再度職員
による器
具の点検
と園児へ
の怪我に
繋がる注
意事項の
指導。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

個別指導
の職員が
複数いる
状況にあ
り、園児
全体を把
握できて
いなかっ
た。

事故発生
時の状況
を把握
し、今後
同じ事故
が起きな
いよう
マット等
の施設及
び、職員
の配置を
考慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
過ごして
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐに手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

すぐに手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

担当職員
の手の届
く位置で
の練習で
はなかっ
た。

園児の見守
りを怠らな
いように配
慮する。

2033

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

25 3 3
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外側靭帯
断裂（裂
離骨折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

―

1.基
準以
上配
置

通路や階
段など走
らない事
を伝えて
いなかっ
た。

階段など
は飛び降
りずに歩
いて降り
るよう注
意を促
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

階段があ
るもの
の、クラ
スを移動
する時な
どは大勢
の園児が
動いてい
る。

通路なの
で危険な
事をしな
いように
園児に話
す。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

階段の下
に物を置
いていた
ため通り
にくく
なってい
た。

階段の下
に置いて
ある物を
撤去し通
りやすく
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

トイレを
済ませ、
保育室に
戻る途中
にある階
段を降り
ようとし
てつまず
く。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラスで
トイレに
行くよう
声をかけ
た後、保
育室で
待ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

取扱いが
あってい
た為、各
クラスの
担任は各
保育室に
いた。

保育室の
外への目
配りが足
らなかっ
た。

級外の保育
士が廊下等
に子どもが
いる間は気
を付けて見
守る。

2034

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

63 7 7
15.３
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

年度当初
で子ども
がまだ安
定してい
なかっ
た。

年度当初
のよう
な、まだ
子どもが
安定して
生活を送
れない時
期には、
職員間で
共通理解
のもと、
園庭での
遊びの時
間は園
長、副園
長、主幹
保育教諭
等を園庭
全体が見
られるよ
うに配置
する。ま
た、安全
点検で気
が付いた
点は、す
ぐに全保
育教諭が
共通理解
できるよ
うに伝達
する。当
該対応に
ついて会
議等で注

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

200

砂や水が
なくても
走ると滑
る可能性
のある場
所である
こと

滑ってし
まった原
因につい
て確認。
雨や砂で
滑りやす
い状況で
はなかっ
たが、子
どもが園
庭に出る
際には砂
を掃いて
おくなど
今後も引
き続き安
全面での
配慮をし
ていく。
また、滑
りやすい
ところで
は走らな
いことを
しっかり
伝えてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭で子
ども達が
遊ぶ時
に、担任
と副担任
のみの見
守りだっ
た。

園庭での
遊びや園
児が大勢
で活動す
るとき
は、担任
はもとよ
り園長、
副園長や
主幹保育
教諭、フ
リーの保
育教諭が
安全のた
めに子ど
もたちの
見守りを
する。ま
た、入園
後間もな
い時期な
らではの
危険を予
測し、全
保育教諭
で共通理
解を持
つ。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

入園間も
ない時
で、園庭
で遊べる
ことに、
やや気持
ちが高
ぶってい
た様子
だった。
本児に事
故後様子
を聞いて
みたが、
ぶつかる
とは思っ
ていな
かったと
言ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は少
し離れた
ところで
全体を見
ていたた
め、本児
がぶつか
るのは防
げなかっ
た。同時
刻に園庭
で遊んで
いたクラ
スの保育
教諭も、
クラスの
子どもた
ちと一緒
に遊んで
いて、本
児が転ん
でから気
が付い
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の園児
の遊びも
同時に見
ていた。

全体を見
る教員が
いなかっ
たと共
に、入園
間もない
子ども達
の状況の
把握が不
十分だっ
た。

入園進級後
の間もない
日の子ども
の心や行動
が浮足立っ
てしまう時
期には、よ
り丁寧に安
全面につい
て指導する
とともに、
職員間の共
通理解を深
め、園児が
安全に生活
できるよう
に注意す
る。
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2035

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

96 34 32 30 5 5
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

前歯 外傷
性亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

降園のた
めのバス
を待つ時
間、全学
年の子ど
も達が混
ざって遊
んでい
た。

集会等
で、子ど
も達に安
全な遊び
方につい
て伝える
機会をも
ち、意識
を高めて
いく。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

200

砂や水が
なくても
走ると滑
る可能性
のある場
所である
こと

今回も砂
や水等の
影響は無
かった
が、子ど
も達が園
庭にでる
際には滑
りやすい
箇所の
砂、水を
取り除く
ことの確
認を徹底
し、より
一層の安
全配慮を
心掛け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

バスを待
つ時間、
年齢が混
合で遊び
が複雑に
なってい
る。子ど
もの気持
ちが先走
りがち
で、注意
が散漫に
なる。

園庭での
遊びや、
園児が大
勢で活動
する時
は、担任
はもとよ
り園長、
副園長、
主幹保育
教諭、フ
リーの保
育教諭
が、安全
のために
子どもた
ちの見守
りをす
る。ま
た、危険
を予測
し、即時
に保育教
諭間で共
通理解で
きるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に動き
の激しい
子ではな
く、運動
も好きな
方なの
で、身体
的に問題
があった
とは考え
にくい。
また、本
児のほか
に子ども
がいな
かったの
で、押さ
れたりし
たことも
ない。本
児が何ら
かの原因
でつまづ
き階段で
滑ってし
まった結
果と考え
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
たところ
で全体を
見ていた
ため、本
児が転ん
で階段に
ぶつかる
のは防げ
なかっ
た。同時
刻に園庭
で遊んで
いたクラ
スの保育
教諭も、
子どもた
ちと一緒
に遊んで
いて、本
児が転ん
でから気
が付い
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当のバ
スに乗る
子ども達
と一緒に
遊んでい
た。

職員同士
の連携が
不十分
だった。

バスを待つ
自由遊びの
時間は異年
齢の縦割り
の活動と同
じなので、
保育教諭も
子ども達の
様子をお互
いに伝え
合って共通
理解できる
ようにす
る。園児と
遊ぶ職員、
見守りの職
員が各々の
役割を確認
し何かあっ
た時には対
応できるよ
うにする。
子どもたち
には園庭で
の遊び方や
遊具の安全
な使い方等
の安全面に
ついて指導
するととも
に、職員も
定期的に安
全について
職員会議等
で確認す

2036

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

39 2 2
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

顔面汚染
創
顔面割創

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

同じ階の
保育教諭
同士も子
どもの遊
び方につ
いて共有
し、自由
時間時は
特に職員
が連携し
ながら、
子どもた
ちを見て
いく必要
があっ
た。

安全対策
の研修に
出向き、
職員の意
識を高め
る。ま
た、朝礼
において
子ども安
全面に対
する意識
づけを行
う。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12

ままごと
コーナー
から廊
下、廊下
からまま
ごとコー
ナー共に
死角と
なってい
たため、
互いに死
角同士か
らの飛び
出しと
なってし
まった。

ままごと
コーナー
等遊具の
向きを変
え、死角
からの飛
び出しと
ならない
ように環
境構成を
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園児が思
い思いの
場所で遊
びを楽し
む時間で
あり、保
育教諭が
保育室内
のみにと
どまって
いたこ
と。

園児に
は、廊下
を走ると
いうこと
の危険性
を日頃か
ら伝えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ままごと
遊びを終
え、他児
とほかの
遊びに移
ろうと移
動しよう
とした。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

隣の教室
へ、用具
を取りに
行き、本
教室を離
れてしま
い、衝突
時見てい
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

教室内で
他児との
遊びに関
わり、至
近l距離に
はいた
が、衝突
の瞬間は
見えてい
なかっ
た。

子どもの
特徴につ
いて、事
前に共有
し合い、
担任の学
年以外の
子であっ
ても注意
しなけれ
ばならな
いことを
確認し、
１日の計
画を職員
全体で把
握してお
く必要が
あった。

職員が園児
のそばから
離れる時に
は、必ず他
の職員にそ
の事を伝
え、注意喚
起をする。
また、職員
は、室内と
廊下に分か
れて園児の
様子を見て
いるよう配
慮する。

2037

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

41 7 7
14.２
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
牙脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

ミーティ
ング時等
でけがに
対する防
止策等話
し合って
いたが、
活かされ
ていな
かった。

7名の職員
で子ども
の活動に
合わせ、
対応でき
るように
職員配置
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

0歳児体育
館前の廊
下に避難
車が置い
てあっ
た。

０歳児用
の避難車
は園児が
普段通ら
ない場
所・すぐ
に避難車
として使
える場所
を考え、
休憩室前
の廊下に
保管する
こととす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

移動する
通路に不
要な避難
車がある
ことの危
険性に気
付くべき
であっ
た。

子どもの
動線を考
え、廊下
には不要
なものは
置かな
い。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

部屋を移
動するこ
とが嬉し
く、すぐ
に走り出
した様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
避難車に
当たる瞬
間に手を
差し伸べ
たが、間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児と関
わってい
たため、
対応する
ことが難
しかっ
た。

担当保育
教諭等の
危険予測
が十分で
なかっ
た。

廊下に不要
なものを置
かないこと
を職員へ周
知し、園児
の動きに合
わせて、職
員間で連携
し声を掛け
合い、対応
する。

2038

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

44 3 2
17.５
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

外傷性Lux
下唇裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

44名の園
児、指導
員1名、職
員3名で
あった。

職員の配
置につい
ては、十
分である
と考え
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園児自身
の縄跳び
が怪我の
原因と
なった。

運動の練
習前に
は、あら
ゆる事故
を予測
し、不要
な物を置
かない等
環境を整
える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

跳び方に
心配のあ
る園児に
対して配
慮すべき
だった。

事前に園
児への注
意喚起を
行うと共
に、縄跳
びのとび
方につい
ては、縄
に足が掛
からない
ような跳
び方の指
導を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

給食後、
普段と変
わらない
落ち着い
た様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全員で縄
跳びを練
習する様
子を見
守ってい
るとき、
対象児が
転倒する
瞬間に手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全員を見
守り指導
していた
が、瞬間
のことで
間に合わ
なかっ
た。

一人一人
の運動能
力を把握
し必要に
応じて、
すぐに職
員が動け
るように
しておく
べきで
あった。

運動の練習
前には、あ
らゆる事故
を予測し、
環境を整え
ると共に、
常に全体に
目を配り、
特に注意が
必要な園児
に対しては
個別に声を
かける。
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2039

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

34 7 7
14.２
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

右母指打
撲傷

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

職員配置
は十分で
あった
が、研修
等で確認
しあった
ことが活
かされな
かった。

園児の動
きを常に
把握し、
危険が予
想される
箇所には
園児を近
づけない
よう職員
を配置す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

子どもの
行動を予
測し、安
全に過ご
せる環境
とはなっ
ていな
かった。

すぐに扉
が開閉で
きないよ
うにカギ
をつけ、
園児が開
閉しない
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

扉の近く
に子ども
がいた場
合、注意
して見守
る必要が
あった。

園児の様
子を把握
し、職員
間で声を
掛け合い
危険を回
避する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらない
落ち着い
た様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
手を挟む
瞬間に手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児と関
わってい
たため、
対応する
ことがで
きなかっ
た。

扉の危険
を常に予
測してお
き、すぐ
に対応で
きる配置
にすべき
だった

担当職員の
みが開閉を
行い、周囲
に園児がい
ないことを
確認し開閉
を行う。扉
の周囲に園
児が行かな
いよう注意
を払う。

2040

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

19 2 2
17.５
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折、左肩
挫傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

保育教諭
同士で園
児の安全
確認を
行ってい
たが十分
ではな
かった。

保育教諭
同士でど
う動くべ
きなのか
を再確認
し話し
合ってい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

安全管理
には配慮
していた
が、十分
ではな
かった。

保育室内
外の危険
箇所を予
知し、危
険な物は
固定させ
たり、危
険である
ことを繰
り返し伝
え示して
いく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

友達と遊
んでい
て、楽し
くなって
気持ちが
高揚しつ
つある状
態だっ
た。

危険と感
じたもの
を出した
り、置
きっぱな
しにした
りせず
に、速や
かに片づ
けをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育室で
遊びを
転々とし
ながら、
友達とふ
ざけて遊
んでい
た。ふざ
け合いが
徐々にエ
スカレー
トしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室で
一緒に遊
んだり、
様子を見
たりして
いた。友
達と遊ぶ
様子を見
て「危な
いから降
りてね」
と声をか
けたが、
降りよう
としな
かった。
その後、
目を離し
た時に転
げ落ちて
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室で
遊んでい
る園児の
様子を見
たり、一
緒に遊ん
だりして
いたた
め、見て
いなかっ
た。

「危な
い」とい
うことは
園児に伝
えていた
が、言葉
のみで行
動を制止
すること
はしな
かった。

目配りを忘
れず、危険
なものは前
もって片づ
けるように
共通理解し
ておく。勝
手な判断を
せず、いつ
もと様子が
違う時に
は、看護師
に看てもら
うようにす
る。

2041

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

84 5 5
18.６
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右小指基
節骨頸部
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

ドッジ
ボールの
園内予選
というこ
とで、担
任職員の
他2名の補
助職員が
いた。し
かしボー
ルの取り
方をしっ
かりと見
ることが
出来てい
なかっ
た。

ボールの
取り方の
指導を行
うととも
に、試合
中や練習
終了後怪
我の有無
がないか
視診や確
認を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

365
1.定期的
に実施

365

木製フ
ローリン
グで特に
問題はな
かった。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

指先で
ボールを
取ってい
た。ボー
ルの取り
方につい
ての指導
が不十分
であっ
た。

どの様に
ボールを
取れば良
いか実践
しながら
指導を行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

意欲的に
ドッジ
ボールに
取り組ん
でおり、
活発的で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

試合中対
象児の動
きを見て
いたが、
ボールの
取り方ま
では見て
いなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
同様に
ボールを
目で追っ
ていた
が、取り
方までは
見ていな
かった。

室内遊戯
室には5
名の職員
がおり、
ホール内
を行き来
しながら
試合を見
ていた
為、問題
はなかっ
た。

ボールの取
り方もしっ
かりと確認
し、危険が
ないか把握
していく。
又、終了後
に視診と怪
我の有無の
確認を行
う。

2042

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

31 2 2
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右尺骨近
位端骨
折、頭部
挫傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

山が出来
て間もな
かった
為、使用
状況の情
報が乏し
かった。

園庭遊び
の際には
遊具のそ
ばに必ず
職員がつ
くように
し、園庭
を使用す
る全学年
の職員で
連携す
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

200

子どもが
山を駆け
下りた場
合の十分
なスペー
スが確保
されてい
なかっ
た。

遊具の設
置場所が
適切であ
るか再検
討する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集団遊び
で山を使
用可とし
ていたこ
と。

集団遊び
の際は遊
具のそば
で遊ばな
いよう注
意を促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一緒に氷
鬼をして
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に氷
鬼をして
遊んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室で
他の園児
を保育し
ていた。

子どもと
一緒に遊
ぶ中で、
園児一人
ひとりの
動きに注
意をはら
えなかっ
た。

子どもの行
動から事故
を予測し、
注意を促す
声掛けをす
るなど早期
対応をす
る。
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2043

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

54 6 5
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

軟骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2～3

1.基
準以
上配
置

初めて使
用する遊
具だった
ため少人
数では問
題ない動
きでも、
大勢にな
ると他児
と接触し
たりなど
の危険性
が増すこ
とに気が
付かな
かった。

事故につ
いて話し
合った結
果を職員
全員が周
知し、今
回の事故
が起きた
トランポ
リン型大
型遊具で
の事故の
危険性を
常に意識
し、園児
の遊びに
勢いが付
きすぎて
いないか
注意して
見守る。

1.定期的
に実施

365
1.定期的
に実施

365
1.定期的
に実施

365

遊具の安
全な使用
法を把握
していな
かった。

遊具等に
不備は無
かったた
め、特に
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故が起
こりうる
場所を理
解してい
なかっ
た。

事故の事
を念頭に
おき、危
険があっ
た箇所に
必ず保育
教諭を配
置するな
どして、
子どもた
ちが安全
に遊べる
よう保育
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

数人の園
児ととも
に、大型
遊具で飛
び跳ねて
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

施設職員
が傍につ
いていた
が、数人
が飛び跳
ねていた
ため、本
児が足を
ひねって
いたこと
に気付か
ず、本児
が泣いて
いる姿を
見て、初
めて気づ
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

施設職員
が傍につ
いていて
くれたの
で、保育
教諭はそ
れ以外の
遊具で園
児をみて
いた

基準以上
の職員が
配置され
ているこ
とと、施
設職員が
いること
で安心し
てしまっ
た。

集団でトラ
ンポリン形
の大型遊具
を使う場合
は、人数を
制限した
り、動く方
向を統一し
たりして安
全に楽しめ
るよう促
す。

2044

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

14 6 3
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足脛骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

7

1.基
準以
上配
置

スキー指
導員が２
名指導に
当たって
いて、職
員も４名
いる状態
であった
が、当日
はリフト
に乗る子
どもに３
名ついて
いたた
め、通常
より配置
が少なく
なってい
た。

スキー指
導員を増
やし、職
員数を増
やして対
応するこ
とや、グ
ループの
数を減ら
す対応を
行う。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

50

スキー場
のため、
別事業者
が管理。

負傷者発
生時にお
ける迅速
な対応に
ついてス
キー場管
理側と確
認した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

転倒等の
多い冬季
の活動に
おいては
特に注意
喚起を強
化する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

スキーを
している
子どもを
指導、見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
同様、子
ども達を
指導、見
守ってい
た。

事故を職
員が見て
いたが、
大ケガを
している
と判断で
きず、ス
キー学習
が終わっ
て帰るま
で気づく
のが遅れ
た。

体調不良や
ケガに対応
できる専属
の職員を必
ず１名配置
するように
改善する。

2045

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

15 1 1
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

使用する
遊具を指
定すべき
だった

職員の人
数（配
置）を考
慮し使用
する遊具
を決めて
遊びをす
すめる

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

鬼ごっこ
をしてい
たため逃
げるのに
夢中に
なってす
べり台か
ら降りよ
うとして
足を踏み
外した

鬼ごっこ
の最中は
すべり台
を使わな
いよう指
導した

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
で固定遊
具の滑り
台も使用
していた

鬼ごっこ
をする時
は固定遊
具を使わ
ないよう
指導した

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をしてい
たため、
急いで滑
り台から
降りよう
として足
を踏み外
した

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑り台階
段の反対
側にいた
ため、落
下する瞬
間間に合
わなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう一人
の教諭は
半数の園
児の室内
あそびを
見守って
いた

―

遊びを見守
る保育者の
位置や遊び
の約束事の
確認等、安
全点検に万
全の配慮を
する

2046

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

31 5 5
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

本児の転
びやすい
という発
達の状態
を持ち上
がりの担
任は把握
していた
が、他2名
の担任と
は情報共
有してい
なかっ
た。

研修等を
通し運動
遊びの配
慮事項を
確認し合
う

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

8
1.定期的
に実施

12 特になし

戸外活動
において
のリスク
の洗い出
し及び、
事前調
査。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

枯草の下
に隠れて
いた枝へ
の安全確
認を怠っ
た。

設定保育
直前の安
全確認や
情報収集
を行な
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

現地まで
は、連手
で列をな
して落ち
着いて歩
いていた
が、自由
活動に
なった
際、心身
ともに解
放的に
なったた
め足元を
確認せず
走り出し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもの
反応や発
する言葉
に対応出
来る様人
員配置を
してい
た。本児
が転倒の
際も手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

先頭の保
育教諭が
隠れてる
枝に気が
付かず、
後続の保
育教諭が
発見する
前に本児
が転倒し
てしまっ
た。

クラス全
体の危機
管理意識
が薄かっ
た。

転倒の際両
手が出な
かった。四
肢の発達を
促す遊びを
取り入れ
る。
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2047

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

54 2 2
18.６
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第２趾
基節骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

整列する
際の間
隔、慌て
る園児へ
の声かけ
不足

落ち着い
た行動と
整列の際
の間隔を
広くあけ
るように
指導

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 3.未実施 ― 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし
広いとこ
ろで整列
をする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

人気の
ホールで
の運動遊
びの為、
全体とし
て興奮気
味であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

整列の
為、すぐ
そばにい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

整列の
為、すぐ
そばにい
た。

特になし
興奮を鎮め
て行動させ
る。

2048

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

17.５
歳

1.男
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

事故防止
年間計
画、学校
安全計画

1.基
準以
上配
置

―

事故場所
での安全
面の指
導，予防
策を検
討。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

危険な場
所の角に
カバーを
した。花
壇にマッ
トをひい
た。

7.その
他

―

普段の遊
具の使い
方を見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
も良好で
あり，午
前中も体
操教室等
に参加し
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員が少
し離れた
テラス部
分から園
庭にいる
対象児を
確認した
が、落下
の際間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
にいたが
他の子ど
もの管理
をしてい
たため、
落下した
際に間に
合わな
かった。

―

見守りの数
を増やす。
危険予知
し、目を配
る。

2049

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 1 5 2 2 1 2 7 7
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折､
左消橈骨
遠位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

事故防止
年間計
画、学校
安全計画

1.基
準以
上配
置

―

事故が起
こった原
因や再発
防止に向
けて話を
した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

人工芝は
敷いて
あったが
遊び方に
ついて再
度確認す
るように
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

クラスご
とに遊具
の握り方
などの話
をした。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午前中
も、室内
遊びをし
て普段の
様子で過
ごしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭で使
用した遊
具を片づ
けをしな
がら見て
いたた
め、落下
した際に
対象児を
受け止め
たが間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
と同じく
片付けと
他児の対
応をして
いたた
め、至近
距離にい
たが対象
児を受け
とめるこ
とができ
なかっ
た。

―

遊具の安全
な遊び方な
どクラスで
確認するよ
うにした。

2050

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

54 9 11 13 21 6 6
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上部若
木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

事故防止
年間計
画、学校
安全計画

1.基
準以
上配
置

―
遊び方の
指導。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

遊具及び
その他の
遊び場の
安全性の
見直し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

普段の遊
具の使い
方を見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子で保育
活動をし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遠くから
うんてい
で遊ぶ本
児を見て
いたた
め、落下
した際に
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の幼児
と関わり
対応して
いたた
め。

―
遊具側に保
育教諭を配
置する。

2051

平成
30年
6月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

62 30 32 8 8
17.５
歳

1.男
児

過去に10回
の痙攣を起
こしてい
る。園では
平成29年5月
●日に1回目
平成30年3月
●日に2回
目、今回が3
回目のけい
れんだっ
た。また、
無熱性けい
れんは今回
が6回目だっ
た。脳波の
検査を過去
に7回（半月
に1度）した
が、異常は
見られな
かった。不
整脈から来
ているのか
もしれない
ということ
で平成29年
10月●日に
検査をした
が、異常は
見られな
かったの
で、自律神
経の乱れが
原因ではな

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
1.意識不
明

無熱性け
いれん

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

―

1.基
準以
上配
置

痙攣前に
起きやす
いと言わ
れている
異常行動
が、今回
は直後に
判断でき
たが、非
常にわか
りづらい
ので判断
が難し
い。

いつ、ど
こで起き
るか分か
らない以
上、四六
時中目が
離せない
状況だ
が、人的
配置は難
しいの
で、全職
員で見
守ってい
くしかで
きない。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2 3.未実施 ―

緊急時に
かかりつ
けの医療
機関に受
診できな
い。

かかりつ
けの医療
機関に救
急搬送で
きないた
め、救急
対応の措
置につい
て、主治
医と相談
してもら
うように
保護者に
依頼し
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園長・副
園長が小
学校の入
学式で不
在だった
が、前年
度に経験
していた
職員がい
たことで
冷静に判
断し行動
ができ
た。

引き続き
緊張感と
責任感を
もって、
声を掛け
合いなが
ら職員間
で連携を
図り、園
児の安全
を確保し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と特
に変わっ
た様子は
見られな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児の行
動を担任
だけでな
く、園庭
にいたす
べての職
員が見
守ってい
たので、
今回は痙
攣直後に
対応がで
きた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任はも
とより、
本児の様
子をすべ
ての職員
が気にか
けてい
た。

今回は、
保育して
いる子ど
もの人数
が少なく
職員も十
分にいた
ため対応
できた
が、朝夕
の時間や
土曜日
等、職員
配置が少
ない時に
起きた時
の対応を
考える必
要があ
る。

実際にシュ
ミレーショ
ンをし、本
園児への対
応マニュア
ルを作成し
ていく。
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2052

平成
30年
6月
29日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 8 8 9 2 2
18.６
歳

1.男
児

自閉症スペ
クトラム

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

―

なにか起
きた時に
迅速に対
応できる
ように、
子どもに
起こりう
る事故を
把握し、
すぐに対
応できる
ように知
識を得て
いく。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

いつでも
対応でき
るように
子供たち
から目を
離さない
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
だった
が、おま
まごとが
盛り上が
り興奮し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで未
満児を
抱っこし
ながらお
ままごと
をみてい
ると、本
児が靴下
で走りだ
したの
で、いつ
もの様に
「走らな
いでね。
転んでし
まう
よ。」と
注意をし
た。しか
し本児は
走る事を
止めず直
後転倒。
手を差し
伸べられ
る距離で
はあった
が、子ど
もを抱っ
こしてい
た為出来
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラスに
いる他の
園児を対
応してい
た為見て
いなかっ
た。

三月とい
う事もあ
り、年長
児は卒園
も間近で
進級に向
け、気持
ちが高ま
り興奮気
味の子も
みられて
いた。

けが等の対
応について
職員間で再
確認すると
ともに、子
どもたちに
お部屋での
遊び方の注
意をきちん
と伝達す
る。

2053

平成
30年
6月
29日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

55 22 33 4 4
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

肘内障、
及び左肘
の骨にひ
び

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

2クラス全
体で、50
名が一斉
に動いて
いた。

一人ひと
りの動き
が見える
よう空間
を設け
る。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年少児の
手伝いを
している
ときにぶ
つかる・
階段を上
るときに
肘を打
つ・保育
室でドア
やロッ
カーにぶ
つける
このよう
な要因が
考えられ
るが不
明。

活動中の
環境の整
理。人の
動きの動
線の整
理、誘
導。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

登園時の
健康状態
に問題は
なかった
が、園庭
で自由遊
びの途
中、母親
に会いた
くなった
と泣い
た。担任
がバス乗
車から戻
り、一緒
に過ごし
落ち着い
た。10時
30分頃に
年少女児
の降園準
備を手伝
い、50分
頃に保育
室に戻っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育室に
戻り降園
準備を始
めるが、
進めるこ
とができ
なかった
ので声を
かけると
「痛くて
動かせな
い」と訴
える。
「いつか
ら・どこ
で・何が
あったの
か」など
と質問す
るが、把
握できた
のは「今
痛くなっ
た」とい
うことの
みだっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラス全
体の補助
として、
活動を見
守り援助
してい
た。

年長33
名、年少
22名が一
斉に動い
た。

一斉に動く
のではな
く、いくつ
かのグルー
プに分け
て、年長・
年少各4名ず
つに先生1名
がついて動
く。

2054

平成
30年
6月
29日

1.認可 5.幼稚園 11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

19 2 2
16.４
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

膝上骨折
（左大腿
骨遠位骨
端線損
傷）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

・受傷
時、マ
ニュアル
を参照せ
ず、適切
な対応が
できな
かった。
・日頃か
ら靴下の
ままで活
動すると
転倒する
よ、と園
児達に指
導できて
いなかっ
た。
・担任・
加配教諭
は各々が
上司や同
僚に報
告・連
絡・相談
をしな
かった。
・園で受
傷した
が、病院
受診に同
席する配
慮が足り
なかっ
た

・受傷
時、マ
ニュアル
を参照
し、適切
な対応を
行う。
・日頃か
ら靴下の
ままで活
動すると
転倒する
危険性を
伝え、上
履き・イ
グサ草
履・素足
で活動す
るよう指
導する。
・全職員
は二重に
なっても
各々が上
司や同僚
に報告・
連絡・相
談を行
う。
・上司は
何でも
言っても
らえるよ
うに職場
環境を整

1.定期的
に実施

22
1.定期的
に実施

22
1.定期的
に実施

22 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は降
園準備が
できてい
る状況
だった。
いろいろ
なことに
興味を持
ち、じっ
としてい
ることが
難しい。
言葉だけ
の指示は
入りにく
い。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

降園前の
絵本を読
む準備を
していた
が、本児
がふれあ
うことを
求めてき
たので、
一緒にふ
れあって
遊んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もの降園
準備を手
伝ってい
たため、
対象児の
動きは見
ていな
かった。

・担任・
加配教諭
は靴下を
はいて
ジャンプ
していて
も何も思
わなかっ
た。
・担任・
加配教諭
は軽微な
怪我と思
い込ん
だ。
・担任・
加配教諭
は多動な
児で言葉
だけの指
示が入り
にくい特
性を理解
しながら
も、危な
いと制止
しなかっ
た。

・靴下のま
ま活動して
いたら、危
ないと注意
し、制止す
る。
・園内の怪
我や事故
時、安易な
ものと判断
しない。
・園長を始
めとする全
職員の危機
意識の向上
に努める。

2055

平成
30年
6月
29日

1.認可 5.幼稚園 1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

23 2 1
17.５
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左中指末
節骨骨
折、左環
指末節骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

―

職員間の
連携を図
り、遊び
の様子を
見守った
り指導し
たりして
いるが、
積み木の
扱い方、
約束につ
いて職員
間で確認
した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

月に一度
は必ず点
検するよ
うにして
いる。ま
た、日々
の環境整
備の時に
も気を付
け、改善
が必要な
個所は迅
速に対応
するよう
にしてい
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

積み木を
積む高
さ、積み
方につい
て幼児に
改めて指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

前日から
積み木を
積み、家
に見立て
て遊んで
いた。引
き続き家
で遊ぼう
と、友達
と一緒に
積み木の
家の中で
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

教師も積
み木の家
に入ろう
としてい
たが、他
の幼児に
誘われて
いたとこ
ろだった
ため、対
象児は視
線から外
れてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

弁当後の
片付けを
している
他の幼児
にかか
わってい
た。

― ―
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2056

平成
30年
6月
29日

1.認可 5.幼稚園 3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

92 38 54 10 9
18.６
歳

1.男
児

登園時に保
護者より、
休日中に股
関節に痛み
があるこ
と、副鼻腔
炎気味で体
調もすぐれ
ないと保護
者から連絡
を受けてい
た。

8.その他
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の外傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

20
2.基
準配
置

避難場所
が小学校
という普
段の生活
の場では
ない場所
への避難
だった
が、その
ための配
慮事項が
不十分
だったの
ではない
か。職員
の配置場
所等に課
題が残っ
た。

小学校の
階段を使
用する際
は、職員
配置とし
て、先頭
に担任、
各階の踊
り場(３箇
所）に固
定の職員
を配置す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

192

小学校の
階段は、
幼稚園の
階段と段
差や素材
が違い、
滑りやす
く園児に
は慣れな
い階段で
あった。

今後も小
学校の階
段を使用
する際は
必ず下見
をし、危
険な箇所
の把握や
安全に行
えるかど
うかの確
認をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

総合の避
難訓練で
園庭から
速やかに
小学校へ
移動し、
４階の廊
下まで避
難した
が、体力
的に疲労
した園児
もいたの
ではない
か。

園庭から
４階まで
の移動は
体力的に
も疲れが
見られた
り、慣れ
ない階段
と下から
登ってく
る園児に
慌ててし
まうこと
も予想さ
れるの
で、一列
でゆっく
り登るな
ど十分な
見守りや
声かけを
徹底して
行う。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

９時２０
分に登園
し速やか
に身支度
を整え避
難訓練に
参加す
る。今回
の避難訓
練では地
震から大
津波と河
川Aの決壊
を想定し
た訓練
で、小学
校の４階
へみんな
で避難
し、下か
ら登って
くる園児
もおり、
普段より
少し慌て
て階段を
登った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラスの
園児を連
れて担任
が先頭に
なって階
段を登
り、その
都度後方
を確認し
ていた
が、本児
の転倒し
た瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
の担任は
クラスの
園児を誘
導してい
た。他の
職員は他
児の対応
(介助を要
する子ど
も、手を
つないで
の誘導）
や、最後
列からの
見守りを
行ってい
た。

本児の体
調が万全
ではない
ことを保
護者から
聞いてい
たが、す
ぐに避難
訓練開始
の時間が
来て、担
任に連絡
できずに
避難訓練
を実施し
てしまっ
た。「お
さない・
はしらな
い・しゃ
べらな
い・もど
らない」
の約束の
徹底が不
十分だっ
た。４階
までの階
段、踊り
場での見
守りが不
十分だっ
た。

登園時に聞
いた保護者
からの体調
の話を職員
で共有し、
職員全員で
配慮ができ
るようにす
る。「お・
は・し・
も」の約束
を避難訓練
が始まる前
にしっかり
徹底できる
ようにす
る。階段や
踊り場に
は、必ず教
師の見守り
を行い、転
倒等の対応
ができるよ
うにする。
階段を登る
ときは一列
でゆっくり
登る。

2057

平成
30年
6月
29日

1.認可 5.幼稚園 5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

47 14 13
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の脱臼
の疑い、
歯根破折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

研修以外
にヒヤリ
ハット事
項につい
て毎週職
員会議で
話し合っ
たり、自
己チェッ
クリスト
等、事故
予防に関
する職員
の意識づ
けを　試
みている
が、進級
後１ヶ月
程であっ
たり午後
からの子
どもの疲
れ等を加
味した想
定の範囲
が狭かっ
た。

事故予防
に対して
の意識が
高まるよ
う、園内
の話し合
いを綿密
に行う。
午後から
の戸外遊
び時の職
員配置を
見直し、
増員す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

午後の遊
びの時間
帯が、子
ども達の
疲れがみ
える時間
帯だっ
た。

午後から
の戸外自
由遊びの
時間帯の
見直しを
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特にいつ
もと変わ
らず、滑
り台で遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑り台の
ある総合
遊具を全
体に見て
いた。対
象児が滑
り台で遊
んでいる
ところを
見えると
ころにい
たが手は
届かず、
咄嗟に対
象児と他
児のトラ
ブルは止
められな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

加配担当
であり、
加配対象
児を中心
に、担任
とは違う
場所を担
当し見
守ってい
た。

５月のま
だ進級１
か月余り
という時
期であ
り、特に
午後から
は子ども
達に疲れ
がみら
れ、突発
的な子ど
も同士の
トラブル
が起こり
やすく
なってい
た。

突発的な子
ども同士の
トラブルに
素早く対応
できるよ
う、午後の
戸外遊びの
時間に、担
任と加配担
当教諭のほ
かに職員を
配置するよ
うにした。
また、午後
からの戸外
遊びの時間
帯も他職員
が増員でき
る時間帯に
変更した。

2058

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

30 1 1
17.５
歳

2.女
児

障がい児
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕の2本
の骨のう
ち外側の
骨は完全
に折れ内
側の骨は
曲がって
いる状態

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

―

担任が抜
ける時な
どは代わ
りが入る
など対策
をたて、
複数で保
育を行う

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― 特になし
7.その
他

保育士は
準備がま
だの子を
手伝った
り、掃除
の後片付
けをして
いた。

配慮が必
要な子に
背を向け
てしまっ
たので片
づけの仕
方や時間
をずらし
たりす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
つま先立
ちで歩い
たり、両
手で耳を
ふさいで
歩いたり
する。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降園準備
中で対象
児以外の
手伝いを
したり、
掃除の後
片付けで
対象児に
背を向け
てしまっ
た。

―

降園準備の
しかたや、
部屋の掃除
の仕方、時
間をずらし
たりする。
また、作業
中も子ども
から目を離
さないよう
にする。

2059

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

120 8 14 19 21 22 22 7 8 25 25
17.５
歳

1.男
児

乳児期よ
り、歩行時
に足を内側
に巻き込む
癖があっ
た。転びや
すかった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足甲・
親指の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1回以上

1.基
準以
上配
置

競技の中
で急いで
移動する
場面での
転倒で
あった。
縄跳びの
縄をたた
みながら
の移動の
指示をし
ていた
が、たた
んでから
の移動し
たほう
が、落ち
着いて移
動ができ
たかもし
れない。
疼痛はあ
るものの
発赤・腫
脹がな
かったた
め行動制
限しな
かった
が、安静
を促した
ほうがよ
かった。
本児の特
性(言葉で

それぞれ
の園児の
特性を考
慮した対
応を心が
ける。園
児自身に
も、自分
の体の状
態や痛み
の程度、
痛みの増
減や程度
などを伝
える力も
就学をみ
すえて指
導してい
く。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

264 ― 該当無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 該当無し

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調不良
はなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

リハーサ
ルが終了
後、保育
室に移動
し園児は
着替え等
行ってい
た。看護
師が各ク
ラスにけ
が等ない
か視診に
回った
際、担当
が子ども
たちに向
けてけが
をした
人、どこ
か痛くし
た人はい
ないかと
問いかけ
たとこ
ろ、本児
が「足が
痛い」と
看護師の
もと歩行
してき
た。「い
つ、どう
して痛く
したの」
の問いに

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

翌日、本
児の骨折
の連絡を
受け、担
当、他の
職員に本
児の動き
や様子を
再確認す
るも、骨
折につな
がるよう
な明解な
動きが不
明であっ
た。ビデ
オ撮影し
たリハー
サルの様
子を確認
すると、
組体操
中、縄跳
びを置き
隊形移動
中に、本
児が自分
の立ち位
置の間違
いに気付
き、所定
の位置に
移動する
際、地面
につまず

本児は、
乳児期よ
り歩行時
に足を内
側に巻き
込むくせ
があり転
びやす
かった。
動きが活
発で、静
止してい
ることが
苦手で
あった。
そのた
め、痛み
をおして
活発に動
いてし
まった。
転んだ時
も、勢い
あまって
転がり込
んだ様子
で、あま
りダメー
ジを感じ
させる様
子ではな
かった。
そのた
め、担当
もけがの

担当職員、
看護師が本
児の様子を
もっと注意
深く観察
し、丁寧に
対応する。
本児に安静
をもっと強
く促すべき
であった。

8 / 255 



2060

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

12 2 2
15.３
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

事故が起
こった都
度

1.基
準以
上配
置

ホールの
危険性の
周知

子どもが
けがをす
る場所を
全職員に
周知させ
る

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

1回/週

広いス
ペースの
為、走り
たい衝動
に駆られ
た。

走らない
ようにス
ペースに
マットや
障害物を
置く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもへ
の指示が
通るよう
に、普段
の保育を
きちんと
していく
事を徹底
する

子どもが
むやみに
走らない
ように、
落ち着か
せてホー
ルに入
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

普段から
元気なお
子さんに
対しての
関り方を
クラスに
入る全員
に周知さ
せる

朝の打ち合
わせの時
間、活動場
所によって
の打ち合わ
せの時間を
必ず取る

2061

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

12 4 3 1 1 1 2 15 13
15.３
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

口腔内受
傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

事故予防
に関する
研修等を
多くの職
員が意欲
的に受
け、知識
を身につ
ける。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

引き続き
定期的に
安全点検
を行い事
故防止に
努めてい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

個人活動
中の見守
り体制
（配置）
の見直し
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
が見渡せ
る位置で
複数の園
児が園庭
で遊んで
いる様子
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は２階の
保育室で
他児の保
育を行っ
ていた
り、園庭
と保育室
の行き来
をする他
児に付き
添い階段
の昇り降
りをして
いた。

前回りが
一人でで
きるよう
になった
ばかり
だった。

援助等が必
要な子の見
極めを行
い、必要に
応じて近く
で見守る。

2062

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

11 4 4
14.２
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

①左上肢
痛　　②
左鎖骨骨
折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

配置基準
を堅守
し、予防
研修の受
講に努め
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―
従来の点
検を継続
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

障害とな
る物がな
いよう、
引き続き
環境整備
に努める

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

支援ルー
ムから保
育室に歩
いて移動
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士1名
が、子ど
も3人を至
近でみて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、保育
室で食事
介助を
行ってい
た。

―

常に事故予
防を意識
し、見守っ
ていく。

2063

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

40 2 2
16.４
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第1中足
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

つま先立
ちで歩い
たため。

歩き方に
は、十分
気をつけ
るように
声かけを
する。

1.定期的
に実施

51
1.定期的
に実施

51
1.定期的
に実施

51

つま先立
ちで一人
で歩いて
怪我をし
たので、
特になし

歩き方の
問題なの
で、特に
改善なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内での
活動が多
かったた
め、、エ
ネルギー
を発散で
きなかっ
た。

戸外活動
を多く取
り入れ
て、体を
十分動か
せるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り登園し
て、元気
に過ごし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

つま先立
ちをして
いるのを
傍でみて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

多児の対
応をして
いたの
で、見て
なかっ
た。

―

危険な歩き
方をしない
ように指導
を行う。

2064

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

40 2 2
16.４
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

下口唇挫
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

遊ぶ時の
机の配置
や遊ぶ場
所の確保
を行うよ
う指導し
た。

1.定期的
に実施

51
1.定期的
に実施

51
1.定期的
に実施

51

クラスの
人数が多
く、机や
椅子が多
かった。

遊ぶとき
は、机や
椅子を寄
せて空間
を広くと
る。 席を
立つ時
は、椅子
を入れる
様に指導
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内での
活動が多
かったた
め、、エ
ネルギー
を発散で
きなかっ
た。

戸外活動
を多く取
り入れ
て、体を
十分動か
せるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―
見守り人員
を増やすよ
う改善。

2065

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

40 2 2
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

雲ていか
ら飛び降
りたた
め。

雲ていか
ら跳び降
りないよ
うに指導
をする。

1.定期的
に実施

51
1.定期的
に実施

51
1.定期的
に実施

51 ―

遊び方の
問題なの
で、特に
改善はな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

遊び方の
問題なの
で、特に
改善はな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りでは
あった
が、慌て
やすく落
ち着かな
い性格で
ある。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲ていの
傍にはい
たが、跳
びおりる
のを止め
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

多児の対
応をして
いたの
で、見て
なかっ
た。

―

見守りの人
員を各遊具
ごとに配置
する。

2066

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

10 3 2 2 1 2 10 10
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

15
2.基
準配
置

―

ヒヤリ
ハット記
録の記入
により園
全体の認
識として
職員会議
等で共通
意識す
る。

1.定期的
に実施

51
1.定期的
に実施

51
1.定期的
に実施

51 ―

今後も園
庭の小石
等を取
り、目視
等でも毎
日点検安
全対策を
図る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体力不足
な面もあ
るので園
での体幹
遊びを取
り入れ
る。

体力不足
な事も含
め、握足
手や体幹
を鍛える
遊びをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

リレーが
好きで、
運動会
ごっこを
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

見守って
いたの
で、直ぐ
に駆け寄
り様子を
みた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の年齢
の低い園
児もいた
ので、本
児を見て
いなかっ
た。

監視の目
が少な
かった。
時差出勤
時間なの
で保育士
も少な
かった。

各クラスの
保育後での
戸外遊び中
だったの
で、保育士
を戸外遊び
見守り増
員。
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2067

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

61 19 12 30 4 4
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

1.頭部

前額部割
創、左足
関節挫
創、右母
趾挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

特に危険
と思われ
る箇所に
は保育士
が必ず付
くこと。
その場を
離れると
きは、声
を掛け合
うことの
再確認を
する。

1.定期的
に実施

開園時は
毎日

1.定期的
に実施

開園時は
毎日

1.定期的
に実施

開園時は
毎日

―

トンネル
山の形状
を変え走
り難い環
境を作っ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

友だちと
落ち着い
て遊べる
環境を作
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

興奮し衝
動的に走
りだした

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

トンネル
山のそば
で対象児
と他の園
児を見て
おり、転
倒しそう
になりす
ぐに駆け
寄った
が、間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、他の
園児の戸
外あそび
を見てい
た。

―

トンネル山
で遊ぶ際は
走らないよ
う指導を徹
底した

2068

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

117 32 32 30 23 11 11
14.２
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

顔面裂創

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

走ってい
た子ども
の姿への
その後起
こりうる
危険の予
測不足。

外であっ
ても通路
では走ら
ないこと
をその都
度声掛け
する。

2.不定期
に実施

1～2
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
危険箇所
への認識
不足

怪我をし
た箇所と
考えられ
る危険箇
所へ安全
マットを
貼る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

各活動場
所の子ど
もの人数
に合った
職員配置
を考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外から
室内へ他
児と競争
感覚で
戻ってい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

２階の保
育室、園
庭とその
中間であ
るホール
に立ち、
行き来す
る子ども
たちを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

戸外、室
内と子ど
もが選択
して活動
している
ため、そ
れぞれに
分かれて
いた。

―

死角となっ
ている場所
を検討し、
見守りで立
つ、職員の
場所を見直
す。

2069

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

8
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

96 11 14 16 17 14 24 24 18
15.３
歳

1.男
児

―
5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第一趾
骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

特記事項
なし

特記事項
なし

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

―
特記事項
なし

特記事項
なし

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

子どもた
ちのトラ
ブルに
なった際
に保育士
が把握で
きておら
ず、未然
に防ぐ事
が出来な
かった。

全体を見
る職員・
子どもに
つく職員
等、声を
出して配
置を確認
していく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調の変
化も無く
いつも通
りの様子
ではあっ
たが、日
常的に給
食前の時
間には気
持ちが高
まる

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児が保
育室で給
食の準備
をしてい
る姿は把
握出来て
いた。そ
の後トラ
ブルに
なった事
は把握が
出来てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児が保
育室で給
食の準備
をしてい
ることは
分かって
いたが、
その後配
膳や自分
の持ち場
だけに目
が行って
しまい、
全体を見
る職員が
いなかっ
た

保育者間
で声を出
し合い、
配置の確
認を常に
行うこと
が出来て
いなかっ
た

子ども同士
の関わり方
を普段から
把握し、職
員間で情報
を共有して
おく

2070

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 5 6 4 4
16.４
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

様々な行
動をする
ことを想
定してお
くべき
だった。

全職員に
事故のこ
とを周知
し、今後
気を付け
る点など
を再確認
する。

1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

― ―
自損事故
の為

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―
自損事故
のため

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

踊りの自
分の立ち
位置に
立ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

隊形移動
の確認中
で、他児
の方向を
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

隊形移動
の確認中
で、対象
児を見て
いた。

様々な行
動をする
ことを想
定してお
くべき
だった。

短い時間で
も、座らせ
るなどの安
全策をと
る。

2071

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

80 10 17 19 17 17 8 7
15.３
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

子どもか
ら目を離
した際に
けがが発
生してい
る。

まずは目
を離さな
いこと、
そして立
ち位置に
ついて再
確認を行
う。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ―
点検の更
なる徹底

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもか
ら目を離
した際に
けがが発
生してい
る。

まずは目
を離さな
いこと、
そして立
ち位置に
ついて再
確認を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもか
ら目を離
した際に
けがが発
生してい
る。

まずは目を
離さないこ
と、そして
立ち位置に
ついて再確
認を行う。

2072

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

30 2 2
18.６
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右尺骨近
位端骨折
右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

○○教室
から戻っ
てきてす
ぐの高揚
した気持
ちに、留
意してい
なかっ
た。

普段より
気持ちの
高揚が行
動に現れ
やすいた
め、細か
い心情の
変化に気
付き、よ
り安全な
見守りを
するよう
職員間で
連携をと
る。

1.定期的
に実施

1回/月
1.定期的
に実施

1回/週
1.定期的
に実施

毎日

子どもの
気持・動
きに対す
る危険予
測が充分
でなかっ
た。

子どもの
動きを事
前に予測
し、落ち
着いて遊
べる環境
（玩具）
を整えて
おく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

男女の活
動の違い
を予測
し、分け
て遊んで
いたが不
十分で
あった。

保育室と
いう慣れ
た空間
で、子ど
も達もケ
ガについ
ての意識
が薄く
なってい
る為常に
見守り、
危険を予
測し知ら
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
であった
が、学研
教室から
戻って来
た後だっ
た為、楽
しさで気
持ちが高
揚してい
たかもし
れない。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

室内を走
らないよ
うに声を
かけては
いたが、
少し離れ
ていた為
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おもちゃ
遊びを見
守る職員
と、運動
会の練習
の為オル
ガンを指
導する職
員に役割
分担して
いた。

子どもの
特徴・そ
の時の心
情への配
慮が足り
なかっ
た。

室内遊びの
諸注意をそ
の都度子ど
も達に伝え
るなど、細
かい配慮を
怠らない。
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2073

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

19 4 3
17.５
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右第５中
手骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

助走距離
が十分に
取れてい
なかっ
た。

運動遊び
の際の運
動用具
は、助走
が十分に
取れる場
所に配置
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

助走距離
が短かっ
た為、手
をつくタ
イミング
があわ
ず、右手
に体重が
かかった
まま跳び
箱を跳ん
でしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

普段の運
動遊びで
は本児が
跳び箱を
跳べる
為、跳び
箱の側で
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

跳び箱の
他に鉄棒
とマット
運動の補
助をして
いた為、
対象児を
見ていな
かった。

助走距離
について
配慮が足
りていな
かった。

運動遊びを
行う場所の
広さを十分
に考え、活
動の計画を
立てる。

2074

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

100 10 18 13 21 20 18 19 19
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右小指骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2､3
2.基
準配
置

―

事故発生
の経過等
を職員一
同で共通
理解し、
次の事故
防止に努
める

1.定期的
に実施

随時
1.定期的
に実施

随時
1.定期的
に実施

毎日 ―

遊具・玩
具等につ
いては現
状どおり
点検確認
をする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
遊びや活
動を遮る
のではな
く、遊び
方や体の
使い方を
ルールと
して子ど
もに示す
ことがで
きていな
かった。

体の使い
方を日常
生活や遊
びの中で
しっかり
習得でき
るよう援
助するこ
と。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの活
気であっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

走ってい
ることは
視野に入
れていた
が、転倒
もなかっ
たので、
すぐに怪
我に気づ
かなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

走ってい
ることは
視野に入
れていた
が、転倒
もなかっ
たので、
すぐに怪
我に気づ
かなかっ
た。

―

子どもの動
きをよく注
意してみる
こと。

2075

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

22 4 3
16.４
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上前歯打
撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

―

移動時は
落ち着く
ことを、
さらに指
導する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

必要適宜 ―

運動用具
から運動
用具に至
る動線は
広く設定
していた
が、目配
りできる
範囲にで
きるか再
度見直し
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

運動用具
から運動
用具に至
る動線は
広く設定
していた
が、目配
りできる
範囲にで
きるか再
度見直し
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

平常通り
登園。体
操教室中
も普通。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

運動用具
別には着
いていた
が、用具
から用具
への異動
は個別に
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

運動用具
別には着
いていた
が、用具
から用具
への異動
は個別に
は見てい
なかっ
た。１人
は全体を
見ていた
ものの丁
度本児の
動きは見
ていな
かった。

―

事前に移動
する順路他
指導してお
り、本児も
守っていた
が、さらに
各職員が広
範囲まで留
意する。

2076

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

6 1 1
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

前歯打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

怪我をし
た園児の
真横（す
ぐ側）に
保育者が
付いてい
なかった
事が要因
と考えら
れる。

出来るだ
け、職員
が側に付
いて活動
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

鉄棒で遊
んでいた
が、３箇
所ある鉄
棒を全て
使って遊
んでいた
為、保育
者が、す
ぐ側に付
けない環
境が出来
てしまっ
ていた。

鉄棒での
遊びは危
険な為、
保育者が
１名の場
合、１箇
所のみ使
用し、そ
うする事
で、すぐ
側に付け
ていた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育者の
人員に合
わせた形
で活動す
る必要が
あった。

保育者の
人員に合
わせた形
で活動す
る必要が
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
元気にす
ごしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育者が
見守る中
で、鉄棒
で遊んで
いたが、
誤って、
口（上顎
前歯）を
鉄棒で
打ってし
まった。
保育者は
対象児の
近くに居
たが、す
ぐ側に付
いておら
ず、未然
に防げな
かった。
結果、
もっと至
近距離で
保育して
いれば防
げたのか
もしれな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の保育
者は、対
象児以外
のクラス
の園児を
保育して
いた為、
対象児の
様子は未
確認。

対象児の
クラス
は、保育
者１名で
保育して
おり、対
象児に
は、至近
距離での
保育が出
来ていな
かった。

保育者の人
員を増やす
という対応
は難しい
為、活動の
内容や活動
時の保育者
の配置等を
改善する。
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2077

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

45 8 8
14.２
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

前額部挫
創

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

職員共通
理解での
点検のや
り方や、
ヒヤリ
ハットの
受け止め
方が甘
かった

研修の内
容を深め
る見直を
し、研修
のあり方
をもう一
度確認す
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

安全点検
の細かい
ところま
での
チェック
が出来て
いなかっ
た。点検
する立場
での緊張
感が不足
してい
た。

すぐに看
板を撤去
する
(90㎝×90
㎝　厚み
５㎝縁1㎝
4.6㎏）
専門業者
に定期的
に点検を
お願いす
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会の
練習に参
加しなが
ら日陰で
練習を見
ていた。
看板が落
ちると
は、考え
られず危
険の配慮
が足りな
かった

待機場所
が安全な
場所か、
確認を
し、日頃
の安全
チェック
をしっか
りやって
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会の
練習を
し、日陰
に待機し
て他のク
ラスの練
習を座っ
て見学し
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

運動会の
練習後、
クラスの
職員で日
陰に移動
させ危険
のないよ
う声をか
け合いな
がらクラ
スの園児
の側で様
子を見
守ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

１．２．
３．４．
５歳児の
担任は自
分のクラ
スの練習
をし、全
員園庭内
にいて集
団で見
守ってい
た

看板の落
下と同時
に気が付
いたが落
ちる時子
どもの額
をかす
り、看板
を保育士
が落下し
て下につ
いたとこ
ろをつか
まえた。

周りの環境
を確認し、
いろんな危
険を予想す
る事を書き
出し、マ
ニュアルに
する

2078

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

28 17 11 2 2
18.６
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

6～
2.基
準配
置

研修の回
数が少な
かった

今回の事
例や各ク
ラスでお
こったケ
ガなどを
もとに対
策や環境
の見直
し、改善
すべき点
など意見
を出し合
う

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

12
床がフ
ローリン
グだった

クッショ
ン材の購
入を考え
る

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

異年齢児
が集まる
ので次第
に人数が
増える

紙芝居や
絵本を
使って子
どもたち
を集中さ
せる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他の場所
に移動し
たかった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

77.52㎡の
広さの保
育室で３
歳児11名
5歳児18名
の計29名
を２名の
保育士が
見守って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

早出の時
間帯の為
担当以外
のその部
屋に職員
はいな
かった

早出の時
間帯時間
で保育士
が担任以
外だった
ため　年
齢の低い
3歳児の
動きのほ
うに気を
とられて
いた

走らないよ
うに声掛け
を多くする

2079

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

11 2 2 2 2 2 1 15 12
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨頸
部骨折
・　　右
尺骨近位
端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

職員配置
には問題
はなかっ
た。

鉄棒をす
る際に
は、保育
士が近く
で見守る
ことを改
めて、職
員に周知
した。

2.不定期
に実施

数回
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

鉄棒から
手を滑ら
せて落下
した際
に、右腕
を下にし
て全体重
が上に
乗ってし
まった。

鉄棒の下
にマット
を敷く又
は、地面
を均し着
地点を柔
らかにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラスの
他の子
が、集団
遊びを
行ってい
たため、
本児のす
ぐ側に保
育士が居
なかっ
た。

鉄棒や固
定遊具で
遊ぶ際に
は、保育
士がその
近くで見
守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラスの
他の子が
集団遊び
を始めた
が、本児
は一人鉄
棒遊びを
始めた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

おやつ
後、本ク
ラスの子
ども達を
連れて戸
外へ出
た。すぐ
に、集団
遊びを始
めたの
で、その
場に付き
添い声掛
けをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

家庭支援
保育士や
他のクラ
スの職員
も、他ク
ラス（4歳
児）を連
れて戸外
に出よう
としてい
た。

保育士が
本児の側
について
居なかっ
たことに
より、未
然に防ぐ
ことがで
きなかっ
たと思わ
れる。

鉄棒をする
際には、保
育士が近く
で見守る態
勢を取るよ
うにする。

2080

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

18 6 5 7 8 7
17.５
歳

1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6
2.基
準配
置

本児自身
は鉄棒で
あそぶこ
とに慣れ
ていたの
で、注意
を怠った
り勢いを
つけすぎ
たりした
ことも考
えられ
る。

慣れてい
る遊具で
遊ぶ際に
も，慌て
ず落ち着
いて遊ぶ
よう，注
意喚起し
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

鉄棒はい
つもと同
じ状態
で、天気
も良く、
気候もよ
かった。
他に気に
なる物が
あって気
が逸れた
のかもし
れない。

鉄棒は落
下の恐れ
がある
為、十分
気をつけ
て、声を
掛け、遊
び方を繰
り返し知
らせてい
く必要が
ある。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒の前
回りをし
ている
際、手が
滑って手
棒から落
下してし
まった。

鉄棒をす
る時は、
しっかり
握り足が
地面に着
くまで手
を放さな
いよう十
分気をつ
けるよう
繰り返し
話すと共
に、鉄棒
は落下の
危険があ
る為、そ
の子に応
じ補助を
行うよう
にはして
いるが、
鉄棒が出
来る子で
も慣れて
くると気
を抜き遊
び方が激
しくなっ
たりする
為、子ど
も自身が
気をつけ
るような
声掛けを
工夫して

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分の
使った玩
具を片付
けた後、
他のお友
達は部屋
へ入って
いたが、
本児が入
室しない
為、入室
するよう
保育士に
声を掛け
られ、分
かっては
いるよう
だった
が、まだ
鉄棒がし
たくて、
前回りを
一度して
から入室
しようと
思ってい
た様子。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事故当時
は、3,4,5
歳児が18
名おり、
遊び終え
た子供達
と一緒に
入室する
保育士が1
名と、ま
だ遊びに
区切りが
ついてい
ない子ど
もを入室
にうまく
誘いなが
ら、残っ
ている玩
具を片付
ける保育
士が1名い
た。園庭
にはその
時5名の子
どもがい
て、その
中の一人
が本児で
ある。本
児は、普
段鉄棒を
上手にし
ており、
傍に行き

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

入室して
いる他の
子供達と
一緒に部
屋へ帰ろ
うとして
いた。

鉄棒をす
る際は、
落下の危
険が有る
為、繰り
返し、傍
に着く保
育士は手
を放さな
いよう声
を掛ける
と共に、
保育士間
で定期的
に再確認
をしてい
く必要が
ある。

鉄棒をする
時は、しっ
かり握り足
が地面に着
くまで手を
放さない事
を十分気を
つけるよう
繰り返し話
すと共に、
鉄棒は落下
の危険があ
る為、その
子に応じ補
助を行うよ
うにはして
いるが、鉄
棒が出来る
子でも慣れ
てくると気
を抜き遊び
方が激しく
なったりす
る為、子ど
も自身が気
をつけるよ
うな声掛け
を工夫して
いかなけれ
ばいけない
と思う。
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2081

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

31 11 10 10 40 30
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6
2.基
準配
置

気の合う
友だちと
鬼ごっこ
をしてい
る時の出
来事だ
が、夢中
で走って
いて転ん
でしまっ
たよう
だ。その
時、力一
杯走って
いて、バ
ランスが
上手くと
れず手も
つかずに
転倒した
と思われ
る。

雨上がり
は遊具が
濡れてい
たり，足
元が滑り
やすいた
め，遊具
を拭いた
り，走る
と滑りや
すいこと
を声掛け
し，いつ
も以上に
注意して
みてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

活発で運
動も良く
できる子
である。
他に固定
遊具があ
る為、上
手く、そ
の遊具を
避けなが
ら遊べる
と思って
いたが、
あまり速
く走ると
上手く遊
具を避け
れない事
もあるの
で、速度
等、状況
を見て止
める等、
遊びの設
定を考え
る必要が
ある。

引き続き
遊具の点
検を行
う。又、
事前の遊
びの計
画・配慮
を再度確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

力一杯走
ると他児
とぶつ
かった
り、遊具
に衝突す
るので、
回りをよ
く見て走
るように
常に声掛
けはして
いる。こ
の日は雨
上がりと
言うこと
もあっ
て、保育
士は遊具
を拭く保
育士と子
どもを見
る保育士
といた。

屋上に上
がる前
に、一度
子ども達
へ話しを
してから
上がる様
にするな
ど、職員
一同で危
機管理に
ついて、
再確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

変わりな
く登園
し、運動
は好きな
ので、午
前中の横
割りでの
活動（運
動あそ
び）は、
特に張り
切って
行ってい
た。その
後、自分
のクラス
へ戻り、
クラス担
任とクラ
スの友だ
ちと給食
の準備が
出来るま
での間、
屋上へ行
き遊んで
いる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子ども達
の動きを
見守れる
場所で子
ども達の
固定遊具
で遊んで
いる子の
補助をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任はそ
の時一人
でみてい
た。もう
一人は、
同じクラ
スの障が
い児の子
と、部屋
にいた。

運動会が
近く、本
児をはじ
め子ども
達は運動
会に向け
て気持ち
が高ぶっ
ていた。
又、色ん
な事が出
来るよう
になり、
自信に満
ちあふれ
ており、
動きが
益々活発
になって
いた時の
出来事
だ。

屋上に上が
る前に、一
度子ども達
へ話しをし
てから上が
る様にする
など、職員
一同で危機
管理につい
て、再確認
する。

2082

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

12 8 3 1 3 3
15.３
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

―

充分な人
員配置で
も油断せ
ずに観察
する。事
故がなく
ても定期
的に事故
防止及び
事故発生
時の対応
について
確認す
る。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

平坦な地
面で、使
用前の確
認でも石
や突起物
は見当た
らなかっ
た。

散歩先到
着時点で
毎回危険
個所の点
検をして
いるが、
今後も欠
かさな
い。異常
を発見し
た場合
は、すぐ
に保育者
全員が共
有し対応
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

・遊びに
入る前
に、約束
事だけで
なく準備
運動（体
操や身体
を使う遊
び）を行
う。
・転びそ
うになっ
た時に自
分の手で
体をかば
うことが
できるよ
う、日常
的に体を
使う遊び
を取り入
れてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

楽しそう
に走って
おり、転
倒すると
予測しな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

楽しそう
に走って
おり、転
倒すると
予測しな
かった。

3歳児の
担任の代
替でフ
リーの主
任保育士
が加わっ
ていた。
保育経験
は、それ
ぞれ13年
目、7年
目、1年
目の保育
士だっ
た。

日常的に保
育で関わっ
ている5歳児
担任であっ
たり主任で
はあるが、
園外保育で
はいつも以
上に緊張感
を持つこと
を忘れな
い。

2083

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

33 15 18 2 2
17.５
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手中指
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

・保育士
の配置に
ついて
は、子ど
もの動き
などを考
慮し、そ
の都度臨
機応変に
対応す
る。・子
ども同士
の仲裁な
どで、そ
の場から
目を離す
場合は、
別の保育
士に声を
かけ付い
てもらう
などし、
常に子ど
もの動き
を見守
る。・子
どもの遊
びの様子
を見て、
時には介
入し安全
に遊ぶた
めのルー
ルを伝え
るなど再

2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

12 ―

午睡前
は、落ち
着いた遊
びを提供
し、保育
室が使え
ない時は
ホールで
座って遊
べる玩具
で遊ぶよ
うにす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

・怪我を
した園児
は、安静
に保護者
のお迎え
を待つよ
う配慮す
る。・怪
我があっ
たことを
お集まり
（朝の
会）で知
らせ、ク
ラスでも
子どもた
ちと話し
合うなど
し、子ど
もたちに
も安全に
遊ぶ意識
を持つよ
う促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りに、友
だちと戦
いごっこ
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児のト
ラブルの
対応して
いたため
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体的に
注意して
見てい
て、戦い
ごっこを
している
ことはわ
かってい
たが、怪
我をした
ところを
みていた
わけでは
なかっ
た。

いつもし
ている遊
びなの
で、特に
気に留め
ずに全体
的に見て
いた。

・遊びに入
る前にはや
り過ぎない
ことなど安
全面に考慮
することを
子どもたち
と確認して
いく。・保
育中は子ど
もの様子が
わかるよう
な場所に移
動し、危険
な遊びに気
づけるよ
う、また止
められるよ
うにす
る。・もし
怪我など
あった場合
はこれまで
以上に園児
や患部の様
子をこまめ
に見てい
き、経過観
察し記録し
て保護者に
伝える。園
児の様子に
よっては、
保護者に電
話連絡を
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2084

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 3 3 4 1 1
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕肘関
節骨折
（全治
１ヵ月）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

事故発生
時の対応
について
マニュア
ルの読み
合わせを
年１回し
ている
が、マ
ニュアル
どおりに
はいかな
い事例を
想定して
の具体的
な研修も
必要であ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48 ―

施設内外
の点検時
に、保育
室、ホー
ルなどの
床が滑り
やすく
なってな
いか、突
起物がな
いかなど
も注意す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

活動を見
守り、状
況に応じ
て声かけ
を行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

年末年始
の休み明
けで、多
少はしゃ
いでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ホールの
端の方か
ら走って
くる本児
を反対側
から見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事務室・
未満児保
育室にそ
れぞれ分
かれてい
たので、
対象児を
見ていな
かった。

年末年始
の休み明
けで、友
だちとの
再会に本
児も多少
はしゃい
でいたよ
うに思わ
れる。３
歳以上児
が１０名
しか登所
していな
かったた
め合同保
育をし、
保育士１
名が保育
してい
た。いつ
もと違う
保育環境
の際は、
より一層
子どもの
行動に注
意を払は
なければ
いけな
かった。

休み明けの
子ども達の
行動に十分
注意を払う
こと。ま
た、危険な
行動を予測
し、保育士
の配置をす
ること。

2085

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 17 31 5 5
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕肘横
ひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

１人担任
のクラス
は、外遊
びのとき
は、フ
リーの職
員が一緒
に外に出
て見守
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 ― 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

お帰り間
際まで園
庭で遊ば
せていて
園児も慌
てていた

お帰り間
際まで園
庭で遊ば
せず落ち
着いて行
動できる
ように配
慮する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭から
室内に入
ろうとす
るとき転
んだ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭で子
ども達と
いたが、
転んだと
ころは見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

２歳児ク
ラスの職
員が園庭
にいた
が、２歳
児と活動
してい
た。

そばにい
たににも
かかわら
ずみてい
なかっ
た。

お帰り間際
まで園庭で
遊ばせず、
落ち着いて
行動できる
ようにす
る。また、
複数の職員
が見守れる
よう配慮す
る。

2086

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

7 3 4 1 1
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右中指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

保育者が
子どもは
不意に転
倒する事
を想定し
ていな
かったの
で、その
ことを意
識する必
要があっ
た。また
子どもの
自主性を
尊重しつ
つも環境
を戻す手
伝をする
場合には
手伝う体
制を整
え、落ち
着いて活
動できる
ように配
慮し、個
別の力量
に合わせ
て声掛け
をするよ
うにする
必要が
あった。
活動の切
り替えの

子どもは
不意に転
倒する事
を想定し
ていな
かったの
で、想定
できるよ
うに保育
者は子ど
もの力量
を普段か
ら知って
いる必要
がある。
環境を戻
す手伝い
等を一緒
にする場
合、上履
きを履く
ように促
すと共に
確認を怠
らないよ
うにする
ことは不
可欠であ
る。ま
た、事例
を挙げた
園内研修
をし、事
故が起こ
らないよ

2.不定期
に実施

約6
2.不定期
に実施

約6
2.不定期
に実施

12

環境を戻
す手伝い
をする場
合は、上
履きを履
いてから
行うよう
に保育者
が促して
いるが、
当日、本
人が履い
ていたか
どうかわ
からない
状況であ
る。その
ことか
ら、上履
きを履い
ているか
確認する
必要が
あった。
その他、
転倒を誘
発する要
因が、環
境からは
考えられ
るものが
なかっ
た。

靴下のま
ま棚を戻
そうとし
ていた可
能性もあ
るので、
上履きを
履いてい
るか必ず
確認す
る。棚板
を押すの
ではなく
棚の側面
から移動
させるよ
うにす
る。
その他周
りに転倒
を誘発す
る要因は
見当たら
なかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当日床が
濡れてい
た、つま
ずく段差
があった
等はな
かった
が、棚板
を押す力
の加減に
よっては
転倒する
ことも考
えられる
ので、子
どもの自
主性を尊
重しつつ
も、落ち
つて棚を
なおすこ
とが出来
るように
保育者が
声掛けす
る必要が
あった。
普段から
上履きを
履いて手
伝いを行
うように
促がして
いるが、
確認する

周りに転
倒を誘発
する要因
がなかっ
たが、子
どもの力
量を考え
て子ども
が二人
（一人は
年長児、
一人は年
中児）で
作業を行
う場合力
のかけ方
がアンバ
ランスに
なってい
た可能性
もあるた
め、棚が
ずれてい
ることに
子どもが
気づいた
り、直す
作業をし
たりする
場合は職
員に伝え
一緒に行
うなどの
配慮も必
要であ

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
保育者の
手伝いを
好む児童
で、当日
も変わら
ず保育者
のゴザを
畳むなど
の手伝い
を行って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

寝ていた
子どもた
ちを起こ
して、ほ
とんどの
児童は室
内から出
ていた。
その後に
子どもた
ちが寝て
いたゴザ
を片付
け、保育
者が環境
を普段の
生活状況
に戻して
いる時で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

年少児を
中心に寝
ている児
童を起こ
す保育
者、食堂
でおやつ
の配膳等
に関わる
保育者、
おやつを
食べ終え
た児童を
見る保育
者、移動
している
子ども達
を見る保
育者に分
かれてい
た。

保育者が
本児が転
倒する事
を想定す
る事が出
来ていな
かった。
子どもの
力量を図
ることが
出来てい
なかっ
た。

保育者は本
児が転倒す
る事を想定
できるよう
にしていく
ために、子
どもの体調
や体力など
一人ひとり
の状況を把
握しておく
ことが必要
である。ま
た必要に応
じて子ども
の状況に合
わせて活動
をフォロー
し、事故に
ならないよ
うに声掛け
をすること
も保育者に
とって不可
欠である。

2087

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

67 24 26 17 7 7
17.５
歳

2.女
児

・集中力が
長く続か
ず、落ち着
かない状況
であること
が度々あ
る。保護者
からは怪我
をしても気
がつかない
ところがあ
ると聞いて
いる。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

職員間
で、子ど
もの見守
りとその
情報共有
について
確認し周
知する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

園内外問
わず、保
育中の安
全確認は
引き続き
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

保育士の
立ち位置
を確認し
ながら、
子どもの
状況を細
かく見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

散歩中は
固定遊具
をメイン
に、友達
と一緒に
体を動か
して遊
ぶ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

散歩先の
公園、及
びその行
き帰りで
は、園外
というこ
ともあり
普段以上
に子ども
の動向に
は気をつ
けて見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

散歩先の
公園、及
びその行
き帰りで
は、園外
というこ
ともあり
普段以上
に子ども
の動向に
は気をつ
けて見
守ってい
た。

―

子どもの状
況を細かく
見守り、職
員間で情報
共有を行
う。
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2088

平成
30年
6月
29日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

44 16 13 15 5 5
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― 特になし
2.不定期
に実施

15
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

15 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外でい
つもと変
わりなく
元気に走
り遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

居残り保
育中、近
くで数名
を見守っ
ていたが
対象児が
こけたと
きには救
えなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
も達を他
方に分か
れ見守り
遊んでい
た。

―

今まで以上
に職員の配
置に気を配
る。

2089

平成
30年
6月
29日

1.認可
7.小規模
保育事業

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 4 5 6 8 4
14.２
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 3.火傷
5.下肢
(足・足
指)

2度以上熱
傷

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

気温が高
いため、
園外活動
を絵の具
遊びに変
更し、園
児の身体
を水洗い
する事を
決め、水
温が低
かったた
め、急遽
温水の準
備を行っ
た。保育
計画の変
更を施設
長が把握
していな
かった。
クラス
（年齢
分）組で
クラス間
の繋がり
が無かっ
た、担当
クラスだ
けを考え
る保育内
容になっ
ていた。

事故防止
マニュア
ルの再構
築を行
う。保育
計画の変
更を施設
長が
チェック
する。ク
ラスご
と、横の
連携0歳・
1歳・2歳
で連携を
取り、園
児の安全
を最優先
にする。

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

12

園活動に
使用して
いないた
め、給湯
設備が無
いベラン
ダを園活
動変更に
より使用
した。

ベランダ
は、園活
動には使
用しな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

水温を上
げる間、
園児を同
じ場所で
待たせて
いた。

集団活動
中の職員
配置と職
務の徹
底、職員
間の声か
けを実施
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園児2人が
タライの
近くにい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

通常の業
務、担当
クラスを
見ていた
が、タラ
イの近く
にいた園
児2名につ
いて危険
だと思わ
ず、止め
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児が近
くにいた
が、電気
ポットか
らお湯を
そそごう
としてい
た。

電気ポッ
トを使っ
て水温調
節をしよ
うとした
が、ポッ
トのフタ
が外れる
ことを予
測できな
かった。

役割分担を
明確にし、
安全確保を
する。調理
室以外での
電気ポット
の使用禁
止、温水を
使用の場合
は、給湯の
設備がある
調理室で温
度調整した
温水を使用
する。

2090

平成
30年
6月
29日

3.その
他

14.子育て
短期支援
事業
（ショー
トステ
イ・トワ
イライト
ステイ）

2 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童

12
（う
ち事
業利
用者
1)

4
（うち
対象業
支援員

1）

4
（児童指導

員）

21.９
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折
（全治1ヶ
月）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

事故対応
マニュア
ルは整備
されてお
り、今回
の事故で
も手順通
りに進め
ることが
出来た。

引き続き
マニュア
ルの徹底
周知を職
員に行
い、事故
対応を可
能な限り
迅速に行
いたい。

事故当時
はスキー
場に行っ
ていた。

施設外行
事の際
は、連絡
報告を徹
底し、行
事の進捗
状況を施
設にきち
んと報告
するよう
徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝集合時
の体調確
認、移動
中も友達
と賑やか
にしてい
て特段変
わった様
子はな
かった。

行事の最
中だけで
なく、常
に児童ら
の体調に
目を配
り、十分
配慮する
よう職員
に周知を
行った。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

最後尾で
滑走して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

先頭で滑
走してい
た。

児童の体
調などに
配慮が欠
けてい
た。最終
滑走とい
う場面
で、もっ
と声かけ
などを行
い、慎重
に滑走す
るよう配
慮すべき
であっ
た。

切り上げる
時間帯を
もっと早く
し、児童の
体力がある
うちに終了
させるな
ど、児童の
体調面に
もっと配慮
し、ケガの
リスクを可
能な限り軽
減する。

2091

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 38 4 2
19.７
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

特になし
マニュア
ルや研修
の実施

1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

毎

遊具は学
校の物な
ので学校
が実施し
ている。

特にな
し、遊具
は学校が
チェック
している
ため。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

特にな
し、通常
通りであ
り、異常
はなかっ
たため。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
遊んでい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

普段通り
校庭を見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

普段通り
校庭を見
守ってい
た

怪我の箇
所を入念
に調べれ
ばよかっ
た。

危険事項が
予見される
場所にはな
るべく職員
を配置する
ようにす
る。
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2092

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 26 6 6
18.６
歳

1.男
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷 6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

マニュア
ル、研
修、職員
配置等子
どもたち
が安全・
安心に過
ごせるよ
う安全対
策を講じ
ている
が、徹底
できてい
なかっ
た。

研修等に
より安全
対策の徹
底をはか
る

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

使用の際
毎回

階段の手
すりは、
障害物が
何もな
く、また
がって滑
り降りら
れる状況
にあっ
た。

階段の手
すりに障
害物を配
置し、ま
たがって
滑り降り
られない
ようにし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

以前よ
り、踊り
場の下に
は行かな
いよう指
導すると
ともに、
階段の危
険性につ
いても指
導してい
るが、指
導が不十
分であっ
た。

子どもた
ちへの指
導をさら
に徹底す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

対象児童
が放課後
児童支援
員よりも
先に部屋
を出て水
飲み場へ
行った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

３階階段
付近で３
階にある
トイレと
２階と３
階の間の
踊り場に
設置され
た水飲み
場の両方
が見える
場所で、
子どもた
ちを見
守ってい
るが、本
児が放課
後児童支
援員より
先に部屋
を出て水
飲み場へ
行ったた
め、本児
が階段か
ら転落し
たのは見
ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当会時の
手帳の確
認等他の
子どもた
ちの対応
をしてい
た。

水飲み場
へ行った
際、放課
後児童支
援員によ
る見守り
が十分で
はなかっ
た。

　水飲み場
へ行く際
は、階段の
危険性を再
認識し、見
守りを怠ら
ないように
配慮する。

2093

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7
9.夜間・
早朝（泊
り保育）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 110 9 2
19.７
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左頭骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

職員配置
はしてい
たが、子
どもが急
に走りだ
したため

よく話を
聞いてか
ら次の行
動に移れ
るよう配
慮する

3.未実施 3.未実施 3.未実施

下り坂
で、アス
ファルト
だったた
め転びや
すかった

走らない
で落ち着
いて行動
できるよ
う声かけ
をする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日が暮れ
はじめて
いて足元
が見えに
くくなっ
ていた

懐中電灯
を使用
し、足元
を照らす
ようにす
る

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

トイレを
我慢して
移動した
ため

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

声をかけ
ようとし
たが走っ
て行って
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分の担
当班を見
ていた。

本人が疲
れていた

事前にトイ
レの声かけ
を行い、移
動は走らな
いようにす
る

2094

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 37 6 5
21.９
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

― ―
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

対象児が
転んだと
きを見て
いなかっ
た。日頃
から成長
痛を訴え
ていたの
で、痛み
をそのせ
いかもし
れないと
思った。
その後ス
キーのク
ラスを落
としたが
子どもの
性格から
プライド
で痛いと
言ってい
るのでは
思った。

子どもと
の発する
「痛い」
という気
持ちを先
入観を持
たず受け
止める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

365
1.定期的
に実施

365 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

スキー遠
足に参加
した37名
の児童の
うち、初
心者が22
名いたた
めにそち
らに支援
員を多く
配置して
しまっ
た。

支援員の
立ち位置
をもう少
し考え、
たとえ子
ども達が
スキー経
験者で
あっても
人数を配
置する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

成長痛が
あったも
のの普段
通りにし
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

経験者ク
ラスが15
名いたの
で全体を
見るため
に離れた
ところで
見たいた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

スキー経
験者と初
心者の場
所が離れ
ていたの
で見てい
なかっ
た。

普段から
成長痛が
あったた
め、転ぶ
ときにそ
こを守る
ために
返って膝
を捻って
しまっ
た。

児童の体調
面に不安が
ある場合に
は申し出て
いただき、
病状の悪化
やケガなど
のリスクが
ある場合
は、児童の
参加につい
て保護者と
充分相談し
対応するこ
ととする。

2095

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 75 7 4
20.８
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

―

ミーティ
ングで校
庭の状況
を把握す
ること
や、声か
けをする
ことを指
導員１人
１人が意
識をする
ことを話
し合う

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

雨が降っ
た後で、
完全に土
が乾いて
いなかっ
た

冬場に雨
が降った
後は完全
に乾いて
いない可
能性があ
るので、
十分に確
認をする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

指導員の
見守りが
なかった
ため、児
童たちが
サッカー
に熱くな
りすぎて
しまった

遊びに出
る前に声
かけをす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

サッカー
中に転ん
だ

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

サッカー
をしてい
たので、
離れた場
所から見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
や場所で
遊んでい
る児童の
見守りを
していた
ため

―

遊びの中で
も、声かけ
を頻繁に行
う

2096

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 87 7 2
20.８
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

―

怪我をし
た子ども
への適切
な処置と
報告を支
援員間で
意識づけ
る。

―

怪我が常
に起こる
可能性が
ある為、
子ども達
に声掛け
等で注意
を促して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

校庭遊び
は児童が
様々な所
で遊んで
いる為、
適切な配
置をして
声掛け等
の見守り
で事故防
止に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず元
気に校庭
を駆け
回ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

突き指を
した時は
見ていな
かった。
本児より
痛みの報
告を受け
て冷やす
措置をし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の遊
びに加わ
りながら
子ども達
の様子を
見守って
いた。

―
情報共有、
危機管理の
徹底。
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2097

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 30 5 2
19.７
歳

1.男
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手中指
骨折

8.その
他

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

支援員等
の配置は
十分であ
り、ソフ
ト面に改
善策な
し。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2

事故が発
生した外
側のドア
は重く、
勢い良く
閉まらな
くても、
挟んだだ
けでケガ
をする可
能性が
あった。

児童が多
く入室す
る時間は
開放して
おく。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

―

当該事故
において
育成支援
の状況に
問題がな
いため、
改善策な
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室内で、
連絡帳の
受け取り
や手洗い
の指導
等、入室
児童の対
応をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内で、
連絡帳の
受け取り
や手洗い
の指導
等、入室
児童の対
応をして
いた。

―

第３学童保
育室（同施
設２階）の
職員とも調
整し、外側
ドアについ
ても見守る
ようにす
る。

2098

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 4 1
20.８
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

―

職員会議
などでマ
ニュアル
を定期的
に確認す
るととも
に、様々
な事故を
想定して
具体的な
職員の動
きを話し
合う。

1.定期的
に実施

365
1.定期的
に実施

365
1.定期的
に実施

365

事故の起
きた部屋
は間口が
狭い

昼食の準
備の時間
帯であ
り、支援
員１名は
配膳の準
備に入っ
ていた。
昼食のた
めに２階
生活ス
ペースで
子どもた
ちは自由
に遊んで
おり、補
助員１
名、障が
い児担当
２名が見
守ってい
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

室内が混
雑した状
況では、
児童が分
散して遊
べるよう
に声掛け
をすると
ともに、
入り口付
近で遊ん
でいる児
童に場所
を変える
ように声
掛けす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故の起
きた部屋
の奥で遊
んでいた
友だちの
もとに向
かおうと
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

昼食の準
備をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

隣の部屋
で他児童
と遊んで
いた。

昼食の準
備の時間
帯であ
り、子ど
もたちの
見守りが
手薄に
なってい
た。

全体を見守
る職員の配
置をする。

2099

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 52 7 2
23.11
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左前歯の
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

　施設の
面積も十
分にあ
り、遊ぶ
スペース
もあるた
め、安心
しきって
いた面が
ありま
す。

　特に雨
の日等
は、玩具
やカー
ド、塗り
絵といっ
た遊ぶ内
容、保育
の環境を
整えて、
子どもの
保育に当
たるべき
であった
と思いま
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6

事故が
あった現
場のフ
ローリン
グは、滑
りやすい
長尺シー
トの施行
がされて
いるた
め、マッ
トやカー
ペットを
はり、安
全性の確
保をして
いきたい
と考えて
います。

事故が
あった現
場のフ
ローリン
グは、滑
りやすい
長尺シー
トの施行
がされて
いるた
め、マッ
トやカー
ペットを
はり、安
全性の確
保をして
いきたい
と考えて
います。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

「走ると
危ないか
ら走りま
せんよ」
と声掛け
を行って
います
が、具体
的な事故
が起こら
ないよう
な具体的
な保育を
行ってい
ないた
め、転倒
事故が起
こったと
考えてい
ます。

　言葉の
指導だけ
ではな
く、実際
にどうし
たら、子
どもが走
らず、楽
しみなが
ら落ち着
いて活動
できるか
をしっか
りと計画
し、保育
に活かし
ていかな
ければな
りませ
ん。保育
計画の見
直しを行
います。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　かくれ
んぼの遊
びをしな
がら、自
由遊びを
おこなっ
ていた。
しかし、
次第に盛
り上がっ
てきて、
結果的に
は走り
回って、
転倒して
しまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　当日
は、雨が
降ってお
り、全体
の保育が
できる、
広いホー
ルでの子
どもたち
の保育を
行ってい
た。しか
し、17時
３０分ご
ろから、
保護者の
お迎えが
立て込ん
できたた
め、人員
が足りな
くなって
いまし
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くに居
て、当該
児童に声
掛けを
行ってい
るのにな
ぜ、事故
を防げな
かったの
か、自問
自答して
います。
目を離し
た、他の
児童を見
ていた
等、いろ
いろ考え
られます
が、見て
いなかっ
たことを
反省しま
す

　お迎え
の時間の
先生同士
の声掛け
が、引き
継ぎがで
きていな
い面があ
ります。
シフトの
都合、６
時００分
にあがる
先生がい
るので、
その前後
は、特に
事故が発
生するの
ではない
かと注意
を払うべ
きであっ
た。

　５時、６
時の事故が
起こりえる
時間帯の人
員配置を増
やすことを
考えていま
す。また、
担当してい
るクラスだ
け見るので
はなく、全
体の職員
が、保護者
の対応をす
る人と、子
どもを見る
人としっか
り状況に応
じて、連動
するよう、
声掛けを行
いながら子
どもの遊び
を保障でき
るよう安全
面を強化し
ます

2100

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 22 5 3
23.11
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

完全脱臼
8.その
他

2.な
し

1.定
期的
に実
施

2～3

1.基
準以
上配
置

日頃から
ヒヤっと
したり、
ハットと
する子ど
もの瞬間
を事故予
防につな
げられな
かった。
事故発生
時の対応
を支援員
間で周知
してあっ
たので速
やかな対
応が出来
た。

子ども同
士の遊び
では、特
に力加減
への安全
に支援員
は配慮す
る。事故
発生時間
により、
受診受け
入れ可能
な医療機
関への窓
口を確認
してお
く。

1.定期的
に実施

292
1.定期的
に実施

292
1.定期的
に実施

292

和室（狭
い）空間
での遊び
の内容と
しては安
全性に欠
けてい
た。

児童が遊
び・活動
を行う場
所の適切
さと安全
性を考え
対応す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

狭い空間
での遊び
の展開、
安全確認
が不十分
であっ
た。

特に遊
び・活動
を行う場
所が事故
につなが
る要因や
状況にな
いかどう
か確認を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

低学年2人
とすもう
をしてい
た。本人
はすもう
をすると
きの力加
減等知っ
ていた
が、相手
の低学年
の子が、
力加減を
知らず、
本気で立
ち向かっ
てきた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

低学年2人
と高学年
１人です
もうをし
ていた。
高学年は
すもうを
するとき
の力加減
等知って
いたの
で、うま
く低学年
の子と遊
べるので
はないか
と思い、
見守りの
範囲で遊
びを見守
る。　低
学年の子
は、まだ
手加減を
知らず、
本気で力
比べを挑
んでいる
ことを読
み取れき
れなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

和室で遊
んでいる
ことは、
知ってい
た。対象
児童の
「歯が抜
けた！」
の声に駆
け寄る。
処置する
係、連絡
する係、
他の子ど
もたちの
係、分担
する。保
護者と医
療機関へ
連絡す
る。

お迎え時
間間際の
出来事
だった。
落ち着い
た状態で
帰宅準備
を行えて
いなかっ
た。

室内遊びの
安全を児童
と職員で共
有・確認
し、お迎え
までの時間
の過ごし方
を確認す
る。

17 / 255 



2101

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 16 11 5
19.７
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右第四中
節骨骨幹
部骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

現地の自
然環境を
周知し、
子供たち
の行動に
常に注意
をしてお
くことが
必要。

職員体制
や、事前
に注意事
項を子供
たちとも
確認する
こと。

1.定期的
に実施

1 3.未実施
1.定期的
に実施

10
園外での
事故のた
めなし。

園外での
事故のた
めなし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園外とい
う環境で
あった
が、行き
慣れた場
所であっ
たため注
意を怠っ
た。

子どもた
ちへ日々
の言い伝
えや、危
険性を認
識しても
らえるよ
う心掛け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

担当職員
の後ろで
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ほかの子
どもに気
をとら
れ、事故
発生時に
現場を見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

学童内で
他の児童
の保育を
行ってい
た。

児童全員
の動きが
把握でき
るように
複数の職
員で対応
するか、
広く全体
を見てお
く必要が
あった。

複数体制を
とる。

2102

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 41 4 3
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕上腕
部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

遊具場の
全体を見
守る支援
員を配置
していな
かった。

遊具場の
全体を見
守る支援
員を配置
し、危険
に気付き
声掛けを
する。

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

12 特になし

危険個所
の確認や
児童への
注意喚起
の声掛け
など、日
常的に行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

腕の力が
不十分
だった
か。

皆、同じ
ように遊
んでいて
も、学年
や個人の
体力に
よっては
危険にな
ることも
ある為、
遊具では
支援員が
見守りを
強化し、
すぐに行
動に移れ
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらない
様子で遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童が落
下後、周
囲の児童
が知らせ
に来たの
を受け、
児童の怪
我の状況
を確認し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児以
外の児童
達との遊
び、及び
見守りを
行ってい
た。

支援員及
び補助員
の人数に
不足はな
かった
が、それ
ぞれの児
童との遊
びに入
り、全体
を見守っ
ている支
援員がい
なかっ
た。

全体を見守
る支援員を
配置する。

2103

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 77 7 3
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

遊具場、
遊具の使
い方が危
険を伴う
使用方法
だったこ
と。

遊具場と
遊具の正
しい使用
方法につ
いて、児
童・支援
員間で再
確認を行
う。

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

12

遊具の正
しい使用
方法につ
いての認
識不足。

遊具の使
用で危険
を感じる
ことがあ
れば、そ
の都度児
童へ周知
を行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊具場の
見守り支
援員数の
不足。

遊具場の
見守り支
援員を増
員する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
で、他の
児童数名
と楽しく
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊具場の
全体を把
握するた
め、遊具
場の端の
方で対象
児も視野
に入れて
見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の担当場
所にて見
守りを
行ってい
たため、
担当者・
対象児の
動きは把
握してい
なかっ
た。

遊具場で
の鬼ごっ
こを止め
ることが
できな
かったこ
と。

遊具場で走
り回ること
が危険だ
と、児童・
支援員間で
周知を行
う。

2104

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 79 8 2
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

見守りの
位置配置
が悪く、
調整声か
けをして
いる最中
の怪我

支援員一
人一人の
安全確保
を児童に
促す為の
スキル
アップ

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

12 ―
設備等の
不備は無
かった

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集団遊び
の中で他
児童同士
でのケン
カトラブ
ルや遊び
の見守
り、通年
児童に加
えて43名
の夏季児
童保育の
見守りも
必要だっ
た為、支
援員の見
守りが手
薄になり
がちだっ
た。

支援員自
身のスキ
ルアッ
プ、又、
児童の受
入定員を
設けるこ
と。支援
員免許を
取得して
いる者に
よる保育
実施を徹
底するこ
と。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他学年の
お兄さん
達のまね
をして高
いところ
から蝉を
捕まえよ
うとして
しまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

見守り方
法を他支
援員と確
認やりと
りをして
いる最中
で、対象
児を視界
に入れな
がら見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他集団の
見守りを
行ってい
た。

―

うち合わせ
の為にそば
を離れる
際、他の場
所を見守っ
ている支援
員をその場
に配置する
か、危険が
無い状態に
児童の安全
を確保した
上離れたと
ころから見
守る必要が
あった。
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2105

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 39 3 1
19.７
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

足首の剥
離骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

支援員1人
でバス
ケットと
サッカー
で遊ぶ児
童を見て
いた。

１つの遊
びに1人支
援員がつ
くよう体
制を考え
る。

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

12 ―

使用して
いないた
め（特に
なし）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

運動場で
サッカー
をしてい
たため
（特にな
し）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わりな
くサッ
カーで遊
んでいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

バスケッ
ト（3名）
とサッ
カー（6
名）をす
る児童両
方を、バ
スケット
コートと
サッカー
コートの
間で見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

補助員1名
は室内保
育、もう1
名は外で
一輪車を
見てい
た。

1人の支
援員が２
つの遊び
について
いた

グループを
１つにまと
めて遊ばせ
る。

2106

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 42 5 2
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

年に1回研
修を行
い、怪我
や病気に
対する危
機管理を
学んでい
る。

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

12

いつも遊
んでいる
遊具の
為、気を
付けて遊
ぶことが
少なく
なってい
た。

何が起こ
るかわか
らない事
を全支援
員・補助
員・児童
に伝えて
いく必要
がある。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

その他の
要因は特
に考えず
らい

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具の回
りで対象
児を含め
数人で遊
んでい
た。対象
児が落下
する瞬間
は見えて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

運動場の
離れた場
所で別の
児童と遊
んでいた
ため、見
ていな
かった。

2年生以
上が下校
してくる
時間だっ
たため、
補助員2
名しか外
に出れな
い状況
だった。

職員が少な
い時などは
遊びの場所
などの制限
をする必要
があると感
じた。

2107

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 90 9 7
22.10
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数
2.基
準配
置

職員配置
について
は、体育
館に行く
というこ
とで、多
めに人数
を配置し
問題はな
かった。

職員は、
児童対応
をしなが
らも周囲
に目を配
り、常に
全体を見
ることを
徹底す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊びの予
定表のホ
ワイト
ボードが
小さく、
遠くから
は見えな
い。

ホワイト
ボードの
サイズを
見直すと
ともに、
予定の書
き方やホ
ワイト
ボード
マーカー
の太さ・
色を変え
るなどし
て、遠く
からも見
えるよう
に配慮す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

場所が体
育館であ
り、走り
やすく、
またス
ピードも
出やすい
状況だっ
た。

思いきり
走れる場
所・状況
ではある
が、ス
ピードや
障害物な
どに気を
付けるよ
うに適宜
声かけを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体育館と
いう場所
で、走る
ことがで
きるス
ペースが
あり、
走って予
定表を見
に行った

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に
なって遊
んだり、
見守りを
していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の担当種
目で、一
緒になっ
て遊んだ
り、見守
りをして
いた

体育館と
いう場所
を考慮し
たうえ
で、危険
となりう
る速さで
走ってい
る児童へ
人や物に
ぶつかる
可能性の
声掛けは
してい
た。

放課後児童
支援員が、
体育館での
危険予測を
再度明確
化・日常化
し、全体は
もちろん、
個々の行動
に目を配
る。

2108

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 35 4 1
20.８
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

「事故予
防マニュ
アル」の
未整備

事故対応
マニュア
ルの見直
し。研修
等への積
極的な参
加を心掛
ける。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―

安全点検
の徹底が
足りてい
なかっ
た。

指導員の
共通理解
として、
安全管理
のための
意識向上
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員がポ
イントご
とにいた
が、3人で
見るには
遊び場所
の範囲が
広かっ
た。

遊び場所
の範囲を
狭めるな
ど、職員
全員が子
ども達全
員の動き
を把握で
きるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり乗り
慣れた一
輪車に
乗ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児童
が一輪車
に乗って
いるとこ
ろを見て
いた。し
かし、対
象児童が
転倒した
時は他児
童のトラ
ブルに対
応してい
たため見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童が遊
んでいる
ポイント
ごとに職
員配置を
している
ため、見
ていな
かった。

外遊びの
際の支援
員による
見守りが
十分では
なかっ
た。

支援員が外
遊びの際の
危険性を再
認識し、見
守りつつ、
起こりうる
事故や怪我
の予測など
について、
適切に声掛
けをしてい
く。
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2109

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 16 2 2
21.９
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

腰椎分離
症

―
1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

複数の支
援員で見
守ってい
るが、
隅々まで
十分に目
が行き届
いていな
いことも
ある。

児童の外
遊びを支
援員が見
守るとき
の配置を
定期的に
再確認
し、支援
員同士の
声かけを
増やす。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

30
鉄棒には
問題はな
かった。

特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒で
「コウモ
リ」をし
ているの
は分かっ
ていた
が、遠く
から見
守ってい
た。

鉄棒遊び
では、極
力手放し
をしない
よう普段
の声掛け
を行う。
行為を見
つけた場
合は、そ
の場で十
分な注意
喚起を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもは
サッカー
をして遊
んでいる
が、当日
は五年生
の児童か
ら障害物
競走をし
ようと誘
われ、言
われるま
まに鉄棒
をした。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体をま
んべんな
く見てい
たが、対
象児が落
下する瞬
間は、他
の児童を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラブ
より1名ず
つ計3名の
支援員で
全体の見
守りを実
施してい
たが、当
該児童の
落下時
は、全支
援員の視
線が他児
童に向い
ていた。

児童から
「大繩を
回してほ
しい」と
頼まれた
り、「一
緒に遊ぼ
う」と言
われたり
すること
があり、
児童全員
への目が
行き届か
ないこと
がある。

児童の安全
を最重視
し、児童全
体へ目が配
れるよう、
支援員の配
置場所を再
確認する。

2110

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 24 4 2
19.７
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

前歯１本
完全脱
臼、１本
破折、１
本陥没

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2～3

1.基
準以
上配
置

―

ジャング
ルジムで
の遊び方
の見直
し、安全
に遊べる
よう職
員・子ど
もで確認
しあう。
学校と話
し合いの
機会を持
つ。

1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

数
2.不定期
に実施

数 ―

学校の固
定遊具の
為特にな
し。今後
も、使用
時に目視
による確
認を行っ
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも遊
んでいる
ジャング
ルジムの
遊びであ
り、いつ
ものよう
に慎重に
移動して
遊んでい
た。歩い
て渡れる
空間をか
がんで移
動した
り、上っ
たり下り
たりして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ジャング
ルジムの
そばで、
ジャング
ルジムで
遊んでい
る子たち
の様子を
見守って
いた。倒
れた瞬間
は見てい
ないが、
あっとい
う声です
ぐそばに
駆け付け
た。ジャ
ングルジ
ムの中で
のこと
で、職員
の瞬時の
行動が難
しい状況
であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

ジャング
ルジムの
中の渡れ
る空間
で、背を
丸め下を
向いて移
動してい
たため、
足を踏み
外して体
重が下に
引っ張ら
れた。倒
れた際支
柱が歯に
当たる位
置となっ
てしまっ
たことで
大きなけ
がとなっ
てしまっ
たと考え
る。

危険個所に
は職員を配
置してる。
危険と思わ
れる行動に
注意をして
いく。

2111

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 42 6 3
19.７
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果骨折

―
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

職員を子
どもの人
数に合わ
せ配置
し、視野
を広げる
こと。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

円形花壇
の周りで
鬼ごっこ
をしてい
たため、
バランス
を崩し、
転倒して
しまう可
能性があ
る。

鬼ごっこ
をする際
は、職員
が必ず付
き、いつ
でも声掛
けを出来
る状況に
してお
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

長靴を履
いて鬼
ごっこを
してい
た。

長靴で遊
びを行う
際に声掛
けを徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝、雨が
降ってい
たため、
長靴を履
いて遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

公園の手
前側を見
ていた職
員が、他
の児童の
対応をし
ていたた
め、転ぶ
瞬間を見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

グランド
で遊ぶ子
どもたち
を見てい
たため、
見ていな
かった。

鬼ごっこ
を、長靴
で行って
いたた
め、特に
注意して
見守らな
ければい
けなかっ
たが、事
故当時は
他の児童
の対応を
してい
た。

鬼ごっこな
ど日常的に
遊んでいる
遊びでも、
危険が伴う
という認識
を職員で再
確認し、常
に見守れる
よう体制を
取る。

2112

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 29 3 2
22.10
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

危険な可
能性があ
る場合を
想定した
研修等を
強化す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

― ―

廊下を滑
りにくく
する対策
を検討す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

児童各々
が活動中
は、数箇
所に分か
れて児童
が遊んで
いるの
で、全体
に目が行
き届くよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児等
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の見守り
等をして
いた。

―

数箇所に分
かれて児童
が遊んでい
るので、全
体に目が行
き届くよう
に支援員が
適切な場所
にて見守り
する。ま
た、危険な
可能性があ
る場合には
注意喚起を
徹底する。
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2113

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 17 2 1
20.８
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

―

定期的に
職員への
事故予防
に関する
研修を行
い、子ど
も達の安
全確保に
努める。

2.不定期
に実施

― 3.未実施
1.定期的
に実施

― ―

定期的に
安全点検
を行い、
危険箇所
の把握と
改善に努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

室内、屋
外で遊ん
でいる子
ども達の
見守りを
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れたと
ころか
ら、複数
人の子ど
も達を見
守りして
いたた
め、事故
の瞬間は
目撃して
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当日職員
は2名で、
一人は室
内にいた
ため、対
象児の見
守りは行
なってい
ない。

―

支援体制に
ついて、支
援員の増員
も含め検討
していく。

2114

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 46 6 4
22.10
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6
2.基
準配
置

特になし

今回の事
故に対し
クラブ会
議で事故
の状況を
共有し
た。その
際、当日
の応急手
当の処置
が適切で
あったと
病院で言
われたこ
ともあ
り、当日
手当をし
た支援員
に処置を
再現して
もらい全
員で対処
の仕方を
確認し
合った。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

校庭の遊
具、砂
場、植
物、飼育
について
は、常に
学校との
連携を取
り情報の
共有をし
ている。
施設周り
や遊具に
ついては
日常的に
点検をし
ている。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

今回の事
故は遊具
の誤った
使い方を
したわけ
ではな
かった
が、この
ような事
故につな
がってし
まった。
このこと
を踏まえ
翌日に児
童全体に
向けて、
このよう
に遊具は
正しく
使ってい
ても、事
故につな
がること
があるの
だから、
なおさら
ルールを
守って正
しく使用
する重要
性を伝え
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

１７時を
過ぎて室
内に戻る
途中で
あった
が、児童
が「もう
一回」と
言ってタ
イヤとび
をした。
その際に
事故が発
生し当初
はケガに
気づかず
落ちつい
ていたも
のの、患
部を見て
ショック
を受け、
震えて泣
き始め
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童に室
内に戻る
ように声
をかけ児
童に背中
を向けた
ところで
事故が発
生した。
直後にそ
ばにいた
児童が目
撃し支援
員を呼ん
だため、
駆け寄っ
てケガの
状態を確
認し室内
に入れ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外に居た
他の職員
４名は室
内に戻り
かけてい
たため、
対象児の
動きを見
ていな
かった。

特になし

どのような
状況でも事
故は起こり
得るという
ことを今後
も児童に伝
え続け、自
らも危険回
避できるよ
う働きかけ
ていく。

2115

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 33 2 1
19.７
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕部
外側骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

―

外遊び時
には子ど
もが予想
外の行動
をするこ
とがある
ので、こ
れまで以
上に注意
する。

2.不定期
に実施

― ―

児童が遊
具で遊ぶ
際は、正
しい使い
方を徹底
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

高学年の
児童と遊
ぶことで
気持ちが
高ぶって
いた面が
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の近
くで見
守ってい
たが、運
動場の多
くを使っ
て児童が
遊んでお
り、全体
も見守る
必要が
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

多くの児
童が運動
場で遊ん
でおり、
全体を見
守る必要
があっ
た。

―

外遊び時の
児童への安
全指導に努
める。

2116

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 43 6 5
21.９
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯　亜脱
臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

クラブ舎
周りに樹
木が多
く、その
為クラブ
舎まわり
の道が狭
くなって
いるの
で、鬼
ごっこに
は適して
いなかっ
た。

クラブ舎
周りでは
走らない
ように指
導する。

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

12 特になし
使用して
いないた
め。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

クラブ舎
周りでは
走らない
ように指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わりな
く鬼ごっ
こをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一輪車に
は１人、
鬼ごっこ
に１人、
ドッジ
ボール１
人ついて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

２名は室
内保育、
もう１人
は外で泥
だんご作
りについ
ていた。

クラブ舎
裏は狭く
なってい
るところ
があるの
を把握し
ていたに
も関わら
ず、対策
を取って
こなかっ
た。

クラブ舎裏
には必ず支
援員を配置
する。
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2117

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 43 6 5
20.８
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

 「人咬傷
右眉部挫
傷」
（顔面
（右こめ
かみ）裂
傷）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

クラブ舎
周りに樹
木が多
く、その
為クラブ
舎まわり
の道が狭
くなって
いるの
で、鬼
ごっこに
は適して
いなかっ
た。

クラブ舎
周りでは
走らない
ように指
導する。

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

12 特になし
使用して
いないた
め。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

クラブ舎
周りでは
走らない
ように指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わりな
く鬼ごっ
こをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一輪車に
は１人、
鬼ごっこ
に１人、
ドッジ
ボール２
人ついて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

２名は室
内保育、
もう２人
は外で泥
だんご作
りについ
ていた。

クラブ舎
裏は狭く
なってい
るところ
があるの
を把握し
ていたに
も関わら
ず、対策
を取って
こなかっ
た。

クラブ舎裏
には必ず支
援員を配置
する。

2118

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 4 4
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

48
2.基
準配
置

―

児童の見
守りと事
故防止の
ための児
童への注
意を徹底
する。

1.定期的
に実施

44
1.定期的
に実施

45
1.定期的
に実施

44 ―

安全点検
に努め危
険箇所を
発見し、
修繕等を
行なって
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

児童の見
守りと事
故防止の
ための児
童への注
意を徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッジ
ボール
で、ボー
ルを取り
損ね右手
小指を負
傷した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

館庭で見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室や
クラブ室
での児童
の見守り
等で、館
庭で遊ん
でいた児
童は見て
いなかっ
た。

―

突然の危な
い行動によ
る事故を防
止するた
め、日頃か
ら注意を徹
底する。

2119

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 29 4 2
18.６
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

新年度が
始まった
ばかり
で、新１
年生も利
用してお
り、児童
も支援員
も慌ただ
しかっ
た。事故
発生時、
担当の支
援員は別
の児童に
話しかけ
られて対
応してい
た。

部屋にい
る全員を
見る必要
があるた
め、１人
との関わ
りが長引
きそうな
ときは応
援を呼
ぶ。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

日常的に
点検を実
施してい
るので、
今後も続
ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

部屋にい
る全員を
見る必要
があるた
め、１人
との関わ
りが長引
きそうな
ときは応
援を呼
ぶ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り積木で
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の児童
に呼ばれ
話をして
いた。泣
き声がし
て対象児
のところ
へ行っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の部屋
や、外遊
び等で全
員が別々
の場所で
児童の見
守りをし
ていた。

―

職員１人で
部屋にいる
全員を見る
必要がある
ため、児童
１人との関
わりが長引
きそうなと
きは応援を
呼ぶ。

2120

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 3 2
20.８
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

今回の事
例を職員
で共有す
る。

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

― 特になし

学校遊具
の使い方
につい
て、危険
な仕様が
ないかど
うかしっ
かり見守
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

手を守る
ため、
サッカー
のゴール
キーパー
用のグラ
ブを準備

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

校庭で他
の児童と
かかわり
ながら様
子を見て
いたが、
本人が痛
みを訴え
たためす
ぐ駆けつ
ける。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭にい
る職員は
見ていた
が、室内
にいる児
童もいる
ため室内
外に分か
れて保育
している
ため

特になし

室内外に職
員を配置し
児童の様子
を把握して
おります
が、今後、
しっかり打
ち合わせを
して、危険
な行為がな
いよう、
しっかり見
守るよう、
意識を高め
る。

2121

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 2 2
19.７
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

―

児童たち
に周りを
よく見て
行動する
よう声を
かけてい
く。

2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

― ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

春休み期
間中は通
常より利
用人数が
多く、見
守りの負
担が大き
くなる。

支援員の
適時配置
や児童の
過ごし方
の工夫に
よる見守
り負担の
軽減を目
指す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他の児童
十数人と
ドッジ
ボールを
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

体育館内
でドッジ
ボールの
様子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

体育館と
クラブ室
を行き来
してい
た。

春休み期
間中は通
常より利
用人数が
多く、見
守りの負
担が大き
くなる。

支援員の適
時配置や児
童の過ごし
方の工夫に
よる見守り
負担の軽減
を目指す。

2122

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 47 7 3
20.８
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首橈
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため
に，事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

事故が起
こった時
の対応が
迅速で
あった。

今後も，危
機管理の手
引きを用
い，迅速な
対応を行っ
ていく。
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2123

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 110 10 6
23.11
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首橈
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため
に，事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

支援員が
見守りを
行い，注
意を配っ
ていたが
事故が起
こってし
まった。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

2124

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 132 9 5
18.６
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘上腕
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため
に，事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ― 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
の近くで
見守りを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

支援員が
見守りを
行い，注
意を配っ
ていたが
事故が起
こってし
まった。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

2125

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 3 1 1
18.６
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

園全体と
しての、
危険察
知・事故
防止する
力が不十
分だっ
た。

園内研修
の充実及
び、園外
研修にも
積極的に
参加し、
園全体と
しての資
質向上に
努める。
利用児童
が理解し
やすいよ
うに、危
険と安全
について
知らせ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園全体と
しての、
危険察
知・事故
防止する
力が不十
分だっ
た。

園内研修
の充実及
び、園外
研修にも
積極的に
参加し、
園全体と
しての資
質向上に
努める。
利用児童
が理解し
やすいよ
うに、危
険と安全
について
知らせ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園全体と
しての、
危険察
知・事故
防止する
力が不十
分だっ
た。フ
ローリン
グの床
で、靴下
を履いた
まま活動
的な動き
をした事
で、バラ
ンスを崩
しやすく
なり、転
んだと考
えられ
る。

園内研修
の充実及
び、園外
研修にも
積極的に
参加し、
園全体と
しての資
質向上に
努める。
利用児童
が理解し
やすいよ
うに、危
険と安全
について
知らせ
る。フ
ローリン
グ床で過
ごす際
は、基本
的に「裸
足」を徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

けが発生
時は本児
を含めて3
名いた。
本児はお
絵描きを
片付け、
他の2名の
児童がブ
ロック遊
びをして
いる様子
を見なが
ら、靴下
のまま室
内でター
ンをして
回り、バ
ランスを
崩し肘を
打った。
18：10か
ら支援員
等2名で全
体（3名）
の見守
り。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

けが発生
時、支援
員等2名で
3名の児童
の見守り
をしてい
たが、本
児がター
ンをして
回り、バ
ランスを
崩した瞬
間、手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレに
行くため
に一時的
に席を外
してい
た。

園全体と
しての、
危険察
知・事故
防止する
力が不十
分だっ
た。フ
ローリン
グの床
で、靴下
を履いた
まま活動
的な動き
をした事
で、バラ
ンスを崩
やすくな
り、転ん
だと考え
られる。

園内研修の
充実及び、
園外研修に
も積極的に
参加し、園
全体として
の資質向上
に努める。
利用児童が
理解しやす
いように、
危険と安全
について知
らせる。フ
ローリング
床で過ごす
際は、基本
的に「裸
足」を徹底
する。

2126

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 41 4 3
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の脱臼
（２
本）、顔
面挫創

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

事故後の
対応につ
いて研修
を行う。
事故後の
対応マ
ニュアル
検討。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

加害者の
子につい
て特別な
配慮が必
要なこと
は指導員
間で伝え
ており、
当日にも
危険性を
新しい指
導員に伝
えていた
が、注意
が欠落し
ていた。

特別な配
慮を必要
とする子
への理解
を深める
為の研
修・学
習。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

非常勤
（採用１
カ月目）
の指導員
が目の前
で見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

バスケッ
トボール
をしてい
る子の動
きを制御
（遊具の
方に行か
ないよ
う）

当該男児
の見守り
をしてい
た指導員
が、採用
１か月目
の指導員
だった。

特別な配慮
を必要とす
る子には、
経験年数が
ある指導員
が見守りを
行う。
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2127

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 33 5 3
20.８
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

子どもの
個性・特
性に応じ
た配慮の
必要性。

個々の発
達段階に
応じた見
守りや配
慮の徹底
をする。

1.定期的
に実施

290
1.定期的
に実施

290
1.定期的
に実施

290

新しい遊
具での遊
び方に不
慣れで
あった。

毎日の点
検の
チェック
リストを
見直す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危険を予
測して予
め回避さ
せたり、
事前に注
意喚起を
する。予
測してい
ても事故
が起きる
場合もあ
るので、
その時に
はその場
で抑止さ
せる。

発達の個
人差を踏
まえ、
個々の心
身の状態
を把握し
ながら育
成支援を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭へ出
てすぐに
補助輪付
き一輪車
を見つ
け、乗ろ
うとし
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭へ出
て子ども
たちの遊
び相手を
しなが
ら、本児
の活動も
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各部屋で
それぞれ
の子ども
たちの活
動を見
守ってい
た。

子どもと
共に分か
ち合う
「ケア的
支援」、
子どもの
安全を守
るための
「養護的
支援」、
子どもの
育ちを引
き出して
いく「教
育的支
援」が関
わる総合
的な支援
が必要。

子どもが危
険に気付い
て判断した
り、事故等
に遭遇した
際に、被害
を最小限に
するための
「安全に関
する事故管
理能力」を
身に付けら
れるように
援助する。

2128

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 50 5 1
19.７
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

腎外傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

・遊ぶ場
所や遊具
の使い
方、遊び
方のルー
ル等を徹
底する。
・育成の
遊ぶ場所
を変更。

1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎

遊具が密
集してい
た為に足
元が不安
定であっ
たと思わ
れる。

・常設遊
具付近
で、鬼
ごっこや
サッカー
等走り回
る遊びは
しないよ
うにす
る。
・ポール
を立て
て、立ち
入り禁止
の場所に
すること
を検討
中。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
等走る遊
びの時の
転ぶ瞬間
は、手立
てがない
のが現
状。

・定位置
における
見守りだ
けでな
く、巡回
しながら
の見守り
や遊びの
指導を行
う。
・支援員
間の見守
りの距離
を広げて
しっかり
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

学校が常
設してい
る縄跳び
用の板付
近で、友
だち8～9
人と鬼
ごっこを
して走り
回ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

支援員5人
で、全体
的に児童
達の遊ぶ
様子を見
ていた。

―

外遊び時の
見守り支援
員の目が行
き届くよう
に監視エリ
アを定め、
巡回しなが
ら遊びの見
守りや遊び
方の指導を
行う。

2129

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 23 2 2
18.６
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

多重骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

― ―
2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

50 ― ―
7.その
他

―

バランス
を崩して
の転倒で
あり、環
境面で改
善を図る
ことは困
難であ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

同室にい
たもの
の、事故
が起きた
時間は対
象児童か
ら目を離
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同室にい
たもの
の、事故
が起きた
時間は対
象児童か
ら目を離
してい
た。

―

児童が来た
時点で怪我
をしないよ
う呼びか
け、意識さ
せる。

2130

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 63 6 4
20.８
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

遊具の使
い方を児
童に周知
徹底す
る。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

今後も、
遊具の点
検を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯の１
段抜かし
をする為
にジャン
プして握
ろうとし
た時にす
べって落
ちた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

雲梯の手
前の側で
見守って
いたの
で、すぐ
に怪我の
対応を行
うことが
できた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

事故発生
後、すみ
やかに対
応を行っ
た。

特になし

今後も、事
故に対応で
きるように
支援員によ
る見守りを
行う
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2131

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 4 2
18.６
歳

1.男
児

頭部の打撲
はない様子
だった。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

側面が板
壁になっ
ている階
段で、１
年生の体
格では全
身が隠れ
てしま
い、２階
に上がっ
ている姿
が見えな
かった。

上がる階
段、下り
る階段を
決め、目
で分かる
よう表示
をした。
階段下に
マットを
敷いた。
帰室直後
など児童
が混みあ
う時は階
段下に支
援員を配
置する。

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

12

側面が板
壁になっ
ている階
段なの
で、建物
の構造上
死角にな
る。

壁を格子
状のもの
に改築す
るなど。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員不足
の為、階
段全体が
見渡せる
場所に支
援員を配
置してい
なかっ
た。2階に
児童がい
たが、対
応できな
かった。

児童が混
みあう時
は支援員
が立ち位
置を考
え、見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変りな
く、2階へ
荷物を置
きに行っ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

帰室して
いる児童
全員に荷
物を置
き、連絡
帳を出す
よう声掛
けしてい
たので、
対象児個
人だけを
見ること
はできな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１名はお
やつの準
備で台
所。１名
は全体の
出欠確認
で入り口
付近。1名
はｸﾗﾌﾞ舎
奥側で宿
題を始め
た児童の
見守り。
１名はフ
ロアで帰
室時の声
掛け。

特になし 特になし

2132

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 28 4 3
20.８
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折（左
手小指）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特記事項
等なし

事故後の
処置とし
て骨折の
可能性も
疑い、行
動するべ
きだっ
た。

特記事項
等なし

発生場所
が屋外で
の事故で
あり、施
設に問題
はないた
め、改善
策は特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
等なし

ボール遊
び自体は
問題なく
遊べてい
た。当該
時、他児
も含めて
注意すべ
き点は無
かった。
しかし、
その後の
支援員の
処置の際
には、突
き指以外
の可能性
を疑い、
対応すべ
きと考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊び自体
に楽しみ
ながら取
り組んで
いた。
ボールに
対しても
集中して
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

当該児童
を含め８
名で支援
員も共に
遊んでい
た。個々
の様子や
動きにも
注視して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その遊び
以外の子
と遊びな
がら、こ
たらの遊
びにも
時々入っ
てきてい
た。

特記事項
等なし

処置の際に
は、あらゆ
る事態も想
定し対応が
必要である
と考える。
今回に関し
ては、突き
指以外の可
能性を疑
い、対応す
べきと考え
る。

2133

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 72 6 3
21.９
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

鼻骨不全
骨折(ひ
び)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

本児童は
久しぶり
の来館で
あったた
め、児童
センター
で友達と
一緒に遊
ぶこと
に気持ち
が高ま
り、気持
ちと体の
動きのコ
ントロー
ルがつい
ていか
ず、支援
員の状況
判断
より勝っ
ていたた
め、事故
が起こっ
てしまっ
た。

支援員等
相互が、
状況判断
力や児童
自身の危
険回避能
力や防衛
力が高ま
る
関わり方
について
事例研究
を行って
いくこと
で、支援
力をより
高めてい
く。

1.定期的
に実施

開館日
1.定期的
に実施

開館日
2.不定期
に実施

開館日

遊戯室の
床が滑り
やすいこ
と

遊戯室で
遊ぶ前に
は、濡れ
雑巾など
で靴の裏
の埃を取
り、準備
運動につ
いても
入念に行
うよう努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

気持ちが
高まって
しまった
児童に対
しての声
かけが不
十分で
あった。

普段か
ら、危険
が及ばぬ
よう声か
けをし、
たまに来
館する児
童に対し
てはより
一層注意
の声かけ
をするよ
う徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
く、遊び
に参加し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊戯室全
体を見渡
せる位置
に配置
し、自由
遊びを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の部屋
で、活動
を見守っ
ていた。

気持ちが
高まって
しまった
児童に対
しての声
かけが不
十分で
あった。

普段から、
危険が及ば
ぬよう声か
けをし、た
まに来館す
る児童に対
してはより
一層注意の
声かけをす
るよう徹底
する。

2134

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 74 6 3
19.７
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

本事故を
事例に
扱った職
員研修を
実施す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

本事故に
ついて
は、施
設・玩具
上の異常
はなかっ
たため、
なし

本事故に
ついて
は、施
設・玩具
上の異常
はなかっ
たため、
対応なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊戯室と
専用室で
は、それ
ぞれが好
きな遊び
をしてい
た。

遊戯室と
専用室に
はそれぞ
れ３名の
職員を配
置し、基
準配置で
あったこ
とから改
善点はな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
一輪車の
操作に習
熟してお
り、事故
当日も普
段どおり
の様子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

集団遊び
のため、
全体を見
渡せるよ
う離れた
ところで
見ていた
が、対象
児が落下
する瞬間
に間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

集団遊び
のため、
全体を見
渡せるよ
う離れた
ところで
見ていた
が、他の
児童の見
守りを
行ってい
たため、
対象児の
動きは見
ていな
かった。

特になし

集団活動中
において、
一輪車など
落下のおそ
れがあるこ
とを認識
し、使用さ
せる際は必
ず至近距離
での職員に
よる見守り
を行う

25 / 255 



2135

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 40 3 3
23.11
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

―

職員は適
正な人数
を配置し
ており、
問題がな
い。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―
施設には
不備がな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

児童に対
し注意喚
起を行
い、事故
防止に努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ホールで
自由に遊
んでいた
40人の児
童を4人の
指導員が
見守って
いた。常
日頃から
ホールで
は走らな
いことの
約束をし
ていた
が、当該
児は、春
休みの高
揚感から
か、約束
を忘れト
イレに行
くために
走り出
し、その
勢いで
立ったま
ま滑り出
しトイレ
の入り口
に衝突し
たもの。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

4人の指導
員が概ね
見守る場
所を手分
けして全
体を見
守ってい
たが、突
然走り出
したので
近くにい
た指導員
が走るの
を止めよ
うと注意
したが、
当該児は
聞くこと
がなく走
り続け
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

狭いホー
ルなので
見守り管
轄外の指
導員は、
声等かけ
る暇もな
く、トイ
レの入り
口の角に
衝突し
た。

―

突然の行動
による事故
を防止する
ため、職員
間で連携
し、児童へ
の注意、声
かけを行
う。

2136

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 64 7 7
19.７
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

特になし

職員配置
は基準を
満たして
いたため
特に改善
策はな
い。

1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

毎 特になし

周囲に障
害物はな
く、校庭
の状態も
よく、周
辺の子ど
もたちも
特に危険
な遊びを
していな
かったた
め特に改
善策はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

支援員は
適正に配
置され、
見守り体
制はとれ
ていたた
め改善策
は特にな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように、
心を許せ
る友達と
会話を楽
しみなが
ら過ごし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室内で保
育をして
いたた
め、見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児を
眺め、児
童全体を
見ていた
が危険な
行動はし
ていな
かった。
支援員は
目の前で
はなく、
遠目に見
ていたた
め、受傷
状況を詳
細に把握
できな
かった。

氷嚢で冷
やす処置
をした
後、傷め
た箇所を
触り痛み
がない
か、腫れ
ていない
か確認し
たが特に
症状は見
られな
かったた
め、大き
なケガで
はないと
判断して
しまっ
た。

本児の手の
痛みの訴え
を慎重に受
け止め、適
切に対処す
る。

2137

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 72 5 2
21.９
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨端線損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

校庭の隅
に行った
児童にも
目を向け
られる立
ち位置に
つく。

段差等の
ある場所
に、一輪
車では行
かないよ
う声かけ
をする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

30

校庭に出
る際の安
全確認の
必要性。

こどもが
遊ぶ直前
の確認を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広いとこ
ろへの誘
いかけを
しなかっ
た。

狭いとこ
ろに一輪
車で入ら
ないよう
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
一輪車に
も乗って
いる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

散在して
いる児童5
～6人を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

室内へ戻
る誘導を
してい
た。

職員の指
示を聞い
て動くこ
とへの声
かけ。

個々の児童
の特徴を把
握する。

2138

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 2 1
21.９
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

私物は各
自棚に入
れ床に置
かない。

室内では
走らない
などの
ルールを
徹底す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

室内では
走らない
などの
ルールを
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。気分
があがり
過ぎたた
め、唐突
に走り出
してし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
傍で様子
を見守っ
ていた
が、唐突
に走り出
したた
め、注意
をしよう
とした際
に事故が
起きた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、外遊
びにい
た。室内
には６人
しかいな
かったの
で、1人で
対応して
もらって
いた。

―

室内では走
らないなど
のルールを
徹底する。
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2139

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 20 4 3
18.６
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折(左
腕、左手
指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

事故当
時、支援
員は当時
20人弱の
子どもに
対して4人
体制だっ
たため支
援員の人
数が要因
ではない
と考える
が、時期
的にもっ
と細やか
な配慮が
必要で
あった。

2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

6 ―

ロッカー
の上に登
ることを
禁止する
表示を
行った。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもに
注意の声
かけをこ
まめに行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

児童は
ロッカー
に登りた
かったよ
うで実際
に登った
際、支援
員が注意
をしよう
としたが
間に合わ
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童は
ロッカー
に登りた
かったよ
うで実際
に登った
際、支援
員が注意
をしよう
としたが
間に合わ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

児童は
ロッカー
に登りた
かったよ
うで実際
に登った
際、支援
員が注意
をしよう
としたが
間に合わ
なかっ
た。

―

入所児童に
改めて危険
なことやし
てはいけな
いことを伝
える。

2140

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 3 1
19.７
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首・
橈骨・尺
骨の骨折
とずれ

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

新1年生が
出てきて
遊んでい
た。そち
らを重点
的に見て
いた

指導員の
配置人数
の増加

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

10
1.定期的
に実施

1 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
サッカー
をしてい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

1年生の方
を見るよ
うに言わ
れその場
にいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1年生に気
を取られ
ていた。

―

配置変更は
行わない1年
生に気を取
られて見て
ない事が無
いようにす
る。

2141

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 3 3
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折（左
手首）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

毎

1.基
準以
上配
置

本児は運
動神経が
良く、う
んてい使
用も上手
なため、
本児の近
くで見
守っては
いなかっ
た。落下
時に補助
すること
ができな
かった。

危機感を
持って近
くでかか
わる。

1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

うんてい
の高さが
２ｍあ
り、１年
生には高
すぎるか
もしれな
いが、学
校側も
１・２年
生の使用
を許可し
ている。

低学年の
利用時に
は、落下
を想定し
た見守り
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

うんてい
周辺も危
険なもの
なし。

低学年の
利用時に
は、落下
を想定し
た見守り
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

身軽で運
動神経が
よく、機
敏に動
く。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

うんてい
から1ｍ付
近で全体
を見守り
中に、本
児の落下
に気付き
児童に近
寄る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１人はう
んていか
ら4ｍ離れ
た別の固
定遊具で
遊ぶ児童
を見守っ
ており、
もう一人
は室内で
過ごす児
童の見守
りを行っ
ていた。

本児は運
動神経が
よく，う
んてい使
用も上手
なため、
支援員も
安心して
見守って
いた。

鉄棒と一緒
で、うんて
い使用の時
も支援員が
つき、上手
な子でも危
機感を持っ
てかかわら
なければな
らない。

2142

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 50 8 4
18.６
歳

2.女
児

帰宅後、痛
みを訴えた
ことから、
病院を受
診、骨折と
診断され
た。
平成●年●
月　●日に
完治と診
断。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

「まさか
それだけ
で骨折す
ることは
ない」と
いう思い
込みが
あった

思い込み
は危険
だ、と認
識し確認
を怠らな
いこと

1.定期的
に実施

12 3.未実施
2.不定期
に実施

12

撤去でき
ない危険
個所につ
いて児童
達に周知
させる必
要がある

ケガにつ
ながりそ
うな場所
は避けて
通るよう
に言葉か
けをする

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

室内と庭
に分かれ
ての見守
りになる
ため要所
要所での
見守りに
なり専属
配置がで
きない

できるだ
け死角が
できない
場所を選
んでたつ
よう心掛
ける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気持ち良
い天気
だったの
で庭でぶ
らぶら歩
いていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

危険な要
因がな
かったの
で離れた
場所で見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

いくつも
のグルー
プに分か
れて遊ぶ
ため、そ
れぞれの
グループ
の近く
で、ある
いは一緒
に遊びな
がら見守
りをして
いた

つまずい
ただけで
外傷はな
かったの
で大丈夫
だと思い
こんだ

念のためひ
ねった場所
を触診す
る、しばら
く時間が
たってから
確認する、
などすべき
だった
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2143

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 16 2 2
21.９
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯の打
撲・損症

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

・園庭遊
びを行う
際の見守
り体制が
常に一人
であった
・支援員
がマニュ
アルに
沿った行
動を出来
ていな
かった

・運動遊
びを行う
際は複数
の体制で
見守りが
行えるよ
うにする
・支援員
が働きか
けてこど
も園から
もクラブ
の様子を
見てもら
うように
する
・マニュ
アルを徹
底する

1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

・支援員
が講じた
水飲み場
周辺の安
全対策が
適切でな
く、不十
分であっ
た

・各環境
における
安全管理
を見直し
て工夫
し、それ
ぞれの場
所に適切
な対策を
行い、再
発防止を
徹底して
行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・ボール
遊びが激
しくなっ
ている状
態を止め
られてい
なかった

・環境に
適さない
活動を行
わないよ
うにし、
また、環
境におけ
る安全管
理を工夫
し、再発
防止を徹
底して行
う
・学童に
おける遊
びで身体
の接触が
激しいも
のは避け
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ゴール
キーパー
からパス
が渡り、
ボールを
見てドリ
ブルしな
がら前進
した

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭の築
山やその
周囲にあ
るタイヤ
がボール
の妨害と
なり、出
た出ない
で揉める
ことが
あったこ
とから、
園庭の川
側にタイ
ヤを運び
ながら見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラブ建
物の室内
で残って
遊んでい
た児童7名
を見てい
た

・危険な
場所に支
援員がお
らず、ま
た、ボー
ルや動い
ている児
童の近く
で状況を
把握でき
るように
動けてい
なかった
・体が重
なり合う
動きが
あった時
点で止め
るべき
だった
・歯が欠
けた時に
その歯を
見つけら
れていな
かった
・支援員
が見てい
ながら止
めること
が出来て
おらず、
また見て
いた状況
を適切に

．支援員の
危機管理に
ついての意
識を高めら
れるように
すると共
に、児童ら
も安全につ
いて考える
機会を十分
に作ってい
く
・危険な行
為は徹底し
て止め、常
に声かけを
行い注意を
促す

2144

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 71 8 4
21.９
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右尺骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

児童が転
倒した際
にすぐに
立ち上が
らなかっ
たため、
他児とぶ
つかって
しまっ
た。

児童に転
倒をした
ら、すぐ
に立つよ
う注意喚
起。ま
た、周囲
を見て行
動するよ
う指導。

2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

毎

サッカー
に夢中に
なると激
しい動き
になった
場合転倒
した際、
他児と接
触する可
能性が高
まる

サッカー
に夢中に
なる児童
にまず周
りも見て
行動する
様指導
し、他児
とぶつか
ることの
危険性を
伝える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広い校庭
の為、遠
くから見
渡せるが
サッカー
などこど
もの動き
に合わせ
てすぐに
行ける範
囲で見守
ること。

子どもた
ちが興奮
していた
り、疲れ
気味な場
合は、注
意深く見
守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

サッカー
が人気
で、集団
でサッ
カーの試
合をして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員１名
が大人数
のサッ
カー見守
りをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の場所
の見守り
をしてい
た。

外遊びの
終了時間
が迫って
いるとき
に起きた
事故で、
子どもた
ちも興奮
気味に
なってい
た。

外遊びが終
了時間に
迫っていた
ら、5分前の
呼びかけを
する。

2145

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 176 15 5
21.９
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため
に，事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

支援員が
見守りを
行い，注
意を配っ
ていたが
事故が起
こってし
まった。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

2146

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 117 16 4
21.９
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左小指骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため
に，事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

支援員が
見守りを
行い，注
意を配っ
ていたが
事故が起
こってし
まった。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

2147

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 84 17 9
20.８
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位骨端腺
損傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため
に，事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

支援員が
見守りを
行い，注
意を配っ
ていたが
事故が起
こってし
まった。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。
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2148

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 36 3 1
20.８
歳

2.女
児

15：18　登
所
15：25　着
替えを済ま
せ、宿題に
取り組む。
16：30　お
やつ
17：00　各
自好きな遊
びを開始。
当該児童は
ドッジボー
ルをして遊
んでいた。
17：05
ドッジボー
ル中に投げ
られたボー
ルを避けた
際に転倒。
泣き声に支
援員が気付
き、室内に
運び応急処
置。
17：15　保
護者へ連
絡。保護者
お迎え後に
病院受診。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

改善点な
し
理由：外
遊びに支
援員１
名、補助
員１名を
配置して
おり、配
置は十分
だった。

2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

3 ―

改善点な
し
理由：当
時は運動
場で遊ん
でおり、
遊ぶス
ペースと
して十分
な広さが
確保でき
ていた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

改善点は
ないが、
運動場は
広く、広
範囲での
見守りに
なるた
め、遊び
場の範囲
を子ども
たちと一
緒に考え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボールを
使って遊
んでお
り、ボー
ルが当た
るのを防
ぐため回
避行動を
とった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児と
は別の児
童を近く
で見てお
り、対象
児が転倒
し泣いた
為事故に
気付く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
持ち場近
くの児童
の保育を
してい
た。事故
後は他の
児童も室
内に誘
導。

―

改善点なし
理由：外遊
びに支援員
１名、補助
員１名を配
置してお
り、配置は
十分だっ
た。

2149

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

1
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 26 2 1
20.８
歳

2.女
児

7：55登所
8：45保育室
内の畳の上
に移動する
際、畳の縁
にて右足を
つまずく。
転倒はしな
かったが、
右足薬指が
赤くなり薬
指の付け根
に痛みが
あったた
め、しばら
くの間患部
を冷やす。
（その後、
湿布を貼り
様子観察）
17：00幹部
の内出血と
腫れが足首
まで広がっ
ていたた
め、お迎え
時に保護者
へ状況説
明。その
夜、患部が
腫れて紫色
になったた
め病院受
診。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足薬指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

なし
理由：事
故当時は
支援員１
名、補助
員１名を
配置がで
きてお
り、土曜
日なので
登所人数
も少なく
十分に対
応ができ
ていた。
（事故当
時は9名が
登所）

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

4
1.定期的
に実施

12 ―

日頃から
児童がく
つろぐス
ペースと
して畳を
置いてい
る状況で
はある
が、何か
に夢中に
なってい
るとつま
ずく可能
性もある
ため、配
置を検討
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

なし
理由：登
所人数も
少なく、
遊びの展
開も室内
で3ヶ所ほ
どだっ
た。朝の
自由時間
でもあり
個々に
ゆっくり
とした時
間を過ご
してい
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

畳の上に
座ってい
た友達の
側へ行く
際、畳の
縁でつま
ずく。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事務机の
所から児
童が歩い
ている姿
を見てい
て、つま
ずく姿も
確認。児
童が痛み
を訴えて
きたので
患部を確
認し、冷
却をし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の児童
の対応を
してお
り、対象
児童の動
きは見て
いなかっ
た。

―

なし
理由：事故
当時は支援
員１名、補
助員１名の
配置ができ
ていた。
（基準配
置）

2150

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 41 7 5
21.９
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
近位部骨
端線損傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

今後、考
えられる
事故につ
いて職員
全員で話
し合い、
周知す
る。

2.不定期
に実施

― 3.未実施 3.未実施

グランド
の中で、
ボール遊
びをする
場所な
ど、コー
ンを置い
て決めて
いたが守
れていな
かった。

遊びの種
類によっ
て危険が
ないよう
に、グラ
ンドの明
確な分け
方をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊びの
時の危険
防止のた
めの細か
い約束ご
となどを
作成して
いなかっ
た。

再度、遊
びの種類
によって
危険のな
いように
細かい約
束やルー
ルなどを
提示す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

支援員が
２人いた
が、児童
に誘われ
て少人数
だけを相
手にして
遊んでい
ることが
あった。
全体を見
るように
指示して
いたが、
指導員全
体として
は出来て
いなかっ
た。

このような
状況の場合
に、早めに
ぶつからな
い状況へと
変えること
が出来るよ
うに、再度
指導員全員
に数人だけ
を相手にす
るのではな
く、全体を
しっかり見
守るように
指示する。

2151

平成
30年
6月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 140 10 4
19.７
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため
に，事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ― 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
の近くで
見守りを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

支援員が
見守りを
行い，注
意を配っ
ていたが
事故が起
こってし
まった。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。
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2152

平成
30年
6月
29日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

9 0 0 0 3 6 0 0 0 2 1
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

マニュア
ルの更新
頻度を高
める（細
かい修正
も含め都
度実施す
ること）

ミーティ
ングによ
る危機意
識や知識
の向上を
図り、事
故を未然
に防止す
る。ま
た、発生
時の対応
を確認す
る。全職
員で再発
防止の徹
底を行
う。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

各年齢が
使用でき
る遊具を
認識して
おくこと
が必要

現地到着
時での危
険箇所の
事前確認

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外部研修
などに参
加し、事
故事例な
どから事
前に環境
面に注意
を払う

戸外活動
場所に到
着時で
は、園
児、ス
タッフ共
に「危険
箇所」の
共有、
さらに、
職員間に
おいて活
動内容に
ついて密
に連携し
ておく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

新年度開
始にあた
り、園児
の行動に
も落ち着
きがない
状況だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員も突
然（駆け
出してし
まった）
の行為に
関し、抑
止するこ
とが難し
かった。
山の斜面
の上部に
居たこと
もあり、
下りにス
ピードが
出ていた
と思われ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
も担任同
様、園児
達が突然
駆け足で
山を下る
ことに予
測が出来
ていな
かった。

園を出発
する際
に、活動
場所での
注意事項
を園児に
知らせる
べきだっ
た。

子どもの活
動中は常に
子供に目を
配り、危険
な行動をし
ている子に
ついては、
サポートし
たり、注意
を行い、事
故が無いよ
うに心がけ
る。危険と
予測される
場所がある
場合は前
もって声を
かける。活
動前に約束
事等を子ど
もたちに伝
えてから始
める。

2153

平成
30年
6月
29日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

6 2 2
16.４
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯根破折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

安全面で
も英語講
師に任せ
ており職
員の意識
が欠けて
いた。英
語学習中
の園児間
の悪戯や
悪ふざけ
について
は保育士
が注意
し、転倒
等の事故
が起こら
ないよう
見守る。

研修内容
の見直
し、園内
研修にて
情報共有
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

密集した
状況で怪
我、事故
が起こり
やすい状
況であっ
た。

椅子・机
等の配置
を見直
す。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

ダンス
等、身体
を動かす
には部屋
が狭い
上、椅子
の配置が
悪く、園
児が密集
し事故が
起こりや
すい状況
であった
にもかか
わらず保
育従事者
が一人も
見ていな
かった。

英語レッ
スン中も
保育士に
よる安全
管理を徹
底して行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当以外
の保育士
が室内に
待機して
いたが、
保育教材
の片付け
のため退
室してい
た。また
担当保育
士は次の
保育の準
備をして
いた為、
他園児が
悪戯をし
ていたり
悪ふざけ
をしてい
るのを見
逃してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当以外
の職員が
室内に待
機してい
たが、保
育教材の
片づけの
為事故の
瞬間に退
室してし
まった。

保育室退
出時の他
の職員へ
の言葉が
けをする
意識が欠
けてい
た。ま
た、園児
同士の一
見遊びに
も見える
くすぐり
等も重大
な事故に
つながる
という意
識が徹底
されてい
なかった
ことも要
因の一つ
である。

いつ事故が
起きるかわ
からないと
いう意識を
持ち退室は
他の職員に
声をかけ不
在の時間を
つくらな
い。また常
に事故がお
こりうる状
況を想定し
園児への言
葉かけ等を
行う。

2154

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

70 29 41 4 4
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創

等）

4.上肢
(腕・手・
手指）

左第5指挫
創

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

園の点検
表は施設
の状態の
みを

チェック
する内容
となって
いるた

め、児童
の動きに
対する危
険箇所の
認識が薄
れてい
た。

児童の動
きによる
想定危険
箇所を職
員共通の
認識とす
るため、
職員会議
等で話し
合い周知
徹底す
る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

27
1.定期的
に実施

24

施設（門
扉）の危
険箇所は
認識して
いたもの
の、児童
がその箇
所に触れ
ることを
想定して
いなかっ
た。

施設上危
険と思わ
れる箇所
へは近づ
けないよ
う配慮す
るととも
に、児童
にも危険
であるこ
とを認識
させる。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

遊具遊び
をしてい
る児童に
は注意し
ていた

が、その
他児童へ
の注意が
疎かに

なってい
た。

エリアを
決めて児
童の様子
に注意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつもと
変わらず
元気に戸
外遊びを
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の肘
の怪我に
対応して
いたた

め、当該
児童の動
きに気が
回らず、
当該児童
の申告に
より、怪
我をした
ことを確
認した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

少し離れ
た所で他
児の動き
を見てお
り、他職
員もいた
ことか

ら、当該
児童に注
意しな
かった

自分の近
くにいる
児童にの
み注意

し、他児
について
は、他の
職員が見
ているだ
ろうと

いった依
存状況が
あった。

職員同士声
かけをする
とともに、
エリアを決
めて児童の
様子に注意
するなど、
誰も見てい
ない児童が
いることが
ないように

する。

2155

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

16 1 1
18.６
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左脛骨骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

職員会議
で当該事
故につい
て周知

し、事故
防止策に
ついて話
し合っ
た。

ハンカチ
落としの
際、お尻
から座る
よう、マ
ニュアル
に書き込
む。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

引き続き
安全点検
を定期に
行う

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

ハンカチ
落としは
日頃から
遊んでい
るだが、
追いかけ
られて滑
り込むよ
うに座っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもの
そばで見
守ってい
たが、滑
り込んで
骨折する
とは予測
していな
かった。

― ― 特になし

ハンカチ落
としで滑り
込むと骨折
することを
予測し、子
どもにお尻
から座るよ
うに指導し
て遊ぶこと
を、マニュ
アルに書き

込む。
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2156

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 7 10 3 2
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

歯の脱臼

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

特になし

事故の現
場を再現
し保育教
諭の配置
が良かっ
たかを振
り返り、
改善する
ことがあ
るかを話
し合う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

朝の低温
の気候で
地面が水
分を含ん
だように
滑りやす
くなって
いた。

地面の現
象に気づ
かせ、子
どもたち
の遊びの
内容と行
動を明確
にし遊ぶ
ようにす
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

子どもの
行動が著
しく活発
になって
いること
を把握で
きていな
い。

負傷した
ことにつ
いて子ど
もたちと
保育教諭
で話をす
る、どう
して起き
たか、ど
うなる

か、今後
のルール
を確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

園庭にて
鬼ごっこ
が始ま

り、築山
に登って
下りよう
とした

際、足を
滑らせ転
倒。その
際、丸太
階段に顔
をぶつけ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育教諭2
名が園庭
で子ども
たちの様
子を見て
いた。事
故が起き
る寸前は
事故現場
付近を保
育教諭は
歩いてい
た。現場
は築山の
死角に

なってい
るので、
本児の泣
き声を聞
き本児を
確認し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

年長の担
任は５歳
児６人と
離れたと
ころにい

た。

週初めの
月曜日

は、子ど
もの日常
生活の行
動が鈍い
ように思
われる。

死角になる
部分を踏ま
えて、保育
教諭の配置
の改善を行

う。

2157

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

28 9 9 10 3 1
17.５
歳

2.女
児

　既往歴：
内反足で通
院中。生後
間もなく装
具固定歴
有。（母
談：内反足
により骨に
肉が付きに
くいと医者
に言われて
いる）現在
内反足用イ
ンソール使
用。　ま
た、現在身
長が標準よ
りマイナス
２SD、体重
マイナス２
SD以下で母
に園在勤看
護師より小
児科に相談
要請中。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右橈骨尺
骨骨幹部
骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数

1.基
準以
上配
置

遊び方指
導に即対
応せず、
子ども達
の遊びを
見守って
しまった
ので、注
意喚起と
共に遊び
方指導を
したうえ
で見守る
べきだっ
た。

ブロック
の上に

乗って遊
ばない約
束をする
こと。ま
た、子ど
もが危険
の伴う遊
びをし始
めた時点
で注意喚
起を促す
と同時に
傍で使用
指導をし
ていく

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

転倒時床
に敷いて
いたマッ
トは、厚
さ0.8㎝、
材質は発
砲ゴム

製、断熱
効果のあ
るゴム

マット。

遊具玩具
による事
故ではな
いため、
左記事項
を継続実

施

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

部屋の大
きさ、園
児数、職
員配置数
には問題
なく、遊
ぶスペー
スもコー
ナーを設
定し、十
分な広さ
も確保で
きてい
た。

部屋の大
きさ、園
児数、職
員配置数
に問題は
ないため
現行通り
継続

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつも通
りの様子
であった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一瞬目を
離した

（机の片
付けの為
に机側に
気を取ら
れた）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

同室内別
コーナー
にて園児
と遊ぶ職
員及び、
園児降園
にあた

り、整容
をしてい

た。

子どもの
そばを離
れる際

の、常勤
保育士及
びパート
職員との
連携不足

子どものそ
ばを離れる
際の、常勤
保育士及び
パート職員
との連携に
ついての話
し合いを持

つ

2158

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

25 2 2
17.５
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右尺骨骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

安全に十
分注意を
していて
も子ども
の動きに
よって、
予想外な
事故や怪
我が起き
る。

職員会議
や研修会
を通し

て、事故
等の事例
を基に話
し合い全
職員が安
全な保育
の実践に
向けて意
識が高ま
るよう努
めてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

現在、巧
技台の収
納場所が
遊びに取
り入れに
くい場所
にあるた
め、経験
不足に

なってい
る。

巧技台を
取り入れ
た遊びが
しやすい
環境づく
りに努め
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

巧技台を
用いた遊
びの経験
不足があ
ると思わ
れる。

巧技台の
安全な遊
び方につ
いて子ど
もと話し
合いをし
再確認を
して安全
に遊べる
よう指導
する。ま
た、いろ
いろな用
具を使っ
た遊びの
経験を増
やす。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

朝の視診
では変

わった様
子はな

く、元気
に登園し
てきた。
遊びに進
んで参加
し楽しん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもた
ち全体を
把握でき
る位置で
援助をし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子どもた
ち全体を
把握でき
る位置で
援助をし
ていた。

保育教諭
２人の位
置関係と
子どもへ
の援助の

仕方

遊びの中で
的確な援助
ができるよ
う保育教諭
同士の連携
を図る。

2159

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

26 2 2
16.４
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

13

1.基
準以
上配
置

特になし

事故予防
について
の研修を
基にこれ
からも理
解を深め
ていく。
毎日の朝
礼や終礼
時に今回
の件を伝
達、注意
喚起を

行った。

1.定期的
に実施

2
（業者）

12
（職員）

1.定期的
に実施

1
（業者）

12
（職員）

1.定期的
に実施

12
（職員）

特になし

事故の前
後でハー
ド面につ
いての環
境を変え
る必要は
ない。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特になし

活動中の
見守りを
丁寧に

し、危険
予測がで
きるよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友だちを
追いかけ
ることに
夢中で

あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

別の遊び
をしてい
る子に遊
びを伝え
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

保育室に
て活動準
備をして
いた。

本児が友
だちを追
いかけっ
こでタッ
チしたい
という思
いが強

く、もう
少しで

タッチす
るときの
転びそう
な体制を
事前に予
測できな
かった点
を反省す
る。ま

た、子ど
もには体
幹のト

レーニン
グを行っ
たり、危
険予知能
力を高め
る活動を
行ってい

く。

活動中の見
守りを丁寧
にし、危険
予測ができ
るようにす

る。
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2160

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

45 20 12 13 2 2
16.４
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左肘骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

走っては
いけない
と注意を
促してい
た場所で
当該園児
が「だる
まさんが
転んだ」
遊びに夢
中にな

り、走っ
たことに
より他の
園児と接
触転倒し
たもの。

遊技室に
おける異
年齢保育
の場合、
遊びの種
類によっ
て走らな
い約束を
していて
も夢中に
なると忘
れてしま
うので、
全体をよ
く見て事
前に事故
を防げる
ように声
かけをし
ていく。
約束の確
認を毎日
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

8
2.不定期
に実施

52 特になし 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

担当以外
の先生が
トイレ指
導のため
遊戯室を
出ると

き、走ら
ない約束
を確認し
たので当
該園児が
了解をし
ていたも
のの、

「だるま
さんが転
んだ」遊
びをした
ために約
束を忘れ
て走って
しまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当は、
当該園児
含めて全
体的に園
児の動き
を見てい
たが、走
り出した
当該児と
の距離が
あったた
め止めた
り注意す
る間もな
く、他園
児と接触
床に転

がったも
の。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の園児
を見てい
たため

に、当該
園児の動
きは見て
いなかっ

た。

特になし

遊びの種類
を見極め、
危険が予想
される場合
は保育教諭
同士声を掛
け合うなど
連携を強化
し、園児の
接触等によ
る事故を未
然に防ぐこ
と。また、
こども達に
は約束の確
認を都度行

う。

2161

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

30 3 2
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

　園庭で
の事故の
為、適正
な配置に
はなって
いたが、
把握しき
れなかっ

た

事故を未
然に防ぐ
ためにも
職員の立
ち位置の
確認、遊
びのルー
ルの確認

2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

10
2.不定期
に実施

12

園内外の
危険箇所
の点検、
玄関に施

錠

職員間の
情報共有
及び、定
期的な点
検の必要

性

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

畑と地面
との段差
２３㎝あ

り

畑と地面
との段差
をなくす

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

学年での
畑活動の
為、対象
児に対す
る他児の
動きまで
は予測で
きなかっ

た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭での
学年全体
の活動

だったた
め、対象
児に背中
を向けて
おり、他
児の突発
的な行動
を予測で
きなかっ

た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

３０名ほ
どの子ど
もたちが
いたた

め、対象
児のそば
にはいな
かつた

随時子ど
もたちが
園庭に出
ること

で、職員
も時間差
で動いて
いた為

時間差が出
ないように
配慮する

2162

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 10 10 2 2
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左肘の骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

―
2.基
準配
置

園児それ
ぞれの運
動能力を
十分に把
握できて
いなかっ
たと考え
られる。

遊具の使
用方法を
再確認し
周知す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3

劣化によ
り、トラ
ンポリン
の耐久性
が低下し
ていた。

安全確認
ができな
かったの
で処分し
た。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

昼食後の
時間帯で
あり、注
意力に欠
けていた
可能性が
ある。

預かり時
間の活動
内容を再
検討す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

―

補助の仕
方が十分
ではな

かった可
能性があ

る。

個々の運動
能力に応じ
た配慮をし
ていく必要
がある。

2163

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

23 2 2
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右橈骨骨
尺骨骨幹
部骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

落下等の
危険性の
ある遊具
から一瞬
ではある
が、保育
教諭が目
を離した
ことが事
故につな
がった。

鉄棒から
手を離さ
ない等、
遊具の遊
び方の基
本につい
て指導の
徹底を図
る。

事故が起
きやすい
遊具で子
どもが遊
んでいる
時には、
職員が近
くで様子
を見る。

1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36

定期的な
安全点検
をしてい
ること

で、遊具
は安全で
あると安
心してい
る面が

あった。

定期的な
安全点検
だけでな
く、日常
的な点検
に努める

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

好きな遊
びの時間
で、園児
が好きな
遊びの場
に分かれ
て遊んで
いたた

め、一人
一人の園
児の側に
保育教諭
が付き添
うことは
できない
状態だっ
た。

落下等の
危険があ
る遊具の
側には必
ず保育教
諭が付き
添うよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

新しい学
年になっ
たこと

で、遊び
への挑戦
意欲が高
まり、鉄
棒で新し
い技に挑
戦しよう
としてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

至近距離
で対象児
を見てい
たが、園
庭にフー
プが転が
り危険で
あること
から、こ
れを片づ
けるため
に、一時
側を離れ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の場で
遊んでい
る園児を
見るた

め、対象
児の様子
を見るこ
とができ
なかっ
た。

新しい学
年にな

り、少し
高揚感が
ある時期
であるこ
とへの配
慮が不足
してい
た。

年度当初で
環境が変わ
る時期であ
ることを考
慮し、落下
等の危険性
がある遊び
の場から目
を離さない
ようにす

る。

2164

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

60 10 19 18 13 11 9
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

この骨折
は、後ろ
向きに落
下したり
倒れた際
に腕で支
えようと
して、手
を広げて
肘をつく
ことで起
こること
が多いと
考えられ
る。

遊戯室の
ジャング
ルジムを
使用する
園児がい
る場合

は、必ず
保育教諭
がそばに
つき、遊
びを援助
する。そ
の際、後
ろ向きに
跳んだ

り、落下
しないよ
う特に注
意する。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

遊具その
ものに不
備な点は
無かっ
た。

マットの
性能を検
討する。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

事故が起
こったの
は降園前
の時間帯
であり、
当該園児
の疲労が
原因の一
つとなっ
た可能性
がある。

遊戯室の
ジャング
ルジム

は、園児
が興味を
持って自
発的に取
り組み、
身体能力
を高める
ことに適
した遊具
であるた
め、今後
も使用を
継続する
が、使い
方の指導
を徹底

し、保育
教諭がそ
ばにつ

き、遊び
を援助す
ることと
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

―

当該園児
は同年齢
の園児の
中では運
動神経が
発達して
いる方

で、遊具
での遊び
に保育教
諭は危険
を感じな
かった。

１号降園の
14:00から、
おやつの

15:00までの
１時間は、
遊戯室で遊
ぶ園児の数
が流動的な
ので、保育
教諭を必ず
２人以上配
置し、ジャ
ングルジム
を使用する
園児は特に
注意して見
守ることと

する。
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2165

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

174 56 58 60 24 22
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

親子遠足
中、保護
者監視下
での事
故。

当該そり
滑り場所
について
も、重大
なけがを
する恐れ
があるこ
とや危険
な滑り方
をしない
よう、利
用の際に
は職員や
保護者に
対して注
意喚起を
行う。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 3.未実施

親子遠足
中、保護
者監視下
での事
故。

当該そり
滑り場所
について
も、重大
なけがを
する恐れ
があるこ
とや危険
な滑り方
をしない
よう、利
用の際に
は職員や
保護者に
対して注
意喚起を
行う。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

親子遠足
中、保護
者監視下
での事
故。

当該そり
滑り場所
について
も、重大
なけがを
する恐れ
があるこ
とや危険
な滑り方
をしない
よう、利
用の際に
は職員や
保護者に
対して注
意喚起を
行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遠足で興
奮してお
り、普段
より活動
的であっ
たと推測
される。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当該遊具
は危険個
所と認識
しておら
ず、担当
職員は特
において
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の個所
に配置さ
れてい

た。また
見回り担
当も事故
発生当時
はこの場
所を見

回ってい
る時間帯
ではな

かった。

親子遠足
中、保護
者監視下
での事
故。

当該そり滑
り場でも事
故が発生し
うることを
周知し、利
用の際には
職員や保護
者に対して
注意喚起を
行う。ま

た、担当職
員を配置す

る。

2166

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

25 2 2
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

危険予測
を意識し
ていな

かった。

安全対策
の研修に
出向き、
職員の意
識を高め
る。ま

た、朝礼
において
子どもの
安全面に
対する意
識づけを
行う。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12

日頃から
使い慣れ
ている遊
具である
ため、安
心してい
る部分も
あり、職
員は実際
滑ったり
しなかっ
た。

保育者自
身が遊具
を使い、
危険性や
安全な遊
び方を確
認してお
く。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

本児は運
動遊びに
対しては
特に積極
的で、危
険をかえ
りみず、
チャレン
ジしよう
とするこ
とが多

い。その
ことを理
解してい
たにも関
わらず、
ずっとそ
ばに付い
ていなっ
かた。

年齢や体
力、運動
能力に

合った遊
具での遊
びを保育
者が選

択・意識
して遊ば
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

友達の後
を追うよ
うに、滑
り台を

滑った。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
たところ
で数人の
子どもた
ちと鬼

ごっこを
してい

た。対象
児が滑ろ
うとして
いるのは
見てい

た。バラ
ンスを崩
したこと
を感じて
すぐに
「危な

い！」と
声をかけ
ながら駆
け寄った
が、間に
合わな

かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

落下した
後、走り
近寄っ
た。

日頃使い
慣れてい
る遊具な
ので、大
丈夫だと
思ってい

た。

危険な行動
や行為をし
ないよう子
どもの様子
をよく見る
よう配慮す

る。

2167

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

42 4 4
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の亜脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2～3

1.基
準以
上配
置

ドッジ
ボール時
は後ろ向
きで動い
てくる子
もいると
いうこと
への声か
けがな

かった。

後ろ向き
で動いて
くること
を、園児
に声かけ
をしてい
く。今

後、今回
のことを
園児に伝
える。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

特になし
（遊戯室
に異常は
なかっ
た）

特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

ドッジ
ボールを
している
ときどの
ような動
き方をし
てくるこ
とがある
かの声か
けがな

かった。
また、遊
びの種類
が多すぎ
て、職員
の目が行
き届かな
かった。

　声かけ
をしてい
く。遊び
の種類が
多いとき
は、時間
を区切る
などの工
夫をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

園児5人対
5人でドッ
ジボール
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッジ
ボールの
審判をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

ドッジ
ボール以
外の遊び
をしてい
る園児を
みてい
た。

園児たち
が周りを
みて動け
るだろう
と思って
しまっ
た。

危ない動き
方、走り方
をしている
子へすぐに
声をかけて

いく。
ドッジボー
ルに不慣れ
なところも
あるため、
その都度声
をかけ、経
験を増やし
ていく。

2168

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

30 10 10 10 3 1
16.４
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

危険があ
ると思わ
れる遊び
について
子どもに
声をかけ
なかっ
た。

滑り台付
近での子
どもたち
の遊びに
ついて

は、特段
の注意を
図る。ま
た、声を
かけて、
先生が不
足するよ
うであれ
ば、応援
の先生を
呼ぶ。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

遊具、玩
具の遊び
方の組合
せによっ
ては、危
険を生じ
る事も推
定してお
くべき

だった。
滑り台の
下は、木
製のすの
こが設置
してあっ
た。

危険につ
ながる遊
び方をし
ていない
か気を付
けて見て
いく。危
ないと思
われる場
合は、一
言声を掛
けておく
ことが必
要であっ
た。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

担当の職
員は、一
か所に留
まるので
はなく、
いろいろ
な場所で
子どもを
見守る必
要があ
る。

状況に応
じて、職
員は見守
りの場所
を移動

し、全体
を観察で
きるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

特に変
わった様
子は無

かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ホールの
中央で園
児全体を
見れるよ
うに注意
していた
が、個々
の園児に
対しても
危険な遊
びをして
いないか
気を配る
必要が

あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

ホールの
違う場所
で他児の
トラブル
に対応し
ていた。

休日明け
で子ども
たちがそ
わそわし
ていた月
曜日に発
生した。
統計的

に、月曜
日は事故
の発生が
多いと聞
いている
のでもっ
と注意す
べきで

あった。

全体を把握
する職員と
個別に対応
する職員と
声掛けして
分業で行

う。また、
滑り台付近
はホールの
端にあるの
で、死角に
なりやすい
ので注意が
必要であ

る。

2169

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

125 3 9 22 27 30 34 17 17
17.５
歳

2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右ひじ関
節骨折

（ひび）

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

親子で行
動するよ
うな行事
の際も、
遊具が年
齢にあっ
ているか
など情報
を保護者
とも共有
できるよ
う発信し
たり、職
員の見守
りの体制
について
も職員間
で周知徹
底する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 ―

利用する
施設内に
危険個所
はない

か、遊具
の安全点
検につい
てなど事
前の情報
共有を徹
底してい
く。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

親子で活
動中とい
う事で保
護者の見
守りを期
待してし
まうが、
子どもの
動きにつ
いては保
育者の積
極的な見
守りも必
要であ

り、職員
に対して
周知徹底
してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

行事中と
いう事

で、うれ
しさもあ
りいつも
以上に活
発に動き
回ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊具の近
くには職
員を配置
していた
が、対象
児が梯子
から落ち
た瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

遊具の近
くには職
員を配置
していた
が、対象
児が梯子
から落ち
た瞬間は
見ていな
かった。

―

遠足の行先
である施設
について事
前下見もし
ていたが、
事故防止の
意味で各遊
具ごとに職
員がつくな
ど見守りの
体制を強化
したい。
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2170

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

74 17 15 22 20 7 7
14.２
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

―

園児の見
守り体制
を強化す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

園庭の芝
生化の促
進をして
いく。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

保育者が
危険性を
再確認

し、安全
面の見守
りを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

園庭に出
て、すぐ
に追いか
けっこを
して走り
出してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

楽しく追
いかけっ
こをして
いたので
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

楽しく追
いかけっ
こをして
いたので
見守って
いた。

―

夕方の時間
帯は、職員
間で声を掛
け合い、事
故を未然に
防げるよう
に見守る。

2171

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

65 3 3
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

天気が良
かったの
で年中３
クラス

で、広い
園庭で好
きな遊び
を存分に
楽しんで
いる。

園庭での
遊び方を
もう一度
確認し、
危険がな
いような
体制にし
ていきた
い。子ど
もたちに
も安全に
生活でき
るよう声
をかけて
いきた
い。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52

園庭は３
クラスの
園児の人
数に対し
ても、十
分な広さ
があり、
安全であ
る。

施設、設
備、遊具
等には問
題がない
ので、遊
具の遊び
方、乗り
降りの仕
方などを
指導して
いきた
い。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつも通
り１日元
気に遊ん
だり活動
すること
が出来て
いた。い
つも通

り、水分
補給の声
に慌てて
遊具から
降りよう
としての
事故で

あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
をクラス
担任３人
で見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

担任３人
で見てい
て、他の
職員はい
なかっ
た。

子どもが
慌てて遊
具から降
りたため
の事故で
あった。
職員が水
分補給の
声を掛け
た際に、
子どもが
慌てるか
もしれな
いとの予
測が十分
でなかっ
たのが要
因であ
る。

高い遊具に
登っている
子どもに

は、水分補
給の声かけ
を全体にす
る前に、

個々に促す
など、工夫
が必要であ
る。遊具の
使用につい
ても指導の
徹底が必要
である。

2172

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

60 4 3
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

上腕外顆
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

園庭での
サッカー
遊びの中
で園児の
転倒は今
までも
あった

が、この
ような大
きなケガ
に繋がる
ようなこ
とはな

かったた
め、予測
していな
かった。
サッカー
遊びでの
事故の発
生に対す
る意識と
配慮が足
りなかっ
た。

ルールの
ある遊び
の中で

も、子ど
も同士の
衝突によ
りこのよ
うに大き
なケガに
繋がると
いう意識
を持っ

て、保育
に当た
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

300

事故発生
当日の園
庭は晴天
続きで濡
れておら
ず、草刈
りも済ん
でいたた
めサッ

カー遊び
には適し
ていると
思われ
た。

今後も草
刈り等の
園庭の整
備に努

め、事故
の要因と
なりうる
危険を排
除し、使
用にあた
り危険が
あると判
断した場
合は園庭
を使用し
ない。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

サッカー
のボール
を追いか
け回る楽
しさを優
先し、衝
突の危険
性につい
ての配慮
が足りな
かった。

子ども達
に対し

て、事前
にルール
の再確認
をすると
共に、衝
突する危
険もある
遊びであ
ることも
知らせ、
注意を促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

体調に異
常は見ら
れず、自
らサッ

カーに参
加積極的
にボール
を追いか
けてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

サッカー
コーナー
に付き、
子どもの
流れに合
わせて一
緒に移動
し、子ど
も達の動
きを把握
していた
が、対象
児が転倒
するのが
一瞬だっ
たため防
ぐことが
できな

かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

園庭が広
いため、
各コー

ナーで担
当園児を
見ている
と、他の
コーナー
で遊んで
いる園児
にまで目
が行き届
かなかっ
たが、担
当保育教
諭が子ど
も達につ
いて一緒
に動いて
いること
は、分

かってい
た。

ちょうど
４対４で
遊んでい
たため、
ゲームと
しての楽
しさを保
障しよう
として、
中には入
らず外側
を一緒に
走ってい

た。

夢中になる
あまり、子
ども達が

ボールに集
中し過ぎる
場合は、保
育者もゲー
ムの中に入
りボールを
回すなどし
て、衝突を
回避する対
応をとる。

2173

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

89 6 3 40 40 11 11
13.１
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

普段は幼
児と乳児
の戸外遊
びは時間
差だが、
天候を考
慮し幼児
と乳児が
一緒に園
庭で遊ぶ
ことに

なってし
まった。
遊具使用
に際して
職員の配
置、見守
りが不十
分であっ
た。

保育内容
の変更が
ある場合
は安全を
確認した
上で変更
する。

（変更用
紙に

チェック
した上で
変更す
る。）

遊具の危
険因子抽
出と共に
各遊具の
配置の担
当を決め
見守りを
行う。

3.未実施
2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1

ブランコ
が移動式
のため、
周辺の囲
いなどが
無い。

移動式ブ
ランコで
あって

も、設置
する際に
囲いを設
けること
も出来
た。

囲いを設
けること
で、ブラ
ンコ周辺
に容易に
立ち入れ
ないよう
な改善を
する。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

通常であ
れば幼児
と乳児の
時間を分
けて戸外
遊びをし
ている

が、当日
は一部合
同になっ
ていた。

基本的に
幼児と乳
児が同時
に戸外遊
びをする
ことは避
ける。

（遊び方
や力加減
が違う

為）保育
の内容や
時間配分
を変える
時は、安
全第一の
ため合同
にならな
いことを
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

幼児さん
が遊んで
いること
に興味を
示し、自
分もやっ
てみた

い、とい
う感じで
ブランコ
に歩み

寄った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
ブランコ
に近づい
て行った
時、他児
が話しか
けてきた
のでそち
らの方に
気を取ら
れてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児以
外の子ど
もの見守
りを行っ
ており対
象児の様
子を把握
していな
かった。

―

各遊具の担
当を決め見
守りの配置
を行い、複
数の職員で
見守れるよ
うに気を付
ける。ま

た、その場
を離れる際
には声をか
け確認しあ
うようにす

る。

2174

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 15 6 4 2 2
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左足骨折
（くるぶ
し）

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1～2
2.基
準配
置

―

全職員で
ヒヤリ

ハットの
検証、事
故内容・
状況を伝
え、危機
管理意識
を高め
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

マットが
水に濡れ
ていて滑
りやす

かった。

マットに
水が溜

まってい
たら除去
をする。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

―

園庭で複
数クラス
が活動す
るときは
特に職員
同士の連
携を高め
て見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

活発に園
庭で遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くで見
ていた

が、滑っ
た時に手
を差し伸
べるのが
遅れてし
まった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の園児
に関わっ
ていた。

―

雨上がりで
濡れている
時は、滑り
やすいので
事前に声を
かけたり、
拭けるとこ
ろは拭いて

いく。
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2175

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

26 4 10 12 3 3
18.６
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左肘骨端
骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

―

遊びの中
で、様々
な体験、
経験をす
ることで
自分の身
を守るす
べを身に
付けられ
ようにし
ていく。
そのよう
な環境を
作れるよ
うな保育
の見直し
や、子ど
もの遊び
を見て異
変や危険
がない

か、又注
意すべき
点がない
か気を付
けて保育
してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

床に異常
がないか
（滑りや
すい等）
気を付け
て見てい
く。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

特にホー
ルなどの
広い所で
は、保育
者同士の
連携を密
に取りな
がら、全
体に目を
配られる
ようにし
て行く。
又、一人
一人の見
取りを丁
寧に行

い、異変
に早く気
付けるよ
うにして
行く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

元気に登
園し、気
の合う友
達と遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ホールで
本児の隣
のグルー
プの遊び
を見守り
ながら、
全体を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

ホールに
担任以外
の職員が3
名おり、
子ども達
と一緒に
遊んだ

り、全体
を見守っ
たりして
いた。

―

全体を注意
して見守

り、子ども
の異変にも
すぐに気付
けるよう、
職員全体で
注意喚起し
ていきた

い。

2176

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

28 2 2
18.６
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右手小指
にひびが
入った

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

24

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 ― ―

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

接触児が
楽しくて
気持ちが
高揚して
いた。少
しクール
ダウンさ
せる必要
があった
かもしれ
ない。

広いホー
ル内で、
思いっき
り走るこ
とが可能
なため、
周りを見
て遊ぶこ
とをさら
に注意喚
起してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

普段通り
鬼ごっこ
を楽しん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鬼ごっこ
をしてい
る状況を
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

鬼ごっこ
をしてい
る状況を
見守って
いた。

職員は、
こどもた
ちに周り
をよく見
て走るこ
とを伝え
ていた

が、さら
に声をか
けていく
必要が

あった。

今後も、遊
びの途中で
もぶつから
ないよう気
を付けるこ
とを再三、
声をかけて

いく。

2177

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

32 10 10 12 2 2
17.５
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右尺骨肘
頭側部若
木骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

対象児に
遊び方
（ルー

ル）を伝
えていた
が、対象
児が遊び
方を守ら
なかっ
た。

対象児を
含め、子
どもたち
へ繰り返
し遊び方
（ルー

ル）を伝
える。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

5
1.定期的
に実施

5
室内遊具
毎日

ウレタン
ブロック
を二つ折
りにして
使ってい
た。

ウレタン
ブロック
を含め、
遊具の遊
び方を子
どもたち
ともう一
度確認す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

異年齢児
の子ども
達があそ
んでいる
中、お気
に入りの
ウレタン
ブロック
を二つ折
にし、

ジャンプ
をして遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊戯室に
いたが、
対象児の
傍にはい
なかった
ので、助
けること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

遊戯室で
他児と遊
んでい

て、助け
ることが
できな

かった。

遊戯室内
における
職員の位
置に偏り
があっ
た。

保育時の職
員の位置を
事前に打ち
合わせす

る。

2178

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

25 2 2
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
通顆骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

鬼ごっこ
をする際
にステー
ジ上を利
用した。

遊戯室で
鬼ごっこ
をする際
にステー
ジを利用
しない。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

5
1.定期的
に実施

5
室内遊具
毎日

上靴が大
きかった
ため、転
倒した。

サイズの
あった上
靴を履い
て活動す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

友達や保
育者と鬼
ごっこを
していた
時に、大
きめの上
靴に足を
とられ、
バランス
を崩して
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に鬼
ごっこを
していた
が、対象
児へ手が
届く範囲
にはいな
かったの
で、助け
ることが
できな

かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

状況は見
ていた

が、他児
の援助を
していた
ため、助
けること
ができな
かった。

― ―

2179

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

40 3 3
16.４
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルの作成
もされて
おり、研
修にも参
加してい
る。職員
配置も問
題ない。

マニュア
ル、研修
報告書等
を再度見
直し、更
なる事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

事故発生
の誘因と
なった、
ソフト積
み木につ
いては、
遊具点検
を行って
おり、問
題はな
い。

安全点検
に努め、
職員の共
通理解や
体制づく
りを図っ
ていく。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

遊具の使
い方等安
全に遊べ
るよう園
児に伝え
ていた。

さらに園
児自身の
安全に関
する意識
が高まる
よう指導
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

母親がま
だ迎えに
来なかっ
たため、
遊戯室で
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊戯室
で、対象
児と一緒
にソフト
積木で遊
んでいた
が、対象
児がソフ
ト積木に
乗ったた
めバラン
スを崩し
た瞬間、
手を差し
伸べるこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

お迎えの
対応をし
ていたた
め、見て
いなかっ

た。

遊戯室に
は、配置
基準の職
員が配置
されてい
たが危険
を回避で
きなかっ

た。

事故防止の
ため、常に
危険がない
か確認意識
していく。
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2180

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
3.昼食

時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 8 6 10 2 2
17.５
歳

2.女
児

―
5.食事中
(おやつ含

む）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左下腿骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2～3
2.基
準配
置

―

事故報告
書を基に
再発防止
について
話し合

い、一人
一人が自
覚を持つ

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 ―

椅子や机
等にぐら
つきが無
いか、高
さは子ど
もに合っ
ているか
について
再度点検
する。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

―

おやつを
食べてい
る子、片
付けをし
ている子
が混在し
ている状
況だった
ので、食
べている
子の空間
の保障と
流動的に
動いてい
る子の把
握に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

園外保育
等の話を
しながら
楽しそう
におやつ
を食べて
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

食べ終
わった後
の掃除・
片付けや
身の回り
の支度を
促しなが
ら様子は
見ていた
が、側に
はついて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

カバンを
玄関に置
きに行く
子につい
て行き、
その場に
いなかっ

た。

―

慌ただしい
時間帯であ
るのでそれ
ぞれが全体
把握をしつ
つ、保育者
間で声を掛
け合う。

2181

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

18 3 5 2 3 5 7 6
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

職員の配
置ミスで
見ていな
かった。

遊ぶ前に
職員の配
置を確認
し、各場
所に必ず
つくよう
にする。

1.定期的
に実施

52
（毎週）

1.定期的
に実施

52
（毎週）

1.定期的
に実施

52
（毎週）

マットが
薄かっ
た。

厚みのあ
る、柔ら
かいマッ
トを用意
する。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

遊び方の
確認不
足。

遊ぶ前に
必ず遊び
方の確認
をして注
意を払
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

活発な性
格と年長
児の遊び
方を見て
真似し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員は少
し離れた
場所で他
児と遊ん
でいたた
め、落下
時は側に
いず、対
応できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

多くの園
児が砂場
にいたた
め、側で
様子を見
ていた。

監督ミス

遊び方の確
認を徹底

し、職員の
配置を怠ら

ない。

2182

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

20 3 2
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右前腕骨
折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

―

1.基
準以
上配
置

―

事故予防
研修会実
施、事故
マニュア
ル再検
討。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

48 ―

運動器具
の安全点
検チェッ
クシート
作成

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

園と体操
教室とコ
ミュニ

ケーショ
ンをとり
安全に配
慮してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつもの
ように変
わりなく
参加して
いた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態

（対象
児に接
してい
た）

本児が跳
び箱から
落下する
瞬間に手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

― ―

跳び箱等を
行う時はイ
ンストラク
ターを１名
増員で対応

する。

2183

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

50 12 20 18 5 5
18.６
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左腕骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

ホール内
で配置す
る職員の
中で、全
体を見る
職員がい
なかっ
た。

保育教諭
の中で声
を掛け

合って全
体を見る
保育教諭
を配置す
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 特になし 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

ホールと
いう範囲
の狭い中
で鬼ごっ
こ遊びを
してい
た。

鬼ごっこ
など、ス
ペースを
使う遊び
は広い園
庭で行う
か、ホー
ルであれ
ば、クラ
ス単位で
行う。ま
た、運動
遊びを入
れるので
あれば、
固定遊具
（鉄棒・
ボール・
バランス
ウェーブ
等）走り
回らない
遊具を設
定する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

数人の子
どもと鬼
ごっこを
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

はじめは
本児と一
緒に数人
の子ども
と一緒に
鬼ごっこ
をしてい
たが、近
くで他の
子を見た
り登園し
てくる保
護者の対
応をして
いてぶつ
かった瞬
間は見て
いなかっ
たので、
本児と周
りにいた
園児から
状況を確
認した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

事故当時
の本児の
遊びの前
後は見て
いたが、
他の遊び
のコー

ナーにつ
いていて
瞬間は見
ていな

かった。

配置する
保育教諭
のなか

で、ホー
ル全体の
動きを見
ることが
できる保
育教諭が
いたら事
故当時を
誰も見て
いなかっ
たという
状況は避
けられ
た。

保育教諭の
中で声を掛
け合って全
体を見る保
育教諭を配
置する。

2184

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

28 2 2
15.３
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左脛骨遠
位骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

園庭での
職員の位
置に問題
があっ
た。

園庭での
職員配置
の改善を
図る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48

階段に砂
があった
と思われ
る為、

ジャンプ
した際に
滑りバラ
ンスを崩
した。

砂よけや
地面の周
りにクッ
ション性
のあるも
のを敷
く。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

保育教諭
が危険を
知らせな
かったた

め

事前に園
庭での危
険を知ら
せたり、
園児と園
庭に出

て、一緒
に遊具を
見て危険
を確認す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遊びの中
で友達と
の会話が
弾み、い
つもより
気持ちが
昂り活発
的であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児と鬼
ごっこを
していた
ため、本
児が転倒
したとこ
ろを近く
で見てい
なかっ

た。走っ
て本児の
近くに
行った

が、他の
職員の方
が早く気
付き本児
に声をか
けてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で他
児のうん
ていを見
守ってい
たり、他
児と砂遊
びをして
いた。泣
き声が聞
こえ、転
倒に気付
き対処し

た。

担当職員
の見守る
位置に問
題があっ

た。

近くにいる
職員が声掛
け、危険を
知らせる。
園庭に出る
前に注意を
促す声掛け
をする。
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2185

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

39 ― ―
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

0～1

1.基
準以
上配
置

緊急の園
内研修を
し、遊具
について
いるカメ
ラから本
児の動き
をみたと
ころ、友
達より早
く下へ降
りようと
して、前
のめりの
姿勢に

なって落
下。重心
が前に傾
くと容易
に落下す
る危険を
再認識し
た。

事故防止
のため

に、子ど
もの姿

勢、重心
のかけ方
について
も見守る
視点とす
る。他の
遊具につ
いても危
険となる
箇所につ
いては子
どもの動
きをイ
メージ

し、危険
個所を想
定し園内
研修で確
認する。

1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―

遊具のカ
メラから
本児の遊
具の降り
方を見る
と、手す
りをもっ
ていた

が、あわ
てる余

り、前の
めりに

なったと
ころで手
がはず

れ、危険
な使い方
となっ
た。

登降口を
使って降
りる時

は、慌て
ず、座っ
て手すり
を持って
降りるよ
うに指導
をした。
又、遊具
は正しい
姿勢で使
うことを
繰り返し
指導す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

進級し緊
張もほぐ
れ、友達
との関係
も密にな
り、気

力、体力
ともに高
まってき
ている時
期でもあ
る。

子どもの
様子を見
極め、必
要な時は
遊びを声
掛けだけ
でなく、
遊びを中
断し気持
ちを落ち
着けるこ
とも必
要。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

本児は遊
びが進む
につれ活
発に動く
姿が見ら
れてい
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

同じ遊具
で近距離
で別の場
所から子
どもを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

少し離れ
た鉄棒の
指導をし
ていた。

友達との
遊びが深
まり、動
きも活発
になって
きてい

る。いつ
もは出来
ていても
この日

は、友達
より早く
と、逸る
気持ちが
誘因した
と考えら
れる。

保育教諭の
見守りも部
分と全体を
意識し、少
し、テン

ションが上
がっている
時は、水分
補給をする
などクール
ダウンに誘
う。又、遊
び方に注目
し、追い掛
け合うよう
な遊びはグ
ラウンドで
し、遊具で
の遊びと場
面を分ける
ように指導

する。

2186

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 6 6 4 2 2
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左足小指
付け根骨

折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

怪我後痛
みの訴え
があった
が、外傷
がないこ
とや動き
に変わり
がないた
め、通常
の活動、
ダンスや
鬼ごっこ
に参加し
た。途中
患部の状
況の確認
をするべ
きであっ
た。

打撲は、
外傷がな
く骨折・
ひびを起
こしてい
るときは
すぐには
わからな
い為、時
間の経過
ととも

に、患部
の異常の
有無を定
期的に確
認する必
要がある
ので、徹
底してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

子どもが
衝突等を
すると怪
我をする
生活用品
等があ
る。

衝突した
ときに怪
我になら
ないよう
な対策

を、構造
に合わせ
て行う。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

合同保育
になるの
で、子ど
もの動き
に合わせ
て保育教
諭は移動
したり、
見守りが
できる位
置を常に
確保する
ことが必
要。

子どもの
動きを職
員間で連
携を取り
見守って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつもと
変わるこ
となく、
登園間も
ない時間
帯という
ことを意
識しなが
ら見守っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

いつもと
同じ見守
り、言葉
かけをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

16名の子
どもを2名
で見るエ
リアでの
出来事で
あった。

ぶつかる
直前の子
どもの様
子は見え
ていな

かった。

こどもの動
きをしっか
りと見守

る。

2187

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
3.昼食

時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

18 2 2
15.３
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

右上AB歯
牙脱臼

、　右側
口唇部裂

傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

職員研
修・園内
研修等を
行い、危
機管理に
ついて周
知をして
きていた
が、十分
ではな

かった。
ヒアリ

ハット事
例を基に
した職員
間の話し
合いも

行ってい
たが、危
機管理に
ついての
職員全体
の認識が
まだまだ
甘かっ
た。

子どもの
活動が分
散される
ことが多
い時間帯
（１１時
～１４

時）にお
いて、

パートの
保育士を
一人増員
し、子ど
もをしっ
かり見守
る。また
職員が保
育室を空
ける時

は、職員
間で声を
かけあ

い、連携
を取りな
がら子ど
もをみ
る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

種類の異
なるテー
ブルの配
置、ゆと
りのない
空間環

境、そし
て子ども
達の動線
を考え、
環境を設
定してい
なかっ
た。

保育室の
机を小ぶ
りの角の
丸いもの
に替える
と共に、
現在使用
していな
いストー
ブを撤去
し、空間
を確保

し、子ど
もたちが
活動しや
すいよう
に改善を
行った。
また危険
箇所に

は、衝撃
吸収クッ
ションを
つける等
環境の見
直しを

行った。

4.個人
活動

中・子
どもの
み

子ども達
の活動が
分散され
る時、危
険回避に
ついて子
ども達へ
の声かけ
がされて
いなかっ
た。遊び
込める環
境の工

夫・職員
の言葉か
けがな

かった。

子ども達
の活動が
分散され
るときこ
そ、職員
間で連携
を取り、
子ども達
を見守

る。子ど
もたちが
遊び込め
る環境の
工夫と言
葉かけを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

食後の歯
磨きを終
え、仲の
良い友達
と小走り
しながら
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

やかんを
給食室へ
片付けに
行ったた
め、保育
室を離れ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

別室に他
児を午睡
に連れて
行ってい

た。

２人体制
で子ども
を見てい
たが、そ
のうち１
人は、午
睡する子
どもを連
れ保育室
を離れ

た。もう
１人の保
育士は、
やかんを
片づける
ために、
保育室を
離れた。
その間保
育室に職
員がいな
くなって
しまっ

た。やか
んの片づ
けは、複
数の職員
がいると
きに行

う、また
他の保育
室の職員
に声をか
けて、手
伝っても

職員を１人
増員すると
共に、職員
間で声を掛
け合い、連
携しながら
子どもたち
をしっかり
見ていく。

2188

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

69 24 20 25 3 3
15.３
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右前腕骨
折、右橈
骨尺骨骨

折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

安全に対
しての意
識づけ

を、自園
研修（年2
回）のみ
ではな

く、事故
が起きて
しまった
ことを機
会ととら
え、当事
者のみな
らず職員
全体で協
議を行
う。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

48 ―

すべり台
について
は、専門
業者によ
る点検

後、問題
点（踊り
場の補強
及び塗装
の塗り直
し）の修
繕を平成
28年10月
に実施し
ていた。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

担当者は
見守って
いたが、
滑ってい
る途中で
止まって
身を乗り
出し、地
面に落下
すること
を予測で
きなかっ
た。

子どもた
ちに、す
べり台や
ブランコ
等園庭で
の遊び方
について
機会をと
らえて説
明する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

滑り台の
途中で止
まり、不
意に下を
のぞき込
んだ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

気付いて
駆けつけ
たが、間
に合わず
に地面に
落下し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

事故の様
子は見て
いなかっ

た。

担当者は
見守って
いたが、
滑ってい
る途中で
止まって
身を乗り
出し、地
面に落下
すること
を予測で
きなかっ

た。

滑り台で
は、そのま
ま下りてく
るだろうと
いう予測の
もと、保育
士がブラン
コ寄りに位
置してい
た。これ

は、ブラン
コの方が事
故発生率が
高いとの認
識に基づい
ての行動で
あったが、
これからは
滑り台での
事故発生も
視野に入れ
た立ち位置
に気を付け
ることとし

た。

2189

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

75 4 4
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左腓骨遠
位剥離骨
折・左足
関節皮下
血腫・左
足関節外
側靭帯損

傷

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

―

1.基
準以
上配
置

―

周囲の状
況を見な
がら通行
するよう
注意を促
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

― ―

段差があ
るため、
注意する
よう園児
に伝え
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

目の行き
届いてい
ない園児
がいない
か注意し
て見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

廊下で遊
んでいた
際に段差
に気付か
ず転倒。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室で
園児と一
緒に片付
けを行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

園内の片
付けを園
児と一緒
に行って
いた。

―

段差がある
ところなど
保育教諭が
気を配って
見守る。
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2190

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 7 10 7 2 2
17.５
歳

2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右上腕顆
上骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

安全計画
が不十分
であり、
職員の周
知も徹底
されてい
ない。

マニュア
ルに沿っ
た共通理
解だけで
はなく危
険予知、
危険意識
を高める
研修会を
園内で行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

園内に段
差のある
場所は多
いが、日
常生活を
行う上で
危険と思
われる個
所はな
い。

施設や設
備に老朽
化等の問
題はな

く、改善
点は特に
ない。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

職員同士
の連携や
声掛けが
不足して
いたた

め、安全
面の配慮
や職員間
の連携が
不十分で
あった。

安全な環
境を確保
するため
に、子ど
もの動き
を見通し
移動の際
の危険性
を再確認
し、職員
の連携や
声掛けを
し、役割
を明確に
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

仲良しの
友だちと
帰りのバ
ス待ちで
一緒に遊
んでいた
ことで、
いつも以
上に活発
な行動を
とってし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

バスや迎
えの子ど
もたちを
順次名前
を呼びな
がら玄関
に出して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

各クラス
から子ど
もたちを
移動させ
たりバス
に搭乗す
るため定
位置にい
なかっ
た。

子どもた
ちの遊び
を十分に
確認出来
ていない
状態だっ

た。

各箇所の担
当者は、子
どもたちが
何を使って
遊んでいる
か、危険な
行動はない
か等、しっ
かり確認す
ること。

2191

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

16 2 2
17.５
歳

1.男
児

・発生時は
天気が良
かった。
・発育は問
題なかっ

た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

公園から
帰園する
際、先頭
の保育教
諭が子ど
もの様子
をしっか
り見なが
ら歩くべ
きであっ
た。ま

た、事故
予防マ

ニュアル
作成の必
要性を感
じ、早急
に作る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

点検は随
時行って
いるため
特にな
し。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

集団活動
中も園児
の歩く速
度を考

え、慌て
ずに歩く
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

他児と二
人で手を
繋ぎ、仲
良く歩

く。公園
でも友達
と走り回
り仲良

く、元気
に遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児の様
子を見な
がら、園
に向かっ
て先頭を
歩いてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児の様
子を見な
がら、列
の最後尾
について
歩いてい

た。

―

先頭の保育
教諭が全体
の園児の様
子を見なが
ら、早く歩
きすぎず、
園児の歩み
に合わせる
よう配慮す
る。後方の
保育教諭は
全体の園児
の様子を見
ながら先頭
の保育教諭
に速度を伝
えるように

する。

2192

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

40 18 4 18 5 5
15.３
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

遊具の傍
には職員
がおり、
遊具で遊
ぶ子ども
について
は視野に
入れてい
たが、柵
に上った
本児の姿
は見えて
いなかっ
た。

職員が予
め役割分
担し、園
児全員の
姿が把握
できるよ
うにして
おく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

職員が子
ども達の
動線を予
測した上
で見守る
ことがで
きていな
かった。

・職員同
士で声を
掛け合い
ながら見
守り、そ
れぞれが
立ち位置
に留意す
る。

・傍で見
守る際は
落下等の
危険性を
予測し、
すぐに手
助けでき
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

公園内を
活発に動
き回り、
自分の好
きな遊び
を見つけ
て遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ブランコ
の傍でブ
ランコに
乗ってい
る子ども
の様子は
見ていた
が、ブラ
ンコ周り
にある柵
に上った
本児の様
子は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

遊具で遊
ぶ子ども
の様子は
見ていた
が、本児
の動きは
見ていな
かった。

園庭とは
違い、遊
び慣れな
い場所

だったに
も関わら
ず、事前
の安全確
認が不十
分であっ

た。

・遊ぶ前に
は必ず職員
間で危険個
所等を確認
しておく。
・柵に上っ
たり、遊具
の使い方が
間違ったり
している子
どもには、
危ないこと
や安全な遊
び方を知ら
せていく。

2193

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

9 2 4 3 4 3
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左肘上部
の骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

・まだ新
年度とい
う事もあ
り、12名
の園児に
対して4名
の大人が
いた。

・いつも
は3名のと
ころ1名増
えたこと
でバラン
スが崩れ
る。

・大人の
数が増え
た時は、
以外に誰
かが見て
いるだろ
うと人任
せになっ
てしまう
ところが
見られる
ので、

しっかり
立ち位置
を確認す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

随時

人工芝の
芝が長い
ことで足
を取られ
るケース
がみられ
る。

小学校と
話し合

い、芝を
寝かせる
作業を行
う。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

たくさん
走って遊
んだ後で
時間も遅
くなって
いた。

・園児の
状況をみ
て、遊び
を切り替
えたり、
早めの降
園も選択
として考
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

運動神経
がよく、
とても活
発に行動
してい

た。他の
女児と仲
良くじゃ
れあって
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

グラウン
ド全体を
見渡せる
ように立
ちなが

ら、他児
とボール
遊びをし
ていた。3
歳児が相
手だった
ためボー
ル遊びに
気持ちが
向きすぎ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

遊んでい
る園児を
囲むよう
にしなが
ら等間隔
で見てい
たが、背
中に追い
かぶさっ
たりして
追いか

けっこを
している
うちに職
員の裏側
に入り、
事故の姿
を捉える
ことがで
きなかっ

た。

・職員間
の連携が
不十分

だった。
・追いか
ぶさった
り、乗っ
たりする
遊び方へ
の配慮。

・声の掛け
合いを徹底

する。
・友だちへ
の関わり方
が気になる
子は必要な
言葉がけが
できるよう
十分配慮す

る。

2194

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

5 3 2 2 2
14.２
歳

2.女
児

晴れ、延長
保育時間中
も気温が高
く暑かった
ため、園庭
には出ずに
保育室で過
ごした。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足

指)

右母趾捻
挫

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

延長保育
時間に普
段使い慣
れていな
い玩具を
提供し
た。

日中の担
当者との
引継ぎを
しっかり
と行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300

普段使い
慣れてい
る玩具で
はなかっ
たので、
扱いに不
慣れで

あった。

持ち上げ
ると危険
につなが
る玩具の
ため、正
しい使い
方を知ら
せるとと
もに、保
育者がそ
ばにつけ
る時のみ
使用する
ようにす
る。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

持ち上げ
ると危険
な玩具を
使用して
いた。

持ち上げ
ると危険
につなが
る玩具の
ため、正
しい使い
方を知ら
せるとと
もに、保
育者がそ
ばにつけ
る時のみ
使用する
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

他の子ど
もの保護
者が迎え
に来られ
たのを見
ようと、
他児3人と
担当保育
者が窓際
に移動し
た後につ
いて玩具
を引っ
張って

行った。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児がす
ぐ後ろを
ついて来
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

移動する
前は他の
職員のそ
ばに本児
がいた。

本児が玩
具を持ち
上げるこ
とを想定
していな
かった。

持ち上げる
と危険につ
ながるた

め、玩具の
正しい使い
方を知らせ
るととも

に、保育者
がそばにつ
ける時のみ
使用するよ
うにする。
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2195

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

17 3 3
14.２
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

安全面に
気を付け
て保育を
行う。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12 ―

保育計画
の中に子
どもが自
分でしよ
うとする
気持ちを
尊重しな
がら安全
面に考慮
した環境
構成にな
るよう配
慮する。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

年齢や発
達段階に
応じた保
育を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

４月入園
児で思う
ようにい
かないと
感情的に
泣いてし
まうこと
はある

が、話が
理解でき
自分のこ
とについ
ても話す
ことが出
来る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

楽しんで
ボールを
追いかけ
ていた子
どもを観
察してい
た中での
けがだっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

クラスみ
んなで

ボール遊
びをして
いた。

―

ボールの遊
ばせ方につ
いて、発達
段階に考慮
し安全を心
がけて保育

する。

2196

平成
30年
9月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

22 4 4
15.３
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)
左脛骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

環境設定
時の安全
確認の徹
底。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12 ―

保育室内
環境構成
でけがの
要因とな
るものを
排除す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

衣装を着
替えるに
あたり、
服を脱い
で片付け
ていない
状態あっ
た。一人
ひとりに
集中しす
ぎ・全体
を見てい
なかっ
た。

脱いだ衣
服をすぐ
に片づけ
られるよ
う入れ物
を用意し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

普段から
活動的で
ある。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

衣装の調
整に意識
が向き、
担当クラ
スの子ど
もを充分
にみてい
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
の指示に
従い、衣
装の調整
に目が

行ってし
まい、そ
ばにはい
たものの
十分では
なかっ

た。本人
は足が痛
いと訴え
様子をみ
ていた。
他の職員
は他のお
遊戯のグ
ループに
ついてい
たためそ
の場には
いなかっ

た。

担当職員
はお遊戯
衣装のこ
とで頭が
いっぱい
で、自分
の手元し
か見ては
いなかっ
たと思わ
れる。ま
た、当日
は衣装を
きて練習
する計画
ではな

かった。

計画通りの
保育を行

う。他担当
職員は計画
と違うとき
は指摘でき
るような関
係を構築す

る。

2197

平成
30年
9月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

― 18 28 46 37 15 15 ―
1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

― 3 ―

遊具の使
い方・遊
び方を見
守った

り、その
場を離れ
る際には
一言他の
保育者に
伝えたり
する連携
が必要。

遊具に
よって、
高くのぼ
るときに
は保育者
がつくよ
うにした
り、天候
による状
況判断を
したりす
る。

― 3 ― 2 ― 3

ジャング
ルジムに
類似した
遊具であ
り、高い
所にの

ぼってい
る際は見
守りが必
要であり
各保育者
が注意し
なければ
ならな
い。

毎朝の
チェック
だけでな
く天候に
よる状況
の判断に
ついて相
談し合

う。また
職員がつ
くように
する。

―

雪が降っ
た後の寒
い日で、
遊具の滑
りや防寒
着を着て
いること
により身
体の動き
にくさが
あったと
考えられ
る。

雨や雪、
気温など
普段と異
なる環境
時は、遊
具の使用
について
中止など
の判断を
する。

― ― ― ― ― ―

雪がやみ
遊具が濡
れて滑り
やすかっ
た。他の
園児に気
を取られ
一瞬の

間、目を
離してし
まった。

園庭には保
育者はい

た。それぞ
れの遊具に
担当がつく
ようにし、
全体を見る
よう注意す
ることと、
その場を離
れるときは
他の職員に
声かけを徹
底する。

2198

平成
30年
9月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 8 9 9 1 1
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

マニュア
ルの作成
もしてお
り、研修
も行って
いる。職
員配置に
も問題は
ない。

マニュア
ルを再度
見直し、
さらなる
事故防止
に努め
る。

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

―

今回の事
故に関し
て、施

設、設備
は全く影
響してい
ない。

再発防止
上の検討
は必要な
し。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

園児の見
守り、声
掛けが不
足してい
た。

再発防止
に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

小園庭で
遊び、バ
スを待っ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子の
遊びを見
守りして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他のクラ
スで室内
の園児を
見守って
いた。

見守り、
声かけの

不足

転んだ時に
は、手をう
まくつける
よう声かけ
をする。

2199

平成
30年
9月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

29 8 7 6 8 5 3
18.６
歳

1.男
児

―
6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

マニュア
ルの作成
もしてお
り研修も
行ってい
る。職員
配置にも
問題な
し。

マニュア
ルを再度
見直し、
さらなら
事故防止
に努め
る。

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

―

遊んでい
る途中

で、水か
さが減り
水量が

減ってい
た

途中で水
量を増や
し、クッ
ション性
を高め
る。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

園児の見
守りが不
十分だっ
た。

再発防止
に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ホースで
水を子ど
も達とか
けあいな
がら見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

違う場所
から全体
の様子を
見てい
た。

転ぶ時に
うまく手
をつけて
いない

転んだ時に
手をつける
よう活動の
中で組み込
んでいく。
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2200

平成
30年
9月
28日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

3 14 11 6 3 3
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

上腕骨顆
状骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

使用する
際は子ど
も達を一
列に並べ
て一人ず
つ保育者
が手を添
えて遊ば
せる。ま
た、使用
する遊具
が年齢や
人数、そ
の日の子
ども達の
様子に適
している
か適正な
判断が必
要だっ
た。

様々な遊
具に対す
る認識の
すり合わ
せをす

る。（対
象年齢、
使い方、
安全対
策）

お散歩に
出る前に
必ず施設
長と「行
先、公園
の使用目
的(活動の
内容等)、
子どもの
人数・様
子、職員
人数等」
を確認す
る。

お散歩
ルート、
公園の選
定、遊具
に対する
職員の配
置、予測
されるリ
スク等の
ミーティ
ングを行

1.定期的
に実施

―
2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

12

公園の遊
具の適正
年齢を事
前に調べ
るべき

だった。
お散歩

マップに
も詳細を
記載す
る。

適正年齢
を事前に
調べる。
適正年齢
が不明な
遊具があ
る公園に
ついて職
員全員で
使用方法
について
話し合
う。

その結果
をお散歩
マップに
記載す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

１度に2人
登らせて
しまっ
た。

注意の必
要な遊具
に対し、
広範囲で
活動を

行ってし
まった。

今後は保
育者が１
人づつ手
を添えて
登らせ
る。

活動目的
をより明
確にし、
遊具を選
定する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

遊具のつ
かまり方
が手でな
く肘をか
らませて
登ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

同じ遊具
で遊んで
いたもう
一人の児
と本児を
見ていた
が、園児
が落下す
る際手を
差し伸べ
たが間に
合わな

かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の注意
の必要な
場所（す
べりだ
い・階

段）を見
ていた

為、見て
いなかっ

た。

遊具を手
で握ら

ず、肘を
ついて

登ってい
る児の様
子を見て
すぐに保
育者が指
導すべき
だった。
注意すべ
き遊具に
も関わら
ず、複数
の児が同
時に使用
してし

まってお
り、援助
が間に合
わなかっ

た。

遊具が正し
く使用でき
ているか一
人ひとり確
認する。

注意すべき
遊具を使用
する際は、
一人ずつ使
用し、保育
者が1対1で
サポートで
きる環境を

作る。
お散歩に出
る前に必ず
施設長と活
動内容の打
ち合わせを
行い、安全
確認をす

る。
全保育者が
個々の持ち
場を見つ

つ、全体に
気を配るよ
うにする。

2201

平成
30年
9月
28日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

11 1 1
18.６
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

若木骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

一度６段
が飛べた
ので、次
は少し高
い方の６
段に挑戦
したとこ
ろ上手く
飛べな

かったの
で、安心
せずに本
児に手を
添えれば
よかっ
た。

一度飛べ
ても安心
せずに、
補助し危
険のない
ようにす
る。

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

毎日

A体育教室
のとび

箱、飛び
板、マッ
トを使用
し、取り
組んでい
る。

安全な教
具を使っ
ている

が、児に
対してよ
り丁寧な
補助が必
要。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

一度飛べ
たことで
安心せず
に、手を
置く位置
に貼って
ある印に
手を置け
るか、確
認しなが
ら補助を
する。

一度飛べ
たことで
安心せず
に、一人
一人に腕
と腰に手
を添えて
補助をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

飛び箱に
手を付く
位置が印
より手前
過ぎた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態

（対象
児に接
してい
た）

一度飛べ
たので、
手を添え
ずに見

守った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他はイン
ストラク
ター。職
員はいな

い。

プライド
が高い本
児なの

で、飛べ
ているの
に手を添
えられた
くない。
しかし、
安全のた
めには腕
を持った
補助が必
要だっ
た。

安全の為
に、手を添
えることを
子ども達全
員に周知し
ておく。

2202

平成
30年
9月
28日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

9
3.昼食

時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12 2 3 7 3 3
13.１
歳

1.男
児

―
5.食事中
(おやつ含

む）

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

上顎右側
乳側切歯
の完全脱

臼

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

本児の行
動の特性
を理解

し、早め
に止めた
り近くで
見守る必
要があ
る。

言葉掛け
だけでな
く、こど
もと一緒
に行動す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

― ―

危険箇所
の洗い出
しを行

い、職員
全体で危
険箇所の
確認・改
善を行
う。

6.食事
(おや
つ)中

本児の行
動を把握
する必要
があっ

た。職員
の配置や
連携を事
前に十分
打ち合わ
せをして
おく。

子どもの
動線にあ
る机など
はできる
だけ置か
ず、必要
な時に出
すように
する。配
膳台には
クッショ
ン素材の
ものを巻
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

食事が終
わったこ
とで、椅
子から離
れ開放的
になって
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児の
様子は見
て走らな
いように
言葉かけ
はしてい
たが、す
ぐ手の届
く場所で
はなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　走らな
いように
担当保育
士と一緒
に言葉か
けはして
いたが、
他児の食
事の世話
をしてお
り、本児
の近くに
はいな

かった。

本児の普
段の様子
から行動
を予測

し、すぐ
に止めら
れるよう
に近くに
いる必要
があっ
た。

子どもの心
理や行動を
理解し安全
に保育でき
るように研
修を行う。

2203

平成
30年
9月
28日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

18 1 1
17.５
歳

1.男
児

特になし
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右腕の橈
骨と尺骨
の骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

簡単にで
きるレベ
ルから始
めたが、
ゴールデ
ンウィー
ク明けと
いうこと
もあり、
もっと低
いレベル
までで終
わった方
が、良

かったか
もしれな

い

ゴールデ
ンウィー
クに限ら
ず連休明
けは、基
本的な動
きを中心
で終わる
ようにす
るよう
に、マ

ニュアル
を追加す

る

1.定期的
に実施

保育室等
→毎日

1.定期的
に実施

業者点検
→年1回
自主点検
→週1回

1.定期的
に実施

0～2才児
→毎日

3～5才児
→月1回

少しクッ
ション性
があると
はいえ、
床の上で
転び、手
のつき方
が悪かっ
たから

室内で側
転練習を
する時

は、必ず
マットの
上でやる
ようにす

る

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

マット等
を適切に
使って指
導する

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

午前中の
体操で、
側転の練
習をして
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
側転する
直前に突
然転んだ
ため、手
を差し伸
べること
ができな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の子供
の体操指
導をして
いたた

め、見て
いなかっ

た

―

休日明けの
練習方法の
見直しをす

る

2204

平成
30年
9月
28日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

4 4 4
17.５
歳

1.男
児

特記事項無
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右足（親
指人差し
指間の）
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

―

今後は、
職員会の
際に、定
期的に研
修を行う
必要があ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

今後も、
定期的な
点検が必
要であ
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

体操の終
了後、集
合する

際、急い
で集まっ
たことに
より、友
だちとぶ
つかって
しまっ
た、

集合の際
は、友だ
ちとぶつ
からない
ように、
十分意識
させて行
動するよ
うに指導
する必要
がある。
あまり、
急がせな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

特に変
わった様
子はみら
れなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
すぐ側で
指導して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

体操の講
師も対象
児の様子
を観察し
ていた。

子どもた
ちが機敏
な動きが
できるよ
うに、日
頃からの
活動が十
分でな

かった。

子どもたち
が機敏な動
きができる
ように、日
頃から十分
な練習時間
を設けて指
導する必要
がある。
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2205

平成
30年
9月
28日

1.認可 5.幼稚園 5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

30 1 1
18.６
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左肘陥没
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

2206

平成
30年
9月
28日

1.認可 5.幼稚園 5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

― ― 30 30 30 3 2
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左肘外果
骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

園児に対
する安全
に遊具を
使う為の
指導の不
十分

再度徹底
した遊具
指導を行
い、再発
防止に努
める

2.不定期
に実施

数回
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

1

ブランコ
安全柵に
座る（腰
を掛け

る）等が
できてし
まう状況
であった

事故後、
安全柵の
一部を一
時的に撤
去し、ブ
ランコ自
体も利用
出来ない
ように処
置した。
安全指導
を徹底す
るが、今
後も柵に
腰掛ける
行為をし
てしまう
園児の可
能性が０
ではない
ので、再
度同じ事
故が起こ
らないよ
うブラン
コ、安全
柵は撤去
した

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

園庭が広
くなく、
降園時間
お迎えの
保護者が
いる中で
外遊びを
してお

り、大人
の方が多
くいると
園児が見
にくくな
り、監督
しづらく
なる

お迎えの
園児、保
護者の方
がいる

中、職員
がどこに
居れば監
督出来る
か立ち位
置を指導
し見直
す。ま

た、バス
待ちの園
児の降園
時間の外
遊び開始
時間を見
直す

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

普段通
り、他園
児と楽し
そうに遊
んでいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児だ
けでな

く、全体
的な園児
の動きを
見てお

り、事故
発生時不
覚にも対
象児がブ
ランコ安
全柵から
落下した
瞬間を確
認できな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他園児の
スカート
の釣り具
が外れて
おり、ス
カートが
脱げそう
になって
いたため
直してい

た

バス待ち
の園児に
対して職
員を配置
していた
が、バス
を待って
いる園児
以外にも
お迎えの
園児が遊
んでおり
（受渡後
なので保
護者監

督）、よ
り監督し
やすいよ
う、職員
配置を見
直す。

バス待ちを
している園
児をより監
督できるよ
うに、職員
配置を見直
す。また園
児を監督し
やすい場
所、姿勢

等、職員の
教育、指導
を行う。

2207

平成
30年
9月
28日

1.認可 5.幼稚園 7 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

― ― ― ―
14.２
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

―
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

２歳児に
対する行
動への認
識不足

園内研修
を実施、
ミーティ
ングの強

化

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 ― ―

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

― ―

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ―

２歳児１
学期での
遊具とし
て高度過

ぎた

園外でのア
スレチック
遊びは避け

る

2208

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
10 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

異年齢構
成

34 12 12 10 3 2
16.４
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

上腕骨下
部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

　1～2
2.基
準配
置

特にな
し。

保育士同
士が声を
掛け合

い、全体
を見なが
ら、児同
士のトラ
ブルに対
応出来る
ようにす
る。

定期的に
実施

2
定期的に
実施

2
定期的に
実施

2
特にな
し。

特にな
し。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特にな
し。

余裕を
持って座
れるよう
に、マッ
トのス

ペースを
広げる。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつも通
り体育座
りをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

午睡前の
お集まり
で、3～5
歳児34名
の児に絵
本を読ん
でいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

給食の片
付けや、
他児を見
ていた。

特にな
し。

常に怪我を
予想し動

く。

2209

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

2.1歳児ク
ラス

13 4 4
14.２
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

歯の欠損
歯茎の軽
度炎症

唇の創傷

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48 ― 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

電車を見
るため、
柵に並ん
で立って
いた。

電車を見
る際は、
柵に触ら
ず、座

る、手つ
なぎして
見る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

柵につか
まって電
車を見て
いた。体
の向きを
変えた際
に手を滑
らせ柵に
ぶつかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで、
対象児が
柵につか
まってい
るのを見
守ってい
た。対象
児が滑っ
た際、手
を差し伸
べたが、
間に合わ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同様に動
きを見て
いたが、
距離があ
り補助で
きなかっ

た。

散歩先
で、柵に
つかまっ
て電車を
見てい

た。次の
電車を見
るため待
ち時間を
設けたた
め集中力
が途切れ

た。

電車を見る
際は、短時
間で終了す
る。柵に触
らず、座

る、手つな
ぎして見

る。柵には
ぶら下がら
ない。鉄棒
遊びは公園
で行う。

2210

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

43 0 0 0 20 23 0 4 3
16.４
歳

2.女
児

なし
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左脛骨骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

園外保育
先での危
険予測を
職員間で
共有し、
職員配置
やあそび
の見守り
方を更に
徹底

してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

　毎日
1.定期的
に実施

　毎日 ―

子どもた
ちの活動
の場と遊
び方をも
う一度、
保育者間
で見直

し、どこ
でどのよ
うに遊ん

で
欲しい

か、遊ぶ
場の広さ
と子ども
の人数が
適切なの
か話し

合ってい
く。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

落ち葉の
下にあっ
た石に気
付かな

かった。

園外保育
先（現

場）を下
見をする
などし、
事前に危
険個所を
把握、職
員間で危
険予測の
情報共有
の徹底を
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

公園の段
差から

ジャンプ
をしよう
とした際
に友だち
とぶつか
りバラン
スを崩し
前のめり
に落下。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
含む8名を
見守り関
わってい
た。対象
児が落下
した瞬間
を至近で
見ていた
ためすぐ
に怪我の
確認を

行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

全体の子
どもの様
子を見守
る職員と
他児の水
分補給を
補助する
職員の配
置をして
いた。対
象児が落
下する瞬
間は見て
いなかっ

た。
対象児の
状態を確
認し、痛
みを訴え
たため、
保冷剤を
あてシー
ネをし、
さらしで
固定す
る。

同時に怪
我の報告
を園に連
絡し指示
を仰い
だ。

―

園外保育先
での危険予
測を職員間
で共有する
ことを更に
徹底してい

く。
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2211

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

30 15 15 3 3
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右腕骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

「教育・
保育施設
等におけ
る事故防
止及び事
故発生時
の対応の
ためのガ
イドライ
ン」及び
園独自の
「事故発
生防止の
ための指
針」につ
いて、回
覧並びに
職員会議
での読み
合わせを
行い、戸
外活動時
の注意事
項等につ
いて再

度、全職
員で確認
を行っ
た。ま

た、一人
一人が意
識をもっ
て保育す
るよう指
導した

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

数 ―
園外のた
めなし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

異年齢児
活動の際
の留意事
項につい
て、「事
故発生防
止のため
の指針」
を用いて
の確認

や、園長
及び主任
より留意
事項を伝
えるなど
し、職員
会議の場
を用いて
全職員で
改善につ
いての話
し合いを
行った。
複数だか
らではな
く、一人
ひとりの
意識や確
認の重要
性などを
話した。
異年齢児
で手をつ
なぐ際、
子どもた

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつもど
おりで変
わった様
子はな

かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

該当児の
すぐ後ろ
を歩いて
いた。段
差や障害
物など何
もない場
所で転倒
したこと

を
確認し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

散歩、歩
行中は先
頭、中間
を歩き児
童の安全
確認、状
況を把握
していた
ため。

―

「教育・保
育施設等に
おける事故
防止及び事
故発生時の
対応のため
のガイドラ

イン」
及び園独自
の「事故発
生防止のた
めの指針」
について、
回覧並びに
職員会議で

の
読み合わせ
を行い、活
動時の注意
事項等につ
いて再度、
全職員で確
認を行っ

た。
異年齢児か
つ公園から
の帰りの割
に歩くペー
スが速かっ
た。そのた
め、それら
を注意し

改善・徹底
する。

2212

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

13 2 2
18.６
歳

2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左母趾中
節骨骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6

・階段の
踏み面と
側面(蹴上
げ)に色調
の違いは
あるが目
立ちにく

い

・視覚に
訴えるよ
うな階段
の工夫を
行う

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

― 特になし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

当日はク
リスマス
行事の日
だったた
めか、普
段より高
揚してお
り、階段
を走って
上った。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭から
室内に入
る際に、
最後の子
と一緒に
上がろう
としてい
たため、
本児とは
離れてい
た。階段
を上る様
子は確認
できてい
ない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

室内での
制作後、
配膳の準
備をしな
がら園庭
から戻る
子どもを
待ってい

た。

・行事へ
の期待か
ら気分が
高揚して
いること
を予測で
きなかっ

た。

・階段を上
る際は走ら
ずに上るよ
う繰り返し
伝えてい

く。

2213

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 0 0 0 12 12 12 0 3 2
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

下唇及び
右上前歯
ぐきから
の出血、
右上前歯
の揺れ

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

　何かあ
ればその
都度

2.基
準配
置

普段の保
育の様子
から落ち
着きのな
い様子が
見られて
いた。

まわりを
気にした
りするこ
とが苦手
であっ
た。

普段の保
育の様子
から落ち
着きのな
い様子が
見られて
いるの

で、夕方
保育開始
前に本児
に個別で
気を付け
る様にと
声掛けが
必要で

あった。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

何かをす
る前には
必ず本児
に個別の
声掛けが
必要であ
ると思わ
れる。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

飛んでき
た虫を追
いかけて
いて、虫
を見てい
たので、
他の物、
人等目に
入らな

かった。

突然の行
動になっ
てしまう
園児なの
で、先に
読み取

り、声を
掛ける必
要があっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

登園時、
保護者か
らも変わ
りないと
の事で預
かり、日
中も普段
と変わら
ずに過ご
してい
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

飛んでき
た虫を追
いかけ

て、走り
出し、虫
の動きと
共に逆走
してし

まったの
で、後ろ
にいたお
友だちと
ぶつかっ
てしま

い、本児
の動きを
読み取る
事が出来
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で他
の子の遊
びを見て
いたの

で、対応
できな

かった。

園児の人
数に対し
て、職員
の人員を
しっかり
確保して
いるが、
本児の行
動が読み
切れな

かったこ
とが、要
因と思わ
れる。

本児の行動
を読み取る
のは難しい
所もある

が、夕方担
当当番保育
士が、行動
を察知出来
れば事故に
は繋がらな
かったので
はないかと
思われる。

2214

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

1.0歳児ク
ラス

5 2 2
13.１
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

剥離骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

乳児の行
動に対す
る職員の
危機管理
意識が不
足してい

た

マニュア
ルの確認
や研修を
実施し、
職員の危
機管理意
識を高

め、事故
を未然に
防ぐ。職
員配置の
見直しを
行い、乳
児に適切
な対応を
する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

2

指等をは
さまない
ような対
策をして
いなかっ

た

柵に安全
クッショ
ンを設置
する

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

保育活動
中の乳児
の様子を
確認しな
がら職員
の配置に
配慮する

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

ハイハイ
と歩き始
めで歩行
が安定せ
ず、職員
を後追い
をしてさ
くにつか
まり、そ
のままさ
くが前に
閉まり指
を挟んだ

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の身
支度の援
助をして
いて、本
児に対し
て目を離
した

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

散歩車に
子どもを
乗せる準
備をする
ため、そ
の場から
離れた

他クラス
と散歩に
出かける
予定で
あった

為、待た
せている
ことに慌

てた

子どもの動
きや様子を
よく見て、
職員同士声
を掛け合い
保育する

子どもから
離れ、他の
準備をする
ときでも子
どもの様子

を見る
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2215

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
9 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 12 2 2 2
17.５
歳

1.男
児

なし
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

・保育所
危機管理
マニュア
ルに基づ
き研修を
行い、事
故防止に
努めなが
ら保育し
ていた

が、カゴ
に足を入
れるとい
う行動の
予測が出
来ず、転
倒を未然
に防ぐ事
ができな
かった。
・床に落
ちている
物（紙、
遊具等）
に対して
気を付け
る様、伝
達し周知
していた
が、事故
防止につ
いての意
識が十分
ではな

かった

・事故事
例から学
び、それ
を自分の
保育所で
はどうか
常に振り
返り考え
られるよ
う危機管
理研修を
実施す
る。

・子ども
の動きを
考え、玩
具が床に
出ている
ときは、
転ぶと危
険である
ことを子
ども達に
伝えなが
ら、どう
するべき
一緒に考
え、環境
を整え
る。

・今回の
事故を職
員間で振
り返り、
保育室に

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

・保育室
の面積と
児童数の
割合は十
分保たれ
ていた
が、ブ

ロックと
ままごと
の遊具が
床に散ら
ばってい
た状態で
あり、別
の遊びに
移動する
時の歩く
場所が狭
くなって
いた。

・玩具を
設定する
スペース
の確保

と、子ど
もの動線
を明らか
にし、子
どもが

使ってい
ない玩具
を片付

け、移動
（歩き）
やすいス
ペースの
確保を常
に意識し
ながら、
環境を整
えるよう
にしてい
く。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

・登所し
てくる子
どもと保
護者の受
け入れを
しなが

ら、遊ん
でいる様
子を把握
するに

は、玩具
の種類と
内容が多
かったの
ではない
か。

・朝の受
け入れ時
間の保育
士の動き
を再確認
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

・いつも
通り、本
児の好き
なブロッ
クやまま
ごとを

使って遊
んでいた
が、いつ
もよりひ
とつのあ
そびに集
中する時
間は短か
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・籠が床
に置いて
あった

が、気を
付けて歩
くように
一声掛け
る事はし
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・配慮を
要する児
に対し動
きを常に
把握しな
がら、離
れた場所
で机上遊
びの援助
をしてい
た。本児
がブロッ
ク遊びか
ら移動す
る時の姿
は把握し
ていな

かった。

・床に遊
具が落ち
ていても
年齢的に
よけて歩
くであろ
うという
思い、床
に籠が置
いてあっ
ても遊び
の中で必
要な設定
と考え、
そのまま
にしてい

た。

・走り回る
等の危険行
為がなくと
も事故は起
こりうる事
を常に予測
し、子ども
の動きを注
意深く観察
し遊具設定
や遊び内容
を考える。

2216

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

18 9 6 3 2 2
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

一斉活動
時に、児
童全員の
動きを把
握するこ
とができ
ていな

かった。

リスクマ
ネジメン
トを徹底
し保育士
のリスク
センスを
あげる。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― なし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

子ども達
の遊びに
向かう気
持ちから
の行動を
予測でき
ていな

かった。

遊びに向
かう時な
ど、友達
とぶつ
かった

り、押し
たりしな
いような
動きを日
頃から伝
えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

登園時よ
り落ち着
いて行動
しいつも
と変りな
い様子

だった。
公園では
嬉しそう
に笑顔も
あり友達
を押しの
けるよう
な性格で
はないが
遊びに向
かう気持
ちが高

まってい
るよう

だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

公園内の
子どもの
様子は見
守ってい
たが、転
倒の瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

公園内で
見守りは
していた
が、転倒
の瞬間は
見ていな
かった。

公園での
遊びに子
どもの気
持ちがは
やり周り
への注意
が欠けた
ためと考
える。

公園で遊び
始める際に
一斉に動き
だすような
声かけをせ
ず、また走
り出すよう
な動きをさ
せないよう
に保育をし
ていく。

また、常に
安全確認を
怠らず、先
を見通して
の声掛け、
働きかけを
行うように

する。

2217

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
10

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

9 2 3 2 2 9 2
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右橈骨及
び右尺骨
の骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

外遊びの
ルールや
保育中の
安全管理
について
は頻度を
上げて職
員が確認
する。

早番、遅
番時の安
全管理に
ついての
事故防止
リストを
見直し、
毎月の会
議等で見
直してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

土の上で
の事故

だった。
特に凸凹
はなかっ
た。

園庭の状
況を常に
確認し、
園庭不良
の場合は
使用しな
いことと
してい
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

砂場や玩
具など、
遊びの環
境を整え
ている中
で遊ばせ
てしまっ
た。

・早番は
日々、園
庭の環境
を確認

し、異物
や危険個
所があれ
ば取り省
くことを
再周知す
る。

・遊べる
環境が

整ってか
ら遊びに
入ること
を周知す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

本児は何
に対して
ても一生
懸命に取
り組むの
で、氷鬼
の遊びも
夢中で遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊びだし
から少し
落ち着い
てきたた
め、申し
送りの確
認をして
いた際に
泣き声に
気づく。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

砂遊びが
できるよ
う準備を
していた
時、泣き
声が聞こ
え、振り
向くと本
児がうず
くまって
泣いてい

た。

・２名の
職員が子
どもから
目が離れ
ていた。
・受け入
れの時間
帯であり
職員の配
置の見直
しが必要
である。

・職員は子
どもを見ら
れる体制を
整えてから
遊ばせる。
・子どもが
多くなる８
時からの時
間帯に職員
を配置する
体制を作

る。

2218

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

91 24 21 24 22 14 9
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

上腕骨骨
折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

本児の身
長より低
い鉄棒で
あったた
め、安心
して離れ
た場所か
ら見守っ
ていた。
そのた

め、すぐ
に補助が
できな

かった。

所内研修
は基よ

り、所外
の危機管
理研修に
積極的に
参加し危
機管理意
識を高め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

鉄棒には
問題はな
かったが
下に敷い
てある

マットを
もう少し
厚めにす
ること

で、予防
できたの
ではない
か。

今回、鉄
棒には問
題はな
かった

が、安全
点検を定
期的に行
い事故防
止を行っ
ていく。
今よりも
厚みのあ
るマット
を敷く。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

鉄棒の握
り方につ
いて、手
で丸を

作って握
るように
指導して
いるが、
今回は、
棒の握り
方が違っ
ていた。
そのた

め、回り
終わった
時に鉄棒
から手が
離れてし
まい落ち
てしまっ
た。

子どもた
ちにも正
しい鉄棒
の持ち方
について
の話を再
度し、安
全に使え
るように
する

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

時々、鉄
棒の持ち
方が違う
ことが

あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒から1
メートル
位の距離
にいたた
め、目で
動きを

追ってい
たがとっ
さの時に
手を出し
て止めき
れなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の職員
は、滑り
台につい
ていた

り、支援
の必要な
児につい
ていた。

事故当時
鉄棒に

は、職員
が本児に
ついてい
なかった
ため、鉄
棒の持ち
方が違う
ことに声
をかけら
れず、危
険な時に
補助がで
きなかっ
た。固定
遊具を使
用時は必
ず職員が
付くこと
を徹底

し、子ど
もたちに
も鉄棒を
使うとき
は職員に
声をかけ
るよう

に、再度
話すこと
が必要で
ある。

鉄棒に必ず
職員がつ

く。鉄棒に
ついた職員
が手を添え
て補助を行
う等し、正
しい握り方
を伝えてい
く。補助体
制が整わな
い時には他
の遊びに誘
うように

し、子ども
だけで使用
することが
ないように

する。
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2219

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

51 3 8 9 8 12 11 25 23
15.３
歳

2.女
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）(来
所・帰宅

中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折 1.頭部
頭蓋骨骨

折
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

なし

駐車場に
向かう際
は、保護
者と手を
つなぎ安
全に気を
付けて歩
くように
啓蒙す
る。

1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

244
1.定期的
に実施

244 なし なし
7.その
他

なし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

保護者に
抱かれて
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者に
引き渡し
後のた

め、見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

駐車場が
園舎から
離れてい
たので見
ていな

かった。

兄弟が保
護者の足
元で動き
回り、

抱っこさ
れていた
本児と保
護者と兄
弟の3人
が転倒し
た為。

登降園時は
保護者と手
をつなぎ安
全に気を付
けて歩くこ
とを啓蒙し
ていく。

2220

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

110 24 39 47 8 8
18.６
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右前腕骨
不全骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

7
2.基
準配
置

なし

職員が近
くについ
て対応し
たが、今
後も目に
届く場所
で職員が
連携を図
り安全面
に配慮す

る

1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

毎回 なし なし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

給食後の
戸外遊び
中、子ど
もも後ろ
向きで逃
げていた
ため足が
もつれた
のではな
いか

転んでか
らの対応
として、
代替職員
が担任に
伝えた後
も、いつ
もと違う
子どもの
様子を見
逃さない
ように常
に注意深
く見てい

く

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

戸外で
ドッチ

ボールの
コートの
中で、当
たらない
ように後
ろ向きで
逃げてい

た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

コート外
のセン

ター付近
で様子を
見守って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の職員
は、違う
遊びの場
所に分か
れて見
守った

り、一緒
に遊んだ
りしてい

た

普段の生
活の中に
も転ぶと
いうこと
はある

が、転ん
だ時体重
が手首に
集中して
しまった
のではな

いか

転ぶという
ことは普段
の生活にも
あることで
あるが、子
どものいつ
もとは違う
様子を見逃
さず対応に

あたる

2221

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

11 1 1
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右上腕骨
果部骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
3.基
準以
下

―

保育室で
の活動が
終了した
後、保育
士2名で屋
上で遊び
を見守
る。

2.不定期
に実施

6
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

12 ―
遊具の使
い方の指
導。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

常時は、
職員２名
なので２
名で見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

遊具に腰
をかけて
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
は至近だ
が、全体
の子ども
の様子を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

対象児か
ら離れ、
他の子ど
もの様子
を見てい

た。

―

遊具の使い
方や遊び方
を指導し確
認する。

2222

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

3..2歳児
クラス

14 4 4
15.３
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

前歯の脱
臼

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

その時は
１対１で
関わって
いた

乳幼児事
故防止等
の園内研
修を行な

う

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

施設の設
備上の問
題はな
かった

が、手洗
い後すぐ
に手を拭
けるよ

う、近く
にタオル
かけを置
いたため
いつもよ
り狭く

なってい
た。

触れ合っ
て遊ぶ時
は、広い
所へ移動
し安全を
確認す
る。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

本児がズ
ボンを上
げきれて
おらず、
ひざ下に
ズボンが
ある状態
で動きを
制限され
ている状
態だっ
た。

本児の状
況をしっ
かりと把
握、周り
の状況も
考慮した
上で関わ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

本児の体
調、機嫌
は良好。
排泄を済
ませトイ
レから出
てきた

が、ズボ
ンがまだ
ひざ下に
あり、身
支度が途
中の状況
であっ
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対象
児に接
してい
た)

対象児が
誕生日

だったの
で、いつ
も以上に
オーバー
に関わっ
てしまっ
たため。
その先の
本児の動
き、危険
予測が出
来ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

対象児以
外は外に
出て遊ん
でおり、
外遊びの
子どもた
ちに関

わってい
た。

周囲の状
況、本児
の状況を
考えずに
関わって
しまっ
た。

本児の用意
が整い、落
ち着いた状
態で周囲の
安全を確保
したうえで
関わるよう
にする。

2223

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

15 4 3
13.１
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 3.火傷

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

火傷
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

危険性の
ものに対
する意識
不足

どこの場
所でも

様々な場
合を想定
し、安全
確認をし
ていく

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

子どもが
一人で自
由に行き
来するこ
とのない
事務室内
ではある
が、子ど
もの手の
届く高さ
にジャグ
クーラー
が置かれ
ていた。

お湯の
入った

ポット等
の設置場
所を再確
認する。
ジャグ

クーラー
に湯や熱
いお茶を
入れて使
用しな
い。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

年度替わ
りで泣く
子も多

く、個別
対応のた
め職員が
行き届き
にくい状
況。

本児を事
務室に連
れていく
のではな
く、保育
室内の職
員の役割
分担を明
確にして
から退室
する。あ
るいは、
子どもか
ら離れら
れない場
合は、人
数報告の
方法を再
検討す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

保育室か
ら事務室
に来たこ
とで、

様々な物
へ興味が
わき、身
近にジャ
グクー

ラーのレ
バーに手
を伸ばし
て引っ

張ってし
まう。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態

（対象
児に接
してい
た）

保育室内
で泣いて
いる子等
が多く、
トラブル
や怪我に
繋がる状
況と判断
し、登園
児童の人
数報告の
タイムリ
ミットも
迫ってい
たため本
児を事務
室へ連れ
て行く。
保育士が
物を取る
ため、本
児から５
０センチ
ほど離れ
た際に、
本児が
ジャグ

クーラー
のレバー
に手をか
けようと
したた

め、止め
ようとし
たが間に

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

事務室内
に園長と
主任がい
たが、本
児と担任
保育士の
動きはみ
ていな

かった。

一時的だ
が、園児
から目を
離した時
間があっ

た。

職員同士の
声がけや本
児の対応に
ついてお願
いする。
（役割分

担・連携）
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2224

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
2

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

33 14 19 8 4
15.３
歳

1.男
児

なし
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

前歯の脱
臼(前歯3
本)　歯根

膜炎

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

・職員の
配置は十
分だと思
われるの
で、子ど
もの動き
を見守る
ことの強

化

クラス内
での連携
を密に

し、子ど
もを見渡
せる配置
に配慮し
安全に気
をつける

1.定期的
に実施

１回/週
1.定期的
に実施

１回/週
1.定期的
に実施

毎日 特になし
負傷と関
与なし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

本児は、
一人で自
分の思い
に浸り戦
隊ごっこ
をし、周
囲に注意
が向いて
いなかっ
た。負傷
した児童
も、積み
木に集中
し危険を
感じてい
なかっ
た。

自分の世
界に浸り
一人遊び
をしてい
る児童の
遊びの環
境を整備
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

・他の子
はホール
で遊んで
いたが、
本児はス
テージで
大好きな
踊りを踊
りたいと
いうので
ステージ
上にい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・ステー
ジ端で音
楽をかけ
踊る児童
の見守り
をしてい
た。本児
の至近に
いたが事
故の瞬間
は他の子
のトラブ
ルの仲介
に入り見
ていな

かった。
本児が泣
いてから
負傷に気
づき対応
する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

・ホール
で走った
り遊具で
遊んでい
る子を見
守り、担
当職員と
対象児童
をみてい
なかっ
た。

子どもを
見守り近
くにいた
にもかか
わらず起
こった突
発的な怪

我

子どもを見
渡せるよう
に予想した
職員の配

置。日々安
全に対して
の危機意識
を高める。

2225

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
7 6.午睡中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

9 11 8
15.３
歳

1.男
児

―
3.睡眠中
(うつぶせ

寝）

1.負
傷

0.負傷
1.意識不

明

医師の診
断を受け
たが原因
不明

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

あらゆる
ケースを
想定した
職員全員
による事
故予防研
修の実施

1.定期的
に実施

  ２  回/
週

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

６回/週 ―

事故に繋
がりそう
な細かな
箇所を予
測して再
点検を実
施。

5.睡眠
(午睡)
中

―

午睡室の
室温、湿
度、衛生
面等にお
ける管理
を徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

午前中は
園庭で水
遊びを

し、給食
もいつも
と変わら
ない様子
で食事を
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は、
部屋の隅
でお昼寝
の状況を
見守って
いたが、
死角はな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の職員
はそれぞ
れの担当
業務に当
たってい
たため、
事故発生
時には居
合わせて
いなかっ

た。

―

午睡中の事
故を防止す
るため、こ
れまで以上
に園児１人
ひとりの見
守り態勢の
強化をは
かってい

く。

2226

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

8 1 1
17.５
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

安全委員
会：2か月
に1回

マニュア
ルに保育
時の職員
の意識や
目線につ
いての記
載を加え
る。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

―

板張りの
ホールの
ワックス
がけがし
ばらく行
われてい
なかっ

た。記録
がなかっ
た。

ワックス
がけの時
期を計画
的に定め
る。安全
委員会開
催時の

チェック
事項に加
え、床が
滑りやす
くなって
いないか
確認を行
う。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

保育時の
体の向
き、目

線、意識
について
全職員で
確認を行
う。マ

ニュアル
に記載す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

B男と鬼
ごっこを
楽しんで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ホールに
位置して
いた保育
士はプレ
ゼントづ
くりにか
かわって
おり、同
じ空間に
いたが本
児の動き
を見てい
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児が転
ぶ瞬間を
目撃して
いたA保育
士は、た
またま

ホールを
通って保
育室に戻
るところ
だった。

ホールに
位置して
いた保育
士は事故
があった
瞬間を目
撃してい
なかっ

た。たま
たまホー
ルに来た
A保育士
が事故の
瞬間を目
撃してい

た。

保育士がす
べての瞬間
を目撃する
ことは難し
いが、いつ
でも事故が
起こりうる
ことを意識
して保育す
ることを心
がけなけれ
ばならな

い。職員会
議で再度、
保育時にお
ける体の向
きや、目

線、意識等
について話
し合い、確
認する。

2227

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

23 3 3
15.３
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右尺骨肘
頭骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

今年度4月
に入園し
た子ども
である

（集団保
育は初め
てであ

る）。大
型遊具の
上り降り
を、見守
りや援助
なくでき
るかどう
かをしっ
かりと把
握 してい
なかっ
た。

園児のア
セスメン
トをきち
んと行

い、一人
一人の能
力に応じ
た援助、
配慮の徹
底を図る
ととも

に、活動
前に遊び
方やルー
ルの確認
をし、安
全に遊べ
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

戸外遊び
は好きな
方であ

る。特別
目立った
行動はみ
られな

かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当職員
（担任）
は園庭中
央で、あ
そびを終
了し園舎
に入るよ
う声掛け
してい

た。対象
児がバラ
ンスを崩
した様子
を目撃し
ていたが
離れてい
たため対
応できな
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

対象児の
側に他の
職員がい
たが、他
児が足を
擦りむき
痛いと訴
えたため
対応をし
ていた。
また、も
う一人の
保育士は
別の大型
遊具で遊
んでいる
子どもた
ちについ
ていた。

個別対応
やクラス
全体の流
れに気を
取られ、
対象遊具
（大型固
定遊具）
で遊んで
いた子ど
も達から
目を離し
たり、ま
た、その
場から離
れてし

まった。

個別に対応
が必要に

なった時や
保育士の立
ち位置が変
わる等、変
化が生じた
際は保育士
等の「声出
し確認を徹
底する」こ
とにより事
故防止に繋

げる。

2228

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
11 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

6 3 3 2 1
11.10
か月

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 6.その他 1.頭部

当日：脳
震盪

２日後：
急性硬膜
外血腫

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

目の前の
子の様子
に気を取
られ、後
ろにいた
子どもの
行動を把
握してい
なかった
ため

どんな場
合も全体
の様子を
把握し、
すぐに対
応できる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

２回/週
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

６回/週

つかまり
立ちを頻
繁に行う
ように
なった

が、まだ
足腰が不
安定で

あった。

つかまり
立ちをし
ているす
ぐ後ろに
保育士が
いて、ふ
らつきな
どがあっ
た場合に
すぐ支え
られるよ
うにす
る。

7.その
他

日々の成
長を保育
士間で確
認し、常
に安全に
過ごせる
ようにす
る。

つかまり
立ちの子
と動きの
活発な子
の動きを
把握し、
動きを予
測しなが
ら対応し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

おやつの
準備で出
していた
テーブル
につかま
り立ちし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

つかまり
立ちをし
ている側
に保育士
がいた。
後ろにい
た子がそ
の子を

引っ張っ
た瞬間、
気づいた
が、間に
合わな

かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

つかまり
立ちをし
ている子
を後ろの
子が引っ
張る瞬

間、そば
にいた職
員に言葉
がけをし
たが、間
に合わな
かった。

職員が側
にいるだ
けでは安
全対策に
ならず、
つかまり
立ちの子
の後ろに
いなかっ
たため、
支えられ
なかっ
た。

つかまり立
ちをしてい
る子を他の
子が触れな
いように周
りの様子を
みながら後
ろにいた

り、すぐ支
えられる位
置はどこか
と考える。
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2229

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
2 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

21 2 2
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

・今回の
事故に関
して、職
員全体で
考え、改
善点等見
出してい
く・事故
予防に関
するマ

ニュアル
の再確認

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

日々 ―

・安全点
検は今後
も継続的
に行って
いく。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

・活動に
よって

は、見守
る職員数
を増やし
たり、見
守りの位
置確認や
取組の状
態によっ
てお互い
に声を掛
けあい仲
立ちを行
うなど、
配慮が必
要と思わ
れる。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

・お相撲
週間でも
あったの
でトーナ
メントで
対戦を楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・対戦を
安全に見
守ってい
たが、倒
れた際か
ばい切れ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

・クラス
の活動中
であっ
た。

―

・トーナメ
ント方式で
でクラスの
児が総当た
り戦を行っ
ていたが、
力・体格・
技などの差
を見て取組
ませの仕

方、安全な
見守り、時
には転ぶか
もしれない
という予測
のもと仲立
ちして途中
で止める

等、配慮を
すべきと考

える。

2230

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
6

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

51 18 19 14 4 4
15.３
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

職員があ
まり危険
がない遊
具だと認
識してい

た

危険が予
測される
遊具なの
で、職員
の配置を
配慮する

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

10

カバの遊
具は頭部
分が滑り
やすく

なってい
る時があ

る

カバの遊
具は頭部
分が滑り
やすいの
で、頭部
分には乗
らないよ
うに指導
していく

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

職員が友
だちとの
関わり

方、遊び
方を十分
に把握し
ていない

友だちと
の関わり
方、遊び
方を十分
に把握し
ながら子
ども達の
様子を見
ると共

に、危険
な遊び方
はしない
ように子
ども達に
伝えてい

く

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

本児はい
つもと変
わらずに
元気に屋
外活動を
楽しんで
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

友だちと
の関わり
方や遊び
方を十分
に把握せ
ず、あま
り危険は
ないと予
測してい

た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

屋外の他
の子と遊
んでいた
り、他児
同士のト
ラブルに
対応して

いた

全体の子
ども達の
様子を把
握してい
る職員が
いなかっ

た

子ども達の
状況把握を
考慮した職
員配置を整

える

2231

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

34 7 7 12 8 0 3 3
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

骨折（右
手首）

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5～6
2.基
準配
置

児の側に
保護者が
ついてい
ること

で、保育
士も安心
し場を離
れてい
た。

保護者が
迎えに来
て児を渡
した後で
も、保育
所内での
危険な行
動につい
ての見守
り及び声
がけは引
き続き行
う必要性
につい

て、再確
認する。

1.定期的
に実施

 頻
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

 頻 ―

鉄棒自体
に問題が
あったの
ではな

く、児が
鉄棒に登
れるよう
になった
ばかりで
あったこ
と、周囲
にいた兄
の行為が
起因とな
る落下で
あったこ
とから、
ハード面
の改善点
はないと
考える。

7.その
他

お迎えが
来てい

て、児も
兄姉も高
揚した気
持ちに

なってい
た。

児自身、
鉄棒に登
れるよう
になった
ばかり

で、体勢
に不安定
なところ
があっ
た。

保護者が
側につい
ていて

も、児の
技術が十
分ではな
い様子が
見受けら
れるとき
には、声
をかけ注
意を促す
ような働
きかけを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

児は保護
者が迎え
に来てい
たが、登
れるよう
になった
ことを保
護者に見
せるた

め、帰り
の準備の
前に鉄棒
に登っ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

1名：ジャ
ングルジ
ムすべり
台に登っ
ている児
の見守

り、1名：
砂場で遊
んでいる
子とのや
り取り、1
名：砂場
付近で職
員に声を
かけてき
た児への
対応。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

引継ぎを
終了し、
遅番保育
に入って
いたこと
から、職
員それぞ
れ各保育
室や職員
室等で事
務及び保
育準備に
あたって
いた。

発生時の
状況図示
による振
り返り

で、担当
者3名の
立ち位置
に偏りが
あったこ
とに気づ
いた。保
育士の視
点も子ど
もに対応
していた
こともあ
り、全体
に行き届
いていな
かったこ
とで、鉄
棒に登っ
ている兄
弟を押す
という行
為に、気
づくこと
ができな
かった。

所庭や子ど
も全体を見
渡せる保育
士の視点や
偏りのない
立ち位置の
確認、担任
から遅番職
員への引継
ぎで子ども
から目が離
れることの
ないよう、
スムーズな
伝達を行え
るよう検討
していく。

2232

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

18 12 6 1 1
17.５
歳

1.男
児

担任が休み
で、代わり
にフリー保
育士が担当
していた

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

右足すね
骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

全体の人
数や遊ん
でいる子
どもの安
全が把握
できるよ
うに保育
士の立つ
場所を考
慮する。
子ども達
に遊具の
使い方や
ルールに
ついて指
導する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 ―

固定遊具
間の距離
を考慮す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―
複数の保
育士で見
守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつもと
かわりな
し。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任が休
みで、代
わりにフ
リー保育
士が担当
してい

た。全体
の動きを
把握出来
るところ
で見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

昼寝等に
向けてそ
れぞれの
担当のク
ラスの児
童を見て
いた。

―
保育士の補

充
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2233

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
1

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

14 4 3
14.２
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

保育体制
に問題が
なかった
が、咄嗟
の本児の
行動に反
応が間に
合わな

かった。

高いとこ
ろから

ジャンプ
したいと
いう子ど
もの好奇
心や挑戦
意欲は大
切にしな
がら、
滑った

り、手が
ふさがる
ことがな
いように
玩具など
は持たせ
ないよう
に配慮す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

― ―

遊具の不
良などの
問題はな
かった。
積木は、
転倒した
場合でも
衝撃の少
ない畳の
上に配置
してい
た。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

ままごと
遊びで他
児が積木
に風呂敷
をかけ、
テーブル
に見立て
遊んでい
たが、体
を動かし
たりジャ
ンプする
ことが好
きな本児
がそこに
立ちあが
り、急に
ジャンプ
し、防ぎ
きれな

かった。

ままごと
あそびを
している
子どもの
イメージ
を大事に
しながら
あそびを
継続して
いたとこ
ろに本児
が表れ、
とっさの
行動だっ
たために
防ぎきれ
なかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

本児は、
普段から
動きが活
発で、遊
びにおい
ても高い
所にの
ぼった

り、ジャ
ンプした
りと体を
動かすこ
とを好ん
でいる。
その時も
風呂敷が
敷かれて
いたが、
気にとめ
ることも
なく普段
の遊び同
様にジャ
ンプして
楽しみた
かったの
だと考え
られる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

長方体の
積木は、
ままごと
をしてい
る子ども
達がテー
ブルのイ
メージで
遊んでお
り、保育
士も近く
で見守っ
ていた

が、本児
が側に来
たのと同
時に積木
からジャ
ンプし、
とっさの
行動に反
応したが
合わな

かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
の他2名は
それぞれ
子ども達
のあそび
に対応し
ており、1
名は、登
園した子
どもの対
応を行っ
ていた。

本児が
乗ってい
た長方体
の積木

は、椅子
として使
用した

り、橋渡
りあそび
など遊び
でも日常
的に使用
してお

り、本児
以外もそ
の上に立
ちあがっ
たりする
ことは好
きな遊び
であり遊
び慣れて
いるが、
今回は、
風呂敷が
積木の上
に敷かれ
ている上
に登った
ことが要
因と考え
られる。

子ども達の
遊び方や体
の動きも

様々で、遊
びにイメー
ジをもって
楽しめる年
齢になって
きており制
約すること
も難しい

が、活発に
体を動かし
たい子もい
るので、障
害となる物
はないかを
確認する。

2234

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
11 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

26 2 2
18.６
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左肘上骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

保育士は
目配りや
見守りを
怠らない
ように

し、常に
責任と安
全配慮義
務がある
ことを認
識する

子ども達
に目を配
り、予測
できるよ
うな事故
や怪我に
関しては
危険が伴
うことを
認識し常
に職員間
で伝え合
い、情報
共有に努
める。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

設備、玩
具など想
定外の使
い方をす
ることで
最悪どの
ような事
故がおき
る可能性
があるか
話し合う

月二回の
点検日に
は細やか
に確認

し、補修
や撤去が
必要な場
合は速や
かに早急
に対応し
ていく

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

報告、連
絡、相談
など発生
後の適切
な措置

見守ると
したら、
死角に

なってい
る所に対
応する

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

週末とい
うことも
あり、気
持ちの緩
みがあっ
てはしゃ
いでいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

見通しの
良い短い
距離であ
るので、
何も危険
箇所はな
いと過信
していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

各保育室
にて保育
を行って

いた

どんな場
合も深刻
な結果を
招く重大
事故を防
ぐため

に、事故
が起きる
可能性を
想定して

おく

一つでも多
くのリスク
に気づいて
共有しなが
ら、安全対
策を職員皆
で考えてい
く研修を行

う

2235

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
2 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

15 3 2
16.４
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

当日担任1
名（有資
格）が休
務日であ
り、代替
保育士が
保育にあ
たってい
た。

事故防止
について
園内で情
報共有

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

遊び方、
遊具の配
置状態に
応じた環
境設定を
行ってい
く。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

それぞれ
の担当は
いたが、
全体の把
握をしっ
かりと行
う必要が
あった。
遊びが盛
り上が

り、そろ
そろ片付
けの時間
に差し掛
かってい
た。

マットを
設置。複
数の遊び
を行って
いる際の
環境設定
の見直
し。事

故、怪我
の起こり
やすい時
間帯の再
認識。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

体を動か
して遊ぶ
ことが好
きな活発
な子であ
り、身体
能力も高
い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

「飛び降
りないで
遊ぶ。」
の声掛け
は、常に
行い約束
として浸
透してき
た。担当
がすぐ近
くで見

守ってい
たが、本
児の急な
動きには
ついてい
けなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
担当の遊
びを見

守ってい
たが他の
遊びの子
たちの動
きを把握
しきれて
いなかっ

た。

複数の遊
びの際、
全体把握
者の必要

性

・常勤保育
士だけでな
く、代替保
育士につい
ても自己防
止マニュア
ルの周知。
・想定外の
事も踏まえ
た見守りの
必要性の周
知。　　・
本児の怪我
が回復する
まで園生活
に介助が必
要な為、安
全面を考慮
し単発の保
育士を増

員。

2236

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
1 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

21 2 2
18.６
歳

1.男
児

なし
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

環境、保
育士の配
置とも十
分と考え
られる。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12使用前
には必ず
確認する

―
点検、改
善も行っ
ていた。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

一人一人
の発達に
合わせて
走り縄跳
びへの指
導を行っ
てきた

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

健康状態
に問題な
く通常と
同じ生活
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

クラス保
育中で走
り縄跳び
で走って
いたこと
もあり転
んだ時に
助けられ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊戯室に
いたが、
担当保育
士よりも
離れてい
た為、助
けられな
かった。

走り縄跳
びという
事で防ぐ
のが難し
かった

走り縄跳び
の飛び方の
指導をきち
んと行う

2237

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
8

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

44 0 0 16 9 10 9 0 7 7
14.２
歳

1.男
児

特記事項な
し

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

上口唇挫
創・鼻骨
骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特記事項
なし

具体的な
ケースを
想定した
事故発生
時の対応
につい

て、職員
の共通理
解の場を
増やす。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
特記事項
なし

今回、落
下して強
打した鉄
製の部分
を覆うよ
うにグラ
ンドマッ
トを敷

く。(済)

7.その
他

特記事項
なし

常時、保
育士の連
携を図り
声をかけ
合う。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

特に変
わった様
子もなく
いつもど
おりで

あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児を含
む複数名
の子ども
が同じ遊
具で遊ん
でいた

が、その
うちの１
名に本児
担当保育
士が声掛
けしてい
る間に、
本児がう
んていへ
移動。保
育士が気
づきかけ
よったが
間に合わ
ずに落下
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊具で遊
ぶ他の子
どものそ
ばに他の
保育士１
名も付き
添ってお
り、本児
がうんて
いへ移動
したのに
気づいた
が間に合
わなかっ

た。

特記事項
なし

常に安全が
確保できる
よう、複数
の保育士で
目を配る。
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2238

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
9

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

71 0 0 11 23 17 20 0 6 6
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―
事故への
対応を周
知する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

安全点検
と点検後
の改善を
行う

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

約束を
守って使
用するよ
うに声を
かける。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつもの
ように、
友だちと
一緒に遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで対
象児を含
め、数名
の子ども
を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の5名の
職員が、
他の児童
の遊びを
見守って
いた。

―

子どもの動
きに気を付
けて、事故
を予想して
声を掛ける
ようにす

る。

2239

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
10

3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 10 8 4 4
14.２
歳

2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

右足親指
の骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

マニュア
ルの周知
が徹底し
ていな

かった。

全職員に
マニュア
ルの内容
を再度周
知する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

保育室が
廊下を挟
んでふた
へやでの
活動で

あったこ
とから，
建物環境
を検証す
る。

保育室の
環境を全
職員で検
証し改善
する。

7.その
他

布団を敷
く際にご
ざを敷い
て布団を
敷いてい
た。その
ござにつ
まずいて
転んだ。

子どもが
全員いな
くなって
からござ
の片付け
をする。
薄手の昼
寝マット
を購入し
使用す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

　昼寝
後、おや
つの部屋
に行か

ず、部屋
の中を走
り回って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ござをた
たんで後
ろから

走ってく
る本児に
気づかな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　おむつ
交換をし
ていた

り、おや
つの準備
をしてい
て気づけ
なかっ
た。

昼寝から
起きてお
やつの準
備ができ
るまで部
屋で待た
される時
間があ

り、部屋
を走って
します。

職員の作業
は子どもが
部屋にいな
いときにす

る

2240

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
11

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

30 12 10 8 5 4
16.４
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左中指基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし なし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

集中出来
る環境を
設置する
必要が

あった。

跳び箱あ
そびに集
中出来る
よう、

ホールの
端に設置
するなど
環境を検
討した。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

最近は体
操教室で
した跳び
箱活動に
興味を示
し、毎日
積極的に
取り組ん
でいた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態

（対象
児に接
してい
た）

跳び箱活
動の際

は、必ず
一人の職
員が跳び
箱の側に
付いてい
るが、手
の付き方
に関して
はその職
員も見守
るしか出
来なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

あそんで
いる子ど
もたち全
体を見守
る必要が
あった。

危険を伴
う事の意
識を持

ち、集中
力を持続
させて指
導が必要
だった。

事前に、正
しい手の付
き方を再確
認させ、安
全な跳び方
が出来るよ
う配慮す

る。

2241

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

6.6.5歳以
上児クラ
スクラス

22 2 2
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左ひじ亀
裂骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

１～２

1.基
準以
上配
置

―

事故防止
に関して
のマニュ
アルがあ
り、職員
にも周知
されてい
る。保育
士の配置
も基準以
上で保育
し、特に
戸外遊び
では、児
童に目が
行き届く
ように主
任やパー
ト保育士
も出て見
守ってい
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

定期的な
点検の他
に、児童
が所庭へ
出る前に
保育士が
石、ガラ
ス、異物
などの安
全チェッ
クを行っ
てから戸
外遊びを
始めてい
る。遊具
は毎日片
付ける際
に安全

チェック
を行って
いる。

所庭の状
態も良

く、対象
児が乗っ
ていた三
輪車も不
備の無い
状態で

あった。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

年長児な
ので、主
体的に友
だち同士
で遊ぶ姿
を見守

り、必要
に応じて
援助する
保育を

行ってい
た。

年長児と
いうこと
もあり、
好きな遊
びを見つ
けて友だ
ち同士で
遊ぶ姿を
見守り、
危険な行
動や友だ
ちとのト
ラブルに
対して対
応するよ
うにして
いたが、
対象児は
特に危険
な遊び方
ではな

かったた
め、見

守ってい
た状態で
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

所庭へ出
て、三輪
車に乗っ
て仲の良
い友だち
と１列に
並んで走
るお気に
入りの遊
びを楽し
んでい

た。前を
走ってい
た友だち
を追いか
けて曲が
ろうとし
て地面に
足をつい
た際に転
倒した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児だ
けでな

く、年長
児数人で
三輪車に
乗って

走ってい
たので、
周囲の児
童に衝突
したり、
スピード
を出しす
ぎたりな
ど、危険
のないよ
う声をか
けたりす
ぐに対応
できるよ
うに至近
で見守っ
ていた。
転倒を見
てすぐに
怪我等身
体の状態
を確認し
たが、そ
の時点で
は外傷、
腫れはな
くすぐに
泣き止み
遊び始め

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

戸外で遊
ぶ際に

は、様々
な場所で
遊んでい
る児童の
動きや様
子を把握
できるよ
う保育士
同士の位
置に配慮
しながら
見守るた
め、他の
職員は至
近距離で
はなかっ
たが、転
倒して泣
いている
対象児と
対応した
保育士の
動きを見
つけて、
怪我の状
態を対応
した保育
士と一緒
に確認し

た。

転倒後、
対象児が
「もう大
丈夫」

「痛くな
い」と話
していた
ため、そ
の後注意
深く観察
していな
かった。
痛みがな
くても注
意深くこ
まめに身
体の状態
を観察す
る必要が
あった。

主体的に遊
ぶ姿を見守
りつつ、児
童の運動能
力や性格等
を考慮し、
三輪車で走
り始めた時
に、スピー
ドを出さな
いよう声を
かける。転
倒直後は腫
れはなかっ
たが、ぶつ
ける、打つ
などした場
合は、その
後もこまめ
に身体の状
態と患部の
状態を確認

する。

2242

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

2 2 2
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左手第３
指第２関
節骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

ヒヤリ
ハットを
実施し、
共通理解
を図るよ
うにし
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎 ―

園児が出
入りのた
め使用す
る場合

は、指は
さみ防止
のロープ
を使用す
るよう設
置した。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

―

子どもの
動きを見
守り、不
慮の事故
につなが
らないよ
うに職員
で声をか
け合う。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

登園時に
視診、検
温、保護
者からの
健康状態
の伝言を
聞き、い
つもと変
わらな

かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外遊びか
ら保育室
に入って
いく姿を
確認して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育室に
入室する
姿を確認
し、声を
かけた。
用事を済
ませ出て
くるとこ
ろも確認
してい
た。

―

保育室の戸
の開け閉め
の際には、
子ども達に
十分気を配
り落ち着い
て行う様他
の子も含め
てクラス全
体に話をし
確認し合っ

た。

2243

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
9 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

53 16 20 17 5 5
16.４
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

右足関節
外果剥離
骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

事故後
は、安静
にし様子
をみる

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

　毎
1.定期的
に実施

毎 ―

準備体操
は行って
いたが、
足首や手
首回しな
どとりい
れる

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

園児全員
で練習を
するので
はなく、
半分又は
1/3の人数
で行い保
育者の目
が行き届
くように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

保育士の
玉入れに
関する注
意事項を
よく聞け
る状態で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児と保
育者1対1
の対応は
できな
かった

が、全保
育者で見
守りはし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

全員での
玉入れの
練習のた
め　個々
にはみて
いなかっ

た

―

大好きな玉
入れの練習
なので、心
が浮き立っ
ていた。心
を落ち着か
せてから行

う。
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2244

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
9 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

17 2 2
18.６
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右上腕骨
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

バルーン
の陰にな
り、対象
児の姿が
確認しづ
らい状況
であっ
た。

初めて取
り入れる
活動につ
いては保
育士同士
で指導方
法や注意
事項を確
認し、園
児にも事
前指導を
十分行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

まだバ
ルーンを
使用して
の活動経
験が少な
いため、
保育士、
園児共に
室内での
動きに戸
惑いが

あった。

室内の練
習だとバ
ルーンが
スペース
をとって
しまうた
め、でき
るだけ園
庭などの
広い所で
行うよう
にする。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

保育士か
らの指示
は出てい
たが理解
できずバ
ルーンの
陰になっ
てしまっ
たこと。
保育士が
後方を十
分確認せ
ず後退し
てしまっ
たこと。

保育士が
園児の動
きや位置
確認を

しっかり
行い、指
示が通ら
ない場合
は丁寧に
説明をし
て焦らず
に指導を
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

保育士の
指示が理
解でき

ず、後方
に座り込
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

2名の保育
士が指導
にあたっ
ていた
が、バ

ルーンが
により死
角になっ
てしまい
対象児が
後方に座
り込んで
いること
に気付か
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

クラス活
動だった
ため、担
任の２名
以外はそ
の場にい
なかっ
た。

バルーン
を使用し
た活動経
験に保育
士・園児
共に不慣
れであ

り、室内
の狭い空
間では無
理があっ

た。

バルーンを
使用する場
合は、死角
もあること
を意識し、
原則広い空
間（園庭）
で行う。ま
た、担任以
外の保育士
も活動を見
守り、園児
の動きを把
握する。

2245

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
9

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス

16 5 4
13.１
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創

等）

4.上肢
(腕・手・
手指）

右示指爪
剥離症、
右示指末
節骨骨挫

傷

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

事故発生
について
の想定不

足

園内外に
おける危
険個所の
確認と把
握の周知
万が一事
故が発生
した場合
の報告手
順の確認

等

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

100

つかまり
立ちをし
た子ども
の手の届
く高さに
パーテー
ションの
開閉部分
があり、
開閉部分
の隙間が
丁度子ど
もの指の
入る幅

だったこ
とから

誤って指
を入れて
しまった
と考えれ
る。

パーテー
ションの
開閉部分
（指の挟
みこみを
した部

分）を取
り外しを
する

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

パーテー
ションの
開閉部分
の隙間も
狭く、子
どもが手
を入れて
しまうと
いうこと
まで想定
していな
かったこ
とで見守
りも不十
分だった

事故が発
生し得る
様々な内
容を想定
したうえ
で、それ
に対する
予防と使
用方法の
見直しを
図る

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

朝の自由
遊び中に
他児と一
緒にパー
テーショ
ン開閉部
分に手を
伸ばし遊
んでお

り、開閉
部分が動
く構造

だったた
め動かし
ている様

子

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室内
に職員が4
人いたが
登園児の
対応と検
温、他児
との関わ
りで本児
の見守り
ができて
いなく、
本児が泣
いたこと
で気が付
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

朝のおや
つの準備
で近くの
スペース
にいた

が、本児
の動きは
見ていな
かった。

―

パーテー
ション付近
に子どもが
いる際の見
守りの徹底

2246

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
5

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

87 6 14 14 19 18 16 0 21 16
17.５
歳

2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右手首骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

随時

1.基
準以
上配
置

保育室よ
り園庭ま
で移動を
伴う保育
時間に職
員体制が
１名で
あった

安全な移
動の見守
りも含め
職員２人
体制とす

る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

スロープ
の下りに
傘立てが
配置され
ており、
他の場所
より通り
にくさが
あったと
考えられ

る

子どもた
ちの動き
や導線を
妨げない
様、別場
所に移動

7.その
他

早く準備
を終えた
子どもた
ちが玄関
スロープ
で動き始
めていた

全員の準
備完了ま
で「待

機」があ
る場合

は、全員
が着座で
きる待機
場所（園
舎間の通
路）の確
保をする

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

登園の
際、保護
者からも
普段通り
健康であ
ることを
確認し預
かる。日
中も体
調、機

嫌、食欲
ともに良
く活動的
に友達と
遊ぶ

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭活動
へ移動す
るため下
肢装具着
用児童の
支度に

入ってい
た。本児
の泣き声
で転倒し
たことに
気づく

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

事故発生
時、各ク
ラスは保
育室内で
の活動中
であった
ため、玄
関には他
職員はい
なかった

通常は下
肢装具着
用児童を
先に対応
し待機場
所で全体
の見守り
に入って
いたが、
当日の状
況により
逆の対応
となって

いた

対応が通常
と異なる場
合はサポー
トを要請

し、安全に
見守る体制
を優先す

る。その場
を見守る複
数の職員体
制を整える

2247

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
10

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

18 2 2
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)
剥離骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

事故発生
について
の想定不

足

園内外に
おける危
険箇所の
確認と把
握の周知
万が一事
故が発生
した場合
の報告手
順の確認

等

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

100

今回はテ
ラスの床
材に問題
はなく、
周りに玩
具などが
ある危険
な状態で
もなかっ
たため、
ケガが予
測できて
いなかっ
た。

定期的に
園庭の清
掃を行

い、また
テラスの
床材の点
検も行っ
ていく。
また、戸
外遊び前
には、環
境整備を
行ってい
く。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

普段行っ
ている戸
外遊び、
準備運動
なども不
足してい
た。ま

た、痛み
を訴えた
あとも骨
折などを
想定でき
ず、早期
対応がで
きなかっ
た。

戸外遊び
の際、準
備運動な
どを行う
などし、
不慮の怪
我の予防
を図る。
危険な遊
びに発展
すること
を予測

し、十分
な声かけ
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

午後の戸
外遊び

中、普段
通り、テ
ラスでな
わとび遊
びをして
いた。転
倒など、
途中変

わった様
子はな

かったも
のの、な
わとび後
に足の痛
みを訴え
るが、す
ぐに走っ
て戸外遊
びを継続
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児のな
わとびを
する様子
を近くで
見守って
いた。痛
みを訴え
たときに
は、本児
に近づ

き、足を
触るなど
して様子
を確認し
たが、変
化が確認
できず、
その後本
児が普段
通り走っ
て遊びに
参加して
いたこと
で大丈夫
と判断し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

園庭には
いたもの
の、他児
の対応を
していて
本時の様
子を見て
いなかっ

た。

事故発生
後、本児
の下肢
（かか

と）の可
動域が狭
いとの診
断もあ

り、なわ
とびの

際、着地
に失敗し
たことで
骨に負担
がかかっ
てしまっ
たと予測
される。

戸外遊びの
際、職員配
置の声かけ
を徹底し、
見守りの徹
底を行う。

2248

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
10 6.午睡中

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

4 19 19
15.３
歳

1.男
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

右脛骨骨
幹部骨

折・右腓
骨骨幹部
骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

布団の上
を走り

回ってい
たことを
確認して
いたにも
かかわら
ず、注

意・指導
を怠って
いた。

保育士の
注意力を
養い、再
発防止に
つなげ
る。

事故発生
に際し、
報告・連
絡・相談
の手順を
確認し、
発生時に
は速やか
に連絡体
制を整え
られるよ
うに訓練
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

午睡前た
めの布団
が敷いて
あった。

午睡に際
し、子ど
もの行動
観察を充
実させ布
団を敷い
た場所で
は駆け回
らないよ
うに指導
する。

7.その
他

午睡前に
子供を落
ち着かせ
る環境を
考える。

午睡前の
保育指導
を考慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

友達と走
り回って
いること
があるの
で、注意
はしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

総合実習
をしてお
り、実習
生の行う
保育内容
を担任は
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

総合実習
であった
ため、実
習生の保
育に関し
て実習状
況を観察
してい
た。

―

部屋の中で
は、駆け回
らないよう
に保育活動
の中で指導
していく。
総合実習で
も、正職員
が実習生に
適切に指導

する。
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2249

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
11

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 2 22 5 4
14.２
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右小指基
節骨骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

事故発生
マニュア
ルのみな
ので、事
故予防マ
ニュアル
作成も検
討する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

295(毎
日）

―

小走りで
の転等の
ため、

ハード面
で改善策
はなし。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

自由あそ
びの仕方
について
再度検討
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

移動あそ
びを楽し
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

移動あそ
びをして
いたこと
は把握し
ていた

が、突然
目の前で
転倒した
ため手を
差しのべ
ることは
できな

かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

一人は荷
物整理

（カバン
からお便
り帳など

を出
す）、そ
の他の職
員は他児
とあそん
でいた。

子どもた
ちが十分
に楽しめ
るあそび
が提供さ
れていな
かった。

子どもたち
が座って

じっくり取
り組めるあ
そびを提供
し、一緒に
楽しむこ

と。

2250

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

16 2 2
18.６
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

右足関節
外果骨

折・右足
関節捻挫

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

無し

職員会議
において
事故の発
生状況・
再発予防
を全職員
が共有し
た。園児
同士の接
触による
事故であ
るので、
子どもた
ちの動線
を考え、
また、指
示による
子どもた
ちの動き
を予測し
監視をし
ていきま
す。ま

た、ふざ
け合いや
不注意等
で園児同
士がぶつ
かる事の
無いよう
日頃から
指導・注
意を行っ
ていきま
す

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

260 特に無し

ハード面
が事故原
因で無い
ので不要

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特に無し

環境面が
事故原因
で無いの
で不要

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

保育士の
指示に従
おうとし
たが、他
児と接触
した際に
足首をひ
ねった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

凧揚げ遊
びについ
ての注意
事項を説
明するた
めテラス
に座るよ
う指示を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の園児
を整列を
させてい

た。

特に無し

園児同士の
接触による
事故である
ので、子ど
もたちの動
線を考えま
た、指示に
よる子ども
たちの動き
を予測し監
視をしてい
きます。ま
た、ふざけ
合いや不注
意等で園児
同士がぶつ
かる事の無
いよう日頃
から指導・
注意を行っ
ていきま

す。

2251

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

28 14 14 2 2
16.４
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右橈尺骨
遠位端骨

折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

３～４
2.基
準配
置

通常保育
とは違っ
た体制

（異年齢
児合同）
時は特に
安全とゆ
とりを考
慮する

通常保育
とは違う
体制の時
は特に子
ども達を
落ち着か
せること
を配慮す
る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

毎日 ―

施設・設
備等にお
いては特
に改善点
はない。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

通常の保
育室では
なかった
ため、も
しかした
ら気持ち
が落ち着
かなかっ
たかもし
れない

子ども達
が落ち着
く時間帯
に行動す
るように
配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

保育士の
お手伝い
を喜び、
いつも通
りの動き
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の近
くにい

て、よく
見ていた
が、転ぶ
ことを想
定でき

ず、手を
差し伸べ
ることが
間に合わ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の男児
とおしゃ
べりしな
がら、本
児が歩い
ている側
にいた
が、あ
れっと

思ってい
る瞬間に
転んでし
まい、手
を差し伸
べること
ができな
かった。

子ども達
の遊びや
行動が落
ち着いて
から行動
させる。

気をつける
ように声掛
けをした

り、落ち着
く時間帯に
なるまで

待って行動
させる。

2252

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
1 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

101 12 12 19 17 22 19 18 18
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左肘上骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

園外保育
の計画日
程に無理
があった

子ども達
の動きの
実態を受
け取りな
がら、行
動・遊び
を進める

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

50
破損部分
を確認す

る

気がつい
たら主任
に報告

し、クラ
ス園全体
で確認

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

年齢に即
した遊び
方だった
かどうか

子どもた
ちの発達
年齢に

合ってい
るか、計
画の中で
深く考慮
する

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

帰りの時
間がきて
も、遊び
に夢中

で、そり
すべりを
やめな
かった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもた
ちのやり
たい気持
ちをく

み、2人で
すべると
ころを3人
ですべら
せた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

少し離れ
たところ
から、子
どもの様
子をみて

いた

保育士が
危険な遊
び方につ
いて、認
識が一致
していな
かった

3歳児として
どういう遊
び方が安全
か危険か担
任同士で事
前に話す

2253

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 0 1 5 1 3 3 0 4 4
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折 1.頭部

右目　目
頭奥の頭
蓋骨　骨

折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52

小屋の周
りの地面
がコンク
リートで
むき出し
である。

小屋の前
にマット
を敷い
た。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

夕方の時
間帯は保
育者が少
ない。見
守りが行
き届いて
いない。

夕方の時
間帯は保
育室で過
ごすよう
に改め
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

新年度始
め、１つ
大きなク
ラスに進
級してと
ても嬉し
そう。午
前も活発
に遊び、
１人屋根
の上に登
り「でき

る
よー！」
と喜んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

４歳女児
が元気が
ないため
対応して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

お迎えに
来られた
保護者へ
の対応を
していた
ため。

園児数の
少ない時
間帯では
あった

が、広範
囲に遊ん
でいたこ
とや、そ
れぞれが
個別の対
応をして
しまった
こと。

夕方の時間
帯は保育室
で過ごすよ
うに改め

た。

2254

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
8

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

17 5 5
14.２
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右上腕骨
通顆骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

　数

1.基
準以
上配
置

―

児童が落
ち着いた
行動をす
るよう保
育士が注
意深く見
守り・指
導するこ
とを再確
認した。

2.不定期
に実施

数
2.不定期
に実施

　数
2.不定期
に実施

数 ―

保育室内
に柔らか
いマット
を敷いて
いる。今
回の事故
はマット
がずれた
ことで生
じた事故
という訳
ではない
が、今

後、マッ
トが滑る
事が無い
様に対応
した。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

夕方の時
間帯で児
童が落ち
着いてい
ない状態
であっ
た。

小さいク
ラスの児
童に対し
て保育士
が手を繋
ぐなどの
対応をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

普段と変
わりな

かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

トイレへ
行く児童
に気が付
いていた
が、転倒
への注意
が足りな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

着替えや
片付けに
気を取ら
れ転倒児
童への注
意が向か
なかっ
た。

―

児童の誘導
の際にグ

ループに分
け、保育士
がグループ
の児童を注
視し、危険
に対する予
測行動でき
るように改

めた。
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2255

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 0 0 6 6 8 5 4 2
16.４
歳

2.女
児

　特になし
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

児童が手
をつない
で走って
いたた

め、受け
身が不十
分であっ
た可能
性。

職員研修
において
事故の要
因を共有
し、児童
へ走る際
には荷物
を持った
り、手を
つないだ
りして走
る危険性
を繰り返
して伝え
る。

1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

50
2.不定期
に実施

― 特になし

ハード面
での問題
は確認さ
れなかっ
たため、
現行の対
応を継続
する。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

随時、児
童が登所
してくる
ため、注
意をそが
れる可能
性があ
る。

これまで
以上に、
子どもた
ちの活動
に注意を
払って保
育をする
ことを職
員に周知
徹底する

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

朝から、2
歳児女児
を抱き上
げたり手
をつない
で園庭を
歩く姿が
見られた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

砂場に
て、他の2
歳児クラ
スの子ど
もたちと
ままごと
をしてい
たため、
対象児の
行動は認
識してい
たが、近
くにはい
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

滑り台や
ジャング
ルジム等
の固定遊
具で遊ぶ
子どもた
ちの傍に

いた

クラス担
任の不在

朝の時間帯
は、クラス
担任がいな
いことか

ら、登所し
た子ども全
員の動きを
朝対応職員
全員がしっ
かり確認

し、声をか
けていく。

2256

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
5 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

25 0 0 0 14 11 0 0 5 5
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左肘骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

職員配置
等を見直
し、子ど
もの観察
を怠らな
いように
する。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

園の施設
等ではな
いが他の
公園に

行った場
合も危険
はないか
見てから
遊んでい
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

他の団体
が多く、
周囲に気
をとられ
てしまっ
たため。

そのよう
な場所に
行くとき
には気を
付けるよ
うに注意
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

普段と変
わらない
様子で

あった。
特に興奮
をしてい
る様子は
ない。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児の間
に配置を
していま
したが、
支える余
裕はな

かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

担当職員
同様に園
児の間に
配置し

て、他の
子どもを
見てい
た。

他の団体
がいる中
で、集団
での行動
の難し
さ。

もう少し職
員の配置を
増やす。

2257

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

36 3 3
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顎骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

児童が密
集しやす
い状況で
あった。

園児の密
集状況を
回避する
ため、ク
ラスごと
に時間帯
をずら

し、混在
する状況
を作らな
い。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

児童が密
集してい
る状況か
ら、遊具
等の配置
が影響し
ていると
考えられ
る。

移動可能
な遊具に
ついて

は、園児
が駆け回
るエリア
には配置
せず、駆
け回れる
場所を確
保する。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

園児個々
の注意力
の把握不

足

活動力の
比較的高
い児童を
把握し、
その行動
エリアを
限定し、
衝突の可
能性を下
げると共
に、保育
士をより
園児に近
づけさ
せ、近

接・衝突
を防止す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

朝の視診
では異常
なし。保
育中も特
記すべき
ことはな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭に
て、園児
全体の状
況を把握
していた
ため、対
象児童か
ら距離が
離れてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

職員各々
の配置に
て対応し
ていたた
め、対象
児童を注
視するこ
とができ
なかっ
た。

衝突を防
ぐことが
できる距
離に職員
が配置さ
れていな
かった。

当該園児を
目視する職
員が常時複
数いるよう
職員間での
連携を行

う。

2258

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
2

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

130 4 22 23 29 28 24 25 20
18.６
歳

1.男
児

事故後、整
復治療を
行ったが、
適正な（後
遺症のな
い）治療の
行うため、
整復手術を
行った。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

僥骨・尺
骨の骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特記事項
なし

原因が自
らの転倒
である

が、遊び
と安全に
ついて、
子ども達
と話し合
い、注意
喚起す
る。ま

た、早い
動きをし
て遊んで
いる子ど
もには、
職員の注
意の目を
注ぐこと
が大事。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
遊具の安
全に問題
なし。

遊具周辺
にクッ

ション性
のマット
を敷くこ
とや飛び
超えられ
ない柵を
設置する
ことも考
えられる
が最善の
策ではな
いと思わ
れる。今
の所、子
どもに、
遊具周辺
での遊び
方の指導
を行う事
が良策で
ある。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特記事項
なし

広い園庭
である

が、安全
に遊ぶこ
とについ
て、子ど
も達と話
し合い、
注意喚起
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつもど
おりの様

子

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

とっさの
ことなの
で見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

とっさの
ことなの
で見てい
なかっ
た。

事故時の
職員配置
は適切で
あった

が、動き
の速い遊
びをして
いた子ど
もに、注
意の目が
誰も向け
ていな

かった。

動きの速い
遊びをして
いる子ども
や、注意が
必要な遊具
の近くで遊
んでいる場
合には、職
員の注意の
目が向けら
れるように

する。

2259

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
1

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

23 4 4
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕顆
上骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

子どもに
対する職
員数は十
分対応で
きる人数
だった。
事故予防
に関する
マニュア
ルがない
ため、

個々の対
応に左右
されてし
まう。

事故予防
のための
マニュア
ルの作成

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

290
1.定期的
に実施

290

遊具の安
全点検に
ついて確
認項目や
頻度が決
まってい
ない。

遊具の安
全点検に
ついて、
確認項目
や頻度を
明確にす
る。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

1～2歳児
クラスも
園庭で自
由遊びを
していた
ため、職
員、子ど
もとも人
数が多く
なってい
た。保育
士間で

は、注意
すべき遊
具や場所
等共通理
解してい
たが、具
体的な職
員の配置
や遊具の
使用につ
いては取
り決めが
なかっ
た。

具体的な
職員の配
置や遊具
の使用に
ついてマ
ニュアル
化する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

一人で犬
の遊具の
頭（高さ
１m程度）
に座って
いたがバ
ランスを
崩し落ち
てしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
の座る遊
具の側で
保育士1人
で、3人程
度の児童
に対応し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

砂場、複
合遊具

等、園庭
で他の児
童に対応
してい
た。

各々の保
育士が園
庭に設置
された遊
具に対す
るリスク
やハザー
ドの認識
はあった
が、統一
した使用
方法につ
いて取り
決めがな
かった。

遊具の正し
い使用方法
について、
職員間で共
通理解し、
児童に促し
ていく。
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2260

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

22 3 2
18.６
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左手第４
中節骨骨
折　左手
第５中節
骨骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

保育人数
は充足し
ている状
況であっ
たが、個
別の対応
が必要で
あった

個別の対
応が必要
な場合

は、その
対象児か
ら離れな
いように
する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
床には問
題無し

特に改善
点無し

7.その
他

外へ出る
身支度を
して、並
んで静か
に待って
いる状況
であった
が本児は
落ち着き
がなく一
人で床に
手をつい
て足を蹴
り上げて
しまっ
た。

本児が朝
から落ち
着きがな
いことを
保育士は
周知して
いた事か
ら、子ど
もから離
れない対
応が必要
であっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

朝から気
分の浮き
沈みが激
しく、他
の児童達
と同じ行
動ができ
ずにいた
為、１対
１で気持
ちを汲み
ながら対
応してい

た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら５ｍ離
れた所で
対象児を
見ながら
引き継ぎ
をしてい

た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

おやつの
配膳をし
ながら、
子ども達
全体を見
ていた

対象児か
ら目を離
さずにい
たが、延
長職員へ
の引き継
ぎの為対
象児から
少し離れ
てしまっ

た

本児は朝か
ら気分の浮
き沈みが激
しく、午睡
もできてい
ない状態

だったこと
から、今後
はこのよう
な子どもの
傍から離れ
ないように

する

2261

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

11 1 1
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

創傷・歯
牙破折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

けがをし
た際の連
絡や処置
の役割分
担の確認
が不足し
ていた。

保育前に
役割分担
を必ず確
認するこ
と。　屋
上遊びの
際は複数
名で保育
ができる
ように配
置を見直
すことと
する。

1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240

屋上の事
故の可能
性を予見
すること
が不足し

た

固定遊具
を含めた
遊ばせ方
のルール
の徹底す
る。　安
全点検責
任者を副
園長と

し、屋上
の状況を
保育前に
チェック
リストに
て確認す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

怪我をし
た際の園
長への報
告の仕

方、担任
は瞬間を
目撃して
いないの
にも関わ
らず、周
りの子ど
もたちの
反応から
本児が遊
具から落
ちたと報
告した。

月齢に
あった遊
びの提

供、屋上
園庭の用
い方の検

討

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

子ども一
人ひとり
の特性を
理解すべ

き

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

今回は非
常扉の方
を向いて
いて、事
故の瞬間
は遊具を
背にして
いた。職
員の立ち
位置の問
題屋上で
走る場合
の方向を
きちんと
伝える

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

担当職員
のみ

遊びの内
容、時間
の適切さ

屋上遊びの
際は複数名
で保育がで
きるように
配置し、遊
具に職員が
つき見守る
事ができる
ようにす

る。

2262

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

20 1 1
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
牙亜脱

臼・上唇
裂傷

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

どの年齢
でも起こ
りうる状
況なの

で、職員
間で、当
時の状況
について
共有し、
他クラス
でも転倒
に注意し
て保育を
行ってい
る。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12

床清掃で
のワック
スと空気
の乾燥

で、滑り
やすく

なってい
た可能性
がある。

清掃業者
に使用し
ている

ワックス
材につい
て検討を
した。空
気が乾燥
している
ときに

は、雑巾
がけをす
る。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

空気が乾
燥する季
節であ

り、床が
滑りやす
くなって
いた。当
時、本児
はマット
の上で上
履きを脱
いでまま
ごとをし
ており、
靴下のま
ま室内を
歩いてい
た。

子どもの
動線を考
慮し、上
履き入れ
の位置や
遊びの環
境を整え
ていく。
空気が乾
燥してい
るとき

は、雑巾
がけをす
る。靴下
のままで
歩くと転
倒しやす
いことを
子どもた
ちにも伝
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

マットの
敷かれた
ままごと
コーナー
で、上履
きを脱

ぎ、靴下
を履いた
状態で遊
んでい

た。鼻を
かもう

と、靴下
のまま室
内を歩
き、

ティッ
シュを取
りに行こ
うとし

て、転倒
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊び始め
はままご
とコー

ナー付近
にいた

が、朝登
園してき
た児の受
け入れを
するため
に、その
場を離れ
てしま

い、靴下
のまま室
内を歩く
ことに対
して、す
ぐに声を
かけた

り、手を
差し伸べ
る等の対
応ができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

当時の時
間帯は、
担任１名
が保育を
してお

り、他職
員はいな
かった。

受託時間
と重な

り、子ど
もの受け
入れをし
ながら保
育をして
いた。

全体が見え
る位置に立
ち、子ども
の動きに目
を配りなが
ら、保育や
受け入れを
していく。
靴下のまま
歩くと転倒
しやすいこ
とを予測

し、目配り
をしながら
すぐに声を
かけて上履
きを履くよ
うに伝え

る。子ども
たちにも靴
下だと転倒
しやすいこ
とや、床が
滑りやすく
なっている
ことを伝

え、子ども
たち自身で
も意識して
怪我を防止
できるよう
にしてい

く。

2263

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
1 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

24 16 5 3 3 3
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

引率保育
士が3名。
3歳児16
名、4・5
歳児8名計
24名。保
育士2名が
遊具で遊
んでいた
子どもた
ちを見て
いた。他1
名が広場
で遊んで
いる子ど
もを見て
いた。

広い場所
で遊ぶ場
合は、場
所を限定
して子ど
もたちの
動きが把
握出来る
ようにす
る。

2.不定期
に実施

― ― ― ― ―

広い場所
で、子ど
もたちが
自由に凧
あげをし
て遊んで
いた。
手が塞

がってい
る状態で
走行する
危険性の
認識があ
まかっ
た。

遊ぶ場所
を決め、
保育士が
子どもの
動きを把
握できる
ようにす
る。手が
塞がって
いる時に
は走らな
いという
ことを、
日頃から
伝えてい
く。凧あ
げなど手
が塞がっ
ている遊
びを行う
際、転び
そうに

なった時
は、凧を
離してで
も手がつ
けるよう
に伝えて
いく。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

転倒した
時の受け
身が、本
児自身で
上手く取
ることが
出来な

かった。

遊びの中
で、体幹
を鍛えた
り、自分
の体の使
い方を知
らせてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

ほとんど
の子が凧
あげをや
めて遊具
で遊んで
いる中、
当該児と
他児の二
人は引き
続き凧あ
げを楽し
んでい

た。当該
児が先を
走ってい
て、他児
が後ろを
ついて

いってい
た。段差
も何もな
い所で、
当該児が
転倒す
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒した
当該児の
側に行

き、声を
かけ、腕
の様子を
見る。も
う一人保
育士Bを呼

ぶ。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊具の方
にいた子
どもたち
を見てい
たが、保
育士Aに呼
ばれ、当
該児の側
に行き、
声を掛け
腕の様子
を見る。

広い場所
に、保育
士1名で
子どもを
見てい

た。他２
名は遊具
で遊んで
いる子ど
もを見て
いた。

遊びを分散
させずに遊
ぶ場所を限
定し、複数
の保育士

で、子ども
の動きを把
握できるよ
うにする。

52 / 255 



2264

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

17 2 2
15.３
歳

2.女
児

なし
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

アスレ
チックの
使い方、
保育士の
立ち位置
を確認。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

遊具の隙
間が２３
㎝と園児
にとって
広かっ
た。

保育者の
立ち位置
を確認。
巧技台な
どによる
運動を積
み重ねバ
ランス感
覚を養

い、事故
から身を
守る力を
つける。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

アスレ
チックの
周囲に残
雪があ

り、靴の
裏に雪が
ついて滑
りやすく
なってい
た可能性
がある。

雪がなく
なるまで
（アスレ
チック周
囲の地面
が乾燥す
るまで）
アスレ

チックは
使用しな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

身体を動
かすこと
が好きで
活発。遊
具、砂遊
びが好
き。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任２人
が両側に
つき見

守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他児の見
守りをし
ていた

（アスレ
チックか
ら降りよ
うとして
いる園児
の見守り
に集中し

てい
た）。

当日初体
験する遊
具だっ

た。園児
2名がア
スレチッ
クに登

り、園児
1人に一
人の保育
士で見守
りしてい
たが、中
央に登っ
てきた本
児の動き
を見落と
した。

アスレチッ
クの頂上に
登るのは、
見守れる保
育士一人に
対して園児
一人とす

る。

2265

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 0 5 7 6 5 9 4 4
15.３
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

上唇小帯
切創

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―
外部研修
に積極的
に参加

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

― ―

手足洗い
場に必ず
人員を配
置し、転
倒予防の
対応を徹
底してい
く。園庭
や公園の
危険場所
の把握・
共有。玩
具も定期
的に点検

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

人数が多
い時の園
庭の使い
方の再度
確認（他
クラスと
も）鬼

ごっこな
どは乳児
が入室し
てから、
もしくは
小学校の
園庭を活
用してい

く

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

園庭で追
いかけっ
こをす

る。事故
直前にも
他の職員
から夕方
の園庭の
使い方で
注意を受
けたが、
その後も
走り始め

る

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

砂場で乳
児とかか
わりなが
ら、全体
の状況を
見ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

すべり
台・中

央・砂場
など、そ
れぞれが
分かれ、
子どもた
ちとかか
わりなが
ら全体を
把握して

いく

―

人数が多い
時の園庭の
使い方の再
度確認（他
クラスと

も）鬼ごっ
こなどは乳
児が入室し
てから、も
しくは小学
校の園庭を
活用してい

く

2266

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
2

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

14 2 4 1 4 3 3 3
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右前腕
部、橈骨
と尺骨の
骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

通常は、
片づけて
ある鉄棒
が園庭に
出ていた
ことに違
和感を感
じず、そ
のままに
してし

まった。

①園庭
チェック
をする際
（朝、早
番）、ど
の様な状
態が整っ
ている状
態か、再
確認をし
全職員に
周知徹底
する。

②保育に
関するこ
とは、保
育士が準
備する。
（バスの
運転手が
良かれと
思って園
庭に出し
てい

た。）
③土曜保
育の場合
も職員の
立ち位置
を明確に
し、安全
確保をす
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日

移動式鉄
棒なの

で、使用
しない時
は片付け
ておくこ
とを徹底
する。

鉄棒を片
付けて置
く場所の
再確認と
全職員へ
の周知徹
底。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

年齢が1歳
児から5歳
児までの
保育だっ
たので、
全て合同
ではな
く、1歳

児・2歳児
とは保育
を分ける
ことも選
択肢とし
てはあっ
た。

状況を考
えなが

ら、土曜
保育担当
保育士5人
で確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

砂場で
「ブラン
コ出来る
様になっ
たんだ」
と対象児
が保育士
に話した
とき、ブ
ランコ＝
鉄棒に結
びつかな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
鉄棒に向
かったと
き、保育
士は歩い
て鉄棒に
向かった
為、落下
時、傍に
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

1歳児・2
歳児も砂
場に一緒
にいたの
で、そち
らに気を
取られて
いた。

その時に
その場に
いた3人
の保育士
の役割分
担が出来
ていな

かった。

職員の立ち
位置の確認
後、周知徹
底。子ども
の興味が向
いた方にす
ぐ対応す

る。

2267

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

4 4 4
14.２
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右手首橈
骨骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

「保育実
習生に対
する安全
指導」の
内容の見
直し

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

児童や職
員は活動
しやすい
ような設
備となっ
ており、
特別な場
合に対応
できるよ
うに設備
を変更す
るのは適
当でない
と考え
る。

7.その
他

本児が衣
服を濡ら
してしま
い、あわ
てて着替
えさせよ
うとして
しまっ
た。

・安全マ
ニュアル
の徹底

・保育者
同士の動
作の確認
・子ども
の動きの
確認

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

着替えを
させても
らう保育
者につい
ていっ
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態

（対象
児に接
してい
た）

すぐ後ろ
にいるこ
とに気が
付いてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の園児
の靴を脱
がしてい
たりし
た。

新卒職員
の為基本
的な動作
が見につ
いていな
かった。

・安全マ
ニュアルの
徹底　・保
育者同士の
動作の確認
・子どもの
動きの確認

2268

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

2 2 2
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

戸外活動
中の職員
配置の検
討。遊具
の使用方
法の徹
底。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

遊具の不
備ではな
く、安全
配慮の問
題である
と考えて
いる。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

保育者は
各々必要
な所につ
く。鬼

ごっこを
しながら
滑り台を
滑ったた
め、一度
声掛けを
する。

（危険な
のでやめ
るよう
に）

声をかけ
るだけで
なく、側
につくの
はもちろ
んのこ

と、同じ
ことをす
るかもし
れないと
予測し、
少しでも
見放さな
いように
する。

又、遊び
方の指

導・確認
を徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

鬼ごっこ
で捕まら
ないよう
に、遊具
を使っ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一度声掛
けをする
が、次の
活動の話
をし、見
放してし
まった際
に事故が
起きた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

次の活動
の話を他
の保育者
としてい

た。

話をしな
がらも子
どもたち
の様子を
把握しな
ければな
らなかっ

た。

片付けの時
間や次の活
動につい

て、事前に
話し合う。

53 / 255 



2269

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

9 1 1
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

 右第３中
足骨骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

当該園児
の様子か
ら、担任
の判断で
は報告が
必要とい
う認識に
至らな

かったた
め、園

長、他職
員は本件
につい

て、把握
していな
かった。
このた

め、当該
園児の観
察や保護
者からの
聞き取り
等、細や
かな対応
ができて
いなかっ
た。

 今回の事
故を再度
検証し、
原因と再
発防止策
を全職員
で共有

し、危機
管理意識
を高める
ととも

に、必要
に応じ

て、検証
結果をマ
ニュアル
に反映さ
せる。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

使用して
いる保育
用品の劣
化や用途
に問題な
いか等、
園児が使
用するも
のは、使
用頻度の
多少にか
かわら

ず、使用
前に安全
確認を行
う。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

  翌日、
発表会の
練習日

だったた
め、室内
のテーブ
ル等が搬
出され、
テラスに
置かれて
いた。通
常とは異
なる環境
の中での
活動だっ
た。.

予定して
いる園児
の活動内
容も踏ま
えなが

ら、環境
を予め点
検したう
えで、活
動を実施
すること
を徹底す
る。
　

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

テラスに
て、本児
と友だち
２人で大
型ブロッ
クで遊ん
でいた。
保護者の
迎えが来
たので、
大型ブ

ロックを
倉庫の棚
の箱の中
に片付け
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の保
護者が迎
えに来た
ため、当
該園児と
一緒にブ
ロックの
片付けを
手伝って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

　その
他、幼児
クラスの
子どもた
ちが園庭
から室内
に移動す
るよう保
育してい

た。

―

  片付けを
行いながら
も、常に園
児の動きや
周りの環境
を把握して

いく。

2270

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

26 2 2
18.６
歳

1.男
児

体重増加が
著しく、過

食傾向

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

本児の体
重を腕

で、支え
きれな

かった。

保護者と
の連携の
もと、体
重増加を
抑える。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
特記事項
なし

特記事項
なし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特記事項
なし

特記事項
なし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

本児が自
分で進ん
で、本遊
具での遊
びをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士1名
が本児か
ら１０

メートル
ほど離れ
た場所か
ら、５歳
児クラス
全体が園
庭遊びす
る様子を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

当日は室
内で保護
者説明会
を実施し
ていたた
め、園庭
では保育
士1名で見
守ってい

た。

特記事項
なし

特記事項な
し

2271

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

24 3 3
17.５
歳

1.男
児

特記なし
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

上BAA 外
傷性亜脱
臼　右側
上口唇裂

傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

本児は鬼
役で、狙
いを絞っ
た1人を追
いかけて
走ってい
たので、
周囲が見
えていな
かった。
また、衝
突した相
手も走っ
ていたの
で急に止
まる事が
出来な

かった。

子どもが
危険に気
がつける
ような視
界がひら
けた場所
での鬼

ごっこの
実施や、
咄嗟の危
険回避能
力等につ
ながるよ
うな子ど
もたちの
身体作り
を重視し
ていく。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

遊具があ
る一部の
エリアで
集団遊び
を展開し
ていたの
で、視覚
的に全体
の把握が
しにく

かったこ
とは反省
点であっ
た。

見通しの
よいエリ
アを利用
していく
と共に保
育者が声
をかけ合
い全体把
握をして
いく。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特記なし

安全に周
囲が見通
せるエリ
アを集団
遊びに利
用するよ
う工夫す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

   本児は
鬼役でと
てもはり
きり、友
達に狙い
を定めて
捕まえよ
うと楽し
そうに

走ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊びに
入ってい
たので1人
は氷って
おり、も
う１人は
本児の見
える場所
で逃げな
がら子ど
もの様子
を見てい
た。氷っ
て止まっ
た職員の
場所から
は、死角
の場所で
の出来事
であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

園庭にで
ていた3人
目の職員
は、配慮
が必要な
児童に1対
１でつい
ていた。

特記なし

園庭には木
や遊具があ
り一部死角
があるが、
遊びの中で
の大人の立
ち位置を見
直す必要が

ある。

2272

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

19 4 4
15.３
歳

1.男
児

事故発生前
日に保護者
と公園で遊
んでいる際
に自転車に
乗って転倒
した。転倒
時に鼻の下
を擦りむい
たことや手
をついてい
たという事
実を保護者
から聴取し
た。骨折と
の因果関係
は不明であ

る。
保育園では
明らかな外
傷を認めて
おらず、発
生日時が不
明である。
疼痛が出現
した時点の
発生状況を
事故発生の
状況として

記す。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右手第5基
節骨遠位
端骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

事故発生
前日に児
が自転車
で転倒し
ているこ
とを知ら
なかっ
た。

疼痛を訴
えた時点
で本児が
打った、
ぶつかっ
た、など
を否定し
ており、
痛みの原
因や要因
がなかっ
たため外
傷を打撲
だろうと
判断して
しまっ
た。

他覚症状
に乏しい
所見で
あって

も、身体
の苦痛を
訴える児
に対して
の様子観
察を担任
保育士の
みで行わ
ない。

急な受診
を要さな
いと判断
したとし
ても、児
が苦痛を
訴える際
は保護者
へ連絡し
状況説明
を行う。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

260 ―

遊具周囲
の危険箇
所を把握
し、保育
者で共有
する。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

活動前に
体調も含
め外遊び
が出来る
状態か確
認してい
く。

子どもの
遊びの内
容を全職
員が把握
する。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

疼痛訴え
時のみ元
気がな

かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもの
様子を見
て、何度
か声を掛
けながら
見守る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見
ながら、
子どもが
安全に遊
べる様に
声を掛け
あう。

その後の
様子は普
段通りで
あった。

それぞれの
保育士が園
児の配置を
監督し、見
守り下で活
動できるよ
うにする。
保育士の見
守り範囲を
外に出る前
に明確にす
る。痛みを
訴える児に
対しては一
度みても

らったら、
再度看護師
に見てもら

う。

54 / 255 



2273

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

23 3 3
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
牙亜脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

特記事項
なし

３歳児ク
ラスで子
ども達の
動きは活
発である
が、３人
の担当が
いた中で
場面の瞬
間を把握
出来な

かった事
は反省で
ある。担
当同士の
連携や立
ち位置を
振り返

り、子ど
もたちを
安全に見
守れるよ
うにマ

ニュアル
をもとに
再発防止
に努めた
い。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

今回の事
故は、

ハード面
の要因は
ないと考
える。

特記事項
なし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特記事項
なし

準備作業
をする瞬
間は手元
に目線が
行くの

で、作業
をする際
は他の担
当に必ず
声をかけ
視野を広
くもって
もらう等
の配慮を
すべきで
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

特にいつ
もと変

わった様
子はな
し。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一番近く
にいた担
当職員は
水分補給
の準備作
業を行

なってい
た。作業
すること
により手
元に目線
が行き子
どもたち
から目が
離れる時
間がある
ので、作
業する際
は他の２
人の担当
職員に声
をかけ見
守る範囲
のカバー
をしても
らう等配
慮が必要
であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の担当
の一人は
現場から
離れた場
所から追
いかけっ
こをして
いる様子
は見てい
たが怪我
につなが
る場面と
は感じな
かった。

特記事項
なし

子どもは思
いがけない
動きをする
ということ
を念頭に置
き、追いか
けっこする
場合は場所
の設定に注
意する。ま
た危険察知
できるよう
な大人の立
ち位置、見
守る視野を
広く持てる
ように職員
同士の連携
をとる。

2274

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

21 10 11 3 2
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)
左脛骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

危険予測
や危機管
理の認識
の甘さ。
職員研修
を行う前
に園内

（園庭）
での活動
を行っ
た。

職員間に
よる連

携、危険
予測、危
機管理の
周知徹底
園児の行
動傾向の
把握、観
察、共有

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

園児の遊
具に対す
る扱い方
の指導の
徹底

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

年度初日
だった

為、活動
内容を含
め、細心
の配慮が
必要で

あった。
その日の
園児の気
持ちの盛
り上がり
等細部へ
の観察が
甘かっ
た。

園児の遊
具に対す
る扱い方
の指導の
徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

特別興奮
している
様子もな
く、いつ
も通りの
テンショ
ンであっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が1
度目に飛
んで掴ま
る遊びを
している
最中に注
意をする
が、2度目
を行い落
ちてしま
う。その
際に手を
差し伸べ
ることが
できな

かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他児の遊
びを見

守ってい
た。

支援児の
補助を

行ってい
た。

本児に関
わる職員
の認識の
甘さ。

発生現場
の職員が
園児の全
体把握が
できてい
なかっ
た。

職員の立ち
位置の徹底
咄嗟の判断
力、行動力
の訓練・向

上

2275

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

23 5 4
15.３
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左足頚骨
骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

―

重大な事
故が起

こった際
には職員
会議を開
催し、状
況把握と
改善策の
確認を早
急に

行なう。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

１回/週 ―

施設・遊
具・玩具
の定期的
な点検を
引き続き
確実に行
なう。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

引き続き
複数の保
育士で対
応すると
共に、園
児の動き
を見落と
さないよ
うよう連
携をはか
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

入園２日
目という
ことか

ら、開放
感のある
園庭で比
較的静か
な活動

（虫さが
し）を行
なった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

少し離れ
たところ
で他児の
対応をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

園庭の別
のスペー
スで他の
遊びの対
応をして
いた。

入園２日
目という
ことで、
当該児の
特性（身
体操作な
ど）を担
任が把握
し切れて
いなかっ

た。

事故発生
時、当該児
の状況を担
任が把握し
ていなかっ
た状況を反
省し、複数

の
保育士がそ
れぞれの立
ち位置を確
認し、子ど
もの動きの
見落としを
しないよう
にする。

2276

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

27 12 15 3 2
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

上前歯２
本（AA）
の外傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

怪我や事
故に対す
る予測が
不十分で
あった

公園ごと
のリスク
や約束事
を記載し
た「散歩
先ヒヤリ
マップ」
の作成を
行う

近隣の遊
歩道のた

め

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

遊歩道と
いう使用
目的の場
所で、公
園として
遊ぶには
整ってい
ない環境
であっ

た。「自
然物に触
れる」

「走り回
る」とい
う遊びが
狭い空間
の中で同
時に行わ
れていた
ため他児
と接触し
やすい状
況になっ
ていた。

4，5歳児
が遊ぶに
は広さ・
環境的に
難しさも
あるの

で、遊び
の内容や
約束事・
遊び方の
工夫など
配慮して
いく必要
がある。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

遊歩道に
着いて、
他児との
遊びに入
りきれず
保育士に
抱っこを
求める。
ずっと

抱っこは
できない
というこ
とで下に
降りて走
るが、友
だちとぶ
つかり転
ぶ。おに
ごっこに
集中しき
れず、周
りが見え
なくなっ
ていたこ
とも考え
られる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

転んだの
を見てい
たが、離
れた距離
にいたた
め、転倒
を防ぐこ
とが難し
かった。
走り回る
子ども達
には、速
度制限を
するよう
に働きか
けてい

た。また
他児との
接触に気
をつける
ように注
意を促し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の職員2
名は、子
どもが遊
ぶ範囲全
体が見ら
れるよう
に、それ
ぞれの視
点から見
ていた。

保育士の
周りに子
どもが集
まってい
て動きが
重なりや
すかっ

た。遊び
場所が変
更になっ
て移動

し、やっ
と遊べる
という思
いから行
動範囲が
広がって
しまっ
た。

「動」の遊
びの保育士
にくっつい
ていたが、
子どもが不
安な時には
「静」の遊
びの保育士
に協力を求
め見てもら
うようにす
る。他職員
も周りの保
育士を気に
掛け、助け
るような声
掛けをす

る。

2277

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

29 14 15 4 2
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左顆上骨
折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

職員の事
故や怪我
に対する
意識や危
機管理に
対する考
えが甘

かった。

検証会議
を行い、
今回の事
故の要

因・問題
点を洗い
出す。今
後とも事
故防止研
修の定期
実施、ヒ
ヤリハッ
ト事例の
検証を徹
底し、事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

随時
1.定期的
に実施

随時
1.定期的
に実施

随時

太鼓橋下
に敷いて
あるクッ
ション材
が少し硬
めであっ
た。

太鼓橋下
にクッ

ション性
のある人
工芝を敷
くことに
した。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

広い範囲
で、遊び
が分散し
ていた。
子どもに
注意すべ
きことを
徹底して
いなかっ
た。太鼓
橋をゴー
ルに見立
てて遊ば
せてし

まった。

しっかり
注意を促
す、注意
されたこ
とを聞き
入れると
いう関係
をしっか
り作る。
固定遊具
を見立て
て遊びに
取り入れ
ない。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

サッカー
でゴール
キーパー
をしてい
たが、出
番が少な
かったた
め、太鼓
橋で遊び
出してし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児に対
して、背
を向け

て、サッ
カーをし
ていたの
で、太鼓
橋から落
下したこ
とに気付
けなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

砂場や
プール近
くで、他
児と関

わってい
たため、
本児の姿
は見てい
たが、す
ぐに駆け
つけられ
なかっ
た。

事前に
使って良
い遊具や
遊び方・
ルールを
しっかり
伝えてい
なかっ
た。

常に子ども
の動きを把
握し、起こ
るかもしれ
ないと予測
しながら、
保育するよ
う、全職員
で声を掛け
合う。立ち
位置を確認
し、連携を
密にする。
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2278

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

4.3歳児ク
ラス

18 3 2
15.３
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創

等）

2.顔面(口
腔内含む)

頭部外傷
（右眼瞼
上部）

1.遊具
等から
の転

落・落
下

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

年度当初
で職員も
子どもの
動きを把
握しきれ
ていな

かった。

危機対応
について
のマニュ
アルを整
備し、事
故対策や
危険予測
等につい
て職員教
育を行う
ととも

に、遊び
方につい
ても話し
合いを重
ねてい

く。また
危険個所
の改善や
危険予測
等につい
て職員間
で話し合
いを行

い、書面
等で情報
共有を行
うことと
する。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―

滑り台の
階段が急
すぎ3歳児
には無理
があり安
全に対す
る配慮が
足りな

かった。

園外保育
では、年
齢にあっ
た遊具や
安全に遊
びのでき
る公園を
利用す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

3つのグ
ループに
分かれて
遊ぶこと
になった
ため、1人
で滑り台
をみるこ
とになっ
てしまっ
た。

滑り台等
の大型遊
具には職
員が最低2
人はつく
よう配置
する。つ
けられな
い時は遊
びのグ

ループを
分けない
等配慮を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつもと
変わらぬ
動きだっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

階段と滑
り台の両
方をみる
ため上り
口と滑る
所の中間
点に立っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子どもと
追いか

けっこを
していた
職員が階
段の後ろ
側からず
り落ちる
のが見え
た為、大
きな声を
出したが
間に合わ
なかっ
た。

新任職員
が当該遊
具で遊ぶ
グループ
を見てい
たが、園
児たちの
行動を十
分に把握
できてい
なかっ
た。

4月当初は職
員も慣れて
いないこと
や園児たち
の行動も十
分把握でき
ないことも
あり、園外
保育につい
ては、普段
より多くの
職員を配置
するなど、
安全に十分
配慮した保
育を行う。

2279

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

22 2 1
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左手首橈
骨骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

―

事故予防
マニュア
ルに基づ
き、柔

軟・臨機
応変に対
応する力
を身に付
け予防に
努める。
ヒヤリ

ハットを
記入し、
職員間で
情報を共
有し、毎
回事例を
振り返

り、再発
予防につ
いてみん
なで考え
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

定期的に
子どもが
遊ぶ場所
の点検を
する。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

子ども達
の危機管
理につい
て教育

し、繰り
返し伝え
ていく。
転びそう
になった
ら手を出
して自分
の体を守
れるよう
に、転び
方や危険
からの身
のかわし
方などを
知らせた
り、全身
運動で体
を鍛え丈
夫な体作
りをして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

遊歩道
で、

「よー
い、ど

ん」の掛
け声に合
わせ友達
と手を放
して走り
出そうと
した際

に、足が
もつれて
転倒。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

広くまっ
すぐな道
だったた
め、

「よー
い、ど

ん」と声
をかけ、
一斉に走
ることを
うながし
た。走り
だそうと
してすぐ
に転倒す
る姿を確
認し、、
他の職員
に声をか
け他児の
保育をお
願いし、
担当はけ
がの症状
確認など
の対応を
行った

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当がケ
ガへの対
応をして
いる間、,
危険のな
いように
走ってい
る子ども
たちを集
め待機。

―

子ども達か
ら常に目を
離さず見守
る。職員の
安全管理能
力を高めて

いく。

2280

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

55 0 0 0 20 19 16 0 6 6
17.５
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

―

5歳児の身
体的な発
達を確認
し、その
子どもの
運動力に
合わせた
指導を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

うんてい
を使用す
る際は握
り棒の状
態を確認
し、下に
マットを
敷くこと
でより安
全に活動
できるよ
うにし
た。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

子どもの
運動力等
の情報に
ついても
職員間で
共有し、
より安全
に遊べる
方法を検
討した。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつもの
ように元
気に過ご
し、やり
たい気持
ちをを前
面に出し
て遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児に対
し、体を
支えた方
が良いか
等の声か
けをしな
がら、す
ぐ横で見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

それぞれ
担当する
クラスの
子どもの
見守りを
してい
た。

―

うんていが
できるよう
になった子
どもであっ
ても、常に
危険がある
ことを考

え、子ども
が安全に遊
べるよう十
分に注意し
て見守りを

する。

2281

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

51 0 0 0 17 17 17 6 6
17.５
歳

2.女
児

なし
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左肘外顆
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

職員が遊
具の遊び
方やルー
ルに対し
て、慣れ
から危険
認識が薄
れてし

まってい
た。

公園や遊
具の危険
箇所を把
握し、職
員が共有
する。危
険に対す
る意識を
高めてい
く。

子ども達
の年齢に
合った遊
び方であ
るか、そ
れが事故
に繋がる
かどうか
を職員一
人一人が
あらゆる
危険性を
考える力
が薄かっ
た。

子ども達
の年齢に
合った遊
び方であ
るか、そ
れが事故
に繋がる
かどうか
を職員一
人一人が
あらゆる
危険性を
考える力
を内部研
修や保育
士同士の
声掛けで
身に着け
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

滑り台の
形態が、
富士山型
のコンク
リート製
で高さは
ないが急
勾配であ
り、滑り
降りる際
に速度が
付くた

め、注意
が必要

だった。

戸外活動
中に必要
職員を配
置。子ど
もの動き
に合わせ
た配慮、
声掛けを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

友達と手
を繋ぎ

滑ったと
ころ、楽
しかった
ため、再
度滑って
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児たち
が滑り降
りてきた
ところを
近くで見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

公園内の
危険個所
にそれぞ
れ職員が
分かれ配
置してい
たため、
見ていな
かった。

手を繋い
で滑る危
険性を園
児が理解
していな
いこと

と、保育
士は声掛
けはした
が、重大
な事故に
繋がると
いう危機
管理が薄
かった。

公園での遊
び方、危険
性を園児が
理解する。
危険予測が
出来る様、
保育士の危
機管理意識
を高める。
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2282

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

2.1歳児ク
ラス

14 4 3
13.１
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

舌裂傷

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

散歩マ
ニュアル
の中に、
バギー内
での事故
予測等を
記載

子どもが
握るバー
に、クッ
ション材
を付ける

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

1歳児高月
齢の歩け
る子ども
達までバ
ギーに乗
せたこと
で、バ

ギー内で
遊び始め
てしまう
姿がみら
れた

発達、子
どもの姿
に合わ

せ、誰を
どのバ

ギーにの
せるべき
かの判断
をリー

ダー保育
士が指示
を出し、
共通認識
のもと帰
園する

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

バギー内
で、他児
が立った
り座った
りを繰り
返してい
るのをみ
て、楽し
くなって
しまい同
じ事をし
ようと手
すりにつ
かまり、
立ったり
座ったり
を始めて
しまった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

バギー内
に乗って
いる1歳児
5名のう

ち、1名は
座り込ん
でいた。
もう1名は
立ったり
座ったり
を繰り返
していた
ためそち
らに手を
貸し、声
をかけて
いた為、
対象児の
動きが見
えていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

それぞれ
が担当児
と手を繋
ぎ前を歩
いていた
り、それ
ぞれのバ
ギーを押
していた
為、一番
最後のバ
ギーに

乗ってい
た対象児
の様子は
見れてい
なかっ
た。

職員間の
連携不足
により、
バギー内
の様子が
前方の

リーダー
職員が把
握できて
おらず、
全体への
声かけが
出来てい
なかっ
た。

職員の配置
上、リー

ダー保育士
が先頭、最
後尾にも全
体を把握で
きる保育士
を置くよう
にする。

2283

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

3.2歳児ク
ラス

10 2 2
14.２
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

危険の予
測が足り
なかっ
た。

再度散歩
への行き
方、行き
先を確認
し、子ど
もたちの
状態を把
握し年齢
に適した
散歩先を
選ぶ。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

毎日 ―

年齢や発
達に適し
た遊具で
あるか確
認してい
く。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

砂場の中
の遊具の
高さの確
認不足。

天候や体
調等に配
慮しその
日の活動
を考えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

普段から
水、砂に
深い興味
があっ

た。当日
は水たま
りがあり
その中に
入って遊
んでい

た、濡れ
た靴のま
ま遊具に
登ってし
まい滑っ
て落下し
たと考え
られる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

砂場と回
転遊具の
間で対象
児と五人
の子ども
を見てい
た。回転
遊具の方
を見てい
た瞬間、
対象児が
砂場の遊
具から落
下した。
落下した
児の所へ
すぐに行
き、両腕
が上がる
か確認し
た。右腕
が半分ま
で上がら
なく、酷
く泣いて
いたの

で、その
状況を伝
える為に
看護師に
電話をし
状況を説
明する。
病院に連
れていく

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

アスレ
チック遊
具に四名
の子ども
が遊んで
おり、そ
ちらの方
を見てい

た。

普段から
室内でも
棚に登っ
たり走っ
たり跳ね
たりする
姿があ

る。遊び
に没頭し
まわりの
状況に意
識が向き
にくい。

よく動き回
るので常に
どこで何を
しているの
か、周りに
危険が無い
か、その先
の事故の予
測をして本
児に声を掛
けたり、大
人同士でも
誰かが近く
で見守れる
ように声を
掛け合って
連携を取っ
ていく。

2284

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
2

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

7 1 1
16.４
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

下顎右側
乳側歯の
外傷によ
る歯冠歯
根破折

下顎右側
乳中切

歯・乳犬
歯、下顎
左側乳中
切歯の外
傷による
亜脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

特になし

職員配置
に問題は
なかった
が人の動
きがある
時間帯な
ので職員
同士声を
掛け合う
ように改
善する。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

どの職員
からも見
えるよう
な位置で
園児の遊
ぶ環境を
設定す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特になし

こどもが
落ち着い
て遊べる
コーナー
作りが充
実できる
ように改
善する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

机上遊び
を同じ学
齢の児童
を楽しん
でいた。
イスに

座ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お迎えに
来た保護
者の伝達
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

各クラス
ごとに玩
具遊び、
片付けな
どしてい

た。

特になし

１７時の降
園の保護者
が混雑する
時間だった
ので１７時
までに合同
保育にして
伝達する職
員と保育を
見守る職員
を分ける

2285

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

12 2 2
14.２
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6
2.基
準配
置

新年度と
いうこと
で、日中
は充実保
育士を配
置してい
たが、食
後担当の
みになっ
ていた。

年度がわ
りで子ど
もも動揺
があるこ
とを考

え、充実
保育士の
配置を他
クラスと
折半する
等工夫を
すればよ
かった。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―

随時玩具
を出して
遊んでい
るが、環
境設定と
して落ち
着いて過
ごせる

コーナー
等できる
とよい

が、午睡
の場所等
の関係で
難しさが
ある。

じっくり
遊べる

コーナー
等を設定
してい
く。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

職員の一
人は午睡
準備のた
め子ども
の遊びか
ら離れて
いた。

職員が保
育準備等
に動かな
ければな
らない時
間帯の遊
びの設定
を工夫し
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

友だちと
一緒に部
屋の中を
歩いて

ごっこ遊
びをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

座って遊
ぶよう声
をかけつ
つ見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他児を見
守りつ

つ、午睡
の準備等
行ってい

た。

生活の切
り替えの
時間帯

で、大人
がじっく
り子ども
と遊びこ
めず布団
敷き等の
準備にま
わってい

た。

布団敷き等
大人が動か
なければな
らない時間
帯の充実を
配置してい

く。
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2286

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
5

3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

14 4 4
13.１
歳

2.女
児

―
5.食事中
(おやつ含

む）

1.負
傷

0.負傷
1.意識不

明
原因不明

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ― 特になし
6.食事
(おや
つ)中

バナナを
食べてい
る際に起
きた為、
バナナが
詰まった
のではな
いかと思
われる。

バナナの
切り方を
変更す

る。バナ
ナを三等
分に輪切
りしたも
のを各1つ
ずつ提供
していた
が、今後
はさらに
縦に四等
分にし、
スティッ
ク状にし
て提供す
る。ま

た、歯の
生え方や
食べ方、
体調等を
見て、吸
わずに噛
んで食べ
るように
伝えた

り、体調
不良など
で進まな
いようで
あれば、
切り上げ
る様な判
断も行っ

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

本児童は
普段から
口にたく
さん詰め
込む癖が
あった

が、発生
時は進み
が悪く

ゆっくり
少しずつ
食べてい
た。食べ
方が『吸
う』様な
感じだっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1名の保育
者が本児
の正面に
座ってい
た。当該
児の隣り
にもう1名
おり、2人
が並んで
座ってい
る状態

だった。
正面にい
た職員

が、食べ
方や進み
具合を見
ながら対
応をして
いた。途
中、他の
職員の方
を見て言
葉を交わ
したが、
すぐに視
線を2人の
方へ戻し
た。その
時に当該
児の体が
傾いてき
たことで
異変に気
付いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

同じ部屋
にいた

為、当該
児のおや
つの対応
をしてい
た職員に
声を掛け
られ、目
を向けす
ぐに様子
がいつも
と違う事
に気付い

た。

― 特になし

2287

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

39 3 18 18 12 12
14.２
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右上腕骨
遠位端骨

折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルや園の
約束事が
遵守仕切
れていな
かった為
に、個々
の把握が
できない
状況がで
てしまっ
た。

異年齢児
が増えて
きたとこ
ろで、遊
びの内容
や大人の
配置の見
直しが必
要かどう
か、判断
し保育

リーダー
が声を掛
ける。園
のマニュ
アルの見
直しをす
る。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

随時
1.定期的
に実施

随時

3クラスが
園庭に出
ていて、
いつもの
ように自
然な関わ
りの中遊
んでい

た。それ
ぞれのポ
イントで
大人がつ
いていた
が、遊ん
でいる範
囲は広

かった。
要注意箇
所の段差
の淵に職
員がつい
ていな

かった。

自然で起
伏のある
広い園庭
を有効に
活用し、
特性を捕
らえなが
ら、死角
になりそ
うな箇所
を意識

し、段差
のあると
ころの遊
びや大人
のつき方
をその都
度確認し
あう。上
の園庭の
淵には必
ず職員が
つく。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

人数が増
えていく
ごとにク
ラスの児
の見守り
に死角が
できたの
ではない
かと思わ
れる

必要に応
じて、遊
ぶ範囲を
狭めた

り、室内
と分けた
りしてい
く。職員
同士声を
かけあう

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

保育士や
数人の園
児地一緒
に、つか
まえても
らっただ
んご虫を
見て楽し
んでい

た。その
後階段付
近で、２
階のテラ
スにいた
元担任に
手を振っ
ていた。
直前はそ
の姿をと
らえてい
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

広範囲で
遊んでい
る園児を
把握する
為に、均
等な範囲
で職員が
ついてい
た。対象
児または
それ以外
の園児で
も上の園
庭の淵付
近にいる
のがわ
かった

ら、即そ
のそばに
ついたは
ずだった
が、その
姿をとら
えていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

３クラス
の職員そ
れぞれが
それぞれ
の位置に
ついてい
たが、う
えの園庭
の淵に付
近には誰
もついて
いなかっ
た。門の
鍵をしめ
た3歳児担
任が振り
返りざま
に段差の
下でうず
くまる本
児を見つ
けた。

今まで落
下事故が
起きてい
なかった
ことや、
担任がベ
テランぞ
ろいであ
ることが
知らず知
らずのう
ちに油断
につな

がってい
たか、目
の前の園
児のみに
気をとら
れてし

まってい
た。

特色ある園
庭の遊び方
や、大人の
位置や見る
視点を、ク
ラス担任だ
けでなく全
職員で再確
認する。園
内研修で、
保育の内容
や見方のポ
イントなど
勉強する機
会を持つ。

2288

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

9 2 1
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 6.その他 1.頭部

頭蓋骨骨
折、急性
硬膜下血
腫、鼓室
内血腫

1.遊具
等から
の転

落・落
下

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

―

事故防止
マニュア
ルを作成
し、職員
に周知徹
底を測る

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

公園での
外遊び中
で保育所
玩具は未
使用

― ―

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

初めて利
用する公
園等につ
いては、
遊ぶ前に
遊具の使
い方や危
険な所を
園児とと
もに確認
し、園児
に遊ぶ際
の注意点
を具体的
に伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

初めて利
用した遊
具だった
が、挑戦
しようと
する気持
ちが出て
きている
時期で、
慎重に渡
ろうとす
る姿が

あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

はしご
（降りる
場所）の
方が危険
だと判断
し、橋と
両方が確
認できる
ところに
いた。本
児が渡ろ
うとする
姿を確認
したが、
はしごの
方に視線
を送った
時に音が
し、橋の
方を見る
と園児が
地面に落
下してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

はしご
（降りる
場所）で
降りてく
る他児に
対応して
いた為、
見ていな
かった。

一人ずつ
橋を渡り
きるま

で、付き
添うこと
をしな

かった。

橋に職員を
配置し、園
児が順番に
一人ずつ渡
り終わるま
で下から見
守るか一緒
に渡るなど
し、安全を
確保する。

2289

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

58 5
３

体育教師１
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左手中指
基節骨骨

折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

体く指導
の時間い
うことも
あり十分
に加配し
指導を

行ってい
たが、偶
発的に手
のつき方
を誤って
しまっ
た。

飛び箱の
跳び方を
各自が十
分に理解
できるよ
うに指導
する

1.定期的
に実施

１回/毎日
1.定期的
に実施

　１　回/
毎日

1.定期的
に実施

１回/毎日 ―
引き続き
毎日点検
をする

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

本児は性
格的にも
控えめ

で、緊張
するタイ
プである
ため、１
人で飛ぶ
ことで体
が硬く

なってし
まってい
たのでは
ないか、
また跳び
箱に対し
て自信も
なかった
のではな
いか。

体育指導
では柔軟
体操を十
分してい
たが、心
もリラッ
クスでき
るよう言
葉がけを
していく

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつも通
り落ち着
いて飛び
箱を練習
していた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が練
習してい
る跳び箱
のそばに
ついてい

た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

３台の跳
び箱があ
り、それ
ぞれ１台
づづ担当
してい

た。体育
指導は全
体を見て
いた。他
１名は障
がい児に
ついてい

た

体育指導
の時間と
いうこと
もあり十
分に加配
し指導を
行ってい
たが、偶
発的に手
のつき方
を誤って
しまっ
た。

飛び箱の跳
び方を各自
が十分に理
解できるよ
うに指導す

る
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2290

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
1

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

71 0 0 0 0 40 31 0 4 4
18.６
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右手首骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

３回以上
随時

2.基
準配
置

―

体操指導
手順もあ
り、指導
員からの
指導も
あった

が、実際
に補助の
付き方の
判断がで
きている
か確認を
したうえ
で補助に
つかせて
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

使用して
いたマッ
トにも問
題はな

く、着地
の手の付
き方はよ
くなかっ
たが、使
用してい
たものに
異常は見
られな

かった。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

周りに遊
んでいる
子がいる
状況では
なく、集
中して取
り組める
時間、周
りの環境
を整えて
いく。合
同時間で
の体操の
指導は行
わない。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

体操に対
してやる
気もあ

り、特に
異常は見
られな

かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

補助につ
けるよう
横につい
ていた

が、手を
出さなく
ても大丈
夫だと判
断をして
いたた

め、補助
を入れず
に見てい
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の職員
について
は遊んで
いる子ど
もたちを
見ていた
ため、体
操の様子
を見てい
なかっ
た。

担任は練
習中の技
をできる
ようにし
たいとい
う気持ち
が強く少
し挑戦さ
せすぎて
いた。

補助を入れ
なくてもよ
いとする判
断が早かっ
たので、予
期せぬ失敗
に対応する
こともでき
るよう常に
補助の形を
とり、だれ
に対しても
行ってい

く。

2291

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

15 0 0 0 5 5 5 0 2 2
18.６
歳

2.女
児

なし
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左足小指
剥離骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

なし

子どもの
遊びを見
守る時の
職員配置
や注意点
等の確認

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし

安全点検
チェック
表の点検
項目を増
やし、細
部まで安
全確認を
行えるよ
うにする
予定。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

なし

近隣公園
の情報共
有をクラ
ス間で共
有する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつもと
変わらず
おにごっ
こ遊びを
していた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

集団の遊
びのた

め、安全
に留意し
ながら対
象児から
離れてた
ところで
見ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児か
ら離れた
ところ

で、他児
と活動を
していた

なし

事故・保健
に関する研
修等を行い
事例研究な
どを行い啓
発を図る予

定。

2292

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

24 1 1
18.６
歳

2.女
児

特になし
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)
剥離骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

7
2.基
準配
置

他クラス
へお手伝
いをする
というイ
レギュ

ラーな場
面では
あった

が、以前
からお手
伝いをす
る機会が
多々あっ
たので安
心してし
まったこ
とが原因
である。

日頃から
手伝いに
慣れてい
るとはい
え、普段
の活動の
場ではな
いため、
動きの確
認や安全
な環境を
整えてい

く

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

水道の形
状を把握
し、本児
に事前に
注意をす
る必要が
あった。

水道の下
の部分に
緩衝材等
でカバー
をした。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

午後とい
う時間帯
は疲れも
あるの

で、時間
を区切っ
たりス

ペースを
決めたり
する必要
があっ
た。

子どもの
状態を把
握し、危
険の伴う
行動（活
動）が予
想される
ときは事
前に声か
けした

り、見守
りの徹底
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

他クラス
での活動
で自己発
揮する本
児であ

り、気分
が高揚し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

いつも手
伝いを真
面目にき
ちんと行
う本児

だったの
で、声か
け等はせ
ず見守

り、本児
に任せて
しまった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他児の排
泄補助や
午睡の片
付け等を
してい
た。

2歳児の
担当職員
は4名い
たが、年
長の本児
は手伝い
にも慣れ
ていたの
で安心し
て見守っ
てしまっ

た。

異年齢児を
受け入れる
際の配慮事
項を担任間
で確認す

る。

2293

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

24 0 0 0 0 14 10 0 3 3
17.５
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

右足踝剥
離骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

子供の人
数に対し
て職員配
置は適切
であっ

た。日頃
よりよく
遊んでい
る遊びの
ため、職
員間で暗
黙の了解
のまま遊
ばせてし
まったた

め

職員配置
が十分で
あり、日
頃よく遊
んでいる
遊びで

あっても
必ず事前
に遊びの
内容や職
員の立ち
位置など
を確認し
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

砂場は鬼
ごっこを
している
ときは

行っては
いけない
場所に

なってい
たが鬼

ごっこに
夢中にな
り約束を
守れな

かったた
め

遊ぶ前に
遊んでは
いけない
場所を伝
えるとと
もに、遊
びに夢中
になって
も視覚で
もわかる
ように白
線をひく
など事前
に想定さ
れる配慮
をしてい

く

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

ドッチ
ボールと
鬼ごっこ
を一緒に
していた
ため、遊
びが混在
してしま
い子供た
ちの遊び
の様子が
更に把握
しにくい
状況が

あった。

遊びが混
在しない
ように、
遊ぶ場所
をや内容
を考えて
遊ばせ

る。遊具
の境界線
がわかる
ように白
線を引く
など視覚
でも分か
るよう事
前に環境
設定をし
ておく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

年末年始
の休み明
けで久し
ぶりに登
園したこ
ともあり
いつもよ
り気持ち
が高ぶっ
ている様
子であっ
た。鬼

ごっこを
している
ときも夢
中になっ
ていて段
差に気付
かなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一緒に鬼
ごっこを
していて
対象児か
ら離れた
場所にい
たので、
対象児の
細かい動
きを確認
出来てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

全体を見
守ってい
たが、近
くにいた
子供たち
と関わっ
ていたた
め事故の
場面は見
ていな

かった。

対象児が
自分が約
束を守ら
ず砂場に
行って怪
我をした
ことにつ
いて、い
けないこ
とをした
と思いす
ぐに伝え
ずテラス
に座りに
行ったた
め事故状
況の把握
ができな
かった

事前に保育
士間で連携
し遊びの内
容、場所、
立ち位置な
どを打ち合
わせする。
遊び始める
前に必ず遊
びの約束事
を確認した
り視覚でも
分かるよう
に準備をし
てから遊ば
せる。遊ん
でいるとき
も死角が出
来ないよう
に声を掛け
合う。困っ
た時にはす
ぐに保育士
伝えるよう
日頃より話
をしてい

く。

2294

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
2 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

45 5 8 8 7 9 7

一
時
保
育3
歳
児1

11 11
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

骨幹部骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

起こりう
る事故の
予測が不
十分で

あった。

職員の危
機管理能
力を高め
る。いろ
いろな可
能性を予
測し回避
できるよ
う努め
る。

2.不定期
に実施

10
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

大縄で遊
び始めよ
うとして
いるとこ
ろに、本
児が縄に
足を引っ
かけて、
転倒して
しまう。

活動の前
には、予
測される
事故など
について
子どもた
ちと一緒
に確認し
約束事を
決めてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

転倒前は
普段通り
活発に過
ごしてい
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら4メート
ルほど離
れた場所
で転倒を
発見。本
児を抱き
起し、外
傷の有無
を確認。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

対象児か
ら離れた
ところ

で、他児
と活動を
してい
た。

遊び始め
る前に気
を付けな
くてはい
けない事
への配

慮、約束
事などの
確認が足
りなかっ

た。

危険予測を
し、子ども
と職員とで
周知してい

く。

2295

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
2

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス

11 5 5
13.１
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折 1.頭部
右側頭葉
骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

―

今回の事
例を、全
職員で共
有し、再
発防止に
努める。
また、保
育内容に
ついても
検証しよ
り安全を
意識した
保育を実
践してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

スロープ
状のマッ
トの使い
方につい
て検証す
る。園児
を抱いて
上る等、
危険が予
測される
ような使
用の仕方
は避け
る。

7.その
他

―

園児等が
使用する
遊具の使
い方を全
職員で検
証し、危
険につな
がる使い
方はやめ
る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

・昨夜、
咳き込ん
で睡眠不
足で、眠
りにはつ
かないで
いたが、
ゴロゴロ
してい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態

（対象
児に接
してい
た）

・保育士
は気分転
換に抱っ
こして遊
びを楽し
ませよう
とした。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

・他の園
児と関

わって遊
んでい
た。

保育士自
身、安全
に対処で
きるとの
思い込み
が事故に
なった。

・過信は禁
物である。
予期せぬこ
とは起こる
ので、常に
細心の注意
を払うこと
を全職員が
意識して保
育にあたる
ことを周知

する。
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2296

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

54 16 15 23 5 5
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右等橈側
下部（右
肘）骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

月ごとの
怪我検

討・集計
結果を活
かし、更
に毎月の
乳児・幼
児会議に
て発生状
況の検証
を必ず実
施する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

毎月の園
庭や室内
の安全

チェック
を違う目
でも行う
ことで、
危険箇所
の早期の
発見・改
善につな
げる。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

特に活動
の節目時
は子ども
自身も興
奮しやす
くなるの
で、職員
の誘導や
見守りの
立ち位置
の見直し
が必要。
（職員同
士の声の
かけあい
を、より
意識して
行う）

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

元気に登
園し、張
り切って
園庭に出
てきた。
他児に促
されおん
ぶをし、
小走りを
始めた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭遊び
に移行す
る保育進
行をして
いた。お
んぶをし
た様子を
みて「あ
ぶない

よ」と声
をかけ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

園庭遊び
の準備や
対象児ク
ラス以外
の見守

り・保育
を行って
いた。

・他児を
おんぶし
たのを見
た時点で
声をかけ
ただけで
なく、そ
の後の様
子（おん
ぶをする
のをやめ
たかどう
か）の確
認も必要
だった。

児の動きや
発想によっ
ては思わぬ
事態に発展
する可能性
を予測し、
危険を未然
に防げるよ
うに全職員
が約束事の
再確認、意
思統一を図
ることが重

要。

2297

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
1

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

49 10 7 17 15 6 5
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創

等）

2.顔面(口
腔内含む)

左頬裂傷

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

職員配置
的には問
題なかっ
た。全体
に子ども
は欠席が
多く、十
分であっ
た。

更なる危
機管理の
意識づけ
を行って
いく。

2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

2

つまずい
た段差は5
㎝程度
で、日

頃、遊び
の中で入
らないエ
リアで
あった
が、鬼

ごっこに
夢中に

なってい
たため

通ってし
まった。

鬼ごっこ
等の遊び
が始まっ
た際に

は、危険
につなが
りそうな
場所に入
らないよ
う職員が
立った

り、声を
かけたり
する。

7.その
他

本児は通
常、園庭
でもじっ
くり遊ぶ
事が多い
が、前日
から当日
にかけて
は鬼ごっ
こを楽し
んでい
た。

一人一人
の普段の
遊び、更
には体験
学習の学
生等の人
的環境面
を把握

し、より
注意深く
保育に臨
む。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

本児は通
常、園庭
でじっく
り遊ぶ事
が多い

が、前日
から当日
は鬼ごっ
こを楽し
んでい

た。更に
当日は中
学生がい
たことに
より、少
し気持ち
が高揚し
ていたよ
うであ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2人の内一
人は保育
室に入

り、他児
の預かっ
た薬を所
定の場所
に置い

た。もう
一人は

ノートの
チェック
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

自分の担
当児の対
応をして
いた。

個々の職
員が目の
前の対応
に目を向
けすぎて
いた。中
学生がい
ること

で、テン
ションが
上がって
いる状況
を把握す
る必要が
あった。

担任に関わ
らず、目の
前の対応と
全体性を常
に持ち合わ
せて連携良
く保育に臨
む。中学生
が体験学習
に入るとき
には、より
注意を払う
と共に学生
にも気をつ
けながら遊
ぶよう指導

する。

2298

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

15 1 1
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

右腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

園庭遊び
の前に、
しっかり
体を動か
し転倒が
大きな怪
我に繋が
らないよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 ―

園庭全体
を見渡せ
るよう

に、保育
士の配置
を考えて
保育す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

砂場周り
の砂は、
定期的に
集めて環
境整備を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつも通
り活発で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
を見て保
育してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

室内保育
をしてい

た。

―

園庭は担任
だけでなく
他の職員も
一緒に保育
する場面も
多いので、
注意する子
どもについ
て伝え、安
全に保育し
ていく。

2299

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
2 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

5 1 1
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

若木骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

それほど
衝撃が大
きくない
と見えて
も骨折の
可能性が
あること
を職員全
体で周知
した。

1.定期的
に実施

―
2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

48回/年 ―

散歩先
で、遊び
始める前
に危険物
の点検を
すること
を再度確
認した。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

5歳児のみ
の活動で
外遊びに
出るとき
も、複数
の保育士
がつく。
一人の場
合は近く
の公園の
み、とい
うことを
再確認し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

おにごっ
こに喜ん
で参加し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

おにの近
くで見

守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

 
5歳児5

名、保育
士1名だっ

た

―

事故発生時
の対応の再
確認をした
・週案作成
時に年齢に
あった遊び
場、遊びの
内容である
かを主任が
チェックす

る。
・ケガ発生
時はすぐに
園に連絡・
報告する。
職員一人の
場合はすぐ
に帰園する
か、応援が
必要かを相
談する。

2300

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

90 22 21 22 25 0 15 15
15.３
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

大型遊具
には、必
ず保育士
がついて
いるよう
にした

が、前回
怪我をし
たステッ
プや登り
棒側にお
り、本児
が上った
ロープ側
の保育士
は現場か
ら少し離
れた場所
にいた。

保育士の
見守り役
と援助役
をしっか
り声掛け
をして意
識しなが
ら保育に
あたる。
立ち位置
など、死
角を作ら
ないよう
にしてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

大型遊具
には、必
ず保育士
がついて
いるよう
にした

が、前回
怪我をし
たステッ
プや登り
棒側にお
り、本児
が上った
ロープ側
の保育士
は現場か
ら少し離
れた場所
にいた。

保育士の
見守り役
と援助役
をしっか
り声掛け
をして意
識しなが
ら保育に
あたる。
立ち位置
など、死
角を作ら
ないよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

おっとり
と穏やか
に遊ぶ傾
向にあ

り、当日
もゆっく
りとロー
プに掴ま
り、上段
に向かっ
て登って
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事故が
あったエ
レメンツ
スペシャ
ルに1名、
その付近
に1名の副
主任保育
士がお

り、遊ぶ
様子から
事故があ
るまで見
ていた。
事故が

あった瞬
間、すぐ
本児の様
子を視

診、園長
に伝達を
する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

その様子
に気付い
た職員も
いたの

で、その
時点で全
体に声を
かけて、
注意喚起
を促し
た。

複数の職
員が見守
り、遊び
の援助と
それぞれ
の役割を
意識して
いたが、
当該当児
童の側に
は保育士
がいな

かったこ
と。

複数の職員
が見守り、
遊びの援助
とそれぞれ
の役割を意
識し、児童
のいる場所
や活動の様
子に合わせ
て、配置場
所を移動す
る。その

際、必ず保
育士同士声
をかける。
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2301

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
5

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

2.1歳児ク
ラス

15 4 4
13.１
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創

等）

2.顔面(口
腔内含む)

前額部打
撲挫創

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

マニュア
ル内に

「保育士
が状況を
判断して
危険な事
は禁止す
る」とあ
るが、ブ
ランコ

（取外し
仕様）は
乳幼児が
大勢遊ん
でいる時
は設置を
控える等
状況を見
て判断す
ることが
不足して
いた。

マニュア
ル内に

「ブラン
コ使用は
乳幼児が
大勢遊ん
でいる時
は設置を
控える等
状況を見
て判断す
る」「危
険と判断
した場合
は職員で
声を掛け
合う」と
具体的に
記載す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

ブランコ
の廻りの
侵入防止
用プラン
ターの配
置が甘

く、隙間
がある配
置となっ
ていた。

・ブラン
コの廻り
の侵入防
止用プラ
ンターを
隙間なく
置く。

・幼児が
ブランコ
を使用す
る時は乳
児が園庭
に出てい
ない時に
設置す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

①５歳児
が園庭で
遊戯の練
習を行っ
ていたの
で、園庭
中心部が
使用でき
ない状況
で、０、
１、２
（半

数）、
３，４歳
児が園庭
の西側に
集まって
遊んでい
る中でブ
ランコも
設定し遊
んでい

た。②１
歳児高月
齢担当保
育士はそ
の状況で
低月齢グ
ループが
保育を行
うのは危
険かと

思ったに
も拘ら

ず 当日

①乳幼児
が混じっ
た大勢の
保育の際
は危険が
生じるこ
とを全職
員が意識
を持ち、
園庭の使
い方は一
か所に集
中しない
こと、ブ
ランコは
乳児がい
る時は使
用しな

い。②写
真撮影を
する際は
廻りの状
況を考慮
し安全を
優先する
こと、充
実保育士
等他の保
育士に頼
むこと、
敢えて園
庭で撮影
せず室内
での撮影
に変更す

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

朝の健康
観察では
体調に関
しては異
常はな

かった。
その後の
様子もい
つも通り
であっ

た。探索
活動は常
時してい
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

１歳児低
月齢児グ
ループの
保育士１
名は砂遊
びをして
いた３名
を保育

し、もう
１名は砂
遊びの３
名に付き
更に探索
活動をし
ていた本
児にも目
を掛けな
がら保育
していた
が、砂遊
びをして
いた子が
砂を口に
入れてし
まいその
対応をし
た為、本
児から目
を離して
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

４歳児職
員（遅番
対応非常
勤）はブ
ランコの
側に付

き、乗っ
ていた子
は見守っ
ていた。
その職員
が側を

通ったも
う一人の
４歳児担
任に連絡
事項を伝
える際、
ブランコ
後ろから
入ってき
た本児に
気付くこ
とができ
なかっ
た。

側にいた
０，２，
３、４歳
児職員が
乳児幼児
大勢の中
でのブラ
ンコ設置
について
危険だと
伝えるこ
とがな

かった。

危険だと感
じたり、判
断した際は
遠慮するこ
となく声を
掛け合い、
安全な保育
を行う。

2302

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
11

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 0 0 4 6 0 0 0 2 2
15.３
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

右足親指
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

　1～3

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルは出来
ていた

が、それ
以外に起
こりうる
事の予測
が立たず
に、怪我
に繋がっ
てしまっ
た。

ヒヤリ
ハットを
活用し、
普段平気
でも思わ
ぬ事故に
繋がるの
で、色々
な事例を
ケース会
議等でこ
れからも
話し合っ
ていきた
い。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

3

普段は、
壁側にお
もちゃの
箱をつけ
ている

が、上の
クラスの
子ども達
がロッ

カーに荷
物を入れ
るため、
おもちゃ
の箱を四
方にあけ
ることが
できるよ
うに配置
してし

まった。

２歳児の
遅番で使
う部屋

を、ロッ
カーがな
い方の部
屋を使う
ようにす
る。おも
ちゃの箱
の出し方
を工夫す
る。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

担当保育
士が、子
ども達を
見守る位
置が悪

く、見守
りが十分
でなかっ
た。

保育者が
いつでも
起こりう
る事を再
確認し、
見守りを
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

好きなブ
ロックを
見つけブ
ロックを
選び遊ぼ
うとした
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の様
子の把握
に努めて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

玩具で遊
んでいる
他の児と
一緒に遊
びながら
周りの児
の様子を
見てい
た。

いつもは
平気だか
らと、安
心してい
る部分

が、怪我
に繋がっ

た。

いつもは、
何でもない
ことだが何
が起こるか
わからない
ので、おも
ちゃの出し
方、職員の
配置等に十
分に配慮す
る必要があ

る。

2303

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 10 9 6 4 4
17.５
歳

1.男
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

右前歯が
歯茎の中
で折れて
いる状態

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

職員は歯
磨き指導
と順番に
並ぶこと
に注意を
払いなが
ら全体を
見ていた
が、最初
に５歳児
がコップ
を取ろう
としたと
きに４歳
児の男児
があとか
ら割り込
むように
コップを
取ろうと
したため
立ち上が
ろうとし
た５歳児
の頭と４
歳児の歯
がぶつ

かってし
まった。
その場に
いた職員
が割り込
む４歳児
を止めら
れなかっ

もとよ
り、５，
６名ずつ
行ってい
た歯磨き
である

が、あと
から追い
かけるよ
うに子ど
もが割り
込んでく
る場合も
ある。職
員同士そ
の場合の
声を掛け
合うよう
にするこ
と、また
コップを
取りに直
接行かな
いように
動線を決
め、コッ
プを置く
位置も年
齢クラス
ごと３カ
所に分

け、職員
が中心に
立つこと
により

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

　1　回/
週

1.定期的
に実施

1回/週

コップ置
き場がひ
とつのワ
ゴンの上
段下段に
設置され
ていたた
め、同時
にコップ
を取った
二人が接
触してし
まった

コップ置
き場を三
箇所に分
けて設置
し、子ど
もが同じ
方向に動
くように
した

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

歯磨きを
行う手洗
い場は、
１か所

（水道は
３つ）し
か園内に
ないた

め、集中
すること
は避け、
時間差で
使用して
いるが、
順番を待
つ時間が
長くか

かってし
まう状況
は常にあ
る。

子ども達
の生活の
流れを一
カ所に集
中しない
ように

５，６人
ずつに分
けトイレ
や手洗い
を行って
いる。

（人数や
クラス別
に分けて
いる）

が、時間
帯によっ
ては集中
してしま
うことも
ある。順
序良く行
えるよう
に職員同
士声を掛
け合い、
複数で対
応したり
してい

る。また
コップ置
き場をク
ラス別に
分け 子

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

元気に登
園し、活
動してい
る。食事
時間が他
児に比べ
かかる園
児のた

め、歯磨
きの時間
も他児よ
り遅いタ
イミング
になって
いる。少
しおっと
りした部
分もある
ため、混
み合って
いる状況
への対応
ができな
かったお
それも感
がられる

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

歯磨きを
待ってい
る子ども
達の並び
方につい
て指示を
している
状況で子
どもが

コップを
取る場所
からは１
メートル
ほど離れ
ていた。
歯磨きま
での流れ
の中で注
意しなけ
ればなら
ないポイ
ントが見
過ごされ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

休職後の
片付け、
トイレ対
応、着替
え対応、
午睡準備
とそれぞ
れ分担し
て業務し
ている時
間鯛であ

る。

新人保育
士が対応
していた
こともあ
り、歯磨
きをして
いる子ど
もの対応
をしてい
たため、
順番を守
らない行
動への注
意が遅れ
てしまっ
た。少人
数ずつ歯
磨きをす
ることに
もなって
いたが、
約束を守
らない子
どもにつ
いて注意
を行う職
員がいな
かったこ
とも問題
である。
連携の中
で十分対
応できる
べきとこ
ろであ

少人数に分
かれて歯磨
きを行うこ
とを徹底さ
せ、体制を
さらに整

え、さらに
順番が分か
りやすく守
れるように
コップ置き
の配置をク
ラスごとに
置くように
した。手洗
い場の使用
について再
度職員同士
で確認。園
児にも順番
を守る必要
性について
具体的指導
を継続して

いく。

2304

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
1 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

2.1歳児ク
ラス

18 4 4
14.２
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

園外１（
園内

２）回

2.基
準配
置

散歩に行
く場所を
リーダー
保育士し
か知らな
かった。
遊ぼうと
していた
予定の砂
場は、他
保育園の
子どもに
占領され
ており使
用ができ
なかった
ので別の
遊びに変
更をし

た。保育
士の現場
での立ち
位置など
連携はと
れてはい
たが、子
どもの動
きがよめ
なかっ
た。

保育士の
立ち位置
の確認は
して、保
育士同士
の声の掛
け合いを
する。週
案を立て
る時は、
リーダー
保育士だ
けではな
く担任保
育士全員
で立てる
ようにす
る。ま

た、初め
ての場所
は、必ず
下見をす
る等保育
士が体

験、確認
をし子ど
もにおろ
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日 特になし 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

年齢に
合ってい
る場所・
遊具であ
るかを考
える必要
が有っ
た。

室内での
活動の場
合は、広
さや、大
きさが適
している
か、ま

た、保育
内容が年
齢に合っ
ているも
のなのか
等、考慮
しなくて
はならな
い。園外
での活動
の場合

は、園内
と違い広
範囲に及
ぶので保
育者同志
の認識を
一致する
よう心が
けること
が大切。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

目的地の
公園での
遊ぶ予定
であった
砂場は、
他保育園
児が使用
だった

為、遊び
の内容を
変更して
滑り台に
した。寒
さもあ

り、手す
りが冷た
くつかま
りが長く
続かず手
を離した
ときにお
きた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
付近には
配置して
おり、直
前まで本
児につい
ていた。
次の子を
誘導しよ
うとした
ことで保
育者が身
体の向き
をかえ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

周りに
は、他の
保育士も
配置して
おり、他
の子ども
たちの動
きを保育
士も動き
ながらで
はあるが
見られる
状態で

あった。

特になし

担当保育士
全員で週案
の作成にあ
たり、遊ぶ
可能性の遊
具や配置さ
れているこ
とを事前に
把握をする
と共に検討
をする。
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2305

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
6 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

24 2 2
16.４
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

直ちに整
形外科へ
の受診を
勧める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

部屋の中
は、走ら
ずに歩い
て移動す
ることを
子ども達
に再度伝
える

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

・保護者
からは特
になし

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・保育士
の後ろか
ら友だち
のところ
へ駆け

寄ったた
め、転倒
しそうに
なる瞬間
に手を差
し伸べる
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

・他の子
ども達と
一緒に遊
んでいた
ので、見
ていな

かった。

―

子どもの動
きを常に見
守り、全体
を把握す

る。

2306

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
9 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 4 4 4 5 2 2
14.２
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

骨折して
いないが
骨がねじ
れている
状態

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

・朝礼
時、以上
児と未満
児の保育
の流れに
ついて打
ち合わせ
ていな

かった。

・朝礼
時、保育
の流れや
遊戯室利
用の時間
帯につい
て打ち合
わせをす
る。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

50
2.不定期
に実施

50

雨天のた
め、遊戯
室への遊
びが集中
した。

遊戯室利
用のルー
ルを決め
る。（年
齢毎に利
用する時
間を決め
るなど）

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

１歳児担
任は、遊
戯室の状
態につい
ては知ら
ないまま
子ども達
を誘導し
た。

遊戯室に
は、以上
児は退場
し、中央
にバルー
ンがあ

り、小さ
く丸めて
いる３歳
児担任に
は未満児
が入って
きたこと
は気付け
なかっ
た。

1歳児担任
は、遊戯
室の状態
を見て、
３歳児担
任と子ど
も達に言
葉をかけ
てから入
る。それ
ぞれの動
きを見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

本児は、
保育室か
ら廊下を
通り、広
い遊戯室
に入っ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

１歳児担
任は、遊
戯が終

わったの
で、未満
児に遊戯
で使用さ
れたボー
ルを集め
させた

かった。
そのこと
を子ども
達に言葉
をかけな
いで遊戯
室に入っ
た。入る
ときに

は、３歳
児担任に
も言葉を
かけな

かった。
本児はど
こへいっ
ても言葉
をかける
ともどっ
てくるの
でだい

じょうぶ
と思って
いて、本
児を遊戯

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

1歳児と一
緒に遊戯
室に入

り、ボー
ルを子ど
も達集め
ようとし
ていた。

･本児は
狭い空間
から、広
い空間に
出た、パ
ラバルー
ンや３歳
児担任を
みつけ興
味をもっ

た。
･３歳児
担任は、
広い空間
の中で、
遊びを見
出せる子
でだい

じょうぶ
と思い込
んでい
た。

･３歳児
担任は、
未満児が
遊戯室に
入ってき
たことを
知らな

かった。
･誰も本
児の動き
を見てい
る人はい
なかっ

･遊戯室とい
う場所で未
満児の動き
に対する危
険予知をし
ておく。

･職員同士言
葉をかけ合

う。

2307

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
8 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

9 2 2
15.３
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

前歯の脱
臼

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

50

・タオル
掛けは、
使用する
時は保育
室に入

れ、使用
しない時
は保育室
から出し
ており、
定位置を
決めてい
なかっ
た。・

テーブル
とタオル
掛けの間
隔が狭

かった。

・タオル
掛けの場
所を決

め、動か
さないよ
うにす

る。・定
位置を決
めること
で、子ど
もがそこ
にタオル
掛けがあ
るという
意識を持
てるよう
にする。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

・おやつ
を食べて
いる横で
登園準備
をしてお
り、場所
が狭かっ
た。

・降園の
準備をす
る時に

は、広い
場所を確
保する。
・片付け
る物の順
番を決め
る。　・
保育士は
集団の様
子がよく
見えるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつもは
所持品の
始末を自
分でしよ
うとしな
い本児

が、本日
は自分か
ら進んで
所持品の
始末をす
る。始末
を終えた
本児が、
出来たこ
とを伝え
ようと主
担保育士
の方に歩
いてくる
途中にタ
オル掛け
の脚に躓
き転倒し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

主担任
は、狭い
場所で所
持品の始
末をして
いる集団
の様子を
見なが

ら、トラ
ブルの

あった子
の対応を
してい

た。所持
品の始末
は慣れて
いる。集
団に近い
場所にい
るので大
丈夫だと
いう思い
込みが

あった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

副担任
は、まだ
おやつを
食べてい
る子につ
いてい
た。

・クラス
の大多数
の子が所
持品の始
末をして
いる場

に、保育
士がいな
かった。

・活動が２
つに分かれ
る時は、保
育者も連携
をとって、
２手に分か
れてつくよ
うにする。

2308

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

21 12 9 2 2
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

職員の立
ち位置、
全体把握
する職員
の位置

全体把握
する保育
士を別に1
人置く。
職員の立
ち位置を
予め話し
合い外に
でる。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

288

本児が普
段よく遊
んでいる
遊具であ
り、慣れ
ていたこ
とも事故
につな

がったと
思われ

る。保育
士自身も
大丈夫だ
ろうとい
う思いが
あったの
ではない
か。

落下した
とき、少
しでも衝
撃をやわ
らげるた
め、ゴム
製のマッ
トを敷
く。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

午後か
ら、それ
もお迎え
前の時間
というこ
ともあ

り、疲れ
ていたの
ではない
か。

その日の
活動にも
よるが、
一日の中
で戸外遊
びをした
場合は、
子どもの
疲れも考
慮し、室
内遊びな
ど静的な
遊びをし
て過ご
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

戸外遊び
の時は、
必ずと

いってい
いほどロ
ケットジ
ムにぶら
下がり、
遊んでい
る。この
日も友達
とロケッ
トジムで
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一人の職
員は、全
体把握を
しなが

ら、もう
一人は、
子どもと
共に遊ん
でいた。
事故当

時、全体
把握して
いた職員
がロケッ
トジムか
ら40秒ほ
ど目を離
した時に
ロケット
ジムより
つかまっ
ていた手
を離し、
落下。本
児の所に
目を戻し
た時本児
が手を押
さえ保育
士の方へ
近づいて
きたの

で、保育
士はあわ
てて駆け

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の職員
も異変に
気付き、
本児に駆
け寄って
きた。

いつもよ
く遊んで
いる遊具
のため、
遊んでい
る姿は確
認してい
たがそば
で見守る
ことをし
ていな

かったの
で、すぐ
手をだす
ことがで
きなかっ

た。

遊具のそば
には保育士
が必ず付く
ようにし、
その場を離
れる時は、
声を掛け合
うなどす

る。保育士
の人数が足
りない時

は、助けを
求めるなど
声を出し合

う。

62 / 255 



2309

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
2

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

29 10 11 8 4 4
17.５
歳

1.男
児

鼓膜が破れ
たままで経
過観察中で
あり、日頃
から転びや

すい

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

職員全員
で各種マ
ニュアル
を再確認
し、施設
内の家具
遊具の配
置と子ど
もの動線
を検証し
ていく。

2.不定期
に実施

4
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12 ― 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつも通
り元気で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くの本
児を見な
がら他の
園児の横
について
歩いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

列の前後
を他の園
児に付き
添って歩
いてい
た。

本児は、
耳の関係
で日頃か
らバラン
スがとり
にくく転
びやす
い。

保育の中
で、平衡感
覚を養う運
動遊びを取
り入れ、保
育士は行動
する際にす
ぐに援助し
やすいよう
な配慮をす

る。

2310

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
11 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

30 1 1
17.５
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

不可抗力
による事
故である
が、子ど
もの動き
の把握を
しっかり
すること
を再確認
し、配慮
事項に加
筆する。

1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52 ―

施設や設
備では問
題はな

く、改善
点は特に
ない。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

降園準備
をする子
どもたち
の動線を
見通した
空間の保
障が不十
分であっ
た。

机や椅子
の配置な
ど、子ど
もたちの
動線を確
保してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

おやつ
後、椅子
を片付け
た後降園
準備をし
ようと、
自分の

ロッカー
に向かっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラスの
子どもた
ちのおや
つの片づ
けを見届
けなが

ら、順番
に降園準
備を促し
ていた。
本児がこ
ろびそう
になるの
に気付い
たが、間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

1人担任な
ので、他
に職員は
いなかっ

た。

降園準備
に混雑が
予想され
ることか
ら、おや
つの片づ
けから降
園準備を
順番に促
していた
が、もう
少し時間
をあける
必要が

あった。

全体の子ど
もの動きを
見ながら、
促すタイミ
ングを図る
ようにす

る。

2311

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

8 2 2
14.２
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左下腕部
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

・園バス
乗車利用
マニュア
ルが不十
分であ

り、職員
の周知も
徹底され
ていな
い。

・園バス
乗車利用
マニュア
ルを見直
し、職員
で周知し
研修を行
ない職員
の安全意
識を高め
る。

・保育士
が危険に
対して意
識を高

め、保育
士の立ち
位置、目
のむけ方
を見直し
実践して
いく。

・マニュ
アルに

沿っての
共通理解
だけでは
なく危険
予知、危
険意識を
高める研
修会を園
内で行
う。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

25
1.定期的
に実施

24

今回の事
故発生し
た園バス
は、13年
前に購

入。走行
距離

82344km
車検は今
年に受け
ている。
老朽化は
見られる
が、安全
面は確認
できてい
る。

園児の活
動の妨げ
にならな
いような
場所に園
バスを駐
車するよ
うに検討
する。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

・職員同
士の連携
や声掛け
が不足し
ていたた
め、保育
室に戻る
タイミン
グがあわ
ず、予定
になかっ
た活動を
してし

まった。
そのため
安全面の
配慮や職
員間の連
携が不十
分であっ
た。

・園バス
に乗れる
嬉しさ

で、子ど
もたちの
気持ちが
高揚して
いた。

・片付け
の前に保
育室へ入
室するな
ど、安全
な環境を
確保する
ために、
子どもの
動きを見
通し移動
の際の危
険性を再
確認し、
職員の連
携や声掛
けをし、
役割を明
確にす
る。

・園バス
乗車の活
動は、事
前にマ

ニュアル
を再確認
し保育士
間で安全
面の配慮
を十分に
話し合

う。予定
外の活動
として取
り入れな

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

・園バス
に乗れる
嬉しさか
ら気持ち
が高揚し
ており落
ち着かな
い様子が
見られ

た。一旦,
他児と共
にバスか
ら降り、
保育士の
そばで待
機してい
たが担当
職員がバ
スの扉を
閉めよう
とした

時、不意
に走り出
し入口に
手を入れ
た為,戸に
手が挟

まってし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・全園児
の安全確
認をし、
バスの扉
を閉めよ
うとした
が、担当
職員の死
角からバ
スの入口
に向かっ
て本児が
走り出す
ことが予
測できず
戸を閉め
てしまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

･全園児が
バスから
降りたこ
とを確認
し、バス
から離れ
たところ
で突発的
な行動を
しがちな
園児名と
てをつな
ぎ他児と
待ってい
たた本児
への配慮
が足りな
かった。

・子ども
達の安全
を確保す
る上での
認識が不
足してい
た。対象
児は、普
段から予
測できな
い動きが
多かった
のに、保
育士と手
をつなぐ
など、本
児の性格
や行動傾
向を予測
しての配
慮が不足
してい
た。

・保育士
間の連携
や声掛け
が不十分
であっ
た。

・保育士の
立ち位置を
確認し、子
どもの状況
を注意深く
観察しその
場にあった
対応をす

る。
・子どもの
行動把握を
行いなが

ら、職員動
作も一つ一
つ危険意識
を持って行
動する。

・職員間の
声掛けの徹
底し、今ま
で以上に職
員間の連携
を密にす

る。

2312

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

31 2 2
17.５
歳

1.男
児

なし
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

日頃から
鉄棒に関
しては集
中して取
り組むよ
うに言っ
ている

が、本児
は鉄棒が
得意な方
なので、
気のゆる
みがあっ
たのかも
しれな
い。

子どもた
ちがひと
つの事に
集中して
取り組め
る環境づ
くりを再
確認す
る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

48

マットは
敷かれて
いたが、
硬かった
のかもし
れない。

遊具を設
置する際
の安全対
策を再確
認する

（マット
を多めに
敷くな
ど）

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

鉄棒を片
付けるべ
きであっ
た。

次の活動
に移行す
るとき

は、他の
ものは速
やかに片
付ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

登園時の
機嫌もよ
く、活動
に対して
も意欲を
みせてい

た

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態

（対象
児に接
してい
た）

対象児が
鉄棒のと
ころに

行ったの
で、保育
士も一緒
に移動

し、対象
児のそば
にいた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

鼓隊練習
で対象児
を含む全
体をみて

いた

鼓隊練習
も気にな
り、集中
力を欠い
ていた。

子どもが集
中して活動
できるよう
声かけを行

う。

2313

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
1 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

9 2 2
15.３
歳

1.男
児

特になし
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

園児同士
の偶発的
な事故で
あり、ソ
フト面で
の改善点
はなし。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

50 ―

施設設
備・遊

具・玩具
を介さな
いため、
改善策な
し。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

園児同士
の偶発的
な事故で
あり、環
境面での
改善点は
なし。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

おにごっ
こで一斉
に走り出
した。鬼
ごっこの
ため動く
方向が

様々だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育教諭
は園児を
目で追い
動きを見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

加配職員
は他の園
児（おに
ごっこを
していな
い）の対
応をして
いた。

―

おにごっこ
を見守る職
員、子ども
の中に入り
細かな安全
に配慮する
職員と分け
るべきで
あった。

2314

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

16 2 2
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

今回は何
もない所
で自分で
転び起き
た事故だ
が、毎月
の安全点
検に加え
て、園庭
に出る際
には必ず
園庭に危
険な物が
落ちてい
ないか、
また危険
な個所が
ないか、
気をつけ
て見る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

250 ― 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

園庭で他
の児童と
おにごっ
こをして
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の鬼
ごっこを
見守って
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

児童の鬼
ごっこを
見守って

いた

―

引き続き、
基準以上配
置に努め

る。
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2315

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
9

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

16 1 1
17.５
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創

等）

2.顔面(口
腔内含む)

　左耳裂
創

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

　特にな
し

　事故防
止マニュ
アルの作
成と事故
防止に関
する研修
の開催

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

　子ども
がぶつ

かった机
は、破

損、ささ
くれ等の
切れやす
くなるよ
うな箇所
はなかっ

た

引き続
き、施設
等の安全
点検を定
期的に行

う

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

　特にな
し

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

　座って
ぬりえを
していた
ところ、
友だちに
「戦い

ごっこを
しよう」
と背中を
押され

て、机に
ぶつか

り、左耳
を切った

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降園時間
でお迎え
の保護者
対応と保
育士の机
で作業中
子ども達
が騒がし
いので一
度注意を
するが、
対象児が
背中を押
されたこ
とに気づ
かなかっ

た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

　室内に
担当保育
士は１

名、隣の
部屋に４
才児担当
の保育士
１名がい

た

　特にな
し

　夕方、保
護者送迎対
応等にて慌
ただしい時
間帯でも、
なるべく子
どもから目
を離さない
ようにする

2316

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 3 2 5 2 3 2 2
13.１
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

新しい職
員へ事故
防止マ

ニュアル
の周知が
不十分で
あった。

事故防止
マニュア
ルの再確
認と全職
員で危な
いと思わ
れること
を再確認
する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12

1歳6ヵ月
くらいに
なると、
ベビー

カーを揺
すったり
するので
転倒しや
すい。

お散歩以
外にベ

ビーカー
は使用せ
ず、代わ
りにハイ
ローチェ
アーを使
用する。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

2歳児以上
は、合同
で遊べる
が、1歳児
は慣れな
いと難し
い。

１歳児の
ハイドロ
チェアを
まとめて
職員が一
人つく。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

園にも慣
れ、元気
に過ごし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2歳以上児
のおやつ
の対応を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

お迎えの
対応をし
ていた。

遅番で
は、以上
児10名、
未満児5
名を2人
の保育士
が見てい
た。1名
の保育士
は2才以
上児にお
やつの対
応、1名
の保育士
は3名の1
才児を見
ていた

が、お迎
えに来た
保護者に
子どもを
渡してい
たとき、
ベビー
カーに

乗ってい
た1才児
が体を後
ろに向け
えたと

き、重心
が後ろに
なり、ベ
ビーカー
が倒れ

未満児が3人
以上いて、
おやつを食
べるときは
職員3人体制
にする。

2317

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

15 1 1
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― 特になし

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

日々の保
育の中

で、様々
なルール
や約束事
を決めて
いるが、
子どもに
よっては
行動に移
せない場
合があ
る。

遊びの中
でのルー
ルを確認
し、守れ
るよう促
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

普段から
活動が活
発である
ので、園
庭を駆け
回ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故の数
分前に、
縄跳びを
持ったま
ま園庭を
走ってい
たので、
危険なの
で縄跳び
を片付け
てくるよ
う、気を
付けて遊
ぶよう

に、担任
の保育士
が本人に
声をかけ
ている。
その直後
のことで
あったた
め、担任
の保育士
も目を離
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

年長児ク
ラスのみ
園庭で自
由遊びを
してお

り、年長
組の保育
士以外は
室内に

入ってい
た。

本園児に
対しては
直前に走
らないよ
うに声掛
けをした
が、その
後の状況
を把握で
きていな
かった。

改めてルー
ルの確認

（すべり台
を走って駆
けおりない
こと）とそ
の後、ルー
ルを守らな
いことでど
ういった状
況が起こる
かを園児達
にに説明し
ていく。

2318

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

29 　 3 3
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

活動に対
する年齢
なりの発
達を押

え、ねら
いを明確
にすると
共に、や
り方や配
慮事項に
ついてあ
らためて
確認し

あってか
ら活動を
開始す

る。固定
遊具には
職員が必
ず付く。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

12 ―

遊具点検
結果につ
いて、注
意が必要
なものは
修理し、
危険なお
もちゃは
撤去す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

鉄棒等、
落下の恐
れがある
固定遊具
を使用す
る時は、
下に体育
用のマッ
トを必ず
敷くよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつもど
おり活発
な様子

で、虫探
しをした
り、鉄棒
等の固定
遊具で遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の児が
遊んでい
る様子を
観察しな
がら、対
象児の様
子を２ｍ
くらい離
れた場所
から見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

加配担当
の為、加
配児を中
心に保育
してい
た。

児の握力
の見極め
が甘かっ
た。落ち
たとき、
手が出せ
る位置に
保育士が
居なかっ

た。

鉄棒等、落
下の恐れが
ある固定遊
具を使用す
る時は、必
ずすぐに手
の出せる場
所で職員が
見守る。ま
た、園児の
身体発達の
状況をしっ
かり把握

し、その活
動が適当か
どうかを判
断してから
取り組ませ

る。
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2319

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
1

3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

22 1 1
17.５
歳

1.男
児

なし
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右小指基
節骨 骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

50
2.基
準配
置

子どもか
ら保育士
の目が離
れてし

まった。

子どもの
姿を把握
し危険を
予測しな
がらその
都度声か
けや適切
な援助を
する。

1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

２９３
回・６

1.定期的
に実施

293 なし 特になし
7.その
他

排泄を終
えた子が
立って

待ってい
た。

子どもが
待つ時間
には立っ
ていると
動きが大
きくな

り、危険
であるた
め座って
待つよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

排泄を終
え、排泄
の済んだ
子どもの
列に並ん
でいた

が、排泄
待ちをし
ていた子
どもと話
をしたく
なり、列
を離れ

た。その
後列に

戻ってき
た時に友
だちに押
されて前
方に転ん
だ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

トイレの
ペーパー
がなくな
り、交換
していた
ため対象
児から目
が離れて
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

各保育室
で保育し
ていた。

子どもか
ら、保育
士の目が
離れてし
まった。

少しの時間
でも保育士
の目が届か
なくなると
きには、子
どもの様子
を見なが

ら、近くの
保育士に声
をかけた

り、落ち着
いて待てる
ように子ど
もに声をか
けていく。

2320

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

11 1 0
18.６
歳

1.男
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右肘骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

天気も良
く週末で
子どもの
気分が高
揚気味
だった

職員間で
園内の危
険な場所
を確認す
ると共に
子ども達
にも再度
指導して
いく

1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

293

テラスの
段差テラ
スの前の
靴箱で年
長児の体
格ではす
れ違い時
ぶつかる

テラスの
中央にセ
ンターラ
インを引

く

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

右側通行
でテラス
を歩くな
ど子ども
の意識が
不十分
だった

テラスに
センター
ラインを
引き歩く
ことを視
覚でわか
るように
ポスター
を貼る

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

排泄に行
き保育室
まで戻ろ
うとして
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

室内で
走ってい
る子がい
たので危
険である
ことを知
らせてい

た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

状況を見
てフォ

ローにま
わり、二
次災害を
起こさな
いように

する

金曜日で
あり子ど
も達も気
持ちが高
揚してい

た

安全指導を
繰り返し行

う

2321

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

13 2 2
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

業者によ
る廊下掃
除がある
ことは事
前に分

かってい
たため、
保育士間
で話し合
いをし、
職員間の
立ち位

置、危険
箇所、ど
う子ども
を移動さ
せるのか
など具体
的に考え
て職員間
の連携を
とるべき
であっ
た。

移動する
ときや活
動の区切
れで子ど
もを動か
す時やい
つもと違
う動きを
しなけれ
ばならな
い時は、
事故が起
こりやす
いので、
どんなリ
スクがあ
るのかを
予測し、
気をつけ
る。職員
の立ち位
置を常に
考え、連
携を取り
合いこう
どうする
ことを確
認しあっ
た。

1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

293
特にな
し。

移動の仕
方に問題
があった
為。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

足腰が弱
く、転ん
だ時に

とっさに
手が出な
いという
運動発達
が未熟で
あること
の把握が
できてい
なかっ
た。

偏食があ
り、牛乳
や野菜が
苦手であ
り、食べ
る量も少
ない。骨
が弱いと
いうこと
も考えら
れる。

運動発達
の把握を
しっかり
とし、職
員間で共
通理解を
する。

偏食が減
るように
食育活動
をし、

もっと食
に関心が
持てるよ
うにす

る。今後
の本児の
動きは特
に気をつ
けて見て
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

排泄を済
ませ、歩
いて移動
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任保育
士は、排
泄を済ま
せてテラ
スに座っ
ていた子
どもの人
数を確認
していた
ので本児
の動きを
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

担任以外
に４名の
保育士が
いたが便
所や他児
を見てい
たので、
対象児を
見ていな
かった。

業者によ
る廊下掃
除があ

り、いつ
もと違っ
た行動を
取ったが
保育士の
視野も狭
く全体を
見ていな
かった。
また連携
も取れて
いなかっ

た。

いつもと違
う行動を取
る時は、特
に保育士間
の話し合い
を細かく行
い、保育士
間の連携も
しっかりと
取ってい

く。

2322

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

33 5 11 17 9 9
15.３
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左肘内
障・左橈
骨骨幹部
骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

―

園内で怪
我をした
時の状態
を全員が
周知でき
るように
会議を行
い危険に
ついて意
識を高め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3 ―

月に１
回、子ど
も達と一
緒に小石
拾いを行
いすべり
にくい環
境をつく
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

保育士は
子どもと
向き合っ
て遊んで
いる中で
も怪我が
起こりう
ることを
意識し、
園庭で

は、子ど
も全体の
動きを把
握できる
ように保
育士同士
の声の掛
け合いを
する

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

保育者と
タイヤ渡
りをする
など好き
な遊びを
していた

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態

（対象
児に接
してい
た）

フラフー
プを転が
し、本児
がフラ

フープを
取りに行
くという
遊びを繰
り返して
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

園庭にい
る他の子
どもたち
の遊びの
様子を見
守ってい

た。

―

子どもと向
き合った遊
んでいる中
で子どもが
一人で転ん
で起きた怪
我で防ぐこ
とが出来な
かった。

2323

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

126 34 39 53 7 7
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

眼窩底骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

―

園内での
ヒヤリ

ハット会
議を実施
し、保育
での危険
に対する
意識を高
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3

トイレの
出口から
の飛び出
しによる
衝突の危
険予測が
できな

かった。

トイレの
出口から
飛び出せ
ないよう
に出口に｢
とまれの
線｣を引
き、ま

た、出口
正面に

ボール入
れを置

き、まっ
すぐ飛び
出せない
ように改
善した。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

保育士が
各々子ど
もと遊び
こんでい
たため、
保育士が
園庭全体
を把握し
ていな

かった。

戸外遊び
の際に

は、職員
を園庭全
体が確認
できるよ
うな要所
に配置を
し、遊び
ながらも
常に全体
を把握す
る必要性
の意識を
持つ。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

鬼ごっこ
や集団遊
びなど友
だちと関
わって遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児が
走って遊
んでいる
ことは把
握してい
たが、他
の園児と
ドッチ

ボールを
して遊ん
でいたた
め、衝突
した瞬間
を見てい
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児と一
緒に遊ん
でいない
が、近く
にいた保
育士が衝
突する瞬
間を見て
すぐに駆
け寄った
ところ、
左目の横
が痛いと
いうた

め、職員
室につれ
て来た。

排泄後に
トイレか
ら飛び出
してきた
他児が、
前しか見
ずに走り
出したた
め、右か
ら走って
きた本児
に気付か
ず衝突し

た。

トイレや園
舎から園庭
に出る時

は、一度立
ち止まり、
左右をよく
見て出るよ
うに指導す

る。
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2324

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

22 2 0
15.３
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左小指基
節骨骨端
線損傷

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

毎月の事
故予防の
話し合い
の報告を
確実に伝
え、危機
管理意識
が高まる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ステージ
は歌った
り踊った
りできる
空間で
あった
が、ス

テージが
人数のわ
りに狭

かった。
又、段差
のあるス
テージ

だった為
飛び降り
るという
遊び方に
変わって
きてし

まった。

ステージ
をなく

し、落ち
着いて遊
べるコー
ナーを

作った。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

曲がヒー
ローアニ
メだった
為動きも
激しく

なってし
まった。

ステージ
の使用方
法や注意
事項を子
どもと確
認する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ヒーロー
アニメの
音楽に合
わせて、
踊ったり
なりきっ
たりして
楽しんで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士は
ステージ
を見る客
役であっ
た為、他
の子ども
と一緒に
ステージ
上の子ど
も達を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

加配担当
保育士

は、加配
児につき
トイレに
行ってい

た。

子どもの
動きがエ
スカレー
トした時
点で危険
を察知

し、遊び
を変化さ
せていく
とよかっ

た。

保育士の危
機管理意識
を高め、実
際に子ども
の動きに合
わせて、臨
機応変に行
動できるよ
うにする。

2325

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

17 2 2
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

8

1.基
準以
上配
置

ヒヤリ
ハット報
告等で、
職員間で
危険な事
例を共有
している
ものの、
子どもの
行動につ
いての見
通しの甘
さがあっ
た。ま

た、一人
一人の保
育士の危
機管理意
識が薄

かった。

ヒヤリ
ハット報
告を再度
検証し、
事故マ

ニュアル
の熟読を
行い、職
員一人一
人の危機
管理意識
を高め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

毎日 ―

業者によ
る遊具点
検におい
て雲梯に
は特段異
常はな

く、地面
には衝撃
吸収マッ
トが敷い
てあり、
事故につ
ながる要
因は認め
られな

かった。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

長時間の
戸外遊び
で子ども
達の気持
ちも高ぶ
り、活動
的になっ
ていた。
そのため
子ども達
に休憩等
とらせ、
一旦落ち
着かせる
時間を設
ける必要
があっ
た。

子ども達
に落ち着
いて遊べ
るよう時
間配分や
静的な遊
びを取り
入れるな
どして保
育環境を
工夫す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

登園時も
いつも通
り健康状
態は良好
であった
ので、戸
外遊びで
も元気に
過ごして
おり、で
きるよう
になった
雲梯を他
児と一緒
に何度も
取り組ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯は保
育士が必
ず見守る
中で行う
ようにし
ている。
今回も保
育士1名が
雲梯を見
守ってい
たが、他
児に声を
かけられ
た保育士
がその子
の対応を
していた
時に手が
滑って落
下してし
まい、そ
れに気づ
いて手を
差し伸べ
ようとし
たが間に
合わな

かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

戸外でそ
れぞれ好
きな遊び
を楽しん
でいたの
で、他の
保育士は
全体に目
が届くと
ころに間
隔を開け
て立ち、
子ども達
の様子を
見守って
いた。

対象児の
ように雲
梯ができ
るように
なり、嬉
しい気持
ちで遊ん
でいた。
しかし、
手が滑っ
たり、バ
ランスを
崩して落
ちる危険
性が常に
潜んでい
ることを
予測する
べきだっ

た。

雲梯ができ
る子でも、
落下する危
険性がある
ことを常に
頭に置き、
危険のない
ようにそば
で見守る。
また、でき
る自信は過
信につなが
り、注意力
などの欠如
等につなが
るため、ど
の園児にに
対しても、
しっかり雲
梯を握って
行うこと

や、不安に
感じた時は
声を出して
近くにいる
保育士に知
らせること
を話し、ど
んな状態で
も安全に遊
びができる
ような体制
つくりをす

る。

2326

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

19 2 2
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

8
2.基
準配
置

ヒヤリ
ハット報
告等で、
職員間で
危険な事
例を共有
している
ものの、
子どもの
行動につ
いての見
通しの甘
さがあっ
た。ま

た、一人
一人の保
育士の危
機管理意
識が薄

かった。

ヒヤリ
ハット報
告を再度
検証し、
事故マ

ニュアル
の熟読を
行い、職
員一人一
人の危機
管理意識
を高め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

毎日

晴天が続
き、園庭
の地面は
乾燥し滑
りやすい
状況で

あった。

園庭の地
面の状態
により水
を撒いた
り、陥没
の有無を
確認し、
園庭整備
を行う。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

冬から春
へと気候
の変化に
伴い、子
ども達が
開放的な
気分にな
り、鬼
ごっこ

（通せん
ぼお鬼）
の遊びが
楽しく気
持ちも高
揚してい
た。その
為、遊び
を楽しむ
余り勢い
よく走り
方向転換
をした時
にスピー
ド調整が
出来ず転
倒し、今
回の事故
につな

がった。

一人一人
の運動能
力の把握
不足、潜
在的な危
険を見極
めること
ができる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

登園時も
健康状態
は良好

で、朝の
体操後戸
外遊びで
「とおせ
んぼ鬼」
を他児と
一緒に楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
含めた数
名の子が
「通せん
ぼ鬼」を
行ってい
るのを見
守ってい
た。対象
児が鬼か
ら逃げた
後、方向
転換をし
ようとし
ているの
も見てい
たが、職
員の補助
ができる
範囲でな
い場所で
突然転ん
だので声
かけや手
を差し伸
べること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

戸外でそ
れぞれ好
きな遊び
を楽しん
でいたの
で、他の
保育士は
全体に目
が届くと
ころに配
置し、子
ども達の
様子を見
守ってい

た。

―

対象児が
行っていた
「通せんぼ
鬼」の場所
には担任保
育士が様子
を見守って
いたが、他
の職員の配
置にも気を
配り、より
多くの職員
が見守る体
制作りをす

る。

2327

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 10 14 21 6 6
15.３
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左尺骨遠
位端骨

折、左橈
骨遠位端
骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

３歳児は
未満児ク
ラスから
の持ち上
がりの子
が多かっ
たので、
園の生活
に慣れて
いると

思ってい
た。３歳
児として
生活初日
であるこ
とへの配
慮が足り
なかっ
た。

職員全体
で事故防
止につい
て再確認
する。特
に、年度
当初は子
どもたち
も表面に
は出さな
くても戸
惑いや不
安を抱え
ているこ
とを十分
配慮し

て、細や
かな対応
をしてい
く。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

　５　回/
週

2.不定期
に実施

―

園庭に植
えられて
いる木の
根で地面
がでこぼ
こしてお
り、躓き
やすい。

木の根元
周りに土
を入れ、
地面をな
らす。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

木の根元
は転びや
すい場所
であるの
で気をつ
けるよう
子どもた
ちに声を
かける。
職員は、
遊んでい
る子ども
の様子を
意識して
見守るよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

室内で機
嫌よく遊
んだあ

と、遊具
を片づけ
自分から
外に遊び
に出る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

最後に外
に出る子
と一緒に
出たた

め、対象
児より少
し遅れて
外に行
く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

　倉庫を
開けて乗
り物遊具
や砂場遊
具を出

し、遊び
の環境を
整えてい

た。

複数の保
育士が一
緒に外に
出るが、
遊びの環
境を整え
ながら子
どもを見
ており、
子どもの
動きだけ
を専属で
見ている
保育士が
いなかっ

た。

常に子ども
から目を離
すことのな
いよう、保
育士の動き
や役割分担
などの連携
を再確認す

る。
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2328

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

72 21 25 26 4 4
18.６
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

左下歯１
及び右下
１歯の脱

臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

毎・６
1.定期的
に実施

毎 ― 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

年長児の
保育最終
日という
ことで保
育士が保
護者や卒
園児とあ
いさつし
ながらの
保育で

あった。

保護者対
応が特に
必要な日
というこ
とで、保
育に専念
できる職
員を基準
以上に配
置する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た

保育最終
日で他児
の迎えに
きた保護
者にジャ
ングルジ
ムから飛
び降りる
ことがで
きるとい
つも以上
に気持ち
が高ぶっ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の保
護者と話
し込んで
しまい、
対象児の
動きを把
握してい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

職員間で
の声掛け
が不十分
で対象児
の動きを
把握でき
ていな

かった。

―

複数の保育
士が見守る
位置につい
て今以上に
声掛けを行

う

2329

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

42 6 20 16 6 3
17.５
歳

2.女
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅

中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右上腕骨
遠位端骨

折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

事故防止
マニュア
ルを再度
読み返

し、職員
に周知す

る

1.定期的
に実施

　
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2 ―

施設、遊
具などに
不備はな
いか、随
時確認し
ていく。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

―

保護者と
会話をし
ながら

も、子ど
もの動き
に注意し
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

保護者の
迎えがあ
り、本児
が室内か
ら靴を履
いて園庭
に出て行
き、ブラ
ンコの支
柱に両手
でつかま
り遊んで
いた時に
右ひじか
ら地面に
落下し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保護者と
降園時の
挨拶をし
て、連絡
事項を伝
えていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

室内にい
る他の子
どもたち
の保育を
していた

―

遊具の危険
性を再確認
し、子ども
の動きと興
味に留意し
て、見守り
を怠らない
ようにする

2330

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

34 2 2
17.５
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

―

延長保育
時のディ
リープロ
グラムの
中に、子
どもたち
が移動す
る時間帯
の留意事
項も組み
込むよう
にする。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

48 ―

今後も園
庭のへこ
みや石は
落ちてい
ないかな
ど、定期
的に園庭
整備と点
検を継続
して実施
してい
く。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

事故発生
時間帯

は、園庭
には、年
長児が

残って遊
んでいる
だけであ
り、適正
人数での
保育で

あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

特にテン
ションが
高いとい
うことも
なく、い
つも通り
であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児に
片付けの
声をかけ
た後、他
児にも声
をかけに
行ったた
め、転ん
だ一瞬は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

　自分が
担当する
クラスの
子に声を
かけてま
わってい

た。

勝負にこ
だわる年
齢でもあ
り、いち
ばんに並
びたいと
いう気持
ちがあっ
たと考え
られる。

事前に何時
になったら
片付けて廊
下で待つの
かを子ども
にわかりや
すく伝えて
おき、子ど
もが焦らず
に行動でき
るようにす
る。また、
声をかける

時は、
「ゆっくり
行こうね」
と声をかけ
る。常に、
子どもの特
性を保育士
が意識し、
声かけを工
夫するよう
にする。

2331

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

21 2 2
16.４
歳

1.男
児

特になし
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

―

職員配置
について
は問題な
いが、そ
の場の状
況に応じ
た保育士
の立ち位
置につい
て見直
す。

1.定期的
に実施

51
1.定期的
に実施

292
1.定期的
に実施

51 ―

職員間で
安全点検
箇所を確
認し、今
後も危機
管理意識
をもって
点検を行
う。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

気持ちの
コント

ロールが
難しい子
が数人い
るクラス
なので、
トラブル
が起こる
ことが多
い。

子ども同
士の距離
間、感

情、表情
に変化な
どをしっ
かりと把
握し、一
人一人が
安全に過
ごせるよ
うな環境
づくりや
援助をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

特にテン
ションが
高いとい
うことも
なく、い
つも通り
であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児とか
かわりな
がら全体
に目を向
け、対象
児を見て
いたが、
突発的に
引っ張ら
れたため
止めるこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他児のト
ラブルに
対応して
いたため
見ていな
かった。

トラブル
が起きた
時にすぐ
に手を差
し伸べら
れる位置
に保育士
がいな

かった。

活動や子ど
もの様子に
合わせて可
能な限り、
加配保育士
及び週休

パート保育
士を確保

し、ケガに
つながらな
いような援
助をする。

2332

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

74 27 25
17.５
歳

2.女
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅

中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

右第４中
足骨骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

保護者に
向けて降
園後遊具
で遊ぶ際
には十分
注意して
もらうよ
う再度周
知する。
子どもた
ちにも遊
具の遊び
方のルー
ルについ
て再確認
した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

5
1.定期的
に実施

12 ― 特になし
7.その
他

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

保育時間
中は、い
つも通

り、走っ
たり、鉄
棒などの
遊具で遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

4時まで降
園する子
どもを保
護者に引
き渡した
後、保育
室で掃除
や翌日の
準備をす

る

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

4時まで降
園する子
どもを保
護者に引
渡した

後、保育
室の掃除
や事務な
どをして

いた

― 特になし
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2333

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
5 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

38 2 2
17.５
歳

2.女
児

なし
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右示指中
節骨骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

45
2.基
準配
置

子どもの
行動が予
測できな
かった。

子どもの
姿を把握
しその都
度声かけ
や適切な
援助をす
る。

1.定期的
に実施

1回/月
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

トイレの
扉には、
手指を挟
まないよ
うに、ス
ポンジを
布ガム

テープで
覆った

ガードが
してあっ
たが、劣
化もあり
勢いよく
閉めると
指が挟ま
る隙間に
なってい
た。

スポンジ
を厚く

し、手や
指が挟ま
らないよ
うにし
た。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

トイレの
使用マ

ナー（覗
かない）
や扉を勢
いよく閉
めると危
険だとい
うことの
指導が不
十分で

あった。

トイレを
使用する
前に、マ
ナーや危
険な行動
を繰り返
し知ら

せ、身に
付くよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

扉を開け
てトイレ
に入って
いた子を
覗きから
かったの
で、覗か
れた子が
扉を閉め
たため、
手を挟ん
だ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

トイレ入
り口で他
にトイレ
に入って
いる子を
見ながら
本児を見
ていて、
会話を聞
いて声を
かけよう
とした

が、瞬時
のことで
被災を防
ぐことが
できな

かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の職員
はトイレ
にはいな
かった。

―

子どもたち
が移動する
時は、保育
士ができる
だけ複数で
見守るよう
にする。

2334

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
5 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

2 2 2
16.４
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左人差し
指第２関
節骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

―

　定期的
な環境の
見直しや
ヒヤリ

ハット等
を職員間
で定期的
に出し合
う機会を
月１回設
けること
により、
職員の危
機管理意
識を高め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

　子ども
の動きを
予測した
危険箇所
の改善

（ままご
との流し
台の裏に
入れない
ようにす
る。）

子どもの
遊びの興
味や発達
に応じた
遊びの環
境の見直
しを実
施。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

―

　子ども
のやりと
りや動き
から危険
を予測し
たり、遊
びの提供
の仕方が
適してい
るかを観
察する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

体調・情
緒面で特
に変わり
なし。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児の
遊びから
２メート
ル程度離
れた場所
で、他児
と粘土遊
びをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

サポート
児とのブ
ロック遊
びに個で
関わって
おり、対
象児に対
しては離
れたとこ
ろで保育
を実施。

―

　子どもの
遊びに参加
しながらも
全体の動き
に目を配

る。また、
保育士が２
人いた為、
保育士の位
置関係や向
き等も考

え、お互い
の保育士が
様々な角度
から子ども
の動きや遊
びが把握で
きるよう体
制作りを行

う。

2335

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
5

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

28 1 1
17.５
歳

1.男
児

なし

7.登園・
降園中(来
所・帰宅

中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左尺骨近
位端骨折
（浅野整
形外科）
左上腕骨
顆上骨折
（江南厚
生病院）

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

なし

どんな場
面におい
ても、事
故につな
がること
を職員で
確認しあ
い、子ど
もの様子
をきめ細
やかに見
ていくよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2 なし

雲梯の下
に敷いて
ある風呂
用マット
をしっか
りと固定
するよう
にした。

7.その
他

なし

お迎え後
は必ず子
どもから
目を離さ
ないよう
に保護者
に周知し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

保護者の
お迎え後
で、雲梯
をしてか
ら帰ると
ころで

あった。
雲梯の登
り口でぶ
ら下が

り、足を
登り口の
のせよう
としたと
ころで
あった

が、他児
が本児の
背中を押
して、バ
ランスを
崩した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者の
お迎え後
であった
ので、保
育士は、
本児のそ
ばにはい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

　保護者
のお迎え
後であっ
たので、
本児のそ
ばにはい
なかっ
た。

なし

保護者や子
どもの動き
などを気を
付けて見て
いくように

する。

2336

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
1

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

20 1 1
17.５
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

24
2.基
準配
置

―

職員配置
について
は問題な
いが、そ
の場の状
況に応じ
た保育士
の立ち位
置につい
て見直す
ととも

に、子ど
もに合わ
せ声をか
けていく

1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

50

転んだ時
に腕をぶ
つけた、
園庭の隅
にある畑
の囲みが
プラス

チック製
のため

畑の囲み
の硬い面
を衝撃吸
収できる
ものを付
ける

畑の手前
にライン
を引き、
そこより
先に転
がった
ボール

は、歩い
て拾いに
行くこと
にする

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

ドッジ
ボールの
外野が複
数でボー
ルを追い
かけたこ
と。園庭
の中に畑
があるこ
と。

子どもた
ちに複数
の友達と
ボールを
追いかけ
ると危険
なことを
教える。
畑の囲み
(プラス

チック製)
の上に衝
撃吸収

マットを
付ける

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

ドッチ
ボールの
外野で、
転がって
いった

ボールを
本児は自
分が拾い
たくて、
他の友達
と競い合
い思い切
り走っ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ドッジ
ボールの
コート

で、審判
をしなが
ら、ボー
ルを追い
かける子
どもたち
を見守っ
ていた

が、畑の
近くに

行ったと
き、特に
危険を感
じなかっ
たため、
気を付け
るように
声はかけ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他のクラ
スの子ど
もたちと
縄遊びを
していた
ため離れ
たところ
にいた。

ボールを
追いかけ
て走る時
のスピー
ド加減を
するよう
に声をか
けなかっ
た　複数
の子ども
がボール
を追いか
ける時

は、危険
という認
識がな
かった

複数でボー
ルを追いか
けて走る時
は、危険っ
という認識
を保育士が
持ち、転ば
ないように
気を付ける
よう、声を

かける

2337

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

38 0 0 0 0 19 19 0 2 2
18.６
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右肘関節
部打撲傷
右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

マニュア
ルに基づ
き、職員
間の連携
で迅速に
対応でき
たため改
善点なし

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

登り棒の
安全な遊
び方の

ルールが
守れてい
なかっ
た。

日頃、当
たり前に
なってし
まってい
る遊び方
や遊具の
使用方法
など再度
子ども達
と話し合
い安全に
遊べるよ
うにして
いく。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

―

園庭の環
境には、
十分配慮
し、安全
で楽しく
遊べる環
境を保障
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

友達と一
緒に登り
棒をくる
くると

回って遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員は近
くにいた
が、一瞬
の出来事
で、腕か
ら転んで
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

4歳児の職
員も戸外
にいた

が、クラ
スの子ど
もと関

わってい
た。

―

園庭など、
広い場所で
遊んでいる
時にも、ど
の職員も子
どもの様子
を十分に把
握できるよ
う連携をと

る。
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2338

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
11

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

17 2 2
18.６
歳

1.男
児

なし

7.登園・
降園中(来
所・帰宅

中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左尺骨近
位部骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

登園時間
帯で保育
者の手薄
な時間帯
にハイリ
スクな遊
具を使わ
せ、保育
者はだれ
も傍にい
なかっ
た。

登園時間
帯はハイ
リスクな
遊具の使
用禁止と
する。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
2.不定期
に実施

毎日 なし なし

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

園全体を
見渡す職
員が誰も
いなかっ
た。

登園時間
帯にはハ
イリスク
な遊具を
使用でき
ないこと
を全職員
が周知徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

友達と鬼
ごっこ

中、ジャ
ングルジ
ムで周り
がよく見
渡せるよ
う背中を
向けて

登った。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保護者対
応中で、
離れたと
ころで見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

園庭にい
たが、見
ていな

かった。

人手不足
の時間帯
に怪我が
発生しや
すいこと
を予測で
きなかっ

た。

人手不足の
時間帯にふ
さわしい保
育内容に変
え、保育者
が少なくて
も安全確保
できる保育
を行う。

2339

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
1 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

4 1 2 1 2 2
14.２
歳

1.男
児

なし
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

1歳児の特
性を理解
できてい
なかっ
た。

特性に応
じた人員
配置を行
う。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

25
2.不定期
に実施

―

部屋の中
で、床と5
㎝の段差
がある畳
を設置。

1歳児は足
がもつれ
やすいた
め、でき
るだけ段
差をなく
す工夫

で、パー
テーショ
ンで区切
り、段差
の出入り
口にス

ロープを
設置。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

なし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

土曜日保
育として
は、いつ
も通りの
異年齢保
育を行っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもの
人数に対
して、十
分な職員
配置であ
り、対象
児の至近
で見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

登園児が
４名のた
め、１名
の保育士
が保育

し、もう
１人の保
育士は待
機してい

た。

異年齢児
が4人を1
人の保育
士で見て
いたた

め、目配
り気配り
ができな
かった。

1歳・3歳・5
歳児がいる
中で、1歳児
は遊びや身
体機能も違
いが大きい
為、保育者
の目配り気
配りが必要
で待機では
なく保育に
参加する。

2340

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
11

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

2 2 2
14.２
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左母趾基
節骨骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特に問題
なし

特になし
2.不定期
に実施

4
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
特に問題
なし

特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特に問題
なし

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

外遊びに
行くとき
に自分で
転倒す
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象園児
を見守っ
ていたが
転倒する
ときに手
を差し伸
べること
ができな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

　他の園
児を見て
いたた

め、見て
いなかっ

た

つまずく
要因がな
い場所で
つまずく

常に園児の
行動を把握
し、事故防
止に努める

2341

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
1 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

18 2 2
18.６
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右手小指
中節骨骨
折(若木骨

折）

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

所内で職
員研修を
行い、安
全に対す
る危機管
理意識を
高める

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

子どもの
力での開
け閉めで
あれば戸
の上部ス
トッパー
のみで戸
が止まる
と思って
いた

戸の下部
にもゴム
製のス

トッパー
をつけ上
下で戸が
止まるよ
うにし
た。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

戸の下部
にもゴム
製のス

トッパー
をつけ上
下で戸が
止まるよ
うにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

トイレか
ら戻って
きた時保
育室に入
ろうとし
たとき右
手で横の
サッシを
持ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室の
戸口とは
反対方向
で作業を
しながら
全体を見
ていたた
め対象児
を見てお
らず対象
児の泣き
声で気付
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

クラスか
ら少し離
れた場所
でトイレ
に行く子
どもたち
を見てい

た。

クラスに
いる保育
士、トイ
レに行く
子どもを
見る保育
士の連携

不足

子どもが活
動をしてい
る際に別の
作業をせ

ず、全体を
見守る意識
を持ち、立
ち位置など
を考える。

2342

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
2 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

2 2 2
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

鼻骨骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

公園遊具
を安全に
使用する
ことはこ
れまでか
らも子ど
もたちに
は伝えて
きたが、
言葉かけ
等、より
丁寧に

行ってい
く必要が
あった。

所外遊具
等の安全
面につい
ては、今
以上に子
どもたち
や保育士
間で事前
確認を行
う。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

対象児童
は自由に
動ける状
態であ

り、身体
的に特別
に配慮を
必要とす
る児童で
はなかっ
た。遊具
は全体が
木製であ
るが、階
段部のみ
鉄製で

あった。
階段の段
差は約20
㎝程度で
あり、引
率した児
童はひと
りでも十
分上り下
りが出来
る場所で
あった。

危険箇所
がないか
どうかの
事前点検
を行った
上で、職
員間で見
守り箇所
を確認

し、職員
配置につ
く。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

当日は晴
れ、風も
ほとんど
なく、視
界も良好
であっ

た。遊具
の階段に
は少しの
砂はあっ
たが、気
になる程
ではな

かった。
よく利用
する公園
であり、
いつもと
変わった
様子は見
られな

かったた
め、保育
上特に危
険な状態
には無い
と判断し
た。

天候や遊
具の状態
により、
危険な状
態が認め
られれば
使用を中
止する等
を検討す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

好きな遊
具を選び
遊び始め
た。前に
も後ろに
も子ども
はおらず
特に勢い
がついて
いた様子
は無かっ
た。ゆっ
くりと階
段を上り
始めた

が、２段
目の階段
につまづ
き、前の
めりに転
倒。３段
目の階段
（鉄部

分）で鼻
を打ち、
受傷し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
が登り始
めた階段
付近にい
たが、他
の児童が
「ロープ
をした
い」と

言ったた
め、離れ
てロープ
を取りに
行きはじ
めた際に
対象児童
が受傷し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

砂場付近
の滑り台
の下で、
他の児童
を見守っ
ていた。

特に無し

職員は配置
場所から離
れる時は、
近くの職員
に声をかけ
る。見守る
べき場所で
児童が遊ぶ
状態にある
場合には配
置場所から
離れない。

2343

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

90 27 34 29 5 5
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
幹端単純
骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2～3

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3 特になし 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

縦割り保
育（3～5
歳児）中
100人近く
を5人で監
護してい
る状態。
他の園児
の訴えに
対応する
ために監
護場所を
離れた。

できる限
り監護担
当の場所
を離れな
い。もし
離れる場
合はフ

リー担当
に声掛け
を必ず行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

鉄棒に体
を乗り上
げたとこ
ろ、肘が
緩みバラ
ンスを崩
して転倒
した

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鉄棒配置
でその場
にいた

が、他の
園児の訴
えのた

め、砂場
のほうへ
行き、持
ち場をは
なれてし
まった。
また鉄棒
に背を向
ける形で
対応した
ため異変
気づくこ
とが出来
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

その他の
持ち場の
監護で
あった

り、他の
園児の対
応を行っ
ており、
また鉄棒
は個別で
職員配置
をされて
いるた

め、確認
の優先順
位が低

く、その
時は誰も
見ていな
い状況で
あった。

特になし

全体監護の
配置職員は
監護個所で
職員が監護
を行えてる
かも確認。
離れている
場合はフ

リーなどに
声をかけ監
護の目が離
れないよう
にする。ま
たフリー担
当も同様で
監護配置場
所から職員
が離れてい
る場合は

フォローす
る。
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2344

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
2 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

26 3 2
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左足首の
くるぶし
の骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

年齢別担
当職員間
で、園外
遊具で遊
ぶ時の配
置などの
確認が十
分ではな
かった。

園外遊具
使用時の
職員配置
について
危険箇所
を含め再
確認を行
なう。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

公園遊具
の危険箇
所につい
ては把握
していた
つもりだ
が、遊具
内で子ど
もが起こ
しうる危
険な行動
について
は予測で
きていな
かった。

公園遊具
の危険箇
所の把握
と遊具内
で子ども
が起こし
うる危険
な行動に
ついて全
職員へ周
知を行な
う。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

危険なこ
とはしな
いよう子
どもたち
には伝え
ていたが
飛び移ら
ないこと
など具体
的には注
意はでき
ていな

かった。

子どもた
ちには危
険なこと
はしない
と伝える
だけでは
なく、具
体的にこ
の遊具か
らこちら
の遊具に
は飛び移
らないこ
となどを
事前に説
明してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

本児が飛
び移れる
と思い行
動に移し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児がい
た網状の
遊具では
なく反対
側の滑り
台付近で
他児らの
遊びを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

本児がい
た網状の
遊具では
なく、そ
ばにある
滑り台付
近で他児
らの遊び
を見守っ
ていた。

公園の遊
具で遊ば
せる時

に、職員
の配置を
十分に押
さえてい
なかっ
た。

公園の遊具
で遊ばせる
際、職員間
で子どもを
見守る位置
を事前に確
認し合う。
また、子ど
もの動きに
合わせ、声
かけしなが
ら配置につ
いて連携を

とる。

2345

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

79 19 12 24 24 7 7
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位部骨幹
骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

児童の安
全対策の
中に跳び
箱の遊び
に対する
記載がぬ
けてい
た。

マニュア
ルを見直
し体育遊
具の注意
事項を付
け加え全
職員で確
認を行う

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

幼児に跳
び箱６段
をとばせ
るための
マットの
硬さ、厚
さが適切
ではな

かった。
厚み１０
センチ

専門家の
方に伺
い、硬

さ、高さ
に見合っ
たマット
を購入す

る

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

ひとりの
職員で判
断し跳び
箱をだし
て遊ばせ
ていたた
め、職員
間で注意
事項等確
認しあっ
ていな
い。

ひとりの
職員で判
断し遊び
を考える
のではな
く、朝の
自由遊び
の時間帯
にどんな
遊びを提
供するの
か計画を
たて、前
もって配
慮点など
を確認し
あう。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

周りの友
だちや、
職員に励
まされ勢
いをつけ
て、とび
ばこに

向った。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態

（対象
児に接
してい
た）

それまで
本児が、
跳び箱の
上またが
り、お尻
をつけて
下りてい
たため危
険がない
と思い込
んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

跳び箱に
一人職員
が、つい
ていたた
め危険を
かんじて
いなかっ

た

担当して
いた職

員、周り
の職員

も、跳び
箱の介助
の仕方、
どういっ
た事故に
つながる
のか等の
知識がな
かった。

全職員で体
育遊びの研
修を受け

る。

2346

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 3 7 11 10 6 11 0 8 2
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

脛骨１２
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

危機管理
マニュア
ルの中に
は、｢事故
対応｣が重
点的に書
かれてお
り、｢予

防｣につい
ての内容
が薄いの
で、充実
させる。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

使ってい
たパカポ
コに破損
箇所は見
当たら

ず、事故
現場も穴
が開いた
りしてい
ることも
なかった
ため、遊
具の改善
点は見当
たらな
い。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

・園長・
主任保育
士他数名
が会議の
為、現場
から抜け
ていた。
・お迎え
の時間帯
だったた
め、怪我
の見た目
と転び方
から軽傷
と判断し
てそのま
ま保護者
に渡し
た。

見た目が
軽傷で

も、子ど
もの様子
を見て柔
軟に対応
できるよ
うこの事
例を基に
職員間で
共有す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

ふざけた
様子はな
く、ルー
ルを守っ
て遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が転
ぶ瞬間を
見たが、
一瞬の出
来事で手
を差し伸
べること
ができな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で全
体の見守
り他、直
後に嘔吐
した他児
に対応し
ていた

り、他の
園児と関
わってい

た。

・転び方
を見て大
丈夫だと
安易に判
断してし
まった。
・事故10
分後に保
護者が迎
えに来た
ので、様
子を経過
観察でき
なかっ

た。また
本児の対
応をして
いた職員
が、担任
や園長に
報告した
のが降園
後となっ
てしまっ

た。

保護者がお
迎えに来て
いたとして
も、必ず数
人の保育士
で様子を見
て判断を共
有する。

2347

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

29 2 2
18.６
歳

2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足

指)

膝靭帯負
傷・膝十
字靭帯損

傷

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3 特になし 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

何も言わ
ずに他児
の玩具を
取り上げ
た為、他
児に引っ
張られた
拍子に前
屈みに転
ぶ。玩具
を両手で
持ってい
たため、
膝からこ
ける

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の正
反対に居
て、当事
者２人に
助言して
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

お片付け
の時間

だったの
で、他児
と玩具を
片付けて

いた

トラブル
が起こっ
た時に

は、手を
出さない
ように注
意してい

く。

日頃から子
どもたちの
様子を見守
り、トラブ
ルが発生し
たら、子ど
もの側に駆
け寄って対
応する。子
どもたちに
トラブルが
あった時に
言葉で解決
できるよう
に、日頃か
ら助言して

いく。

2348

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

23 4 4
14.２
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左第四指
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

担任間の
声の掛け
合い不足

常に安全
意識を

持って子
どもと接
する

3.未実施 　
1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

3

大型乗用
車は子ど
もからは
反対側が
見えにく
い構造に
なってい

た

施設設
備・遊

具・玩具
に目を向
ける時、
遊んでい
る時だけ
でなく、
どんな時
も安心・
安全であ
るかを気
配り・目
配りをす
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

大型乗用
車は子ど
もからは
反対側が
見えにく
い構造に
なってい

た

見通しの
悪い物を
片付ける
際は、子
どもだけ
に任せな

い

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

遊んだ遊
具を自分
たちで片
付けよう
と意欲的
に片づけ
をしてい

た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当保育
士の所に
集合を促
し全体の
把握をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

１名固定
遊具の中
の片付

け、１名
シーソー
の片付

け、１名
汽車の大
型遊具の
横で集合
場所に行
くよう指
示をして

いた

手を添え
る場所

は、壁と
乗用車に
挟まれな
い所に添
えるよう
伝えるべ
きであっ

た

見通しの悪
い物を片付
ける際は子
どもだけに
片付けを任
せず一緒に
行う。又、
常に危険の
予測を行

い、安全に
片付けられ
るよう伝え
ていく。
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2349

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 0 3 4 2 0 0 0 3 3
13.１
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

週1
1.定期的
に実施

　週１
1.定期的
に実施

週１

安全を考
慮して下
に敷いて
いたマッ
トが、1歳
児には高
さがあっ
た。

年齢ごと
だけでは
なく、個
人の発達
を考慮し
て遊具の
使用方法
や遊具を
替える。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

土曜日保
育は担任
保育士が
不在の時
もあり、
また異年
齢保育の
保育の為
登園児の
引き継ぎ
が不十分
であっ
た。

土曜日保
育は、登
園児も毎
週異なる
為、登園
する子ど
もの発達
等を各ク
ラス書面
と口頭で
引継ぎを
行うよう
にした。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

マットの
上に置か
れた、ス
ポンジ台
（粗大遊
びマッ

ト）から
降りる

際、お尻
から転

ぶ。その
時に左手
をつき左
から倒れ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任保育
士は至近
にいた

が、全体
を見てい
た。対象
児の転倒
に気が付
き、近く
に行き様
子を見
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

幼児担任
の保育士
が至近に
いた。全
体を見て
いた。担
任ととも
に対象児
の本児の
様子を見

る。

転倒の後
の様子に
も十分に
観察し

て、判断
するべき
であっ
た。

土曜日保育
の人員を1名
増やし、乳
児と幼児を
分けて別の
部屋で保育
を行ってい

る。

2350

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
5

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

33 11 11 11 2 2
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

　右手首
骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― 特になし 特になし

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

手洗い・
足洗い

場、遊具
置き場の
近くで広
くない場
所、段差
のある場
所なの

で、大き
な動きを
している
と転け

る・ぶつ
かる事が
考えられ
る。

手洗い
場・足洗
い場、遊
具置き場
の辺り

は、遊び
場として
使用しな
い。子ど
も達に遊
び場の約
束とし

て、手洗
い・足洗
い場、遊
具置き場
の近くで
は遊ばな
いよう伝
えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

元気に登
園後、い
つも通り
園庭で遊
ぶ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭を
走ってい
る対象児
を見なが
ら同じく
園庭で遊
んでいる
他児も見
ていた。
転けた瞬
間は他児
の対応を
していて
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

室内で遊
んでいる
子どもの
見守りを
してい
た。

特になし 特になし

2351

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

34 4 3
16.４
歳

1.男
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

　毎日
1.定期的
に実施

数 特になし 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

上靴を履
くことを
クラス全
体に周知
する。

トイレ後
の、上靴
着用の習
慣化。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

トイレか
ら帰って
くる際

に、普段
であれば
上靴を履
いて保育
室に帰っ
てくるの
だが、こ
の日は履
かずに保
育室に

入ってし
まう。日
頃から上
靴を履く
のを嫌

がってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

午睡あけ
の為、本
児の近く
にはいた
のだが、
布団など
片付けを
行ってい
た。視覚
には入っ
ていた

が、本児
に対し付
きっきり
の状態で
はなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

一名がト
イレの見
守り、一
名がテラ
スにて他
の子ども
の様子、
援助をお
こなって
いた。

特になし

対象児が上
靴を履いて
いなかった
ことに、保
育者が気づ
くまたは、
上靴を普段
から嫌がる
傾向がある
子どもで

あった為、
靴下を脱が
しておく。

2352

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

4.3歳児ク
ラス

20 3 3
15.３
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

右上下前
歯打撲・
下口唇切

創

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

保育体制
上人員不
足は無

く、当該
クラスに
おいても
担任が

揃ってお
り、職員
配置は適
切だった
ことか

ら、該当
するもの
はないと
思われ
る。

事故発生
時には即
日、所内
会議を開
き、再発
防止案に
ついて検
討する。
日頃から
「ヒヤリ
ハット」
を意識

し、危機
意識につ
いて共通
認識を深
める。

今回は戸
外活動中
（歩道）
での事故
のため、
ハード面
での要因
はないと
思われ
る。

上記理由
により該
当なし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

道路は保
育所に面
した見通
しの良い
直線道路
であり、
天候も良
く視界も
良好で

あった。
散歩の際
にはよく
通り、子
ども達も
歩き慣れ
ていた

道。公園
の側溝

（鉄製の
グレーチ
ング）の
上を通っ
たが、ぐ
らつきな
どの不安
定さは無
かった。
安全と判
断して歩
いたが、
グレーチ
ングは網
目状の構
造であ

り 子ど

足元の安
定した場
所を選ん
で歩く。
足元に注
意しなが
ら歩く様
に声をか
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

２人組で
手をつな
ぎ、10列
で歩い

た。本児
は前から
６列目
（公園

側）にい
たが、一
緒に手を
つないで
いた女児
（車道

側）が転
倒し、

引っ張ら
れるよう
にして転
倒した。
列は等間
隔であ

り、間が
開いて急
いだ様子
などは無
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

十字路に
さしか

かった所
で、車道
側に立ち
子どもの
列全体を
見渡せる
位置で、
後方等か
ら車両等
が来ない
のを確か
めなが

ら、子ど
も達を進
行方向に
誘導して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

先頭(1列
目)にいた
担任保育
士は、施
設までの
道を誘導
するた

め、先頭
の子ども
（車道

側）と手
をつない
でいたた
め見てい
ない。

最後尾(10
列目)の子
ども（車
道側）と
手をつな
いでいた
担任保育
士は女児
と本児が
転倒する
のを後方
から見て
いた。

先頭に同
行した保
育士およ
び対象児
のそばに
いた保育
士は、安
全な道と
思ってお
り、足元
のグレー
チングに
注意が向
いていな
かったた
め、車両
等交通面
での安全
を優先

し、子ど
も達に足
元への注
意を促す
等の配慮
が出来て
いなかっ

た。

行き先への
経路は職員
間で事前に
打ち合わ

せ、交通状
況や道路状
況等、子ど
もの年齢に
応じて安全
な経路を選
択する。保
育士は、い
つも通って
いる道でも
安全と思い
込まず、前
方や足元等
安全を確認
しながら歩
き、危険箇
所について
は回避出来
る様職員間
の連携に努
める。凹凸
や階段等の
足場を歩く
際には、歩
くスピード
を考慮す

る、必要に
応じて子ど
もへ手を差
し伸べる、
子ども同士

2353

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

21 2 2
17.５
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

口唇裂傷
左前歯打
撲による
ぐらつき
歯根の損

傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

12

屋上遊技
場が狭い
中２つの
鬼ごっこ
をしてい
た。

活動的な
遊びが重
なってい
るときは
遊びの数
を制限す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

屋上での
遊びで走
り回って
いるとき
の注意が
不十分で
あった。

鬼ごっこ
などの活
動的な遊
びの際の
遊び方や
場所の整
理を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

本児は色
鬼をして
いて次の
クールに
映る為、
一緒にし
ている人
のいる方
へ行こう
と歩き出
した所、
他の鬼

ごっこを
していた
児童と接
触する

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
横手３

メートル
程離れた
ところで
全体を見
ていた

が、急に
他児童が
走って対
象児童と
接触した
ため、何
も出来な
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他職員も
対象児童
の６メー
トル程前
にいた

が、急な
事で、防
ぐ事は出
来なかっ

た。

遊びが混
在してい
た為、走
り回って
いる児童
と対象児
童への注
意ができ
なかっ
た。

より全体状
況をよく把
握し子ども
の達の動き
を見て、危
険を予測し
て、遊び場
所の配慮や
児童への注
意喚起の声
かけを行う
ようにする
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2354

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

19 2 2
17.５
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

前腕骨骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特に当該
滑り台部
分はス

ピードが
出て危険
を伴う

子どもた
ちの気持
ちが、高
揚してい
る様な状
況では、
子どもの
遊び方を
制限する
ことも考
慮しなが
ら、保育
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動はあ
まり得意
ではな

く、積極
的には動
かない方
だが、こ
の日は活
発に遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

大型遊具
の対象児
が滑った
滑り台と
反対側の
滑り台の
ところで
他児の動
きに注意
をはらっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

大型遊具
の雲梯部
で雲梯を
している
子どもた
ちを、見
守ってい

た。

子どもの
全体状況
を掴み、
適切な声
かけや配
慮ができ
ていな

かった。

常に子ども
たち全体を
見るように
するため、
立ち位置を
考える。ま
た、目の届
く範囲で遊
ばせるた

め、範囲を
狭めること
も、考慮す

る。

2355

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 13 12 2 2
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

―

マニュア
ルを再検
討し、職
員に周知
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ジャング
ルジムの
裏側は正
面からは
見えにく
い。

ジャング
ルジムか
ら飛び降
りないよ
うルール
を確認す
る。下を
確認す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

事故が起
きていな
くても、
できるか
ぎり声か
けをして
もよかっ
た。

子どもた
ちともう
一度、

ルールを
確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

年長に
なってう
れしかっ
たのもあ
り、ジャ
ンプをし
て降りた
が、慣れ
ておら

ず、また
他児も

ジャング
ルジムか
らのジャ
ンプに気
づかずに
走りだし
てしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭や遊
具を全体
から見え
るような
位置に

立ってい
たが、

ジャング
ルジムか
ら飛び降
りるの

と、他児
が走り出
すのを確
認できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他児を連
れて、保
育室に

入ってし
まってい

た。

4月に園
外散歩を
し、遊具
や保育

室、園庭
をまわり
ながら

ルールを
子ども達
と確認
し、夕

方、園庭
に出る際
も毎日

ルールを
確認して
いたが、
新学期と
いうこと
もあり子
ども達に
徹底され
ていない
のかもし
れない。
もう少し
注意喚起
の声かけ
を小まめ
に行うべ
きであっ
た。担任
も初めて
のクラス
で慣れて

まだ4月なの
で、子ども
が覚えるよ
うに小まめ
にルールの
確認をした
り、守れな
い子どもに
は何度も丁
寧に伝えて
いくように
心がける。
また園庭遊
びの時は、
特別な用事
がない限

り、他の職
員は園庭に
いるように

する。

2356

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
5

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

41 3 3
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

マニュア
ルに沿っ
て対応し
たため改
善点はな

し

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1～2回/週 ―

遊具は適
切に配置
してあり
改善点は
なし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

午前中も
本児が

「平均台
を跳び越
えられ

る」と言
うのを担
任が危険
である事
を伝えて
制止して
いたが夕
方跳び越
えようと
し、跳び
きれず転
倒する。

再度5歳児
2クラスで
遊具の使
い方を確
認し危険
な使い方
をしない
よう周知
する

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつもど
おりで
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任は鬼
きめの為
に子ども
達の中心
にいたた
め本児も
鬼きめに
走ってき
たと思っ
たら方向
を変えて
平均台を
跳び越え
てしまっ

た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

各年齢の
遊びを見
ていた為
それぞれ
の場所に

いた

―

遊具の遊び
方について
再度担任間
で確認する
と共に予測
できない行
動をするこ
とも話し合

う

2357

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12 6.午睡中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

18 1 1
16.４
歳

1.男
児

特になし
4.睡眠中
(うつぶせ
寝以外)

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6
2.基
準配
置

・午睡時
マニュア
ルを活用
していた
が、園児
の状態

（寝つき
や就寝時
のくせ

等）を把
握するこ
とが不足
してい
た。

・保護者
への聞き
取りや普
段の様子
を観察・
記録・情
報共有

し、状態
把握に努
める。

特になし 特になし
5.睡眠
(午睡)
中

・布団を
敷く際、
布団と布
団の間を
開けず敷
き詰めて
いた。

・保育室
に使用し
ている物
としてい
ない物と
が混在

し、寝る
スペース
が狭かっ
た。

・間隔を
取って布
団を敷く
ようにす
る。

・使用し
ていない
机や遊具
等は整理
整頓しス
ペースを
広くと
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

登園後、
通常通り
生活して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・起きて
いる子ど
もを保育
者の傍に
移動させ
ようとし
た際、寝
ている子
どもの布
団の上を
歩いてし
まった。
また、左
手で子ど
もと手を
繋ぎ、右
手で布団
を持って
いた為、
足元が見
えていな
かっ

た。・子
どもに接
触したに
も関わら
ず事態を
重要視し
なかった
ため、確
認や報告
を怠っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

・発生当
時、担任
１名は保
護者と懇
談をして
いた。午
睡中だっ
たため１
名で保育
をしてい

た。

・起きて
いる子ど
もが騒ぎ
出した

為、寝て
いる子ど
もが起き
てしまう
と焦りが
あった。
・移動す
る際、隅
を歩か

ず、子ど
もが寝て
いる間を
歩いてし
まった。
・本児に
接触した
際、状況
の確認や
報告を

怠った。

・午睡時間
に起きた子
どもが静か
に過ごせる
よう環境を
整える。

・寝ている
子どもの至
近距離は歩
かない。

又、布団を
踏まないよ
うにする。
・接触が
あった場

合、必ずど
こに当たっ
たのかどん
な状態なの
かを確認す
る。また、
クラス職員
へ報告し情
報を共有す

る。
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2358

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

58 3 6 7 14 14 14 7 7
16.４
歳

1.男
児

なし
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

外あそび
と平行し
て他の保
育士が新
年度準備
をしてい
た。担任
が準備に
あたって
いたり、
全児だっ
たためお
互いがお
互いをあ
てにした
見方をし
ていたか
もしれな
い。

保育士は
全体に目
を向け危
険な遊び
方をして
いないか
常に確認
しながら
保育をす
る。保育
士も声を
出しなが
ら確認し
あってい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

50 なし

ベンチそ
のものは
危険では
なかった
が横から
跳ぶとい
う遊び方
に問題が
あった。
遊び方も
考える必
要あり。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

新年度を
迎える前
で本児の
気持ちも
高揚して
いたかも
しれな
い。

落ち着い
た気持ち
ですごす
ような声
かけや関
わりが必
要。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

活発な動
きが多く
ジャンプ
力もある
が足をす
べらせ腕
から落ち
てしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

いつもは
跳んでい
るので大
丈夫だろ
うと思い
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他児と遊
んでいた
ため。

―

保育士は全
体に目を向
け危険な遊
び方をして
いないか常
に確認しな
がら保育を
する。園児
が興奮して
いる場合は
落ち着くま
で待つ。

2359

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

20 1 1
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

複雑骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

　
2.基
準配
置

―
安全な遊
び方を知
らせる

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―
特に問題
なし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

遊びの
ルールや
決まりを
知らせる

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

鬼ごっこ
で鬼に

なって友
達を総合
遊具に追
い詰め

タッチし
ようとし
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭に出
て見てい
たが目が
行き届か
ず、保育
士の見守
りが十分
でなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

いない ―

危険な行動
となる姿を
予測し,声を
かけるなど
して、見守
りを怠らな
いようにす

る

2360

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

19 9 9
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕顆
上開放骨

折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

鉄棒で遊
ぶこと

が、大き
な事故に
つながる
という認
識がうす
かった。

鉄棒の上
に座るこ
とは危な
いという
ことを子
どもたち
に教え、
座らない
ように指
導する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

24

鉄棒の下
に敷いて
いるマッ
トがある
程度衝撃
を吸収す
ると思っ
ていた

が、意外
に硬く

思ったほ
ど吸収し
なかっ
た。

鉄棒の下
のマット
を人工芝
に変えて
いく。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

―

①鉄棒の
上に座る
ことは危
ないとい
うことを
子どもた
ちに教

え、座ら
ないよう
に指導す
る。

②鉄棒の
下のマッ
トを人工
芝に変え
ていく。
③鉄棒は
危ないと
いう意識
を持っ

て、でき
るだけ鉄
棒をして
いる時は
側につく
ようにす
るととも
に、子ど
もたちに
も手を離
すと危な
いことを
知らせ注
意を促し
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

同じクラ
スの友だ
ちと3人で
遊び、鉄
棒に１人
が座り、
本児も隣
の1段低い
鉄棒に

座ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

5歳児クラ
スの子ど
もたちの
様子に目
を配り見
ていた。
友だちと
鉄棒の上
に座って
いる本児
の姿を見
て、危な
いと感じ
たので注
意を促そ
うと近づ
いていた
が間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

各クラス
の子ども
たちに付
き添い様
子を見

守ってい
た。

5歳児な
ので鉄棒
での活動
にある程
度安心感
を持って
しまって
いた。

鉄棒は危な
いという意
識を持っ

て、できる
だけ鉄棒を
している時
は側につく
ようにする
とともに、
子どもたち
にも手を離
すと危ない
ことを知ら
せ注意を促
していく。

2361

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

18 18 1 1 1
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

事故防止
チェック
リストは
周知して
いたが、
徹底でき
ていな

かった。

ミーティ
ングで読
み合わせ
を行い、
周知徹底
に努め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

2 ― 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

鉄棒で前
回りがで
きるよう
になり、
３日目

で、でき
たことを
喜び、自
信を持ち
前回りを
してい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態

（対象
児に接
してい
た）

本児のす
ぐ後ろで
見守って
いたため
転倒時に
手を添え
ようとし
たが、間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

加配対象
児と加配
保育士が
ジャング
ルジムで
遊んでい

た。

前回りが
できるよ
うにな

り、本児
が自信を
付けてい
たため、
保育士は
手を添え
ず見守っ
ていた。

出来るよう
になったと
は言って

も、鉄棒で
はいつ手を
離したり、
手が滑った
りなどが起
るかわから
ないので、
常に予測し
て援助を行

う。

2362

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

18 8 10 4 4
15.３
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折 1.頭部
左側頭部
頭骨陥没
骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

遊んでい
る子ども
と，園に
帰る子ど
もと，幅
広く子ど
もが広

がってい
る状況で
あった。

活動の切
替時は，
子どもの
行動範囲
を狭めて
いく。

公園ス
ロープに
設置して
あるフェ
ンスの危
険を認識
していな
かった。

フェンス
の網掛け
のない部
分に網掛
けを要望
した。

（自治体
が年度末
に転落防
止ネット
を設置）

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

囲いのな
い公園

で，死角
が多い。

死角にな
るスロー
プに，子
どもがい
かないよ
うにコー
ナーポス
トを置
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつもの
通り，元
気に保護
者と登園
する

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事故数分
前にはス
ロープ近
くに位置
し公園内
の子ども
たちを見
守ってい
た。他児
が「先生
来て」と
呼んだの
で担当職
員が移動
した瞬間
に事故が
起きた。
他の職員
の声で現
場に行く
が間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

公園内に
いた他の
職員が，
フェンス
から上半
身を乗り
出してい
る状況を
発見し，
とっさに
叫び声を
あげた。

公園内の
危険箇所
に，職員
配置でき
ていた
か。

公園内の危
険箇所に職
員配置す

る。子ども
に背を向け
ず見守る。
職員の連携
をとる。

時々人数確
認をする。
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2363

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
10

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

23 6 9 8 2 2
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

ヒヤリ
ハット事
例につい
て報告だ
けに終

わってお
り、背景
や原因、
対策など
職員で考
えること
になって
いなかっ
た。

マニュア
ルの読み
合わせや
ヒヤリ

ハットの
報告だけ
でなく、
事例の検
証を行い
職員の意
識向上を
図る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24
2.不定期
に実施

6 ― 特になし

4.個人
活動

中・子
どもの
み

テラスを
走り、帰
り支度を
していた
友達を回
避しよう
として、
テラスに
置いて

あった上
着入れの
かごにつ
まづい
た。

かごはテ
ラスの園
舎側に置
く、など
通り道の
邪魔にな
らないよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

早くトイ
レに行き
たい、ま
た早く園
庭に戻っ
て遊びた
いという
思いがあ
せりにつ
ながり、
注意散漫
な状態で
テラスを
走った。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児がト
イレに行
くことを
告げて

行ったの
で、居場
所の確認
はできて
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

迎えに来
た保護者
の対応を
してい
た。

夕方は職
員2名体
制にな

り、トイ
レまでつ
いていく
ことは難
しい。走
らずに行
くことを
伝えてい
なかっ
た。

落ち着いて
行動するこ
との言葉が
けを行う。

2364

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

31 11 20 2 2
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左橈骨尺
骨遠位端
骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

―

事故予防
のマニュ
アルはな
いので、
他園の状
況を聞い
たり調べ
たりし

て、近い
うちに作
りたい

1.定期的
に実施

月２
1.定期的
に実施

週１
2.不定期
に実施

2.3 ―

クラス・
遊具・玩
具は定期
的に点検
している
が共有ス
ペースの
チェック
リストは
ないの

で、今後
考えたい

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

―

渡り切る
まで気を
抜かず

しっかり
握るよう
に声をか
ける

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつも大
人しい子
で落ち着
いている
が、その
日は良く
褒められ
本人の内
なる気分
は盛り上
がってい
たのかも
しれない

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

いつも外
に出ると
雲梯をし
てから遊
ぶように
してお

り、職員
は必ず傍
について
見守った
り、補助
したりし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

雲梯を終
えた子の
遊びを見
守った

り、声を
かけたり
してい
た。

―

職員は、手
分けをして
ちゃんと子
供を見てい
たと思うの
で、本人の
嬉しい張り
切った心の
動きを感じ
て気を抜か
ず渡り着る
ように声を

かける

2365

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

4.3歳児ク
ラス

17 3 3
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左尺骨骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

ヒヤリ
ハット・
事故報告
書をもと
に話し合
い、注意
喚起を行
なってい
たが、職
員間での
連携不足
であっ
た。

危険予測
対応がで
きるよう
さらに研
修などを
重ね、職
員間で情
報共有し
危機意識
のレベル
アップを
図る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎回

園児が約
50cmの高
さから飛
び降りて
遊ぶ行為
は、バラ
ンスを崩
しやすく
危険を伴
い、保育
士の目が
行き届か
ないため
園外遊び
には即さ
ない。

毎回、事
前に危険
箇所の点
検を行
い、安

全・危険
区域を区
別し、リ
ストアッ
プして危
険箇所を
共有して
おく。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

飛び降り
て着地し
た場所が
少し斜め
になって
いたため
バランス
を崩し
た。

地面の凹
凸の場所
や高低な
ど事前に
危険箇所
をよく把
握し、園
児にルー
ルを伝

え、職員
間や園児
双方が危
険認識す
るよう意
識づけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

神社に行
くと毎回
飛び降り
る遊びを
繰り返し
ていたの
で、今回
もいつも
通りに友
だちと一
緒に順番
に飛び降
りて遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

そばにつ
いて、補
助したり
声をかけ
たりしな
がら、見
守ってい
た。本児
が飛び降
りたとこ
ろは目視
していた
が、その
後他の園
児に目を
向け振り
返った時
には本児
が転んで
いた。声
を掛けた
が、すぐ
に遊び始
めたので
様子を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

それぞれ
間隔を

とって、
全体の園
児と一緒
に遊んだ
り、見

守ったり
してい
た。

よく利用
している
園外保育
場所で

あったた
め、職員
間に油断
があっ
た。

慣れている
場所であっ
ても、様々
な状況にお
いて危険予
測対応がで
きるよう職
員間で担当
エリアを決
めて連携を

図る。

2366

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 0 3 5 8 3 11 5 5
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右尺骨骨
折

（肘）・
右橈骨骨
折（肘）

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

職員の連
携を強

め、具体
的に子ど
もを見守
る体制を
整える。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

（雨後は
特に）園
庭の石の
飛び出し
や木の

根、でこ
ぼこなど
について
点検

し、つま
ずきを防
止する。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

3人で手を
つないで
いたた

め、転ん
だとき手
をつくこ
とができ
なかっ
た。

また、児
童は発達
上、体の
バランス
が取りに
くいとこ
ろがあっ
た。

児童の発
達の特性
を全職員
が共有

し、ふさ
わしい配
慮ができ
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

体調がよ
く、普段
と変わっ
た様子は
なかった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は、
クラスの
配慮が必
要な児童
が機嫌が
悪く、室
内で暴れ
ていたた
め、クラ
スで話し
合ってい
た。クラ
スにいる
旨を他の
保育士に
伝え、園
庭の子ど
ものこと
を頼んで
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

頼まれた
保育士

は、3人で
手をつな
いでいる
ところを
見て、一
度は声を
かけ注意
を促し
た。

転んだと
ころは担
任以外の
2名の保
育士が見
ていた

が、すぐ
に起きた
ので、た
いしたこ
とはない
と思い、
怪我の情
況を確か
めなかっ

た。

ささいなこ
とだと楽観
視すること
なく、転ん
だだけで

あっても状
況を確認し
ていくこ

と。

2367

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

73 3 8 11 20 15 16 15 15
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

職員間で
マニュア
ル等が浸
透してい
ない。

ヒヤリ
ハットや
事故事例
等を分析
し、危険
箇所の再
確認や危
険予測で
きるよう
職員間で
話し合
い、マ

ニュアル
の見直し
や研修を
行なう。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2

玩具や運
動用具に
ついては
毎日点検
を行う

が、屋外
の玩具の
片づけな
ど整理後
のバラン
スボール
を、園児
が簡単に
取りだし
やすい環
境であっ
た。

室外で遊
ぶボール
や三輪

車、その
他の玩具
について
も、遊び
始めと終
わりに点
検し危険
がない

か、また
収納状態
も再度確
認する。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

バランス
ボール利
用時、保
育士配

置、利用
する年

齢、利用
場所など
の取り決
めがな

かった。

０歳～３
歳の園児
が園庭に
いるとき
は、バラ
ンスボー
ルは使用
しない。
４・５歳
が利用す
る時は、
必ず保育
士の見守
りの中で
使うこと
を徹底し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつも使
うバラン
スボール
に、体を
もたれて
揺らしな
がら遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭で2歳
～5歳が、
それぞれ
の年齢の
グループ
に分かれ
て遊んで
いた。担
当保育士
も配置し
ていた

が、4歳児
は4つのグ
ループに
分かれて
いたた

め、近く
にはいた
が、バラ
ンスボー
ル場所に
はいな

かった。
起こった
事故前後
は見てい
たが、一
瞬のこと
であった
ため、回
転を止め
ることが
できな

かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

芝生の上
で転んだ
ので、怪
我はない
だろうと
思いなが
ら園児の
ほうへ向
かった

が、泣い
たことで
まずは落
ち着くよ
うに話し
かけなが
らボディ
チェック
をした。

バランス
ボールの
揺れ幅が
いつもよ
り大きく
なり急に
回転した
ことで、
今回の怪
我につな
がること
を想定し
ていな

かった。

室内外の遊
びを一覧に
し、遊びの
中でも気を
つけなけれ
ばならない
玩具、遊具
をピック
アップす

る。遊び方
を明記しマ
ニュアル化
して、職員
会で危機意
識の統一す

る。

74 / 255 



2368

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

55 6 6 15 14 0 14 8 8
16.４
歳

2.女
児

天候：晴れ
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

これまで
はさわっ
て遊ぶこ
とはあっ
ても、

登って落
下する事
例がな

く、保育
士が予見
すること

が
できな

かった。

ブランコ
安全柵に
は登った
りしない
よう子ど
もに周知
徹底と見
守りをす
る。

2.不定期
に実施

3
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

6

鉄棒のよ
うになっ
ているの
で、つい
鉄棒遊び
のように
触れる可
能性を予
見する必
要あり、
適切な注
意喚起の
言葉かけ
も必要で
あったと
思う。

近寄り触
れたり遊
ぼうとす
る子には
遊具とし
て遊ばな
いことを
周知す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

保育士の
近くにい
る子ども
達を中心
に見守る
傾向があ
り、常に
広く見守
り個々の
居場所の
把握がで
きていな
かった。

保育士が
分担して
それぞれ
の固定遊
具の見守
りをする
とともに
常に全体
の見守り
も忘れな

い
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

最近家庭
でも、高
い所に登
ろうとす
る傾向に
あったと
のこと

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2歳児の子
どもの靴
が脱げた
ので、か
たわらで
はかせて
いたた

め、本児
に手を差
し伸べる
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

以前にも
触れて遊
んでいた
様子を見
たことが
あり、興
味があっ
たのかな
あと感じ
たことは
あったが
当日は見

て
いなかっ

た。

年齢に応
じた遊び
方興味関
心など常
にキャッ
チし関わ
ると共

に、危険
な場所で
の見守り
分担を

きちんと
してい
く。

保育士間の
連携をとり
ながら、慣
れた遊具で
あっても職
員配置を考
え、常に遊
び方と安全

確認を
行ってい

く。

2369

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
6 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

15 3 3
13.１
歳

1.男
児

環境の変化
に戸惑い、
行動に落ち
着きがなく
なることが
あった。ま
たつま先で
走る傾向が
あり転倒し
やすく危険
であるた
め、本児に
声掛けなど
をするが行
動範囲が広
く、保育士
の体で受け
とめて制止
していた時
もあった。
（現在は以
前より落ち
着きのある
行動がと
れ、言葉の
理解力がつ
き始めてい

る。）

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

若木骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

事故予防
マニュア
ル等が職
員間で浸
透してい
ない。

事故予防
に関する
研修を実
施してい
るが対応
不足で

あった。

ヒヤリ
ハットや
事故事例
等を分析
している
が、職員
間で十分
に改善策
を話し合
い、園児
の状況を
把握し予
測対応が
できるよ
う連携を
図る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

畳上に危
険な障害
物はな

かったが
走り回れ
る環境で
あった。

多動傾向
の園児が
いた場

合、職員
間で連携
を図り、
園児と室
内周囲の
観察を行
い、安全
な空間と
なるよう
注意す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

午睡後の
ため、ま
だ覚醒し
ていない
子、排泄
中の子、
排泄後手
を洗う子
ども等の
行動に応
じた保育
士間の連
携が不足
してい
る。

起床後は
活動が多
岐にわた
るため、
子どもた
ちの気持
ちを落ち
着かせな
がら、排
泄後は本
児も好き
な絵本等
で座って
集団で過
ごせるよ
うに促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつもと
変わった
様子はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

クラス担
任は３名
いた。そ
れぞれお
やつの準
備、布団
の片付

け、排泄
の世話を
してお

り、視覚
内には

入ってい
たもの

の、他園
児の介助
などで本
児の制止
が出来に
くい状況
であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

クラス内
での出来
事で　３
名の保育
士がそれ
ぞれ他業
務に気を
とられて
いた。

本児が自
由時間の
時に走り
出す予測
をしな

かった。

保育士間の
役割分担の
明確化を図
る。布団片
付け、排泄
介助、排泄
済みの園児
たちを集合
させて保育
し、突発的
な行動を未
然に防ぐ。

2370

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
1

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

26 2 2
16.４
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

上顎A-A外
傷性歯牙
脱臼

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

朝の冷え
込みが厳
しく、靴
下を履い
たままフ
ローリン
グに向か
い、滑っ
て転倒す
る予測や
分析が十
分出来て
いなかっ
た。

フローリ
ング面に
おいて危
険予測を
立てた

り、他園
児が同一
場所で転
倒の有無
等を分析
し、職員
間で共有
する。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

4

フローリ
ングであ
るため滑
りやす
い。

3歳以上児
であるた
め遊びの
コーナー
以外の床
は、フ

ローリン
グ面が多
くなって
いるが、
全面絨毯
を敷くこ
とができ
ないの

で、移動
時は気を
つけるよ
うに声掛
けや転倒
しやすく
危険であ
ることを
日頃から
園児に伝
える。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

一人一人
が好きな
遊びに取
り組む時
間であ

り、園児
も楽しみ
にしてい
るため、
高揚して
勢いよく
移動する
ことも考
えられ
た。

低温時期
は、登園
前から早
めに室内
を暖かく
し、園児
たちが遊
ぶ時には
靴下を脱
いで遊ぶ
ことがで
きる環境
作りをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

元気に挨
拶をして
登園して
きた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊びの
コーナー
におり、
朝の支度
を終えて
やってき
た本児に
「おはよ
う。」と
声をかけ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

支度の
コーナー
で、他児
の支度を
支援して
いた。

低温や空
気の乾燥
でフロー
リング面
がさらに
滑りやす
い状況

を、職員
間で意識
づけや共
有などが
できてい
なかっ
た。

靴下を履い
ている状態
で、滑って
転倒すると
いう予測を
立て、職員
間で情報共
有し、園児
に声掛けを
しながら転
倒防止策を

とる。

2371

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
8

1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 10 15 3 3
18.６
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左第４中
足骨骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

3人で対応
をしてい
たが、加
配保育士
とパート
保育士が
特定の子
どもと接
していた
為、全体
の把握が
担任１人
になって
しまい、
活動体制
に手薄さ
があっ
た。

数人で対
応し、危
険と思わ
れる箇所
には必ず
いて目を
放さない
ようにす
る。

2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

　６　回/
週

1.定期的
に実施

2

竹馬の大
きさ等、
本児の体
にあって
いなかっ
たのでは
ないか。

竹馬の安
全チェッ
クをし、
乗る子に
あった竹
馬を選び
乗せるよ
うにす
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

乗れるこ
とを確認
しなが

ら、高さ
を調節し
練習して
きたが、
バランス
を崩して
落下して
しまった
のは、技
術面、精
神面がま
だ未熟

だったの
かもしれ
ない。

竹馬が高
くなるご
とに、一
人一人の
技術、精
神面の力
をきちん
と把握す
る。又、
体調の変
化にも気
をつけな
がら指導
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

友達と一
緒に、い
つも通り
運動会の
練習をし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は、
スタート
地点で子
どもの竹
馬を持っ
てスター
トさせて
いたの

で、落下
地点には
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

各年齢が
運動会の
練習な

ど、それ
ぞれの活
動をして
いた。

担任一人
で練習し
ていた

為、見守
りに手薄
さがあっ

た。

見守りを増
やし、ゴー
ル地点には
必ず職員が
いて、子ど
もに声をか
けるように

した。

2372

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
11 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

27 　 　 　 　 1 1
17.５
歳

2.女
児

特記事項無
し

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左第5趾基
節骨々折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

数年単位
で実施

2.基
準配
置

―

・保育中
は常に危
険回避意
識をもっ
て保育に
専念す
る。

・園内で
事故再発
防止学習
会をす
る。

1.定期的
に実施

1回/月
1.定期的
に実施

　1　回/
月

1.定期的
に実施

2～3

素足で
ドッチ

ボールを
してい
た。

上靴を履
くよう指
導するこ
とにし
た。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

ボールが
転がって
くると子
どもたち
が群がっ
て我先に
ボールを
捕ろうと
するので
通常の心
理状態と
は違う興
奮状態に
なってい
た。

子どもた
ちとドッ
チボール
のやり方
を考えて
危険が伴
わないよ
うなルー
ルにして
いく。

ゲームを
する時は
なるべく
フリー保
育士が一
緒に見守
る体制を
整える。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつもの
ように、
ホールに
上がって
ドッチ

ボールを
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の子
どもを見
ながら、
ドッチ

ボールの
審判をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

別室で保
育業務を
行ってい

た。

―

ボールを追
いかける時
は、慌てな
いように保
育士が声か
けや笛で注
意喚起する
様にした。
誰もが一度
はボールを
投げれるよ
うルールを
変えてい

く。
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2373

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
7

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

5 3 3
14.２
歳

2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

この日の
朝は雨が
降ってい
たので、
長靴で登
所してい
た。靴よ
りすべり
やすく、
不自由

だったと
思われる

いつも遊
んでいる
庭だから
と安心せ
ず、その
場、こど
もの状況
を見て安
全に配慮
していく

2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

　２　回/
週

2.不定期
に実施

ほぼ毎日

長靴での
登所や雨
上がりや
雪の時な
ど、遊具
に上がる
と滑るこ
とが予測
される時
には、遊
具に上が
らないこ
とを保育
所全体で
確認し、
実践して
いく

こどもた
ちと事故
について
話し合い
を持ち、
危険であ
ることを
認識さ

せ、雨の
日には遊
具に上が
らない保
育所の

ルールを
作り、

守ってい
くことを
確認す
る。

7.その
他

家では塀
から飛び
降りて遊
ぶなど、
少し高い
所からの
飛び降り
が好きに
なってい
るとの話
を保護者
から聞い
ていた。
できると
自信を

持ってい
たので

やってみ
たと考え
られる

迎えの時
間には迎
えを待つ
ようにし
て、遊び
の時間に
こどもの
やってみ
たい気持
ちを満た
していく
ようにす

る

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつもの
ようにお
迎えを

待ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

「畑を見
に行こ

う」と話
して庭に
出たの

で、畑を
見るとい
う目的は
一緒に

持ってい
ると思

い、こど
もから目
を離して
しまった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の職員
は部屋の
中にお

り、一人
は降所準
備、一人
は延長保
育のこど
もたちを
見ていた

本児は４
時の迎え
というこ
とで、も
うすぐ迎
えが来る
からとい
う気の緩
みがあっ

た

こどもが降
所するまで
は保育時間
という意識
を持ち、保
育士はこど
もが自分と
同じ思いを
持ち同じ動
きをするだ
ろうという
思い込みを
持たず、こ
どもは自分
の思いを持
ち行動する
ということ
を常に心に
持ち保育し

ていく

2374

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
10

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 3 6 2 1
14.２
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左脛骨骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

6
2.基
準配
置

―

保育者の
立ち居地
や、使用
していな
い玩具の
取り扱い
につい

て、細心
の注意を
払う。

1.定期的
に実施

１回/月
1.定期的
に実施

　１　回/
月

2.不定期
に実施

3

足元にお
もちゃの
エプロン
が置いて
あり、本
児移動の
際、視覚
に入り避
けようと
バランス
を崩した
可能性も
考えられ
る。

子どもの
動線には
何も置か
ないよう
心がけ
る。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

見守りし
ている職
員が、子
どもの動
きを推察
し後方に
他児がい
ることを
伝えるこ
とが出来
ていれば
防げたか
も知れな
い。

安全な保
育につい
て再度職
員会で確
認し、職
員の意識
を高め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

後方に居
た友達の
ところに
行こうと
し振り向
いた際、
すぐ後ろ
に居た他
児を避け
ようとし
足がもつ
れ転ぶ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児に背
を向けた
状態で他
児の様子
を見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見
守ってい

た。

担当職員
の立ち位
置が全体
を見守れ
る場所で
はなかっ

た。

子ども全体
が把握でき
る立ち位置
を常に心が

ける。

2375

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
2

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

16 4 4
14.２
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

外傷性亜
脱臼

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

子どもの
行動を極
力予測し
すぐに対
応できる
よう保育
士の配置
等再度職
員間で確
認し合
う。

2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

365
1.定期的
に実施

365 ―

普段から
子ども達
が慣れな
い場所で
の遊びを
設定する
ときには
十分注意
をはら
う。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

障害物の
ない広い
部屋の中
でも事故
は十分考
えられる
事を職員
が認識す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

子ども達
がフープ
を使って
遊んでい
る中で保
育士も一
緒に遊び
ながら見
守ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

クラス担
任は音楽
をかけ子
どもと一
緒に遊戯
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

その他の
クラス担
任も子ど
も達の中
に入って
一緒に遊
戯をして
いた。

―

保育士は突
発的な子ど
もの行動に
もすぐに対
処できるよ
う危険予知
を行う。

2376

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
11

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

22 10 12 4 4
14.２
歳

2.女
児

―
5.食事中
(おやつ含

む）

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

歯牙障害

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

子どもの
行動を見
て、危険
を予測

し、手の
届く範囲
で動ける
職員がい
なかっ
た。

事故予防
に関する
研修、講
習をより
多くの職
員が意欲
的に受

け、知識
を身につ
ける。

1.定期的
に実施

292
1.定期的
に実施

292
1.定期的
に実施

292

テーブ
ル、椅子
等に不具
合はな
く、ま

た、障害
物となる
物の配置
もなかっ
たため、
事故を予
測できて
いなかっ
た。

環境の見
直しと、
事故につ
いての職
員の周
知。ま

た、子ど
もへの安
全教育。
危険な事
をくり返
し伝えて
いく。

6.食事
(おや
つ)中

担当保育
士及び、
他の職員
は他の園
児のおや
つ摂取

や、トイ
レ介助に
付いてお
り、本児
の手の届
く範囲に
は保育士
がいな

かった。

担当保育
士が子ど
もの側を
離れる状
況が生じ
た際に

は、子ど
もが安心
して過ご
せるよう
に、子ど
も及び他
の職員に
声かけを
行なう。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

慣れた環
境の中

で、普段
通りの動
き、時間
の経過が
あり、危
険を予測
できてい
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

トイレ介
助が必要
な他の園
児がいた
ため、ま
だおやつ
を食べて
いた本児
と他の園
児1名を残
し、室内
の端に設
置されて
いるトイ
レ内にい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
の担当グ
ループの
園児と一
緒のテー
ブルに付
き、園児
のおやつ
摂取の見
守りや介
助、おや
つ後の片
付けなど
の作業を
行なって
いたた

め、手を
差し伸べ
る事が間
に合わな
かった。

本児の行
動を見て
危険を予
測し、手
が届く範
囲で見守
る職員が
いなかっ

た。

職員同士の
声かけや室
内での立ち
位置などを
常に確認し
合いなが

ら、職員間
の連携をと
り保育を行

なう。

2377

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

23 0 0 0 11 6 6 0 8 6
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左手薬指
切り傷及
び骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

保育士の
人数は足
りていた
が玄関付
近が死角
になる部
分があっ
た。

保育士は
子どもの
行動、様
子を把握
出来るよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

294
1.定期的
に実施

294
1.定期的
に実施

294

戸外遊び
中に子ど
もが自由
に出入り
出来る状
態だった
ため。

子どもが
簡単にド
アの開閉
が出来な
いように
カギを設
置する。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

自由遊び
の時間が
十分に

あったた
め本児の
遊びの行
動範囲も
広がった
と考えら
れる。

自由に遊
んでいる
際も子ど
もの動き
を把握し
危険のな
いよう見
守ってい
くように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつも通
り戸外で
自由遊び
を楽しん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊具や園
庭で遊ん
でいる子
ども達に
も広範囲
で見渡し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

近くには
いたが他
児の排泄
物の処理
をしてい

た。

職員の人
数、配置
は十分

だったが
他児の対
応もあり
一人一人
の細かな
行動が把
握出来な
かった。

日常生活の
中でも予期
せぬ危険な
事があるこ
とを意識し
子どもの細
かな行動も
把握出来る
ようにす

る。

2378

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
4

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

15 4 4
13.１
歳

1.男
児

特になし
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

右足（足
首付近）
骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

職員間で
の危機管
理意識は
充分で
あった
か？

職員間で
見守り方
の確認・
共通理解
の強化が
必要。

1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

200 ―
今回は特
になし。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

リトミッ
ク用のス
カーフが
滑りやす
く、床に
落ちてい
るのを踏
めば転倒
する恐れ
があっ

た。危険
予知が不
十分だっ
た。

危険性を
充分に予
測したう
えで環境
を準備し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

対象児の
動きとし
ては、特
にいつも
と変わら
ないが、
いつもと
違う遊具
（リト

ミック用
スカー

フ）が出
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

基準以上
の配置で
はあった
が、お迎
えの保護
者の対応
や子ども
の排泄な
どで、バ
タバタし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

対象児が
遊びに集
中してい
たため、
泣いてい
る子ども
の受入や
保護者対
応が優先
となっ
た。

基準以上
の配置で
はあった
が、お迎
えの保護
者の対応
や子ども
の排泄な
どで、バ
タバタし
ていた。

子どもを見
守る場所か
ら離れる時
には、お互
いに声を掛
けあい、そ
の場に残る
職員に注意
を促す。
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2379

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

41 0 0 0 17 11 13 3 3
17.５
歳

1.男
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅

中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折
右尺骨遠
位部骨折
右手挫傷

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

送迎途中
の安全に
ついて

は、保護
者が責任
をもって
頂くよう
入園式
（しお

り）や園
だよりに
て折に触
れお伝え
している
が、結果
的にお迎
え後の安
全の周知
徹底がで
きていな
かった。

降園の際
の規則と
その対応
を、職員
会議や

ケース会
議で確認
し、保護
者参加の
行事や園
だよりに
て保護者
に周知す
る。ま

た、担任
より園児
に安全に
ついての
確認をす
る。

1.定期的
に実施

295
1.定期的
に実施

295
1.定期的
に実施

295

保育中は
雲梯遊び
での子ど
もの動き
を想定し
対応して
いたが、
降園途中
の園内で
の遊びは
禁止して
いたの

で、落下
して右前
腕を骨折
するとは
思わな

かった。

日頃の保
育場面で
園児への
運動発達
を促し、
特に固定
遊具での
遊びの安
全を確保
する。

7.その
他

4,5歳児に
は体育教
室及び戸
外遊び等
で俊敏

性、対応
性等を養
うため指
導を行っ
ている

が、児童
は一回だ
けの約束
で気持ち
が逸った
ことや鞄
を下げた
ままだっ
たこと、
保護者が
弟を抱き
かかえて
いたこと
で落下防
止ができ
なかった
点が重な
り落下に
繋がった
と思われ
る。

保護者と
園児への
送迎途中
の安全確
認や配慮
を周知す
る。園児
の動きを
予測し、
保育者に
よる送迎
途中の言
葉かけや
配慮の必
要性を職
員間で共
有する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

児童は一
回だけの
約束で気
持ちが

逸ったこ
とや鞄を
下げたま
まだった
こと、保
護者が弟
を抱きか
かえてい
たことで
転落の防
止ができ
なかった
点が重な
り落下に
繋がった
と思われ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お迎えに
来られた
保護者に
園児をお
渡しした
後だった
為、見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

退勤する
保育職員
が雲梯付
近での保
護者と園
児の異変
に気づき
駆け寄

り、事情
を聞いて
園長へ連
絡した。
応急処置
をして受
診を促し

た。

児童は雲
梯に挑戦
中で練習
を重ね出
来る事が
増え喜ん

でい
た。、降
園する際
は園庭で
遊んで帰
らない、
鞄等をか
らったま
ま遊具で
遊ばない
と約束を
していた
が、挑戦
したい気
持ちが上
まってい
たと思わ
れる。

職員は常日
頃から保護
者と園児と
の信頼関係
をつくり送
迎途中の安
全について
の周知をす
る。さらに
予想や見通
しを立て指
導してい

く。

2380

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
6 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

27 2 2
16.４
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

歯の損傷

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

事故防止
につい

て，研修
等を受け
ていた

が，それ
を意識し
て保育を
行うこと
の意識が
不足して
いた。

研修を踏
まえ，職
員会議等
で再度，
周知徹底
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

子どもの
両手がふ
さがる状
態で移動
させた。

移動する
際は，子
どもの発
達に応じ
た，環境
を整え
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

予想され
る子ども
の姿を意
識して，
個別に対
応するな
どの配慮
が足りな
かった。

保育室を
移動する
際は，ク
ラス別に
するな

ど，大き
い集団に
ならない
ようにす
る。でき
るだけ，
荷物を少
なくする
方法を検
討する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

クラスま
での移動
は，階段
を上がる
ため，並
んでから
移動して
いる。本
児が一番
前に並び
たくて急
いていた
為転ぶ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもに
保育室に
戻る為に
声かけを
行ってす
ぐの一瞬
の出来事
だった。
自分の荷
物を持っ
てならぶ
ので，安
全に対す
る声掛け
が不足し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

各クラス
に移動す
る時間

だったの
で，自分
のクラス
の子ども
をみてい

た。

本児があ
わててい
る状況を
把握して
いたの

に，事故
つながる
ことを想
定できな
かった。

あわててい
るとけがを
するリスク
が高まるこ
とを意識し
て，声をか
けたり，個
別に対応を

行う。

2381

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

23 1 1
16.４
歳

1.男
児

以前ほぼ同
じ部位を骨
折してい

た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

右脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

使いなれ
ている遊
具であっ
ても落ち
着いて遊
ぶよう子
どもたち
に教育す
るととも
に，職員
にも意識
して保育
するよう
指導を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

園庭は，
特に凹凸
もなく，
子どもの
活動に対
しても十
分な広さ
を確保し
ていた。
活動前に
は，園庭
や遊具の
状態を点
検するこ
と徹底す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

遊具を
使って遊
ぶ際は，
けがにつ
ながるリ
スクが高
まるた

め，その
子の発達
に応じた
ものであ
るかの確
認と慣れ
てくると
気を抜き
遊び方が
激しく

なったり
する為、
子ども自
身が気を
つけるよ
うな声掛
けを工夫
していく
必要があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

以前家庭
において
遊びをし
て骨折し
たが、完
治してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

4歳児が４
人でサッ
カー遊び
をしてい
たのを４
ｍ位離れ
た場所か
ら把握し
ていた。
本児バラ
ンスを崩
す様子を
確認した
が，間に
合わず事
故を防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

園庭に
は，他ク
ラスの保
育士もい
たが，

各々のク
ラスの子
どもたち
を中心に
見てい

た。本児
が泣いて
いたの

で，異変
に気づき
主任保育
士に知ら
せた。

―

道具を使っ
て遊ぶ際

は，けがに
つながるリ
スクが高ま
るため，そ
の子の発達
に応じたも
のであるか
の確認と慣
れてくると
気を抜き遊
び方が激し
くなったり
する為、子
ども自身が
気をつける
ような声掛
けを工夫し
ていく必要
がある。

2382

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
10 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

45 17 18 10 4 4
17.５
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左腕　上
腕　骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

他児が入
口で当園
児を押し
たことに
ついて、
他児4歳は
散歩の後
で、早く
トイレに
行こうと
して急い
でしま

い、思わ
ず手が出
てしまっ
た様子で
ある

外から部
屋に入る
際は、子
ども達を
落ち着か
せ保育士
が先導し
て2階保育
室に入れ
る。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
出入口付
近の往来
が頻繁

部屋の出
入り口付
近では

ゆっくり
気をつけ
て通る

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

園外保育
後という
環境で子
ども達の
心は浮か
れたまま
の状況が
あったの
では

一旦、足
を1階で洗
い　高揚
した心を
落ち着か
せて2階保
育室へ誘
導する

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつも通
りに登園
し、散歩
を楽しん
でいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

1人が先に
保育室へ
向かいト
イレ、

ロッカー
などのし
まい方の
指示をし
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

1人は2階
階段付近
にいて上
がってく
る子ども
に声掛け
後の2人は
1階足洗い
場で他の
子ども達
の足洗い
を見守っ
ていた

保育士が
全体に目
が行きと
どかな

かったの
では

打合せ、声
掛けをし連
携をとり全
体に目が行
きとどくよ
うにする

2383

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
11

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

39 3 3
16.４
歳

1.男
児

特になし
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左第一足
趾基節骨
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

裸足保育
にていつ
もより動
きが劣っ
ていたた

め

階段に保
育士は配
置してい
た。見守
りをもっ
と注意し
て行うよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

今回は異
物などな
かった

が、階段
に異物な
どがない
よう昇降
の際に確
認する。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

階段を昇
降する際
は、手す
りをつか
まり十分
に気を付
けて行う
よう今以
上に声掛
けをし見
守ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつも通
りの姿で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

階段で降
りる際

に、つい
て見守っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

階段につ
いて，全
体を見て

いた

―

階段を降り
る際、大き
くバランス
を崩す事も
なく手すり
も持ってい
たが、階段
を降りる時
は気を付け
るようにし
ていく。
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2384

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
10

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

12 2 2
15.３
歳

1.男
児

なし
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左小指基
節骨骨端
線損傷

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

安全対策
マニュア
ルは作成
だけでな
く、職員
全体で読
み合うな
ど記載内
容を確認
する回数
を増やす
ことで、
意識の向
上につな
げると良
かった

園児の遊
具の遊ば
せ方への
配慮・指
導を踏ま
えて、職
員一人ひ
とりが危
険察知能
力を身に
付けるた
めの内容
を会議等
で取り入
れる。ま
た、経験
年数の浅
い職員等
へは別途
にミー

ティング
を行な
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

野球のよ
うな遊

び、投げ
るなどの
行為は、
もっと広
い場所、
戸外で行
なうべき
だった。

遊具自体
に破損や
危険要素
はなかっ
た。た

だ、”投
げる”行
為により
ケガが生
じたと思
われる

為、今後
園内遊具
の遊ばせ
方を職員
で吟味し
て共有し
ていく。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

ブロック
ではな

く、紙の
ボールで
遊んでい
れば衝撃
を軽減で
きた。活
動に合っ
た遊具

（素材）
の吟味が
もっと必
要。

遊ぶ前
に、一旦
話をして
気持ちを
落ち着か
せること
により、
行動面で
の落ち着
きにつな
げる。ま
た、危険
でない遊
具の使い
方、ルー
ルをしっ
かり園児
に伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

帰りの用
意をし，
保護者の
迎えを待
つ間，友
達と野球
ごっこを
して楽し
んでい

た。また
帰りとい
うことも
あり，は
しゃいで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児の帰
りの準備
をしなが
ら、すぐ
そばで遊
びの様子
を見守っ
ていた。
誰とどん
な遊びを
していた
かは見て
いたもの
の、ケガ
した瞬間
は見るこ
とが出来
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

　排泄の
始末をす
るために
トイレの
入り口か
ら室内を
見てい

た。全体
の遊びの
様子は気
にして見
ていたも
のの、ケ
ガした瞬
間は見る
ことが出
来なかっ

た。

担当職員
は、当園
勤務1年
目の職員
で、他の
職員に比
べると不
慣れな部
分もまだ
あった。
もう一人
の職員が
その部分
を加味し
て、もっ
と意識し
て室内に
目を配る
ことが必
要だった

職員は立ち
位置を考え
て、園児の
行為を見逃
さないよう
にする。2人
で雑務をし
ないこと

を、保育し
ている職員
で確認し合
うようにす

る。

2385

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
11

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

62 0 0 5 17 23 17 5 5
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

右足関節
外側靭帯
損傷・右
足関節外
果剥離骨

折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

身体の使
い方の経
験不足、
また転倒
を防ぐ筋
力不足

日頃から
沢山遊

び、身体
作りの基
本的指導
を丁寧に
行う

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6

地面の状
態の確認
不足はな
かったか

安全点検
で整地に
問題がな
いか確認
を徹底

し、行っ
ていく

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

転倒の一
部始終を
見ている
職員はい
なかった

園庭をエ
リアに区
切り、担
当のエリ
アの子供
の行動を
子細に観
察するよ
う徹底す

る

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

鉄棒の横
で他児と
楽しそう
に遊んで
いる様子
は職員が
確認して
いる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者へ
の挨拶・
伝言など
の対応を
している
最中で、
目撃して
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他児の見
守り中

で、異変
に気付か
なかっ
た。

個別支援
が必要な
子どもに
注視が行
き、普段
から自立
している
子供には
見守りが
不足して
いたこと
が考えら

れる

個別支援が
必要な子ど
も以外の園
児に対して
も、見守り
を徹底する

2386

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

42 18 24 4 4
14.２
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創

等）

2.顔面(口
腔内含む)

裂傷

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

配置の人
数や位置
は適当で
あったが
異年齢児
での散歩
の仕方を
職員同士
で共有で
きていな
かった。

１０人ほ
どのグ

ループに
子どもを
分けてそ
れぞれに
職員を配
置し、幅
をつめる
ために走
る必要の
無いよう
にする。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

ペアに
なった４
歳児とは
歩幅が合
わなかっ
た。

事前に
コースを
点検して
おき、危
険なもの
がないか
等確認し
ておく。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

登所時か
ら体調、
顔色など
変わりな
く、機嫌
も良かっ
た。散歩
中、前と
の幅をつ
めるため
に４歳児
と手をつ
ないだま
ま走り、
歩幅が合
わず転ん
だ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
傍で散歩
の見守り
をしてい
たが、バ
ランスを
崩したの
が咄嗟の
事で防ぐ
事が出来
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

最前、前
方、後方
に分担し
て子ども
の見守り
をしてい

た。

列に間隔
があきす
ぎている
ことを先
導の保育
士に知ら
せるのが
遅れた。

子どもの歩
幅や性格を
配慮しペア
を決める。
また散歩中
は保育士間
で声をかけ
合い状況に
応じ安全の
確認をす

る。

2387

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

85 5 15 17 15 19 14 16 16
17.５
歳

1.男
児

特記なし
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右腕若木
骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

職員の
他、40名
ほどの保
護者と0才
児以外の
園児が園
庭に集

まってお
り、子ど
もの動き
から職員
が目を離
してい
た。

いかなる
状況の時
でも適切
な職員配
置をし、
子どもも
動きから
目を離さ
ないよう
にする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

５０ 1.定期的
に実施

随時

園庭、事
務所、保
育室から
死角で

あったた
め

防犯カメ
ラの設置

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

園庭、事
務所、保
育室から
死角で
あった

防犯カメ
ラを設置
する

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

人が多く
興奮状態
でいつも
より落ち
着きがな
かった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

もちつき
大会に夢
中にな

り、対象
児を見て
いなかっ

た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

自分のク
ラスの子
どもと保
護者の見
守りで精
いっぱい
で、対象
児を見て
いなかっ

た。

もちつき
大会中

で、適切
な職員配
置がなさ
れていな
かった。

いかなる状
況の時でも
適切な職員
配置をし、
子どもも動
きから目を
離さないよ
うにする。

2388

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 4 3 4 2 4 3 4 4
16.４
歳

2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

給食の後
だったの
で、片付
けとま

だ、食べ
ている子
がいたの
で廊下で
外の様子
を見守
る。

職員が外
に出れな
い時は、
室内だけ
で遊ぶよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

4

遊具の間
違った遊
び方をし
ていたの
と、手袋
をしてい

た

遊具で遊
ぶとき

は、手袋
をしな

い。正し
い遊び方
を、常に
伝える。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

安全に配
慮してい
たが、子
どもの遊
びを尊重
してい
た。

少しでも
危険が伴
うあそび
をしてい
る場合

は、正し
い遊び方
を指導す

る

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

外遊びを
あまりし
ない子な
のに、自
ら外に出
て遊ぶ

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

室内で、
まだ食べ
ている子
がいたの
で廊下で
見守る

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

未満児ク
ラスの給
食の対応
をしてい

た

いつも、
外遊びを
あまりし
ない子な
ので室内
で遊ぶよ
うに促し
たが、手
袋するの
が嬉しい
ようで手
袋をして
外に出
る。

保育士が一
緒に出れる
ときにし

か、戸外遊
びはしない
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2389

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
2 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

24 0 0 0 0 10 14 2 2
18.６
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左足首剥
離骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

本児は内
股の為、
他児と比
べ転倒し
やすい傾
向にあ

る。その
点を十分
考慮し、
本児のす
ぐ側に保
育士が付
く等の配
慮が必要
だった。

特に園外
保育時

は、職員
配置を最
大限に増
やし、且
つ配置に
気をつけ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

怪我をし
た園児さ
んのすぐ
側に職員
が付いて
いなかっ
た。

定期的な
点検、整
理整頓の
徹底、園
庭等の整
備をこま
めに実施
する。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

本児が内
股でつま
ずきやす
い傾向に
ある事

と、職員
が、本児
のすぐ側
で見守れ
ていな

かった。

内股の治
療等の情
報を保護
者にも伝
えてい

く。活動
中は、出
来るだけ
職員が側
に付くよ
うに心掛
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつもど
おりの様
子だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員がす
ぐ側に付
いていな
かった事
が要因と
考えられ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

職員が、
対象児の
少し離れ
た位置に
付いてい

た。

本児が内
股であ

る。転倒
した際、
本児のす
ぐ側に保
育士が付
いていな
かった。

怪我をした
園児は、内
股の為、つ
まずく事や
転倒しやす
い傾向にあ
るので、園
外保育とい
う事もあ

り、職員配
置数を増や
す等の配慮
が必要だっ

た。

2390

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
9

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 0 0 0 20 20 20 0 5 5
15.３
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右上腕骨
折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

２～３
1.定期的
に実施

290
2.不定期
に実施

４～５ 特になし

鉄棒の下
にマット
を敷くよ
うにして
いるが、
もう少し
厚めの

マットを
検討する

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特になし

自由遊び
であった
ため、鉄
棒に子ど
もがいる
時といな
い時があ
るが、配
置につい
た職員

は、意識
をしてお
く必要が
ある

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

普段と変
わらず外
遊びをし
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

配置され
た場所

で、職員
が鉄棒の
位置も視
野に入れ
ておかな
ければな
らなかっ
たが、他
児に対応
していた
為、落ち
た現場を
見ていな
い状況

だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

それぞれ
の配置の
見守り

や、子ど
もの対

応、迎え
に来た保
護者の対
応をして
いたため
見ていな
かった

特になし

園庭での職
員配置の確
認を行なっ

た。

2391

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

13 3 3
13.１
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

上顎前歯
打撲及び
上唇小帯
の損傷

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

怪我をし
た園児の
すぐ側に
保育士が
付いてい
なかった
事が要因
と考えら
れる。

出来るだ
け、職員
が側に付
いて活動
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

怪我をし
た園児さ
んのすぐ
側には付
いていな
かった。

出来るだ
け複数の
職員で対
応する。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

すぐ側
で、職員
が見守れ
ていな

かった。

出来るだ
け、職員
が側に付
いて活動
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつもど
おりの様
子だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員がす
ぐ側に付
いていな
かった事
が要因と
考えられ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

職員が、
対象児の
少しはな
れた位置
にいた。

手洗いの
際に、園
児２～３
名ずつを
１名の職
員で対応
していた
ため。

出来るかぎ
り複数の職
員で保育し
ていく。ま
たは、園児
の数を少な
めに調整す

る。

2392

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
12

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

2.1歳児ク
ラス

26 6 6
14.２
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

  左前歯
のぐらつ

き

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

１～２

1.基
準以
上配
置

砂場の玩
具を砂場
以外の所
で持ち歩
いてい
た。

玩具の使
用場所や
使い方等
声掛けを
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

施設的に
は問題な
いと思わ
れる。

引き続
き、安全
点検を定
期的に行
い、保育
中も危険
な場所が
ないか見
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

１歳児の
年齢に

あった遊
びをして
いたの

で、子ど
も達の動
きに無理
はなかっ
た。

常に子ど
も達の発
達段階に
合った保
育内容を
行う事

で、怪我
を未然に
防ぐ。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

園庭で砂
場の遊具
を持って
元気に遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
園庭で、
両手に砂
場用の玩
具を持っ
て歩いて
いると転
倒した。
その際、
対象児の
顔が地面
にぶつ

かった。
対象児が
痛がって
いたた

め、すぐ
に顔や

歯、唇を
確認し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

園庭で遊
んでいる
子、室内
で排泄を
している
子に分か
れていた
ため、室
内にいる
子達を見
ていた。

見えにく
い場所は
鋭く目を
配らせ、
子ども達
一人ひと
りの遊び
を見て怪
我を未然
に防ぐ。

病気や怪我
に繋がる箇
所を常に確
認し、迅速
な対応が出
来るように
努める。

2393

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
2 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

52 17 16 19 5 5
18.６
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 6.その他
4.上肢

(腕・手・
手指）

上腕骨外
顆骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

子どもの
行動を見
て危険を
予測し、
手の届く
範囲で動
ける職員
がいな

かった。

事故予防
に関する
研修、講
習をより
多くの職
員が意欲
的に受

け、知識
を身につ
ける。

1.定期的
に実施

292
1.定期的
に実施

292
1.定期的
に実施

292

床の段差
や障害物
となる物
の配置は
なく、事
故を予測
できてい
なかっ
た。

日々の施
設、設備
等の整備
の実施

と、事故
について
の職員の
周知を徹
底する。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

事故発生
後、保護
者との話
の中で、
保護者が
本児の歩
き方（す
り足で歩
く）が少
し気に

なってい
たとの情
報を知っ
た。これ
まで、園
はその情
報を共有
すること
ができて
おらず、
注意して
対策をと
ることな
どができ
ていな

かった。

保護者と
も常に良
い状況で
のコミュ
ニケー

ションを
図り、子
どもの情
報を共有
する事が
できるよ
うに努め
る。ま

た、子ど
もへ危険
な事を予
測し繰り
返し伝え
ていくな
ど、安全
教育や声
かけを徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

園内発表
の時間で
はあった
が、本番
の発表会
は数日前
に終えて
おり、慣
れた環境
で精神的
にも余裕
がある状
況での発
表だとい
う印象を
受けてい
た。その
ため、危
険を伴う
ことを予
測できて
いなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児含め
年長児１
９名の発
表から次
の発表ま
での園児
の移動

を、全体
が見渡せ
る正面か
ら見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ホール隅
に座り年
長児の発
表を見て
いる年

少・年中
児の側に
付いてい
た職員１
名。歩い
て移動す
る年長児
を先頭で
誘導して
いた職員
１名。

ホール内
の正面、
隅から全
体を把握
しながら
見ていた
職員がそ
れぞれ1名
ずつい
た。

園児が転
倒した際
に、手が
届く範囲
で見守る
職員がお
らず、手
を差し伸
べる事が
間に合わ
なかっ
た。

職員同士の
声かけや室
内での立ち
位置などを
常に確認し
合いなが

ら、職員間
の連携をと
り保育を行

なう。

2394

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
3

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

31 4 3
18.６
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

右足小指
の骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

モノを取
り合う状
態では、
不慮の出
来事が起
きる可能
性が大で
ある。

取扱いに
おいて、
本来のあ
るべき状
態から大
きく変化
させな
い。

高く上げ
ない。強
く引っ張
らない。

1.定期的
に実施

53
1.定期的
に実施

359
2.不定期
に実施

53

椅子を移
動させる
のに、園
児への負
担がかか
ら程度の
重量であ
るため

引っ張り
合うこと
ができ
る。

椅子持つ
時は、一
人で持つ
ことを基
本事項と
して定め
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

素足保育
であるた
め、足に
モノが落
下した場
合、ダ

メージが
大きい。

椅子を園
児同士

で、取り
合う状況
を作らな
い。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

椅子の取
り合いの
状況のた
め、園児
も普段よ
り力が

入った。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
動きを見
ていた

が、取り
合いの初
期の状態
で事故が
発生し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児以
外の子ど
もの様子
を見守っ
ていた。

―

椅子の取り
合いが発生
した時点

で、その状
態を回避さ
せるように

する。
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2395

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
8

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

31 0 0 0 8 10 13 0 23 23
16.４
歳

1.男
児

特になし。
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

亀裂骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

職員で再
発防止に
向けて、
改めて遊
具の使い
方等を確
認した。

1.定期的
に実施

1回/月
1.定期的
に実施

毎日1回
1.定期的
に実施

毎日1回 ―

引き続き
定期的に
安全点を
行い、事
故防止に
努めてい
く。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

―

個人活動
中の見守
り体制

（配置）
の見直し
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

遊具の途
中から飛
び降り
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の状
況を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他児の状
況を見て
いた。

―

保育士が同
じ場所に重
ならないよ
うに、気を
つけて保育
に取り組

む。
園児の状

況、表情を
見て、補助
が必要と思
われる園児
には、保育
士がつくよ
うにする。

2396

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
2

夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

5 0 0 0 0 0 5 1 1
18.６
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左中足骨
第１趾若
木骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし

安全管理
マニュア
ルを職員
で再

チェック
し見直

す。職員
の監視体
制を強
化。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

― 特になし
ハード面
での改善
はなし。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特になし
環境面で
の改善は
なし。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

園庭で
サッカー
をしてお
り、変

わった点
はない

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見通しの
良い園庭
でサッ

カーをし
ており、
よく見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

戸外活
動、室内
活動、保
護者伝達
担当者

と、職員
はバラバ
ラに配置

特になし

最近の子ど
も達の身体
面の弱さを
考慮し、事
故予防の周
知徹底を図

る。

2397

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
1 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

17 1 1
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)
　骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6
2.基
準配
置

準備運動
が足りな
かった

足の指先
まで使う
準備運動
を行う

2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

50
2.不定期
に実施

50 ―

何もない
ところで
の怪我

だったの
で施設、
設備等に
は危険な

し

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

一人遊び
中　　要
因不明

遊戯室で
の活動の
為、危険
物なし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

元気に
ボール遊
びをして
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラスの
保育中、
集団での
活動して
いため指
導と見守

り

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

各クラス
で保育を
していた

―

担当保育士
がいる中で
の怪我、人
員配置には
問題なし

2398

平成
30年
9月
28日

1.認可
6.認可保

育所
5

1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

1 1 1
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左橈骨尺
骨骨幹部
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

マニュア
ルの整備
に努め、
マニュア
ルは各保
育士が保
育室に常
備してい
る。   職
員の配置
は適正で
あった。

事故の分
析要因等
を職員全
員が共有
し、保育
に当た

る。　い
ろいろな
状況で怪
我が起き
るという
ことを想
定してお
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

面積基準
は満たし
ていた。
棚、備品
等の配置
は適切で
あった。

常に保育
室の整理
整頓を心
がけ、活
動のス

ペースを
広くと
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

一斉に自
分の整列
する場所
へと動き
出した。

一斉に動
き出す際
に声かけ
を行う等
注意を払
い、衝

突・転倒
に気をつ
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

天気が悪
かったの
で室内で
自由遊

び、体操
を行って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育士
は、体操
が終わっ
た状態か
ら、子ど
もを集め
朝の会を
しようと
して、保
育室の中
央付近か
ら前方に
移動し、
怪我をし
た園児に
背を向け
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

各クラス
それぞれ
の保育室
におり、
保育中で
あった。

保育士
は、保育
室の前方
から小走
りで移動
してきた
子ども

に、瞬間
のことで
声かけが
できな

かった。

全体の子ど
もの動きが
分かる場所
に立ち、子
どもの動き
を予測しな
がら見守

る。

2399

平成
30年
9月
28日

1.認可
7.小規模
保育事業

1
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 2 6 1 3 3
15.３
歳

2.女
児

特になし
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

　右上腕
骨顆上骨

折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

子どもの
動きは突
発的であ
ることを
理解する

個々の子
どもの特
性に合わ
せて見守

る

1.定期的
に実施

244
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

自由遊び
の際、動
き始めた
児の足元
の玩具は
取り除く
等、安全
な環境を
整える

遊具・玩
具につい
ては一定
期間毎に
点検を

行ってい
る（概ね
月１回程
度）た

め、終業
時自主点
検欄に加
えて日毎
に点検へ
変更

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

気持ちが
高揚し、
動作が大
きくなっ

た

高揚し始
めた段階
で声掛け
をし、落
ち着かせ

る

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

保育室中
央付近

で、児が
ダンスの
ようなこ
とを始め
た。その
最中、足
がもつ

れ、バラ
ンスをく
ずし、右
側に肘→
肩の順番
で転倒。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

楽しそう
に踊る様
子を保育
士がみて
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の職員
は、他の
児をみて

いた

各職員
は、近く
の児を

パート毎
にみてい

た

保育士同
士、声を掛
け合いなが
ら全体を見

守る

2400

平成
30年
9月
28日

1.認可
7.小規模
保育事業

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 8 2 3 3
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左尺骨骨
幹部骨折
左橈骨頭
脱臼

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

遊びに夢
中になり
トイレに
行くのが
ぎりぎり
なったた
め、あわ
てて転倒
してし

まった。

５歳児で
はある

が、本児
について
は早めの
声賭けが
必要で

あった。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊びに夢
中になり
トイレに
行くのが
ぎりぎり
なったた
め、あわ
てて転倒
してし

まった。

５歳児で
はある

が、本児
について
は早めの
声賭けが
必要で

あった。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

遊んでい
ると楽し
くなり、
トイレに
行くこと
がおろそ
かにな
る。

個々的に
声を掛

け、危険
な場合は
知らせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

転倒した
後、トイ
レに行

き、排尿
をして出
てきた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒時
に、対象
児を見た
が、大丈
夫かどう
かの確認
がしっか
り出来て
いなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

腫れが見
られたた
め、腫れ
が見られ
る箇所を
冷やし

た。園長
に電話連
絡し、病
院に電話
連絡す
る。

本児に対
しては、
早めにト
イレに行
くことを
促すこと
が必要。

本児が転倒
したとき

に、早めの
対処が必

要。
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2401

平成
30年
9月
28日

1.認可
11.一時預
かり事業

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

10 0 4 3 3 0 0 0 3 3
15.３
歳

1.男
児

一時預かり
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左足大腿
骨骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

その都度

1.基
準以
上配
置

本児は一
時保育利
用児であ
り、月に
数回利
用。

・本児は
一時保育
利用児童
であり、
運動能力
及び発達
段階の把
握が不十
分であっ
た。今

後、一時
保育利用
児の面接
時、成長
発達段階
を一律に
聞き取る
チェック
項目を作
成する。
手をつな
いで歩け
るか、戸
外遊びの
頻度な

ど、発達
や育ちの
様子を細
かく把握
し、保育
を実施す
る。・発
達段階及
び遊びの
提供の方

2.不定期
に実施

その都度)
2.不定期
に実施

その都度
2.不定期
に実施

その都度

児童の年
齢及び児
童数に適
した散歩
先ではな
かった。

・ケガや
事故を想
定し、職
員が未然
に防ぐこ
とができ
る距離を
職員間で
確認す
る。

・子ども
の人数、
年齢に

合った広
さの公園
に行く。
・より安
全に遊べ
る遊び方
を行う。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

・週案及
び日案の
予定を立
てていた
ため、一
時保育の
利用児や
当日の児
童の確認
が十分で
ないま

ま、週案
及び日案
の計画ど
おり活動
を実施し
た。一時
保育児童
の様子を
職員間で
確認し、
保育内容
の検討が
必要で

あった。

・一時保
育児が利
用する日
は、週

案・日案
で計画し
た保育内
容につい
て、預か
り児童の
一時預か
りチェッ
ク項目
（運動

面）を職
員間で確
認し、遊
びの内容
を再検討
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

・公園に
到着後、
かけっこ
やシャボ
ン玉をし
て遊ぶ。
本児はか
けっこ

中、2回程
転倒する
姿が見ら
れた。児
童の要望
があった
為、か

けっこ、
シャボン
玉を終わ
らせ、

ボール遊
びを提

案。数分
後、ボー
ルを追い
かけてい
た所、

ボールに
足が乗

り、開脚
状態で転
倒。激し
く痛みを
訴える。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・ボール
遊びを始
め、数人
でボール
を追う姿
があっ

た。職員
１名が

ボール遊
びの園児
側に付き
ながら、
本児の様
子を見て
いた。そ
の直後、
ボールを
追いかけ
る本児

が、体勢
を崩し転
倒する姿
を確認し
たため、
駆け寄

る。足が
痛く曲げ
られない
訴えが

あったた
め、グラ
ウンドの
端まで

抱っこし
て移動し

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

・他職員
は他児童
の遊びを
補助をし
ていた

為、転倒
する瞬間
は見てい
なかっ
た。

・本児童
が1個の
ボール、
３名の児
童が１個
のボール
を追って
いたた

め、保育
士1名が4
名の児童
に声をか
けながら
見守って
いる状況
であっ

た。他の
2名の保
育士はそ
れぞれ3
名の児童
と遊んで
おり、本
児の様子
を見てい
なかっ
た。

・ボール
を追いか
ける児童
の姿を考
慮し、事
前に転倒
を予測し
た配慮が

・ボール遊
びの方法

等、また年
齢に応じた
方法を提供

する。
・ボールの
大きさ、素
材、固さ

等、児童の
年齢及び発
達に合って
いるか職員
間で確認を
おこない、
保育に取り
入れてい

く。

2402

平成
30年
9月
28日

3.その
他

13.子育て
援助活動
支援事業
（ファミ
リー・サ
ポート・
センター
事業）

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

18.６
歳

2.女
児

放課後児童
クラブから
引き渡しを
受けたあと
の時間調整
のためうん
ていで遊ん
でいたもの

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右ひじ
骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2回

事故発生
直後に事
務局に連
絡をし、
報告・相
談を行い
対処する
ことな

く、報告
が翌日と
なった。
事故発生
時のマ

ニュアル
は作成し
てあった
が、会員
へ周知が
十分され
ていな

かった。

会報や集
会時に、
改めて事
故が起き
た場合は
即時に報
告するこ
とを、周
知徹底し
た。ま
た、市

は、事務
局から

市、県・
国への報
告につい
てフロー
チャート
を作成し
事務局と
相互に確
認した。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

援助会員
が別の児
童に声を
かけら

れ、振り
向いた瞬
間に児童
が落下し
た。

学校内の
施設で、
怪我の危
険性が大
きい遊具
について
は、特に
目を離さ
ないよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

提供会員
は対象児
のそばに
いたが、
別の児童
に声をか
けられ、
振り向い
た瞬間に
児童が落
下し、事
故につな
がった。

提供会員
は学校で
遊ばせる
ことにつ
いての依
頼を何度
か受けて
おり、油
断もあっ

た。

子どもは突
発的に予測
できない行
動を取るこ
とがあるた
め、提供会
員に注意喚
起を行っ

た。

2403

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 54 7 2
23.11
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―
事故後の
対処の徹

底

1.定期的
に実施

240
2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

240 ― なし

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

― 特になし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

4月で６年
生になっ
たことも
あり、下
の学年の
子とよく
遊んでく
れるよう
になり、
積極的に
みんなの
嫌がる鬼
を引き受
けてくれ
る姿が

あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

転んです
ぐに痛み
を訴えて
きたの

で、施設
に連れ帰
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

痛いと訴
える箇所
を視認す
る。少し
赤くなっ
ていたが
腫れもな
さそうな
ので、保
冷剤で冷
やして安
静にさせ

る。

― 特になし

2404

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 69 8 4
19.７
歳

1.男
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

―

体制が足
りない時
は遊び場
所を限定
するなど
臨機応変
に対応す
る。

1.定期的
に実施

240
2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

240 ― 特になし

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

―

和室とい
う狭いス
ペースで
の遊び方
について
児童に注
意喚起す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

― ―

室内にいる
児童の人数
によっては
室内にも2名
の指導員を
配置して、
和室と保育
室それぞれ
を見守るこ
とができる
ようにす

る。

2405

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 39 3 3
19.７
歳

2.女
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅

中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

開所日ご
と

廊下に
ジョイン
トマット
を敷いて
いたが、
壁際に

ジョイン
トマット
を敷かず
段差に

なってい
る場所(隙
間）が

あった。

隙間がな
くなるよ
うジョイ
ントマッ
トを敷き
なおす。

4.個人
活動

中・子
どもの
み

保育室か
ら玄関が
離れてお
り、玄

関、廊下
が支援員
の目の届
かない場
所であっ
た。

入所時は
廊下に支
援員を配
置し、ふ
ざける・
走ること
の無いよ
う注意を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

廊下に敷
いたジョ
イント

マット上
を靴下で
走る、滑
るを繰り
返してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

学童保育
室で、児
童の受入
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

学童保育
室で、児
童の受入
を行って
いた。

学童保育
所の廊下
は第1学
童保育
所・第2
学童保育
所と共用
の廊下で
あり、第
2学童保
育所に隣
接してい
ることか
ら、入所
時の目配
りがあい
まいに

なってい
た。

学童保育所
の玄関・廊
下に支援員
を1名配置
し、入所時
に児童がふ
ざける・走
るなど危な
い行動をと
らないよう
目配り、指
導をする。
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2406

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 59 4 2
21.９
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

骨折（左
手小指）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

ボールが
風にあお
られて、
予想外に
飛んだと
思われ
る。

気をつけ
て遊ぶよ
う声かけ
をする。

2.不定期
に実施

―

ボールが
固くなら
ないよう
空気量を
点検す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

風が強
かった

為、ボー
ルの飛び
方が変化
した。

事前に注
意を促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外遊びと
して２名
で見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

室内遊び
対応とし
て、２名
で室内を
見守って
いた。

金曜日
だったの
で、少し
疲れが

あったか
も知れな

い。

体調や、風
向きなどを
考えるよう
声かけを行

なう。

2407

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 89 7 3
19.７
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左足くる
ぶし剥離
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

児童の遊
びの状況
を観察し
て夢中に
なりすぎ
る傾向が
ある場合
には声掛
けして注
意を促
す。

3.未実施

運動場内
のつまづ
きやすい
くぼみ、
石の有無
を事前に
確認す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

すぐに声
掛けがで
きるよう
に遊んで
いる場所
の近くで
見守りす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

仲の良い
グループ
で、すぐ
におに

ごっこを
始めてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

動き回る
子ども達
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

全体を見
渡せるよ
うに散ら
ばってい
て、他の
子ども達
を見守っ
ていた。

―

更に注意深
く子ども達
を見守るこ
とにつとめ

る。

2408

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 20 2 2
20.８
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

骨折（右
手首から
右肘にか
けて）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

夢中にな
るようで
あれば、
声掛けを
する。

2.不定期
に実施

―

ボールが
固くなら
ないよう
空気量を
点検す
る。

― ―

学年に合
わせて力
加減をす
るよう事
前に話を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつも通
り、普通
に遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

見守って
いたが、
痛めたこ
とに気が
つかな

かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

ボールが
ぶつかっ
たところ
を見てい
なかっ
た。

１対１の
ＰＫの練
習に熱中
しすぎた
と思われ

る。

テンション
が上がる前
に声を掛

け、落ち着
いて行動し
てもらえる
よう今後も
見守ってい
きたいと思

う。

2409

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 46 5 2
20.８
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

右第五中
足骨骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

常に事故
発生の可
能性を念
頭に置く
こと。

発生直後
に応急手
当までに
時間がか
かったの
で、再度6
月以降に
研修を実
施する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 ― ―

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

悪天候の
廊下が滑
りやす

かったた
め。

各クラス
支援員も
声掛けを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

―

体育館よ
り帰る

際、該当
者を見て
いなかっ

た。

体育館利用
の際、必ず
注意喚起を

行う。

2410

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 24 3 2
20.８
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右ひじ骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

―

マニュア
ルを定期
的に確認
したり、
ヒヤリ

ハットや
事故事例
を共有し
様々な場
面を想定
すること
で安全管
理意識を
高め、事
故予防に
つなげ
る。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

今回事故
が起こっ
た遊具に
関しては
以前シー
ソーが

あった場
所であ

り、鉄の
枠が平行
に並んで
いる間に
タイヤが
二つ並ん
でいた。
館長より
学校には
撤去願い
をしてあ
る場所
だった

が、まだ
撤去でき
ておら

ず、学校
側は遊び
を禁止し
ていた場
所だっ

た。しか
し、学童
では遊び
禁止の場
所という
認識がな

学校の校
庭を使っ
ているた
め、学校
と定期的
に情報を
共有する
機会を持
ち、危険
な箇所の
確認を行
い、危険
な箇所が
ある場合
の具体的
な対応等
含め学校
と連携し
て安全管
理に努め
ていく。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
をしてい
る最中に
遊具に

乗ってし
まってい
たことが
危険につ
ながっ
た。

鬼ごっこ
などの走
る遊びの
際には遊
具に乗っ
たりしな
いようク
ラブの児
童に周知
し、なる
べく障害
物の無い
校庭の真
ん中など
で行うよ
う伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

他児と一
緒に鬼

ごっこを
して遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

１名は
ちょうど
校庭の反
対側で子
ども同士
のトラブ
ルがあ

り、支援
員はそち
らの対応
をしてい
たため、
本児から
離れてい
た。もう1
名は室内
で他児の
育成を

行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他クラブ
の支援員
は至近距
離にはい
たが事故
の瞬間を
見ていな
かったた
めすぐ気
づかず、
本児の近
くにいた
子どもが
その支援
員に知ら
せてくれ
た。支援
員がすぐ
にかけつ
け、状況
を確認し
担当支援
員に伝え

た。

今回事故
が起こっ
た場所で
遊んでよ
いかどう
か、学校
と学童で
認識が異
なってい
た。遊ん
ではいけ
ない場所
という認
識があれ
ば、事前
に児童に
注意喚起
の声掛け
ができ
た。

・遊ぶ場所
等校庭の使
い方につい
て、学校と
学童で認識
のずれがな
いよう、確
認する。

・死角にな
る児童がな
いよう、支
援員の配置
や遊ぶ範囲
や場所等を
再度、確認

する。
・危険につ
ながるよう
な遊び方を
している児
童がいたら
その都度注
意し、事故
防止に努め
る。また児
童にも危険
な遊び方を
しないよう
日頃から声
掛けをして

いく。

2411

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 35 4 3
18.６
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)
剥離骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5
2.基
準配
置

特になし

マニュア
ルの見直
しや研修
の実施

1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― 特になし

施設の構
造を理解
し、あら
ためて危
険な場所
の確認を
する。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

入会して3
日目玄関
の階段

（２・３
段）を上
がったと
ころに遊
具を置い
ていた。

一輪車の
置き場を
段差の無
いところ
に変え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

入会して3
日目

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

通常通り

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

通常通り 特になし

新一年生は
慣れていな
いので、階
段など危険
な場所につ
いては特に
手厚く見守

る。

2412

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 39 4 4
21.９
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

両手首骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

建物が敷
地の真ん
中に建設
されてい
るため施
設の周り
で遊ばざ
るをえな
い環境に
あり、狭
く死角が
多い。

（曲がり
角で先が
見えな
い）

施設環境
を改めて
各職員が
認識し、
安全に遊
べるよう
に保育の
工夫・安
全指導に
努める。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

普段から
過密状態
のまま保
育をして
おり、児
童全体の
感情の起
伏を落ち
着かせる
ことが難
しい状況
がある。
普段から
過密状態
のまま保
育をして
おり、児
童全体の
感情の起
伏を落ち
着かせる
ことが難
しい状況
がある。

児童への
安全指導
や各遊び
に対する
注意喚起
を再度徹
底してい
く。ま

た、集団
生活の工
夫・働き
かけに対
して研修
に参加

し、より
良い育成
支援に努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

普段学童
を利用す
る児童数
（第1・第
2）は90名
強以上だ
が、当日
は79名と
少なかっ
たので一
人ひとり
のスペー
スが広く
とれ外遊
びの追い
かけっこ
も目一杯
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事故発生
場所付近
を見守っ
ていた支
援員は他
の児童が
施設外に
出した

ボールを
取りに行
くなどの
対応をし
ていたた
め、追い
かけっこ
などへの
声かけ

（注意喚
起など）
が通常時
に比べ少
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

事故発生
当日は外
遊びを見
守る支援
員は3人
だった

が、建物
が敷地の
真ん中に
建設され
ているた
め、反対
側が死角
になり児
童の様子
を見るこ
とができ
ない状態
であり見
ることが
できな

かった。

怪我をし
た児童に
対し、始
めに対応
した支援
員（外遊
びを見守
る支援

員）と応
急手当の
引継ぎを
した支援
員（室内
遊びを見
守る支援
員）の間
で、より
細かな引
継ぎを

行ってい
たら対応
の仕方・
判断が

違った可
能性があ
り、児童
の受診が
早まった
可能性が
ある。

怪我が起き
た環境や状
況の把握を
徹底し、よ
り正確な引
継ぎを行う
ことに努め

る。
怪我が起き
た環境や状
況の把握を
徹底し、よ
り正確な引
継ぎを行う
ことに努め

る。
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2413

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 38 4 1
18.６
歳

2.女
児

湿度が非常
に高く、遊
具が滑りや
すい状態に
あった可能
性がある。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左手首剥
離骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

支援員等
の配置は
十分であ
り、ソフ
ト面に改
善策な
し。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2

事故発生
の少し前
に、うん
ていから
手を滑ら
せて落ち
た児童が
他にもお
り、高い
湿度の影
響で滑り
やすい状
態になっ
ていた可
能性があ
る。

天候等の
自然条件
により、
危険度が
増す可能
性がある
ことを十
分に注意
し、使用
する前に
安全に使
える状態
か確認す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

学校行事
の関係

で、校庭
の一部で
しか遊ぶ
ことがで
きず、普
段と比べ
ると狭い
範囲で外
遊びをし
ていた。

普段と異
なる環境
では事故
が発生し
やすいこ
とを念頭
に置き、
より注意
して見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

普段から
落ち着い
ている児
童で、い
つもどお
りの様子
で外遊び
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

うんてい
で遊ぶ児
童数名

を、すぐ
そばで見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

校庭の全
域に目が
届くよ

う、各所
に散ら

ばって児
童の見守
りをして
いた。

―

支援員等の
見守り体制
について問
題がないた
め、改善策

なし。

2414

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 113 10 4
19.７
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左小指基
節骨不全
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

校庭遊び
に出た際
の指導員
数は3～4
人。児童
の様子に
気を配っ
ていた

が、目を
離してい
る時に怪
我をした
と思われ
る。

外遊びに
出る際

は、指導
員数の充
実を図

り、不足
している
時は控え
るように
する

1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1 ― ―

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

健康状態
にも問題
はなかっ

た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体の様
子を見て
いる中

で、本児
が怪我を
したとき
は目を離
していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

全体の様
子を見て
いる中

で、本時
が怪我を
した時は
目を離し
ていた

―

校庭に遊び
に出る際は
支援員数を
出来る限り
増やし、広
範囲に目が
届くように

する

2415

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 109 6 4
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左手人差
し指　骨

折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
3.基
準以
下

―

職員が少
ないとき
は、通常
より広い
視野を

持ってみ
るよう心
掛ける。
部屋にも
どる時に
けがの有
無を児童
に声かけ
するよう
にする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

・バス
ケット

ボールを
新しく出
したばか
りで、

ボールも
硬く、扱
いに慣れ
ていな

かった。

遊びを始
める前に
遊具で気
を付ける
点を話
す。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

鉄棒・雲
梯などを
中心に職
員配置さ
れていた
ため、見
落として
しまっ
た。

全体を見
守る指導
員がまわ
りながら
声かけを
する。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

新しく出
したばか
りのボー
ルでここ
最近バス
ケット

ボールに
夢中に

なってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
回ってい
て、発生
時は近く
にいな

かったた
め、気づ
かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の遊具
や場所で
遊んでい
る児童の
見守りを
してい
た。

指導員が
近くにい
なかった
ため、け
がを伝え
ることが
出来な

かった。

見回り中に
声をかけ

る。部屋に
戻る時にケ
ガの有無を
確認する。

2416

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 27 3 1
21.９
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

橈骨遠位
端骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

事故予防
に関する
知識、理
解を深め
るような
さらなる
取り組み
を行い、
事故防止
につなげ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

今後も、
定期的な
安全点検
を実施

し、安全
を確保し
ていく。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

引き続
き、集団
活動時の
見守りで
は、細心
の注意を
払う必要
がある。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

体調面等
特に日常
と同様の
様子で

あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

校庭で外
遊びの

中、至近
で見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

雲梯で遊
んでいる
様子も確
認してお
り、至近
距離にい

た。

―

引き続き、
集団活動時
の見守りで
は、細心の
注意を払う
必要があ

る。

2417

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 63 4 4
20.８
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

手首の骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

普段から
一輪車に
乗って遊
んでいる
児童のた
め、突発
的に起

こったケ
ガである

いつでも
どこでも
ケガは発
生するも
のだと、
児童に注
意喚起す

る

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― ―

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

普段から
遊び慣れ
ている場
所、遊具
である

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一輪車で
活動して
いること
は把握し
ていた。
別の児童
らの遊び
を見てい
る最中

で、怪我
の瞬間の
動きは見
ていな

かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

児童らが
外遊びを
している
ことは把
握してい
たが、室
内でその
他の児童
の活動を
支援して
いた。

ケガが起
こらない
であろう
と、油断
していた

慣れ親しん
だ遊具でも
突発的にケ
ガが発生す
ることに対
する注意喚
起をする

2418

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 57 3 3
21.９
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

右足剥離
骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
3.基
準以
下

―

外遊びを
する際に
怪我の注
意や怪我
をした際
の手当て
などを注
意深く行
う。

2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

6
外遊びで
の注意不
足。

危険な箇
所が無い
か施設設
備の点検
を十分に
行う。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

追いか
けっこ遊
びをして
いる際

に、つま
ずきやす
いところ
があった
か、当該
児童が予
想以上に
スピード
を出して
走ってい
たのだと
思う。

狭い敷地
なので、
走る際に
はあまり
無理をし
ないなど
の注意が
必要

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

仲良く遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

危険な遊
びをして
いない
か、見

守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

室内に多
数の児童
がいたた
め。分か
れての指
導を行っ
ていた。

外遊び
は、１０
人程度

だったた
め１名の
指導員で
対応し
た。

時々声かけ
をしながら
危険の無い
ように遊ば

せる。

2419

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 40 4 2
20.８
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

前腕の橈
骨骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

―

事故予防
マニュア
ルを早急
に作成す
る。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

学校の施
設を利用
させて頂
いてる

為、学校
に依頼し
ていきた
い。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

いくつか
のグルー
プに分か
れて遊ん
でいた

為、対象
児童のみ
を見守っ
ていな

かった。

見守りを
徹底して
いきた
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

活発な子
どもで、
いつも通
り元気に
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

滑り台か
ら少し離
れた登り
棒の所で
他の子ど
もの対応
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

室内で過
ごす他の
児童が居
た為、室
内で対応
してい
た。

普段から
危ない遊
び方をし
ないよう
指導して
いたが、
守られて
いなかっ

た。

滑り台を含
め、その他
遊具の正し
い使い方を
指導してい

く。
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2420

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 23 3 3
21.９
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左小指基
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

年1回
2.基
準配
置

事故が起
こった

際、複数
人の指導
員が外遊
びを全体
的に見

守ってい
る状態で
あった

それぞれ
の遊びを
見守るこ
とができ
るよう、
指導員の
配置決め
を行い、
全体の状
況を把

握、危険
を予測で
きる場面
があれば
その都度
声をかけ

る

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

日常の遊
びの中で
起こった
事故であ
り、ハー
ド面に問
題はな
かった

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特定の指
導員が
ドッジ

ボールの
様子を見
ていたわ
けでな

く、事故
状況を直
接見てい
た指導員
がいな
かった

それぞれ
の遊びを
見守るこ
とができ
るよう、
指導員の
配置決め
を行い、
全体の状
況を把

握、危険
を予測で
きる場面
があれば
その都度
声をかけ

る

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

外野に飛
んできた
ボールを
取ろうと
したが、
他児童も
近くにい
たため、
焦って

ボールを
取ろうと
する。

しっかり
とボール
を捕らえ
ることが
できてい
ない状態
だったと
ころ、他
児童に

ボールを
引っ張ら
れ小指を
痛める。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

複数人の
指導員

が、外遊
びを全体
的に様子
を見てい
る状態で
あった。
近くにい
た指導員
が児童よ
り報告が
あり、怪
我の状態
を確認。
室内の指
導員に応
急処置を
してもら
うよう促
す。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

室内担当
の為、

帰ってき
た児童よ
り怪我を
した状況
を伺い、
応急処置
として湿
布・テー
プでの固
定をして
様子を見

る。

怪我の応
急処置を
した指導
員より、
お迎えに
来た保護
者へ怪我
の状態を
報告す

る。３人
の指導員
が怪我の
状態を確
認した

が、「骨
折」の判
断には至
らなかっ
た為、骨
折の懸念
や病院の
促しをす
ることは
しなかっ

た

少しでも骨
折の懸念が
あるのであ
れば、保護
者へその旨
もお伝え

し、病院へ
いくことを
提案する

2421

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 104 11 3
19.７
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左手第4指
基節骨近
位端骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため

に，事故
防止マ

ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ― 特になし

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
の近くで
見守りを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

支援員が
見守りを
行い，注
意を配っ
ていたが
事故が起
こってし
まった。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

2422

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 158 11 5
20.８
歳

1.男
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕部
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため

に，事故
防止マ

ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ― 特になし

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
の近くで
見守りを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

支援員が
見守りを
行い，注
意を配っ
ていたが
事故が起
こってし
まった。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

2423

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 165 14 4
18.６
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左下腿骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため

に，事故
防止マ

ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ― 特になし

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

支援員が
見守りを
行い，注
意を配っ
ていたが
事故が起
こってし
まった。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

2424

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 40 10 3
22.10
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

右足首骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため

に，事故
防止マ

ニュアル
の整備が
できてい
た。

見守りが
必要な場
面では，
引続き支
援を行っ
ていく。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ― 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

支援員が
見守りを
行い，注
意を配っ
ていたが
事故が起
こってし
まった。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

2425

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 172 13 4
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位骨骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため

に，事故
防止マ

ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ― 特になし

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

支援員が
見守りを
行い，注
意を配っ
ていたが
事故が起
こってし
まった。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。
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2426

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
4

3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 90 5 3
19.７
歳

2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左前腕骨
骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

怪我が発
生したク
ラブ室

は、走っ
たり、活
発な運動
は禁止し
ている

が、おん
ぶはそれ
にあたら
ないた

め、油断
していた
と思われ
る。

低学年の
児童がお
んぶする
ことは危
険である
ことを職
員も認識
し、遊び
のルール
のマニュ
アルを職
員間で共
有する。
併せて、
一時的に
職員が1人
になると
きは静か
な遊びを
させるな
ど一時的
に職員が
離れる時
の遊びの
状況を工
夫する。

2.定期的
に実施

2
2.定期的
に実施

2
2.定期的
に実施

―

平らな床
の上にウ
レタンの
ジョイン
トマット
が敷いて
あった

（その上
に座卓が
置いてあ
る状況）

ウレタン
マットの
端をテー
プで固定
する

7.その
他

そばにい
た子ども
たちがお
んぶし始
め、本児
童もした
くなっ

た。さら
に、相手
の児童か
ら「おん
ぶして」
といわれ
たので、
おぶって
しまっ
た。

年長児に
とって

は、大丈
夫なこと
でも、低
学年児童
にとって
は、危な
いことも
あると

を、周知
する。

（全体で
に話、警
告ポス
ター）

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

本館集会
室から移
動してき
て、クラ
ブ室北側
入り口付
近で数人
の児童(女
児）とも
に遊び始
めた。周
りの児童
がおんぶ
を始め
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

体調の悪
い児童に
声を掛け
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

一人は、
遊戯室に
児童数名
と移動。
遅番職員
は１３：
１５から
入るよて
いだっ
た。

職員はク
ラブ室に
２名配置
していた
が、1人
は部屋移
動の児童
に引率

し、一時
的に１名
になった
時だっ
た。

一時的に離
れる場合

は、残った
職員が全体
を見渡せる
ように体勢
を取り、静
かな遊びを
するように

する。

2427

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 151 21 13
19.７
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

不定期に
年1回だけ
ではな

く、定期
的に数回
行う。

職員会議
では、ヒ
ヤリハッ
トを基に
事故発生
を予想

し、予防
に努め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

児童が怪
我をする
かもしれ
ない危険
個所がな
いか点検
した。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

駐車場内
には縁石
などあり
児童がつ
まづいた
り転ぶ恐
れもある
ので駐車
場内では
鬼ごっこ
など走る
遊びはし
ないよう
に児童に
声掛けを
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

元気も良
く、体調
不良は見
られな

かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
遊んでい
た駐車場
内全体は
見渡して
いたが、
鬼ごっこ
をしてい
て走り

回ってい
た対象児
だけの動
きに注意
を払うこ
とが出来
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

対象児が
遊んでい
た駐車場
に隣接す
る館庭の
見守りを
行ってい
た為、対
象児の動
きを把握
出来な

かった。

―

広い館庭や
駐車場では
全児童の動
きを把握で
きるよう

に、死角に
なってしま
う自分の後
方に児童が
いないよう
な立ち位置
になるよう
に心掛け

る。

2428

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 74 12 8
20.８
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

右上前歯
亜脱臼

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

突発的な
事故だっ
たので予
測する事
ができな
かった

児童への
安全指導
と再発防
止の為の
職員によ
る声掛け

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

36 ―

子ども同
士のトラ
ブルの予
測と事前
対応（声
掛けや、
危険管
理）

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

全体把握
し見守る
職員の配
置と意識

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつも通
り元気に
他児と集
団遊びを
していた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の児童
の対応も
していた
ので、注
意深く見
守ること
はできな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

別の部屋
で他の児
童の対応
をしてい

た

―

全体の状況
や、児童の
様子を見る
職員の配

置。

2429

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 4 3 1
18.６
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創

等）

2.顔面(口
腔内含む)

上アゴ創
傷

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

外遊びを
しておら
ず、サッ
カーを見
ていた児
童も大人
しくして
いたた

め、事故
発生時は
指導員が
見守って
いなかっ
た。

児童の行
動を目で
追い、ス
ノコ等へ
出た場合
はすぐに
見守りに
出る。

2.不定期
に実施

5
2.不定期
に実施

5
2.不定期
に実施

5

スノコに
段差が少
し出来て
おり、靴
下だと滑
りやすく
なってい
た。

スノコに
段差が出
来ないよ
うに調整
する。
コンク

リートの
床には

マット等
を敷き、
転倒の衝
撃を和ら
げるよう
工夫す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

おやつの
時間にな
り、外に
いる児童
を別の児
童に呼び
に行って
もらった
が、スノ
コの上を
走って逃
げること
は想定し
ていな

かった。

教室内及
び外側の
スノコで
は走らな
いように
呼びかけ
る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

土曜保育
で児童数
が少な

かったせ
いか普段
よりは活
発に見え
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

おやつの
準備をし
たり、教
室内で別
の児童の
製作を手
助けして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

別の児童
の支援を
してい
た。

ケガをす
る数分前
まで教室
内で絵を
描いてお
り、おや
つを準備
する少し
の間に外
へ出て

サッカー
を見てい
たので、
支援員も
注意して
見守って
いなかっ

た。

児童が教室
から出た場
合は、支援
員もすぐに
見守りに出
るようにす

る。

2430

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 45 5 3
20.８
歳

1.男
児

土管は学校
側が1年生の
使用を禁止
しているた
め児童クラ
ブにおいて
も同様の対
処を取って
いたが、今
回事故を起
こした児童
は２年生
だった。土
管の上や中
で遊んでい
る場合は注
意して見守
りするが、
今回土管周
辺にいた児
童は皆座っ
て休憩して
いたため、
あまり注視
していな
かった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕
骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

学校の校
内研修の
ために一
斉下校と
なってお
り、室内
にも児童
人数が多
く、外の
見守り人
数が少な
かった。

外遊びの
際は、落
下等の危
険がある
遊具に必
ず一人は
見守りの
支援員が
付くよう
にする。
また、当
面の間、
土管を全
学年にお
いて使用
禁止とす
る。

2.不定期
に実施

5
2.不定期
に実施

5
2.不定期
に実施

5

学校側が
１年生の
み使用禁
止として
いたため
児童クラ
ブもそれ
に倣って
いたが、
２年生以
上も落下
等の危険
は十分に
あるとの
認識が甘
かった。

小学校の
校庭は非
常に広

く、全て
の遊具に
ついて支
援員が見
守ること
は困難な
ため、当
面の間、
土管を全
学年にお
いて使用
禁止とす
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

土管の上
や中で児
童が遊ぶ
場合は注
意して見
守ってい
るが、今
回のよう
に座って
いる児童
を他の児
童が押し
て落下す
ることは
想定して
いなかっ
た。

他の児童
を押す等
の危険な
遊びはし
ないよう
に呼びか
ける。落
下の危険
がある場
所に児童
がいる場
合は、児
童の動き
に関わら
ず注意し
て見守
る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

事故が起
きる直前
まで、複
数の友達
と戦い

ごっこを
して遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

土管の側
にある

シーソー
で見守り
をしてい
たが、土
管の方は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の遊具
で遊んで
いる児童
や、サッ
カーをし
ている児
童たちの
見守りを
してい
た。

突発的な
行動をす
る児童へ
の対処に
慣れてい
なかっ
た。

行動を予測
して、危険
回避するよ
うに観察す

る。
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2431

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 10 3 3
19.７
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左腕骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

——
2.不定期
に実施

― 特になし 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

保育園で
使用して
いるマッ
トが角に
置いて

あった。

マットを
ずらして
活動す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ドッジ
ボールを
している
活動全体
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

別の部屋
で保育を
行ってい

た。

特になし

支援員1人に
対して5人の
子どもの保
育だったの
で、妥当な
人員だった
と思われ

る。特別配
慮児童もい
なかった。

2432

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 15 3 2
19.７
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

―

支援員の
共通理解
を深め、
子どもや
環境の情
報を共有
する。

1.定期的
に実施

随時
2.不定期
に実施

随時
2.不定期
に実施

随時 特になし

今回事故
の原因と
なった遊
具の使用
は２年生
以上とし
ていた

が、学校
と協議し
３年生以
上の使用
を検討す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

事故の予
測や注意
が不十分
であった
ため、遊
具での遊
び方（危
険な遊び
方）等を
確認し

あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

木製遊具
で児童が
遊んでい
ることは
把握して
いたが、
具体的な
遊び方や
児童の動
きは見て
いなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

木製遊具
で児童が
遊んでい
ることは
把握して
いたが、
具体的な
遊び方や
児童の動
きは見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の児童
の様子を
見守って
いた。

―

様々な危険
性を再確認
し、より一
層子どもた
ちの安全に
気を配る。

2433

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 29 4 2
21.９
歳

1.男
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

剥離骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

問題な
し。事故
後の対応
もマニュ
アル通り
実施でき
た。

事故後の
対応の確
認、徹
底。

2.不定期
に実施

240
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

240 問題なし 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつも通
り登所し
ていた。
特に変

わった様
子は無

かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

トイレの
中までは
付いてい
くことが
出来な

かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の児童
と関わっ
ており、
トイレに
行ってい
た児童ま
では把握
していな
かった。

― 特になし

2434

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 75 5 3
19.７
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左尺骨骨
折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

当該児童
は昨日誕
生びを迎
えたばか
りで、い
つもより
テンショ
ンが高
かった

屋外にい
る時は開
放的にな
るため、
屋内より
注意深く
見守る必
要がある

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

複雑な作
りになっ
ているか
らか、公
園の複合
遊具での
事故が多
い。

施設内で
遊んでい
る時よ

り、開放
的になる
のでより
注意して
見守る必
要があ
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

蜂が飛ん
でいたの
でそちら
が気に

なってい
たのかも
知れな
い。

危険な遊
びをして
いないか
どうか、
常に意識
しながら
見守るよ
う心掛け

る

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

5～6人の
友人達と
一緒に複
合遊具で
走ったり
ぶら下

がったり
して遊ん
でいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

特に危険
な遊びを
している
わけでは
なかった
ので少し
離れた場
所のブラ
ンコを押
していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

離れた場
所で遊ん
でいる別
の子ども
達の見守
りをして

いた

当該児童
は普段は
遊びに消
極的であ
るが、

この日は
気分が高
揚してい
たのか、
いつもよ
り積極的
に遊んで
いた。

児童の様子
が普段と違
う時はより
注意深く見
守る必要が

ある。

2435

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 38 7 2
19.７
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左ひじ骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

予防マ
ニュアル
の支援員
全体への
周知・確

認

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

校庭など
保育室外
の遊具の
点検も怠
らないよ
う支援員
間で確認
する

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

校庭の面
積が広

く、複数
人配置し
ても全体
を見守る
ことに気
を取られ
てしまい
ひとりひ
とりの動
き、様子
を把握す
ることが
困難

支援員の
配置数に
よって

は、遊び
場所を限
定するな
ど、子ど
もたちと
も校庭で
の遊び

方、注意
点などあ
らかじめ
話し合っ
ておくよ
うにする

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

1年生が授
業参観で
お休みの
子が多

く、久し
ぶりで校
庭でゆっ
くり過ご
せると張
り切って
出かけて
行った。
校庭では
お友達と
と元気に
駆け回っ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

校庭には4
人配置し
ていた

が、それ
ぞれ一緒
に遊んで
いる子ど
もに気を
取られて
いて、本
児の動

き、けが
の瞬間を
目撃する
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

室内にい
た職員は
患部を冷
やし様子
を見なが
ら、本

児・一緒
にいたお
ともだち
からけが
をした際
の状況を
聞き取っ

た。

それぞれ
が一緒に
遊んでい
る子への
対応に気
を取られ
てしま

い、遠く
で遊んで
いた本児
たちの動
き、様子
に気が配
れなかっ

た。

校庭への配
置は、基準
以上の人数
だったが、
見守り方に
ついてもう
一度支援員
間で確認

（高学年な
どにも周り
の子の遊び
に注意でき
るよう声が
けするな

ど）

2436

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 90 5 1
22.10
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左手首骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ― ―

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

一番小さ
な遊具を
使用して
いたの

で、体に
合ってい
なかった
と思う。

今後も、
児童を見
守れるよ
うな配置
を行い、
適切な遊
具使用の
指導を行
う。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

来館した
時に、学
校の委員
会活動で
不本意な
係になっ
てしまっ
たことを
話してき
た。その
不満を発
散させた
い様子

だった。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態

（対象
児に接
してい
た）

対象児の
目の前に
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

事務室で
軽傷児童
に対応職
員1名、玄
関対応職
員1名、館
内ホール
対応1名、
館外対応1

名。

― ―

2437

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 85 9 3
20.８
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創

等）

2.顔面(口
腔内含む)

上口唇裂
傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

－

2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため

に，事故
防止マ

ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ― 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

支援員が
見守りを
行い，注
意を配っ
ていたが
事故が起
こってし
まった。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

86 / 255 



2438

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 25 3 1
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

担当職員
で児童に
無理をし
ないよ

う、職員
同士でお
互いに声
掛けをし
ていく。

―

児童には
無理があ
るようで
あれば注
意深く見
守り、児
童にしっ
かり声を
掛けて、
危険と思
われる場
合は無理
をさせな
いよう徹
底する。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

― ―

担当職員で
児童に無理
をしないよ
う、お互い
に声掛けを
していく。

2439

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 47 5 3
20.８
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右肘頭骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

規定の人
員配置を
行ってお
り、ソフ
ト面での
特段の要
因は考え
にくい。

特段の改
善策はな
し。

1.定期的
に実施

毎日
2.不定期
に実施

24

室内の畳
敷き部分
と出入り
口から廊
下に繋が
るフロー
リング部
分との段
差が約9ｃ
ｍある
が、施

設、設備
面が今回
の怪我へ
の直接の
影響とは
考えにく
い。

段差の解
消を行っ
たとして
も改善策
になると
は考えに
くい。

7.その
他

第一クラ
ブ室では
風船バ

レーで遊
ぶ児童が
普段より
多く、全
体的に児
童の気持
ちが高揚
していた
ことが当
該児童に
も影響し
たことも
考えられ
るが、事
故の直接
的要因と
は考えに
くい。

環境面で
の特段の
改善策は
思い当た
らない。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

当該児童
が、第１
学童クラ
ブ室の

ロッカー
に保管し
てある自
分の作品
を取り行
き、第２
学童クラ
ブ室に戻
るために
走って出
ようと

し、作品
を持って
室内の畳
部分から
フローリ
ング部分
の段差を
ジャンプ
したとこ
ろバラン
スを崩し
転倒し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラブ室
内にいる
当該児童
を含む児
童の遊び
の見守り
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

担当する
クラブ室
にてその
他の児童
の見守り
を行なっ
ていた。

当該児童
が自身の
ロッカー
に保管し
ていた作
品を取り
に行き、
早く部屋
へ戻って
遊びたい
という思
いが強く
あったこ
とが考え
られる。
また、手
に作品を
持ってい
たため肘
からの転
倒に繋

がったと
考えられ

る。

衝動的な行
動をする児
童を職員間
で共有認識
し、行動を
注意し見守
りを行なっ
ていく。引
き続き、

走ったり危
険な行動を
している子
どもにはそ
の都度対応
していく。

2440

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 22 4 1
22.10
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

事故防止
マニュア
ルをもと
に、職員
間で確

認・周知
する。

2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

4
2.不定期
に実施

4 ―

引き続
き、安全
点検を行
う。

着替えの
際に使用
する部屋
を開き戸
の部屋か
ら、引き
戸の部屋
に変更。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

着替えが
おやつの
時間（子
ども達が
集中する
時間・場
所）と重
ならない
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

特に変
わった様
子はな

かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

扉の近く
にはいた
が、怪我
を防止で
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の支援
員は他の
児童をみ
ていた。

―

着替えの
際、周り子
にも声をか

ける。

2441

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 40 5 3
22.10
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

若木骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

― ―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ― ―

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

―

支援員の
見守りは
十分で

あった。

児童への安
全指導に努

める。

2442

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 15 3 3
21.９
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右腕骨折
（右腕関
節内側の
下あた
り）

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

特になし

築山付近
で遊ぶ児
童に対し
て一層の
注意を払
う。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― 特になし

重大な事
故につな
がる高さ
でもな

く、ハー
ド面での
改善は特
になし。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

築山も特
別滑りや
すい状況
ではな

かった。

庭の草刈
りを適時
行い、滑
りやすい
環境を改
善する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつもと
変わった
様子は特
になかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで見
ていた

が、一瞬
の出来事
であった
ため、手
を差し伸
べること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

室内で遊
ぶ児童を
見守って
いたた

め、対象
児童の動
きを見て
いなかっ

た。

特になし

築山で遊ぶ
児童には一
層の注意を

払う。

2443

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 34 4 2
18.６
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕部
骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

支援員等
の配置は
十分であ
り、ソフ
ト面に改
善策な
し。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2 ―

当該事故
に置いて
ハード面
に問題が
ないた

め、改善
策なし。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

当該事故
において
育成支援
の状況に
問題がな
いため、
改善策な
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

１年生児
童と共に
校庭へ出
て、全体
の見守り
を実施し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

室内で、
他学年入
室児童の
対応をし
ていた。

事故が発
生した木
曜日は１
年生と他
学年とで
放課時刻
が異なる
ため、見
守りの体
制が通常
時に比べ
て手薄に
なった。

隣接する学
童保育室の
職員とも調
整し、十分
な見守り体
制を取れる
ようにす

る。
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2444

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 40 3 3
18.６
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左足首骨
折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

校庭での
遊ぶ範囲
が広く、
隅々まで
目が行き
届かな
い。

支援員の
人数を増
やす事は
運営費不
足の為雇
い入れる
ことがで
きない

が、学童
保育施設
内外の児
童の監督
は、その
時の児童
数によっ
て柔軟に
支援員を
配置し対
応してい
る。ま

た、職場
ミーティ
ングや業
務日誌を
活用し、
支援員間
で事故の
情報や危
険箇所を
共有する
ととも

に、支援
員と児童
が一緒に
危険箇所

遊具の点
検は学校
の遊具の
為、小学
校が点検
をしてお
り、学童
の方では
点検をし
ていな

かった。

学校と一
緒に点検
を行う事
は開設時
間が異な
るため難
しいが、
児童が学
校が終

わって学
童に来る
までの間
に支援員
が点検を
行い、危
険箇所を
見つけた
場合は学
校へ報告
し、児童
の使用や
立ち入り
がないよ
う指導す
る。

4.個人
活動

中・子
どもの
み

児童の活
動範囲が
校庭全体
の為、目
が行き届
かない。

支援員の
人数を増
やす事は
運営費不
足の為雇
い入れる
ことがで
きない

が、学童
保育施設
内外の児
童の監督
は、その
時の児童
数によっ
て柔軟に
支援員を
配置し対
応してい
る。ま

た、職場
ミーティ
ングや業
務日誌を
活用し、
支援員間
で事故の
情報や危
険箇所を
共有する
ととも

に、支援
員と児童
が一緒に
危険箇所

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつも通
り外で遊
ぶ事が好
きな児童
で、校庭
で活発に
活動して
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

各方面で
児童が遊
んでお

り、特に
活発に動
く男子達
にトラブ
ルも多い
為、対象
児は遠く
から見守
ることに
なった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

専用施設
内の児童
を見てい

た。

対象児の
傍で見て
いる者が
いなかっ

た。

支援員の人
数を増やす
事は運営費
不足の為雇
い入れるこ
とができな
いが、学童
保育施設内
外の児童の
監督は、そ
の時の児童
数によって
柔軟に支援
員を配置し
対応してい
る。また、
職場ミー

ティングや
業務日誌を
活用し、支
援員間で事
故の情報や
危険箇所を
共有する。

2445

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 15 2 2
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

特になし

お迎えの
時間帯な
ど、人手
が不足す
る際の支
援体制を
見直すと
ともに、
児童に対
し、安全
への指導
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 特になし

施設、遊
具等の安
全点検に
ついて

は、定期
的に実施
してお

り、今後
も継続

して実施
し、必要
に応じて
改修等を
行う。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特になし

お迎えの
時間帯な
ど、人手
が不足す
る際の支
援体制を
見直すと
ともに、
児童に対
し、安全
への指導
を徹底す
る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

いつもは
外遊びを
していて
も、飛び
降り等の
危険な行
為はして
いなかっ

た
が、この
日は高学
年も含め
た他の児
童と一緒
になって
遊んでお
り、いつ

も
より活発
な様子で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外遊びの
見守りを
していた
が、他の
児童に対
応してい
たため、
対象児か

ら
目を離し
ていた。
近くにい
た児童か
ら報告を
受け、対
象児の負
傷を確
認。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の児童
のお迎え
に対応し
ていた

為、見て
いなかっ

た。

特になし

お迎えの時
間帯など、
人手が不足
する際の支
援体制を見
直すととも

に、
児童に対

し、安全へ
の指導を徹
底する。

2446

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 40 7 3
19.７
歳

1.男
児

一輪車を練
習中、雨が
上がったば
かりで、地
面が濡れて
いたので滑
りやすい状
態でした。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左肘関節
内骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

―

事故予防
に関する
研修等に
参加して
いきた
い。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

6
2.不定期
に実施

3

使用して
いた遊具
（一輪
車）に

は、特に
問題はな
かった。

園庭ので
こぼこを
コンク

リート、
土等で直
す予定。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

滑りやす
いことを
子供達に
伝えたが
子供の動
きが予見
できなか
た。

雨上がり
直後の外
遊びに

は、充分
注意をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

熱心に毎
日練習し
て乗れる
ように

なったの
で、一輪
車に乗り
たくって
仕方な

かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊んでい
る子供達
を見守っ
ていたが
転倒を防
ぐこと

は、でき
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

室内、室
外と別れ
て見守り
を続けて
いた。

―

外遊びをす
る際には、
外遊びの見
守りに多く
の支援員を
配置する。

2447

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 31 3 2
19.７
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右肘骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

―

研修等の
結果を再
確認し、
対応の徹
底を図
る。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

これまで
危険がな
いと考え
ていた箇
所につい
ても改め
て安全を
確認す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

これまで
危険がな
いと考え
て箇所に
ついて

も、事故
が起こり
得ること
を意識し
て見守り
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

自分の周
りの片付
けを終

え、友だ
ちと向き
合ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

片付けが
できてい
ないとこ
ろの手伝
いをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

保育室と
廊下を行
き来して
保護者の
お迎えの
対応をし
ていた。

片付け中
で危険な
行為もな
かったた
め、児童
の安全配
慮への意
識が低下
してい
た。

どんな場面
であっても
危険があ

り、事故が
起こり得る
ことを職員
全員が理解
し、意識し
て活動する
よう話し合

う。

2448

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 28 4 4
18.６
歳

1.男
児

天候は快晴
で、空気が
乾燥してい

た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

―
2.基
準配
置

快晴で地
面がすべ
りやすい
状況で

あった。

土地がす
べりやす
い状況で
あるな

ど、適宜
子どもた
ちに施

設、園庭
の状況を
説明し、
注意を促
す。

2.不定期
に実施

4
2.不定期
に実施

4

快晴で地
面がすべ
りやすい
状況で

あった。

すべる元
となる、
小石を除
くなど、
園庭の管
理に努め
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

快晴で地
面がすべ
りやすい
状況で

あった。

すべる元
となる、
小石を除
くなど、
園庭の管
理に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

ふだんど
おりの様
子であっ
た。元気
であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭で２
名が見守
りを行っ
ていた

が、２名
とも転倒
後直後に
児童にか
けつけ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

すぐに室
内に連れ
て帰り、
児童の手
当て、保
護者への
連絡等を
おこなっ

た。

児童の骨
折事故が
初めてで
あったた
め、職員
が少し対
応にあわ
てた。

今後、不意
に起こる事
故、けがに
対してどの
ように対応
するのか職
員会議等で
話し合いを

行う。

2449

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 36 2 1
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特になし ―

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

雲梯を含
む遊具周
辺で、児
童対象を
含む児童
たち全体
を見守っ
ていた

際、雲梯
下の地面
に対象児
童が横た
わってい
るところ
を発見

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の支援
員は、グ
ランドの
それぞれ
の配置場
所で、

サッカー
遊び中の
児童や鉄
棒遊び中
の児童を
見守って
いたため

特になし ―
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2450

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5 6.午睡中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 21 4 2
18.６
歳

2.女
児

日光に当た
らないよう
に室内遊び
をおこな
う。保冷剤
で幹部を冷
やす。長袖
長ズボン着

用。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

ハゼ科の
植物によ
る炎症

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

ハゼの葉
は被れる
恐れがあ
るという
知識を職
員が身に
つける。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

草笛の吹
き方を指
導してい
る支援員
の話を聞
き、ハゼ
科の植物
を口に当
て草笛の
練習して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当該児童
２名を対
象に草笛
の吹き方
を指導し
ていた。
(当該児童
２名はす
ぐに病院
受診)

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
が本児を
含め４名
の児童へ
草笛を指
導してい
ると認識
してい
た。

本児が草
笛を吹い
たことに
担当職員
が気付か
なかっ

た。補助
員は当該
児童２名
が病院に
行く際に
本児を含
めた２名
も該当す
ることを
担当職員
へ伝えな
かった。

視野を広げ
て保育する
こと。補助
員は常に報
告をおこな
うよう指

導。

2451

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 65 4 3
18.６
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

①右橈骨
遠位骨端
線損傷

②顔面擦
過創

1.遊具
等から
の転

落・落
下

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

マニュア
ルについ
て早急に
整備し、
職員間で
研修を行
い、共有
する

2.不定期
に実施

4
2.不定期
に実施

4
1.定期的
に実施

12 特になし
定期的に
点検に努
める

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

子どもた
ちの日々
の状況を
職員間で
共有し、
育成支援
の内容の
充実、改
善に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

普段どお
り、他の
児童と元
気良く鬼
ごっこを
していて
遊具上に
登ったり
降りたり
しながら
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は、10数
人の児童
と一緒に
外遊びを
してお

り、事故
現場は、
遊具の死
角であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

児童が、
施設内と
屋外に分
かれて遊
んでいた
ため、職
員もそれ
ぞれに分
かれて見
守りを

行ってい
た

子どもた
ちとのか
かわりの
中で、遊
びの場面
で、子ど
もの動線
の交差に
注意でき
ていな

かった。

外遊びを禁
止するので
はなく、子
どもたちへ
の安全指導
や注意喚起
を行い、安
全確保のた
めに必要な
手立てをと
りつつ豊か
な活動を保
障する。

2452

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 91 13 8
21.９
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左手小指
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため

に，事故
防止マ

ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ― 特になし

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外遊びか
ら子ども
会室に戻
る際の階
段での事
故であ

り，児童
全体は見
ていた

が，当該
児童が手
を踏まれ
た瞬間は
見てい

ず，事故
に気付か
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

―

支援員が
見守りを
行い，注
意を配っ
ていたが
事故が起
こってし
まった。

体調などに
異変がある
場合や，怪
我をした場
合は些細な
ことでも支
援員に伝え
るよう，再
度児童への
指導を行っ
ていく。

2453

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 61 5 2
19.７
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)
軟骨骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

―

マニュア
ルを基に
予防方法
や受傷時
の対応方
法を再確
認し、引
き続き研
修等で応
急手当の
技術向上
を図る。

1.定期的
に実施

12 3.未実施 －
1.定期的
に実施

12 ―

定期的に
点検を実
施し、事
故が起こ
らないよ
う整備す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

危険な箇
所がない
かを確認
し、ケガ
の起こり
にくい環
境とす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

友達と元
気に遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
含め、周
りの子ど
も達の動
きをみて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

職員がそ
れぞれ集
団や範囲
を担当

し、見守
りや子ど
もたちと
かかわっ
ていた。

―

職員間で適
宜声を掛け
合い、連携
を図り、子
どもたちの
変化等に

チームで対
応できるよ
うにする。

2454

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 35 4 2
22.10
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左手首骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

事故予防
マニュア
ルを早急
に作成す

る

1.定期的
に実施

1～2
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

学校の施
設を利用
させて頂
いている
為、学校
に依頼し
ていきた

い

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

いくつか
のグルー
プに分か
れて遊ん
でいた

為、対象
児童のみ
を見守っ
ていな
かった

見守りを
徹底して
いきたい

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつも通
りに遊ん
でいた

が、降り
る時に体
が振り子
の様に振
られ、前
のめりに
落ちた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

高い鉄棒
から離れ
たブラン
コ付近で
他の子ど
もの対応
をしてい

た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

室内で過
ごす他の
児童が居
た為、室
内で対応
していた

指導員の
配置等を
話し合い
で行う

正しい遊び
方を児童に
指導をして

いく

2455

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 37 7 7
21.９
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右手首骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

職員配置
等に問題
はなく、
ソフト面
には起因
しない。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

施設の設
備に不備
はなく、
ハード面
には起因
しない。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

―

見守りを
行ってお
り、環境
面には起
因しな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

―

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態

（対象
児に接
してい
た）

担当職員
が対象児
童を部屋
に誘導し
ようとし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の児童
を見守っ
ていた。

―

突発的な転
倒等を防止
することは
困難である
が、マン

ツーマンの
状態で児童
に接してい
たため、周
囲の状況等
から事故を
予見しつ

つ、見守り
を行うべき
であった。
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2456

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 43 3 2
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

職員配置
等に問題
はなく、
ソフト面
には起因
しない。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

遊具に不
備はな

く、ハー
ド面には
起因しな
い。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

見守りを
行ってお
り、環境
面には起
因しな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
含む子ど
もたちが
すべり台
で遊んで
いるとこ
ろを見

守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の児童
を見守っ
ていた。

―

職員が全て
の児童の動
きを見るこ
とは難し
く、偶発

的・瞬間的
な事故を防
止すること
は困難であ

る。

2457

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 64 5 2
19.７
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左腕肘骨
折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

落下した
時、鉄棒
の下に砂
場の木の
枠が埋め
込まれて
いる。

そこに肘
が当たっ
たと思わ
れる。

高鉄棒に
は、無理
に登らな
いよう、
ケガの事
例を児童
にも報

告。ケガ
をした時
は、すぐ
支援員に
報告する
よう児童
に伝え
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

当該児童
が遊んで
いたあた
りには補
助員１人
しか配置
できてい
なかっ

た。他の
児童の方
が見守り
が必要と
認識し、
そちらの
方を見て
いた。

職員は全
体を見る
よう心掛
ける。児
童へは無
理に高所
に登らな
いよう、
職員から
注意喚起
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつも一
緒にいる
姉と、友
人３人で
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

シー
ソー、す
べり台の
辺りにい
た。特に
シーソー
で遊んで
いた児童
に危険を
感じ、そ
こにい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

１人は一
輪車に

乗ってい
た児童の
サポー

ト。もう
１人は、
特別な支
援の必要
な児童

と、他の
児童との
間で発生
したトラ
ブルの解
決にあ

たってい
た。

当該児童
が遊んで
いたあた
りには補
助員しか
見守りが
できてい
なかっ
た。

補助員も児
童全体の見
守りをする
よう、支援
員から伝え

る。

2458

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 166 13 4
21.９
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右手中指
骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため

に，事故
防止マ

ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ― 特になし

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員が
見守りを
行い，注
意を配っ
ていたが
事故が起
こってし
まった。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

2459

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 29 5 3
21.９
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

―

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

フロー
チャート
以外の形
式によ

る、事故
予防マ

ニュアル
の作成に
取り組む
ととも

に、保育
中の指導
員の配置
や移動な
どを、今
まで以上
に連携を
取って保
育する

保育場所
での指導
員配置の
増員及び
目視での
安全確認
の徹底

1.定期的
に実施

4 3.未実施 ―
1.定期的
に実施

日常的に
実施

日々の保
育前後の
環境整備
時に、玩
具の破損
等の点

検・修理
を行う。

学校や地
域・指導
員間で随
時点検

し、安全
に配慮す

る

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

集団活動
全体を把
握できる
ような、
目配り・
気配りを
徹底する

１箇所に
最低２名
の指導員
を配置

し、大人
の目を増
やす

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

―

児童の動
きと共に
指導員の
配置にも
常に目を
配り、連
携を取っ
て保育に
当たる

１箇所に最
低２名の指
導員を配置
し、大人の
目を増やす

2460

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 31 5 5
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

顆上骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

―

今後も安
全に関す
る研修を
受講し、
安全な配
置や支援
について
学び実践
する。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

学校内の
クラブな
ので、施
設や遊具
の安全に
ついては
より一層
連携を取
り安全確
保に努め
る。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

―

子どもた
ちに自ら
安全に遊
べるため
にはどう
したらよ
いか、日
頃から確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

― ―

より一層児
童の動きに
注意を向け
るようにし
ていく。

2461

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 25 2 1
18.６
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)
骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

―

指導員で
事故予防
について
話し合う
など日頃
から事故
予防につ
いて心が
ける。

3.未実施 ― 3.未実施 ―
2.不定期
に実施

2～3 ―

小学校内
の施設で
あるた

め、小学
校と相談
し何らか
の対策を
考えた
い。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

―

普段活動
する場所
ではない
ところで
の事故
だった

が、その
ようなこ
ともあり
得るとい
うことを
指導員そ
れぞれが
意識して
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

普段どお
りだった
が、友達
を追いか
け走って
廊下に出
てしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の児童
を見てい
て対象児
童の動き
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の児童
を見てい
て対象児
童の動き
を見てい
なかっ
た。

―

指導員は2人
体制だが、
同じ場所に
いるのでは
なく、それ
ぞれ違う場
所で見守り
をするなど
少しでも視
野を広くす
るようにす

る。

2462

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 54 4 3
19.７
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

口唇の切
り傷及び
前歯欠損

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

児童が
ルールを
守らず、
競走が始
まってし
まった。

遊具で遊
ぶ前の

ルール確
認を徹底
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

今回使用
したホッ
ピング

が、他社
のホッピ
ングに比
べて滑り
やすいも
のであっ
た。

同形の
ホッピン
グの使用
を中止す
る（実施
済み）。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

春休みに
入ったこ
とで、

ホールで
遊ぶ児童
の数がい
つもより
も多かっ
た。

時間を決
めてロー
テーショ
ンにする
など、同
時に遊ぶ
児童の数
を制限す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

春休みに
入った直
後だった
こともあ
り、児童
が浮かれ
気分にな
り、指導
員の注意
を聞き入
れなかっ
た面があ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事故の発
生する直
前には、
高く飛び
過ぎない
ように児
童に声掛
けを実施
してい
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

別の部屋
で遊ぶ児
童を見て
いた職員
や、ホー
ル内でも
別の児童
を見てい

た。

同時に使
用する遊
具や遊び
の内容が
数種類に
亘ってい
たため、
指導員の
目があち
らこちら
にいって
いた。

危険を伴う
遊びを行う
際は、遊び
の種類を制
限し、指導
員の目が行
き届くよう
にする。
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2463

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 73 8 6
20.８
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左腎臓損
傷による
出血及び
尿漏れ

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

遊ぶ場所
や遊具の
使い方

（危険性
があるこ
とを周

知）、遊
び方の

ルール等
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

遊具の通
常の使用
方法でな
く、飛び
越える行
為が適切
でなかっ
た。

遊具（使
用学年等
は学校基
準に合わ
せる）の
安全性の
確認及

び、適正
な使い方
等の指導
を徹底す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

対象児と
直前まで
一緒に遊
んでい

た、低学
年児童の
行方に気
を取られ
ていた。

遊び方等
の指導を
支援員間
で共有

し、再発
防止に努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

対象児
は、他の
児童に比
べ活発で
あり、事
故直前ま
で他の低
学年児童
と遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故直前
まで対象
児と一緒
に遊んで
いた低学
年児童の
行方に気
を取ら

れ、対象
児が転落
する瞬間
まで気づ
かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

支援員
は、全体
的に児童
の遊ぶ様
子を見

守ってい
た。

シーソー
を側方か
ら飛び越
える行為
自体、想
定外で

あった。

ミーティン
グで支援員
間の意識を
高めること
を話し合い
情報を共有
し、遊び方
等の指導を
行い再発防
止に努め

る。

2464

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 46 5 3
20.８
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右手小指
の付け根
骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

240
2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

240 ― なし

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

友だちと
じゃれ合
いを楽し
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

上記のと
おり問題
がなかっ
たので、
他の子ど
ものトラ
ブルの仲
裁に入っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

定期的に
全体を見
守りつ

つ、上記
のとおり
問題がな
かったの
で他の子
どもたち
と遊んで

いた

― 特になし

2465

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 12 9 7
20.８
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

特になし

児童クラ
ブ登録児
童に，遊
具で遊ぶ
上での注
意するこ
と等を周
知した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特になし

職員間で
見守り範
囲を明確
にし、確
実に児童
を見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

― 特になし

児童の様子
の変化等も
含め、職員
による見守
りを強化す

る。

2466

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 68 9 9
18.６
歳

1.男
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅

中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

特になし

登下館時
における
起こりや
すい事例
を情報共
有し，児
童への指
導に活か
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特になし

始まりの
会や帰り
の会の場
で，登下
館時にお
ける起こ
りやすい
事例を伝
え，子ど
もたちに
も注意喚
起する。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

泣きなが
ら他児と
帰ってき
た。顔色
も悪く、
暑かった
ので熱中
症も疑わ
れた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

― 特になし

登下館の
ルートを再
確認すると
ともに，地
域の方々に
見守りの協
力をお願い

する。

2467

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 55 8 7
18.６
歳

2.女
児

地面の小さ
いへこみに
草が覆いか
ぶさる状

況。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左足首剥
離骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

遊びの内
容で時

間・場所
を分けて
いたが，
鬼ごっこ
をする場
所は指定
していな
かった。

足の引っ
かかる草
むらでは
走らない
ように制
限する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

夢中にな
り自己の
体力以上
に遊んで
しまっ
た。

運動遊び
をする前
に準備運
動を行う
ように習
慣づけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

―

新1年生
特有の夢
中になり
すぎる遊
びの状況
に対し

て，注意
が足りな
かった。

新1年生中心
の運動遊び
の際は，見
守りを手厚
くしたり，
状況に応じ
て遊びの最
中でも，

クールダウ
ンを入れ

る。

2468

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 35 9 7
20.８
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

危険な遊
び方と思
われる際
は、すぐ
にやめる
よう声か
けをす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

ー（教育
委員会が
実施）

1.定期的
に実施

6 特になし

利用する
前に職員
による安
全確認を
行う。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特になし

全体の動
きを把握
し、危険
な遊びを
している
ときは声
かけす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

数名の友
達といつ
もどおり
遊具で遊
んでお

り、普段
は危険な
遊び方を
するよう
な子ども
ではな
い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで見
守り、鉄
棒にの

ぼってい
るときは
下りるよ
う声がけ
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

室内での
見守り、
出席確認
をしてい

た。

事故を想
定し、危
険な遊び
を止める
ことがで
きなかっ

た。

危険な遊び
方と思われ
る際は、す
ぐにやめる
よう声かけ
をする。校
庭での見守
りは、複数
名で対応す
る。遊んで
いる子ども
たち全体の
動きを把握
し、危険を
察知したら
すぐに注意

する。

2469

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 49 7 6
19.７
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左肘下腕
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

特になし

危険予
知、具体
的事例研
修の充実

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし
安全点検
の強化

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

特になし

落ち着い
て遊べる
よう支援
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

野球で
セーフに
なりたく
て無理な
体勢で手
を伸ばし
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

キャッ
チャーと
審判をし
ながら一
緒に野球
をして遊
びの見守
りをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

遊戯室、
庭やクラ
ブ室など
で子ども
達の遊び
の見守り
をしてい

た。

特になし

勝ち負けに
こだわりす
ぎて動きが
激しくなり
過ぎないよ
う職員が働
きかける。

2470

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 65 9 7
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

児童クラ
ブ登録児
童に，遊
具で遊ぶ
上での注
意するこ
と等を周
知した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特になし

職員間で
見守り範
囲を明確
にし、確
実に児童
を見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くにい
たが，一
輪車で遊
んでいる
児童を見
守り，滑
り台の逆
走に気が
付かな

かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

施設内の
各室の見
守りをし
ていた。

特になし

危険な状況
になること
を迅速に察
知して，即
座に注意し
て行動を制
止する。

91 / 255 



2471

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 36 6 5
19.７
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

左前腕骨
骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

遊戯室の
人員配置
が手薄で
あった。

事故が起
きた遊戯
室は、動
きのある
遊びをす
るスペー
スとなっ
ている。
限られた
狭い空間
で、様々
な遊びが
展開さ

れ、目を
配る場所
が多数あ
る。職員
を複数配
置し、見
守りをす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

本児がア
ウトにな
り、外野
へ移動す
る時に相
手コート
内を通っ
た。

子どもた
ち全体に
向けて、
遊び方に
ついて注
意喚起を
してい

く。予想
外の動き
をするこ
ともある
という事
を常に意
識して見
守りや声
がけを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

体調不良
を訴える
こともな
く、元気
に過ごし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ドッジ
ボール

コートの
近くで見
守りをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

それぞ
れ、集会
室や図書
室で子ど
もの対
応。

特になし 特になし

2472

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 57 8 6
21.９
歳

1.男
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右腓骨骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし

廊下を降
りる際の
注意・声
がけを更
に徹底し
て行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

施設の状
況にあわ
せて日々
の安全点
検に全職
員で行う
中で、子
どもたち
への安全
への注意
喚起をし
ていく。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特になし

外遊びに
出る際は
感情が高
揚し，

走ってし
まうた

め，職員
が引率し
たりクー
ルダウン
を入れた
りして落
ち着かせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

外遊びへ
向かう途
中で走っ
ていたと
いうこと
だった。
日頃より
子どもた
ちへの声
がけは

行ってい
るが、徹
底されて
いなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

―

事故児童
は外遊び
に向かう
途中で

走ってい
たという
ことだっ
た、日ご
ろより

子どもた
ちへの声
がけは

行ってい
るが、徹
底されて
いなかっ

た。

支援員は全
体の状況を
把握しなが
ら、適切な
声がけをし
ていく。

2473

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
7 7.午後

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15
3
6

0
6

22.10
歳

1.男
児

活発な性格
で、遊びに
集中しすぎ
てしまい
滑って転

倒。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右手首骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

―

1.基
準以
上配
置

他児童と
の戦い

ごっこが
段々激し
くなって
きた。

戦いごっ
こが激し
くなる前
に止め

る。靴下
を脱ぐよ
う促す。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

3

テーブ
ル、いす
などは清
掃時に点
検する

毎日使用
する物は
毎日点検
すること
により、
早めに危
険リスク
減らす

2.集団
活動

中・子
ども達
のみ

長期休暇
で異学

年、他校
との交わ
りが多

く、開放
感、テン
ションが
高くなる

体力差が
あるの

で、遊び
など、相
違工夫を
しトラブ
ルを減ら
すように
する

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

他児童と
戦いごっ
こをして
いて、相
手を蹴ろ
うとした
時バラン
スを崩し
て転倒し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児と関
わってい
た為、ア
クシデン
トを防ぐ
ことが出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他児と関
わってい
た為、ア
クシデン
トを防ぐ
ことが出
来なかっ

た。

活発な性
格

戦いごっこ
が激しくな
る前に止め
る。靴下を
脱ぐよう促

す。

2474

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 60
3
7

2
19.７
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右手首骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

―

支援員だ
けではな
く、児童
にも事故
予防を周

知

2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

クラブの
施設とし
て実用的
でない箇
所があ
る。

問題な箇
所など不
具合が見
つかった
ら自治体
担当課・
小学校に
相談し対
処する。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

活動して
いた場所
が駐車ス
ペース

だったの
でコンク
リートの
地面だっ
た。

児童の遊
び方に応
じた場所
選びが必
要。転倒
時の衝撃
の受け方
が違う。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

他の児童
と楽しそ
うに遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

かけっこ
をしてい
た対象児
童のすぐ
近くで転
ばないよ
うにと注
意し、声
かけをし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

4年生以上
は16時下
校。事故
の時点で
は1～３年
生の児童
のみだっ
たので室
内の十数
名の児童
に支援員1
人、屋外
二十数名
の児童に
もう1人、
計屋外2人
で見守り

中。

転び方の
下手な児
童が多
い。

支援員が
個々の子供
に注意し声
かけする。

2475

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 46 3 1
21.９
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足

指)

左足アキ
レス腱
断裂

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

常に事故
発生の可
能性を念
頭に置
く。

事前準備
の徹底。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 ―

外遊びに
出る前の
事前対策
の徹底。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

事前に止
めてあげ
ることが
できた。

痛みを訴
えた時点
で、運動
の参加を
止める。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

サッカー
に関して
は普段と
変わりが
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

痛みを訴
えたとき
はすぐに
対応し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

しゃがみ
込み支援
員が駆け
付けたこ
とですぐ
に応急手
当に回っ
ていた。

―
外遊びの

際、事前準
備の徹底。

2476

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 48 5 3
19.７
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右手骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
3.基
準以
下

シフトが
組めな

かった場
合、通常
は他学童
より応援
に行く

が、それ
が出来ず
にこの日
は市の基
準以下と
なってし
まった。

シフト及
び応援体
制を徹底
させる。

1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

240 ― 特になし

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

一輪車に
だいぶ乗
れるよう
になり、
一生懸命
練習して
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

お迎えに
来た保護
者対応を
していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

全体をみ
つつも、
他の児童
と遊んで

いた

―

気をつけて
乗るように
随時声掛け
をする。
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2477

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 40 10 3
20.８
歳

2.女
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅

中）

1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創

等）

5.下肢
(足・足

指)
右膝挫創

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

１年生に
は学校ま
でのお迎
え体制を
とってい
たが、２
年生以上
に対して
も下校の
見守りが
できるよ
う職員の
見守り体
制を変更
した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

１年生は
学校まで
お迎えに
行くた

め、下校
に使う経
路は毎日
支援員も
使ってい
る。危険
箇所の確
認や、情
報共有、
検討を

行った。

4.個人
活動

中・子
どもの
み

一緒に下
校するグ
ループは
定まって
おらず、
日によっ
てメン

バーが違
う。

２年生以
上の児童
の下校も
見守りで
きるよう
職員を配
置を変更
し見守り
体制を強
化した。
また、下
校中の行
動につい
て日頃か
ら指導を
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

路上を歩
行中に急
にランド
セルを掴
まれ、そ
の後バラ
ンスを崩
して転倒
してし

まった。
（本人お
よび他児
への聞き
取りから
の情報）

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

先にクラ
ブへ来所
した児童
から、事
故の発生
を聞き、
学校にて
傷の手当
を受けて
いた当該
児童と接
触し状況
を把握し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

学校にて
対応した
職員から
の連絡を
受け、下
校時に負
傷し病院
受診の必
要がある
ことを、
保護者へ
電話連絡
する。

保健室か
ら児童を
引き取る
際、養護
教諭から
「皮膚科
でも診て
もらえる

と思
う。」と
のこと

だったの
で、保護
者へはじ
めに電話
連絡をし
た時点で
は皮膚科
を受診す
る予定

だった。
あわせて
保健室で
応急手当
が実施さ
れていた
ため、支
援員が傷
の状態を
確認して
おらず、
医療機関
にて診察
の結果処
置が必要

２年生以上
の児童の下
校も見守り
できるよう
職員を配置
する。ま

た、下校中
の行動につ
いて日頃か
ら指導を徹
底する。

2478

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 86 5 2
21.９
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

スポーツ
活動をす
る際の事
故防止に
関する研
修にて再
度安全策
を考える
ようにす

る

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 ―

今後も定
期的に施
設、遊具
の点検を
行い、安
全に配慮
するよう
に努める

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

好きな
サッカー
を数名の
児童と楽
しんでい
た。ボー
ルの取り
合いで

は、思う
ようにい
かないと
イライラ
する様子
も伺え
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

周辺児童
を含め、
活動の様
子を見て
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

事務室１
名、館庭
担当１

名、図書
室担当１
名、集会
室担当１
名、ホー
ル担当１
名、玄関
対応１名

―

職員配置の
徹底を今後
も務め、事
故防止のた
めに声掛け
指導等をす

る

2479

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 39 8 1
22.10
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

打撲・骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

―

職員会議
での見守
りポイン
トの確認
と周知

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

施設設備
について
は問題な

し

なし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―
見守り方
法の再確

認

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

バスケッ
トボール
中に発生
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな

かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな

かった。

―

怪我の申し
出があった
際、部位を
よく確認し
対処する

2480

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 36 4 3
20.８
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右上腕骨
骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

事例検討
を定期的
に行うな
ど、研修
の充実を
図る

1.定期的
に実施

240 3.未実施 ―
1.定期的
に実施

12 ―

今回の事
故は施

設、設備
に直接起
因するも
のではな
いが、引
き続き、
安全の確
保に努め
たい。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

―

突起部分
へのクッ
ション等
緩衝材の
設置を検

討

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

クラブ室
内を移動
中に誤っ
てカウン
ター

（棚）の
角に右ひ
じをぶつ
けた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児は
移動中で
あり、特
に見てい
ない

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

対象児は
移動中で
あり、特
に見てい

ない

―
注意喚起の

徹底

2481

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 55 9 2
20.８
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足

指)

左足踵骨
骨折及び
左足首靭
帯損傷

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

特になし

外遊び等
広範囲に
わたり見
守りを実
施する状
況下にお
いて、樹
木等の高
所によじ
登る、遊
具等から
飛び降り
る等の事
故発生の
可能性を
予見し、
児童に対
し安全へ
の指導を
徹底す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

12 特になし

施設、遊
具等の安
全点検に
ついて

は、定期
的に実施
してお

り、今後
も継続し
て実施

し、必要
に応じて
改修等を
行う。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

特になし

外遊び等
広範囲に
わたり見
守りを実
施する状
況下にお
いて、樹
木等の高
所によじ
登る、遊
具等から
飛び降り
る等の事
故発生の
可能性を
予見し、
児童に対
し安全へ
の指導を
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

外遊び
中、他の
児童とお
しゃべり
をするな
どいつも
と変わら
ぬ様子で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外遊びの
見守りを
していた
が、他の
児童の対
応等、本
件事故を
予見でき
ず、対象
児童から
目を離し
ていた。
目撃児童
が対象児
童に声掛
けしてい
ることに
気づき、
対象児童
が転倒し
ている状
況を発
見。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の児童
の対応を
していた
為、見て
いなかっ

た。

特になし

外遊び等広
範囲にわた
り見守りを
実施する状
況下におい
て、樹木等
の高所によ
じ登る、遊
具等から飛
び降りる等
の事故発生
の可能性を
予見し、児
童に対し安
全への指導
を徹底す

る。

2482

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 44 5 2
19.７
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右手腕骨
折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

遊具横の
鉄棒に職
員はいた
が、逆上
がりの補
助をした
隙に事故
が起き
た。

小学校に
遊びに行
く際は、
職員が児
童全体を
見渡せる
ようにす
る。

2.不定期
に実施

1 3.未実施 ―
2.不定期
に実施

1

学年ごと
に使用で
きる遊

具、使用
禁止の遊
具等を小
学校に確
認できて
いなかっ
た。

学年ごと
に使用で
きる遊具
を小学校
と共有理
解する。
児童に

は、遊具
で遊ぶと
きは、ケ
ガに注意
して遊ぶ
ように説
明する。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

事故が起
きた遊具
の横に1人
の職員は
いたが、
鉄棒を教
えていた
ため、周
りを見渡
すことが
できな

かった。

２～３人
の支援員
がなるべ
く離れて
見守りを
し１箇所
にとどま
らないよ
うにし

て、全体
が見渡せ
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

 友達６～
７人と遊
具で遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鉄棒をし
ている女
児に、逆
上がりの
補助をす
るように
頼まれた
ため、見
ていな

かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

外遊び担
当職員は
他に２名
いたが、
中庭遊具
と、グラ
ウンドに
いた。

―

児童には、
遊具で遊ぶ
ときは、ケ
ガに注意し
て遊ぶよう
に説明す

る。
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2483

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 21 5 3
20.８
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創

等）
1.頭部

頭部
（額）裂

傷

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

マニュア
ルを基に
額裂傷に
ついての
応急手

当、三角
巾、ガー
ゼ等の補
充など再
確認し、
技術の向
上を図
る。

1.定期的
に実施

12 3.未実施 ―
1.定期的
に実施

12

階段の形
状、1階お
どり場の
凸凹床面
を考慮す
る。

床におい
ては滑り
やすいこ
と、階段
は危険な
場所であ
ることを
子どもた
ちが意識
できるよ
うにす
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

ごちそう
さまの

後、各自2
階に上

がって遊
びを開始
しよう

と、落ち
着きに欠
けた。

階段での
安全のよ
びかけ、
見守りを
強化す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

おやつを
食べ終わ
り、２階
で遊ぼう
としてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

１階にま
だいる児
童をみて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

２階、台
所、児童
の個別対
応にあた
る職員に
分かれて
いて、転
倒の場面
はみてい
ない。

―

子どもの移
動に際して
は、階段

下、２階に
て職員を配
置し見守る

こと。

2484

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
7 2.午前中

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 55 12 7
19.７
歳

1.男
児

Ｈ29.5.23に
同児童館内
のブランコ
で遊んでい
た際に、全
治6か月程度
の負傷（骨
折）をし

た。
その後自宅
で同じ部位
を再度骨折

した。
今回の事故
では、同じ
部位の骨折
としては３
回目とな

る。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

一段ぬか
しや飛び
跳ねて降
りる行為
があり、
そういっ
た行為を
辞めるよ
う、

常日頃か
ら全体に
話をして
いた。

「ゆっく
りのぼろ
う」とい
う声掛け
を絶えず
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

24

施設的に
は、ゆる
やかな傾
斜で作ら
れた階段
であるの
で、危険
性は少な
いと考え
られる。

あわてず
に下を見
て、ゆっ
くりと1段
ずつ登る
ように指
導する。

2.集団
活動

中・子
ども達
のみ

最後の一
段のとこ
ろで、慌
てて、つ
まづいて
前方に倒
れた。

階段は、
走って登
らず、1段
ずつゆっ
くりと登
るよう

に、絶え
ず支援員
は声掛け
をして支
援員は階
段途中に
立って指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

1階から2
階への移
動中に、
つまづい
て前方に
転んで両
腕をつい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

各階の部
屋には、
支援員が
いたが、
階段には
支援員が
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

1階2階の
各部屋で
活動して
いる学童
を見てい
たので、1
階から2階
への階段
移動は見
ていな

かった。

各部屋で
の活動の
支援をし
ていたの
で、階段
での支援
ができな
かった。

階段移動の
時も、支援
員が階段途
中の踊り場
に立って見
守ることが
大切であ

る。

2485

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 27 2 2
19.７
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

右肘骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

―

外遊び時
には子ど
もが予想
外の行動
をするこ
とがある
ので、こ
れまで以
上に注意
する。

2.不定期
に実施

―

降雨後の
運動場で
凹凸が多
かった

児童が玩
具等で遊
ぶ際は、
正しい使
い方を徹
底する。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

3人で一輪
車に乗っ
て遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の近
くで見

守ってい
たが、運
動場の多
くを使っ
て児童が
遊んでお
り、全体
も見守る
必要が

あった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

多くの児
童が運動
場で遊ん
でおり、
全体を見
守る必要
があっ
た。

―

外遊び時の
児童への安
全指導に努

める。

2486

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 31 3 2
22.10
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

―

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3～5
2.基
準配
置

―

事故の予
防策を職
員全体で
検討及び
共有す
る。ま

た、全体
で統制の
取れる遊
びを提

案・選択
すること
で、事故
予防を図
る。

2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

― ―

施設・設
備面の不
備による
ものでは
ない。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

環境上の
不備によ
るもので
はない。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

活動的な
児童で、
サッカー
遊びをい
つもして
おり特に
変わった
様子はな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

サッカー
遊び全体
を見渡せ
る場所で
見守りを
してい
た。

―

グラウン
ドにもう
一名、室
内に一
名。

―

高学年にな
るにした

がって、動
きも大きく
なり怪我も
想定される
ことから、
今後も児童
の動きにつ
いて注意深
く観察し、
適切な指導
をするこ

と。

2487

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 59 8 4
19.７
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

右足首剥
離骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

―
事例を挙
げて検証
する。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

3 ―

校庭遊び
の前に芝
生のコン
ディショ
ンを確認
する。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

―

リスクの
高い遊具
の近くで
見守りつ
つ、全体
の把握に
努める。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

屋外での
活動を制
限するほ
どの体調
の変化は
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
る職員が
離れたと
ころから
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

全体担当
の職員、
遊具担当
の職員全
員が校庭
遊びをし
ている子
どもたち
の把握を
してい
た。

―

どのような
状況下でも
事故やケガ
は起きると
いう意識を
常に持って
見守る。

2488

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 36 5 1
18.６
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

開放骨折
8.その
他

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

―

思わぬ事
故につな
がること
もあるの
で石で遊
ばないよ
う伝え
た。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

起因と
なった石
を公園緑
地協会に
お願いし
て撤去し
てもらっ
た。

3.個人
活動

中・見
守りあ
り

―

子どもと
遊びこま
ないよう
にし、見
守りに徹
するよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

鳥のお墓
を作って
いた本児
たち。掘
り起こし
を防ぐた
め、他児
が石を乗
せようと
したとこ
ろ、手が
滑り本児
の左小指
に落下

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

公園内で
散って遊
んでいる
子ども達
全体を見
るよう職
員間でエ
リア分け
をしてい
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

対象児が
いたエリ
ア以外の
職員は他
児の見守
り中だっ
たため。

―

子どもの遊
びの様子を
把握できる
よう、見守
り時の意識
を変える。

2489

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 140 12 4
20.８
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

前歯脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため

に，事故
防止マ

ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ― 特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員が
見守りを
行い，注
意を配っ
ていたが
事故が起
こってし
まった。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。
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2490

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 9 2 1
19.７
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

外傷によ
る歯牙脱

臼

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

―

事故の予
防策を職
員全体で
検討及び
共有す
る。ま

た、全体
で統制の
取れる遊
びを提

案・選択
すること
で、事故
予防を図
る。

2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12 ―

施設・設
備面の不
備による
ものでは
ない。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

環境上の
不備によ
るもので
はない。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

（ゲーム
中という
ことも

あったの
だが）診
断名はな
いものの
若干多動
性傾向も
見られ、
指示がう
まく伝わ
らない時
もある

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

体育館の
片側で
ドッジ

ボールし
ている児
童の様子
を観察

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
の反対側
で同じく
児童の様
子を観察

―

職員が注視
する領域を
分担し、動
き回る児童
のみでな

く、個々が
どこで何を
しているか
広く見渡す
とともに、
危険予知と
その対策を
速やかに行

う。

2491

平成
30年
9月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ

ブ
8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

8.学童 50 11 4
22.10
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

12 3.未実施 ―
2.不定期
に実施

― ― ―

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

複数の児
童と遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

日陰で遊
ばせてい
たが、鬼
ごっこの
グループ
と虫取り
で遊んで
いるグ

ループな
ど複数に
分かれて
いたた

め、全体
の目が行
き届くよ
うに少し
離れて見
守りを

行ってい
た。鬼

ごっこで
子どもた
ちの動き
が早かっ
たが、転
倒時は目
視してい
たので素
早く対応
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

分担して
子どもた
ちの外遊
びを見て
いた。転
倒後協力
して児童
の対応に
当たっ
た。

― ―

2492

平成
30年
9月
28日

2.認可
外

17.地方単
独保育施

設
11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

6 2 4 2 2
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢

(腕・手・
手指）

　
骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

　1～2

1.基
準以
上配
置

―

事故の発
生状況を
職員会議
で周知

し、日々
の保育の
中で転倒
の際の身
のこなし
を身につ
けられる
ようにし
ていくと
ともに、
状況判断
ができる
ように促
していく

1.定期的
に実施

　1　)回/
週

1.定期的
に実施

　1　)回/
週

1.定期的
に実施

　毎日 ―

上記改善
策に加

え、活動
時の公園
内・遊具
の安全確
認を徹底
する

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

―

戸外活動
時の危険
及び配慮
を職員間
で再確認
し、子ど
もたちと
も遊ぶ際
の約束を
話し合っ
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

登園時も
体調面に
変わりな
く、いつ
も通り散
歩に出発
した

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
で一緒に
遊びなが
ら、全体
を見てい

た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

上記と同
じ

―

個々の子ど
もの特性や
その日の一
人ひとりの
動きを把握
し、職員間
で活動の際
の立ち位置
や声掛けの
連携をとっ

ていく

2493

平成
30年
9月
28日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 0 2 2 5 0 0 0 4 0
15.３
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

保育士以
外の保育
従事者ば
かりで事
故発生場
所におけ
る担当シ
フトを組
んでいた
ことを改
善してい
きたい。
また、う
ち１名は
カバース
タッフ

（当園職
員ではな
く、本部
所属職

員）で園
児の特性
などの把
握ができ
ていな

かった。
（うち1名
は1月に資
格取得予
定者）

今回の事
故と、事
故防止マ
ニュアル
を照らし
合わせ

て、危険
個所の洗
い出しや
職員の立
ち位置な
どを全職
員で確認
し、徹底
するよう
指導す
る。

シフトに
は保育士
を必ず配
置する。

2.不定期
に実施

随時
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

随時

ネットは
身を守る
ためにつ
けている
のだが、
床面のう
えではか
なり滑り
やすいと
いう特質
の認識が
甘かっ
た。

ボールな
どから身
を守るた
めネット
を撤去す
ることは
できない
ので、

ネットを
子どもた
ちが踏ま
ない高さ
でくく
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

事故発生
場所の配
置につい
て、９名
の園児に
４名の保
育従事者
で数は悪
くなかっ
たが、保
育士が１
名も配置
されてい
なかっ
た。

また、子
どもが

ネットに
近寄らな
いよう指
導する立
ち位置に
いなかっ
た。

シフトに
必ず保育
士を配置
する。

職員１名
が必ず

ネットの
傍にいる
ように

し、子ど
もがそば
に来ない
ように注
意をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

登園して
からいつ
もの様子
と変わら
ず、歌を
歌った

り、パズ
ルをした
り、他の
園児と遊
んでいた
りしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員１名
が事故現
場にお

り、その
場を目撃
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

事故当
時、事故
発生場所
には4名の
職員が配
置されて
いたが、
１名は他
の園児が
登園して
きたので
そのお迎
えに、あ
との３名
はそれぞ
れ子ども
が遊んで
いた場所
に分かれ
て子ども
を見てい
た。事故
が起きた
当時、そ
の現場を
見ていた
のはその
側にいた
職員１名
だけだっ

た。

ネットの
危険性を
認識して
おくべき
だった。
（子ども
が乗った
らどうな
るか、上
を歩いた
らどうな
るかなど
シュミ

レーショ
ン力が不
足してい

た）

その当時現
場にいた職
員だけでは
なく、全職
員に今回の
事故の状況
を伝え、危
険な個所、
どうすれば
事故が防げ
たかなどを
会議で話し
合い、全職
員の安全へ
の意識を高
めていく。
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2494

平成
30年
9月
28日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

5 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

2.1歳児ク
ラス

11 3 3
14.２
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

歯茎打撲
による内
出血

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

危機管理
に関する
理解度の
個人差が
ある。

事故予防
に関する
研修が不
定期なの
で、定期
的に実施
し、また
担当制に
すること
で意識を
高める。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

今までは
施設長主
導の点検
だったの
で、全職
員の意見
や提案も
集め一過
性になら
ないよう
に取り組
む。ヒヤ
リハット
の定期的
な見直し
を実施。

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

工事中ビ
ルの脇歩
道を歩行
中だった
ので、平
常とは異
なり歩道
が歩きに
くくなっ
ていた。

事故が起
こりやす
い活動の
切り替え
時や職員
のシフト
交代など
を改めて
不安定に
なる時間
帯を挙

げ、保育
内容を見
直す。ま
た、新年
度スター
トの子ど
も様子を
しっかり
捉え、家
庭と共有
してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

興奮気味
で跳ねる
ように歩
いてい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態

（対象
児に接
してい
た）

本児１
名、他児
１名と片
手ずつ手
をつない
でいた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

引率して
いた３名
とも全員
をよく見
ていた。

平常時と
は異なり
歩道が歩
きにく

かった状
況を子ど
もたちに
しっかり
伝え、落
ち着いて
歩くよう
配慮が必
要だっ
た。

園外活動中
はより注意
や配慮が必
要なので、
互いに声を
掛けあう。

2495

平成
30年
9月
28日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

11
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

5 1 1
13.１
歳

1.男
児

なし
4.睡眠中
(うつぶせ
寝以外)

2.死
亡

6.その
他

0.死亡 乳児急死
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

なし

保育士3名
のうち、2
名の退職
が決まり
現在2名の
保育士を
募集中で
ある。採
用が決ま
れば平成
30年4月1
日より再
開予定で
準備して
います。
再開にあ
たって

は、これ
まで以上
に施設管
理者側と
保育士と
の連絡を
密にして
運営いた
します。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

週1
1.定期的
に実施

週1 ―
AEDの設置

等

5.睡眠
(午睡)
中

突然死で
あり事故
とは認識
しており
ません。

保育士3名
のうち、2
名の退職
が決まり
現在2名の
保育士を
募集中で
ある。採
用が決ま
れば再開
予定で準
備。再開
にあたっ
ては、こ
れまで以
上に施設
管理者側
と保育士
との連絡
を密にし
て運営す
る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

保護者よ
り風邪ぎ
みとの申
し送りあ
り。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

お迎え準
備のため
バスタオ
ルをはが
して起こ
して座ら
せようと
したが顔
面蒼白で
脱力し首
もぐらぐ
らしてい
た。抱き
上げ、ト
ントンし
て刺激を
与えたら
意識が戻
ると思い
ゆすった
り、名前
を呼びな
がら高い
高いをし
たが反応
なし。119
番通報を
行い、救
急隊の指
示で心肺
蘇生を実
施しなが
ら救急隊
の到着を
待ってい

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

当日2名体
制であっ
たが、も
う1名の保
育士の自
宅から実
子が具合
が悪い旨
の連絡が
あった

為、様子
を見に一
時的に帰
宅したこ
とにより
発生時は1
名であっ

た。

突然死で
あり事故
とは認識
していな

い

一時的であ
るが、現場
で従事でき
ない場合は
必ず施設管
理者側へ連
絡し、2名体
制を確保す

る。

2496

平成
30年
9月
28日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

3.2歳児ク
ラス

12 4 4
15.３
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内

受傷
2.顔面(口
腔内含む)

前歯（|Ａ
上側）の
打撲、前
歯（|B上
側）の切
端破切

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

日頃より
軽微の事
故におい
ても再発
防止策と
して会議
等で共通
認識の場
を設けて
おり、職
員配置も
適切だっ
たため該
当するも
のはない
と思われ
る。

今後の事
故も再発
防止策と
して会議
等でさら
に共通認
識を深め
る機会を
設ける。

今回は散
歩中（歩
道）での
事故のた
め、ハー
ド面での
要因はな
いと思わ
れる。

保育施設
外のため
特になし

1.集団
活動

中・見
守りあ
り

晴天かつ
見通しの
良い経路
であり、
道路も歩
行には支
障がない
もので

あった。

保育上、
安全な経
路を選定
したと考
えられ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

子どもた
ちは２人
１組、６
列で各

自、手を
つないで
歩く。対
象児は前
から2列目
に位置し
ていたが
前列と２
ｍ位の差
が生じた
ため、前
列に追い
つこうと
して手を
つないだ
まま一緒
に走って
しまう。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員は1列
目と前か
ら3列目に
位置し、
１列目と
２列目の
間隔に差
が生じた
ため3列目
に同行し
ていた職
員が「前
につめて
ね」と声
をかけ対
象児ペア
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

職員は
１、３、
５、６列
目に配

置。先頭
や５、６
列目に同
行してい
た職員は
対象児の
動きが見
えなかっ
たり、見
えにく

かったり
してい
た。

子どもた
ちが2人
１組で手
をつなぎ
歩いてい
たとこ

ろ、各ペ
アの間隔
があいて
きたた

め、前の
ペアに追
いつこう
として急
いだた
め。

先頭ペアに
同行の職員
は後続ペア
の歩くス

ピードを意
識し必要に
応じて止

まったり、
後続ペアに
同行の職員
も職員間で
声をかけあ
い子どもた
ちが慌てる
ことがない
よう配慮し
ていきた

い。

2497

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

22 4 4
16.４
歳

1.男
児

・夏休みの
長時間保育
・通常時よ
り午睡はし
ていない。
当日も午睡
なし。

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右小指
末節骨
開放骨折

8.その
他

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

・夏休み
のため、
通常の保
育と異な
る職員体
制で保育
してい
た。内
パート1名
は水回り
片付け
中。
・年少児
が廊下に
出ておし
ぼりを自
分の鞄に
片付ける
ことは日
常から
行ってお
り、園児
が廊下に
出ること
につい
て、その
先の危険
予測がで
きていな
かった。

・日常か
ら職員体
制が変わ
ることは
あるた
め、園内
の危険個
所と危険
予測につ
いては全
職員で会
議等で繰
り返し共
有する。
・園児が
廊下に出
る回数の
検証と見
直し。製
作物をし
まう場所
を室内に
作り保育
室から出
る回数を
減らす。
また、出
入り口付
近の環境
設定を見
直し、大
人が１人
いて子ど
もの出入
りに気が

1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―

・使用し
ていた万
能ラック
は、折り
畳み可能
なもの
で、空の
状態の時
子どもが
下に入る
ことがで
きる構造
だった。
月曜日と
金曜日は
荷物がか
かってい
るが、そ
の他の日
は荷物が
かかって
いない状
態で廊下
に出てい
た。

・使用し
ていない
ラックは
廊下に出
しっぱな
しにしな
い。　・
転倒しに
くいラッ
クを新し
く購入し
なおす。
・午睡用
シーツの
回収方法
について
ラックを
使用しな
い方法も
検討す
る。
・安全点
検は
チェック
リストを
用いて、
実施記録
を残すよ
うにす
る。→園
内で統一
した安全
点検日の
設定と定
期実施

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・日常か
ら、保育
中に園児
が物を鞄
にしまっ
たり着替
えたりす
るため、
自分で廊
下に出る
動きがあ
る。

・原因と
なった万
能ラック
は撤去
し、転倒
しにくい
ものを購
入する
・園児が
一人で廊
下に出る
機会を減
らす。→
製作物を
置く引き
出しを室
内に作
る。など
・園児が
保育室を
出入りす
る時は、
職員が園
児が戻る
まで責任
もって見
守る。
・誰もい
ない教室
やラック
の下で起
きる可能
性がある
危険につ
いて 年

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・午睡に
誘うが眠
ることが
できず、
おやつ前
の午後2時
は机に伏
せて眠そ
うにして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・園児が
教室から
出ていく
ことは日
常的にで
きる環境
であり、
製作物や
おやつの
後の口拭
きを鞄に
しまうな
ど自分の
荷物管理
を自分で
できるよ
うになっ
ていた。
そのた
め、部屋
から出て
いる事は
職員が目
に止めて
把握して
いたが、
事故の発
生までは
思い至ら
なかっ
た。
・事故の
発生した
瞬間は目
が離れ目

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・部屋の
出入り口
での見守
りはな
かった。
遠くから
見ている
職員はい
たが、事
故の瞬間
は目が離
れてい
た。
・職員そ
れぞれ
が、子ど
もの動き
に合わせ
て保育に
あたって
いた。こ
の時間の
保育に慣
れていな
い職員が
いた。

・夏休み
中のた
め、通常
保育をし
ている職
員ではな
く代替職
員での保
育であっ
た。その
ため、園
児が保育
室を出入
りするこ
とによる
人数把握
や危険予
測が十分
できてい
なかっ
た。

・保育に入
る前に、伝
達ノートで
の情報共有
をする。ま
た、担当職
員の休み前
に動きの確
認をしてお
く。
・その場に
いる大人が
連携して保
育できるよ
う、担任は
非常勤職員
に見守りに
関する具体
的な指示を
出す
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2498

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 3 7 6 13 14 5 12 7
15.３
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

職員の立
ち位置が
適切で
あった
か。

園児に対
する職員
の立ち位
置につい
て，職員
同士が共
通理解を
図る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

・体に
合った遊
具であっ
たかどう
か。
・よじ
登った
際、運動
靴につい
ている砂
により
滑ってし
まったと
思われ
る。

高さのあ
る遊具で
遊ぶ際の
安全管理
の徹底を
図る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢構
成時の園
児の体格
や動き。

年齢によ
り体格や
動きに差
があるた
めそれら
を十分配
慮しなが
ら、園児
への
援助を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な本
児はいつ
もと同じ
ように年
上の園児
たちの中
で、元気
に遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の近
くに担任
や、他の
職員もい
たが、落
下した際
に止める
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
も近くに
いたため
に本児だ
けに目を
向けてい
なかっ
た。

土曜日の
預かり保
育で、異
年齢構成
での自由
遊びだっ
たことも
あり、職
員は園児
の動きに
合わせて
見守りを
していた
が、年上
の園児た
ちと一緒
に遊具の
上によじ
登って遊
んでいた
本児への
安全管理
が手薄
だったと
思われ
る。

異年齢構成
時の遊びに
おいて、年
齢の低い園
児に対する
目配りの徹
底。

2499

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

57 7 14 14 22 6 6
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕前腕
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

25
2.不定期
に実施

24 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

よく鉄棒
遊びをし
ており、
本児的に
も慣れた
状態で遊
んでいた
が、バラ
ンスを崩
してしま
い、前に
滑り落ち
てしまっ
た。

近くに職
員はいて
声もかけ
ていた
が、鉄棒
そのもの
にはつい
ていな
かった。
遊具のそ
ばにはつ
くように
し、目視
をするよ
うにして
おかない
といけな
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わりな
く体調も
良く、過
ごしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くにい
て鉄棒で
遊んでい
る本児の
存在確認
もしてい
た。見守
りながら
遊んでい
たが、本
児がけが
をした瞬
間は他児
の方を見
ていた為
本児を見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の対応を
していた
ので離れ
た場所に
いて見て
いなかっ
た。

鉄棒が好
きで何度
も挑戦し
て遊び事
態には慣
れていた
本児。慣
れていた
と言う事
もあり、
近くに職
員はいた
がその横
にはつい
ていな
かった。
互いに慣
れている
という思
いがあ
り、バラ
ンスを崩
した際に
すぐに手
を出すこ
とが出来
なかっ
た。慣れ
ていると
いう思い
から過信
してい
た。

園児に対し
ては、「安
全の日」を
増やし遊具
や用具、園
庭での遊び
方について
確認し合
う。
ヒヤリハッ
トや事故発
生記録をも
とに職員会
などで事故
の周知を
し、事故防
止の為職員
研修会など
の機会を増
やし、危機
管理意識を
高めてい
く。
慣れた遊具
や遊びで
あっても必
ず保育教諭
が傍につ
き、見守る
ことを改め
て確認し合
う。

2500

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 8 5 4 2 1
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

肘 外果骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

12 ―

園児が
帰った後
の毎日夕
方頃、庭
の片付け
と一緒に
小石や枝
などを取
り除く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り同じク
ラスの友
人と遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故の数
分前まで
対象園児
を見てい
たが、一
緒に活動
していた
３・４歳
児の片付
けに入っ
てしまっ
たため、
数分対象
園児から
目を離し
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

３・４歳
児クラス
を中心に
見てお
り、事故
当時は
３・４歳
児たちと
片付けを
行ってい
た。

対象園児
から目を
離してし
まった。

パート保育
補助との役
割を分担
し、同じ場
所に集まら
ないように
連携してい
く。

2501

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 9 11 5 3 3
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

3歳児クラ
スで「網
のはしご
の使い
方」を繰
り返し伝
えていく
事が足り
なかっ
た。

園庭の大
型遊具の
使い方を
繰り返し
伝えてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

12

●●(1歳
児から使
える園庭
遊具）を
設置して
いるが、
遊具の
「網のは
しご」の
最上部
は、高さ
が90㎝
あった。

「網のは
しご」を
取り外
し、撤去
部分をパ
ネルで塞
いだ。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

大型遊具
での遊び
にも慣
れ、網の
はしごを
早く登ろ
うとする
姿があっ
た。

大型遊具
の使い方
を繰り返
し伝え
る。また
該当部を
撤去し塞
いだ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

走ってい
る他児に
気を取ら
れ誤って
手を滑ら
せたか、
早く登る
ために大
股で登っ
たりジャ
ンプした
りした可
能性があ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

大型遊具
の傍につ
き様子を
見守って
いたが、
遊具上を
走ってい
た園児に
声を掛け
ている時
に落下し
たため視
界には
入ってい
たが落下
の原因は
わから
ず、また
受け止め
る等の対
応が出来
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人は離
れたとこ
ろで他の
子ども達
を保育し
ており、
もう一人
は尿を漏
らした園
児の対応
をしてい
た。

― ―

2502

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

20 3 3
15.３
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

戸外遊び
の後だっ
たので、
静かな遊
びへ誘導
すること
も考慮す
べきで
あった。

夕方の遊
び方につ
いて検討
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3

ビニール
プールの
大きさに
対して
ボールの
数が少な
かった可
能性があ
る。

ビニール
プールを
利用して
の遊びの
仕方を検
討する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戸外遊び
の後だっ
た為、疲
労感が
あった可
能性があ
る。

個々の様
子を見
て、遊び
の仕方を
検討す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

ビニール
ボールを
踏んで怪
我をす
る、とい
う可能性
を予測で
きていな
かった。

どのような
遊びでも怪
我は起こり
得る、との
認識を持
つ。
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2503

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12 3 6 3 1 1
17.５
歳

2.女
児

約3か月前に
右足関節骨
端線離開骨
折発症。3週
間で治療は
終了した。
靱帯が伸び
ていた可能
性があり、
骨折を起こ
しやすい要
因はあっ
た。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

園児の人
数が少な
い時間帯
の職員配
置に配慮
不足が
あった。

事故後ヒ
ヤリハッ
トに関す
る園内研
修を行
い、職員
配置や机
の位置等
環境面と
延長保育
の内容の
見直しを
行った。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

玩具箱を
部屋の隅
に置いた
ために空
間がで
き、当該
児と他児
が競い合
うように
小走りに
なった。

使ったお
もちゃは
一人一人
が都度片
づけ、部
屋にコー
ナーを設
けるなど
園児が走
ろうとし
ない環境
設定をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

片付けを
しないで
降園する
園児の玩
具も残っ
ていた。
そのため
最後に
残った園
児だけで
多めの玩
具を片付
けなくて
はならな
かった

使った玩
具は都度
片付ける
よう指導
する、ま
た迎えを
待つ園児
の心理状
態に配慮
し、読み
聞かせな
ど落ち着
いて過ご
す環境づ
くりを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発な女
児だが、
いつもと
変わらず
友達と関
わりなが
ら遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

「お片付
けだよ」
と全体に
声を掛け
ながら、
当該児を
含め全体
の子ども
たちと一
緒に片づ
けを始め
ていた、
当該児が
慌ててい
る様子
だったの
で「走ら
ないよ」
と声掛け
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

17時から
の夕方合
同保育
は、３～
５歳児
（通常20
名弱）を
職員2名で
の保育体
制である
が幼児の
人数が少
なく落ち
着いた時
点で洗濯
干しやご
みの回収
を行って
いた。緊
急時は事
務所に連
絡し対応
できる体
制になっ
ていた。

園児の人
数に関わ
らず職員
２人体制
の徹底が
不十分
だった。

洗濯干し等
の雑務で保
育室を離れ
ないよう、
常に２人体
制での保育
を徹底させ
る。

2504

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

56 20 15 21 6 6
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨尺
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

マニュア
ルに従
い、本児
や保護者
へ対応し
た。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

毎日 ―

遊具自体
の安全性
低下や損
傷個所は
なかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
中のた
め、他児
が鬼に追
いかけら
れている
様子か
ら、本児
が他児に
鬼の場所
を伝える
ことに熱
中してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
含めた数
人で鬼
ごっこに
参加して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の持ち場
があるた
め持ち場
のこども
たちを見
ていた。

―

保育教諭が
子どもの言
動に予測を
つけ、危機
意識をもっ
て場合に
よっては声
掛けをす
る。

2505

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 2 3 3 2 2
16.４
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左尺骨近
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

職員の事
故防止マ
ニュアル
の見直し
と周知徹
底。子ど
もに危険
につい
て、あそ
びの仕方
について
指導す
る。

安全点検
の再確
認。事故
報告書、
ヒヤリ
ハットの
記録を残
し、検証
し再発防
止を職員
間で周知
する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1

乳児靴箱
が足がか
りになっ
て上れる
ように
なってい
る。ま
た、靴箱
の上に丸
い穴が開
いてお
り、子ど
もが顔を
覗かせた
くなるよ
うになっ
ている。

乳児靴箱
は遊びの
場でない
こと、危
険に対し
ての意識
を高めら
れるよう
伝えた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・靴箱付
近を遊び
の場とし
ていたこ
と。
・アトリ
エやエン
トランス
での約束
事が定着
していな
かったこ
と。

・他の遊
びや遊び
場を提案
するなど
して、危
険個所で
は遊ばな
い。
・約束事
を職員で
周知し、
定着さ
せ、安全
に過ごせ
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

アトリエ
で忍者
ごっこを
していた
ため、気
持ちが高
ぶってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児を
抱っこし
て全体に
目を配っ
ていたと
ころ、対
象児の行
動を危険
と判断
し、下り
るように
声を掛け
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室で
他の園児
を保育し
ていた。

他にも手
をかけて
あげる必
要のある
園児がい
たこと
で、対象
児への援
助が遅れ
た。転落
するかも
という危
険への意
識が低
かった。

子どもの行
動から事故
を予測し、
注意を促す
声かけだけ
でなく、靴
箱から下す
など早期対
応をする。

2506

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

37 3 3
17.５
歳

2.女
児

・発生場所
は人工芝で
あり、当
日、雨が
降っている
時間帯も
あった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

50～60

1.基
準以
上配
置

本児の身
体的な動
きの特徴
を捉えた
指導が足
りなかっ
た。

教育・保
育活動の
中で、方
向転換や
瞬発力、
行動の変
化がス
ムーズに
行えるよ
うに、運
動遊びを
とおし
て、しな
やかな体
をつくる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

人工芝は
濡れると
滑りやす
い特徴が
ある。事
故当日の
天気は曇
り時々雨
が降って
いたた
め、子ど
もたちの
脚力等に
影響が
あったと
考える。

人工芝の
特徴を考
慮して活
動を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

前日に家
族で稲刈
りに出掛
けてお
り、疲労
が残って
いた可能
性が考え
られる。

休み明け
は体調を
把握しな
がら、活
動を工夫
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発に過
ごしてい
た。前か
がみ気味
の姿勢で
走る傾向
がある。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

自由遊び
の際は全
体が見え
る位置に
立ち、見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
と同様２
名も全体
を見なが
ら子ども
と遊んで
いた。

年長にな
り、身体
が大きく
なってき
ている。
いつもの
動きでも
足への負
担が大き
い。

準備運動を
行う。ま
た、日頃よ
り、リズム
遊び等で自
分の体を意
識して動か
していくよ
うにする。

2507

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児ク
ラス

17 5 4
14.２
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

担当職員
は、園児
と共にベ
ランダに
出てか
ら、片付
けるべき
プールと
プール
マットが
ベランダ
にあるこ
とに気が
付いた
が、その
時点で園
児から目
を離して
片付ける
事より
も、近寄
らないよ
うに園児
に声を掛
ける方法
を選ん
だ。

園児が遊
ぶ場の安
全確認を
職員がし
たうえ
で、園児
とベラン
ダに出
る。

1.定期的
に実施

毎日
2.不定期
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎週

ベランダ
で遊ぶと
決めた際
に、現場
に置かれ
ている物
の安全点
検を怠っ
た為に事
故が起
こった。
元々プー
ル期間以
外は、ベ
ランダに
不要な物
は一切置
いていな
い。なお
プール期
間は、
プールと
プール
マットを
室内もし
くはベラ
ンダと、
園児のい
ない方に
その都度
移動して
保管して
いた。し
かし事故
発生時は0

ベランダ
で遊ぶ前
に何もな
い状態に
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

広いベラ
ンダで子
どもたち
も分散し
て遊んで
いたの
で、環境
面は適正
であった
と思われ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

興味の幅
が広く、
繋がって
いる0歳児
のベラン
ダにも、
探索をし
に行って
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

0歳児前の
ベランダ
にある
プール用
の滑り止
めマット
に近寄っ
たところ
までは見
ていた。
その後安
全確認の
為、他児
に目を移
した時に
転倒して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

細長いベ
ランダ
で、等間
隔で職員
が配置し
た為、担
当職員の
み対象児
を見てい
た。

特になし

まんべんな
く園児に目
を配り、対
象児から目
を離し戻す
までの１０
秒ほどの出
来事だっ
た。人的面
も適正で
あったと思
われる。

2508

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

45 5 5
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

園外での
行事実施
の場合の
対策につ
いて研修
を実施す
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

雨天のた
め、運動
会の開催
が園庭か
ら体育館
に変更と
なった。

雨天時の
対策につ
いて、研
修を実施
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

上靴を履
いていた
が、床で
滑ったこ
とが転倒
の原因と
考えられ
る。

上靴、床
の状況確
認を行
う。（適
宜床の清
掃等を行
う。）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

リレー
中、ト
ラックを
走ってい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

トラック
内で、待
機してい
る子ども
の近く
で、本児
が走って
いる様子
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トラック
内で、待
機してい
る子ども
の指導に
当たって
いた。

―

個々の子ど
もの動きに
十分注意を
払う。
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2509

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

19 2 2
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
遠位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員が鉄
棒から離
れた場所
で子ども
達を見
守ってい
た。

遊具を使
用する際
の人員の
配置場所
や人員の
数を見直
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

逆上がり
の練習中
に鉄棒の
支柱付近
で支柱に
寄りか
かったり
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児の
ことは見
ていた
が、少し
離れたと
ころから
対象児を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
を使用す
る園児を
見守って
いた。

前もって
遊具の使
い方につ
いて注意
事項を子
ども達に
周知でき
ていな
かった。

今回は不慮
の事故の側
面が強いよ
うに思う
が、活動前
に遊具を使
用する際の
約束事を再
確認するこ
とや準備体
操をしっか
り行い怪我
を予防する
必要があ
る。

2510

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

110 24 24 34 28 17 13
17.５
歳

1.男
児

当該事故に
ついては、
当日のレン
トゲン撮影
でははっき
りと映ら
ず、翌日再
度レントゲ
ンを撮る。
結果「骨
折」であっ
たことが判
明するが、
事故発生
時、治療に
要する期間
が３０日以
上に及ぶと
判断でき
ず、第１報
に時間を要
した。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左第２中
手骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

運動会の
リハーサ
ル中で、
控え所と
して準備
していた
テント内
で座って
見ていた
ため、後
方にある
ブランコ
に向かっ
たことに
気付けな
かった。
保育者の
立ち位置
の配慮に
欠けてい
たこと
と、園児
の遊具の
正しい遊
び方の徹
底が足り
なかっ
た。

遊具の正
しい遊び
方につい
て一つひ
とつしっ
かりと再
確認し、
安全に遊
ぶための
ルールを
園児と考
えてい
く。また
保育者の
立ち位置
に留意
し、安全
に活動で
きる保育
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

ブランコ
が動いて
いる状態
で園児の
不意の侵
入を防ぐ
ための安
全柵の設
置と、足
元にマッ
トを敷い
て転倒時
のクッ
ション的
役割をす
ること
で、遊具
としては
安全に遊
べると思
われる。

今後も遊
具の点検
及び周り
の安全確
認を徹底
し、マッ
トの状況
を見て入
れ替えを
行った
り、遊べ
ない時間
帯では使
用不可の
表示を
貼ってお
いたりす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会の
流れの確
認や園児
の誘導が
主とな
り、テン
トの周り
にある遊
具は使用
できない
ことを十
分に理解
させてい
なかっ
た。

園児に対
しては、
安全に遊
ぶための
ルールを
再確認す
ると共
に、保育
者に対す
る立ち位
置につい
て連携を
取り合
い、安全
に活動で
きる保育
を行うこ
とを再認
識する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調に異
常は見ら
れず、ク
ラスの仲
間と競技
に参加し
ていた
が、テン
トに入っ
て間もな
くブラン
コに向
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故発生2
分くらい
前にテン
ト内で
座ってい
る姿を確
認してい
たが、他
児の姿を
見ている
間にブラ
ンコに移
動し、転
倒を防げ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

競技用具
の出し入
れや園児
の誘導と
指導など
に当たっ
ていたこ
とで、テ
ント内で
の園児の
動きにつ
いて十分
な把握が
できてい
なかっ
た。

リハーサ
ル中とい
うことも
あり、保
育者の目
が競技を
行ってい
るグラウ
ンドや園
児が待機
している
テント以
外のとこ
ろに向か
なかっ
た。

競技の流れ
のみなら
ず、園児の
見守りに対
しての役割
をきちんと
位置づけ、
保育者間の
声かけで危
険を察知
し、未然に
防ぐ体制を
とる。

2511

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

26 15 11 2 2
16.４
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5
2.基
準配
置

事故防止
マニュア
ルを活用
しなかっ
た。

事故防止
マニュア
ルを活用
する必要
があっ
た。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

興奮状態
の児が3～
4名いて声
を掛けた
が変化が
なかっ
た。

ルール説
明だけで
なく、ど
んな行動
がケガに
つながる
かも全体
に伝える
必要が
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

この時点
での訴え
はなく、
ゲームに
参加し続
け、いつ
も通りの
様子で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事故発生
前後、本
児の様子
を見てい
たが変化
には気付
かなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児の遊
ぶ様子は
見ていた
が、ケガ
には気づ
かなかっ
た。

活動終了
後、全体
に対し怪
我の有
無、痛み
の有無な
どないか
確認をし
ていな
かった。

活動終了
後、全体に
対し怪我や
痛みの有無
の確認をす
る必要が
あった。

2512

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 1 1
16.４
歳

2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

1.頭部
ふんりゅ
うの腫れ

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

バイト職
員で２０
人いる空
間を一人
で見てい
た。

トラブル
等もあ
り、見切
れないと
思う際
は、イン
カム等で
他職員に
助けを求
めるよう
にする。

3.未実施
1.定期的
に実施

毎朝
1.定期的
に実施

毎週

面積とし
ては十分
であった
が、多目
的室入り
口付近と
いうこと
で、狭
く、廊下
も緩やか
な坂に
なってい
た。

多目的の
部屋で遊
ぶように
声掛けし
たり平坦
な場所で
遊ぶよう
促す。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

自由遊び
だった
が、特に
玩具があ
るような
空間では
なかった
為、子ど
もたちが
自ら遊び
を考えて
行ってい
た。

しっかり
遊びのあ
る環境
で、子ど
もたちが
遊べるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃、机
の上の遊
びやごっ
こ遊びが
好きなタ
イプであ
り、馬乗
り等の遊
びをする
ことはめ
ずらし
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

その空間
は一人で
見れる程
度であっ
たが、ト
ラブルが
あり、そ
こを対応
していて
周りから
目を離し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の空間
（部屋）
で遊んで
いる子ど
もたちを
見てい
た。

その空間
は一人で
見られる
程度で
あった
が、トラ
ブルがあ
り、そこ
の対応を
していて
周りから
目を離し
た。

トラブル等
の対応をし
ていて周り
を見切れな
い場合は、
インカム等
で他職員に
助けを求め
るようにす
る。

2513

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

2.1歳児ク
ラス

9 2 2
13.１
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

急性薬物
中毒の疑
い

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

全職員へ
の周知不
足。薬品
に関する
危機管理
の不十
分。

個々の安
全に対す
る意識を
高めるよ
う、会
議・研修
等の機会
に話し合
いを行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

散歩時以
外使用し
ない場所
となって
いた。

散歩時も
含め今後
使用しな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他の園児
と遊んで
いたとき
に、よろ
けて植木
鉢の受け
皿を踏ん
でしま
う。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

植木鉢の
受け皿を
踏んで転
んだ場面
は見てい
たが、そ
のような
薬品が
入ってい
るとは思
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子供
たちを見
ていたの
で、本児
の様子は
見ていな
かった。

発生後の
対応とし
て、本来
薬品が皮
膚につい
た場合、
流水によ
る処置を
したうえ
で病院へ
連れてい
くべきで
ある。そ
の後室内
へ入った
後も、は
きかえて
脱いだズ
ボンにつ
いた匂い
が室内に
あり、事
故と関係
があるこ
とに気づ
いていれ
ば、もっ
と早い処
置ができ
ていた。

個々の職員
の安全に対
する意識を
高めるよ
う、会議・
研修等の機
会に話し合
いを行う。
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2514

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 1 7 2 2
14.２
歳

1.男
児

雨のため、
０歳児と１
歳児とも同
時刻に遊ん
でいた。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

滑り台の
配置職員
基準や対
応マニュ
アルが書
かれてい
なかった

マニュア
ルに載せ
ていく

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

全園児
コットに
て午睡を
おこなっ
ている。
睡眠
チェック
票は０歳
児のみつ
けている
が、午睡
時には必
ず１名の
職員がつ
いてい
る。滑り
台は、午
睡の部屋
とは別の
部屋に設
置されて
いるので
起きて勝
手に遊べ
る状況に
はなって
いない。
滑り台が
0・1歳児
の入園間
もない時
期に必要
な物だっ
たのか。

０・１歳
児の５月
の段階で
大型滑り
台で遊ば
せる時の
職員配置
を考え、
遊ばせる
なら２名
配置で指
導が必
要。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内遊具
の滑り台
で遊ぶ子
の他、積
木やボー
ルなどで
遊ぶ子も
いた中で
１名の保
育者だけ
が滑り台
のそばに
いて見て
いたが、
万全でな
かった。

滑り台を
使用する
子どもへ
の指導と
して、滑
り台の上
では立っ
たり押し
たりしな
い様に保
育者が指
導してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外へ散歩
に行く予
定だった
が、雨の
ため室内
に変更。
本児は朝
から元気
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

１人の保
育者が滑
り台のそ
ばについ
ていた
が、本児
が落下す
る時にそ
ばへ行こ
うとした
が間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の遊具
で遊んで
いる子や
泣いてい
る子のそ
ばについ
ていたた
め、滑り
台には１
人の保育
者のみし
かついて
いなかっ
た

指導する
人員が少
なかった
(１人で
は対応で
きなかっ
た)

滑り台のそ
ばにつく人
員を増や
す。出来な
い時は撤去
する。

2515

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

23 2 2
15.３
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足ねじ
れ骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

毎日 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもの
状況の把
握をし、
適切な声
かけがで
きるよ
う、担
任・フ
リーを含
めた教職
員間の連
携を図る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲良しの
友だちと
一緒に過
ごすこと
を好んで
おり、こ
の日も初
めは線の
上に座っ
ていたが
その後立
ち上がっ
た瞬間、
他児に足
をつかま
れ転倒し
てしまっ
た。その
際、左足
のすねの
部分をね
じれ骨折
してし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

排泄前
に、保育
室に引か
れた線の
上に体操
座りで
まってい
る約束を
し、排泄
が順番に
終わり7割
ほどの園
児が線に
座りはじ
めたの
で、ピア
ノを弾き
歌を歌っ
て待って
いようと
した際に
本児の足
を他児が
つかんで
転ぶとこ
ろを見
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

排泄やク
ラス全体
の様子を
見ていた
ため、本
児の動き
を見られ
なかっ
た。

活動の合
間は子ど
もたちも
落ち着か
ない様子
も見られ
たので、
一人ひと
りに見通
しをもて
るような
言葉かけ
が必要で
あったと
考えられ
る。

運動会の練
習前の排泄
の時間は、
用を足した
後の時間の
過ごし方を
繰り返し指
導する。

2516

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

106 33 35 38 12 12
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

比較的転
びやすい
子どもで
ある事の
認識が足
りなかっ
た。

個々の身
体状況や
特徴等の
把握と職
員への周
知。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
等良好で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
目の前に
いたが、
走り出そ
うとした
途端に転
倒したた
め、予測
不能だっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

要所、要
所に分か
れ子ども
の見守り
をしてい
た。

― ―

2517

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

22 1 1
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

口腔歯牙
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

22名の園
児に職員
は1名で
あった。

職員の配
置につい
ては十分
であると
考える。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園児自身
が開放的
な気持ち
により、
スキップ
を楽しん
だことが
原因と
なった。

クラス内
に物がな
い状況で
も、あら
ゆる事故
を予測
し、ス
キップを
楽しむ園
児にも
「気をつ
けてね」
の声掛け
と、次の
行動の声
掛けが必
要だっ
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園児が開
放的な気
持ちに
なってい
た。

開放的な
気持ちに
なってい
る園児が
次にどの
ような行
動を起こ
すかの予
測をし、
声掛けを
するなど
の配慮を
すべき
だった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

給食中や
その後も
普段と変
わらない
落ち着い
た様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

次の活動
に向け
て、室内
の細かな
確認をし
ていた。
園児がス
キップを
している
ときも見
ていた
が、危険
を予測す
ることが
出来ず、
見守って
いた。園
児が転ん
だ瞬間も
目にして
手を差し
伸べたが
間に合わ
なかっ
た。

園児がス
キップを
始めた時
点で、危
険を予測
して声掛
けし、次
の活動
〔帰り支
度をす
る）へ導
かなかっ
た。

活動と活動
の合間には
園児の動き
も多様にな
るため、早
めに次の活
動の準備を
して待つよ
うに、早め
の言葉かけ
を行うよう
にする。

2518

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

14 1 1
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨頭
骨折及び
左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

引き続
き、職員
間での事
故防止等
に関する
マニュア
ル等の周
知徹底を
図るとと
もに、定
期的な研
修を実施
するな
ど、事故
防止対策
に講じ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

引き続
き、定期
的な施設
の安全点
検を行
い、事故
防止を図
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児に対
しては、
職員がつ
いていな
い場合は
雲梯を使
用しない
との約束
事をして
いたが、
今回、職
員が少し
離れた隙
に本児が
使用し、
失敗して
落下し
た。

職員の見
守りが必
要な遊具
の使用等
につい
て、園児
に対する
声かけを
再度徹底
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯の練
習をする
ため、ぶ
らさがっ
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他業務の
ために、
他クラス
の保育教
諭に見守
りをお願
いしよう
としてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

登園時の
受けとり
や他のク
ラスの見
守りをし
ていた

見守りを
行ってい
た危険箇
所から離
れた

業務を引き
継ぐ際の職
員連携体制
を見直すと
ともに、危
険箇所は十
分に注意を
払いながら
動くように
心がける。
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2519

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

3 3 3
16.４
歳

2.女
児

―
4.睡眠中
(うつぶせ
寝以外)

1.負
傷

0.負傷
1.意識不
明

Panayioto
poulos症
候群

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

―

引き続
き、職員
間での事
故防止等
に関する
マニュア
ル等の周
知徹底を
図るとと
もに、定
期的な研
修を実施
するな
ど、事故
防止対策
に講じ
る。

1.定期的
に実施

20
1.定期的
に実施

20
1.定期的
に実施

36

今回の事
故による
施設及び
設備等の
整備の必
要はない
が、引き
続き、定
期的な施
設の安全
点検を行
い、事故
防止を図
る。

5.睡眠
(午睡)
中

今回の事
故による
環境面で
の改善の
必要はな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらない
様子で登
園し、元
気に午前
中の活動
を行った
後、昼食
も完食す
る。午睡
に入る前
もとても
元気に過
ごしてい
ることか
ら、突然
の急変で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体的に
特に登園
から気に
なる様子
の園児は
いなかっ
たが、午
睡中はク
ラス全体
を見なが
ら、園児
から近い
距離で業
務を行っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児が午
睡してい
るすぐ横
の子ども
用机で、
担任のほ
か職員2名
で作業を
してい
た。入眠
し1時間ほ
どたった
頃、突然
嘔吐をす
る音がし
たのです
ぐに本児
の様子を
確認す
る。すぐ
に別のク
ラスにい
た看護師
への連絡
や嘔吐物
処理、他
職員への
連絡など
を分担し
て行っ
た。

今回の事故
による人的
面での改善
の必要はな
いが、本児
に対して
は、午睡中
嘔吐を伴う
てんかんが
特徴という
ことで、誤
嚥性窒息を
防ぐために
も、常に職
員の側で午
睡するなど
特に配慮し
ている。

2520

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

31 1 1
17.５
歳

1.男
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折（左
肘）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

―

園児が１
人で行か
なければ
いけない
時は、フ
リー教諭
が付いて
いく

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

階段を飛
び降りな
いように
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段の降
園は担任
と共に階
段を降り
るが、母
親も園に
来ていた
ので園児1
人で行か
せた

普段の降
園は担任
と共に階
段を降り
るが、早
いお迎え
時には必
ず親と共
に階段を
降りても
らう

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

母親が早
めにお迎
えに来た
ことでテ
ンション
が上がっ
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

２Ｆ保育
室から１
Ｆ玄関ま
で１人で
行く際に
保育室を
出た時に
走らず、
ゆっくり
行くよう
に声をか
けて送り
出した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

把握して
いなかっ
た

本児がう
れしくて
興奮気味
だった

１階までは
必ず保育者
がつきそう

2521

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

23 3 3
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3 ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

年少児か
ら年長児
まで同時
に園庭に
出したこ
とで、子
ども達の
動きが定
まらない
時間帯に2
人の動線
が交差し
たことに
よって起
きた事故
と思われ
る。

事故の翌
日から年
長児と年
中児を先
に園庭に
出し、年
長児と年
中児の動
きが落ち
着いたと
ころで、5
分ほど時
間差をつ
けて年少
児を出す
ことにし
た。保育
教諭は今
まで通り
先に出る
教諭、中
程で出る
教諭、最
後に出る
教諭、と
時間差を
つけ子ど
も達の動
きに十分
目配りを
するよう
に気を付
けること
を確認し
た

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも園
庭では友
達と走っ
たり、遊
具に乗っ
たりして
楽しく遊
んでい
る。この
時も園庭
でまずは
走ること
を楽しん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭に最
後に出る
子どもと
一緒に出
るところ
だったた
め見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

A保育教
諭ーブラ
ンコの鎖
を手で持
たずに乗
ろうとし
ていた年
少児女児
に「危な
い」と声
をかけた
が間に合
わず落ち
てしまっ
た。その
女児の様
子を見る
ため職員
室に連れ
ていくと
ころだっ
たため見
ていな
かった。
B保育教
諭ー総合
遊具の近
くで他児
のトラブ
ルに対応
していた
ため見て
いなかっ
た。

― ―

2522

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

8 1 1
16.４
歳

1.男
児

両腕抜けや
すい

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

担任保育
教諭が出
張のため
不在で
あったの
で、フ
リー保育
教諭が保
育してい
た。

保育室以
外で保育
するとき
は、複数
の保育教
諭で保育
するよう
にする。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

今回の事
故につい
ては施設
の不備は
なかった
が、安全
面への配
慮はその
都度行う
よう工夫
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他クラス
が集まっ
ていな
かったの
で、時間
を持て余
してし
まった。

遊戯室な
ど保育室
以外で集
合する時
は、時間
を決める
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

みんなで
一度に
走ったた
め、気持
ちが高揚
したので
はないか
と思う。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

直線コー
スをか
けっこ
し、保育
教諭が
ゴールに
なった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スはまだ
来ていな
かった。

・大体10
時半頃に
集まって
くるので
はないか
と遊戯室
へ上がっ
たが、他
クラスが
まだ来て
いなかっ
たため、
単独での
保育に
なってし
まった。
・一度に
走らせな
いで、2
回に分け
て4人ず
つで走ら
すべきで
あった。

・遊戯室な
どクラス以
外で保育を
するとき
は、フリー
保育教諭に
入ってもら
うなどし
て、単独に
ならないよ
うにする。
・子どもの
発達や能力
に合わせ、
安全に保育
できるよう
に園全体で
意識統一を
する。

2523

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 1 3 7 3 1 4 3 3
15.３
歳

2.女
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

事故防止
につなが
る研修の
機会を増
やす。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

今後も毎
日の安全
点検を引
き続き行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保護者へ
引き渡し
た後、速
やかに帰
るよう声
を掛ける
事を徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

母親のお
迎えがき
て、姉と
一緒に園
庭で遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

お迎えが
きて、挨
拶をし
て、母親
に引き渡
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内に
て、他の
園児の保
育をして
いた。

お迎えが来
た際は、園
庭で遊ぶの
ではなく保
護者と一緒
に速やかに
帰る事を伝
えていっ
た。
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2524

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 13 11 11 10 4 4
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

基準以上
の職員を
配置して
いたが、
その時間
帯は職員
間の連携
がうまく
取れてお
らず、こ
どもの見
守りの目
が薄く
なってい
た

合同保育
時間中の
各職員の
仕事を明
確に分担
し、園児
の保護監
視をより
一層責任
をもって
行うよう
に各職員
に指導。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

事故現場
に園児が
つまづく
可能性の
ある段差
があった

その場所
は立入禁
止区域と
し、監視
カメラの
設置を検
討する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

前日の台
風の影響
で午前
中、職員
が園庭保
全のため
の清掃を
行ってい
た。
その間、
全園児、
園庭の一
部で合同
保育を
行ってい
た。清掃
後、運動
会練習の
準備と未
満児クラ
スの昼食
準備時間
と重なっ
た時間帯
で、保護
監視体制
が薄く
なった。

合同保育
時間中の
各職員の
仕事を明
確に分担
し、園児
の保護監
視をより
一層責任
をもって
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段あま
り利用し
ない古い
建物のト
イレに行
く途中で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児をト
イレに行
くように
促したの
ちも、周
りに他の
園児が複
数いたた
め、そち
らに目が
いってお
り、転ん
だ瞬間は
みていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児の近
くで作業
をしてお
り、転ん
だ際の鈍
い音は聞
いていた
が、背を
向けてい
たため、
転んだ状
況は見て
いなかっ
た。

トイレ移
動の際、
近い場所
というこ
とと年中
児という
こともあ
り、付き
添いがな
かった。

目を離す危
険性を再認
識し、見守
りを怠らな
いように配
慮するよう
にする。

2525

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

24 14 6 4 2 2
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脚骨折
（くるぶ
し）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1～2
2.基
準配
置

危機管理
意識が低
かった。

全職員で
ヒヤリ
ハットの
検証、事
故内容・
状況の情
報共有等
により、
危機管理
意識を高
める。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

ソフト積
み木から
足を滑ら
せること
がある。

大人が近
くで見守
り滑りそ
うになっ
たら補助
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ソフト積
み木の特
徴を理解
した正し
い遊び方
が周知さ
れていな
い。

園庭で複
数クラス
が活動す
るときは
特に職員
同士の連
携を高め
て監督し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発に園
庭であそ
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くで見
ていた
が、積み
木から足
を滑らせ
た時に、
一瞬で手
を差し伸
べること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もと関
わってい
た。

ソフト積
み木でけ
がをする
ことを予
測してい
なかっ
た。

ソフト積み
木から足を
滑らせるこ
とがあるこ
とを想定し
て近くで見
守り、危な
い時にはす
ぐに手を差
し伸べる距
離にいるよ
うにする。

2526

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

42 4 3
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右下腿骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

すべりや
すい所
（近く
に）ポー
ルを立て
る、保育
士が立つ
などの配
慮がいっ
た。

滑った
り、転ん
だりしな
いように
走ること
を伝え、
また芝の
部分に行
かないよ
うに声を
かけると
よかっ
た。

1.定期的
に実施

毎月
1.定期的
に実施

毎月
1.定期的
に実施

毎週

適切な環
境整備が
なされて
なかった

芝になる
部分の草
刈りの徹
底をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

芝のとこ
ろがぬか
るんでい
て、滑り
やすく
なってい
た。

若干湿っ
た芝の所
には行か
ないよう
に伝え、
ラインな
どを引い
て知らせ
ておくと
よい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭に
て、”だ
るまさん
が転ん
だ”をし
て走って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任は、
対象児の
近くにお
り、周り
の様子も
見ながら
至近距離
に立って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
も園庭に
おり、対
象児に
は、すぐ
に対処で
きる範囲
にいたが
間に合わ
なかっ
た。

若干湿っ
た芝の所
には、行
かないよ
うに保育
者が立っ
ていな
かった。

若干湿った
芝の所に
は、行かな
いように保
育者が立
つ。

2527

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

40 13 7 20 4 2
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
遠位骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

―

職員の配
置場所を
明確にす
る。

2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

落下した
場所に
クッショ
ン性がな
かった。

落下の可
能性があ
る場所に
クッショ
ン性のあ
るものを
敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

長時間保
育に入
り、子ど
もの集中
力も低下
してきて
いた。

園児の発
達に応じ
た遊び方
が出来る
よう職員
間で日頃
から園児
の様子を
共通理解
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であった
が、長時
間保育に
入り、少
し疲れも
出てい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

とび下り
た時バラ
ンスを崩
したこと
が分かり
すぐに駆
け寄った
が、間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

戸外で他
の固定遊
具で遊ぶ
など違う
あそびを
している
子を見て
いた。

遊具を正
しい使い
方をして
いなかっ
たことに
気付くの
が遅れ
た。

職員間で遊
具の使い方
を確認し、
子ども達に
伝える。

2528

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

20 3 3
16.４
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕　骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

―

事故防止
に関する
研修を実
施してい
く。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

48 ―

今後も定
期的に
しっかり
と行って
いく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

高いとこ
ろに乗っ
ている場
合は手の
届く範囲
での見守
りを心掛
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園児用椅
子に登っ
て●●を
積み上げ
ていた
が、十分
満足した
ため椅子
から降り
ようとし
てバラン
スを崩し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊戯室に
て保育準
備をして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児が椅
子に乗っ
ていたこ
とは把握
していた
が、少し
離れたと
ころで他
児と関
わってい
た。対象
児が転倒
する瞬間
には間に
合わな
かった。

4歳児で
あっても
まだまだ
運動面で
未発達な
所もある
ので、バ
ランスを
崩したり
転倒しや
すいこと
を常に想
定してお
く。

高いところ
や不安定な
ところに
乗っている
場合は手の
届く範囲で
の見守りを
心掛ける。

2529

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

52 2 2
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左側鎖骨
部分骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

―

職員の立
ち位置に
関して再
確認

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園庭の状
況につい
ては問題
はないよ
うに思え
た。

園庭整備
について
気を配る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1回に走ら
せる人数
が多かっ
たように
思える。

1回に走る
人数を減
らし、子
ども同士
の間隔を
広くと
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から元
気で特に
問題は感
じなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

走る子ど
もたち全
体を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お部屋に
子がいた
ため、そ
ちらの方
につく先
生もい
た。

―

職員も子ど
も同士の間
隔など十分
配慮する。

2530

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

4.3歳児ク
ラス

19 4 3
16.４
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

橈骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

遊具等で
遊ぶ際の
注意事項
等を周知
しておか
なかっ
た。

付き添い
保護者に
対して遊
具で遊ぶ
際の安全
への注意
を促す。

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6

施設のパ
ンフレッ
トを渡し
ただけ
で、注意
が必要な
個所の説
明をして
いなかっ
た。

当日の車
中でパン
フレット
を参照に
しながら
保護者へ
の安全確
認をす
る。

7.その
他

食後は園
児の注意
も散漫に
なりがち
であるこ
とを周知
しておく
べきで
あった。

食後の過
ごし方を
検討し、
自由時間
に関して
注意喚起
を行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

親子遠足
中は常に
保護者と
ともにバ
スの中、
博物館
内、公園
内で過ご
す。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

打ち合わ
せ会議に
て現地で
の配置担
当を決
め、それ
ぞれの場
所で監
督、園児
の状況把
握を行
う。事故
時は４名
の職員が
昼食時間
のため全
体の集合
場所にて
昼食を摂
り終え、
各担当場
所に移動
を開始す
るところ
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園にて待
機し、緊
急連絡等
に備えて
いた。

職員の所
在は全員
の保護者
に周知さ
れていた
が、事故
のあった
３階には
事故時職
員がいな
かった。
保護者か
らの第一
報が園
だった。

遠足のしお
りに付き添
い職員（代
表者）の電
話番号を記
載する。
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2531

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

39 3 3
17.５
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

・跳び箱
指導のマ
ニュアル
はない
が、遊ぶ
際は側で
介助でき
るように
してい
る。

・跳び箱
や鉄棒等
危険な遊
具を利用
する際の
指導を、
全職員で
確認し周
知する。
・マニュ
アル作成
を検討を
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

・跳び箱
を出して
遊ばせた
初日のこ
とだっ
た。

・遊具の
使い方指
導の徹
底。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

・初日
だったた
め、子ど
も自身も
スピード
と体のバ
ランスの
加減が分
からな
かったこ
とや、保
育者も子
どもの能
力を把握
できな
かったと
考えられ
る。

・跳ぶと
きは勢い
よく走ら
ないこと
や、手の
付き方な
どを改め
て子ども
たちに指
導する。
・子ども
のイメー
ジと体の
発達の違
いやバラ
ンス等個
人差があ
るので、
一人一人
に合った
指導や言
葉をかけ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りであっ
たが、初
めての跳
び箱で気
持ちが高
揚してい
たことが
考えられ
る。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

担任は跳
び箱の踏
切台側に
いて、園
児の跳ぶ
勢いや手
の付き方
等の指導
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、少し
離れた場
所でそれ
ぞれの遊
びを見
守ってい
た。

保育者が
跳び箱の
踏切台側
にいたた
め、着地
した際に
バランス
を崩した
子どもの
体を支え
ることが
できな
かった。

跳び箱を利
用する際
は、保育者
が着地した
子どもの補
助も可能な
位置に付く
ようにす
る。

2532

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

59 23 18 18 6 6
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

築山の後
ろにジャ
ングルジ
ムがあ
り、死角
になって
いるとこ
ろもある

ジャング
ルジムの
場所移動
の検討

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

80名ほど
の園児が
園庭であ
そび、迎
えに来ら
れた保護
者への対
応の時間
でもある

必ずそば
で見守り
を行う職
員を配置
し、離れ
る場合に
は他の職
員に声を
かける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くで遊
んでいた
他の園児
を見守っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
をしてい
る園児に
対応して
いたり、
迎えに来
られた保
護者の対
応をして
いた

保育教諭
の見守る
位置

園庭も広
く、死角に
なる所もあ
るので、配
置場所を変
える

2533

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

43 24 19 5 5
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くで園
児を見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
をしてい
る園児に
対応して
いた

保育教諭
の見守る
位置

必ずそばで
見守るよう
にする

2534

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

43 10 10 23 4 4
17.５
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕尺骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

配置を満
たすとと
もに、職
員の配置
が対角線
になるよ
う常に意
識し、声
を掛け合
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

木製フ
ローリン
グで特に
問題はな
かった。

特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走ってい
る途中で
転倒し、
側を走っ
ていた他
児が本児
の右腕を
踏んでし
まった。

遊びが混
在しない
ように環
境設定を
行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

大人数で
追いか
けっこを
してお
り、活発
に活動し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児から
の訴えも
あり、す
ぐ状況を
確認する
ことがで
きた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ホールに
て自由遊
びを行う
際、各
コーナー
について
いた.。

ホール内
には規定
の職員が
おり、各
コーナー
について
おり人的
面に問題
はなかっ
た。

―

2535

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

19 2 1
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

骨端線損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

築山に登
る際の、
保育者の
危機管理
意識

子どもへ
の、安全
教育

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

築山の小
石やでこ
ぼこでの
つまずき

園庭の環
境整備

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

築山の小
石、また
はでこぼ
こでのつ
まずき

築山周辺
の環境整
備

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

常に活発
である

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

運動場で
の遊び全
体を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援対象
の他児へ
の対応を
していた

本児は常
に多動
で、築山
に登る際
も、慎重
さに欠け
る

本児の活発
さを考慮
し、築山等
へ登る場合
は目を離さ
ない

2536

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

235 21 71 69 74 23 22
16.４
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

若木骨折
8.その
他

2.な
し

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

下見をし
たが、十
分でな
かった。

下見を十
分にし、
事故防止
に努め
る。

2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2

慣れない
場所で混
雑してい
たため

子ども用
の通用口
を用意し
ておけば
よかっ
た。

7.その
他

運動会に
参加する
ため体育
館の玄関
で保護者
と靴を脱
いでい
た。
その際、
開館時間
にいっせ
いに入場
したた
め。

時間をず
らすなど
配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

初めての
場所と大
勢の人に
戸惑い、
床に座り
込んで靴
を脱いで
いた様
子。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

集合時間
間際で混
み合って
おり、対
象児に声
かけの後
は実質保
護者に任
せた状態
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

体育館内
で運動会
の準備や
子どもの
受け入れ
の補助を
してい
た。

―

運動会で使
用する体育
館内だけで
なく、施設
全体の安全
対策をと
る。園児の
動線を考慮
し、職員の
配置をす
る。

2537

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

23 2 2
16.４
歳

1.男
児

―
5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

0.負傷 3.火傷

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

浅達性Ⅱ
度熱傷

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

子供に配
膳をさせ
てしまっ
た。（自
分の汁を
自分で配
らせた）

今後は全
ての配膳
は保育教
諭が行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

かき玉汁
等の片栗
粉を使っ
た汁で温
度がいつ
もより冷
めず熱
かった。

子供を座
らせた状
態で配
膳。汁の
温度60℃
を目安と
する。

6.食事
(おや
つ)中

4歳児だか
ら出来る
という保
育教諭の
おごりが
あった。

食事のマ
ナーとし
て配膳さ
れるのを
手を膝に
おき、待
つ保育内
容に変
更。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

食事の準
備の前か
ら興奮状
態で、部
屋の中を
走り回っ
たりと落
ち着きが
ない状態
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全員が
座った状
態で、４
人ずつ汁
を取りに
来させて
いた。ま
だ、他の
子が座っ
ていない
状態の
時、本児
が来て汁
を持って
行ったの
で、本児
に対し
て、注意
をしよう
としてた
瞬間に他
の子とぶ
つかり汁
がかかっ
てしまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

3歳児1名
4歳児2名
5歳児1
名、各ク
ラスで昼
食の準備
をしてい
た。

かき玉汁
等の片栗
粉を使っ
た汁で温
度がいつ
もより熱
かった。

汁物は必ず
調理室、保
育教諭が温
度の確認60
度を適温と
する

2538

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

59 16 16
17.５
歳

1.男
児

当日は年長
児のみ参加
のお泊まり
会行事の最
中で、園内
全体を使っ
たウォーク
ラリーゲー
ムをしてい
た時だっ
た。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

普段より
使い慣れ
ている遊
具だった
が、当日
は行事の
ため子ど
もが興奮
状態であ
り、その
点で配慮
が足りず
事故につ
ながった
と考えら
れる。

行事当日
の精神状
態を考慮
し、安全
面の再確
認を行
う。
事故予防
のための
研修を行
い職員間
の安全意
識を高め
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

毎日

遊具のぐ
らつきな
し
高さも普
段どおり
の遊び方
なら異常
なし

行事な
ど、特別
な日の遊
具の使い
方につい
て危険の
ないよう
に考え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

お泊まり
会での
ウォーク
ラリー
ゲームの
最中。
釣りゲー
ムのコー
ナーで、
陸部分と
池部分の
境目に高
さのある
ソフトつ
みきを
使ってし
まったこ
と。

次回より
子どもの
興奮状態
も考え、
段差がな
いように
工夫す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お泊まり
会を楽し
みに登園
し、友達
とウォー
クラリー
ゲームに
参加して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ゲームの
説明や約
束（ソフ
トつみき
の上には
登らない
など）を
説明し、
ゲームを
する子ど
も達の様
子を見守
り、対応
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
３名は
ゲームを
している
子どもの
対応をし
ていた。

子どもが
遊びの約
束をよく
理解でき
ていな
かった。

ゲームをし
ている子ど
もだけでな
く待ってい
る子どもに
も待ち方の
指示をきち
んと伝える
ようにす
る。
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2539

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

15 1 1
17.５
歳

1.男
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性の
亜脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6
2.基
準配
置

―

小学生な
どの兄弟
がお迎え
に一緒に
来られて
いる場合
は、廊下
などで
待っても
らう等の
対応をし
てもらう

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

現在の点
検の仕
方・実施
頻度で問
題がない
ので継続
していく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保護者以
外（兄弟
等）も保
育室に入
りやすい
状況にあ
る

保護者の
元に園児
を渡すま
では目を
離さない
事を徹底
していく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者か
ら体調面
の不調に
ついて話
がなく、
保育教諭
も朝に当
該児の様
子をしっ
かり確認
した為

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

当該児よ
り年齢が
大きく、
またその
保護者も
いた為

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室の
配置的に
は隣の保
育室にい
たが、隣
の保育室
の園児を
見ていた

保育室の
配置は隣
り合って
いるが、
他のクラ
スの事に
対して、
保育教諭
同士の配
慮がいき
届いてい
なかっ
た。

職員会議等
を通じて、
保育教諭同
士の日頃の
コミュニ
ケーション
を取り合う
ように意識
し、連携を
深めていく

2540

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

19 3 3
17.５
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右スフラ
ン関節脱
臼　右第1
趾中骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

急いで靴
下と靴を
履こうと
し自らの
足に体重
を乗せて
しまった

慌てず指
示された
行動が出
来るよう
声がけを
していく

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12

体操教室
で使用し
たマット
には異常
はなかっ
た

玩具・遊
具の点検
は引き続
き実施す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

サッ
カー・体
操教室な
ど運動的
な活動の
保育は担
任以外に
保育教諭
が引率し
ている
が、靴
下、靴等
は自分で
履けるの
でそばに
付いてい
なかった

引率者が
園児と共
に行動す
るべき
だった

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り登園、
楽しみに
している
体操教室
にクラス
の友達と
一緒に参
加してい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

終わりの
挨拶をそ
の場です
る為、遊
戯室の逆
立ちの練
習をして
いる壁側
で園児が
靴を履い
て戻って
くるのを
待ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児の様
子を目視
しつつ靴
を履いて
戻ってき
た順に園
児を並べ
ていた

担任は指
導者より
当日の反
省や次回
までの改
善点など
の打ち合
わせをし
つつ園児
の行動か
ら目を離
さないよ
うにする
べきだっ
た。

引率者が園
児と共に行
動するべき
だった

2541

平成
30年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

24 3 3
18.６
歳

2.女
児

ホッピング
材質：ス
チール（焼
付塗装）
　
サイズ：９
０ｃｍ（体
重３０キロ
前後）

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

ホッピン
グの遊び
をし始め
ていた
が、本児
が体験す
るのは初
めてだっ
た

初めての
遊びは、
全員が一
度は体験
する時間
を持つ

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 3.未実施

ホッピン
グの個数
や高さと
園児の身
長からみ
て、適切
だったか
どうか

ホッピン
グの高さ
が3段階あ
り、それ
ぞれに使
用すべき
高さを示
す

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

多様な遊
び（竹
馬・ホッ
ピング・
フープ・
縄跳び・
ボール・
固定遊
具）をし
ており、
全体を見
守ること
は難しい
のではな
いか

遊びの数
と場所を
制限する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

のれるよ
うになり
たいと、
何度も挑
戦してい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

竹馬遊び
をしてい
る子のと
ころにい
て、全体
が見れる
位置にい
た
本児が倒
れる音を
聞いてす
ぐに声を
かけ、体
を確認し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

雲梯遊び
をしてい
る子のと
ころにい
て、全体
が見られ
る位置に
いた
周りの園
児に対し
て状況を
確認し
た。

広い運動
場で園児
の遊ぶ姿
が見えな
い死角が
あったの
ではない
か

死角がない
ように遊び
の場所を設
定している
が、今後も
徹底する

2542

平成
30年
12月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

22 2 2
15.３
歳

1.男
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨腓
骨骨幹部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

プール活
動後着替
室までの
安全確保

プール活
動後着替
までの流
れ・場所
を確認し
多くの職
員が見守
る

2.不定期
に実施

2～3
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎週

施設、設
備の安全
な使い方
の徹底を
図る

日常使用
する場所
の点検は
日々行
う。

7.その
他

突発的な
事故等の
対応を再
度見直し
再発防止
に努める

活動の合
間の移動
等の安全
を常に確
認する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に
プール活
動を終え
教室に戻
る直前

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員の近
くで、一
瞬の間に
転んだ

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員が連
携し、応
急措置。
保護者、
医療機関
へ連絡し
た。

怪我を
負った園
児以外の
子達を同
時進行で
対応す
る。

多くの職員
の目のある
職員室付近
で着替える

2543

平成
30年
12月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― 22 10 21 14 17 17 15
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯やタ
イヤとび
などいつ
も好んで
遊んでい
る。この
日も雲梯
にぶら下
がり遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

別の園児
の保護者
との対応
雲梯付近
に1名いた
が、迎え
の子ども
の対応で
その場を
離れてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の保護
者の対応
(1名)・毛
虫の処理
とそれに
伴う環境
整備(2
名）・全
体の見守
り(1名）

その場を
離れる際
の声の連
携が十分
になされ
ていな
かった

その場から
離れるとき
は必ず全体
に伝え、ほ
かの職員が
すぐにフォ
ローできる
ようにす
る。保護者
の対応は1名
が対応し、
同時に2名が
対応しない
ようにす
る。

2544

平成
30年
12月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 13 10 9 8 5 3
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

マニュア
ルの作成
もしてお
り研修も
行ってい
る。職員
配置にも
問題な
し。

マニュア
ルの見直
し、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

― 床が固い

万が一を
想定し、
人工芝な
どのクッ
ション材
を入れる

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園児の見
守り、声
掛けが不
十分だっ
た

再発防止
に努める

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように遊
具で遊ん
でいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭で他
の園児と
水まきを
しながら
全体を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内で他
の園児の
見守りや
受け入れ
をしてい
た

対象児は
普段より
運動神経
が良いた
め、万が
一と思う
気持ちが
甘かっ
た。

どんな園児
であっても
大丈夫と思
わず、声掛
け見守りを
していく

2545

平成
30年
12月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 12 13 10 3 1
15.３
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

事故発生
後の対応
方法を示
したマ
ニュアル
は策定さ
れている
が事故予
防マニュ
アルの策
定がな
かった。

事故防止
マニュア
ルを作成
し、職員
間でマ
ニュアル
を踏まえ
事故防止
に向けた
具体的な
取り組み
内容を協
議する

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

―

ロープ間
隔が広い
ため、上
にあがる
際の手す
りが遠い

業者に見
てもら
い、造り
なおす予
定（12/8
整備済
み）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園児の見
守り、声
掛け、危
険に対す
る意識が
不十分
だった

園児の見
守り、声
掛けを徹
底し、再
発防止に
努める。
また、利
用開始前
に園児を
集め約束
事（遊具
の利用方
法など）
をあらた
めて認識
させた。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊具で遊
んでいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

砂場で他
の園児と
遊びなが
ら砂場全
体しか見
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
の固定遊
具のそば
にいた
り、他の
園児の誘
導をして
いた

遊具の危
険に対す
る意識が
低く、見
守りや声
掛けが不
十分だっ
た

遊具で園児
が一人でも
遊んでいる
場合は必ず
そばを離れ
ない。全職
員で徹底す
る。

2546

平成
30年
12月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 11 12 17 4 4
15.３
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左上乳中
切歯Per
(歯髄の壊
死）

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回

1.基
準以
上配
置

一人で
サッカー
ゴールを
片付けよ
うとした
園児の動
きの把握
や本児の
安全確保
の対応が
できな
かった。

職員間の
連携を取
り合い、
園児の様
子をしっ
かり把握
できる体
制をと
る。園児
に対して
も再度、
遊具の使
用につい
て指導を
する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3

重量のあ
るサッ
カーゴー
ルであ
り、転倒
すること
はないと
判断し、
固定はせ
ず使用し
ていた。

サッカー
ゴール使
用時は、
安定する
場所を選
び、でき
るだけ固
定する、
壁に添わ
せて使用
する等押
しても倒
れないよ
うにして
使用す
る。固定
できない
場合は必
ず職員が
見守る体
制をと
る。使用
した後の
収納場所
において
も転倒防
止策を講
じる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

設置した
地面も特
に安定性
が悪いと
いうこと
はなかっ
た。

配置職員
で安全面
が確保で
きるよう
に遊具の
種類や
数、配置
の仕方を
考える。
（活動中
や片付け
も含め
て）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児も関
係した園
児も体調
不良等な
く園庭で
遊んでい
た。本児
は片付け
の時間に
なった時
にたまた
まサッ
カーゴー
ルの傍に
いた。関
係した園
児も転倒
すると思
わず、片
付けよう
とサッ
カーゴー
ルに近づ
き、結
果、押し
倒してし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

先に園児
だけで片
付けよう
とする行
為を予測
できず、
他の園児
の対応や
片付けの
声かけを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

先に園児
だけで片
付けよう
とする行
為を予測
できず、
他の園児
の対応や
片付けの
声かけを
行ってい
た。

サッカー
ゴールを
片付ける
際、必ず
職員と片
付けるこ
とを園児
に周知で
きていな
かった。

サッカー
ゴールの片
付け、運搬
は必ず職員
と行うこと
を繰り返し
伝える。事
故発生時の
状況を職員
が見ること
ができてい
なかったた
め、今後も
幼児一人一
人をしっか
り見ること
を確認す
る。
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2547

平成
30年
12月
28日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 2 4 8 8 2 2
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

木の根っ
こは環境
の一部と
していて
危機管理
がなされ
ていな
かった

子供たち
にも危険
な場所と
伝え注意
を促すと
ともに、
職員間で
も遊具同
様点検や
遊んでい
るときに
心がけ
チェック
する。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

260

木の根っ
こが盛り
上がって
いたが手
立てがな
されてい
なかっ
た。

三角コー
ンや紐で
立ち入り
禁止にし
た。今度
盛り上
がった
根っこを
どうする
かは検討
中

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

つまづい
て子供が
転ぶのを
見た職員
もいたが
周知され
ていな
かった。
環境の一
部になっ
ていて配
慮が足り
なかっ
た。

木の根っ
こが盛り
上がって
危険なと
ころがな
いか確認
しあっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
だった
が、追い
かけられ
盛り上
がって逃
げてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一緒に鬼
ごっこを
して少し
離れた所
で逃げて
いる様子
を見てい
たが、そ
の瞬間は
遊具の陰
で見えな
かった
が、泣き
声ですぐ
にそばに
行く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の遊び
をしてい
る園児を
見守って
いたので
見ていな
かった。

性格的に
注意力散
漫な面が
あること
に加え、
急いで逃
げること
が優先し
足元に注
意がいか
なかった
と思う。
木の根っ
こが盛り
上がって
いたが対
策はして
なかっ
た。

子ども達に
注意を促
し、木の
根っこが盛
り上がって
いる所に紐
とコーンで
立ち入らな
いようにし
た。

2548

平成
30年
12月
28日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

5
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 5 8 4 2 2 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

事故防止
対応マ
ニュアル
はある
が、内容
が具体的
ではな
かった

事故予防
に関する
研修参加
又は園内
研修の取
り組みを
強化する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

滑り台の
両サイド
(手すり部
分）が浅
く、活発
な以上児
が自由遊
びの際使
用するに
は危険
だった

職員間で
各遊具の
使い方を
再度確認
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守って
いたはず
が、全体
を見きれ
ていな
かった。

職員間で
活動内容
を考え、
配置も改
めて考え
る

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友だち数
名で追い
かけっこ
をしてい
たので、
いつも以
上に興奮
し楽しん
でいた様
子

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

途中まで
は確認し
ていた
が、他児
と関わっ
ていた為
(ケンカの
仲裁)瞬間
の事故現
場は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と関
わってい
た為(子ど
ものトイ
レに付き
添ってい
た)、見て
いなかっ
た。

使用遊具
の配置が
分散して
いた為、
活動範囲
が広く全
体を見き
れていな
かった

当該児の動
きを十分に
把握できな
かったの
で、今後は
職員の配置
人数を増や
せるように
努めていき
たい。

2549

平成
30年
12月
28日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

7
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

20 2 ― 3歳
1.男
児

食物アレル
ギー卵、小
麦粉

食事中(お
やつ含む)

1.負
傷

― 6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

食物アレ
ルギー疑
い

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

・アレル
ギー児へ
の対応認
識が不十
分だっ
た。会議
等でアレ
ルギーの
確認頻度
が少な
かった。
職員全員
が理解し
ていると
思い込ん
でいた。

・商品名
と成分表
を献立表
に記入
し、保護
者、担当
者、他複
数の目で
確認でき
るよう可
視化を図
り、提供
後も記録
する。
・「除去
なし」
「除去あ
り、代替
食○○」
という口
頭内容に
ついて、
改めて、
職員全体
で確認す
る。。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― ―
6.食事
(おや
つ)中

担任２名
でおやつ
の目視及
び口頭で
の詳細確
認を実施
しなかっ
た。

・調理室
から、食
事、おや
つを受け
取り際
に、除去
状況を確
認された
献立表を
持参し、
提供する
食事、お
やつの成
分を調理
員と担任
で確認し
ながら受
け取る。

・配膳す
る前に２
名以上の
保育士等
により、
目視及び
口頭で確
認を行
い、本児
に提供す
る。

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

・家庭に
おいて、
休日、旅
行にでか
け体調を
崩してい
た。

・卵のア
レルギー
はある
が、家庭
で少量の
摂取を試
みてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・「除去
なし」と
いう言葉
を受けて
いたた
め、この
時は担任
が対象園
児の傍に
ついてい
なかっ
た。

・菓子の
色の違い
に気付い
たが、確
認せずに
提供して
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・調理師
と担当保
育士間に
おいて、
「除去な
し」とい
う確認が
されてい
たため、
特に担当
保育士の
位置や当
該園児の
様子は確
認せず、
配膳後、
他の園児
の様子を
見てい
た。

・アレル
ギー食品
の確認方
法が口頭
でのみ
だったの
で、成分
の確認、
献立の目
視確認を
行わな
かった。
・確認内
容は「小
麦除去の
ため、ビ
スケット
が代替食
として○
○になり
ます」と
いう口頭
確認を行
うべきで
あった。

・食物アレ
ルギー児の
対応につい
て危機感を
もって再
度、職員全
体で確認
し、周知、
徹底する。

・調理職
員、保育士
は共に、児
童名・除去
内容を声に
出して確認
する。

2550

平成
30年
12月
28日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― 23 4 4 3歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
状骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

三輪車に
早く乗り
たい気持
ちがあ
り、走っ
て三輪車
置き場に
向かって
いる際、
足がもつ
れ転倒す
る。

児童が急
ぐ様子が
見られた
時は、落
ち着くよ
う、言葉
をかけて
いく。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

・朝から
目が腫れ
ており、
体調が万
全ではな
い様子が
見られ
た。
・午睡は
十分にと
れていな
かったた
め、いつ
もよりも
転倒リス
クは上
がってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

朝から体
調が万全
ではな
く、十分
に午睡も
取れてい
なかった
ため、本
児を注意
深く見
守ってい
たが、急
な転倒で
あったた
め、支え
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

グラウン
ドに出て
いる児童
が他にも
おり、他
の職員は
他の児童
の見守り
をしてい
たため、
転倒した
様子を見
ていな
かった。

体調が万
全ではな
かったた
め、体調
及び睡眠
の様子等
を考慮
し、室内
での活動
にするべ
きであっ
た。

安全確保の
ため、児童
の体調及び
睡眠の様子
等を考慮
し、保育を
実施する。

2551

平成
30年
12月
28日

1.認可 5.幼稚園 4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

― 19 6 9 4 2 2
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

全園児に
対して、
歩行時の
足元や周
囲への注
意を促
す。また
安全指
導。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変わ
りない様
子であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

急に転倒
したた
め、支え
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ室内
にはいた
が、他児
と関わっ
ていたた
め、直接
転倒した
場面は見
ていな
い。

―

子どもに対
して、歩行
時の足元や
周囲への注
意を促す。
また安全指
導。

2552

平成
30年
12月
28日

1.認可 5.幼稚園 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― 11 10 10
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

園内の危
険個所の
把握はし
ていた。

これまで
以上に点
検を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

登り棒の
下の土が
固かっ
た。

定期的に
掘り返
し、やわ
らかくし
て衝撃を
和らげら
れるよう
にしてお
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭が広
く、遊び
が分散し
ていたた
め

安全な遊
び方につ
いて再確
認して遊
ぶ

―

最近、登
り棒に登
れるよう
になった
ことがう
れしく、
毎日高い
所まで挑
戦してい
た。対象
児が登っ
ている近
くに友達
がいて、
友達をよ
けようと
して手が
離れてし
まった。

―

近くには
いたが、
他の園児
が泣いて
いたの
で、それ
に対応し
ており、
見ていな
かった。

―

年長2クラ
スが園庭
で遊んで
おり、も
う1クラス
の担任は
違う遊び
の準備を
してい
た。他の
職員は直
前にして
いた栽培
活動の片
付けをし
ていたた
め、近く
にはいた
が、みて
いなかっ
た。

登り棒や
ジャング
ルジムな
ど危険が
伴う遊具
をする時
に、目が
行き届い
ていな
かった。

危険を伴う
遊びをする
ときには、
最低1名は近
くで見守る
ようにす
る。
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2553

平成
30年
12月
28日

1.認可 5.幼稚園 8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

44 20 12 12 3 3
16.４
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左小指基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

―

事故防止
に関する
研修を増
やすよう
にする

2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園児に対
しての注
意喚起
（慌てず
丁寧に玩
具等を扱
うこと、
周囲を見
て危険が
ないよう
に気をつ
けること
など）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも遊
んでいる
ボール遊
びと特に
変わりは
ない

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

目が届く
距離にい
て、ボー
ルを取っ
た際に泣
いたので
様子を見
に近寄る

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
が対応し
たため、
他の園児
の保育を
続ける

―

今後も子ど
も達を注意
深く見守
り、こまめ
に声を掛け
るようにす
る

2554

平成
30年
12月
28日

1.認可 5.幼稚園 9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

9 2 2
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折（左
肘付近）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10
2.基
準配
置

当該遊具
の危険性
につい
て、職員
の共通理
解が徹底
できてい
なかっ
た。

日頃の保
育の中
で、安全
について
園内研修
等を行
い、職員
同士で意
見交換な
どにより
留意事項
を確認
し、安全
意識を高
めていく
と同時に
事故予防
のマニュ
アルを作
り共通理
解を図
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

日頃から
遊んで安
全だと思
われる遊
び場、遊
具であり
教師の安
心感が
あった。

日頃安全
に遊んで
いる場所
でも、も
う一度安
全な遊び
方につい
て職員で
共通理解
をし、子
供に指導
を行って
いく。ま
た月初め
だけでな
く日頃の
安全点検
をより徹
底して行
い、職員
会や朝礼
などでも
他の職員
にも伝え
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会の
練習が続
き園児も
疲れてい
たことも
考えられ
る

一人ひと
りの子供
の様子を
担任から
しっかり
と聞き、
子供の状
態を把握
していく
と同時
に、落ち
着いて遊
べる場な
どを作っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午後から
戸外で遊
べること
が嬉しい
様子で、
虫取りを
したり一
本橋で遊
んでいる
子供に声
をかけた
りしてい
た。他の
子供たち
が一本橋
を始める
と、一緒
に一本橋
に上がり
前の子供
について
行った。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一本橋の
先頭を
ゆっくり
行く子供
に、手を
添えなが
ら傍で見
ていた
が、対象
児が落下
する瞬間
に手を差
し伸べる
事が間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場で遊
ぶ他の幼
児を見て
いた。

職員の入
れ替わり
の時で、
園児も落
ち着かな
かったの
かもしれ
ない。

職員交代の
時は、今か
らどの先生
が入るのか
園児にもき
ちんと伝
え、遊び方
を園児と確
認して戸外
等で遊ぶよ
うにする。
また、職員
の人数が少
ない時は集
団で遊べる
遊びや室内
で過ごす時
間などを計
画してい
く。

2555

平成
30年
12月
28日

1.認可 5.幼稚園 9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― 1 3 9 27 40 38 20 20
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆鋤状骨
折
左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

25
2.不定期
に実施

24 ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

運動あそ
びが盛ん
になり、
挑戦意欲
が出てき
たところ
で力以上
のことに
挑戦しよ
うとして
しまっ
た。子ど
もの今の
状況（活
発になる
時期）が
わかって
いたの
に、配置
等配慮不
足であっ
た。

活動の切
り替え時
間がざわ
つき、保
育士の目
が離れや
すいので
意識して
目を配
る。・固
定遊具や
あそびの
コーナー
に担当者
をつけ
る。全体
を見る職
員を置く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児が排
泄の失敗
をしたた
め、保育
室で対応
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くで跳
び箱をし
ている子
や、登り
棒をして
いる子な
どいたの
で、近く
に他の保
育士が3名
いて見
守ってい
たが、片
付けの時
間になり
一斉に片
付けるこ
とに気持
ちが向
かったっ
ところ
で、うん
ていに飛
びついた
ので、近
くにいた
が支える
ことが出
来なかっ
た。

運動あそ
びが盛ん
になり、
挑戦意欲
が出てき
たところ
で力以上
のことに
挑戦しよ
うとして
しまっ
た。子ど
もの今の
状況（活
発になる
時期）が
わかって
いたの
に、配置
等配慮不
足であっ
た。活動
の切り替
え時間の
子どもに
対する保
育士の意
識が甘
かった。

活動の切り
替え時間が
ざわつき、
保育士の目
が離れやす
いので意識
して目を配
る。・固定
遊具やあそ
びのコー
ナーに担当
者をつけ
る。全体を
見る職員を
置く

2556

平成
30年
12月
28日

1.認可 5.幼稚園 9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

28 3 2
17.５
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

ソフト積
み木の危
険性の認
識の甘さ

ソフト積
み木の上
には1段で
あっても
立たない
ことを決
め、職
員、子ど
もに周知
した

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

周りにい
くつかの
ソフト積
み木は
残ってい
たが、ほ
とんど片
付いてい
たため、
担任がそ
の場から
離れた

ソフト積
み木１段
は乗って
もいいこ
とにして
いたが、
今後は上
にはのら
ないよう
にする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象時の
近くで一
緒に片づ
けをして
いたが、
ほとんど
片付いた
ため離れ
た直後に
対象児が
転んだ

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の片づ
けの補助
をしてい
た

ソフト積
み木は１
段なら
乗ってい
いことに
なってい
たため、
乗ってい
た対象児
を見ては
いたが、
降りるよ
うに声は
かけては
いなかっ
た。

必ず保育者
が近くにつ
くようにす
るととも
に、少しで
も危険と思
われるとき
には声をか
けたり、止
めたりする

2557

平成
30年
12月
28日

1.認可 5.幼稚園 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― 21 ― 6
18.６
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

鉄棒の高
さを低く
したため
に、以前
より鉄棒
遊びをす
る子供が
増える

事前に、
事故防止
委員会で
鉄棒遊び
に必要な
技能やヒ
ヤリハッ
トなど職
員で共通
理解すべ
きだっ
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

3

地面に
マットを
敷いてあ
るが硬
い。

マットの
下を土や
芝などで
もう少し
柔らかく
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

見守りの
中で援助
も必要
だった。

これまで
通り見守
る体制を
整える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年長児に
運動遊び
のカード
が配布さ
れ、でき
るように
なりたい
と感じた

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

支援員が
ついてい
たが、２
回前回り
ができた
ので、見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

鉄棒遊び
の場所に
は、１人
の支援員
がいた。

前回りが
できたこ
とで安心
し、落下
すること
を予測し
ていな
かった。

鉄棒遊びの
場所に付く
職員数を適
正に配置す
るととも
に、危険を
想定した視
点で見届け
をする。

2558

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

35 17 19 3 3 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

―
転倒時の
手の付き
方を指導

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ― 床の点検

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走ってい
て勢い
余って転
倒してし
まった。

転んだと
きの手の
付き方を
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達に誘
われて
ホールで
鬼ごっこ
を始め
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

転倒し、
泣いて腕
が痛いと
保育士に
訴えたた
め様子を
見ると右
肘付近が
腫れてい
たため受
信する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のコー
ナー遊び
を担当し
ていたた
め見てい
なかっ
た。

―
丈夫な身体
作り、体力
作り

2559

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上児 8 1 1 6歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第5趾基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

就学前の
残り少な
い園生活
で、いつ
もよりも
浮足立つ
ような気
持ちが
あったと
考えられ
る。

その時の
子どもの
心の動き
に気付
き、それ
に応じた
保育を提
供できる
よう考え
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

何もない
広い遊戯
室の為、
走るス
ピードも
速くなっ
ていたこ
とも考え
られる。

あえて目
標物を配
置するな
ど、ス
ピードが
出すぎな
いように
活動でき
るような
対策を考
えてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動の中
で、走っ
ていて急
に止まる
などの動
きもあっ
た。

はだし保
育の為、
遊戯室で
の活動の
場合は特
に年長児
に於いて
は走るス
ピードな
どに配慮
する声掛
が必要で
ある。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊戯室な
どの広い
場所では
とても活
発で、動
きも激し
い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
含め8名の
子どもと
一緒に
ボールを
使った
ゲームを
してい
た。

他の職員
は階下の
保育室に
て保育中

年長児が
8名と少
ない人数
だった為
に、活動
がいつも
よりダイ
ナミック
になって
しまった
と思われ
る。

年長児の行
動を予想し
ながら、ス
ピードの出
し過ぎや、
激しすぎる
行動になら
ない様、声
をかけるな
どの対応を
考えてい
く。
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2560

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

17 1 1 4歳
2.女
児

無
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首亀
裂骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

人員配置
や、保育
士の介助
など

人員の見
直しや日
頃の教え
や声がけ
などを行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ベンチと
床面の高
さがあま
り無いた
めマット
などの安
全措置を
行わな
かった。

着地地点
にマット
などの安
全措置を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一斉に粗
大遊びを
していた
為、保育
士の目が
行き届か
ないこと
があっ
た。

少人で遊
びを行う
ことや人
員の見直
し、日頃
の教えや
声がけな
どを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ベンチか
らジャン
プし、着
地に失敗
し足を負
傷した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

粗大遊び
が全体か
ら見れる
所に配置
し、前転
を介助し
ながら見
守ってい
た。くじ
いた後す
ぐに休ま
せ様子ろ
見る。腫
れてはい
なかった
が念のた
め湿布を
貼る。午
後に確認
すると少
し腫れて
きてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

粗大遊び
時の人員
不足や全
員での活
動した
為、見守
りが不足
してい
た。

少人数グ
ループで順
番に行うこ
とや、人員
を増やすこ
と。

2561

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上児 24 24 2 1 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5
2.基
準配
置

―

子どもの
特性を十
分に理解
したうえ
で職員一
人ひとり
が事故予
防に心が
け、気配
りをして
いくこと
で起こり
うるリス
クを減ら
してい
く。所長
とリスク
マネー
ジャーが
一体と
なって、
事故に発
展する可
能性のあ
る問題点
を把握し
て、事故
予防に取
り組んで
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

保育環境
の整備を
行い、児
童が安全
に遊べる
よう常に
努めてい
く。児童
の年齢に
応じた特
徴、発達
状態、動
静など常
に実態を
よく把握
し、その
個人差に
応じた安
全指導を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

２３名の
子どもた
ちを２グ
ループに
分けて
行ってい
た。１グ
ループの
人数を減
らす事、
グループ
のメン
バー構成
に配慮し
ながら行
う。リズ
ムの内容
について
は、子ど
もたちに
応じたも
のを行っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

リズムを
行った際
に他児が
褒められ
たことを
受け、一
層意欲的
に取り組
んでい
た。リズ
ムが始ま
り２つ目
のめだか
で腕を前
に手のひ
らを合わ
せた状態
で走り、
前の子の
足のかか
とを踏み
転んでし
まう。そ
のとき手
を床につ
き体を支
えようと
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は、
ピアノを
弾きなが
ら全体の
様子を見
ており、
落ち着い
て動ける
ように促
したり、
意欲的に
参加でき
るように
上手な子
を褒めた
りしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

相談員
（元小学
校教員）
が子ども
たちを見
守ってい
た。

―

子どもたち
の高揚感へ
の配慮をし
ていく。丁
寧に子ども
たちの様子
を把握して
取り組み方
を工夫して
いく。ま
た、子ども
たち自身に
危険に対応
する力、回
避する力が
育っていく
よう、遊び
や生活の中
で気づいた
り考えたり
して行動す
る体験を積
み重ねてい
く。

2562

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

54 0 0 6 16 16 16 4 4 6歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左母趾基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

発生時、
転倒なく
痛みの申
し出もな
かったた
め、事故
発生をみ
つけるこ
とができ
なかっ
た。保育
内容に改
善すべき
ところは
ない。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

はだしの
保育を
行ってい
る。

本児が
走ってい
たおゆう
ぎ室の
床、設備
に何の問
題点もな
く、改善
点はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

追いか
けっこを
安全にで
きるよう
配慮はし
ていた。
改善点は
ない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

なぜ、足
が床に着
く時に内
側に曲
がった状
態で着い
たのかわ
からな
い。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

追いか
けっこを
している
本児を見
ていた。
転倒、衝
突はな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の遊
びにかか
わってい
た為、見
ていな
い。

―

おゆうぎ室
内での異年
齢保育時
で、保育士
は十分に安
全に配慮し
て保育を
行ってい
た。

2563

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

4
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

143 14 26 25 22 28 28 33 26 4歳
2.女
児

３歳児の細
い女児に、
体格の大き
い４歳児の
男児が勢い
よくぶつか
る

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

見守り職
員の配置
をする場
所が決め
られてい
るが、見
守りが徹
底できて
いない。

手洗い付
近から園
庭側を見
守る人を
必ずつく
る。声を
かけあい
連携をす
る。

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6
2.不定期
に実施

―

水道の後
ろの細く
なってい
る通路を
三輪車や
スクー
ターで子
どもが通
ることが
多かっ
た。水道
を使用し
にくる子
どもも多
い。

水道の後
ろ側は三
輪車など
で通らな
いように
する。水
道の蛇口
が高いた
め、踏み
台も置い
ていた
が、今回
の事故に
より危険
だと判断
し、取り
外す。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

三輪車や
スクー
ターでの
遊び方、
スピード
の出しす
ぎなど。

職員の見
守りを徹
底する。
水道の付
近などの
込み合う
場所での
三輪車や
スクー
ターの使
用を禁止
し、子ど
もたちへ
の遊び方
の指導を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自由あそ
び中に転
び、処置
を受けに
事務所に
くる。順
番を園庭
側の入口
で立った
状態で
待ってい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

近くにい
た職員
は、対象
児が待っ
ていたの
を見た
が、保護
者対応を
行ってお
り衝突し
た瞬間は
見ること
ができて
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事務所で
他の子ど
もへの対
応をして
いた。園
庭のほか
の職員は
他の遊具
のそばで
見守りを
していた

事務所の
園庭側入
口付近に
水道があ
り、子ど
もが集ま
りやすく
混雑して
いること
が多い。
人の多い
ところで
待ってい
たことが
原因と考
えられ
る。水道
付近に子
どもが集
まらない
ように見
守りを徹
底し、必
ず１人職
員を配置
する。

処置を待機
するとき
は、園庭の
側で入り口
付近で待つ
ことは禁止
し、玄関側
の事務所の
入り口で
座って待つ
ようにす
る。

2564

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12 1 3 1 1 4 2 2 2 2歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

顔面(口腔
内含む)

顔面裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

―

今後もマ
ニュアル
の活用及
び研修を
継続す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

52 ―

今後も施
設設備等
の安全点
検を継続
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園内で走
ることの
危険性及
び履物の
着脱の方
法を更に
子どもた
ちに伝え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午前の自
由遊び
後、保育
士に尿意
を伝え
走ってト
イレに向
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

絵本の読
み聞かせ
を行おう
と子ども
を集めて
いた保育
士が、本
児が尿意
を知らせ
たためト
イレに行
くことを
促した
が、本児
が転倒す
るとは思
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ホール内
のコー
ナー保育
エリアに
残ってい
た子ども
に付いて
いた。

保育士間
の連携及
び子ども
の行動に
対する予
測が足り
なかっ
た。

保育状況の
変化に都度
対応した連
携を図る。
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2565

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

24
うち
外出
者22

11
う
ち
外
出
者9

13
4

うち同
行3

4
うち同行3

4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨外
顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

―

広範な場
所で子ど
もたちが
自由に走
り回るよ
うな場面
では、子
どもたち
の安全を
確保でき
るよう、
保育士の
立ち位置
を検討
し、留意
点を再確
認した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24 ―

今回は施
設外での
事故であ
り、園内
の遊具、
設備等と
の関連性
は薄いた
め、改善
策は講じ
ていな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

広い範囲
にひろ
がって遊
ぶ子ども
の見守り
の難しさ
があるも
のの、安
全に遊ぶ
ために
は、全体
を注視す
る必要性
があるこ
とを再確
認、徹底
すること
とした。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園外散歩
で気持ち
が高ぶっ
たのと、
広い公園
で走った
ため、い
つもより
勢いよく
走る姿が
見られ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

３名中、
保育士１
名は比較
的近いと
ころで子
どもたち
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他２名の
保育士
は、離れ
た所で別
のグルー
プの子ど
もたちの
見守りを
してい
た。

―

子どもたち
の突発的な
動きは予測
困難である
が、気持ち
の高揚から
周囲の注意
がおろそか
になるな
ど、危険な
状況につな
がる可能性
のあること
を予測し、
適切に介入
するために
どこに立っ
て見守りを
行い、どの
ように介入
するのが効
果的かにつ
いて、検討
を行なっ
た。

2566

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上児 14 2 2 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
通顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

活動の基
本を伝え
きれてい
なかっ
た。

活動の前
に、注意
点を伝え
集中力を
上げてか
ら行う。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

安全に配
慮した環
境にす
る。

跳び箱の
時だっだ
ので、着
地の時に
バランス
を崩さな
いような
マットの
硬さを考
え、表面
を少し硬
いマット
にした。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

連携がう
まくいっ
ていない
と、安全
の確保が
薄くな
る。

連携を上
手くし、
誰がどこ
を見る
か、誰が
主にな
り、誰が
補助にな
るか役割
を明確に
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱の
両脇に二
人の保育
士が立ち
活動して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

跳び箱の
両脇に二
人の保育
士が立ち
活動して
いた。

飛び降り
た時にバ
ランスを
失った。

着地のレベ
ルを見て段
数を上げ
る。それを
見極められ
る力量を養
う。

2567

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

43 23 20 8 8 3歳
2.女
児

幾分内反足
ぎみに歩
く。昨年度
自宅で転び
今回と逆の
左肘を骨折
している。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

引き続
き、各場
所での職
員の配置
を保育の
内容に合
わせて考
えていく
と共に、
皆で周知
をする。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300
園庭の凹
凸

引き続き
毎日の点
検を行
い、園庭
の整備
（均等）
を行う
保育室の
床や園庭
など玩具
が床一面
に広がら
ないよう
環境整備
をしてい
く

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

1ヶ月でギ
ブスが取
れる。保
育室で静
的なあそ
びで他児
と共に過
ごし、個
別の対応
が出来な
い場合や
慌しい場
合は事務
室で過ご
す。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

３歳児２
０名、２
歳児２０
名ほどで
園庭が余
裕のある
時間に、
本児と女
児が大き
な声で笑
いながら
走り回っ
ていた。
園庭のほ
ぼ中央
で、足が
もつれる
ように転
び、後ろ
を走って
いた女児
が本児の
上に乗っ
てしまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

乳児と２
クラスで
園庭に出
ていた
為、職員
８名で見
ており、
遊具につ
いている
職員が多
かったも
のの、遊
具に付か
ず全体の
把握をし
ながら児
を見てい
る職員も
いた。本
児の様子
も至近で
はない
が、様子
を把握し
ており、
転んだ際
にはすぐ
に駆けつ
けること
が出来
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

乳児と２
クラスで
園庭に出
ていた
為、職員
８名で見
ており、
遊具につ
いている
職員が多
かったも
のの、遊
具に付か
ず全体の
把握をし
ながら児
を見てい
る職員も
いた。遊
具につい
ている職
員も目の
前の児だ
けでなく
他への目
配りをし
ていた。

―

危険が予測
される場合
には、声を
かけ注意を
促していく
こと又、園
庭で遊ぶ前
に環境の状
況を職員間
で周知する
よう再確認
をした。

2568

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

4.3歳児ク
ラス

14 2 2 3歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルの整備
はされて
いたもの
の、その
理解が不
十分だっ
た。

危機管理
マニュア
ルの徹底
を行う。
全職員で
の読みあ
わせと、
その理解
を確認す
るための
全職員面
談を園長
と法人担
当で行
う。

― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

医療機関
への受診
の必要性
も担当職
員が自己
判断で不
要と判断
してし
まった。

危機管理
マニュア
ルの徹底
を行う。
事故発生
直後は園
長への連
絡を徹底
し、自己
判断をし
ないよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故直
後、痛が
る様子も
あった
が、その
後は公園
で再度遊
び始め
た。ま
た、園に
戻った後
は利き手
を使わな
いという
不自然な
様子は
あった
が、激し
く痛がる
様子はな
かった。
翌日は通
常通り登
園し、痛
がる様子
はなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ブランコ
から落下
した瞬間
は見てい
なかった
が、落下
後は当該
児の様子
は観察し
ていて、
再度遊ん
でいる様
子を見て
いる。そ
の様子か
ら園長へ
の連絡を
怠ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ブランコ
落下後に
当該児に
声掛けを
行い、当
該児が自
分で落ち
てしまっ
たこと等
を聞き出
してい
る。

3歳児14
名が公園
で遊んで
いたが、
事故の瞬
間を2名
の保育者
が見てい
なかっ
た。

危機管理マ
ニュアルの
徹底を行
う。また、
職員の公園
での配置や
連携不足が
見られるた
め、5月中に
園長が危機
管理に関す
る研修を行
う。

2569

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

18 2 5 13 10 14 12 0 18 16 3歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

本児は日
頃より不
注意なと
ころがあ
り、降り
てくると
きには、
ゆっくり
おりてく
るよう声
がけなど
必要だっ
た。

これまで
も子ども
がジャン
グルジム
で遊んで
いたとき
は、必ず
大人がつ
くように
していた
が、今後
も配置す
る。また
その子に
あわせた
声がけな
どを気を
つけるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

5

ジャング
ルジムの
構造上、
足場がぬ
けている
箇所があ
るので、
そのこと
を注意し
ないと、
足をふみ
はずして
しまうこ
とがあ
る。

ジャング
ルジムの
構造上の
問題のた
め、近く
にいる職
員が声か
けを徹底
し、注意
をうなが
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
の中に、
ジャング
ルジムで
の遊びの
危険につ
いての意
識が薄
かった。

日頃の保
育の中
で、固定
遊具の遊
び方につ
いて子ど
もたちと
危ないこ
となど確
認してお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃の遊
び方とか
わりはな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

高い所ま
でのぼっ
ていて、
危なく感
じたた
め、下に
おりてく
るように
声をかけ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
で、1人つ
いていて
くれてい
たため、
他の子ど
もの様子
をそれぞ
れ見守っ
ていた。

1人つい
てくれて
いたこと
に安心を
して、他
の職員が
本児の動
きに気付
いていな
かった。

全体を見守
る職員は危
険を事前に
察知できる
よう、園庭
での遊びの
中でどこに
危険がある
のか、学習
をする。
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2570

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

47 24 23 5 5 4歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

なし

毎月の会
議で危険
予知につ
いて、職
員間で共
有してい
るが、よ
り深く事
故につい
ての検証
や予防に
ついて考
える時間
を作る。

― ― ― ― ― ― ―

公園の遊
具で遊ぶ
ことによ
る怪我の
リスクの
把握。ま
た、安全
に使用で
きるかど
うか遊具
の状態等
を確認す
る。

―

新年度に
なり、新
担任で子
どもの姿
等まだ理
解できて
いないこ
とがあっ
た。
また、公
園内での
遊び方に
ついて説
明不足も
あった。
本児もベ
ンチ周り
で
追いか
けっこを
していて
高揚して
いた。

保育者が1
人1人の遊
びをしっ
かり確認
し、連携
をとって
見守って
いく。
また、遊
び方につ
いて遊ぶ
前に伝え
ていく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

４，５歳
児合同で
散歩に行
く事を喜
び、散歩
へ出発前
から、高
揚する様
子が見ら
れた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が遊
んでいる
場所は確
認してい
たが、一
人の保育
士は他の
子ども達
と鬼ごっ
こをして
いたこ
と、もう
一人の保
育士は他
のグルー
プの遊び
を見てい
た為、怪
我の原因
になった
着地の様
子は見れ
ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広い公園
だったた
め、保育
者がちら
ばってい
た。
また、子
どもの動
きに合わ
せ動いて
いた為、
見ていな
かった。

公園の好
きな場所
で子ども
達を遊ば
せたが、
進級して
間もない
こともあ
り、保育
者同士で
子どもの
予想され
る動きの
共有が出
来ていな
かったこ
とが要因
と考えら
れる。

子ども達の
遊びの様子
（動的なも
の・静的な
もの）に合
わせ、保育
者の動きも
柔軟に変え
ていく必要
がある。特
に動きがあ
る遊びにつ
いては至近
に位置し、
子の動きや
遊びの前後
に注目する
必要があ
る。

2571

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5歳以上児 19 3 3 5歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつも遊
び慣れて
いるグラ
ンドだっ
たが、ク
ローバー
が子ども
のくるぶ
しほどの
高さに生
長し、足
を取られ
た（靴が
すべっ
た？）こ
とが考え
られる。

慣れてい
る場所で
も、草が
繁ってい
ると思い
がけなく
転倒する
こともあ
るので、
遊ぶ前に
安全確認
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊び慣れ
た公園で
いつもと
変わりな
い様子で
遊び、
走ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の２
ｍほど後
ろを走っ
ていたと
ころ、前
方で本児
が突然転
倒した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広いグラ
ンドなの
で、他児
の見守り
のため離
れた場所
にいた。

―

靴は履いて
いたが、草
で足を取ら
れることを
考え、走り
出す前に声
掛けをす
る。

2572

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

4
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

39 19 20 2 2 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

―

園庭遊び
の約束や
遊具の使
い方を確
認する。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

週末の夕
方で子ど
もたちも
疲れが出
る時間帯
であるこ
とを考慮
しなけれ
ばいけな
かった。

木枠にす
のこを掛
けない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故直後
はひじの
内側を痛
がった
が、腫れ
もなく、
自動運動
や挙手動
作を確認
したが、
痛がるこ
ともな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

固定遊具
を見守っ
ていたた
め、対象
児の動き
は見えて
いたが、
声はかけ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう１名
の職員
は、担当
職員・対
象児の動
きを見て
いなかっ
た。

すのこを
掛けてい
た時点で
止めさせ
ようかと
思った
が、固定
遊具を見
守ってい
て、声を
掛けな
かった。

気付いたこ
とはすぐに
声に出して
子どもの行
動を促す。

2573

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 0 0 0 7 7 8 0 3 3 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

遅番保育
への引継
ぎの時間
帯で担当
職員間の
出入りが
あったた
め

引継ぎ
は、必ず
全児を集
め、児童
点呼後安
全確保を
確認後実
施する。

1.定期的
に実施

60
1.定期的
に実施

60
1.定期的
に実施

―

児童の発
達状況か
らみる
と、高さ
のある鉄
棒での回
転運動は
難しかっ
たと思わ
れるため

児童の挑
戦意欲を
損なわな
いよう
に、鉄棒
遊びでは
補助や近
くでの見
守りを行
う。遊具
を使う前
に、保育
士に声を
かける遊
びの約束
の確認を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の下
にクッ
ション
マットを
敷いて
あった
為、本児
の痛みの
軽減につ
なげるこ
とが出来
た。

砂、土を
払い、
マットの
点検を
し、万が
一に備え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒の上
り下りを
何度も繰
り返し楽
しんでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒で遊
んでいた
姿は確認
していた
が、そば
について
いなかっ
たために
すぐに手
を差し伸
べられな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

体調の悪
い児の姿
が気にな
り、引継
ぎを早め
てしまっ
た為、子
どもの安
全確保が
不十分
だった。

今回の事故
を教訓に、
子ども達全
員を一緒に
遊び方の約
束の確認を
行うと共
に、職員間
の共通理解
を図ってい
く。

2574

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

17 2 2 3歳
2.女
児

後日経過観
察のため受
診した。ギ
ブスを外
し、レント
ゲンを撮影
した結果、
経過良好で
あるとのこ
とである。
次回2週間後
再受診する
予定。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

十分な職
員配置で
あったが
思いがけ
ない子ど
もの姿が
あること
を共通理
解する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

換気のた
め窓の開
放をして
いたが、
網戸など
はなかっ
た。

網戸があ
ることで
危険であ
ると思わ
れたが開
閉自体を
考える必
要があ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士の
見守りの
中で行っ
ていた
が、３歳
児でもあ
るのでそ
のような
子どもの
姿から転
倒する恐
れがあ
り、危な
いなど伝
える必要
もあっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体つきが
ぽっちゃ
りしてい
て動作が
ゆっくり
である。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

経験12年
の職員で
あるので
全体把握
もできる
が、子ど
もの動き
になおか
つ予測が
必要で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3歳児クラ
スは２ク
ラスあ
り、3人の
連携が必
要であっ
た。

―

日頃の子ど
もの姿から
危険や事故
について今
まで以上の
予測が必要
である。

2575

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

19 ― 5 2歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6
2.基
準配
置

出産時、
早産で生
まれてい
たため、
年齢的、
体力的に
足腰が
しっかり
していな
かった
為。

その子一
人一人の
体力を見
極めて、
遊びに誘
う

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

300

園庭に遊
具が多
く、走る
場所が少
ないの
で、築山
の周りを
走った為

隣の公園
で走った
方が良
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

築山の周
りが、ど
うしても
少し坂に
なってい
たり、乾
いてすべ
りやすく
走って足
を取られ
た。

築山の周
りでは、
走らな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園した
子から、
荷物の片
づけ外に
出る準備
をしてい
つも通
り、園庭
に保育士
と共に出
て走っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
含めた4～
5人で走
り、側に
ついてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

4～5人の
子だけ、
走ってい
て、他の
保育士
は、受け
入れ、靴
はきにつ
いてい
た。

築山の周
りが、や
や斜めな
ので、子
どもには
走りにく
いと理解
できな
かった。

保育士が園
庭の状況を
理解し、平
たんな場所
で走らせ
る。

2576

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

65 3 8 11 14 14 15 26 19 4歳
2.女
児

日頃より、
本児は腕が
抜けやすい
との家庭よ
りの連絡が
あった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

数
2.基
準配
置

隣接する
施設との
境界がな
く立入禁
止という
意味も理
解が難し
いのかも
しれない

保育者が
目子ども
の動きを
確認を
し、危険
に繋がる
行動に注
意を払
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2

正門の近
くで出入
りが多
く、受け
入れ時、
別れ際に
見落とす
ことに注
意が必
要。

・危険
（フェン
スを越え
ない）・
個所の確
認。・目
配りをき
ちんとす
る。

― ―

年齢の高
い児につ
いても油
断せずに
目配りを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段、余
り大きな
動きをす
る児では
ないが、
お友だち
に誘われ
るままに
動くこと
を念頭に
見てい
く。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

小さい児
が複数人
いる中
で、大き
いクラス
の集団の
動きにつ
い信用し
てしまっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

連携を図
りながら
ながら小
さい児ば
かりに気
をとらわ
れず、役
割分担を
して見て
いくこと
を職員間
で再確認
をする。

―

声を掛けあ
い、目配
り、気配り
を行ってい
くべきであ
る。再度、
職員間で話
し合い職員
の体制の見
直しも視野
に、安全確
保に努め
る。
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2577

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5歳以上児 19 2 2 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

前腕骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特に当該
滑り台部
分はス
ピードが
出て危険
を伴う

子どもた
ちの気持
ちが、高
揚してい
る様な状
況では、
子どもの
遊び方を
制限する
ことも考
慮しなが
ら、保育
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動はあ
まり得意
ではな
く、積極
的には動
かない方
だが、こ
の日は活
発に遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

大型遊具
の対象児
が滑った
滑り台と
反対側の
滑り台の
ところで
他児の動
きに注意
をはらっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

大型遊具
の雲梯部
で雲梯を
している
子どもた
ちを、見
守ってい
た。

子どもの
全体状況
を掴み、
適切な声
かけや配
慮ができ
ていな
かった。

常に子ども
たち全体を
見るように
するため、
立ち位置を
考える。ま
た、目の届
く範囲で遊
ばせるた
め、範囲を
狭めること
も、考慮す
る。

2578

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

104 14 26 31 33 13 12 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

太鼓橋か
らの落下
による
「右手首
骨折（右
橈骨遠位
端骨
折）」

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

ヒヤリ
ハット等
を用いた
研修によ
り職員の
安全意識
向上を図
ります。

2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

― ―

遊具点検
を継続的
に行い安
全管理に
努めま
す。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

太鼓橋を
裏側から
懸垂をし
ながら
登ってい
た。

遊具の安
全な使い
方の指導
をしま
す。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

太鼓橋を
上側でな
く裏側か
ら懸垂を
しながら
登れるよ
うにな
り、活動
的であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当クラ
スの子供
たちの位
置確認を
しながら
全体を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当クラ
スの子供
たちの様
子を危険
が無いよ
う見守っ
ていた。

―

児童の様子
を見て声か
けを行い注
意を促しま
す。

2579

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

19 3 2 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左尺骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

子どもの
動きを想
定し、見
守りを強
化する。

2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

床で頭な
ど打撲を
避けるた
めマット
を敷いて
いるが、
引き続き
マットを
敷いて安
全面に気
を付け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

だんご状
態になる
のを避け
るため、
輪になり
座った状
態から同
じ方向に
走り出す
子どもの
間隔を３
人から５
人間隔に
し、子ど
も同士の
衝突を避
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当該園児
も意欲を
持って取
り組んで
おり、講
師の指示
に従って
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

リトミッ
クのカリ
キュラム
に当該園
児から
２・３人
離れたと
ころから
他の園児
とともに
参加して
いた。
事故発生
時つまず
いた様子
はなかっ
たが、何
人かがだ
んご状態
になって
いたのは
確認して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

障がい児
の隣で一
緒に同じ
カリキュ
ラムに参
加してい
た。

―

プログラム
の内容を把
握し、子ど
もの動きを
見通した配
慮・援助を
行なう。
個別の配慮
も必要だ
が、全体の
動きをとら
える広角的
な視野も
持って保育
する。

2580

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

71 3 9 15 14 14 16 17 17 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左鎖骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

安全マ
ニュアル
の整備
し、事務
所内にマ
ニュアル
を常備し
ている。
また、危
機管理
チームを
編成し研
修に努め
る。職員
配置は適
正であ
る。

職員会
議、昼礼
等を活用
し安全意
識を高
め、指導
に反映さ
せてい
く。

1.定期的
に実施

毎朝
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

毎朝早番
の保育士
が遊具点
検を行っ
ている。
当日天気
も良く雲
梯が濡れ
ているな
ど異常は
なかっ
た。雲梯
の下には
クッショ
ンを敷い
ている。

遊具の配
置は子ど
もの動線
を配慮し
て配置し
ている。
遊具の安
全な使い
方は繰り
返し伝え
ていく。
保育士に
は、子ど
もの動き
を見守り
つつ、場
面を捉え
て安全に
遊ぶため
のルール
作りを指
導してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士同
士が連携
をとり子
ども達に
目を配る
ようにし
ている
が、「落
下するか
もしれな
い」とい
う予測ま
でが出来
ていな
かった。

「落下す
るかもし
れな
い」、
「衝突す
るかもし
れない」
というリ
スクマネ
ジメント
が欠けて
いた。付
近で目視
するだけ
ではな
く、危険
が予測さ
れる場所
には実際
に保育士
が見回る
といった
役割分担
を検討す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りに登所
する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯の近
くで対象
児と他児
を見てい
たが、対
象児が落
下する瞬
間に動い
たが間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

雲梯の近
くで他児
と関わり
ながら複
数の保育
士が見
守ってい
た。

保育士が
付近にい
たが、落
下すると
は思わな
かった。

異年齢児構
成としてい
るが、他の
子どもの状
況を確認す
る時、また
雲梯をして
いる子ども
から目を離
す時は、子
どもが雲梯
をわたり降
りたことを
確認してか
らにするよ
う、保育士
全員に注意
を与える。

2581

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

18 3 3 2歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6
2.基
準配
置

― ―
2.不定期
に実施

52
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

30 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

保護者が
仕事が休
みだった
ため、い
つもの生
活リズム
と違って
おり、登
園時から
ぐずって
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児
は、滑り
台が大好
きで何回
か滑って
遊んでい
るところ
を確認す
る。その
後他の園
児を見て
いた。落
下すると
ころは見
ていな
い。滑り
台の近く
でうずく
まって動
かないと
ころを発
見する。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の園児
を見てい
た。

保育士3
人で園児
の見守り
をしてい
たにもか
かわらず
事故が発
生したこ
とから、
見守りの
方法に問
題があっ
たと考え
られる。

園庭で遊ぶ
際には遊具
近くに保育
士を配置し
て周辺の見
守りを行う
ものとし、
遊具で危険
な行動を
とった時に
はすぐに対
応できるよ
うな見守り
体制とす
る。
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2583

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

5 0 5 7 4 4 2歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

怪我やヒ
ヤリハッ
トの分析
等を行っ
ていな
かった。

予防マ
ニュアル
の作成
し、職員
間で定期
的に確認
し事故予
防に努め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

随時

クラスご
とに事故
につなが
りやすい
所、物を
確認不足
であっ
た。

新たにク
ラスごと
に安全点
検票を作
成し、定
期点検を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育室に
大人用回
転イスを
置いてい
たこと。

大人用回
転いすの
撤去。ど
んなもの
であって
も事故が
発生する
可能性が
あるとい
う危機感
を持ち、
それを職
員間で共
有する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

大人用回
転いす
（背もた
れ有）に
乗り、立
ち上がろ
うとす
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
大人用回
転椅子に
上がった
のを降ろ
し、椅子
から離れ
たことを
確認した
あと、少
し離れた
ところへ
移動。対
象児が再
度椅子に
乗ってい
るのを見
つけて抱
き下ろそ
うと駆け
寄った。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

危険だと
思った
が、近く
に保育士
もいて大
丈夫だと
思って見
過ごす。

保育中に
保育士が
子どもを
膝に乗せ
て、回転
いすで遊
んでおり
危機感が
おろそか
になって
いた。

興味がある
ものでも危
険なもの
は、活動の
際には取り
除き、環境
を整える。
子どもの行
動を察知
し、予測し
て怪我を未
然に防ぐよ
うにする。

2584

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 8 0 0 0 0 0 0 0 1 1 5歳
1.男
児

天気晴れ
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左前腕骨
(橈骨・尺
骨）骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

―

職員会で
毎回ヒヤ
リハット
の職員全
員での共
通理解を
行う

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 ―

鉄棒に不
備や劣
化・破損
等はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

遊具の適
切な使用
方法を伝
え、補助
の必要な
子どもに
は付き添
う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちが
鉄棒で前
回りをし
ているの
を見て自
分も同じ
ように両
手で鉄棒
に飛び上
がり、前
回りをし
た際何か
の拍子に
転落し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

5歳児の時
間として
園児５歳
児８名が
園庭で遊
んでいた
ところ、
全体が見
渡せる場
所で保育
士１名が
見守って
いた何か
あれば駆
け付ける
ことがで
きるよう
に様子を
見てい
た。転落
の瞬間は
砂場のほ
うを見て
おり手を
差し伸べ
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は室内で
他の業務
（3歳児・
4歳児）に
携わって
いた

―

運動面で配
慮が必要と
思われる子
どもを把握
し常に気に
かけておく

2585

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

57 2 8 8 9 18 12 0 11 9 6歳
2.女
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6
2.基
準配
置

保育士
は、降園
し保護者
の管理の
元にある
と考えて
いたが、
保護者は
遊び慣れ
た園庭で
事故が起
きると考
えず、両
者に意識
のずれが
あった。

兄弟がい
る場合は
年齢差に
よる動き
の違いを
考慮し、
兄弟の降
園準備が
整うまで
玄関から
出ない、
又は保育
士が見守
るなど配
慮する。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

太鼓橋の
高さ、設
置場所が
適切で
あった
か。
園庭入口
にあり、
多くの子
ども、保
護者が通
る場所で
ある。設
置場所の
検討。

専門業者
による遊
具点検実
施（近日
中）

7.その
他

降園時で
あり、開
放的な気
持ちに
なった。
園庭遊具
で遊ぶ児
童が少な
く、日中
と比較し
本児の動
きが大き
くなった
と思われ
る。

固定遊具
の使用に
ついて、
注意喚起
をする。
また、保
育の中で
子どもに
対しても
遊具の使
い方、そ
れに伴う
危険など
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者の
迎えがあ
り嬉し
く、保護
者を待た
ず園庭に
出る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降園後の
為、保育
士は園内
にいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降園後の
為、保育
士は園内
にいた。

降園時に
園庭開放
するが、
管理責任
が曖昧で
あり、園
は保護者
に任せ、
保護者は
園庭なの
で他の公
園ほど子
どもに目
を向けて
いない。

降園時、園
庭に寄って
遊ぼうとす
る親子には
その都度、
傍で見守る
ように声を
かけ、様子
を見る。夕
方17：15分
以降は職員
確保が難し
い為、進入
禁止のコー
ンを設置し
園庭開放は
しない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で、
友だちと
走ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

走ってい
たところ
は、保育
士の視野
には入っ
ていた
が、すぐ
傍にはい
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

事故当
時、担当
職員同士
で話し合
い一人が
目視でき
る状態、
砂場のこ
ろにも職
員がい
た。

園庭で
走って遊
んでいた
状況だっ
たが、夢
中になり
砂場のま
わりの
コーナー
のところ
で、勢い
がついた
ままだっ
たためバ
ランスを
崩し転倒
してし
まった。

遊びの設定
としてもっ
と早い段階
で走る場所
の確認をし
たり、制止
すべきとこ
ろや滑りや
すいところ
にコーンを
置くなど対
策を検討す
る。

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

保育所独
自の取り
組みとし
てもヒヤ
リハット
ＰＪを中
心に常日
頃事故防
止に取り
組んでい
る。今回
の事故発
生時も受
傷直後に
報告があ
り、本児
の特性や
状況を保
護者と共
通理解の
もとに経
過の把握
に努め
た。受診
も想定に
いれて丁
寧な対応
を行なっ
たこと
で、連携
を速やか
に取る事
ができ、
受診につ
なげられ
たと考え
る。

クラスの
子どもを
できるだ
け死角の
ないよう
視野にい
れるべく
担当職員
の立ち位
置を常に
考えなが
ら保育に
あたるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊びの設
定として
もっと早
い段階で
やり方の
確認をし
たり、制
止すべき
だった。

走る場所
の確認を
する。制
止すべき
ところに
コーンを
置くなど
対策を
とった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

３回目の
骨折であ
り、普段
より体幹
を使う遊
びを行っ
ていた
が、本児
はなかな
か入りた
がらない
ことが多
く、ボ
ディーイ
メージを
つける取
り組みの
積み重ね
ができて
いなかっ
た。

今後は、
ボディー
イメージ
をつける
取り組み
や個々の
視野を広
げられる
ように、
様々な動
きを生活
の中や遊
びの中で
取り入
れ、経験
を積み重
ねて体づ
くりに繋
げていき
たい。

2582

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 0 0 0 0 20 17 0 4 4 6歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの
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2586

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5歳以上児 17 3 3 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

物を手に
持ったま
ま歩行す
ることは,
危険が伴
う可能性
があるこ
とを各保
育士が認
識し、園
児の行動
に注意す
るよう周
知徹底す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

― ―

今回も下
見は行っ
たが、園
外保育等
通常と異
なる場所
で活動す
る際に
は、危険
個所等が
ないか、
より確認
を徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段より
運動面が
苦手で、
体を動か
す遊びが
少なかっ
た。転ん
だ時の身
の受身体
制が出来
ていな
かった事
が原因と
考えられ
る。

身体の受
身が上手
に出来な
いだろう
と考えら
れる被災
児がレ
ジャー
シートを
持ったま
ま歩くこ
とは止め
る方がよ
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

公園の広
場で弁当
を食べる
準備の
為、レ
ジャー
シートを
方手に畳
んだ状態
で持ちな
がら、広
げる場所
を見つけ
る為に歩
き始め
た。他児
も同じ動
きをす
る。
リュック
は背負っ
ていた。
地面は公
園の石
畳。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
転倒した
ところは
見てい
た。両手
はついた
ので、痛
みを感じ
る場所を
対象児に
聞きなが
ら、全身
を触れな
がら確か
める。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児の
シートを
広げる介
助をして
いた。

―

普段より、
転んでも大
丈夫なよう
な遊びを取
り入れ、保
育してい
く。

2588

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

19 1 1 3歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

―
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

３～５
2.基
準配
置

―

子どもの
トラブル
に丁寧に
対応でき
る人員配
置

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

― ―

原因が施
設、遊具
の不具合
ではない
ので、
ハード面
での改善
策は特に
ありませ
ん。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士は
慌てて体
格の良い
本児を引
き離した
ため、力
が入って
いたと思
われる。

子どもの
トラブル
に丁寧に
対応でき
る人員配
置

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児との
トラブル
が多く、
感情の起
伏が激し
く、時に
コント
ロールの
難しい子
どもだっ
たので、
今回のト
ラブルも
すぐに行
動に出た
ようだ。
保育士が
絵本を取
ろうと振
り向いた
一瞬の間
に他児の
上に乗っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士に
は、本児
が感情の
コント
ロールが
難しい子
だという
認識があ
り、下に
いた子ど
もの苦し
そうな顔
も見えて
いた。馬
乗りに
なって弾
んでいた
本児を素
早く離そ
うととっ
さに両脇
を抱えて
引き離し
た際、床
で強く足
を打った
と考えら
れる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

夕方で職
員が減っ
ていく時
間でもあ
り、３歳
児（１・
２組）を
１人で担
当してい
た。

―

とっさでは
あったが、
本児を下す
際に丁寧に
下すべき
だった。

2589

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

28 2 2 3歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
顔面(口腔
内含む)

鼻骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

―
マニュア
ルの点検

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―

行事の準
備の為に
机が設置
されてい
たが、周
りには何
もなく置
く位置に
問題ない
と思われ
る。

子どもの
通る位置
を考え机
の設置を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

行事の準
備に気を
取られた
本児が集
団から外
れてし
まった。
それに気
づくのが
遅れたた
めと思わ
れる。

いつもと
違う動き
の時は特
に全体を
見渡し子
どもへの
援助をし
ていくよ
うに職員
全体に周
知する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃か
ら、集団
から外れ
る傾向が
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

１名は、
先頭に立
ち誘導し
ていた。
１名は行
事の準備
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

フリー保
育士が補
助につい
て走って
きた本児
のことは
見たが、
一瞬のこ
とでぶつ
ける瞬間
は見てい
ない。

事故が起
こった
後、子ど
もの様子
を見ただ
けなの
で、腫れ
ていない
ので冷や
して様子
を見ると
いう判断
となって
しまっ
た。

事故が起
こった後、
子どもの様
子だけでな
く、周りの
様子を確認
し、他の職
員や子ども
達にも聞き
取りをし、
状況を詳し
く把握する
ことですぐ
に病院に受
診する判断
となったの
ではと思わ
れる。

― ―

太鼓橋の
高さが小
学校と変
わらない
ため、低
くできる
ものなの
か検討す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

幼児クラ
ス合同で
遊んでい
る中で、
普段上手
に上り下
りしてい
る本児が
落ちる事
を想定し
ていな
かった。

高い場所
で遊ぶ際
には、保
育士が側
に付き見
守り、す
ぐに支え
られるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児はた
いこ橋に
ぶら下が
り遊んで
いた。他
児が後ろ
から本児
を揺らそ
うと、ふ
いに背中
を押した
ため、手
が離れ、
落下して
しまう。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭園舎
側の水道
付近にい
る。片付
けを知ら
せる曲を
CDデッキ
にて流す
ため園庭
にいる他
の職員に
声をか
け、園庭
を確認し
た所、落
下する場
を目撃す
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場に1
名、滑り
台に1名、
ブランコ
に1名、園
庭園舎よ
りに1名で
ついてお
り、たい
こ橋付近
にはいな
かった。

すぐ近く
に保育士
が付いて
おらず、
手を差し
出した
り、他児
に声掛け
たりする
ことがで
きなかっ
た。普段
から上手
にたいこ
橋を上り
下りする
姿に、担
任も安心
してし
まってい
た。押す
事を予測
できず、
事前に押
す事を危
ないとい
う声掛け
もできて
いなかっ
た。

高い場所や
固定遊具か
ら押すとど
のような危
険があるの
か、クラス
全員で話し
合う。その
中で鉄棒、
ジャングル
ジム、すべ
り台、ブラ
ンコ、たい
こ橋、一つ
一つの使い
方について
も丁寧に確
認をしあっ
た。遊具に
は必ず保育
士が側に付
き安全を守
れるよう、
手の届く場
所に立つ。
園全体にも
報告をし、
再発防止に
努めてい
く。

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕両骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

１～２
2.基
準配
置

―

事故予防
や、危機
管理の研
修を積極
的に受け
る。会議
でヒヤリ
ハットを
報告し、
全職員で
危険個所
などを共
有し把握
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

2587

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

53 20 17 16 5 5 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中
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2591

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

25 2 2 4歳
1.男
児

特になし 8.その他
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

外傷性歯
牙不完全
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

廊下は
ゆっくり
歩くよう
に繰り返
して伝え
ていくよ
う職員間
で再確認
した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

園庭に出
るため靴
下を履い
ており、
階段を降
りたとこ
ろで、方
向転換を
したため
に足が
滑ってし
まった。

靴下を履
いている
ときは特
に滑りや
すくなる
ため、急
がないよ
う伝え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

押さな
い、走ら
ないなど
あわてず
に移動す
るよう子
どもたち
に声をか
けていた
が自ら転
んでし
まった自
損事故
だった。

保育士は
子どもの
動きを把
握し、早
めに子ど
もたちに
声をかけ
て注意を
促してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

転倒時に
手をつか
ないこと
がよくあ
る

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

階段の１
階に付
き、他児
と同様に
玄関に靴
を取りに
行くよう
誘導して
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

階段の２
階につい
ていたた
め、見る
ことはで
きなかっ
た。

特になし

担当は、階
段の上下に
付き、1階に
配置された
職員は、全
児に急がず
歩いて移動
するように
伝える。

2592

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

16 2 2 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

―

園内研修
でも常に
子ども達
を見守っ
ていくこ
とを意識
し、この
ようなこ
とが起こ
らないよ
う全職員
で気をつ
けていき
たい。

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300
2.不定期
に実施

― ―

今後も2名
の保育士
で点検を
行い子ど
も達が安
全に遊べ
るように
していき
たい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

常に子ど
も達の心
に寄り
添って楽
しい雰囲
気を作り
情緒が安
定して毎
日が過ご
せるよう
全職員で
再確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から鼻
血が出て
いたと保
護者から
報告があ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑り台の
近くで子
どもが滑
る様子を
見ていた
が、対象
園児も普
通通り手
を振りな
がら滑っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象園児
が走って
部屋に
戻ってい
る様子を
見てい
た。

―

今後も複数
態勢で保育
を行うよう
にし一人ひ
とりの子ど
もを受け止
めていける
よう心掛け
たい。

2593

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 4 2 4 2 5 5 5 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

右撓骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

ヒヤリ
ハット・
事故報告
書をもと
に話し合
い、注意
喚起を
行ってい
たが、職
員の意識
がまだ十
分ではな
かった。

職員一人
一人、危
険意識の
レベル
アップが
図れるよ
う、更に
研修を深
めていく
ようにす
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日

トランポ
リンを使
用する際
の安全確
認が不十
分であっ
た。

トランポ
リンを使
用する際
は、下に
マットを
敷き、安
全面の確
認を行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

以上児の
子ども達
であった
ため、小
型トラン
ポリンの
周りに
マット等
の敷物を
敷いてい
なかっ
た。

小型トラ
ンポリン
で遊ぶ際
は、その
周りに
マットを
敷き、も
し落ちて
も危険の
ないよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
く、いと
もどおり
活発に体
を動かし
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の担
任は、す
ぐ近くで
遊ぶ様子
を見た
り、子ど
もたちと
一緒に遊
んだりし
ていた
が、本児
が急にこ
けたた
め、助け
ることが
出来な
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
は、鉄棒
と平均台
のところ
に一人ず
つ立ち、
子ども達
の介助も
しなが
ら、全体
の子ども
の様子を
見てい
た。

土曜日と
いうこと
で通常の
保育と
違ってお
り、子ど
も達も落
ち着かな
い状態で
あった。
また、保
育士も子
どもの人
数が少な
いことで
危険意識
が下がっ
ていたこ
とも考え
られる。

土曜日とい
ういつもと
違う状況に
おいても常
に危険への
意識をもち
子どもから
目を離さな
いようにす
る。また、
異年齢保育
のため、
色々なクラ
スの保育士
が一緒に保
育を行うた
め、通常の
保育時以上
に職員間の
連携を密に
とっていく
ようにす
る。

2594

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

1 5 12 15 12 16 9 6 4 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

前歯の打
撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

鉄棒の利
用時は裸
足になる
約束事

長時間保
育での鉄
棒の制限
をする。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

長時間保
育での鉄
棒の制限
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から一
日元気に
過ごして
いて、長
時間保育
中も活発
に遊んで
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の固定
遊具につ
いていた
り、保護
者への伝
言をして
いたり、
多数の子
どもの遊
びについ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の固定
遊具につ
いていた
り、保護
者への伝
言をして
いたり、
多数の子
どもの遊
びについ
ていた

特になし

長時間保育
での遊びの
見直し・職
員の配置

2595

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

23 2 2 3歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左中指裂
創・左中
指末節骨
開放骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

ピアノの
ふたを閉
める際の
周辺の確
認不足・
子どもた
ちへの徹
底。

ピアノの
ふたを閉
める際の
周辺の確
認不足・
子どもた
ちへの徹
底。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

3 ―

フィン
ガード・
ピアノ鍵
盤横にカ
バーを設
置

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

二人の保
育士がい
たので役
割を分担
すべき
だった

保育の進
め方を事
前に確認
する。保
育士同士
で連携、
声掛けを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変わ
らない

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
もう2人の
子どもが
ピアノの
傍から離
れなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人の子
がリズム
遊びで興
奮してし
まい他児
を押した
りしたの
で止めて
いた。

二人の保
育士がい
たので役
割を分担
すべき
だった

保育の進め
方を事前に
確認する。
保育士同士
で連携、声
掛けをす
る。

他の一人
の保育者
はピアノ
を担当
し、弾き
ながらリ
ズム遊び
全体を見
ていた。
本児童が
正面に向
け転倒し
たことに
気付き、
本児童に
声をかけ
つつ、も
う一人の
保育者に
本児童が
転倒した
ことを伝
えた。

本児童の
怪我が完
治してい
る（保護
者からほ
ぼ完治し
ておりギ
プスを外
すと伝え
られてい
た）とい
う認識を
していた
ので、特
に手を引
く・ぶら
さがりに
注意を払
い、転倒
による再
度の骨折
まで予測
していな
かった。

リズムは内
容を精査
し、手を使
う・手で支
える活動は
しないこと
とし、ス
キップのみ
参加させた
が、ギプス
を外して間
もない時期
で体力や手
腕の操作に
困難さがあ
り、体幹の
支え（から
だのバラン
ス）が難し
かったかも
知れないの
で、見通し
を持つべき
だった。

特に事故
後の本児
童への保
育上の配
慮につい
て、予想
的事態を
想定すべ
きであっ
た

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

随時
1.定期的
に実施

随時

事故発生
日以前に
家庭での
戸外遊び
の時に骨
折し、簡
易ギプス
をし、通
園。事故
前日に簡
易ギプス
を取る。
前回の事
故後の保
育園の対
応に反省
が残る

二階遊戯
室でのリ
ズム遊び
の際の本
児童への
配慮をす
べきで
あった

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ハイリス
ク児とし
て把握で
きていた
のである
から、保
育者は個
別的対応
をすべき
であっ
た。

ハイリス
ク児の場
合、個別
的対応が
望まれる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子は認め
られな
かった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

２グルー
プのう
ち、１グ
ループは
椅子に
座ってリ
ズム活動
をみてい
た。もう
１グルー
プがリズ
ム活動
（スキッ
プ）をし
ており、
本児童は
このグ
ループに
属してい
た。関
わってい
た保育者
は１名
で、１２
名の子ど
も一人ひ
とりのス
キップの
動きをみ
ていた
が、事故
発生時は
本児童以
外の児童
に関わっ
ていて、
直接本児
童が前に
転倒する
場面は保
育者の背
面となっ
ていて直
接見てい
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

2 2 3歳
2.女
児

事故発生日
以前、保育
園を休み
中、家族と
公園に遊ん
でいて、
シーソーか
ら落下し、
受診し結果
右腕を骨折
していた。
その後、保
育園にはギ
プスを付け
登園してい
た。ほぼ毎
日通園して
いた。事故
前日通院し
てギプスが
取れた。腕
を使う遊び
について保
護者と確認
し、保育中
は活動の制
限をしてい
た。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上肢腕
（右腕）
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

今回事故
を負った
本児童
は、保育
園での事
故以前
に、家庭
において
の遊び中
に骨折し
簡易ギプ
スをして
通園を開
始。今回
の骨折部
位が同部
位である
ことを考
えると、
保育を受
け入れた
時点でハ
イリスク
児として
十分に確
認し対応
すること
が求めら
れたと思
う。

2590

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

25 25
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2596

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児ク
ラス

13 13 3 2 2歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

外傷によ
る歯牙の
埋入

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

早朝夕方
保育、時
差勤務保
育士の代
替保育補
助員等に
も適宜マ
ニュアル
の周知に
努めてい
る。

今後も、
事故防止
に向けて
は職員間
でマニュ
アルの周
知とヒヤ
リハット
への取り
組みの強
化をす
る。ま
た、パー
ト職員を
含め技術
の向上に
努めてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

48

職員間で
実施でき
る範囲の
施設、備
品、玩具
等の点検
を実施し
ている。

これまで
漠然と定
期的に点
検を実施
してきた
が、点検
表等を作
成し、誰
が実施し
ても必要
点検箇
所、安全
対策等が
分かるよ
うに、周
知するこ
とが必
須。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

歩行が不
安定な１
歳児保育
での事故
だった。
砂場おも
ちゃの置
き方、危
険度の共
有が足り
なかっ
た。

おもちゃ
箱の周囲
で転倒し
た場合は
ケガにつ
ながる可
能性が高
いことを
周知し子
どもを見
守る。危
険箇所
マップに
追加し
パート職
員を含め
周知す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラス全
体の動き
は砂場で
遊ぶ雰囲
気だっ
た。半数
以上の子
どもが砂
場で遊
び、遅れ
て庭に出
てきた子
どもは砂
場に向
かって歩
いている
ところ
だった。
本児は砂
場にはさ
ほどの興
味がな
かったよ
うで違う
遊びを求
めて出て
行った。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラスの
半数以上
の子ども
が砂場に
集中して
いたた
め、保育
士は砂場
に２人、
砂場に
向って歩
いている
子どもの
見守りに
１人だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

５歳児ク
ラスは(担
当保育士
２名）庭
に出よう
と保育室
からテラ
スに出て
準備をし
ていた。
５歳児担
当保育士
は砂場か
ら１０
メートル
ほど離れ
ていたた
め事故
時、何か
が起きた
(詳細は不
明）？と
いった認
識だっ
た。

砂場で遊
び始めた
直後の出
来事で担
当職員１
名は本児
の方向を
向いてい
たものの
受傷時は
見ていな
かった。

複数の職員
で子どもを
見守る時に
は職員の立
ち位置、重
要ポイン
ト、危険箇
所など声を
掛け合って
事故防止に
努める。

2597

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

30 4 4 10 9 9 2 6 4 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

公園で遊
び始める
時、諸注
意を話す
前に本児
が遊具に
走った

公園へ出
かける時
は必ず行
く前や遊
ぶ前に諸
注意や約
束を守れ
るように
話し、保
育士の立
ち位置も
決めてお
く

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

登園後よ
り落ち着
かず、注
意を受け
ることが
多かっ
た。公園
到着後、
麦茶を飲
み終えす
ぐに遊具
に走り、
雲梯につ
かまろう
として落
下した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

公園到着
後水分補
給をさせ
ている最
中に事故
が起き
た。すぐ
に泣き出
した本児
の側へ行
き、腕を
痛がる様
子があっ
たので、
園に連絡
をし対応
を仰ぐ。
職員の車
で近くの
整形外科
を受診、
保護者に
もすぐに
連絡を入
れた。整
形外科よ
りA病院へ
行くよう
に言われ
そこで受
診、保護
者が来る
まで付き
添う

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

公園到着
後水分補
給をさせ
ていた。
遊具へ
走った子
がいたの
を確認し
た直後、
雲梯をつ
かめずに
落下して
いく所を
見た。

本児が急
いだ事
と、職員
を配置し
てから遊
びを開始
すればよ
かった。

公園内の安
全点検を実
施し、公園
へ行く際の
諸注意や約
束を守れる
ように話
し、保育者
の立ち位置
を決めてお
く。

2598

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

74 20 29 25 4 4 3歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

遊具に職
員がつい
ていた
が、立ち
位置が良
くなかっ
た。

園庭を限
定して子
どもの活
動がより
わかる位
置で見守
る。

2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日

すべり台
の階段の
途中で体
の向きを
変えバラ
ンスを崩
してし
まった。

方向転換
を階段途
中で行わ
ないよう
子どもに
も知らせ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

それぞれ
自分の周
りの子ど
もの対応
に追わ
れ、全体
を見るこ
とが出来
なかっ
た。

所定の位
置につい
た職員以
外、居残
り対応職
員が全体
を見回
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

１人で自
分の好き
な遊びを
してい
た。階段
を上った
り下りた
りして遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子の
対応をし
ていて、
対象児の
動きを見
ていな
かった。
場所を離
れる時に
他の職員
に言葉掛
けがな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
自分の周
りの子ど
もの対応
に追わ
れ、対象
児の動き
に気付か
なかっ
た。

職員間の
連携がう
まくとれ
ていな
かったの
ではない
か？言葉
に出して
状況を伝
え合う事
が足りな
かったの
では？

子どもをト
イレに連れ
て行くなど
言葉に出
す。職員が
移動するな
ど協力し、
固定遊具か
ら職員が離
れる時には
子どもに今
は使えない
事を伝え
る。

2599

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 1 2 1 1 2 1 3 3 2歳
2.女
児

発達は良好
活発である

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右中指末
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

お迎え
後、引き
渡した後
だった
為、子ど
もや保護
者に周知
徹底不足
だった。

ドアの開
け閉めの
危険性や
ドアの閉
め方を子
どもだけ
でなく保
護者にも
周知し、
子どもと
一緒に保
育室に行
くように
も周知す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

以前ドア
による指
はさみが
起きてい
たが検
証、改善
をしてい
なかった
ため、ド
アーの開
け閉めを
する際の
危険性に
ついて認
識不足
で、ス
トッパー
がついて
いなかっ
た。

ドアス
トッパー
を取り付
け、ドア
が閉まら
ないよう
に改善す
る。

7.その
他

ドアの開
け閉めを
する際の
危険性に
ついて注
意不足で
あった。

ドアス
トッパー
を取り付
け、ドア
が閉まら
ないよう
にし、
又、子ど
もたちが
ドアの開
閉をする
のではな
く、保護
者・職員
が行うよ
うに周知
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変わ
りなく過
ごしてい
たが、保
護者の迎
えにより
高揚しは
しゃいで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お迎え後
の出来事
で、保護
者が帰り
支度をす
るため職
員はその
場にいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎え後
の出来事
で、保育
は別室で
行ってい
たため職
員はその
場にいな
かった。

ドアで指
をはさむ
ことにつ
いて、危
険性の認
識が職員
になかっ
た。ま
た、以前
の事故に
ついて検
証や周知
が不十分
であっ
た。

ドアの開け
閉めの危険
性やドアの
閉め方を子
どもだけで
なく保護者
にも伝え、
子どもと一
緒に保育室
に行くよう
にも周知す
る。

2600

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

31 2 5 7 7 1 9 7 7 6歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

―

ヒヤリ
ハット、
怪我検討
の分析結
果の周
知。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎週 ―

園庭が乾
いてお
り、砂で
滑ってし
まったの
で、水を
まいて滑
らないよ
うにす
る。安全
点検
チェック
の強化

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

全園児の
安全確保
に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康面に
は異変は
なく、走
り出した
ところ砂
に滑って
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

年少児の
手伝いを
お願い
し、他児
と走り出
したとこ
ろをそば
で見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

片付けの
時間とな
り、他の
園児の対
応をして
いたた
め、担当
者、対象
児を見て
いなかっ
た。

―

環境に危険
がないかを
再度確認す
るようにす
る。
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2602

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 2 0 4 1 2 1 0 3 3 3歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左前腕橈
骨・尺骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

他作業
（オムツ
交換等）
をしなが
らの保育
の実施

保育士配
置の増
員、子ど
も全体を
見る職員
の配置

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

240
子どもが
走らない
環境設定

子ども全
体を見る
職員を配
置し、子
ども達に
絵本の読
み聞かせ
や手遊び
等をし
て、落ち
着いた環
境を設定
をする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他作業
（オムツ
交換等）
をしなが
らの保育
の実施

保育士配
置の増
員、子ど
も全体を
見る職員
の配置、
職員同士
の動きの
確認と声
の掛け合
いを行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
興奮する
と保育室
を走る姿
が見ら
れ、当時
も戸外活
動に出ら
れる嬉し
さから
走ってし
まってい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児の
普段の姿
を理解し
ている職
員がいな
く、本児
が「興奮
すると走
る」とい
う事の理
解に欠け
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他業務
（戸外活
動準備、
隣クラス
の片付
け）を同
時進行さ
せていた

保育の主
を取る保
育士の所
在が明確
でなかっ
た、登園
児童の特
記事項の
把握不足

当日、保育
で主を取る
保育士の明
確化、土曜
保育打ち合
わせ時の児
童の特記事
項共有の強
化
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平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

18 3 3 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕部
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

足で上手
に着地出
来ずに、
前のめり
に手をつ
いて着地
してし
まった。

遊ぶ前に
落ち着か
せるとと
もに、危
険な場所
に保育士
はつくよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊び慣れ
た公園の
遊具で
あって
も、常に
危険性を
認識する
必要があ
る。

安全に対
して慎重
な対応が
必要であ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育園か
ら離れて
開放的に
なり、子
供たちの
気分も高
揚してい
た。

危険な遊
びになっ
ていない
か、しっ
かりと見
守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気で
活動的で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当保育
士1名が対
象児を含
めて滑り
台の所で
様子を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の保育
士は別の
遊具で遊
ぶ園児に
それぞれ
ついてい
た。

着地の時
に前のめ
りに転
び、手を
ついて着
地をする
という予
測が出来
なかっ
た。

いかなる状
況にも対応
できるよう
な心構えが
必要であ
る。
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平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

29 10 9 10 3 3 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手薬指
指先骨折
及び創傷

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

ベテラン
保育士が
給水に使
用してい
たコップ
等を
リュック
サックに
片付けを
してお
り、その
保育士の
死角へ2名
の保育士
が移動を
してい
た。
活動前に
危険個所
を確認し
ていた安
心感か
ら、視線
を切った
事が考え
られる。

危険が無
いといっ
た先入観
が事故の
要因と
なった事
を踏ま
え、当該
公園に限
らず危険
個所の洗
い直しを
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

通い慣れ
た公園で
ある事か
らの油断
も要因の
一つと考
えられ
る。
また事故
の起きた
蓋を保育
士が危険
物と認識
していな
かった
事、更に
は存在し
ている事
すら認知
していな
かった事
に因る。

公園での
活動前の
危険予知
活動はお
ざなりに
ならない
様、広い
視点で、
あらゆる
角度から
発見に努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

給水から
活動再開
のタイミ
ングで、
正に
「静」か
ら「動」
へ活動が
変化して
いく際の
保育士の
見守りに
おける連
携の弱点
が事故の
タイミン
グと重
なってい
る。
また、片
付けの際
に園児へ
の視線を
切断した
事に因
る。

準備や片
付けをす
る役割以
外の職員
が子ども
の見守り
をする事
を前提
に、活動
の変わり
目には意
識して、
立ち位置
に気を付
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
好奇心旺
盛で活発
に動きま
わる印象
が強く、
事故当日
もいつも
通り活発
で、活動
目的であ
る虫探し
も意欲的
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当該園児
の一番近
くにいた
職員は給
水後の片
付けをし
ており、
園児への
視線が切
れていた
時に発生
してい
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

給水後園
児は公園
に散開し
た為、2人
の職員は
給水地点
から立ち
位置を変
えてお
り、事故
の起きた
場所は視
界には
入ってい
なかっ
た。

1人片付
けと2人
見守りの
役割分担
は暗黙の
了解で、
各自が自
主的に位
置取りし
た事か
ら、双方
の死角の
認識に誤
差が生じ
ていた。
帰園時間
を意識し
ている職
員がいな
かった
事。

お互いに見
守りの守備
範囲につい
て、声を掛
け合う事を
意識する。
帰園予定時
間を意識し
て、活動を
計画的に実
施する。

―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

職員に声
をかけ一
人で隣の3
歳児室の
トイレへ
行く。使
用後トイ
レの戸を
閉めよう
とした時
に、引手
に右手4本
の指をか
け、親指
を戸の側
面に添え
た状態で
閉め、指
を挟む。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員A：対
象児がト
イレに行
くと聞
き、行く
のを確認
し、隣の
ホールで
他児を集
めて保育
をしてい
た。
怪我の報
告を職員B
から聞
き、保育
終了後に
状況を確
認する。
翌日の受
け入れ予
定時間は
中早当番
の自身の
予定だ
が、念の
ため翌日
の早番に
状況の引
継ぎをす
る。そし
て翌朝園
長にすぐ
に報告を
した。

職員B：ト
イレのあ
る部屋で
他児が水
を飲むの
を見守っ
ていて、
対象児を
見ていな
い。その
後、対象
児に怪我
をしたこ
とを聞
き、すぐ
に流水で
処置を
し、職員A
に知らせ
ると共に
事務室に
いる職員D
へ伝え共
に処置と
保護者対
応をす
る。

職員C：
ホールで
他児と玩
具の片付
けをして
いたの
で、対象
児を見て
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員D：職
員Bより報
告を受
け、受傷
部位を確
認し、冷
やしタオ
ル（保冷
剤）で冷
やした。
その後職
員Bと共に
怪我の様
子と発生
状況をお
伝えし、
謝罪す
る。その
後、腫れ
がみられ
ないこと
や指の動
きなどを
確認し、
自宅でも
様子を見
ていただ
くことを
お伝えす
る。

園長：翌
朝職員Aか
らの報告
を受け、
対象児を
受け入れ
時に保護
者と確認
する。怪
我の状況
から受診
の可能性
があるこ
とをお伝
えする。
その後、
看護師と
確認し、
受診を決
める。

看護師：
保護者に
連絡を
し、受診
の了解を
いただ
く。受診
後は保護
者へ電話
で結果報
告をし、
お迎え時
に保護者
に詳しい
受診の結
果報告を
する。

・職員の
引き戸の
安全に対
する意識
が低く、
クーラー
の効率や
トイレか
らのにお
いを防止
するた
め、指挟
み防止を
はずすこ
とがあ
り、再度
セットを
する確認
をしてい
なかっ
た。
・怪我の
様子から
状態が時
間ととも
に変化し
ていく可
能性があ
るという
認識が十
分でな
かった。

・指はさみ
防止の役割
とその重要
性について
確認し、常
に使用する
ことを周知
徹底した。
非常勤臨時
職員にはす
ぐに周知文
を掲示し、
再発防止の
確認をし
た。
・事故が
あったとき
には、怪我
の状態が時
間とともに
変化するこ
とを想定
し、適切な
対応ができ
るように、
確実に引き
継ぐことや
速やかに園
長または副
園長へ報告
することを
再確認し
た。

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―2601

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 9 8 8 3 3 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右拇指末
節骨骨折

115 / 255 
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平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

17 2 2 3歳
1.男
児

事故発生翌
月に中耳炎
を併発する
も治癒。今
回の負傷と
左聴力（高
音と低音を
正確にとら
える）との
因子関係を
評価するに
は、就学し
たころにな
るまで長い
時間の経過
観察を必要
とすると医
師より説明
を受けてい
るとのこ
と。（保護
者より聞き
取り）

食事中(お
やつ含む)

1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

顔面(口腔
内含む)

左鼓膜穿
孔

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

他児Ａは4
月に集団
生活を始
めた。家
庭でお箸
を使用す
る習慣が
なく基本
知識もな
かった。5
月にお箸
を使い始
めたばか
りで、使
い方も不
慣れで目
的の理解
もいまひ
とつで
あった。

クラスの
園児に、
お箸は食
事の時に
使う物
で、それ
以外に使
う物では
ないと話
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

先の尖っ
たお箸を
やめて、
先が丸い
お箸を使
用するよ
うにし
た。

6.食事
(おや
つ)中

給食中
は、水分
の多いも
のがこぼ
れやす
く、ま
た、お箸
など先の
尖ったも
のを扱う
ため怪我
の危険性
が増す。

席替えを
行い、本
児と他児
Ａを離
す。怪我
をした本
児を職員
の近くの
席にす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

なかなか
食事が進
ます、箸
で遊び始
めてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児への
支援もし
ながら本
児の動き
も視野に
入れてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児への
支援もし
ながら本
児の動き
も視野に
入れてい
た。

3歳児と
いう年齢
の幼さか
ら集中力
が続かな
いことも
ある。

常に危険を
予測しなが
ら見守りを
行い危ない
行動には注
意を促す。
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平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

37 37 2 2 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

左上A外傷
性歯牙亜
脱臼、左
上A歯根破
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

活動の終
わりで部
屋移動後
という事
もあり、
クラス内
の落ち着
きがな
かったよ
うに感じ
る。

事故防止
に関する
研修、講
習をより
多くの職
員が意欲
的に受
け、知識
を身につ
ける。

1.定期的
に実施

292
1.定期的
に実施

292
1.定期的
に実施

292

棚や教材
配置等に
不具合は
見られ
ず、子供
たちの障
害物とな
る物など
もなかっ
た為、事
故を予測
出来てい
なかっ
た。

再度、子
どもの身
の周りの
環境物等
の見直し
と、事故
について
の職員の
周知。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室外で活
動してい
た他の園
児も保育
室に戻っ
てきてい
る最中
に、片付
けの声か
けを行
なった事
もあり、
混雑し落
ち着きの
ない空間
を作って
しまっ
た。

落ち着い
た空間を
作れるよ
う、片付
け等の声
かけを時
間差で行
なうなど
の配慮を
行なって
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

慣れた環
境の中
で、普段
通りの活
動の流れ
などか
ら、危険
を予測で
きていな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

室内の子
どもたち
の動きを
見なが
ら、制作
をしてい
た子ども
の援助や
片付け等
を行なっ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児含む
年中児の
教材の片
付け、机
の周りに
座る動き
を、全体
を見渡せ
る部屋の
中心から
見てい
た。

園児が転
倒した際
に、手が
届く範囲
で見守る
職員がお
らず、手
を差し伸
べる事が
間に合わ
なかっ
た。

職員同士の
声かけや室
内での立ち
位置などを
常に確認し
合いなが
ら、職員間
の連携をと
り保育を行
なう。
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平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5歳以上児 33 2 2 5歳
1.男
児

事故に繋が
る因子はな
い。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首の
骨２本を
骨折・全
治６週間

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

児童公園
内の大型
遊具の使
用方法及
び危険度
の喚起が
十分に伝
え
られてい
なかった

①遊具で
遊ぶ前に
使用上の
注意を徹
底する
②職員の
配置を事
前にしっ
かりと決
めておく

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1

子どもの
個々の活
動を予測
して、注
意を払わ
なかった

個々の遊
具の特徴
と危険度
を事前に
十分に知
らせてお
く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

散歩中で
も園外で
遊具を使
用する場
合は、事
前の安全
確認が重
要

使用しな
い遊具も
決めた
り、活動
の範囲を
制限する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段の行
動から、
予測でき
ない行動
をとった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体的な
動きは見
ていた
が、対象
児の動向
を注視し
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
ものすり
傷の手当
等に係わ
り、対象
児を注視
していな
かった

①危険な
使用法を
事前に子
どもに知
らせると
同時に、
子ども同
士で注意
を
するよう
にすれば
よかった
②大勢の
子どもが
遊具に集
中して、
保育士か
ら見難い
部分も
あった

ひとつの遊
具に１人の
職員を配置
する
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平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

12
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 20 2 2 6歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

外傷性歯
の脱臼・
歯の打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

―

鬼ごっこ
の遊ばせ
方につい
て、保育
士の見守
り方・参
加の仕方
について
再検討

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

担任同士
で、
チェック
の仕方が
曖昧にな
らないよ
う留意す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

担任同士
で、見守
りの仕方
を再確
認。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

意欲的に
遊び、ふ
ざける様
子もな
かった。
保育士や
友だちと
一緒に、
しっぽ取
り（鬼
ごっこ）
を楽しん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当職員
もしっぽ
取りに参
加してい
たため、
子ども達
全体を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

部屋に入
るための
準備をし
ていたた
め、現場
を見てい
ない。

―

子どもの動
きを常に予
想し、職員
間で遊びの
見守りの仕
方を検討す
る。

1.定期的
に実施

12 ―

登り棒を
使用しな
い場合
は、ポー
ルなどを
置いて、
園児にも
使用でき
ないと見
えるよう
にする
常にして
いること
である
が、今後
も確実に
行うよう
にし、登
り棒を使
用する際
には職員

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遅番時、
子どもへ
の担当の
周知、徹
底が成さ
れなかっ
た。引き
つぎの状
況、遊び
の状況の
整理確
認。保育
内容など
共有して
いない。
久しぶり
の園庭で
の遊びの
確認、子
どもの状

5人の職員
がどのよ
うに、満
遍なく保
育してい
くこと
（死角が
ないよう
に）が出
来るか、
引継ぎの
仕方、遅
番時の保
育内容の
確認。職
員間での
情報の共
有、を行
い再発の
防止につ
なげる。
主体的に
遊ぶこと
を目標に
している
中で、職

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お家ごっ
こで遊ん
でいた
が、登り
棒に両手
でつかま
り（大の
字）ぶら
下がっ
て、一緒
に遊んで
いた子へ
押してと
誘う。押
しても
らったも
のの、痛
かったの
で、やめ
て、と
言ったが
止めてく
れず、押
されて、
棒を持っ
ていた左

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は園庭の
３方向に
位置し、
そばにい
た職員
は、お家
ごっこで
遊んでい
ることは
分ってい
たが、の
ぼり棒に
登ってい
たわけで
はないの
で、意識
の中には
見過ごし
があり、
他児に関
わってい
たので、
状況の把
握がな

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
他に担当
ではない
職員が２
名いた
が、他の
仕事をし
ていた

園児のし
ている遊
び、行動
の把握を
行う。怪
我に至る
遊びであ
るとの認
識が保育
士にな
かった。
担当職員
が５人い
たが、そ
れぞれの
担当であ
ると言う
意識が薄
く遅番に
入る際に
は声を掛
け合うな
どして、
自分の責
任に対し
ての意識
が不足し

遅番などの
異年齢児の
保育を行う
時には担当
で打ち合わ
せをして意
識をもって
当番に入る
ようにす
る。自然に
発生してい
る遊びの芽
は摘んでし
まうだけで
はなく、ど
のような状
況になるの
かと予知す
る能力が必
要とされ、
保育士の認
識の確認を
行うことが
必要であ
る。また、
どんな経験
年数でも、
同じ安全な
保育ができ

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

当日、久
しぶりの
曇り空
で、久し
ぶりに遅
番の時間
に園庭で
過ごす。
しばらく
園庭での
遊びが十
分にでき
なかった
こともあ
り、園児
は大変喜
んで各自
の遊びを
展開して
いた。登
り棒のと
ころに3名
いるのは
分ってい

園児のし
ている遊
びが骨を
骨折して
しまうよ
うな状況
に至ると
認識して
いなかっ
た。認識
を向上さ
せるこ
と、予想
できる職
員を育て
るように
指導して

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

122609

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 10 12 9 9 5 3 6歳
2.女
児

―
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2610

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

4
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

21 4 3 3歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左小指基
節骨骨端
線損傷

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

痛みを訴
えてきた
時に冷や
しタオル
で冷やし
たが、腫
れやアザ
等がな
かったた
め特に問
題ないと
判断して
しまった
こと。

腫れやア
ザ等がな
くても、
看護師に
診てもら
い、判断
を仰ぐ。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

300

人工芝上
には、組
み立て遊
具が出て
いたが、
子どもの
人数等に
あった数
と配置で
あった。

遊具の配
置では問
題がな
かった
が、今後
も配置等
には十分
に気をつ
ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

人工芝で
遊んでい
たが、子
どもの人
数で混み
合ったり
などはな
かった。

遊具と職
員の配置
には気を
つけてい
たが、今
後も気を
つけてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わら
ず、友だ
ちと触れ
あいなが
ら遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもた
ちと遊び
ながら、
全体を見
渡し見
守ってい
た。踏ま
れたから
痛いと
言ってき
たので、
職員間で
声を掛け
合い保育
に気をつ
け、冷や
しタオル
で冷やす
ため臨時
職員に声
をかけ
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

痛めた子
どもがい
たので、
さらに全
体を見る
ように職
員間で声
をかけ
た。

踏まれた
ことをそ
の場で見
ただけ
で、特に
問題ない
と思って
しまっ
た。

人工芝での
遊びについ
て、遊びの
様子をよく
見ていく。
小さな訴え
も保護者に
伝える事や
その後の経
過を職員間
や保護者と
共有してい
く。

2611

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5歳以上児 17 2 2 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

子どもの
動きの予
測が不足
してい
た。

職場全体
で事故予
防につい
て学ぶ機
会を設
け、再発
防止に努
める。

― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士は
遊具に付
いていた
が、一瞬
その場を
離れてし
まった。

保育士が
遊具から
離れる場
合は、遊
びを中断
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもよ
り興奮気
味でふざ
ける姿が
見られて
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

シーソー
の近くで
対象児を
見ていた
が、他の
子どもに
対応する
ため少し
離れたと
ころに移
動し、事
故の瞬
間、子ど
もの姿を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の固定
遊具の子
どもを見
ていた。

本児がい
つもより
興奮気味
と感じて
いたにも
かかわら
ず、目を
離してし
まった。

子どもの発
達やその日
の状況に応
じて、保育
する。

2612

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

27 0 4 2 4歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足下腿
不全骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

配置人数
に対し
て、コー
ナーの設
定箇所が
多かっ
た。

確実に保
育者が配
置できる
コーナー
の設置を
講師に依
頼する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12

要因とし
て考えら
れること
は無し。

継続し
て、定期
的に点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段の保
育環境と
違い講師
による指
導の為、
初めて挑
戦する活
動であっ
たりテン
ションが
上がった
状態で
行ったり
したこと
も要因と
考えられ
る。

外部講師
と事故の
要因につ
いて再度
話し合
い、内容
を検討し
ていく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

講師の指
示の下、
設定した
コーナー
である
が、本来
滑って降
りるとこ
ろを飛び
降りてし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

そのコー
ナーに付
いていた
のが、実
習生で
とっさの
飛び降り
に対応で
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

外部講師
は、全体
を見渡せ
る場所に
居たが間
に合わ
ず、担任
はマット
で前転を
する子の
援助をし
ていた。

普段の保
育の環境
と違い落
ち着い
て、しっ
かりと約
束事の確
認をして
いなかっ
たことが
要因とし
て考えら
れる。

怪我に繋が
るような約
束事は、
しっかりと
伝える。

2613

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 31 4 4 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
顔面(口腔
内含む)

左鼻骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

園内研究
で、事故
の原因や
防止策を
考え合っ
ていきた
い。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

― ―

業者の点
検だけで
なく、毎
朝固定遊
具の点検
を行って
いるが、
石拾いも
頻繁に
行ってい
きたい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

ビーチサ
ンダルを
履いて活
動する時
は、運動
靴より不
安定であ
るので慌
てないで
活動する
こと、特
に段差で
は気を付
けるよう
に声を掛
けてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ビーチサ
ンダルを
しっかり
と履き、
水遊び場
に行こう
と、テラ
スの階段
を２段降
りてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

加配枠の
一人であ
るので、
近くで対
象児を見
守ってい
たが、バ
ランスを
崩した
際、すぐ
に手が出
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

母体の担
任保育士
は、ビー
チサンダ
ルをはい
た子か
ら、園庭
中央で体
操を行お
うと誘導
してい
た。
他の加配
枠の担任
は、他の
加配枠の
園児の側
にいて、
援助して
いた。

夏場毎日
の繰り返
しの行動
であり、
ビーチサ
ンダルを
履き歩く
ことに慣
れてきて
いると保
育士が安
心しきっ
ていたと
ころが
あった。

毎日繰り返
す行動で
も、しっか
り側につき
見守るよう
にする。

2614

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

29 2 2 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手第2指
基節骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

事故防止
マニュア
ルを職員
間で再度
確認す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

布団を敷
いた際に
は、通路
になる部
分を設け
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午睡時間
が終わ
り、布団
の上に
座ってま
どろんで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事務をし
ていた書
類を片付
けなが
ら、関係
児童を含
む5～6名
のこども
達に、
「まだ目
覚めてい
ない子も
多くいる
から、布
団の上に
いるよ
う」に声
をかけ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

午睡時間
が終わっ
ていた
が、連絡
帳の記載
が途中
だった
為、記入
を続けて
いた。

―

様々な事故
についての
知識を拡げ
る。

には職員
がつき、
マットを
敷いたり
する

どもの状
況保育士
の立ち位
置

員の力量
に任せる
だけでな
く、必要
なマニュ
アルを作
り、徹底
して当番
保育に従
事する。

手がとれ
て、右手
のみでぶ
ら下がっ
て、体重
がかかり
回って落
ちたと本
人の証言
である。

握がな
く、どの
ようにし
て怪我に
至ったの
かが分か
らない状
況になっ
てしまっ
た。

が不足し
ていた。
どのよう
に配置し
て動くか
当日の
リードし
ていく職
員の意識
も大切で
あった。

保育ができ
るように、
リスクマ
ネージメン
ト委員会を
中心とし
て、園内の
研修を行
い、検証結
果を基にマ
ニュアルを
作ってい
く。

分ってい
たが、
登ってい
ないの
で、その
まま見過
ごしてい
た。

導
いく。
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2615

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

23 2 2 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

事故予防
に関する
研修を定
期的に行
い、事故
の状況・
対策を全
員で共有
する

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ―
ハード面
に問題な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

練習時間
を短く
し、集中
して活動
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に体調
不良はな
く、元気
に運動を
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士2人
で縄を
持って近
くで園児
を見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

基礎体力を
付ける活動
計画をす
る。

2617

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

17 3 ― 2歳
1.男
児

小雨が降り
遊具がぬれ
ていた。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

―

本来3名の
担任だ
が、この
日は子ど
もの人数
が少な
かったた
め２名で
保育をし
ていた。
人数は少
なかった
が新年度
が始まっ
て間もな
いこと
や、子ど
もの性格
等を考え
職員の人
数を決め
るべき
だったの
ではない
かとヒヤ
リハット
の園内研
修で話し
合い、職
員間で確
認した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

小雨が
降ってお
り遊具が
濡れ滑り
やすい状
態だっ
た。

雨で濡れ
ている時
には使わ
ないよう
にするか
事前に職
員が遊具
を確認し
ぞうきん
などで雨
をふき取
り職員が
一緒につ
いて遊ぶ
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一度は降
りるよう
担任が声
ををかけ
その時は
降りた
が、他児
数名もい
たためふ
ざけあ
い、また
登り濡れ
ていた遊
具で足を
滑らし落
ちたので
はない
か。

降りた後
の行動を
見たり運
動発達を
十分に確
認したう
えで遊ば
せてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午前のお
やつ後、
他児と一
緒に喜ん
で戸外へ
出て遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ジャング
ルジムに
登ってい
たので降
りるよう
声をかけ
た。本児
が降りた
ため、そ
の後の行
動は気に
して見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう一人
の担任は
保育室に
て他児の
着替えな
どを行っ
ており戸
外での様
子を見て
いなかっ
た。保育
室から
ジャング
ルジムが
ある方向
は見えに
くく行動
が把握で
きていな
かった。
他クラス
の職員も
近くには
いなかっ
た。

準備ので
きた子か
ら戸外へ
出るので
はなく全
員そろっ
て一緒に
外へ出て
いれば担
任２名で
見守るこ
とができ
たのでは
ないか。

いつもと違
う職員体制
であったた
め担任間で
の声掛けや
他クラスの
職員への協
力体制が必
要だった。

2618

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

28 0 0 0 0 0 28

一
時
預
か
り

1 1 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児がい
つでも飲
みたい時
に水筒か
ら水分補
給すると
いう体制
にしてい
るが、水
筒をどこ
に置く
か、子ど
もの動線
をよく考
えて置き
場所を決
める必要
があっ
た。

今回の事
故は水筒
置き場が
不適切
だったこ
とが一番
の原因で
あると考
える。子
どもの動
きを予想
すれば分
かること
であった
が、それ
を怠り
“いつも
と同じ”
にしてし
まってい
た。今後
は細かい
ところま
で可能な
限り予測
し、保育
環境を整
えたうえ
で遊ばせ
るように
したい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

水筒置き
場に向
かった園
児に対し
て声をか
けるタイ
ミングを
逸してし
まった。

―

ちょうど
給食前と
なり、小
さいクラ
スから順
次クラス
へ戻って
行ったた
め、発生
時は担任
保育士1名
で保育に
あたって
いた。

―

今回のよう
な活動の時
には子ども
同士の衝突
はあらかじ
め想定でき
ることなの
で、リレー
を始める前
に一斉な声
がけで水分
補給をさ
せ、その後
はリレーが
終わるまで
はお茶は飲
まないと約
束をして遊
ばせるよう
な工夫もし
ていく。

2619

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 19 18 3 3 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじ挫
傷・上腕
骨顆上骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

職員の配
置をしっ
かりと行
うことに
加え、研
修等で職
員の事故
予防に対
する意識
の向上を
図る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

― ―

前年度末
に雲梯を
設置し
た。安全
マットを
敷き、ケ
ガの予防
を行って
いる。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

雲梯でふ
ざけない
ことを伝
えていた
が、慣れ
たことも
あり、危
険な行為
を行って
しまっ
た。

再度雲梯
での遊び
方を分か
りやすく
実践して
見せ、危
険な行為
を伝え、
危険行為
は禁止す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲の良い
友達と一
緒に雲梯
にぶら下
がって遊
びを楽し
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

トマトの
水やりの
際、水道
の出が悪
かったの
で、水道
の調節を
しながら
雲梯遊び
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

３歳児ク
ラス担任
２名は、
自分のク
ラスの子
どもの遊
びを見て
いたた
め、雲梯
を見てい
ない。

担任は様
子を見て
いたが離
れた場所
にいたた
め防げな
かった。

担任は、危
険な行為を
防ぎ、ケガ
を防げる場
所にいるよ
うにする。
場所を離れ
る時は他の
保育士に声
を掛ける
か、遊びを
止めるなど
する。

―

他の職員
はそれぞ
れ自分の
クラスの
子ども達
のあそび
を見守っ
ていた。
（砂場で
のあそ
び、総合
遊具付
近、鉄棒
の補助な
ど。同ク
ラスの他
１名の保
育士は障
がい児に
１対１で
ついて砂
場にお
り、あと
もう１名
の保育士
は鉄棒付
近にい
た）

― ―― ―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭に円
形テーブ
ルを置い
ている
が、テラ
スとの間
にちょう
ど子ども
が通れる
ほどのす
き間があ
るような
置き方を
してい
た。子ど
もがこの
ような場
所が大好
きなこと
はよく承
知してい
ることな
ので、子
ども達の
遊びに
よって
は、テー
ブルを動
かして安
全なス
ペースを
確保した
うえで遊
ばせる必
要があっ
た。

子どもの
動きにあ
わせ、安
全で適切
なスペー
スで遊べ
る環境に
なってい
るかどう
か常に
チェック
していく
ようにす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

転倒した
ときに手
は出な
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転んだの
を見てお
り"あっ"
と思った
が間に合
わなかっ
た。

一
時
預
か
り

16 16 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

2616

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

103 10 25 35 33
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●当園の
中庭は、
保育室や
ホールか
ら上履き
のままで
行き来で
きる環境
にある。
●その上
履きのま
まで移動
できる環
境が、園
児にとっ
ては室内
の延長と
捉えられ
ているの
ではない
か。つま
り、中庭
はアスレ
チック系
やブラン
コ、サッ
カーゴー
ル等、怪
我につな
がる可能
性の高い
遊具のあ
る空間と
いう認識
の甘さ
が、園児
だけでな
く職員に
もあった
のかもし
れない。
●加え
て、中庭
は弾力性
のあるゴ
ムチップ
にしてあ
るため、
室内と同
じか、室
内よりも
転倒など
に対して
安全だと
いう過信
もあった
かもしれ
ない。

●中庭に
出る時
は、
「外」に
出るとい
う意識を
もたせる
ために、
必ず園児
たちに話
をし、一
度気持ち
を切り替
えてから
中庭遊び
をさせる
ことが必
要。●上
履きのま
まで遊べ
る中庭
で、クッ
ション性
のあるゴ
ムチップ
にして
あっても
大怪我は
起こり得
るという
ことを、
職員全体
の教訓に
しなけれ
ばならな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

●中庭に
出る時、5
歳児の園
児たちは
特には
しゃいで
いる様子
はなく、
いつも通
りだっ
た。当該
園児とも
う一人の
男児が一
緒に「の
ぼり木」
を登り、
他にもう
一人の計3
人が「の
ぼり木」
を登って
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

●担当保
育士は、
園児を中
庭に出し
た後、居
残りの園
児がいな
いか保育
室を確認
し、中庭
に出た。
女児が
「鉄棒す
るのを見
て」と言
うので、
デッキに
設置して
ある鉄棒
で「逆上
がり」に
挑戦して
いる園児
を見てい
て、「の
ぼり木」
には背を
向けてい
たため、
当該園児
が落ちる
ところを
見ていな
かった。
●鉄棒を
していた
女児が
「〇〇く
んが泣い
てる！」
と教えて
くれ、初
めて気が
つき、
走って
行って抱
き起した
という経
緯だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

●年長組
のもう一
人の担任
は、おや
つ後の
ホールの
掃除をし
ていた。
中庭担当
の保育士
は、園児
の怪我が
骨折の疑
いもある
と判断
し、すぐ
に掃除を
していた
保育士に
中庭に出
てもら
い、遊ん
でいる園
児を集め
て室内へ
移動し
た。●
ちょうど
事務長が
中庭側廊
下を通り
かかった
ので、手
伝っても
らい、当
該園児を
事務室に
運んだ。
●事務室
では事務
長が保護
者や病院
への連
絡、事務
職員が応
急処置の
手伝いを
するな
ど、分担
して迅速
な対応に
努めた。

●怪我の
後、一緒
に「のぼ
り木」を
していた
男児に聞
いたとこ
ろ、以下
のように
話してく
れた。●
『中庭に
出る時、
「一緒に
登ろう
か」と
言って、
のぼり木
に登っ
た。僕が
先に1番
上まで
行って
「じゃ、
この木や
めて、違
うところ
で遊ぼう
か」と下
り始めた
ので、〇
〇くんは
先に下り
て僕を迎
えてあげ
ようと思
いついて
ジャンプ
したん
じゃない
かな』●
当該園児
が後ろ向
きにジャ
ンプした
理由で、
もう一つ
考えられ
るのは
「のぼり
木」を
登って遊
んでいた
2人に競
争意識が
あったの
かもしれ
ない。友
達の男児
が先に上
まで行っ
たので、
下りるの
は1番に
なりたい
と焦って
いたた
め、1段
ずつ下り
ずにジャ
ンプした
可能性も
考えられ
る。

●「のぼり
木」であ
れ、他のア
スレチック
系遊具であ
れ、保育士
は遊んでい
る園児の気
持ちをイ
メージしな
がら行動を
予測するこ
とが、事故
や怪我の予
防につなが
る。そのた
めにも、危
険が予測さ
れる、ある
いは怪我の
危険がある
遊具等で遊
んでいると
きは、保育
士はできる
だけ近くの
位置でつい
ているよう
にすること
が肝要であ
る。

右橈骨遠
位端骨折
(みぎとう
こつえん
いたん
こっせ
つ）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

●過去に3
歳児がア
スレチッ
クのはし
ごから
ジャンプ
して怪我
をした事
例があっ
た。●そ
のため、
職員が会
議や園内
研修等で
確認し、
特に気を
付けてい
るのはア
スレチッ
ク系遊具
からの
ジャンプ
による怪
我の防止
であっ
た。●数
週間前に
もジャン
プして園
児同士が
ぶつかっ
た事例
（幸いに
もかすり
傷程度で
済んだ）
があった
ので、中
庭で遊ぶ
前には園
児と
「ジャン
プしな
い」等の
約束をし
てから遊
ばせてい
た。●前
述の
「ジャン
プかすり
傷」の怪
我の事例
は、園内
の「危機
管理委員
会」や職
員の打ち
合わせ等
でも状況
を共有し
ていた。
●しかし
この日
は、担当
保育士が
熱中症予
防に注意
が傾いて
しまい、
中庭遊び
の前の園
児との約
束は「水
分補給・
日陰で遊
ぶ・鬼
ごっこな
どはしな
い」等に
集中して
しまっ
た。ま
た、朝か
ら午後3時
過ぎまで
室内遊び
だったの
で、5歳児
クラスの
園児が運
動不足か
らか落ち
着かな
かったの
で、走り
回らない
等の注意
もした
が、「遊
具から
ジャンプ
しない」
の約束は
抜け落ち
てしまっ
た。

●危管理
委員会や
職員会議
で、今回
の怪我の
事例を検
証、情報
共有し、
再発を徹
底して予
防するこ
と。●中
庭で遊ぶ
ときは、
（特に幼
児に対し
て）必ず
「遊具か
らのジャ
ンプをし
ないこ
と」を話
し、約束
を徹底す
る。●
「のぼり
木」の遊
具につい
ては、園
児に“ク
ライミン
グ”（登
るため
の）遊具
であるこ
とを話
し、ジャ
ンプして
飛び下り
ることは
もちろ
ん、慌て
て登った
り、下り
たりしな
いことを
しっかり
伝える。
「鬼ごっ
こ～高鬼
～」等の
「逃げ場
所」とし
て使われ
る時など
は危険が
高まるの
で、保育
士は特に
園児の動
きに注意
するこ
と。●保
育士が一
人で中庭
を見ると
きは、
デッキ側
の位置よ
り、中庭
の中央付
近で相対
的に全体
が見ら
れ、且つ
アスレ
チック系
遊具の近
くに立ち
位置をお
くこと。
●複数の
保育士が
中庭を見
るときは
役割分担
をして、
一人はア
スレチッ
ク系遊具
の近くで
園児を見
ること。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

●今回の
怪我は当
該園児が
「のぼり
木」から
後方に飛
び下りよ
うとして
バランス
を崩し、
右手をつ
いたこと
による
が、ビデ
オを観る
と、左足
が「のぼ
り木の
枝」（6～
7ｃｍの突
起状）に
引っか
かったよ
うな形跡
があった
こと。
●園児の
「のぼり
木」の遊
び方とし
て、2本の
木に足を
かけて上
り下りす
る遊び方
がある。
基準通り
の間隔で
設置して
あるの
で、4・5
歳児にな
るとこう
いう遊び
方ができ
るように
なる。●
しかし、
この「2本
またぎ登
り」は園
児が下り
る時に垂
直ジャン
プをする
傾向もあ
り、何度
か注意し
やめさせ
ていた。
●担当保
育士は
「のぼり
木」から
のジャン
プは、上
記の「2本
またぎの
垂直ジャ
ンプ」が
固定観念
としてあ
り、後方
ジャンプ
は目にし
たことが
なかった
ので、イ
メージと
して持っ
ていな
かった。
●もう一
点は、
「のぼり
木の枝」
が斜めの
形状の突
起として
あり、園
児の足の
かけ方や
手での持
ち方に
よって
は、引っ
かかった
り、はさ
まったり
すること
もあると
いう認識
を持って
いないと
いう甘さ
もあっ
た。

●「のぼ
り木」の
形状や遊
び方を職
員が再度
見直し、
確認し合
うこと。
●「突起
状」の枝
について
も、手や
足が引っ
かかるだ
けでな
く、状況
によって
は洋服や
スカート
等もひっ
かかる危
険性があ
ることを
認識する
こと。●
「のぼり
木」の頂
点を「太
鼓」に見
立てて、
園児が両
手でたた
いて音を
出して楽
しんでい
ることが
ある。そ
の際両手
を離して
いる状態
なので、
バランス
を崩すと
落下の可
能性もあ
る。中庭
にいる保
育士は、
「のぼり
木」の近
くに寄っ
て手が出
せる状態
で見守る
こと。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2620

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 27 2 2 5歳
1.男
児

天候：晴れ
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）
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2621

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 0 1 4 4 6 2 0 5 5 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首関
節部骨折
（仮）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

保育士が
側につい
ていた
が、その
場を離れ
た際に起
こってし
まった。

引き続き
側につい
て、目が
行き届く
よう、保
育士を配
置する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊具は問
題ない
が、危険
な使い方
をしてい
たことが
原因と考
えられる

使用する
ときは、
一人の子
が行って
から次の
子が行く
ようにす
る。
また衝撃
吸収のた
めのマッ
トが正し
い位置に
あるか、
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具に慣
れて、危
険な使い
方をして
いたこと
が原因と
考えられ
る。

遊具の使
い方につ
いての約
束を、引
き続き行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯の1つ
飛ばしに
挑戦して
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

側で見て
いた保育
士が、他
児のおも
らしでそ
の場を離
れる事に
なったの
で、他の
保育士に
その旨を
伝えてそ
の場を離
れた。他
の保育士
は、離れ
たところ
から対象
児を含
め、全体
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

片付けの
時間に重
なったこ
ともあ
り、見て
いなかっ
た。

保育士が
側につい
ていた
が、その
場を離れ
た際に起
こってし
まった。

引き続き側
について、
目が行き届
くよう、保
育士を配置
し、その場
を離れる際
は、必ず他
の保育士に
声をかけ、
全体で子ど
もを見守る
ようにす
る。

2622

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 11 8 4 4 6歳
2.女
児

―
6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他 1.頭部
右外傷性
鼓膜穿孔

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

状態確認
が不足し
ていた

安全管理
マニュア
ルの再確
認をする

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

プールの
大きさに
対して、
園児数が
多かった
のではな
いか

プールに
入る人数
の確認

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児数が
多かった
ため、目
が行き届
かなかっ
たのでは
ないか

・プール
内での混
みいった
場所に
は、より
注意をは
らう・グ
ループ分
けをし
て、少人
数で入る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

潜ろうと
していた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一緒に遊
びなが
ら、安全
面にも気
を配って
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

サイドか
らも見守
りなが
ら、緊急
時の対応
ができる
ようにし
ていた

園児が、
遊びに夢
中で活発
になって
いること
への認識
不足

・園児に
プールあそ
びの約束事
を、毎回
しっかり伝
える・園児
の安全を
しっかりと
見守る

2623

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

30 9 10 11 2 2 3歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘頭骨
折・右橈
骨近位端
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

園児動き
を確認す
る体制に
不備な点
があっ
た。

再度、預
り保育時
間におけ
る注意点
を確認
し、子ど
もたちに
も伝える

1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240

施設等に
は問題は
ないが、
更なる安
全履行を
目指して
いきた
い。

引き続
き、使用
前の確認
を徹底す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員同士
の連携が
怠り、声
掛けも不
十分で
あった。
また安全
面に対す
る配慮に
も欠けて
いた。

再度、預
り保育時
間におけ
る注意点
を確認
し、子ど
もたちに
も伝える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
一緒に行
動してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

早朝保育
の受け入
れを行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

片付けを
促してい
た。

対象児は
普段から
落ち着き
のない性
格。その
上で本児
の性格や
行動傾向
を把握し
た配慮が
職員間で
も必要。

再度、預り
保育時間に
おける注意
点を確認
し、子ども
たちにも伝
える

2624

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

7 0 0 0 0 0 0 0 2 2 3歳
2.女
児

いつものよ
うに午前10
時から園庭
で遊ぶ鬼
ごっこをし
て楽しんで
いた。暑
かったので
水分補給し
呼吸を整え
再度遊び始
めて直ぐの
ことでし
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

職員側の
活動把握
の安全配
慮が不足
してい
た。

今回の事
象を含め
た原因検
討と職員
への安全
意識を高
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

突起物な
どもなく
平らな場
所での事
故

職員は園
児にわか
りやすい
個別指導
の向上

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

よく後を
見ながら
かける左
腕をから
ませなが
ら転ぶ保
育士Ⓐは
子ども2人
目の後に
いた。保
育士Ⓑは3
ｍ位離れ
た横にい
る。

打合せ等
を含め、
事故原因
や保育情
報の共有
化を図り
園児の年
齢、体
力、健康
状態など
状況把握
とともに
再発防止
に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

毎日元気
に登園
し、活発
で走る事
が好きな
園児。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

「おおか
みだー」
と声を出
してひと
りひとり
逃げてい
く様子を
見てい
た。転ん
で泣いた
ので様子
がちがう
と思い側
に行く。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育士Ⓐ
と3ｍ程度
離れてい
たので、
互いに声
を掛け
合っては
いた該当
園児を横
から観て
いたが、
事故直前
身近な園
児を観る
事に注力
してい
た。

該当園児
は背後を
気にして
走りなが
ら振り向
くことが
多くそれ
は、危険
なため前
を見て走
るよう日
頃も伝え
ていた。

クラス週案
と共に保育
活動の内容
で問題が生
じる事項の
点検があれ
ば、保育士
への注意指
導に務め
る。

2625

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 20 12 18 4 4 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

LAB外傷性
歯牙脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

全体を見
ている保
育士が被
災児の転
ぶところ
を見てい
なかっ
た。

遊び方を
工夫し、
全体を見
ていける
ように保
育を行
なってい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

随時

園庭に土
とアス
ファルト
の部分が
あり、境
目に１セ
ンチほど
の段差が
あった。

土を敷き
境目の段
差をなく
した。見
落としの
ない定期
安全点検
と遊ぶ前
に点検を
しっかり
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭が広
いため広
範囲での
把握が必
要である
が、把握
しきれて
いないこ
とに加
え、危険
個所に保
育士が気
づいてい
なかっ
た。

安全な環
境整備の
徹底と遊
びの展開
の際の保
育士の役
割の見直
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

アスファ
ルトの部
分は走ら
ない約束
をしてい
たが走っ
てボール
を取りに
いった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ボール遊
びや鬼
ごっこに
関わりな
がら全体
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒、砂
場、三輪
車遊びに
付いてい
た。

全体を見
ている保
育士が他
の遊びに
付きなが
ら全体を
見てい
た。

全体を見る
保育士が全
体把握がで
きるよう保
育士の動き
の見直しと
遊び方を工
夫をする。

2626

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

59 26 16 17 4 4 6歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
顔面(口腔
内含む)

鼻骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

保育士は
規定どお
り配置さ
れていた
が、朝の
園児受入
れと時間
帯が重
なったこ
とから、
比較的保
育士の目
が行き届
かなかっ
た可能性
がある。

・朝の園
児受入れ
は手短に
するよう
にし、周
りの子ど
もにも目
を向ける
よう意識
統一し
た。
・その場
を離れる
ときには
声をかけ
合って、
安全に子
どもの遊
びが把握
できるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

しっぽ取
りゲーム
をするた
めの広さ
が不足し
ていた可
能性があ
る。

・準備運
動をしっ
かりして
から遊
ぶ。
・活動場
所に合っ
た遊びの
内容を検
討する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・しっぽ
取りゲー
ムは室内
活動なの
で、人数
も考慮し
交代で
ゲームを
していた
が体力の
差も考え
る必要が
あった。
・ちゃん
と前を向
いて歩く
ことを働
きかける
必要が
あった。

登園後、
職員があ
る程度揃
うまでの
時間帯に
おける全
体的な活
動につい
て、別の
遊びを行
うことも
検討す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
は良く、
登園後、
いつも通
り他児と
の遊びを
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一緒に
ゲームに
参加して
いた職員
もいた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

朝の受入
をしてい
た職員も
いた。

室内での
活動であ
るため、
目が行き
届いてい
たことか
ら、安全
な遊びと
捉えがち
であっ
た。

朝は異年齢
で活動して
いるため、
前日に活動
内容を保育
士が共有
し、一人ひ
とりの動き
に気を配っ
ていく。

2627

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 3 5 2 1 1 4歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

基準以上
の配置を
している
が、8：０
０～8：30
までは１
つの部屋
で幼児１
０名程度
を一人で
見てい
た。隣の
部屋の保
育士と更
に連携を
とり、丁
寧に見て
いく。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4

施設遊
具・玩具
の安全点
検はして
いるが、
使い方の
確認・子
どもへの
周知の確
認をして
いなかっ
た。

安全点検
の回数を
さらに増
やしてい
く。(２か
月に一回
程度目安)
又部署内
で、遊具
の使い方
について
協議し子
どもにも
伝えてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちが自由
に遊べる
ような環
境にして
いるが、
危険要素
があっ
た。

動きが大
きい遊び
はもう一
人保育者
が来てか
ら行うな
ど、考え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りプラ
フォーミ
ングを出
し、遊び
始めた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児に
手は届か
ないが、
声が届く
あたりに
位置し、
危険を伝
えた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他室にて
別クラス
保育中
だった。

遊び慣れ
た遊具で
あった
が、遊び
方の決ま
りを守れ
ていな
かった。

遊具の遊び
方について
子どもたち
に再度話を
し、決まり
を守ってい
けるように
する。

120 / 255 



2628

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

95 4 12 14 19 21 25 0 21 16 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

前腕骨折
(右橈骨骨
幹部骨
折・右尺
骨骨幹部
骨折
他）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

特になし

会議や
ミーティ
ングを行
い共通認
識を持
ち、同じ
ことが起
こらない
ように話
し合う。
職員間で
全体を見
渡せる位
置はどこ
なのかを
確認し、
見落とし
のないよ
う連携を
とる。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― 特になし

遊ぶ前に
危険物が
ないか確
認して安
全をはか
る

7.その
他

特になし

どこに子
どもたち
にとって
危険があ
るかを保
育者が
しっかり
と把握
し、引き
続き保育
士が見落
としのな
いように
見守る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊具に付
いている
ロープで
上に登ろ
うとして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

誰がどこ
で遊んで
いるのか
把握する
為に目視
で園庭の
端まで歩
いて確認
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊具のあ
るところ
（うんて
いやブラ
ンコ)の近
くにい
て、園児
の様子を
見守って
いた。

特になし

職員同士連
携を取り、
見落としの
ないよう十
分に気をつ
け、全体を
確認できる
よう工夫す
る。

2629

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

18 4 4 2歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

・右脛骨
骨幹部骨
折
・右大腿
打撲傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雨降りの
日で、登
園後保育
室での室
内遊びを
した後、
広いホー
ルに移動
したので
クラス全
体が開放
的になっ
ていた。

忍者に
なって
ゆっくり
並んで入
室するな
ど配慮し
ていた
が、さら
に危険が
無いよう
に注意を
するべき
だった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

広いホー
ルに入っ
てうれし
そうな様
子で、他
児が円を
描くよう
に走り出
したのに
つられ
て、走っ
てしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

数人が走
り出した
ので、制
止はした
が、本児
がバラン
スを崩し
て自分で
転倒する
のを、止
めること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ホール内
に複数の
保育士が
いて全体
の様子を
見ていた
が、転倒
した瞬間
を見てい
た保育士
と、他児
の側にい
て見てい
なかった
保育士も
いた。

広い場所
で同じ方
向に走り
出した
が、ス
ピードも
さほど出
ていなく
て楽しそ
うなの
で、見守
る気持ち
があった
かもしれ
ない。

子どもの自
発的な遊び
を見守りつ
つ、２歳児
ということ
を考慮して
危険を察知
しもっと危
機感をもっ
て対応する
必要があっ
た。

2630

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 1 5 3 4 3 3 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

２，３
2.基
準配
置

― ―
2.不定期
に実施

24
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

24 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体格の良
い年長児
が真剣に
走り回る
には遊戯
室が狭
い。

鉄棒や縄
跳びマッ
ト運動
等、遊戯
室での運
動あそび
の内容を
検討す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

雨天であ
り戸外遊
びが出来
なかった
ので、鬼
ごっこを
遊戯室で
する。警
察に追い
かけられ
る泥棒に
なった
時、つか
まらない
ように真
剣に走っ
ていた。
（本児
は、夢中
になると
周りが見
えにくく
なる傾向
がある）

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

夢中にな
り走る本
児が他児
にぶつか
らないよ
うに至近
で声をか
けていた
が、歩幅
にスピー
ドが追い
つかなく
なり床に
躓き転ぶ
瞬間に抱
えようと
したが間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

1歳児や3
歳児と一
緒に鬼
ごっこの
様子を見
守り応援
してい
た。

当日は年
長児担当
者が休み
だった
り、登園
児数も少
なく普段
の環境と
は違って
いた。

登園人数に
限らず、必
ず２人体制
で保育す
る。

2631

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

12 1 1 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘頭骨
骨折（み
ぎちゅう
とうこつ
こっせ
つ）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12 なし なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊び始め
る前に子
ども達全
体に走ら
ないよう
に約束し
ていた
が、走っ
て自らの
転倒によ
るもの。

子ども達
にホール
の使い方
の確認を
し、保育
士も再発
防止に努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

走って自
ら転倒。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
いる方向
を見守っ
ていた
が、離れ
たところ
にいたた
め間に合
わなかっ
た。

― ―

走ってい
ることに
気づくの
が遅れ
た。

活発なあそ
びをしてい
る児童のそ
ばには重点
的に保育者
がつき、再
発の無いよ
うにする。

2632

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

43 4 5 6 7 11 10 0 4 3 6歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右骨端線
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

足をひ
ねったと
きの応急
処置をし
ていな
い。視診
のみに
なってい
る。

保育士が
視診のみ
行い足の
応急処置
手当をし
ていない
ので、手
当を必ず
するよう
に職員に
指導・周
知した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

60
1.定期的
に実施

260
特記事項
なし

施設・遊
具・玩具
には問題
ないため
改善策記
載なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ブロック
を広範囲
に散らか
してい
た。

ブロック
を広範囲
に散らか
さないよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

近くにい
た友達に
近寄ろう
として足
元にあっ
たブロッ
クにきず
かず移動
した際に
転んだ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

近くに居
た他児を
遊ばせて
いたため
対象児が
転倒した
ところは
見たが、
手が届く
場所には
いなかっ
た。変化
にはきず
いたの
で、直後
に「大丈
夫？」と
声かけを
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

泣いてい
た0歳児の
園児を膝
の上に抱
いていた
ので、手
がでな
かった。
手が届く
場所にも
いなかっ
た。

異年齢保
育中であ
り、対象
児もいつ
もと変わ
らない遊
びをして
いて床に
あるブ
ロックに
つまづい
て転倒す
る事に対
する危険
予測が不
足してい
た。

異年齢の子
ども達が大
型ブロック
で自由に遊
ぶとき、各
自が自由に
ブロックを
所有し遊ん
でいるの
で、床にあ
ちこちブ
ロックが点
在しやす
く、遊びに
夢中になり
つまづく原
因になって
いたと考え
られる。遊
ぶとき玩具
が散らから
ないように
環境整備を
保育士がし
ながら見守
る必要性が
ある。
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2635

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7
3.昼食
時・おや
つ時

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

19 1 1 4歳
1.男
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

職員会議
の中で、
今回の事
故の経過
と検証を
行い予防
策を探る
機会を作
り、危機
意識を高
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12 ―

タイル製
の流し台
の角に、
クッショ
ン材など
を取り付
け、衝突
した時の
ダメージ
を減らす
ようにし
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

保育士が
トイレの
中が見通
せるとこ
ろまで、
付き添
い、安全
に配慮し
た言葉掛
けを行う
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

落ち着い
て給食を
食べ終え
たことを
担任保育
士に認め
てもら
い、機嫌
よく、意
欲的にト
イレに向
かって
行った。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
落ち着い
て行動で
きている
ことか
ら、保育
室の入り
口からテ
ラスに体
を乗り出
して、ト
イレに
入ってい
くのを確
認してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

給食後の
片づけか
終わり午
睡に入っ
た時間帯
で、保育
室にいて
テラスや
トイレ内
に保育士
はいな
かった。

―

トイレを使
用する時間
帯には、ト
イレの入り
口付近に保
育士を配置
し、トイレ
の中も見守
るようにす
る。

　
・１．２
歳児と一
緒に砂場
に移動し
た職員
は、本児
たちが砂
場に来る
のを見て
いたが、
先に出た
４歳児が
鉄棒で前
回りをし
たので
「鉄棒
じゃない
よ、砂場
で遊ぶ
よ。」と
声をかけ
たとこ
ろ、本児
がさっと
鉄棒に来
て前回り
をした。
３歳児で
あるこ
と、左ひ
じが抜け
やすい本
児である
ため危な
いと感じ
て駆けつ
けたが、
駆けつけ
たと同時
に鉄棒か
ら落下し
た。

・１,２
歳児だけ
を先に誘
導した。

・テラスで
順番に靴を
全員が履き
終わるまで
待つように
し、遊ぶ場
に移動す
る。

休日保育
用の事故
防止マ
ニュアル
と危機管
理マニュ
アルの冊
子を作成
し、休日
担当園の
職員がい
つでも閲
覧できる
ようにし
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12

・鉄棒
は、使用
しないよ
うに表示
がして
あった
が、高さ
の違う棒
が３連連
なってる
鉄棒で
あったこ
とから、
真ん中の
棒にの
み、表示
がつけて
あった。

・鉄棒の
全ての箇
所（１箇
所だけで
なく３箇
所）に、
使用しな
い表示を
つけるよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・靴をは
いたテラ
スには出
入り口が
あるが、
狭い為、
２人ずつ
しか靴が
はけない
のではき
終わった
子が待つ
スペース
がなかっ
たこと
で、はき
終わった
子から順
次砂場へ
と移動し
た。

・３歳以
上児組の
子ども達
は、全員
が靴を履
いて待つ
ことがで
きるテラ
スへ移動
し、保育
士が全員
を見守り
ながら一
緒に園庭
へ出る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・本児よ
り先に靴
をはいた
４歳児が
鉄棒に
行って前
回りをし
たので、
それを見
ていた本
児も靴を
履き終え
て鉄棒に
行き、す
ぐに鉄棒
で前回り
をした。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・靴をは
くテラス
側にいた
職員は、
本児が靴
をはくの
を確認
し、次に
控えてい
た子が靴
を履くよ
う対応し
ようとし
たとこ
ろ、その
子がテラ
スを移動
し始めた
ので、靴
をはく場
所に呼び
止めよう
とその子
がいると
ころに移
動した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

5 5 3歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

 事故防止
マニュア
ルの一部
（必要な
部分のマ
ニュア
ル）は休
日保育用
の冊子に
入ってい
たが、
入ってい
ないマ
ニュアル
もあっ
た。

2634

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

10 0 1 3 4 1 1 0

12
1.定期的
に実施

50 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

フリス
ビーの動
きに集中
するあま
り、園児
たちも自
分の周り
を見る余
裕がな
かった。

・全体を
見る職員
はフリス
ビーの動
きに集中
せず、園
児の動き
全体が見
えるよう
に立ち位
置を調整
する。
・園児同
士がぶつ
からない
よう遊び
方やルー
ルを工夫
する。
（外野を
エリア
（両サイ
ド、バッ
クなど）
に分け、
園児がフ
リスビー
を取るエ
リアを決
めて、多
数の園児
が集まら
ないよう
にする
等。）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の状態
は著変な
く、活気
機嫌も良
かった。
ドッチ
ビーの
ゲーム
中、フリ
スビーの
動きに視
線が集中
していた
ため、近
くにいた
園児同士
で衝突し
てしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児の転
倒時、フ
リスビー
は反対方
向にあ
り、フリ
スビーの
ある場所
に園児が
集まって
しまうた
め、そち
らを見て
いた。音
がしたの
で音の方
向に視線
を向けた
ところ、
本児が床
に手をつ
いて倒れ
ていた。
本児にす
ぐに「大
丈夫？痛
い？」と
声をかけ
たところ
「痛くな
い」と返
事があ
り、本児
の動きに
変わった
ことがな
いことを
目視で確
認した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

審判をし
ていた保
育士は、
フリス
ビーがあ
る方向を
向いてい
た。

転倒した
本児に対
し声かけ
は行った
が、患部
に関する
確認等は
行わな
かった。

事前の説明
だけでな
く、ゲーム
開始後も人
が集まりす
ぎた時には
ぶつからな
いように他
児に注意を
することを
伝える。
ヒートアッ
プしすぎた
時には、
ゲームを中
断して、落
ち着いて
ゲームがで
きるように
なってから
再開する。

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第5趾基
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

想定外の
状況によ
る怪我で
あったた
め、３，
４，５歳
児が激し
い運動を
する際の
注意点な
どを職員
に周知し
ていな
かった。

マニュア
ルに運動
について
の項目が
入ってい
なかった
ため、運
動面への
取り組み
を踏まえ
て、新し
いマニュ
アル「事
故防止の
ための取
り組み」
を作成し
た。
また、転
倒した際
にも患部
の確認を
行うよ
う、マ
ニュアル
の見直し
を図っ
た。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2633

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

43 0 0 0 0 21 22 0 2 2 5歳
2.女
児
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2636

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 11 16 18 7 7 5歳
1.男
児

支援児枠で
の入所児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
頸部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

新入児
で、多動
な幼児
（Ａ君）
が入所
し、危険
行為が多
発してい
たため、
職員の注
意が緊張
感を伴っ
てＡ君に
向きがち
になって
いた。

Ａ君をマ
ンツーマ
ンで保育
するため
の担当の
配置換え
を行い、
職員の緊
張感を緩
めること
で、本来
の事故防
止対応が
取れるよ
うにし
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

所長は保
育所の開
設に当た
り遊具の
方向が、
職員から
見えやす
い方向に
図面の変
更をお願
いした。
雲梯の高
さも、切
断して低
くしても
らった。

必要と思
われる改
善には、
子どもの
安全を優
先にその
都度取り
組む。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

滑り台の
２・３段
とはい
え、お迎
えに来た
保護者の
姿をみ
て、不意
に飛び降
りようと
する行動
を予想し
ておくべ
きだっ
た。

子ども
は、不意
の行動を
しがちで
あること
を、再認
識して、
再発防止
に
努めるべ
きであ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

入所３年
目だが、
固定遊具
での遊び
の経験は
少ない方
である。
普段か
ら、牛乳
は嫌い
で、飲め
ないの
で、カル
シウム不
足が心配
される。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児は支
援児枠で
の入所な
ので、ク
ラス担任
の他、支
援児担当
保育士が
いる。当
日は、支
援児担当
保育士
は、他の
支援児に
付いてい
たので、
滑り台に
は、フ
リー保育
士が見守
りをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

フリー保
育士が、
本児の転
落を「落
ちた
よ！」と
告げ、ク
ラス担任
と、支援
児担当保
育士が駆
け寄っ
た。

開所２年
目の５月
で、それ
まで、固
定遊具で
の遊び方
が、全体
的にも経
験不足が
あったと
思う。

固定遊具の
教育的価値
（運動面・
精神面）を
充分に理解
した上で、
安全に考慮
し、個別に
も配慮し、
再発防止に
努める。

2637

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

42 0 0 0 0 20 22 22 12 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右ひじ骨
端線損傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

遊具の安
全な使い
方につい
ての認識
不足が
あった。

これまで
以上に職
員間で話
し合いの
場を持
ち、安全
対策につ
いて話し
合う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

毎月の安
全点検に
加え、そ
の都度環
境整備を
行い、危
険箇所に
ついては
迅速に対
策を講じ
る。ま
た、子ど
もの発達
に応じ、
保育環境
を整え、
安全に遊
べるよう
にする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

見守る保
育士の人
数に対
し、コー
ナーの数
が適正か
どうかを
見極める
必要が
あった。
倒れやす
いゲーム
ボックス
からの
ジャンプ
は適切で
はなかっ
た。高さ
も、1mは
高すぎる
のではな
いか。

ゲーム
ボックス
からの飛
び降りは
行わず、
ジャンプ
遊びは巧
技台を使
用する。
危険が伴
うコー
ナーに
は、必ず
保育士が
つき見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

高いとこ
ろからの
飛び降り
などを楽
しんでい
て、挑戦
したい気
持ちが強
かった。
　

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

これまで
も繰り返
し遊んで
いた遊び
だったの
で、危険
はないと
判断し子
ども達に
任せてい
た。一瞬
の出来事
で助けら
れなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　他の遊
びのコー
ナーで子
ども達と
関わって
いた為、
落ちてか
ら気が付
いた。

運動能力
的には無
理のない
遊びであ
ると思い
1ｍ弱か
らの飛び
降りを
行ってい
た。これ
までも繰
り返し遊
んでいた
ので、そ
ばにはい
たが子ど
も達に任
せてい
た。

高いところ
からの飛び
降りは、危
険が伴うこ
とをしっか
りと意識す
る。
遊具の適切
な使用方法
について
しっかりと
話し合い、
職員全員が
共通理解す
る。

2638

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 11 13 4 4 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手上腕
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

職員が運
動遊びの
危険を十
分に認知
してお
く。

事故予防
研修を行
い、職員
の事故予
防意識を
高める。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

52

エアータ
ンブルか
ら落ちる
ことを考
慮してお
く。

エアータ
ンブルを
使用する
ときは、
周りに
マットを
敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

すぐに介
助できな
い場所で
保育士が
指導して
いた。

すぐに介
助できる
場所に保
育士配置
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

エアータ
ンブルを
利用した
サーキッ
トトレー
ニングで
何回も前
転を行っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士が
対象児を
見ていた
が、４ｍ
ほど距離
があった
ので制止
すること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

４コー
ナーあっ
て、それ
ぞれの所
に配置し
ていた。

すぐに介
助できる
位置に職
員を配置
できてい
ない。

エアータン
ブルを使用
するとき
は、両側面
に保育士を
配置する。

2639

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― ― ― ― 4歳
1.男
児

月に１回程
度経過を確
認するのに
受診する。

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首の
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

どんな遊
具でも使
い方に
よっては
危険であ
ることを
認識す
る。

遊具を使
用すると
きは、い
つでも
ルールを
守って遊
ぶことを
子どもに
伝えてお
く。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3 ―

接続部分
の錆など
多少の経
年劣化は
見られる
が、事故
につなが
る危険な
箇所は見
られな
い；

7.その
他

保育中に
当該遊具
で事故が
起きたこ
とは無
かったの
で、保護
者と一緒
であれば
それほど
危険な遊
具ではな
いという
認識が
あった。

保育中以
外でも
ルールを
守り、気
をつけて
遊ぶよう
子どもに
伝えると
ともに、
保護者に
も子ども
の近くで
目を離さ
ないよう
おたより
でお願い
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な対
象児だが
降所前に
いつもと
違う様子
はなかっ
た。

― ― ― ― ―

普段の遊び
から遊具の
危険な遊び
方が無いよ
う事前の指
導を徹底す
る。

・担当職
員を1人決
め、本児
が興奮し
ている時

　

　

・本児の
動きを見
てきた
が、担当
を決めず
なんとな
く見てき
た。当日
も誰かし
らが見て
いるだろ
うという
意識のも
と、その
瞬間、職
員の目が
離れ、誰
も見てい
ない瞬間
が生まれ
てしまっ
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2641

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

13 2 2 4歳
1.男
児

肘が外れや
すく、以前
にも保育時
間内に外れ
たことがあ
る

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨尺
骨骨折
（左手首
の骨折）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

―

クラス担
任同士、
園内で危
険な場面
や行動を
常に伝え
合い、園
全体でも
把握でき
る状態に
する。
（記録の
整備や伝
達方法の
工夫）

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ロール
マットを
子どもが
安易に登
ることが
出来る場
所に置い
ていたこ
と。

ロール
マットを
活動を行
う場所に
置きっ放
しにしな
い。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

朝から大
好きな
プール遊
びをした
こともあ
り、いつ
もより元
気で活発
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

絵を描く
子ども達
に付きな
がら、自
由遊びを
している
子ども達
を目視。
同じ保育
室内。
マットか
らジャン
プし始め
たので危
険だと判
断して声
を掛け、
片付け始
めるまで
の時間が
遅かっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

副担任
は、テー
ブルを片
付けるた
めに部屋
を離れて
いた。

自由遊び
に入った
時点で、
職員同士
声を掛け
合い、目
視ではな
く、それ
ぞれのク
ループに
付き見守
る体制に
するべき
だった。

同じ空間、
至近距離だ
としても、2
つの活動を
するグルー
プがある場
合には、そ
れぞれに保
育士が付
く。目視で
きる距離だ
からと油断
しない。

2642

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

11 2 2 3歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

靴を履い
た後、全
員を集め
動き出す
前に安全
の約束を
具体的に
知らせな
かった事
を反省す
る。

保育士の
側で遊ぶ
事や、移
動する時
は伝える
等の約束
を伝え
る。ま
た、走
る、追い
かけごっ
こなど体
を十分動
かしてか
ら砂遊び
などに誘
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

上半身と
下半身が
アンバラ
ンスに
なった
か、走っ
ている時
に急に止
まろうと
して前の
めりにな
り体重が
かかり不
自然な手
のつきか
たになっ
たか。

走って止
まる、バ
ランスを
とる遊び
を取り入
れてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

砂遊びと
虫探し遊
びを交互
に楽しん
でいた。
砂場から
虫探しへ
向かう途
中に転ん
だ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体の安
全を見
守ってい
たが、他
児に声を
掛けられ
対応した
為一瞬の
間目を離
した時に
転んだ。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児との
虫探しを
していた
為。

移動して
いる子が
いるとわ
かってい
たが、大
丈夫と言
う思いも
あり、他
の子に声
を掛けら
れ全体か
ら目を離
してし
まった。

必ず全体を
見る職員を
一人決めて
おく。目を
離す時は、
声を掛け合
う。

ている時
や危険を
感じた時
にはそば
につくよ
うにす
る。
・各クラ
ス、改め
て危険個
所の洗い
出しを行
う。
・形だけ
の重大事
故訓練や
安全
チェック
でなく、
こういう
動きがあ
るとこの
ような危
険が生じ
る等の予
測力が訓
練できる
ような研
修を行
う。
・職員の
危機意識
の甘さを
指摘し、
何が危険
につなが
るかを指
導してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

興奮して
棚の周り
を走り
回ってい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

直前まで4
人の職員
は目で
追ってい
たが、担
当を決め
ていな
かった。
目を話す
際も「今
これを行
うので、
〇〇さ
ん、本児
をお願い
します」
等の声が
けをしな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

誰かが見
ているだ
ろうと
思ってし
まった。

日頃から
よじ登っ
たり、棚
の上に
乗ってし
まったり
して怪我
をしやす
い子で
あった。
それを理
解した上
で職員同
士気にす
るように
していた
が、具体
的にどう
するかま
での話合
いを持た
なかっ
た。

気にするだ
けでなく、
具体的にど
のようにそ
の子を動き
を見られる
ようにする
か話しあ
い、決定す
る。

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

職員の危
機意識低
下（お盆
時期で子
どもの数
に対して
職員が多
かった）

重大事故
訓練の充
実　職員
の意識向
上　担当
職員を1人
つけるよ
う検討

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― 棚の配置

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

てしまっ
た。
・7月にも
本児が同
じ棚を倒
してい
た。しか
し、ヒヤ
リハット
報告や上
司への報
告がなさ
れていな
かった。
棚が倒れ
るとどの
ような危
険につな
がるか予
測できる
力がつい
ていな
かった。
・重大事
故訓練や
安全
チェック
を行って
きたが、
それは職
員の意識
に結びつ
いていな
かった。
逆に
チェック
をしてい
るという
自信にさ
えなって
いたかも
しれな
い。
・この日
まで大き
な事故が
なかった
のは、た
だ単に運
が良かっ
ただけ。
職員の危
機意識の
甘さは否
めない。

2640

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

―

10(他
3は1
歳児
クラ
スに
て保
育)

14 5 4 2歳
1.男
児

好奇心旺盛
活発

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

5.下肢
(足・足
指)

右第４趾
挫滅創
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要配慮児
の食事介
助のた
め、気を
とられ全
体把握の
意識が保
てなかっ
た

配慮の必
要な児の
食事を先
に食べら
れるよう
にする。
誤嚥の心
配の少な
い飲料
は、非常
勤職員に
介助を代
わる。見
守りが困
難なとき
は他クラ
ス職員の
応援をも
らえるよ
う声を掛
け合い安
全に保育
をおこな
えるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おやつを
終え、帰
りの支度
にとりか
かる。通
園かばん
をテラス
のキャス
ターにか
け、保育
室内に戻
り扉を閉
めようと
して指を
挟んだ
と、思わ
れる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

おやつを
食べてい
る子や帰
り支度を
している
子が混在
している
状況だっ
た。食事
の介助や
片付けな
どを行い
ながら
だった
為、ドア
付近の状
況を把握
できてい
なかっ
た。又、
一人ひと
りの動き
に気づけ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

食事後の
片付けや
下膳を
行ってい
たので、
見ていな
かった。

ドア付近
が危険と
いう意識
が薄れて
いた。

子どもの動
きや職員の
動きが散漫
になる時に
は、全体を
見ることに
も意識を持
つようにす
る。一人で
対応が難し
いときに
は、隣のク
ラスに声を
かけ応援体
制をもらう
等、安全に
配慮してい
く。

右拇指末
接骨骨折
（ひび）

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

事故当
時、職員1
名（保育
士）と非
常勤職員1
名いた
が、職員
は要配慮
児の食事
介助をお
こないな
がら園児
全体の帰
り支度を
を見守っ
ていた。
非常勤職
員はテー
ブルを拭
いてい
た。手を
挟んだと
思われる
ドアサッ
シ付近に
職員はい
なかった

ドアの開
閉には危
険が伴う
ことを念
頭にお
き、ドア
の側には
必ず大人
がつくよ
うにす
る。見守
りが困難
なときは
他クラス
非常勤職
員にも声
を掛け合
い安全に
保育でき
るように
する。施
設管理
チェック
リストに
「ドアス
トッパー
確認」の
項目を入
れる

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

48

ドアのス
トッパー
が下がり
にくいと
職員は怪
我当日の
昼に感じ
ていた

設備の不
備に気づ
いた際
は、声を
出し、共
有、修理
や応急処
置など対
策をと
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

チェック
簿等を置
いてある
テーブル
近くにい
た職員は
所庭全体
を見渡せ
る位置に
立ってい
たため、
本児が転
倒した場
面を見て
いた。

ホールへ
の出入り
は、広範
囲から狭
い出入口
に子ども
達が集中
するため
事故が起
きやすい
という認
識が薄
かった。
また、所
庭のコン
クリート
部分で子
ども達が
走ったり
遊んだり
している
ことも大
きな事故
につなが
るという
認識が薄
かった。

ヒヤリハッ
トを活用・
検証し、職
員が危険予
測する力を
つけ、事故
防止の手立
てへと意識
が向くよう
会議の中で
話題にし、
確認する。
安全に遊べ
る環境を確
保できるよ
う毎日の安
全点検を確
実に行い、
情報を共有
して環境整
備をする。

2645

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

18 2 1 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

マニュア
ルに沿っ
ての対
応、事故
発生時の
緊急会議
やヒヤリ
ハット検
証を行っ
ている
が、自分
自身のこ
ととして
受け止め
る職員一
人一人の
意識は十
分といえ
ない。

職員の立
ち位置は
常に死角
をなくす
ことを意
識して児
童の動き
や事故の
状況を把
握できる
ようにす
る。事故
防止につ
いて日頃
から気づ
きを伝え
合う場
（ミー
ティン
グ、会議
など）を
作り、共
に考え改
善する体
制を確立
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

二方向か
ら子ども
達がベラ
ンダに上
るため、
衝突や転
倒が起こ
り得る。
事故が起
きたベラ
ンダ下に
は排水管
のつまず
き防止策
として人
工芝が敷
いてあ
り、ベラ
ンダの段
差だけで
なく人工
芝につま
ずく可能
性もあっ
た。

衝突や転
倒のリス
クを減ら
すため、
事故の
あった側
からベラ
ンダに上
がること
を無くす
よう、段
差の下
（人工
芝）と上
にプラン
ターを並
べて置い
た。ホー
ル出入口
に向かう
方向を正
面側一方
向とし
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
は日常的
に二つの
方向から
ベランダ
に上がっ
ており、
特別な配
慮や指導
はしてい
なかっ
た。ま
た、段差
がある場
所の危険
性につい
て、子ど
も達もあ
まり認識
しておら
ず、配慮
も欠けて
いた。

プラン
ターを置
いた状態
を見せ、
ホール出
入口に向
かう時は
正面側の
一方向に
すること
を子ども
達に知ら
せた。段
差のある
場所は慌
てずによ
く足元を
見ること
や、コン
クリート
部分は転
倒時に大
きな怪我
につなが
ることを
伝え、子
ども達が
どう行動
している
か、日々
の中で確
認してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

所庭で
は、活発
に体を動
かす遊び
よりも友
だちと虫
探しをし
たり砂遊
びなどを
好み、事
故当日も
畑の周辺
で遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子ど
も達と所
庭中央部
でゲーム
遊びをし
ていた。

4 3 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左環指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

12 ―

保育室の
床の状況
について
は、実際
に子供と
同じよう
に裸足の
状態に
なって動
いたり、
手で触れ
たりしな
がら点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

フリー
ルーム
は、今ま
で天気が
悪い時な
ど、体操
やリズム
遊びなど
体を動か
して遊ぶ
ことが
あった
が、室内
で走る飛
ぶなどの
活動をす
る際は、
落ち着い
た時間帯
に複数人
が保育に
従事する
ことで、
危険な場
面に対応
できるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士が
弾く曲を
聞いて、
友達と一
緒に保育
室を回る
ように小
走りをし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子供達の
動きを見
ながら、
動きに合
わせて
キーボー
ドを弾い
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

隣の保育
室で４～
５人ずつ
の子供達
と一緒に
パズルや
ままごと
等常設の
遊びをし
ていた。
トイレに
行きたい
子供２人
は保育士
と一緒に
同じフロ
アのトイ
レに行っ
ていた。

―

おやつ後は
食器類の片
づけや、保
護者の迎え
があり子供
たちが落ち
着かない時
間帯である
ことを保育
士は意識し
ておく。引
き続き子供
たちは少人
数で過ごせ
るようにす
る。保育士
は互いに声
をかけあ
い、複数で
保育できる
ようにす
る。

2644

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

47 18 16 13

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

―

「遊びの
約束」に
ついての
見直しを
行う（フ
リールー
ムで走
る、飛ぶ
などの遊
びをしな
いように
する）

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

122643

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

8 1 1 2歳
1.男
児

―
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2646

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

25 2 ― 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
顔面(口腔
内含む)

外傷性歯
の脱臼
外傷性歯
根破折
歯槽骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

準備運動
で走り始
めた時か
らふざけ
て後ろ向
きに走っ
ていた。
それでも
ふざけて
いたた
め、再度
こえをか
けるとあ
わてて前
を向いた
が、丁度
そこに敷
いてあっ
たマット
に躓き転
んだ。

声をかけ
られたこ
とであわ
てて前を
向いたこ
とでマッ
トに躓い
てしまっ
た。マッ
トや鉄棒
は教室が
始まる前
にあらか
じめセッ
ティング
してある
が、障害
物の前に
職員が
立った
り、マッ
トは畳ん
で置くよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

準備運動
の時から
ふざけて
いる姿が
あった。
走ってい
る時後ろ
向きに
なって
走ったり
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

走ってい
る時ふざ
けていて
危ないな
と思い、
注意し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任も一
緒になっ
て準備運
動をして
いた。

障害物
（鉄棒、
マット）
がセッ
ティング
してあっ
た。

事前にマッ
トや鉄棒が
置いてある
ことを子ど
もたちに知
らせたり、
おいてある
ものの前に
担任が立ち
気をつけて
走るようそ
の都度声掛
けをしなけ
ればならな
い。

2647

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上児 19 3 2 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕橈尺
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

特になし

筋力や腕
力に個人
差があ
り、弱さ
がみられ
たので
補ってい
くような
保育を
行ってい
く。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― 特になし

今回の怪
我は、人
的面で起
こった事
故の為、
ハード面
の改善策
は特にあ
りませ
ん。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

今回の怪
我は、人
的面で起
こった事
故の為、
環境面の
改善策は
特にあり
ません。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

準備体操
をしっか
りと行
い、講師
の話を聞
いて真面
目に取り
組んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一人ひと
りがどの
程度をと
び箱を跳
べるのか
を見てい
て全体に
目が行き
届いてい
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児も
視野に入
れなが
ら、とび
箱の順番
を待って
いる子た
ち（全
体）を見
ていた。

保育者が
本児の動
きを把握
できてい
なかっ
た。

体操の講師
を含め保育
者が、順番
待ちの子、
跳び箱及び
マットの箇
所について
見守ると共
に、筋力
や、腕力な
どの弱い部
分を補う取
り組みをカ
リキュラム
にいれてい
く。

2648

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

22 9 5 8 3 3 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

一人ひと
りの子ど
もから目
を離さな
いよう
に、他の
保育士と
連携を取
りながら
進める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

運動遊び
なので
個々のレ
ベルに
あった遊
びの提供
を考え、
ふざけた
りあわて
たりしな
いように
言葉がけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ゲーム
ボックス
から飛ぶ
際、あわ
ててきち
んと両足
をついて
いなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

後ろに並
んでいる
子どもの
対応をし
ていて本
児から目
を離して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各コー
ナー（鉄
棒、S棒
等）で子
どもの援
助をして
いたため
見ていな
かった。

―

子どもが跳
んだりする
際は必ず跳
ぶ姿勢を確
認し目を離
さない。他
の職員とも
声を掛け合
い、けがを
したときに
もすぐ報告
連絡をし相
談する

2649

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

― 　3 6 10 0 0 0 3 3 2歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

特になし

園全体で
職員体制
や保育士
の心構え
を話し合
う。保護
者対応の
打ち合わ
せ。

1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

自由に動
き回れる
広さにつ
いて検
討。

０・１歳
児と2歳児
をパー
テーショ
ンで区切
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当番保育
は合同保
育になる
が、月齢
や一人一
人の遊び
を保証で
きるよう
に設定す
る。

０・１歳
児と2歳児
をパー
テーショ
ンで区切
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

興味のあ
る玩具の
方へ移動
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

急に立ち
上がり、
数歩小走
りで移動
し、目の
前で転ん
だが受け
止められ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

急に立ち
上がり、
数歩小走
りで移動
し、目の
前で転ん
だが受け
止められ
なかっ
た。

同じ遊び
を一緒に
しない。

当番保育時
の見守り方
や、遊び方
の質を高め
ていけるよ
うにする。
落ち着いて
遊ぶことが
できていて
も、2歳児・
０，１歳児
の当番保育
は、3人の保
育士で分担
保育を心が
ける。特
に、担任か
ら当番保育
士に引き継
ぐ境目の時
間は、職員
の位置の連
携や確認を
しながら行
う。
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2650

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

15 0 0 0 5 10 0 0 2 2 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3～4

1.基
準以
上配
置

想定され
る遊びと
園児の動
き、それ
に伴う想
定される
リスクを
軽視して
いた。

研修等を
通じて、
想定され
るリスク
と人員配
置を再検
討する。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

公園内の
遊具に対
する保育
士の危険
認識度が
低かっ
た。

一般的に
安全と思
われる遊
具に対し
ても想定
外の危険
性がある
ことを再
認識す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年中児で
あること
から、あ
る程度自
由に遊ば
せてい
た。

①転倒し
づらい地
盤で遊ば
せる。
②約束事
を反復し
守らせ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

土曜日の
午前中の
園外保育
での事
故。平日
と担当保
育士が違
うこと、
異年齢児
と遊ぶこ
と等で気
持ちが高
ぶってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

大型遊具
の下で園
児たちが
転ばない
よう、
走ってい
る園児に
は声をか
け続けて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

大型遊具
の上にお
り、土遊
びをして
いた他の
児童を注
視してい
た。

滑りやす
い砂地で
あり、通
常の運動
靴であっ
たことか
ら転倒事
故を誘発
しやすい
環境で
あった。

さらに1名保
育士を配置
し、走って
いる園児を
別の遊びに
誘導する。

2651

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

11 2 2 5歳
1.男
児

―
6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

右上歯
ヒビある
いは、骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

事故後の
対応マ
ニュアル
は整備で
きていた
が、予防
マニュア
ルの作成
や保育士
同士の立
ち位置の
確認、指
さし確認
が不十分
だった。

園児の動
きに応じ
て、監視
役と遊ぶ
保育士と
いう役割
分担の確
認を徹底
する。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時

子どもの
人数、遊
び方に適
したプー
ルの大き
さ、数
だったの
か。

人数では
なく、園
児の年齢
に応じて
ビニール
プールの
面積を考
慮し、数
や遊びの
内容を考
える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ビニール
プールの
数と大き
さの見直
し。

ビニール
プールに
入って遊
ぶ人数を
決める等
配慮する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

プール内
で周囲の
様子を全
く気にか
けず、突
然しゃが
んだ。
プール内
で座って
遊んでい
た友達の
後頭部に
歯を強打
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子ども達
の動き全
体が見え
るところ
で水遊び
をしてい
た。ちょ
うど、目
を向けた
際の出来
事だった
ので、
しゃがん
だ場面と
ぶつけた
場面は見
ていた
が、防ぐ
ことは出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ホースで
子ども達
に水をか
けなが
ら、一緒
に遊んで
いた。本
児がいた
場所は確
認してい
たが、
しゃがん
だ瞬間、
ぶつけた
瞬間は見
てはいな
かった。

日頃から
周囲の状
況をよく
確認せず
に行動
し、ぶつ
けたり転
んだりす
ることが
あった。
本児も含
め、周囲
をよく見
て行動す
るように
声をかけ
ていくよ
うにした
い。

周囲の状況
判断が苦手
な園児の傍
に保育士が
付くように
し、本児が
気が付ける
様こまめに
声掛けを行
う。

2653

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

14 4 4 2歳
1.男
児

ダウン症候
群

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

下口唇裂
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

転倒事故
を防ぐた
めの、体
幹の訓練
を毎日
行ってい
るが、身
について
いない。
支援児の
動きに合
わせてつ
いていて
も、不測
の事態が
起こる。

支援児に
は、必ず
つき、行
動の予測
をたてて
支援す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―

乳児の庭
に段差が
多い。・
マンホー
ル蓋・コ
ンクリー
トの流
し・コン
クリート
の通路と
地面との
段差。

マンホー
ルは、
じゅうた
んをか
け、土で
段差を埋
めた。コ
ンクリー
トの流し
は、撤去
して、躓
く懸念の
ある物は
除いた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

段差を改
善できて
いなかっ
た。職員
間で注意
すること
を徹底で
きていな
かった。

転倒事故
を防ぐた
めの体幹
の訓練を
本児が楽
しんでで
きるよう
に工夫す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活動が盛
んになっ
てきて、
興味のあ
るところ
に常に移
動してい
るので、
予測がつ
かない動
きが多
い。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対象
児に接
してい
た)

支援児1名
に1名の加
配があ
る。常に
対象時に
マンツー
マンで接
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の担任
は他の14
名の保育
に当たっ
ていて、
至近距離
にいた。

―

子どもの動
きを予測で
きるよう
に、行動の
特性を観察
し、担任で
共有する。

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

石段自体
は段数は
少なく、
段差、奥
行きなど
危険は感
じない形
状であっ
たが、段
の表面に
は多少の
凸凹が
あった。
夏だった
のでバッ
クにベル
トの付い
たサンダ
ルを履い
ていた。
石段の凸
凹と履物
の安定感
の不足な
ども要因
として考
えられ
る。

歩いて園
外に出か
けるとき
はズック
を着用す
ることと
したい。
また、階
段は、少
人数のグ
ループに
分けて、
降りるよ
うにした
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状
態、身体
的な不都
合はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該児は
自分の
ペースで
慎重に降
りていた
事と、石
段の形状
などから
ので特に
危険は感
じずにい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

先頭職員
は子ども
たちを誘
導して歩
いてい
た。最後
方の職員
は全体を
見守りな
がらも、
介助が必
要な子ど
もの手を
つない
で、一緒
に降りて
いた。

楽しいイ
ベントの
後だった
ので、平
常よりも
高揚感が
あったか
もしれな
い。

不慣れな場
所であ
る。、イベ
ントの後で
あった。普
段と違った
状況の中で
は子どもた
ちに対して
普段以上に
危険予知を
して危険回
避の声掛け
と、見守り
をする。

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

先頭を歩
く職員は
階段を下
りてその
まま前進
した。後
ろから来
た子ども
たちは前
に続こう
と足元に
注意がい
かなかっ
たのかも
しれな
い。

先頭の職
員は子ど
もたちが
全員階段
を降り切
るまで階
段の下で
待ってい
る配慮が
必要だっ
た。危険
が伴う場
所では特
にゆっく
りと、ゆ
とりを持
つことを
心掛けた
い。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2652

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

23 11 12 3 2 4歳
2.女
児
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2654

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 4 4 5 2 3 3 2歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨・
尺骨骨幹
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

マニュア
ルの徹
底・職員
間の役割
を再確認
し未然防
止に努め
る。

2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

― ―

環境を整
えるため
危険個所
の確認と
危険と思
われる物
の移動。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

延長保育
時の過ご
し方（確
認時）に
ついて対
応の徹底
が完全で
はなかっ
た。

静的な遊
びの提供
と過ごし
方の徹
底・確
認。状況
に応じた
言葉がけ
をし、特
に低年齢
児の見守
り等に気
を配るな
ど事故を
未然に防
ぐ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

興味のあ
る方に気
がいって
しまい、
落ち着い
て座って
いること
が出来て
いなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・保育士
が他児の
対応中に
対象児が
膝に座ろ
うとした
がバラン
スを崩し
た際に手
を差し伸
べたが間
に合わな
かっ
た。・延
長保育利
用児の呼
名、名簿
確認。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

廊下で降
所児・保
護者対応
をしたた
め見てい
なかっ
た。

―

保育士同士
の連携・声
かけを強化
する。特に
未満児の安
全確保（室
内の一か所
に集めて利
用児確認な
ど）を行
う。

2655

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

71 1 12 15 18 12 13 10 9 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

事故防止
マニュア
ルは整備
している
が、危機
管理が十
分でな
かった。

職員全員
で情報を
共有し、
危機管理
を行う。

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

12

ボールの
空気は抜
いていた
が、幼児
には硬す
ぎること
が原因か
と思われ
る。

柔らかい
ボールを
使用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭利用
は年齢や
遊ぶ場所
を区分し
て行って
いる。
遊ぶス
ペースを
決めてい
たので、
その枠内
であっ
た。

保育する
職員が、
子ども全
員を見渡
せる様に
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自ら希望
し、対象
児を含め
た４～５
歳児６名
と職員１
名と共に
サッカー
を行っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

サッカー
のゴール
キックの
際に、園
児６名と
15ｍ程の
距離を取
り、園児
の方向に
ボールを
蹴った。
園児の手
前に落と
そうとし
たボール
であった
が、園児
の右手に
直接当
たってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
を見てい
たり、お
迎えに来
た保護者
の対応を
行ってい
た。

担当職員
の危機管
理能力が
甘かっ
た。

お迎えの保
護者対応を
する職員な
ど、はっき
りとした担
当分けを行
う。

2656

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

39 20 19 5 4 3歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

肘の亀裂
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

・子ども
がリズム
遊びに慣
れていな
かったた
め、保育
士の指導
や見守り
が足りな
かった。

・子ども
と一緒に
遊びなが
ら指導す
る保育士
と、安全
に遊んで
いるか見
守る保育
士に分か
れるよう
にする。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・リズム
遊びの途
中で立ち
止まって
しまう子
どもがい
た。
・走るこ
とに夢中
になり、
周囲がよ
く見えて
いなかっ
た。

・立ち止
まること
は危険で
あること
を話し、
子ども同
士でぶつ
からない
ように配
慮する。
・周囲を
良く見な
がら走っ
て遊ぶよ
う指導す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

室内を走
るリズム
遊びをし
ていた。3
歳児、4歳
児に分か
れて交互
に同じリ
ズムの動
きをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
後ろを他
の子ども
と一緒に
走ってい
た。転ぶ
瞬間を見
ていた
が、間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・3歳児の
担当職員
は子ども
と一緒に
リズム遊
びのため
走ってい
た。・4歳
児の担当
職員は転
倒を見て
いたが、
リズムの
曲をピア
ノで弾い
ていたた
め間に合
わなかっ
た。

― ―

2657

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 10 5 2 2 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6
2.基
準配
置

―

事故予防
や発生時
の対応に
ついて、
職員間で
徹底周知
する。

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6
2.不定期
に実施

6 ―

竹馬の高
さを上げ
ていく度
に、腐敗
はない
か、足場
が固定さ
れている
か、強度
の具合な
ど点検・
改善をし
ているの
で継続し
て行って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

竹馬でト
ラックを
行進中、
カーブ辺
りでバラ
ンスを崩
し、落下
する。

バランス
を崩しこ
けそうに
なった時
の対処の
方法（前
に倒れ
る、手は
離さな
い）を
もっと充
分に伝え
ておく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登所後、
竹馬（高
さ８０
㎝）の練
習をして
いて、バ
ランスを
崩し、落
下する。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児を竹
馬に乗せ
てスター
トさせ、
第一カー
ブの辺り
まで行進
して行っ
たので、
今度は次
の子ども
が竹馬に
乗る介助
をする為
にスター
ト場所に
戻った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
子ども達
の登所の
受け入れ
をした
り、クラ
スの子ど
も達が園
庭で縄跳
びをする
のを見
守ってい
た。

休み明け
から竹馬
の高さを
変えた。
竹馬でト
ラックを
行進して
いる時
に、本児
の出発か
ら着地ま
での見守
りが充分
でなかっ
た。

竹馬の高さ
を順次上げ
ていくのだ
が、土曜、
日曜と2日間
の休みがあ
り、その間
竹馬に乗れ
ていないう
え、高さに
も慣れてい
ない。休み
明けには、
以前の高さ
の竹馬に充
分乗って、
週半ばから
高さを変え
るようにす
る。
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2659

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

10 0 4 6 0 0 0 0 3 2 2歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

歯牙破
折、下唇
裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

安全管理
マニュア
ルを定期
的に内容
確認及び
読む頻度
が少な
かった

安全管理
マニュア
ルの内容
につい
て、話し
合う回数
を増やし
ていく

― ― ― ― ― ― なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

突発的に
走り出し
た事で、
足元がも
つれ躓い
た

落ち着い
て歩き出
せるよう
に、声を
かけてい
くと共
に、予想
できる行
動にすぐ
に対応出
来るよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自我の芽
生えの様
子はあ
り、聞き
分けは良
い方であ
るが、歩
きたいと
いう意思
が強かっ
た

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対象
児に接
してい
た)

他児と手
をつない
でいたた
め、本児
の転倒時
に手を伸
ばしたが
間に合わ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児以外
の歩行し
ている子
どもと、
散歩車を
押す担当
にそれぞ
れ付いて
いた

普段は聞
き分けが
良く、保
育士との
手つなぎ
をしなく
ても歩け
ると、本
児の行動
を評価し
ていたた
め

歩き方を繰
り返し丁寧
に知らせ、
突発的な行
動を予測し
関わって行
くようにす
る。子ども
同士ではな
く、大人と
の手つなぎ
の歩行を
行っていく
よう改善す
る。

2660

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

12 1 6 5 1 1 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左環指中
節骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

子ども同
士のトラ
ブルの対
応が適切
にできて
いなかっ
た。

居残り時
の人数や
園児の中
に加配
児、気に
なる子ど
ものいる
場合は居
残り保育
士を増や
し、状況
把握の連
携を取っ
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
らせん滑
り台の上
部が狭い

使用園児
数を制限
する

7.その
他

保育士の
見守りが
行き届か
なかった

園庭全体
に目が届
く場所で
保育する
ように徹
底する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

４歳児と
トラブル
になり、
らせん滑
り台上で
言い合い
になり、
押されて
落下し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ジャング
ルジムの
方に３歳
児が多く
いたの
で、その
近くで保
育してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

乳児クラ
スにいた

普段は室
内で居残
り保育を
していた
が、当日
は、幼児
組のクラ
スで研修
があり、
園庭で遊
ばせてい
た。

園庭で遊ば
せるとき
は、５時ま
では必ず保
育士２名で
保育するこ
となど、職
員会で話し
合いを重ね
安全配慮を
徹底する。

2661

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

2
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

29 1 1 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

捻挫→骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

なし
今回の事
故は要因
なし。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12

保育室と
廊下との
段差のた
め
（以前の
建て方か
らの名残
で段差が
残ってい
る状況）

今後、大
規模修繕
などの際
に段差を
取り除け
るように
していく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし
今回の事
故は要因
なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ―

4才児は1
人担任の
為、他職
員はいな
かった

なし
今回の事故
は要因なし

2662

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

54 14 20 20 4 4 4歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕（尺
骨）と肘
の一部を
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

保育士は
負傷した
こどもの
側にいた
が、トラ
ブルが起
きてそこ
に気をと
られ、そ
ばにいた
こどもの
怪我を防
げなかっ
た。

子どもの
動きに素
早く対応
する。職
員同士が
声をかけ
あって子
どもの動
きを把握
する。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

240 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
動きが大
きく、早
く、動き
をしっか
り把握で
きなかっ
た。一人
ひとりの
あそびの
様子を読
み取り、
子どもの
行動を予
測する。

自由あそ
びの場、
あそびの
検討をす
る。保育
士の立つ
位置、子
どもへの
声かけを
共通理解
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

巧技台か
らのジャ
ンプにお
もしろさ
を感じ、
繰り返し
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

巧技台に
手をつい
ていた
が、そば
で起きた
トラブル
に対応し
ていて、
子どもの
衝突を未
然に防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各部屋や
テラスの
子どもた
ちの遊び
を見守っ
ていた。

子どもの
動きに瞬
時対応す
る判断力
が必要。
子どもの
動きを
しっかり
予測す
る。保育
士同士の
声かけ、
連携をと
る。

自由あそび
の時の場、
子どもの動
きを保育士
同士でしっ
かり共通理
解する。子
どもの動き
をよく見守
る。

登園して
いる園児
が少な
かったの
で、近く
で保育の
準備を
行ってい
た。

室内での
歩き方を
含めた安
全指導が
不足した
ように思
われる。

子どもの行
動から考え
られる事故
防止の研修
をもっと深
める。園内
研修ヒヤリ
ハット研修
を行う必要
があると思
う。

・日頃か
ら園児の
特性を細
かくﾁェッ
ｸし、職員
全員で共
有してお
くことが
大切

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

足を滑ら
せて歩く
ことは危
ないと注
意してお
けばよ
かったの
だが、歩
行距離が
約１～２
ｍだった
ので見
守ったの
が事故に
つながっ
たのだと
思われ
る。

滑り止め
の付いた
靴下を履
かせても
らうよう
保護者に
協力
してもら
う。滑り
止めが付
いていな
い靴下を
履いてい
るときに
は、室内
では靴下
を脱ぐな
どの対策
をとる。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段登園
する時間
帯より、
更に早く
の登園
だったの
で、家庭
において
十分な食
事・水分
が取れて
いなかっ
たのでは
ないかと
思われ
る。普段
より元気
で落ち着
かない感
じでは
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

これまで
何度か水
分が欲し
くなると
保育士に
水が飲み
たいこと
を告げ、
自分の水
筒で水分
補給を
行ってい
ることを
見ていた
ので、そ
の日も後
方から見
守ってい
た。手を
繋ぎ取り
に行くな
どの処置
を取って
おけばよ
かったと
思う。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1 1 3歳
1.男
児

上あご前
歯、正中離
開あり

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

外傷性歯
の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

・本児の
歩き方の
特性（靴
下を履い
ていると
き、足を
滑らせて
歩くこと
を楽しん
でいた）
を他の職
員も知っ
ていた
ら、正し
く歩くこ
とを注意
したり、
靴下を脱
がせるな
どの配慮
ができた
と思う

2658

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

4 1 1 1
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2663

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 8 13 11 3 2 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

普段遊び
慣れてい
る遊具に
対し対象
児も油断
していた

たいこ橋
での遊び
方を再度
注意する
（人数制
限、登り
方、降り
方）
高さのあ
る遊具に
は必ず職
員を近く
に配置す
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

たいこ橋
乗降部分
がロープ
の為滑り
やすい

滑りやす
いが注意
して今ま
で同様使
用する
為、呼び
かけ等を
行い安全
に使用で
きるよう
にする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

延長保育
で異年齢
での遊び
となる
為、子ど
もたちも
普段より
活発で
あった。

午後は疲
れも出て
来て動き
も鈍くな
る為、十
分注意す
る。（職
員の配
置、関わ
り等）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
同じよう
に遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児と
遊具から
少し離れ
たところ
にいたた
め、対象
児が落下
する瞬間
に駆け
寄ったが
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の遊
びの様子
を見守っ
ていた
為。

職員配置
数に対し
園児の動
きが活発
で、気付
くのに時
間が掛
かってし
まった。

職員配置数
を増やした
り、遊ぶ範
囲を決めた
りして安全
に遊べるよ
うにする。

2664

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

134 16 22 21 25 25 25 3 3 2歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右ひじ骨
折（ヒ
ビ）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

ウレタン
積み木
は、重さ
が軽いた
め、足元
が不安定
になりよ
ろけたこ
とが原因
と考え
る。

並べて渡
る遊びの
時には必
ず保育者
がそばに
付く。ま
た幅を広
くし、安
定して渡
れるよう
にする。
積み木を
重ねた上
には立た
ないよう
にする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

安全
チェック
リストで
不備が生
じた場合
の対応策
について
全職員で
共有し、
すぐに修
理や改善
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

その場か
ら離れる
際にはほ
かの職員
に声をか
けて、み
んなで立
ち位置を
確認し合
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ホールに
てウレタ
ン積み木
を長く並
べた上を
歩いてあ
そんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

そばにつ
いて見て
いたが、
近くで急
なトラブ
ルがあり
そちらに
移動をし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一緒に乳
児組ホー
ルにいた
職員が排
便処理の
ために一
時的に室
内に入
る。その
他にそれ
ぞれ保育
室での遊
びについ
ていた
り、おや
つの対応
をしたり
してい
た。

―

持ち場から
離れる際に
は職員同士
声をかけ合
いみんなで
立ち位置を
確認しあ
う。ホール
での遊びに
は必ず職員
が2名以上つ
くようにす
る。

2666

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

　 11 13 9 4 4 4歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

椅子が出
ていたこ
とにより
につまず
いた。

椅子から
離れる時
には椅子
はテーブ
ルの下に
しまう。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

―

足元をよ
く見ない
で室内を
移動し
た。

乳児期か
らの筋肉
の発達を
促す環境
作りを行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

環境設定
を安全に
設定す
る。

室内は足
元をよく
見て歩く
よう伝え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内を移
動してい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

コーナー
に1人配置
していた
が、転ん
だ瞬間を
見ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員から
報告がな
く情報共
有出来て
いなかっ
た

情報の共
有をする
事で、早
く体調の
変化に気
が付けた
のではな
いか

小さな出来
事も申し送
りで伝えて
いく。

2667

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

20 ― 4 2歳
1.男
児

年齢等の事
由により安
静を保つこ
とができな
かったた
め、悪化や
長期化した
ものと思わ
れる。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足第
４・５趾
の中足骨
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

事故発生
時の様子
やクラス
の保育も
含め職員
間で必ず
振り返り
対策を確
認する。
対策を具
体的に出
してい
く。

事故の大
小に関ら
ず全体で
認識を確
認する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

毎月の安
全点検委
員会で事
故の場所
などの検
証も行っ
ていく。

職員全体
で安全な
環境とい
う視点で
クラスや
園全体の
環境を考
えてい
く。
代表委員
会や安全
点検委員
会の場所
で確認し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児の様
子を見な
がら興味
がどこに
あるかを
つかみ保
育活動に
取り入れ
ていく。

2歳児の発
達を学び
カリキュ
ラムの見
直し。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

常に体を
動かし安
定的では
ない

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児と一
緒にか
けっこを
楽しんで
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

上記と同
じ

良く体を
動かし、
年齢的な
こともあ
り興味の
向くまま
に行動す
ることが
目立つ。
認識の弱
さもあり
丁寧に行
動を意識
させてい
く。

本児の行動
を観察し次
の行動を予
測し未然に
防ぐ。
子どもたち
の基本的な
運動機能の
育ちをさら
に考えてい
く。

2668

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2 33 2 2 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

保育士自
身がこの
範囲なら
見られる
等、自分
を知る必
要がある
と思う。

鉄棒をす
る際の職
員全体の
共通理
解、再度
子ども達
へ鉄棒を
する際の
ルール説
明が必要

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

鉄棒の下
の安全
マットな
どもっと
しっかり
したもの
を用意す
べき

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他クラス
は居な
かった
が、しっ
かりルー
ルを守ら
せること
を怠った

鉄棒をす
る子を見
るとき
は、１人
ずつ見る
ようにし
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

少しずつ
鉄棒が得
意になり
つつあっ
た状態
だった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

隣にも子
どもが居
て、足掛
け回りを
していた
のに気を
取られ本
児を見て
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒以外
の遊具で
遊ぶ子な
どを見て
いた

２人で見
ていたの
で、遊具
で遊ばせ
るのでは
なく、見
られる範
囲を決め
て遊ぶべ
きだっ
た。

保育士自身
がこの範囲
なら見られ
る等、自分
を知る必要
もあるので
はないか。

築山のま
わりの草
刈りをし
て、危険
箇所を認
識しやす
くした。
また、築
山の土管
の入口の
土を補充
し、柔ら
かく平ら
にした。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と大
好きなレ
ンジャー
ごっこを
して、走
り回って
あそんで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

築山の隣
にあるブ
ランコで
遊ぶ子ど
もの安全
確保のた
め、築山
への指導
が遅れ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の別
のコー
ナーの安
全確保、
及び指導
を行って
いた。

他のクラ
スの保育
士との相
談・連
携・報告
ができて
いなかっ
た。

園庭で遊ぶ
時は、他の
クラスと連
携し合い、
一人でも多
くの職員が
配置できる
ようにする

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

これまで
事故防止
に向けた
マニュア
ル等が整
備されて
いなかっ
た。ま
た、保育
者は子ど
もに築山
が「危険
場所であ
る」とい
う注意喚
起をして
いなかっ
た。

全職員参
画のも
と、事故
防止マ
ニュアル
を作成し
周知し
た。各ク
ラスで
も、事故
防止
チェック
リストを
作成し、
月1回確認
を行うこ
とにし
た。さら
に、その
マニュア
ル等に基
づいて事
故防止に
努めてい
る。子ど
も達にも
クラスや
集会の中
で、繰り
返し安全
な遊び方
について
話し合い
約束して
いる。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

随時

今後の老
朽化など
も考慮に
入れて、
常に安全
点検を
行ってい
く。

どういっ
た危険が
潜んでい
るかを、
子どもも
保育者も
認識し防
止する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危険な場
所である
という事
を、子ど
も達に注
意喚起し
ていな
かった。
また、保
育者も、
他のあそ
び場の安
全確保の
ため、築
山の安全
確認が遅
れた。

2665

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

18 2 2 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右下腿骨
骨折
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2669

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 0 0 15 0 13 12 0 5 4 2歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
顔面(口腔
内含む)

右鼻骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

各遊具に
ついての
マニュア
ルが無
く、職員
間での共
通理解不
足であっ
た。ま
た、園児
の行動予
測ができ
ず、指導
不足が考
えられ
る。

全職員が
正しい遊
具の使い
方を理解
し、園児
指導につ
なげる研
修を行
う。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

295
1.定期的
に実施

100

職員の目
が届きに
くい場所
に設定し
ていた。

今回の事
故が起き
た遊具
を、職員
の目が多
く届く場
所に移設
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員が全
体の園児
を見守っ
ていた。
しかし、
一人一人
遊びの行
動が、ケ
ガにつな
がる危険
なことの
予測が出
来なかっ
た。

遊具の傍
に職員が
付き、約
束事を伝
えたり、
怪我を防
止出来る
よう話し
たりして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

5歳児と一
緒に、遊
具のトン
ネルの中
で三輪車
に乗って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園児全体
の動きと
様子を見
ていた。
怪我の瞬
間は見て
おらず、
怪我を防
げなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

築山の上
で座って
いた園児
の存在を
見ていた
が、その
後事故の
予想はで
きなかっ
た。ま
た、他の
場所で他
児の様子
を見てい
た。

職員の目
が届か
ず、怪我
に繋がっ
てしまっ
た。職員
同士の連
携が上手
く取れて
いなかっ
た。

職員間での
連携を徹底
化し、予防
していくよ
うにする。

2670

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

58 0 0 0 20 22 16 0 5 5 5歳
2.女
児

天気：晴れ
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

園内研修
において
事故の状
況と反省
点を共有
する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

300 ―

施設点検
について
は引き続
き行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

疲れを感
じていな
くても、
適度に休
憩を挟む
ことを指
導してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

前転がで
きるよう
になった
嬉しさを
認めてい
たが、そ
れに伴う
疲労度に
ついての
見通しが
甘かった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鉄棒につ
き、補助
できる状
態で、落
下時もみ
ていた
が、防止
できな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭には
でていた
が、他の
クラスの
保育で目
視できな
かった。

―

子どもの体
力や、持久
力を日頃か
ら考えて保
育すること
を、職員全
員で共有
改めて事故
防止に努め
る。

2671

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 25 2 2 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6
2.基
準配
置

研修を受
け、事故
予防を意
識して保
育をして
いるが、
日常の子
どもの動
きに予測
しきれな
いいこと
もある

研修を受
けていき
ながら、
安全保育
をさらに
意識して
子どもの
行動を十
分に観察
する

2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

随時 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児が
自ら、縄
跳びを始
める。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の子
どもの動
きを観察
しなが
ら、対象
児も見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

5歳児クラ
ス以外の
保育士は
いなかっ
た。

特になし 特になし

2672

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

18 3 3 2歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

遊具に職
員がつい
ていた
が、立ち
位置が良
くなかっ
た。

階段部に
転落をし
ないよう
防げる立
ち位置の
確認を
行った。

2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日
固定遊具
の使い方
の徹底。

子どもを
みきれな
い時には
固定遊具
を使わな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

友だちの
帽子を
引っ張る
のを阻止
できな
かった。

子どもの
様子を見
るときに
は、滑り
台の上に
子どもを
残さな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

すべり台
で楽しく
あそんで
いたが、
お友達の
帽子を
引っ張っ
てしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

帽子を
引っ張ら
れた子ど
もの首を
とっさに
確認する
ため職員
が移動し
てしまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当保育
士は帽子
を引っ張
られた子
の様子を
確認する
為移動。
もう一人
の保育士
はトラブ
ル発生を
感じてす
べり台に
近づく。

子どもが
叱られる
と思いあ
わててし
まった。

職員が離れ
る時には子
どもをすべ
り台より降
ろす。

2673

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

21 1 1 5歳
2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘挫
傷、左肘
頭骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

小走りと
躓きの因
果関係は
不明だ
が、躓き
に勢いを
つける走
り癖は問
題

クラス全
員で室内
小走り絶
滅の取り
組みをす
ること

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―
かまぼこ
型レール
の突起

埋め込み
型レール
への変更

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　敷居を
跨ぎ切る
リズムが
とれな
かった上
に、小走
りの勢い
がついて
の転倒と
考えられ
る。走り
癖、かま
ぼこ型
レール

　走り癖
対策、か
まぼこ型
レールを
埋め込み
型へ

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発で、
話をよく
聞かない
で先走り
する傾向
にある

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

廊下から
室内を見
透かして
いたら、
走り出そ
うとして
いたので
止めにか
かろうと
したら、
こけた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　それぞ
れの部
屋、部署
で任につ
いてい
た。

特になし 特になし
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2675

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上児 2 3 4 4 2 2 4 2 2 5歳
2.女
児

手術：骨折
経皮的鋼線
刺入固定術
(足）

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足第1指
（親指）
骨骨折
【左母趾
基節骨骨
端線損
傷】

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

怪我をし
ないよう
に一人一
人の子ど
もの動き
をいかに
把握する
か、検討
し対策を
考える。
職員会な
ど。

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

12 ―

園児に
は、園舎
内では走
らないこ
と、出入
り口で
は、友だ
ちが来て
いないか
確かめる
ようにし
てほしい
と、注意
する。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

―

職員が建
物の構造
の特徴を
よくつか
み、子ど
もの動き
に注意
し、声を
かけ自制
を促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

午後の集ま
りの後の保
育なので、
子どもが一
斉に動きだ
すので、そ
こに注意を
向けること
は、保育士
として最低
必要な姿勢
かと思われ
ます。

2676

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

55 18 19 18 7 7 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折
全治　１
～２か月

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

危険予知
が足りな
かった。

遊びに夢
中になっ
た際の子
どもの動
きを予測
しなが
ら、必要
な職員対
応を行い
遊びを進
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―
ハード面
の改善策
はなし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

リレー
ごっこの
フィール
ドがまま
ごと遊び
の用の
コーナー
と近かっ
たのかと
思われ
る。

ままごと
遊びとリ
レーの
フィール
ドの境界
にライン
を引いた
り、コー
ンを置い
たりする
ことで、
遊びの境
を一目で
意識でき
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

リレーで
バトンを
渡すこと
に集中し
て、他児
の存在を
意識でき
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

リレーの
バトンの
受け渡し
の位置に
立ち、リ
レーがス
ムーズに
進むよう
にリレー
全体を見
ながら、
声をかけ
ながら対
応してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

固定遊具
やその他
の遊びで
対応が必
要な場面
にそれぞ
れ分かれ
て遊びを
見守って
いた。

ままごと
遊びはい
つも行わ
れてお
り、動き
も少ない
遊びなの
で、危険
が少ない
と判断
し、
フィール
ド内に侵
入してく
るという
予測が出
来なかっ
た。

ままごとを
している児
童にもリ
レー遊びを
しているこ
とを伝え、
フィールド
には侵入し
ないこと伝
える。

2677

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 41 3 3 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上上腕
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2～3

1.基
準以
上配
置

―

保育士が
跳び箱の
危険性を
十分に理
解し、子
ども達が
安全に跳
び箱を跳
べるよう
な指導を
してい
く。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1 ―

子どもに
危険のな
いよう
に、跳び
箱と踏切
り板の配
置を再度
確認す
る。マッ
トの数を
増やすな
どして、
より安全
に活動で
きるよう
にする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

跳び箱を
行う際
は、今ま
での1名プ
ラスもう1
名を配置
して、２
名で両サ
イドをカ
バーする
ことで落
下した際
にも支え
られるよ
うにして
いる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一度跳ぶ
ことを失
敗して、
もう一度
挑戦した
時にバラ
ンスを崩
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱の
横に１人
保育士が
ついてた
が、落下
する際に
手を出し
たが間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の園児
の跳び箱
に補助に
つきなが
ら、全体
の動きを
把握して
いた。

一度失敗
して、跳
びたい気
持ちが焦
りとなり
事故につ
ながっ
た。

子どもの様
子も見なが
ら、焦りを
感じている
様子であれ
ば一度休ま
せるなどし
て、落ち着
いた状態で
跳び箱を跳
べるように
配慮する。

1.定期的
に実施

12 ―

鉄棒の下
に人口芝
生のマッ
トを敷き
怪我防止
に努めて
いたが、
もっと柔
らかいも
のが良
かったか
検討

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

土曜日で
園児人数
が少なく
ても、複
数の保育
士での見
守りが必
要

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　　健康
状態は良
好。自分
で出来る
ように
なった鉄
棒を張り
切って遊
ぶ

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児に
「見て」
と言われ
至近距離
で見てい
て、ブラ
ンコの子
も見守っ
ているう
ちに園児
が落下し
た。その
後、他の
子を集め
てから、
他の職員
に呼びか
け他の子
を見守っ
てもら
う。本児
を事務所
に連れて
行き対応
してもら
う。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　　他の
職員は呼
びかけで
戸外の園
児を見守
る。事務
所の先生
は、本児
を安静に
し、連絡
の対応を
する。

―

土曜日で園
児人数が少
なくても、
複数の保育
士での見守
りが必要

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

個人の力
量に応じ
た介助が
出来てい
なかっ
た。

日々の子
供の活動
等につい
て情報共
有をす
る。安全
管理マ
ニュアル
の確認。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

122674

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 0 0 0 4 2 7 0 1 1 6歳
1.男
児

―
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2678

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

15 1 ― 4歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第5指末
節骨骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

子ども達
全員に目
が行き届
くよう留
意して保
育に携わ
るように
している
が、降所
前の慌た
だしい時
間帯で、
子ども達
全員に目
が行き届
いていな
かった。

再度、危
機管理マ
ニュアル
をもとに
職員会等
で安全管
理につい
て確認す
るととも
に、慌た
だしい時
間帯はフ
リー保育
士の配置
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

室内の遊
具の配置
や机や椅
子の配置
の間隔が
子どもの
予想され
る動きに
対して狭
かった。

室内の固
定されて
いる遊具
と机や椅
子のよう
な動かせ
るものの
配置の仕
方を考
え、子ど
もが2人通
れるぐら
いの間隔
をあけて
配置す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

自分の持
ち物の片
づけの
際、友達
と競うよ
うに片づ
けをしよ
うとして
慌てる姿
も見られ
る。

安全面に
留意して
慌てずに
降所準備
をするよ
う、クラ
ス全体で
約束し、
また個別
に言葉か
けが必要
な場面で
は、個別
に声をか
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

降所前の
片づけを
している
際、本児
の近くに
いた児童
がピアノ
の椅子に
ぶつか
り、椅子
が転倒す
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児のそ
ばで他の
子ども達
が片づけ
をしてい
るのを見
守ってい
た。慌て
て片づけ
をしてい
る子ども
がいたの
で声をか
けたが、
ピアノの
椅子にぶ
つかり、
ハッと
思った時
には椅子
が倒れて
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつ
後、クラ
スの活動
の様子を
把握した
後、大丈
夫である
と判断し
他のクラ
スの手伝
いに入っ
ていた。

一人担任
のため全
体を見て
いたがピ
アノの椅
子を片づ
けておく
配慮が足
りなかっ
た。

活動内容や
時間帯に応
じて、フ
リー保育士
がサポート
する。

2679

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上児 11 11 1 1 6歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転倒する
際、両手
を床につ
けず右腕
から床に
ついてし
まい全体
重がのし
かかって
しまっ
た。

転んだ時
にすぐに
両手をつ
くという
ことが身
につくよ
う両手の
平を床に
つく運動
遊びを
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
の遊びを
楽しみ、
夢中に
なって走
り回って
いた。遊
びが盛り
上がると
興奮する
姿も見ら
れた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お茶を飲
んでいる
子と自由
に遊んで
いた子に
分かれて
いたた
め、お茶
を飲んで
いた子の
近くにい
て、全体
をみなが
らお茶を
飲む介助
をしてい
たため、
対象児の
動きを
しっかり
見れてい
なかっ
た。

― ― ―

お茶を飲む
時は「お茶
の時間」と
して飲み終
えても走り
回らず、休
息の時間と
して子ども
たちに声を
かけてい
き、保育者
が一人でも
全体を見ら
れるよう、
環境構成を
しっかりと
行ってい
く。

2680

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上児 12 12 2 1 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手中指
剥離骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

体操活動
の際、手
順や方法
を分かり
やすく子
どもに伝
え、集中
して取り
組めるよ
う配慮す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

体操活動
を行う際
には、周
囲の安全
や障害物
がないか
等改めて
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

跳び箱の
高さ

跳び箱の
高さがそ
れぞれの
園児に
あってい
るか確認
が必要で
ある。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　興奮気
味で体操
に参加し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

体操指導
者が跳び
箱の隣の
配置につ
き、指導
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　対象児
の動きを
見守ると
ともに、
待機中の
子どもた
ちの整列
を促して
いた。

助走をつ
けた際に
勢いが増
し、衝撃
となっ
た。

けがや事故
について子
どもたちに
も周知さ
せ、準備運
動もしっか
り行うと同
時に気持ち
を落ち着か
せ体操活動
を行う。

2681

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

23 2 2 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

顔面(口腔
内含む)

鼻部裂
傷・肥厚
性瘢痕

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

保育士同
士が見て
いるとい
う思い込
み

声を掛け
合い子ど
もを見て
いく

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― 特になし

机の角に
ソフトの
クッショ
ン材を貼
り付け
る。

7.その
他

保育士の
話がよく
聞ける環
境を作
り、子ど
もたちと
確認を取
りながら
保育を進
めてい
く。

保育士の
話が聞け
る環境を
整えてい
くように
してい
く。

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

他児は歯
磨き・う
がいをし
て廊下で
待ってい
たが本児
は部屋に
入って
行った。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の子
どもたち
の歯磨
き・うが
いの指導
をしてい
て、その
後保育室
の前の廊
下で待つ
ように話
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室の
掃除をし
ていた。

保育室や
廊下は
ゆっくり
と歩くよ
うに話し
ているに
もかかわ
らず走っ
てしまっ
た。

再度、ゆっ
くりと歩く
ように話を
して、落ち
着いて行動
をするよう
に言葉がけ
ていく。子
どもたちの
姿が見える
ところで見
守る。保育
士同士で声
を掛け合い
子どもを見
ていく。

2682

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

　 15 8 2 2 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

上顎前歯
打撲、一
部欠損歯
髄損傷疑
い、下口
唇擦過傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

子どもが
けがをす
るであろ
う動きを
察知し、
未然に防
げる位置
で声をか
けられる
ように気
を付け
る。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

転倒した
ときに、
床面に玩
具などが
散乱して
いないよ
うに気を
付ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集まりを
する前に
保育室の
中を走っ
ていたか
もしれな
い。

保育室で
落ち着い
て過ごせ
る環境・
玩具の工
夫をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

朝のつど
いをして
いたの
で、全員
至近距離
にいた
が、その
時の対象
児の動き
をみてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

保育中を全
児童が視界
に入るよう
に常に意識
して行動す
るようにす
る。
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2683

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

20 8 9 3 2 2 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨外
顆骨折
（左）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

遠足とい
うことで
出かけた
ので、気
持ちが高
揚してい
たことも
考えられ
る

あそび始
める前に
子ども達
の気持ち
を落ち着
かせる

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

斜面に生
えていた
草で滑っ
たと思わ
れる

ゆっくり
進むよう
声をかけ
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

初めて
行った公
園だった
ので、慣
れていな
い

落ち着い
てゆっく
り進むよ
う声をか
ける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも快
活な子で
あるが、
特別興奮
している
わけでは
なかった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

斜面の下
で子ども
達が長い
滑り台を
するため
に斜面を
登り始め
たのを見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

斜面の上
で、全体
を見渡し
ていた

本児は普
段から落
ち着いて
行動する
ことが難
しく、常
に動いて
いて話を
聞いてい
ないこと
が多い

「遠足」と
いうこと
で、気持ち
も高揚して
いることを
理解し、充
分な準備、
注意、見守
りを考慮す
る

2685

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

18 3 ― 2歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

骨折（右
鎖骨）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

子どもと
あそぶ
時、職員
の立ち位
置を考え
てあそん
でいたが
防ぎきれ
なかっ
た。

事故対策
マニュア
ルに基づ
いて、再
度職員で
意思統一
してい
く。ま
た、事故
について
職員間で
検証し、
再発防止
に努めて
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

広いホー
ルであそ
ぶが床の
状態など
もう少し
みていた
らよかっ
たかと思
う。

あそぶ前
に危険な
ものがな
いか点検
してお
く。床が
滑らない
かなど点
検して使
用する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

おやつ後
ゆったり
と広い場
所であそ
んだが、
広くて走
りまわり
たくなっ
たように
思う。

広いとこ
ろでもぶ
つかった
り、転ん
だりする
こともあ
るので危
険性を考
えながら
あそぶよ
うにして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
走ってあ
そんでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の子と
あそんで
いた時。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

友だちと
あそんで
いたこと
は見てい
たが、け
がをした
ところは
見ていな
かった。

職員が一
緒にあそ
んでいた
が、激し
く転んだ
りぶつ
かったり
はしてい
ないが、
手の付き
方が悪
かったの
ではない
か。

子どもとあ
そぶ時、職
員の立ち位
置を再度確
認し、危険
なことが起
らないよう
にする。事
故が起きた
時は、すぐ
に主任か園
長に話を
し、対応す
ることを再
度職員間で
確認する。

2686

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上児 20 1 1 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘腕骨
外上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

5
2.不定期
に実施

5
2.不定期
に実施

5 特になし

縄の扱い
方・跳び
方を丁寧
に伝え
る。縄の
長さが
合ってい
ないなら
子どもに
合うよ
う、手で
軽く持つ
など教え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラスの
子どもに
縄跳びの
持ち方を
伝えて
も、跳び
ながら縄
を持ち直
したりし
ている。

縄跳び遊
びの経験
を積ん
で、縄に
慣れる機
会をもっ
ともてば
よかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

縄跳びに
興味を持
ち、やっ
てみたい
という意
欲が強
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ピアノを
弾きなが
ら子ども
を見てい
た。対象
児が転倒
している
のは気づ
いたが、
転倒した
原因はわ
からな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

15時15分
に退勤し
ていた。

全体的に
縄跳びに
意欲的
だった。
それが興
奮につな
がってい
たかもし
れない

個々に縄の
持ち方を伝
えたり、一
度、話をし
て落ち着い
た雰囲気を
作ってか
ら、1人ずつ
縄跳びを跳
んでも良
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・支援児
担当の保
育士は、
支援児の
傍につい
て見守り
をしてい
た。

・鬼ごっ
こに夢中
になって
追いかけ
ていた事
が想像さ
れるた
め、様子
を見なが
ら気をつ
けて遊ぶ
よう声を
かけてい
たが、更
に注意す
べきで
あった。

・周囲に危
険性は無い
か確認し、
危険の回避
に努める。
状況に応じ
ては、副所
長・所長が
一緒に見守
る。

・担任は
戸外で本
児たちの
様子を見
ていた
が、転倒
に対して
とっさに
対応でき
なかっ
た。

・様々な
状況を踏
まえ、安
全対策を
してい
く。　・
所長、副
所長が戸
外に出ら
れる状況
のとき
は、一緒
に戸外遊
びを見守
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

・鬼ごっ
こや追い
かけっこ
等の遊び
は広いス
ペースで
楽しむよ
うに指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・鬼ごっ
こをして
いて、他
児を追い
かけてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・所庭の
中心部で
クラスの
こども1名
と手をつ
なぎ、周
囲の子の
様子を見
守ってい
た。追い
かけっこ
をしてい
た本児が
転倒した
ため、直
ぐに駆け
寄り怪我
の状態を
見たり、
本児から
状況を聞
き取る。
本児を連
れ部屋に
戻り安静
にさせ、
所長・副
所長へ報
告した。

2 2 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折 ―

初診時
は、左肘
捻挫　　2
度目のレ
ントゲン
にて左上
腕顆上骨
折（ヒ
ビ）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

１～２
2.基
準配
置

2684

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― 2
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2687

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 4 2 2 3 7 7 11 5 4 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

１～2

1.基
準以
上配
置

―

スロープ
には三輪
車等の遊
具、乗り
物では乗
らない約
束を再度
子どもた
ちと確認
した。

2.不定期
に実施

２～３
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

― ―

スロープ
部での子
どもの動
きに再度
注意を払
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子ども動
きの想定
を行い、
職員間で
連絡を密
に行い空
白時間を
作らな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園後の
自由遊び
の時間帯
で好きな
遊びを
行ってい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は出
勤前。お
茶休憩時
テラス(ス
ロープ上
部)で早出
職員(2名)
が見守り
中。その
うちの1人
が泣いて
いる本児
に気づ
き、主任
に報告。
その間に
中出職員
(2名)が出
勤してき
た。倒れ
る瞬間を
見ている
職員はい
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自由遊び
後のお茶
休憩でそ
の対応を
してい
た。

―

子どもの動
きを的確に
予測し職員
間で連絡を
密に取り合
い空白時間
を作らな
い。特に朝
夕の時間に
手薄になる
ことがある
ことを想定
する。

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故当日
の朝の体
温は平熱
であり，
普段通り
室内で遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一つの机
に，当該
児童を含
む４人が
四方に座
り，給食
を食べて
いた。職
員Ａが当
該児童の
左隣で食
べる様子
を観察
し，食事
介助を
行った。
デザート
のりんご
を手づか
みで食べ
ている
時，４名
とも眠そ
うに
ボーっと
していた
ため，当
該児童以
外の３名
にりんご
を食べる
のをやめ
るよう言
い，当該
児童を見
ると，１
／３程度
かじった
りんごを
左手に持
ち，眠っ
てしまっ
ていた。
職員Ａ
は，当該
児童のり
んごを手
から外
し，おし
ぼりで口
と手を拭
いた。そ
の後，寝
かせよう

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　隣の机
で他児の
食事介助
をしてい
たが，職
員Ａの
「あっ！
」という
声で気付
き，職員
Ａが抱き
かかえて
いた当該
児童のそ
ばに行
き，口の
中に自分
の手
（指）を
入れ，口
腔内に食
物が残っ
ていない
か確認し
たが，何
も出てこ
なかっ
た。

抱き上げ
る前に，
口腔内に
食物が
入ってい
ないか確
認せずに
抱きあげ
た。

食事中に眠
くなった子
は食事をや
める。又，
口腔内に食
べ物が残っ
ていないか
確認をする
ことをマ
ニュアルに
明記する。

―
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

救命救急
対応研修
は，所長
だけでな
く，一般
職員も受
講できる
ようにし
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

食事の介
助におい
ては，適
切なス
ペースを
確保し，
子どもの
食事状況
を把握で
き，即座
に対応で
きるよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2688

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7 2 2 1歳
1.男
児

―
食事中(お
やつ含む)

1.負
傷

0.負傷
1.意識不
明

―
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2689

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 18 6 6 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

活動の内
容をよく
吟味し、
子どもの
様子をよ
く見てい
く。年長
の課題に
ついて話
し合う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

施設、遊
具、玩具
の点検に
ついて
は、今ま
で通りし
ていく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

様々な行
動を予想
し、安全
面での配
慮を欠か
さない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

― ―

特に活動の
切れ目に注
意し、目を
離さないよ
うにする。

2690

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

26 1 1 6歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

職員は基
準に応じ
て配置で
きていた
が、自由
遊びを代
替保育士
に任せて
しまっ
た。

代替保育
士への連
絡の徹底

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし

この案件
は設備な
どによる
ものでは
ないと考
えられ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会の
練習続き
で、子ど
もたちの
気持ちが
落ち着い
ていない
中、自由
遊びを代
替保育士
に任せて
しまう。

代替保育
士に代わ
るときに
は、クラ
スの状況
等を細か
く伝え、
落ち着い
て遊べる
ものを準
備する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達とじ
ゆうあそ
びをして
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子ど
もたちの
トラブル
の対処を
していた
為、その
場面を見
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もたちと
一緒に遊
んでい
て、その
場面を見
ることが
できな
かった。

担任では
ない保育
士が見て
いた

伝達の徹底

2691

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

― 26 2 1 6歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

怪我の発
見の遅れ

体操講師
との連絡
の徹底、
教室後の
園児の様
子を観察

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

本案件の
とび箱、
マットは
ＳＧ基準
に基づく
ものを使
用してお
り、施
設、設備
に関して
は問題な
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

本案件は
体操教室
中であっ
たため、
環境面の
問題はな
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

とび箱の
横に体操
講師、数
メートル
に担当職
員

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

とび箱の
横に体操
講師、数
メートル
に担当職
員

なし

体操講師と
の連絡の徹
底、教室後
の園児の様
子を観察

2692

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

20 2 2 3歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

口腔内受
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

自由に遊
んでいた
ため，見
守ってい
たが，危
険が予測
できてい
なかっ
た。

マニュア
ルを職員
会議等で
周知徹底
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

園庭の
チェック
リストの
項目を増
やし，よ
り安全に
遊べる環
境を整え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自由に遊
んで欲し
いが，そ
の中でも
一方向な
どの走行
条件をつ
ける等，
危険がな
いように
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
遊具に乗
ろうとし
て、足が
遊具に
引っかか
り転倒。
近くにい
た友達の
遊具で
口元を強
打。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

傍で対象
園児達を
見守って
いた。事
故発生時
駆け付け
るが、転
倒防止に
は間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　
他の遊具
で遊んで
いた、対
象園児以
外の園児
達を見
守ってい
た。

子どもの
発達の特
徴と予想
される危
険につい
て，再度
学ぶとと
もに，他
児対応等
で子ども
から目が
離れる際
には，職
員間で言
葉を掛け
合い，空
白の時間
が生じな
いように
してい
く。

車輪付き遊
具の撤去

かせよう
と椅子か
ら抱き上
げた瞬
間，当該
児童が一
瞬泣き，
泣き声が
途中で止
まったた
め，「何
かを詰ま
らせた」
と思い，
当該児童
の背部を
強打する
も何も出
てこな
かった。
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2693

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

22 1 1 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手親指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

初めての
太鼓教室
で気持ち
が高まっ
ていたこ
とへの配
慮が必要
だった。

初めての
行事など
の時は、
落ち着い
て歩いて
部屋に戻
るように
声かけを
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― 特になし

4.個人
活動
中・子
どもの
み

―

太鼓の準
備や片づ
けをする
時は、他
の職員が
手伝い、
担任は子
どもを見
守るよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

初めての
太鼓教室
に集中し
て取り組
んでい
た。終
わった後
の開放感
を頑張っ
た自分に
自信がつ
いて、側
転をしよ
うとした
のではな
いか。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

太鼓の片
づけをし
ていた
（棚の中
に納めて
いた）。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3歳児クラ
スは、園
庭で遊ん
でいた、4
歳児クラ
スは散歩
に出かけ
ていた、
主任は1階
で業務に
あたって
いた。

―

太鼓の準備
や片づけを
する時は、
他の職員が
手伝い、担
任は子ども
を見守るよ
うにする。

2694

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

22 　 　 　 　 　 　 4 4 1歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
顔面(口腔
内含む)

上顎右側
乳中切歯
外傷性歯
の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

食事、排
泄の時間
帯に職員
の目が行
き届きに
くい事に
より、怪
我が発生
する。

排泄、食
事など職
員の動き
が大きな
時こそお
互いに声
を掛け合
い連携を
図る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

玩具棚の
上段に重
い玩具を
おいてあ
る時、足
の上に落
下する。

玩具棚に
玩具を置
く際は、
重いもの
は下に置
くように
徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

玩具棚か
ら机が遠
い為、玩
具を持っ
ている状
態が長く
その間
に、バラ
ンスを崩
し転倒す
る。

玩具棚か
ら机まで
の距離を
おきすぎ
ない。
（玩具を
ずっと持
ち歩かな
いでい
い）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
食事・排
泄が終わ
り昼寝の
準備を行
う前に、
玩具棚に
行き玩具
を取りだ
し歩き出
したとこ
ろバラン
スを崩し
転倒。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

食事後の
配膳の片
付けを行
いながら
対象児童
を見てい
た。

―

　
食事が終
わった子
供の排泄
の補助を
行って
た。

食事後の
配膳方付
け及び排
泄後の担
当保育士
の見守り
が十分で
はなかっ
た。

玩具で遊ぶ
時間帯では
なかった
為、子ども
が玩具棚に
近づいたら
声掛けを行
い棚から離
すように配
慮する。

2695

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児ク
ラス

5 2 2 1歳
1.男
児

―
6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

左上Ａ外
傷性亜脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

職員会議
やケース
会議で
プール遊
びの注意
点を話し
合い確認
し合って
いたが、
いつも上
手く入っ
ているか
らと安心
してしま
い、予測
が十分で
きず防ぐ
ことが出
来なかっ
た。

プール、
水遊び時
での子ど
もの動き
を想定
し、対応
を担任間
で考え、
職員会
議、ケー
ス会議で
職員全員
に周知す
る。

1.定期的
に実施

295
1.定期的
に実施

295
1.定期的
に実施

295

アルミた
らいだっ
た為、け
がの程度
が大きく
なった事
が考えら
れる。

アルミた
らいを止
め、プラ
スチック
たらいに
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

水遊び
中、タラ
イに入ろ
うとして
いる様子
を見守っ
ていたも
のの、い
つも上手
に入って
いるから
と安心し
てしまっ
ていた
為、予測
が十分で
きず防ぐ
ことが出
来なかっ
た。

入退水時
手を添え
るなど年
齢に合っ
た援助を
十分に行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

たらいの
外から中
の友達
へ、ジョ
ウロの水
をかける
など楽し
んだ後、
たらいの
中へ入ろ
うと思っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

横にいて
見守って
いたが、
一瞬の出
来事であ
り対応で
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

たらいの
横にある
プールに
入ってい
る他児の
対応をし
ていた。

いつも、
たらいに
は上手に
出入りで
きていた
為、プー
ル入退水
時に手を
添える程
度の援助
をしてお
り、見守
ることが
多かった
ため。

職員は日頃
より、子ど
もがいつも
出来るから
と安心せ
ず、しっか
り予測をし
安全を心が
ける。

2696

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 3 8 6 6 6 2歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

365
1.定期的
に実施

365 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

玩具を
ケースご
と渡した
ため、取
り合いに
なった

事前にあ
そびの設
定をして
おく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気で普
段と変わ
りなく活
動

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児のそば
で玩具の
ケースを
渡した

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の児も
見なが
ら、対象
の児や全
体が見え
る位置で
保育

そばで見
ていた職
員がすぐ
手を差し
伸べられ
なかった

子どもの
とっさの動
きに対応で
きるように
する

52
1.定期的
に実施

52 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会練
習を終
え、開放
的な状況
に中で走
る場合の
子どもの
勢い余る
行動の事
前予測を
考えゴー
ルとなる
場所の設
定をして
いなかっ
た。

走ると
いった行
動の時は
事故のプ
ロセスを
想定し職
員配置を
考える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

かけっこ
で1番にな
るため張
り切って
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員はス
タート位
置にいて
合図の笛
を吹いて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

年中児担
当職員が2
名近くに
いたが、4
歳児に向
けて運動
会練習の
話をして
いた。

年長児と
いう事で
気の緩み
が生じ、
近くに職
員がいた
にも関わ
らず
ゴール付
近にいて
園児を見
守るよう
頼まな
かった。
ゴール地
点をフェ
ンスの所
までと
いった言
葉だけで
伝えてい
たため
勢いあ
まって止
まるのに
バランス
を崩して
しまっ
た。

走る際は、
ゴール地点
の勢いも考
慮し距離を
定め、ゴー
ル地点が
明確にわか
るようテー
プを持つ、
職員が立つ
等の配慮を
する。

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕部
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

危機を予
測し、回
避できる
よう具体
的に対応
していけ
るような
マニュア
ルになっ
ていな
かったと
考えられ
る。

事故を未
然に防ぐ
ため、多
方面から
情報を集
め、マ
ニュアル
の見直し
やシュミ
レーショ
ンを定期
的に行
う。

1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

2697

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 15 1 ― 6歳
2.女
児
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2698

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス

6 3 3 0歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

右下A外傷
による歯
根破折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

本来、事
故等の異
変があっ
た場合は
施設長や
他職員へ
の報告、
相談を行
うが当該
園児の出
血を確認
した際、
看護師と
職員1名の
みで判断
したた
め、受診
するとい
う対応に
至らな
かった。

事故発生
や園児に
異変が
あった場
合には、
直ぐに施
設長や他
の職員へ
の報告を
行い、情
報共有
し、複数
で判断及
び対応を
行う。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

小さな
コーナー
を設定す
ること
で、仕切
りが多く
なってい
た。立位
や姿勢保
持の不安
定な0歳児
は転倒し
た場合、
仕切り等
の周りの
家具にぶ
つかり、
怪我に繋
がること
が考えら
れる。

発達を踏
まえた、
コーナー
を設定し
た上で、
子どもの
動きに合
わせた怪
我の防止
策を行
う。（ラ
バーを敷
くなど）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

担当保育
士ではな
く、他の
担任が当
該園児を
見守って
いた。当
該園児の
日頃の様
子と違う
ことに気
づいた
り、確認
したりす
ることが
不足して
いた。

元気がな
い、体調
が悪いと
いう状況
を把握し
た段階
で、保育
士間で情
報を共有
し、該当
児の様子
を気に掛
ける等、
注意が必
要だっ
た。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

登園した
時から、
元気がな
く、眠い
のか、い
つもと比
べ静かで
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

食事を終
えた当該
児を含む
3~4人の園
児が遊
び、２人
の保育士
が見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他２名の
職員は食
事コー
ナーで２
名の園児
に対し
て、食事
介助を
行ってい
た。

担当保育
士が不在
であった
ため、食
事、排泄
介助、遊
びを担任
が交代し
ながら保
育にあ
たってい
た。

担当保育士
が不在時
は、できる
限り同じ保
育士が保育
を行い園児
の微細な変
化にも気づ
き対応して
いく。

2699

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

95 6 16 17 18 19 19 25 18 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

顔面(口腔
内含む)

右上前歯A
歯牙打
撲、下口
唇裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

週初めの
月曜日で
あり、園
児たちが
落ち着か
ない様子
だった。

・子ども
が落ち着
かない状
態の時
は、玩具
を踏んで
転倒する
ことも予
測して、
様子をみ
て、玩具
を片づた
り、ス
ペースを
確保する
等の配慮
をする。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

・遊びが
広がり、
室内が狭
かった。

・玩具の
量を減ら
す、活動
を分ける
等、遊ぶ
環境を整
え、事故
に繋がら
ないよう
配慮して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・室内に
玩具が散
乱した時
は、保育
士が片付
けを促す
タイミン
グが遅れ
た。

・事故に
繋がる行
動は年齢
に応じた
方法で、
園児に伝
え、危険
行動への
注意、危
険な行動
はしない
という規
範意識を
育ててい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

対象児
は、週の
初めは落
ち着かな
い状態で
ある。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
で見てい
たが、止
められな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
にいた
が、他児
と遊んで
いた。

２名の担
任が、子
どもの状
態から保
育内容を
変更する
判断がで
きるよ
う、声を
掛け合う
ことがで
きなかっ
た。

・部屋が玩
具で散乱し
た時点で片
づけを促
す。また、
促すだでは
なく、当該
児が落ち着
きをとり戻
せるよう、
保育士も片
づける、遊
びを変更す
る等、事故
に繋がるよ
うな場面で
は、園児の
特性の応じ
た対応を考
える。

本児が転
倒した様
子を、別
のブラン
コの近く
で見てい
たが、本
児がすぐ
に立ちあ
がり、子
どもと話
したりそ
の後も三
輪車に
乗ってい
たため様
子を見
守った。

―

簡易ブラン
コは地面か
らの高さも
低く、勢い
がつきにく
いが低年齢
児に限ら
ず、年長児
も気に入っ
て遊びたい
という要望
もあるた
め、職員が
安全を確保
できる時の
み設置す
る。

個別対応
が必要な
園児がい
る場合に
は、フ
リー保育
士などに
声をかけ
るように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

主に低年
齢児を対
象に木の
枝を利用
した簡易
的なブラ
ンコで、
周囲には
樹木があ
り小さく
揺れる、
あまり勢
いが出な
いもので
あったた
めに柵な
どはな
く、保育
士が見守
るように
していた
が、年長
児が乗っ
たため
に、勢い
が出てい
た。

保育士が
そばで見
守り、安
全が確保
できる時
のみ簡易
ブランコ
を設置す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

簡易ブラ
ンコは地
面からの
高さも低
く、勢い
がつきに
くいため
に囲った
りなど制
限してい
なかった
が、安全
が確保さ
れない場
合には使
用しない
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は、
普段から
体を動か
すことを
好み、興
味がある
ことには
積極的に
向かい楽
しんでい
るが、注
意力散漫
なところ
も多く、
興味を持
つと周囲
に注意を
払うこと
なく向か
うため
に、家庭
において
も飛び出
すことが
ありヒ
ヤッとす
ることが
幾度か
あったと
聞いてお
り、今回
も木のぼ
りをしよ
うと思い
立ち、急
に走り出
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭全体
のこども
の様子を
見渡しな
がら保育
していた
が、個別
対応が必
要な園児
がいたた
め、もう
一人の保
育士にそ
の旨を伝
え対応し
ていたた
め、事故
のすぐそ
ばで防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

2 2 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

肘関節部
打撲傷・
左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

2名の担任
保育士を
配置して
いたが、
内1名が個
別対応に
あたって
おり、目
が行き届
いていな
いところ
があっ
た。

2700

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 11 14

た。
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2701

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

2.1歳児ク
ラス

13 3 3 2歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2～3

1.基
準以
上配
置

起こりう
る事故や
怪我の予
測や園児
の行動予
測の甘さ

事故防止
マニュア
ルを全職
員が周知
し、職員
の危機管
理能力の
向上に努
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

公園の遊
具を使用
する場合
は、遊具
の対象年
齢や破
損・毀損
の状況確
認を行
い、使用
している

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

初めて使
用する遊
具だった
為、子供
達自身も
不慣れで
あった。

初めての
事に挑戦
する際
は、特に
見守りを
強化す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

初めての
遊具に喜
び、意欲
的に挑戦
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ネットの
上には対
象児のほ
かにもう
一人の園
児がいる
中、対象
児を見守
る為、一
緒にネッ
ト上に
登ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人は複
合遊具滑
り台の階
段部分、
もう一人
は遊具中
央で全体
を監視し
ていた。

遊ばせる
遊具につ
いて、
もっと慎
重に検討
し、子供
の発達状
況に合っ
たもので
遊ばせる
ようにす
る。

遊ばせる遊
具につい
て、もっと
慎重に検討
し、子供の
発達状況に
合ったもの
で
遊ばせるよ
うにする。

2702

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

25 1 1 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕、上
腕骨顆上
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

鉄棒で遊
ぶ姿を視
野にいれ
ながら他
児と関
わってい
たが、危
険予測が
十分でな
く、鉄棒
から落下
してし
まった。

鉄棒を行
う時は必
ず保育士
と行うよ
う、園児
に声をか
け、保育
士は鉄棒
から絶対
に目を離
さないよ
う周知す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

随時

鉄棒で遊
ぶ姿を視
野にいれ
ながら他
児と関
わってい
たが、危
険予測が
十分でな
く、鉄棒
から落下
してし
まった。

― ―
午後の自
由遊びの
時

担任が不
在だった
ため、他
のクラス
の保育士
が保育に
入り、不
慣れだっ
たことも
要因の一
つかもし
れない。

―

担任以外
の保育は
極力避け
る。止む
追えず保
育する場
合は、事
前に担任
との打ち
合わせを
十分に行
うこと。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

いつもと
変わらな
い様子で
あった。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

鉄棒の近
くにいた
が他児と
関わって
いたた
め、鉄棒
から降り
る際にバ
ランスを
崩した本
児を受け
止めるこ
とができ
なかっ
た。

5歳児
30人　保
育士　2
名も園庭
にいた
が、自分
のクラス
の園児と
関わって
いたた
め、対象
児の動き
は見てい
なかっ
た。

4歳児を担当
していた保
育士だけで
なく、他の
保育士も園
庭全体を見
ると言う配
慮があった
ら良かっ
た。

2704

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

55 3 2 4歳
1.男
児

天候晴れ、
元気に外遊
びしてい
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨骨
幹部骨
折・右尺
骨骨幹部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

保育士一
人一人が
園庭で遊
んでいる
子ども全
体に目を
配り、危
険があっ
たらすぐ
に子ども
に指示し
てやめさ
せるよう
にする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 3.未実施 ―

うんてい
の近くに
あった台
を移動
し、飛び
つけない
ようにし
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもの
冒険心を
満足させ
る環境と
安全の兼
ね合いを
図る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
遊んでい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の児童
の遊びを
見守りつ
つ、園庭
全体に目
を配って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分のク
ラスの子
どもの遊
びと関
わってお
り、目が
届いてい
なかっ
た。

―

園庭全体に
目を配り、
危険をあら
かじめ察知
する力を付
ける。

チームを
リードす
る職員に
おいて
は、積極
的に職員
の立ち位
置等、声
かけや指
示をして
いくこと
が必要と
思われ
る。状況
によって
は使用禁
止の時間
帯も必
要。保育
の見直し
の場で再
度周知を
図り、定
期的に職
員の立ち
位置につ
いて声に
出しケガ
防止対策
の意識を
高めるよ
うにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動会で
披露する
遊戯を
行った
後、友達
との追い
かけっこ
をしたり
活動的で
あった。
鉄棒にぶ
ら下がる
ことは
あった
が、前回
りはした
ことがな
かった。
しかし、
この日は
前回りが
できる友
達と一緒
に鉄棒を
行い、前
回りに挑
戦した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当職員
以外の職
員が鉄棒
の付近に
いた為、
担当職員
は運動会
競技練習
の対応を
してい
た。鉄棒
で対象児
が転倒し
ているの
が見えた
為、駆け
つけた。
左腕を痛
いと訴え
たので患
部を観察
すると腕
を動かせ
たので部
屋へ入り
様子を見
る。着替
えを援助
しようと
したとこ
ろ、再び
痛いと訴
え腕を動
かそうと
しなかっ
たので、
事務室に
移動し対
応をす
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

鉄棒の付
近で子ど
も達の保
育をして
いたが、
対象児が
前回りを
した時に
は他児と
のやりと
りをして
いたため
見ていな
かった。

鉄棒など
の固定遊
具に職員
が側につ
いてな
かったこ
とが一番
の要因で
ある。ま
た、運動
会の練習
が始まっ
たばかり
であり、
踊りが得
意な対象
児は気持
ちが高
ぶってい
たように
感じた。
そのた
め、日頃
行ったこ
とがない
鉄棒の前
回りに挑
戦したと
思われ
る。

園庭の固定
遊具の側に
必ず職員が
付いて保育
をすること
を徹底す
る。また、
新しいこと
が始まった
ときや日常
と違うこと
を行ったと
きには子ど
も達の様子
をよく観察
し対応して
いくように
する。

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2～4

1.基
準以
上配
置

鉄棒は年
齢や運動
発達等を
踏まえ、
個々に
合った高
さの鉄棒
で必ず見
守り、介
助の職員
がついて
行うこと
が望まし
いので、
会議の場
で個々の
状況を共
通理解し
対応す
る。

引き続
き、話し
合い等で
マニュア
ルの読み
あわせを
したり、
個々の状
況を共通
理解をし
保育に望
む。定期
的に声に
出しケガ
防止対策
の意識を
高めるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

48～60

鉄棒の高
さは3段階
あり、年
齢や運動
発達を考
慮し遊べ
るので特
に問題な
し。

引き続き
点検をし
ていく。
使用でき
ない時の
表示は1箇
所のみで
あると分
かりにく
いので高
さごとに
表示をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒は安
全上、下
にマット
を設置
後、職員
に声を掛
け行う
ルールを
設けてい
たが、運
動会への
取組に職
員の意識
が向いて
いて鉄棒
で遊び始
めた児童
から目が
離れてし
まったと
考えられ
る。

2703

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

74 0 0 0 23 22 29 7 7 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕顆
上骨折
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2705

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

108 5 13 17 29 19 25 0 16 11 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

―

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

―

事故防止
マニュア
ルの見直
しや研修
の実施に
ついても
検討し、
今後にい
かせるよ
う職員の
意識を高
めていき
たい。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

月末の安
全点検を
行ったば
かりで、
危険な箇
所はない
ように思
われる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

おやつ
後、食べ
終わった
子どもか
ら帰りの
準備をす
る中で、
立ち歩く
３～５歳
児の異年
齢が徐々
に増えて
いく状況
が一因か
と考えら
れる。

１グルー
プずつ準
備を始め
るなど、
流れのあ
る保育時
間を考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

床にて、
通園かば
んを用意
するため
座ってお
り、日頃
と何も変
わらない
様子だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士と
副園長の
チーム
で、おや
つ後から
降園準備
を随所で
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育士と
副園長の
チーム
で、おや
つ後から
降園準備
を随所で
見守って
いた。

―

全体をチー
ムで見守っ
ているの
で、保育者
の居場所を
再確認し、
目が行き届
かないこと
がないよう
にしたい。

2706

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

5 3 1 1 3 2 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

上顎両A外
傷性亜脱
臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

該当なし 該当なし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

48 該当なし 該当なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

猛暑のた
め室内遊
びが多
かった夏
過ぎの出
来事だっ
た。涼し
くなり活
動的に
なった
が、夏の
疲れや１
日の疲れ
が出てい
ると考え
られた。

暑さを避
けた室内
遊びから
運動会に
向けて活
動的に
なった時
のできご
とだっ
た。同じ
場を目掛
けて競争
心を引き
出すよう
な言葉掛
けは控え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日中から
夕方保育
にかけて
元気に過
ごしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ホール全
体が把握
できるよ
うに入り
口付近で
送迎の保
護者の対
応と児童
との別れ
の挨拶を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童が５
～６名に
減ってき
たところ
でパート
職員と児
童はおも
ちゃの片
づけを始
めた。

部屋の移
動前に読
み聞かせ
のため壁
際に並ん
で座るよ
う子ども
たちに声
を掛け
た。それ
により2
人の児童
が同じ場
所を目掛
けて走っ
たことが
要因でぶ
つかり受
傷した。

並んで座る
ように伝え
る前に歩く
ことを促す
ことば掛け
をする。

2707

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上児 30 22 22 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右小指基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

―

事故予防
マニュア
ルを年に
何回か確
認し合
い、職員
の意識を
高め事故
予防をし
ていく

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

安全点検
を徹底し
不備や危
険がある
ところは
早めに対
処する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもた
ちにも今
回の怪我
の経緯を
話し、自
分の手や
足、体な
ど痛くな
るような
ことはし
ないよう
話した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

給食後、
床に座っ
て絵本を
見てい
た。後ろ
に手を伸
ばし体を
支えて
座ってい
た時に自
分で小指
をそり返
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもた
ち全体を
見ながら
給食の片
付けをし
ながら、
子どもの
動きを見
ていた。
怪我につ
ながる行
為や友だ
ちとのト
ラブルが
なかっ
た。本児
が痛みを
訴えてき
たが、外
傷が見ら
れず、主
任に相談
をした。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　担任か
ら連絡が
あり、主
任がクラ
スに行
き、本児
に話を聞
いたり、
患部をみ
たりした
が外傷が
見られな
かった。
少しずつ
腫れを感
じたの
で、園長
と相談後
受診をす
る。

― ―

2708

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5歳以上児 34 2 2 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左前腕骨
（橈骨）
骨折
【治療に
要する期
間：概ね1
か月】

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3～4
2.基
準配
置

―

保育士の
配置場所
を再確認
する。

― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

事前に注
意点を話
すととも
に、普段
から転倒
した時の
対処法に
ついて細
かく指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調不良
もなく、
普段通り
体育指導
に取り組
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当日マラ
ソンを
行ってい
たので適
当な距離
で複数の
職員が児
童の安全
確認と声
掛けを
行ってい
た。

― ―

外部の体
育指導員
がいたた
め、基準
より多い
人数で児
童を見て
いたが、
スタート
直後とい
うことも
あり集団
が大き
かったた
め、児童
同士がぶ
つかった
りしたこ
とも一因
として考
えられ
る。

事前に注意
点を話すと
ともに、普
段から転倒
した時の対
処法につい
て細かく指
導する。
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2709

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

49 0 0 0 24 0 25 0 3 3 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

右上Ｂか
ら左上Ｂ
外傷性歯
の脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

保育士の
配置につ
いてその
都度声を
掛け、子
どもの様
子を見な
がら動線
を考えな
ければい
けなかっ
た。

子どもに
背を向け
るのでは
なく、子
どもの方
を見て給
食の準備
をするよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

24 ―

点検を終
えると不
備な所、
注意する
所を口頭
で伝え合
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

排泄、手
洗いをす
る時間で
落ち着い
て行動が
できる時
間ではな
かった。

子どもと
一緒に
ホールの
移動につ
いて再確
認をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

周りのこ
とが気に
なってし
まい、目
の前のこ
とをしっ
かり見て
行動がで
きにく
い。当日
は下を見
て歩いて
いたの
か、目が
痛いので
目をつ
ぶってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

給食の準
備をして
いるた
め、机を
並べた
り、拭い
たりして
カーテン
の近くに
は居なく
て見れな
かった
為。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

３歳児の
クラスも
あるの
で、トイ
レの介助
や個別に
対応をす
ることが
多く、他
の子ども
の所に付
いていた
ため。

一斉に給
食の準備
で手洗い
などで
ホールを
移動して
いるの
で、一人
一人の動
きを把握
できな
かった。

ホールを移
動するとき
に走ってし
まう子ども
が多いの
で、日頃か
ら約束事を
確認し、保
育士も全体
を見守るよ
うにする。

2710

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

202 6 10 21 57 50 58 0 32 30 3歳
1.男
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右母指骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

保育士の
配置につ
いて声を
掛け合
い、子ど
もの受け
入れの仕
方。

子どもの
受け入れ
の仕方に
ついて見
直す。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

24 ―

点検後、
不備、改
善点を口
頭で伝え
合う。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

本児の行
動を把握
していな
かった。

子どもと
室内での
過ごし
方、約束
を再確認
する。登
園後の子
どもの行
動を把握
し、戸外
遊びに出
るまでの
確認を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりで
あった
が、保護
者と離れ
ることを
寂しがる
姿がみら
れた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外に出る
と思って
いた本児
が保護者
を追いか
け談話室
にいるの
を確認
し、外に
出るよう
声を掛け
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

いるべき
でないと
ころに対
象児がい
た為。

保護者が
いなくて
寂しい気
持ちを十
分に受け
止められ
なかっ
た。

受け入れを
し、支度が
出来た子か
ら遊びにい
くので、そ
の様子を
しっかり把
握する。子
どもの寂し
い気持ちに
寄り添い不
安を取り除
く。

2711

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

65 0 0 0 19 21 25 0 8 8 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第２第
３中足骨
不全骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

―

職員間で
定期的に
事故予防
のマニュ
アルにつ
いて確認
し合う。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

24 ―

点検後、
不備、改
善点を口
頭で伝え
合う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもと
一緒に玩
具の遊び
方を再確
認する。
(土管から
は飛び降
りない約
束になっ
てい
る。）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

土管登り
ができる
ように
なったこ
とを喜
び、友だ
ちと一緒
に何度も
挑戦する
姿が見ら
れた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
うんてい
で遊んで
いる様子
は把握し
ていた
が、他の
子どもの
動きを見
ている時
に対象児
が土管か
ら飛び降
り、飛び
降りた瞬
間は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

幼児3クラ
スが園庭
に出てお
り、戸外
に出てい
る職員が
いろいろ
な遊具の
所や、子
どもたち
が遊んで
いる場所
に付いて
いた。

土管で遊
んでいる
姿を見て
いたが、
対象児が
飛び降り
る時に
は、保育
士が対象
児のそば
から離れ
ていた。

子どもの発
達や危険に
応じて再確
認し、土管
で遊んでい
る時は保育
士が近くで
見守るよう
にする。

2712

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

36 6 6 2歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左環指挫
創・左環
指末節骨
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

子どもが
いる時に
は、常に
リスクが
あること
を考えな
がら行動
する。

折り畳み
式遊具机
を移動す
る職員の
周りに児
童が近づ
かないよ
うに、他
の保育士
が声を掛
け合う。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

児童を早
く、遊ば
せてあげ
たいと思
い、部屋
の中で折
り畳み式
遊具机の
脚を開い
てしまっ
た。

机は児童
のいない
場所で脚
を開き、
部屋の中
に移動し
てくる。
その時に
も十分周
りに気を
付けて作
業を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育室の
横で机等
の配置に
時間がか
かり、待
てなかっ
た。

保育室ば
かりでな
く、園内
散歩や空
いている
他の保育
室で遊ぶ
ことも計
画に入れ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から特
別に変
わった様
子もな
く、ふだ
んどおり
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

作業をし
ていた職
員は机の
移動ばか
りに気を
取られ、
机の近く
にいた児
童を気づ
くことが
出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その他の
子どもを
一緒に見
ており、
机の近く
に移動し
た児童が
わからな
かった。

作業をし
ている職
員の傍に
児童が移
動しない
ように周
りの職員
は児童に
声を掛け
をした
り、作業
中の所に
はいかな
いように
する。

作業中の職
員は、児童
の動きや周
りに気を付
けて作業を
行う。

2713

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5歳以上児 21 3 3 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

必要に応
じて

1.基
準以
上配
置

十分配慮
したつも
りであっ
たが、草
が深かっ
た事と露
でぬれて
いたので
転びやす
いよと
いった子
どもへの
注意喚起
ができな
かった。

河川敷へ
はよく行
くので、
予想され
る危険性
について
確認する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

随時

交通安全
などの危
険につい
ては予想
していた
が、草む
らで足を
とられる
などその
他の危険
行動につ
いは予測
が十分で
はなかっ
た。

河川敷ま
での交通
や草の生
えた公園
での予想
される危
険な行動
について
全職員で
確認しあ
う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

予め子ど
もが見通
しを持て
るような
声かけを
して、急
に体を動
かすよう
なことは
ないよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

草むらの
上を走っ
ていた。
担任のバ
ルーンを
するよと
言うと体
を翻した
とき足を
取られて
転んだ

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全員が見
える位置
で子ども
を走ら
せ、次に
行うバ
ルーンへ
の声掛け
をした。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

集団から
少し離れ
た子ども
のそばに
行き、見
守ってい
た。

安全には気
をつけてい
たが、急な
声掛けで踵
を返してこ
けてしまっ
たことや、
露で草が濡
れているこ
となど状況
に応して安
全面に留意
していくこ
とを全職員
で確認す
る。
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2714

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

20 5 4 2歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

上前歯亜
脱臼　下
口唇挫創

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

特になし

職員配置
に問題は
なかった
が、子ど
もの個々
の様子を
見ながら
（はしゃ
ぎ方、ス
ピード、
座る位置
等）、注
意喚起の
言葉かけ
をしてい
く。

2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

どの職員
からも見
えるよう
な位置で
園児の遊
ぶ環境を
設定す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段は特
に心配な
く遊ぶ遊
具でも、
子どもの
状態に
よっては
危険につ
ながって
しまう。

遊具の日
常点検の
ほかに、
転倒や事
故につな
がる可能
性を考
え、職員
間で共有
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日常的に
遊んでい
る遊具で
あったの
で、特に
慎重な動
きはなく
勢いに任
せて遊ん
でいた、
という様
子であっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

日常的に
遊んでい
た遊具な
ので、近
くで見守
る程度で
あった
が、こぎ
出す拍子
の一瞬の
勢いが思
いのほか
強く、
とっさに
本児のと
ころへ近
寄ること
が難し
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

廊下のと
ころで遊
ばせつつ
も、降園
の準備(荷
物をまと
めるな
ど）をし
ていた

一日の活
動を終え
る時間帯
であり、
子ども自
身もやや
注意力が
散漫にな
りやす
い。

動的な遊び
ではなく、
静的な遊び
を工夫する
など。

2715

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

4
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

24 4 2 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右尺骨近
位端骨
折・右橈
骨頚部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

なし

保育士間
の連携を
とり、子
どもの位
置と職員
の配置場
所を見直
しをす
る。
また、子
どもにも
遊びの
ルールを
伝えてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

240
2.不定期
に実施

12 なし

職員に危
機管理能
力を向上
させる研
修会を受
講させ
る。
鉄棒の下
に安全
マットを
敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
鉄棒に慣
れていな
い。
鉄棒が３
つあり、
一度に全
ての鉄棒
を使用し
ていた
が、傍に
ついてい
た
保育士は1
人であっ
た。

子どもが
鉄棒に慣
れ、1人で
も安全に
出来ると
判るまで
は、1人ず
つ行なう
様にす
る。
その際、
残りの2つ
の鉄棒は
使用しな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気もよ
く、鉄棒
がしたい
と担任に
申し出た
他の数名
の子ども
たちと一
緒に、ぶ
ら下がる
等して楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員
は、隣の
鉄棒で他
の子が鉄
棒をして
いたため
介助をし
ており、
対象児が
落下する
のを防止
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

複数ある
遊具にそ
れぞれ職
員が付
き、ま
た、別の
子どもた
ちの動き
をみてい
たため、
鉄棒の方
向は見て
いなかっ
た。

●月で、
新年度が
始まった
ばかり
で、子ど
もの身体
能力等を
把握でき
ていな
かった。
子どもも
鉄棒に慣
れておら
ず、頭が
下になっ
た状態で
手を離し
てしまっ
た。

集団で自由
に遊ぶとき
は、子ども
の能力を把
握してお
く。経験の
ない遊びで
あれば、一
人ではさせ
ない。１：
１で介助を
する。

2716

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

4 1 2 1 3 2 2歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

―

事故予防
に関する
研修を年
１回以上
行う

1.定期的
に実施

― 3.未実施
1.定期的
に実施

― ―

施設、設
備等の点
検は毎日
行ってい
る為

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

玩具が沢
山散乱し
ていたわ
けではな
かった
が、園児
の行動を
見ながら
危険を感
じた場合
には玩具
の置き場
所を変更
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

持ってい
た物を職
員にも見
せようと
した際、
玩具を踏
んで滑っ
てしまい
転倒に繋
がってし
まった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

転倒直前
まで関
わってい
た職員は
他児との
やり取り
をしてい
た為、他
の職員の
もとへ移
動した際
の行動を
見ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

移動する
姿を見て
いたが転
倒すると
は思って
いなかっ
た為、手
を差し出
すことが
できな
かった

―

職員配置に
問題はな
かったが、
園児の動き
に合わせて
玩具の遊び
方を伝えた
り、置き場
所を変更す
る等の対策
が必要だっ
た

2717

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

13 1 1 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左尺骨近
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

園庭に切
り株があ
ることは
分かって
いたた
め、保育
士間で話
し合いを
し、切り
株に囲い
を付ける
など安全
対策をと
る必要が
あった。
異年齢は
片づけを
し始めて
いて、手
薄になっ
ていた。

切り株を
撤去する
まで、
コーンを
かぶせて
おく。片
付けの時
間対は子
どもが流
動的にな
ることを
再確認
し、より
一層意識
してみて
いく。

1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

293
園庭に切
り株があ
る。

危険があ
るもの
は、撤去
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

筋力が弱
く、転ん
だ時に体
重を支え
ようとし
た腕が折
れるほど
運動発達
が未熟で
あること
の把握が
できてい
なかっ
た。
体を動か
して遊ぶ
ことが好
きでな
い。

運動発達
の把握を
しっかり
とし、職
員間で個
人の能力
について
共通理解
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任保育
士は、砂
場にいて
全体を気
にしてい
たが子ど
もと砂場
の穴を埋
めていた
ため本児
の動きを
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任以外
に２名の
保育士が
いたが他
児を見て
いたの
で、対象
児を見て
いなかっ
た。

本児の遊
びの動き
を予想で
きなかっ
た。

遊びの動き
を予想し危
険を除去す
る。保育士
は、子ども
に「そこは
危ないよ」
と、声をか
ける。

2718

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

35 15 20 7 7 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘頭骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

ホールな
ど障害物
のない場
所での事
故につい
て認識の
不足が
あったの
ではない
か。

障害物の
ないホー
ルでも事
故につな
がるとい
う事例の
研修を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

48

床はすべ
りやすく
なかった
か。

床がすべ
りやすく
なってい
ないかの
確認を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

合同保育
で異年齢
の組み合
わせはど
うだった
か検討が
必要。

２人組の
ゲームで
は身長や
体格の差
がない組
み合わせ
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

よろこん
でゲーム
に参加し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
足をすべ
らせた瞬
間、手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

見ていた
が間に合
わなかっ
た。

合同保育
で保育の
リードを
取る責任
者が曖昧
ではな
かった
か。ゲー
ムの内容
の安全性
を確認し
たか。

活動前に保
育内容につ
いて保育士
間で細かく
打ち合わせ
を行う。合
同保育では
保育士それ
ぞれの役割
を決める。
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2719

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

　 4 7 2 2 2歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

前歯上3本
のぐらつ
き

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

保護者が
迎えに来
られたた
め、安心
して目を
離してし
まった。

職員間で
送迎時の
安全につ
いて話し
合い、安
全面の見
守りにつ
いて共通
確認し
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

室内に子
どもが走
れる空間
があっ
た。

室内環境
を見直
し、走る
スペース
を無くし
たり、角
のある棚
はガード
をするよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
保護者が
来られた
ので、安
心してい
た。

保護者が
迎えに来
られて
も、任す
のではな
く引き続
き見守
り、安全
面に配慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康で
あった。

3.対象
児から
至近距
離で対
象児を
見てい
た

畳と床に
わかれて
いる保育
室で、畳
の上で他
児に手遊
びをして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

畳の上で
年齢の小
さい子ど
もに付き
添ってい
た。

保育士が
保護者が
来られた
ので、安
心してい
た。

保護者が迎
えに来られ
ても、任す
のではなく
引き続き見
守り、安全
面に配慮す
る。

2721

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

27 6 5 3歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折 ―
頭蓋骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

必ず、保
育者が補
助を行え
るときに
遊具を使
用する

職員間で
の連絡体
制、子供
への監視
体制を徹
底して行
う

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

地面の土
が雨で流
れていた
ため、設
置時より
も固くな
りクッ
ション性
が低く
なってい
た。

基礎部分
の斫りを
行い、砂
が流れ出
ないよう
に改良を
加えた。
また基礎
部分は小
型で面の
ない状態
とし、砂
が減った
場合でも
基礎の部
分が露出
しないよ
うに改良
を加え
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―
職員間で
の連携を
とる

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

保護者の
参観とい
うことも
あり、落
ち着かな
い様子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象時は
保護者が
見ていた
ため、他
児の対応
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者、
上り棒の
近くにい
た職員と
に監視を
任せて、
砂場等で
遊ぶ他児
への対応
を行って
いた

―

保護者に任
せずに、担
当職員間で
しっかりと
連絡を取り
合い、監
視、補助体
制を整えて
いく

2.不定期
に実施

1

仕切りも
兼ねて設
置した
テーブル
の近くに
保育士が
いなく保
育士配置
及び玩具
の遊び場
所の安全
配慮が欠
けてい
た。ま
た、床が
特にすべ
りやすい
というこ
とはない
が、園児
の上履き
で汚れが
目立つも
のもあ
り、滑り
やすかっ
た要因と
して考え
られる。

テーブル
等を仕切
り目的に
使う場
合、十分
に安全を
確認して
から設置
し、近く
に保育士
を配置す
る。玩具
について
も不具合
等がない
かあらた
めて確
認。ま
た、各教
室前に足
ふきマッ
トを設置
し上履き
の埃等を
拭く。ご
父兄に
は、定期
的な上履
き洗いを
お願いす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児
が、外を
眺めてい
たことを
考慮する
と、遊び
が、まん
ねり化
し、子ど
もが興味
や好奇心
が持てる
保育を提
供してい
なかっ
た。

遅番保育
にて、月
齢や人数
だけでな
く、けん
かしやす
いなど園
児たちの
相性等も
考慮し
て、3つの
部屋に分
けて、月
齢等に
あった玩
具を揃
え、また
遊びがで
きるよう
保育環境
を整え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　いつも
と変わら
ず、一人
でブロッ
クをした
り、、お
友だちと
けんかな
どせず遊
んでい
た。比較
的おとな
しい園児
だが、出
口付近の
ところで
外を眺め
ていた
が、教室
の奥で広
げていた
ブロック
のところ
へ急に走
りし、教
室中央付
近で、
テーブル
を避ける
よう角度
をつけて
向きを少
しつけた
とき、足
を滑らせ
て転倒
し、すぐ
に泣き出
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事故発生
前は、対
象児から
約２.５
メートル
離れた教
室壁側付
近で、立
ちながら
対象児を
見守って
いた。事
故発生直
前、対象
児が、教
室中央へ
走ってい
くのを確
認した。
事故発生
直後は、
転倒した
と同時に
対象児に
駆け寄
り、声が
けをおこ
ないなが
ら怪我を
していな
いか体を
確認し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　事故発
生前は、
教室の奥
のほう
で、園児
に囲まれ
ていた。
事故発生
時は、す
ぐに担当
保育士の
指示で、
非常勤が
事務室の
園長と主
任へ状況
報告おこ
ない指示
を仰い
だ。

事故がお
こった背
景には、
職員間の
引継ぎや
声かけが
不十分で
あり、職
員同士の
配置確認
も不十分
であっ
た。ま
た、いつ
でも事故
怪我が起
こりえる
危険予知
が不足し
ていた。

職員の危険
予知力向上
のため、教
育・保育施
設等におけ
る事故防止
及び事故発
生時の対応
のためのガ
イドライン
を用いて、
園内研修を
し、又園外
研修も積極
的に受け
る。また、
職員全員が
情報を共有
するため、
研修レポー
トを作成す
る。また
シュミレー
ションにも
フィード
バックす
る。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足のす
ねの部分
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

遅番の時
間帯に
て、絵本
とブロッ
ク等で
別々に遊
んでいた
事故当
時、教室
の保育士
は、それ
ぞれの玩
具の遊び
場所付近
で見守り
をしてい
た。しか
し、保育
士の保育
する位置
に偏りが
あり、怪
我や事故
を未然に
防ぐ保育
体制が
整ってい
なかっ
た。

遅番の時
間帯を、
現状２部
屋に分け
ていたと
ころを３
部屋に分
けて、
ゆったり
とした環
境で好き
な遊びを
提供する
ととも
に、担当
責任者保
育士は、
その日の
保育環境
に応じた
教室全体
を見守れ
る場所に
つく。迎
えに来ら
れた保護
者の対応
等で現場
を離れる
場合は、
他保育士
に声かけ
をして注
意を促
す。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12720

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 2 6 3 2 3歳
1.男
児

―
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2722

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

66 6 11 13 18 18 18 15 5歳
2.女
児

５ヶ月前に
起きた怪我
に同じ足で
剥離骨折
だった。前
回に比べ、
小さな骨が
離れている
ため、治ら
なければ中
学高校生で
もしかした
ら手術をう
けなくては
ならないと
病院で言わ
れたそう
だ。また、
捻挫をしや
すくなって
いるとのこ
とだった。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

（左足踝
辺り）剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

運動会と
いう行事
があるこ
とで気持
ちが浮か
れていた
り、身体
が疲れて
いること
も考えら
れるた
め、普段
以上に注
意する

午後から
の時間
は、３０
分でもよ
いので、
身体を横
にして休
む時間を
設けるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

2

部屋での
玩具での
遊び方や
片付け方
がマンネ
リ化しな
いように
する

部屋での
玩具の出
し方、遊
び方、片
付け方を
もう一度
確認する

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

片付けを
しないで
遊んでい
る子ども
に対し
て、しっ
かり話を
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午前中、
運動量が
多かった
ため、疲
れもあっ
たかもし
れない。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子ども達
がどこで
遊んでい
るかを確
認してい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

室内に
は、担任
と支援児
担当者の
代わりに
２名の加
配保育士
が入っ
て、子ど
もの行動
を確認し
ていた

人的環境
が変わっ
たことも
あり、子
どもが話
をよく聞
いていな
かったこ
とも考え
られる

人的環境が
変わった
時、子ども
の行動が変
わることを
想定して、
子どもにも
話をしてい
く必要があ
る

2723

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

85 7 11 12 23 32 19 10 4歳
1.男
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

左右Ａ外
傷性亜脱
臼、左右
Ａ外傷性
歯の破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

事故防止
に関する
研修会に
はできる
だけ多く
参加する
ように
し、参加
できない
職員に対
し研修会
報告を実
施し、事
故防止に
対するス
キルアッ
プに努め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

当日は、
雨が降っ
ていて階
段もぬれ
ていたの
で滑った
可能性も
高いと考
えられ
る。

手すり等
の設置ま
たは、滑
り止め防
止策を図
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

以上児の
クラスの
子ども達
には、こ
の度の事
故の報告
をし、安
全な階段
の上がり
下りにつ
いて考え
させ、ケ
ガをしな
いよう保
育者と一
緒に確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

― ―

階段の途中
に職員がつ
いて、安全
に上がれる
よう配慮
し、もし転
んだ場合介
助できるよ
うにする。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

山の下で
別の遊び
をしてい
た保育士
が　本児
が山の上
で走り
回ってい
るのは把
握してい
たが　い
つのまに
か斜面を
駆け降り
て転倒し
てきづい
た。もう
一人の保
育士は
山の裏側
にいて
事故の時
は泣き声
で気づい
た。

クラスで
それぞれ
のグルー
プに分か
れての遊
びを展開
していた
が　遊び
が流動的
になり
走り回っ
ていた子
たちを把
握はして
いたが十
分な配慮
が足りず
事故につ
ながって
しまっ
た。

現地につい
た時点で状
況把握を
し、安全な
体制で保育
を展開でき
るよう　保
育士同士の
確認や声掛
けをしあい
共通の認識
で保育を展
開していく
こと。また
探索などで
遊びが分散
する際に
お互いの保
育を気にし
ながら保育
していくよ
うにする。

天候に
よっての
活動の臨
機応変な
対応が弱
かった事
や子ども
の活動の
予測に対
しての対
応が鈍
かったた
め

予測しな
い状況に
対面した
時に　そ
の状況を
敏感に察
知し　安
全に配慮
を行いな
がら保育
ができる
ように
会議の中
で話し合
いをした
り　園内
研修の中
でスキル
アップを
はかった
りしてい
く

― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝方、雨
が降って
おり草が
濡れてい
る状況で
あったの
に山の上
で走り
回ってい
た事、
走って遊
びたい子
どもたち
に対して
の保育が
きちんと
保証され
ていな
かったこ
と、複数
で保育し
ている中
で　子ど
もの把握
が曖昧に
なってし
まった事
が考えら
れる

天気や状
況に応じ
て安全な
保育を展
開してい
く意識や
お互いの
保育に対
して意識
していく
ことや声
を掛け
合ってい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

もともと
活発な児
童で　遊
びに対し
て意欲的
ではある
が　体の
力と気持
ちが一致
せず　転
倒したり
ぶつかっ
たりしが
ちな面が
あり、こ
の日も
はじめは
探索遊び
をしてい
たが　走
り回る遊
びに転換
していっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

はじめは
本児とと
もに数人
で走って
遊んでい
たがその
中の子が
探索遊び
を始めた
ためそち
らについ
てしまい
本児の姿
を把握し
きれてい
なかっ
た。

3 3 2歳
1.男
児

散歩に出る
前は曇り空
で時折霧雨
が降り、草
が濡れてい
る状態。雨
が上がり、
合間を見て
の散歩で
あった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左　上腕
骨外顆骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

2724

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

3.2歳児ク
ラス

16

144 / 255 



2726

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 13 12 4 4 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折 右上腕骨
上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

随時
2.基
準配
置

職員の基
準配置は
できてい
たが、職
員が事故
（怪我）
対応マ
ニュアル
を熟知し
ていな
かった。

全職員
が、危機
感をもっ
て事故
（怪我）
対応マ
ニュアル
を熟知
し、対応
できるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

12

長い間、
雨が降っ
ておら
ず、地面
が乾いて
いて滑り
やすかっ
たことが
考えられ
る。

「事故防
止のため
の取り組
み」の
チェック
リストを
もとに職
員で再確
認しなが
ら見直し
をする。
（天気が
続いてい
て、地面
が乾いて
いたら、
水をう
つ。）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

踵の浅い
靴でサイ
ズが合っ
ていな
かったこ
とが考え
られる。

子どもの
足に合っ
た靴を履
く事の大
切さを掲
示し、保
護者や子
どもに伝
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変りなく
元気で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児に
背中を向
けた状態
で、他児
の集団遊
びの様子
を見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くの遊
具（ジャ
ングルジ
ム）のそ
ばで、他
児を見て
いたとこ
ろ、対象
児が転ん
だのを見
てかけ
寄った。

・職員の
立ち位置
が、子ど
もに背を
向けた状
態であっ
た。
・職員が
怪我（骨
折）につ
いての知
識が十分
でなかっ
たため、
病院に行
くまでに
時間がか
かった。

・子どもの
様子が把握
できるよ
う、保育士
の立ち位置
を考え、子
どもに背を
向けない。
・怪我（骨
折）等の対
応につい
て、今後こ
のようなこ
とが起こら
ないように
研修をす
る。

2727

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 0 0 0 4 13 20 3 3 6歳
2.女
児

次の日の行
事のため午
後から園庭
の一画にテ
ントが設置
されていた

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘の骨
折
（医師か
らの「医
療の状
況」が出
ていない
ので正し
い診断名
ではな
い）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

事故予防
のために
ヒヤリ
ハット報
告をして
保育の危
険な場面
を回避で
きるよう
にしてい
たが研修
不足で
あった。

安全な保
育体制，
保育士の
配置につ
いて早急
に見直
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

0.5
2.不定期
に実施

4

次の日行
われる活
動の為，
テントが
設営され
ていたの
で普段よ
り遊べる
スペース
が狭かっ
た。

いつもと
違った環
境にある
場合は子
どもの動
きも変
わってく
るのでい
つも以上
に注意や
見守りが
必要であ
ることを
共通理解
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3名の配置
ではあっ
たが，年
長児より
小さな子
に目が
行ってい
た。全体
把握がで
きなかっ
た。

3名のうち
1名は全体
を見回す
ことが出
来るよう
役割分担
をするこ
とを徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲の良い
友達と鬼
ごっこ等
のびのび
と身体を
動かす為
に走り出
した

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

年長児は
理解力も
高まって
きている
ので，年
少，年中
児ほど見
守りや対
応する比
率が少な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
以外はそ
れぞれの
業務に当
たり見て
いない。

3名の保
育士が保
育に入る
合同の保
育の場
合，全体
を3名で
網羅でき
る配置に
いる事に
なってい
るが危険
な動きの
多い年
中，年少
児が多い
のでそち
らに向い
てしまっ
た。

必ず一人は
全体把握が
できるよう
に役割を決
め3名でフォ
ローしなが
ら「見てい
ない場面」
を無くする

―

雲梯で遊
ぶ際は、
直接身体
を支え
る、また
は胴回り
に手を回
し、緊急
時にはす
ぐに園児
の身体を
支えられ
るように
補助す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故発生
日、就学
時検診の
ため給食
後の降園
予定で
あった
が、興奮
するよう
な様子も
なく、い
つも通り
過ごして
いた。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対象
児に接
してい
た)

落下等の
緊急時も
想定し、
すぐ側に
ついて見
守ってい
たが、胴
回りに手
を添える
等はして
おらず、
落下する
瞬間に当
該園児を
支えるこ
とはでき
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

滑り台
は、砂場
を挟んだ
反対側に
あり、雲
梯のある
場所から
は死角と
なってお
り、見る
ことはで
きなかっ
た。

・公園内
では、５
歳児は
３・４歳
児と離れ
た場所で
遊んでい
た。常勤
職員が１
名と非常
勤職員で
遊んでい
たが、緊
急時にす
ぐに対応
出来る場
所に他職
員がいな
かった。
他職員と
園児は80
ｍ位離れ
た場所で
あった。
・運動会
後で、自
信をつけ
た状況も
あり、雲
梯に挑戦
したい気
持ちが
あった。

・公園内で
分散して遊
ぶ場合は、
緊急時を考
え、職員配
置や遊びの
設定をす
る。緊急時
の伝達方法
を、非常勤
職員も含め
て考え、指
示を出せる
ようにす
る。
・園外の雲
梯で遊ぶ場
合は、園児
の胴回りや
股の下を支
えるなど、
落下時に対
応のできる
補助の仕方
をする。
・子どもの
やりたい気
持ちの保障
と、安全の
保障を考え
保育実践を
行う。

右橈尺骨
遠位端開
放骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

公園内の
危険箇所
のリスク
が職員全
体で共有
されず、
職員個人
判断に
なってい
た。

公園内リ
スクマッ
プを作成
し、危険
箇所を確
認・共有
し事故再
発防止に
取り組む

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

落下地点
で雲梯の
高さ192セ
ンチメー
トルと、
非常に高
さのある
雲梯で
あった。

子どもの
身長と遊
具の高さ
を十分に
配慮して
遊ぶ。遊
ぶ際に
は、安全
を保障
し、適切
な補助が
できるよ
うにす
る。安全
保障が出
来ない場
合は、遊
ぶことを
中止す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

2725

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

35 11 14 10 6 4 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）
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2729

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

36 0 0 0 10 12 14 4 2 3歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左尺骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

保育する
職員は足
りていた
が、一人
ひとりの
職員に安
全面での
配慮が足
りなかっ
た

見守るだ
けでな
く、危険
な遊びに
なってい
ないかを
意識しな
がら保育
する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12

大型ブ
ロックで
遊ぶ場所
に別の所
から来た
子ども達
が走り
回って遊
ぶ環境に
なってし
まった

それぞれ
の遊ぶ場
所での子
どもの様
子をよく
観察し、
遊具で遊
ぶ場所、
自由に走
る場所を
決める

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
に、どの
場所で何
の遊具を
使って遊
ぶのか、
どんな遊
び方をす
るのかな
どのルー
ルを確認
していな
かった

怪我が予
想される
環境に
なってい
ないか、
常に意識
を持ち、
安全に過
ごせる環
境を整え
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊具を
使った
り、友だ
ちと一緒
に行動し
たり走っ
たりして
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体の様
子を見な
がら保育
をしてい
たが、要
所要所の
場面まで
目が行き
渡らな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の様
子を見な
がら保育
をしてい
たが、要
所要所の
場面まで
目が行き
渡らな
かった

活発な子
どもには
目を配っ
ていた
が、年少
女児であ
る本児は
危ない行
動をする
ことが少
ないの
で、目が
行き渡ら
なかった

保育者は常
に怪我につ
ながるかも
しれないこ
とを予想し
ながら保育
にあたる

2730

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 8 1 1 5歳
1.男
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
遠位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

「下の子
を保護者
が迎えに
行ってい
る間は、
そのクラ
スの前に
あるベン
チに座っ
て待つ」
という約
束を、保
護者・子
どもとも
に守って
いなかっ
た。

上記の約
束事を全
職員が周
知し、保
護者や子
どもたち
にも声掛
けを行っ
ていく。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

外遊び用
の椅子を
園庭に出
したまま
にしてい
た。

今後も毎
日の点検
を継続し
て行い、
事故につ
ながるよ
うな物は
片づけて
おく。

7.その
他

保育士は
残ってい
る子ども
たちの保
育を行う
必要があ
り、保護
者に引き
渡したあ
との子ど
もをみる
ことがで
きない。

保護者
に、子ど
もが一人
になるこ
との無い
よう繰り
返し伝え
ていく。
また、子
どもたち
にも、わ
かりやす
い言葉で
保護者の
もとを離
れないよ
うに伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
登所し、
日中の活
動も変わ
りなく過
ごしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児は
祖母に引
き渡した
あとであ
り、保育
中の児は
園庭での
活動が終
わったあ
とだった
ため、保
育士は保
育室で保
育を行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

まだ帰宅
していな
い5歳児が
8名であっ
たため、
保育士1名
で5歳児の
保育をお
こなって
いた。5歳
児担当以
外の保育
士も、そ
れぞれの
保育室で
保育をお
こなって
いた。

約束をし
ていた保
育室前に
座って待
つが守れ
ず戸外で
遊んで
待ってい
た。

必ず上の兄
弟児から迎
えに来ても
らい、保護
者と共に下
の兄弟児ク
ラスまで行
き部屋の前
で座って待
つことを本
児と約束、
保護者にも
お願いす
る。

2731

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

41 2 2 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨々
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

総合遊具
の他の箇
所に立っ
ていた
為、事故
が起きた
時防げな
かった。

再度遊び
方を伝え
本人自身
も気をつ
けるよう
に声掛け
をする。

1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

200

平成３０
年３月に
設置した
遊具は、
日本レベ
ルより厳
しい世界
レベルの
安全基準
をクリア
した総合
遊具なの
で、
怪我の起
因とはな
らないと
考えられ
る。ま
た、地面
にはゴム
チップを
敷き、落
ちても大
怪我にな
らない。

今回の怪
我で、改
善となる
要素はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に普段
と変わり
なく遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

総合遊具
付近で全
体を見て
いたが、
対象児が
落下する
瞬間は、
対象児の
方ではな
く違う方
を見てい
たため間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒付近
で他児た
ちを見て
いたた
め、総合
遊具の方
は見てい
なかっ
た。

子ども達
がまだ新
しい総合
遊具で遊
ぶ事に慣
れていな
かった。
（H30.3
月に遊具
設置）

再度遊び方
を伝え、気
を付ける部
分について
話をした。

1
2.不定期
に実施

12

夕方、特
に金曜日
は疲れて
いたり、
子どもた
ちの気持
ちも落ち
着かない
ことがあ
る。活動
の設定に
は十分な
注意が必
要であ
る。

夕方は
ゆったり
した雰囲
気の中
で、静的
な遊びの
設定を
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大好きな
遊戯を子
どもの要
望に応え
て行った
が、うれ
しさから
逆に全体
に落ち着
かない雰
囲気に
なってし
またこと
も考えら
れる。

たとえ子
どもの要
求であっ
ても、状
況判断を
し遊びを
提供す
る。ス
ペースや
子どもの
状況に
あった声
かけや配
慮をす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

大好きな
遊戯では
りきって
踊ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
渡せる位
置にい
た。ただ
し曲に合
わせて
踊ってお
り、ジャ
ンプ着地
に失敗し
た瞬間に
手を出す
ことは困
難であっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見
渡せる位
置に　保
育者３名
ともい
た。

時間帯
や、子ど
もの心理
状態を考
え遊戯を
設定すべ
きではな
かった。

今後は時間
帯や子ども
の心理状態
を考え、遊
戯の活動時
間に配慮す
る。

日常より転
びやすく落
ち着きがな
い。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
顔面(口腔
内含む)

外傷性歯
牙脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

対象児の
発達が未
熟であっ
たが、過
信して
ジャンプ
したこと
が要因と
考えられ
る。

子どもの
発達や、
活動の欲
求を満た
し、心身
ともに育
てていく
ためには
活動自体
を行わな
いことが
改善策と
はいえな
い。配慮
として十
分なス
ペースを
確保す
る、遊戯
の動き
（振り）
なども吟
味してい
き、近く
でより注
意深く見
守るなど
してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2728

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

11 3 3 3歳
2.女
児
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2732

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5歳以上児 17 3 3 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨骨
幹部骨折
右尺骨若
木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

先頭を歩
いていた
為、前の
子につま
づくと
いったこ
とはな
く、本児
自身の足
がもつれ
て
転倒した
と考えら
れる。

運動会の
練習後で
疲れてい
たことが
考えられ
る。余裕
を持って
出発を
し、園児
のペース
に合わせ
てゆった
りと歩け
るよう配
慮してい
く。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

先頭を歩
いていた
為、前の
子につま
づくと
いったこ
とはな
く、本児
自身の足
がもつれ
て
転倒した
と考えら
れる。

運動会の
練習後で
疲れてい
たことが
考えられ
る。余裕
を持って
出発を
し、園児
のペース
に合わせ
てゆった
りと歩け
るよう配
慮してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に普段
と変わら
ず、落ち
着いてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ側に
いたが、
瞬間的に
転倒を防
止するこ
とはでき
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園児が並
んで歩く
後方につ
いていた
為、転倒
する瞬間
は見えな
かった。

園児17名
に対し
て、3名
の職員体
制。道中
の職員の
配置には
問題はな
かった。

余裕を持っ
て出発を
し、園児の
ペースに合
わせてゆっ
たりと歩け
るよう配慮
していく。

2733

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 0 0 0 1 6 12 0 1 1 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

・危険箇
所の見直
しをし、
当日の昼
に今回の
怪我を職
員全体へ
の周知を
行う。
改めて後
日・園庭
での遊び
方につい
て職員全
体で周知
出来るよ
うリスク
マネージ
メント会
議、園内
研修を行
う。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

― ―

・３カ月
毎に遊具
の点検を
行ってい
たが１カ
月毎の点
検を実施
してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

・固定遊
具で遊ぶ
経験が少
なく腕の
力が十分
について
いなかっ
た。

・日々の
保育の中
での運動
遊びの見
直しを
し、四肢
を使った
運動遊び
を積極的
に取り入
れてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・いつも
どおりの
様子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・保育士
等の付く
位置など
遊び方の
見守りが
十分では
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊具近く
のテラス
より1歳児
の職員も
見てい
た。園庭
に出てい
た職員と
同じ報告
があっ
た。

兄が弟を
応援をす
る行為で
ロープを
下から動
かすとい
う見通し
が出来な
かった。

・子ども一
人ひとりの
能力の把握
をして保育
士等の付く
位置などを
考えて援助
できるよう
にする。
・日々の保
育の中での
運動遊びの
見直しを子
どもの運動
能力につい
てひとり1人
把握する
為、幼児ク
ラスの職員
で情報共有
をする。

2734

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

21 5 21 23 22 26 24 0 15 14 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

鉄棒が得
意な子で
あり、普
段から
色々な技
を試して
おり、職
員も大丈
夫だろう
…と気を
許してい
た。

職員配置
を増や
し、遊具
監視の強
化を行っ
た。

1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

293

土のグラ
ンドで、
地面が固
い状態
だった。

鉄棒下に
マットを
敷くよう
にした。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒が得
意な子で
あり、慣
れや自信
から色々
な技を試
している
姿が見ら
れた。

鉄棒の使
い方を再
度指導し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変りなく
元気で、
友達と一
緒に遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

誰がどこ
で遊んで
いるか、
全体を視
野に入れ
た状態で
保育を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

異年齢児
が園庭に
いた為、
それぞれ
園庭に配
置し子ど
も達を見
ていた。

チャレン
ジするこ
とは良い
事だが、
危険が伴
わない範
囲での指
導を行っ
ていた。

保育士の立
ち位置・配
置場所を確
認し、子ど
も達に今一
度使い方の
指導を行っ
た。

2735

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

19 4 4 2歳
2.女
児

天候は晴れ
園児数は21
人中2人欠席

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

歯茎損
傷、歯の
脱臼・破
折、顔面
打撲傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

担任の危
険予知が
不足して
いた。

様々な状
況を想定
し、研
修、ミー
ティング
を行うこ
と。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

坂でのそ
り遊びは
危険であ
り、不適
切であっ
た。

安全な場
所を選
び、そり
遊びを行
うこと。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

平坦な所
でそり遊
びはよい
が、坂は
危険であ
る。

2歳児はそ
りの扱い
が十分に
できない
ため、年
齢や個人
の発達に
ふさわし
い遊びを
行うこ
と。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

そり遊び
を楽しん
でいた
が、そり
を持って
歩いてい
たため前
方がよく
見えな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

坂の上の
方で見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他のクラ
スも園舎
前で雪遊
びをして
いた。

担任は同
じ位置に
4人お
り、連携
不足だっ
た。

担任は咄嗟
的に止めれ
る場所に位
置するこ
と。
連携を取
り、児童の
行動を止め
られる場所
に位置する
こと。

保育士に体
調不良が見

キャリア
アップ研
修等で、
安全への
意識を高
める研修
を推奨し
一人でも
多く受講
者を増や
し事故防

発表会に
備えて舞
台と舞台
用カーテ
ンを取り
付けて
あった

●月に発
表会を控
え、物置

5歳児男児
がドッジ
ボールの
最中に片
付けてあ
る跳び箱
に立ち上
がり、保
育士は注
意してい
た。保育
士は風邪
により声
帯を痛め
ており、
注意はそ
の子には
届いたが
ホール全

土曜日
は、合同
保育で子
どもがい
つもの状
態とは違
うので、
跳び箱の
ようなリ
スクの高
い遊具は
子どもの
目に触れ
ない所に
片付けて
おく。保
育士は、
危険が予
測できる
遊び場か
ら離れな
い それ

4・5歳児
のするこ
とは、3歳
児にはあ
こがれで
あり、本
児も近辺
でその様

跳び箱を
出した
時、保育
士は側に
ついてい
た。4・5
歳児が跳
び箱に乗
るだけ
乗った
ら、飽き
てしまい
ドッジ
ボールに
徐々に戻
るように
なってい
た。ドッ
ジボール
参加者の
中に、嫌
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2737

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5歳以上児 25 25 2 2 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手関節
橈骨若木
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

―

引き続
き、職員
間での事
故防止等
に関する
マニュア
ル等の周
知徹底を
図るとと
もに、定
期的な研
修を実施
するな
ど、事故
防止対策
に講じ
る。

― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

少し下り
坂となっ
ている不
安定な地
面を園児
が走っ
た。

転倒しや
すい箇所
や危険箇
所を十分
把握し安
全確認を
行いなが
ら、園児
を通行さ
せない又
は走らせ
ないなど
の対策を
講じる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

集合の合
図によ
り、保育
士の方に
走って向
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2人の保育
士のうち1
人が集合
場所と
なってい
たため、
号令とと
もに走っ
てきた園
児を前方
から見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

もう1人の
保育士が
後方から
子どもた
ちについ
て移動し
ていた。

―

職員の立ち
位置を十分
確認すると
ともに、園
児の転倒等
による怪我
が発生しよ
うな場面を
幅広く予期
し、可能な
限り予期せ
ぬ事故が防
げるよう
に、各職員
が注意を払
いながら動
くように心
掛ける。

椅子に
乗って飛
び降りな
いなど、
危険が発
生しそう
な場所や
使用方法
に対する
園児への
声かけを
再度徹底
してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

午睡を
取ってい
なかった
が、おや
つも食べ
て機嫌よ
く活動的
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
間の喧嘩
の仲裁を
行ってい
たため、
本児の動
きは見え
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
で遊んで
いたの
で、担当
保育士以
外はクラ
スに配置
していな
かった。

事故当時
は、担任
保育士が
別の園児
の喧嘩の
仲裁に
入ってい
たため、
本児の状
況が死角
になって
いた。

事故後、す
ぐに職員会
を行い、子
どもの喧嘩
や仲裁に
入ったとき
などは、現
場での死角
を作らない
ようにする
ためにも、
保育士間で
連携を十分
取り、必要
に応じて別
のクラスの
保育士を一
時的に配置
するなどの
措置を講じ
ることにし
た。
また、事故
の再発防止
のため、各
クラスにカ
メラを設置
することも
今後検討す
る。

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

引き続
き、職員
間での事
故防止等
に関する
マニュア
ル等の周
知徹底を
図るとと
もに、定
期的な研
修を実施
するな
ど、事故
防止対策
に講じ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

状況から
本児はイ
スから跳
んだと思
われる。
椅子の高
さは、幼
児用イス
の高さ29
ｃｍであ
る。

椅子は、
活動以外
の自由遊
びや集団
遊びなど
必要のな
いときは
室内に置
かないこ
ととす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

椅子を室
内に寄せ
ていた
が、保育
士が見て
いないと
きに、子
どもが椅
子に乗っ
たと思わ
れる。

遅番の
為、出勤
していな
かった。

保育士は
普段通り
の声が出
せずにい
たので、
勤務交代
をすれば
よかっ
た。

られるとき
は、速やか
に勤務交代
を申し出た
り促せる職
場作りに努
める。ま
た、一人で
保育する時
は、子ども
への安全を
最優先し目
配りに努
め、保育士
は全体が見
えるような
位置に立
ち、子ども
の遊び相手
をしないよ
うにする。

2738

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

13  13 1 1 3歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

下腿骨骨
折（脛
骨）

止に努め
ていく。
また、ど
んな場面
が怪我の
リスクが
高くなり
その為に
どのよう
に保育を
すること
が大切で
あるか、
園内研修
で保育の
仕方を見
直し、一
人ひとり
が緊張感
をもって
保育に挑
めるよう
にする。
さらに、
遅番の保
育士の出
勤時間を
見直し早
めるよう
にした。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

2～3

あった。
その為、
ホール全
体が狭く
なってい
た。子ど
もはその
環境に慣
れておら
ず、通常
の保育環
境ではな
かった。
また、跳
箱、竹
馬、ボー
ル、鉄
棒、フー
プなど置
き場所が
なく、常
にホール
の隅に置
いてある
状態で
あった。

が使用で
きないこ
とから、
事務所の
書庫に跳
び箱など
の遊具を
一時移動
した。発
表会後、
物置の整
理をし、
跳び箱な
ど子ども
が勝手に
使っては
困るよう
な遊具の
置き場所
を可能な
限り確保
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ホール全
体の子ど
もには届
かなかっ
た。他の
子も同じ
行動を繰
り返すこ
とから、
保育士は
壁側に置
いてあっ
た跳び箱
を出し
た。しか
し、子ど
もは跳び
箱を設定
してしま
うとしば
らくで飽
きてしま
い再び
ドッジ
ボールが
始まっ
た。保育
士は跳び
箱を壁側
に戻すこ
とはな
く、他の
子どもの
相手をし
ているう
ちに事故
が起き
た。

い。それ
が、出来
ないので
あればそ
こで（遊
具で）遊
ばせな
い。遊具
や遊びの
組み合わ
せが適当
か、発達
にあって
いるか、
量はどう
であるか
を考え、
保育者は
自分が見
ることが
出来ない
量の遊び
をさせな
い。子ど
もたちが
落ち着か
ず終止が
着かなく
なった
ら、早め
に片付
け、一度
遊びを中
断する。
片付けを
して集ま
らせ、一
旦子ども
を落ち着
かせてか
ら遊ぶ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

子を見て
いた。4・
5歳児が跳
び箱から
いなくな
り、跳び
箱が開い
たので本
児もチャ
レンジし
た。しか
し、飛び
下りて腕
をぶつけ
たと思わ
れる。3・
4.5歳児が
一緒に
なって参
加できる
遊びに
なっても
参加でき
ずに腕を
押さえて
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

がってい
るにも関
わらず、
参加して
いない他
の子ども
に対し的
にして
ボールを
当てる行
動が出て
きた。保
育士は、
跳び箱に
子どもが
来なく
なったこ
とから、
注意の為
にその場
を離れ、
何度もや
めるよう
に伝え
た。しか
し、声が
行き届か
ず保育士
への的当
てに切り
替え解決
しようと
してい
た。その
遊びの最
中に、本
児が跳び
箱に乗っ
たと考え
られる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

6 5 3歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘外側
の骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

これまで
事故が起
きなかっ
たことか
ら、保育
のマンネ
リ化が
あったの
ではと反
省してい
る。

2736

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 0 0 0 8 6 9
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2739

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

9 9 3 3 3歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

モンテジ
ア脱臼骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2～4

1.基
準以
上配
置

追いか
けっこを
する事で
子ども達
が走りな
がら密着
し、気分
も少々興
奮気味に
なってい
たと考え
られる。

走りなが
ら、少々
興奮気味
で遊んで
いると、
年齢的に
も転ぶ
等、ケガ
のリスク
が高まる
のを想定
し、一旦
クールダ
ウンさ
せ、安全
な方法で
の走る遊
び（また
は運動遊
び）に移
行するな
ど工夫が
必要だっ
たと考え
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

48～60

テラス遊
びでは、
ハード面
において
は考えら
れる要因
はなし。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

テラスで
は全体を
見守る保
育士と、
他の子ど
もに対応
している
保育士が
おり、環
境面では
考えられ
る要因は
なし。

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも活
発な児で
あり、こ
の日も友
達と追い
かけっこ
を楽しん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士の
うち1名は
走り回っ
ている児
等を含め
る全体を
見守って
いた。本
児が転ん
だので直
ぐに向か
うが、本
児の上に
転んでし
まった児
を未然に
防ぐこと
ができな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

走り回っ
ている児
等を見守
りつつ、
他の遊び
をしてい
る児等を
中心に対
応をして
いた。本
児が転ん
だので直
ぐに向か
うが、本
児の上に
転んでし
まった児
を未然に
防ぐこと
はできな
かった。

追いかけ
たり追い
かけられ
たり遊び
が盛り上
がること
で、子ど
も達が少
し興奮状
態になっ
てしまっ
たと思わ
れる。こ
のような
状態では
足元や周
りに注意
が及ばな
いことが
想定され
る。

一旦子ども
達をクール
ダウンさせ
る働きかけ
が必要だっ
たと考えら
れる。追い
かけっこの
安全なコー
ス作りや、
次の遊びへ
発展させる
等、提案で
きるとよ
かったかと
思われる。

2740

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 20 2 2 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

３程度

1.基
準以
上配
置

―

怪我等が
あった際
ケース会
議で振り
返る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

園庭の点
検を今ま
で以上に
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

鬼遊びを
楽しむた
めには何
に気をつ
けたらよ
いかを子
どもたち
と話し合
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼遊びを
したい子
どもたち
が集まっ
て，主体
的に始め
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

外に出て
から，普
段通りに
危険な遊
び方はし
ないなど
の約束を
して遊び
を始め
た。鬼遊
びの様子
を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

鬼遊びの
子の様子
を見なが
ら，落ち
葉集めを
している
子たちの
様子を見
ていた。

―

普段と変わ
らずに遊ん
でいても予
測不能な事
故が起こる
可能性があ
ることを認
識し，気を
引き締めて
保育に従事
する。

2741

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5歳以上児 26 5 5 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

研修など
行ってい
るが、所
外に出た
ときの子
どもの動
きを予想
できてい
なかった

所外に行
くときに
は、事前
の計画や
子どもの
動きにつ
いて職員
で共有す
る

― ― ― ― ― ―

所外保育
での遊具
の使用で
あったの
で、遊具
の扱いに
慣れてい
なかった

慣れない
遊具での
活動の場
合はけが
に至らな
いように
意識して
見守って
いく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつもと
違う環境
での活動
であった
ため、

慣れない
環境での
見守りに
関しては
より意識
して取り
組んでい
く

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　所外保
育時で室
内遊具の
マットス
ペースで
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

マットス
ペースの
コーナー
そばで対
象児童含
め監視。
筒状クッ
ションの
中に入り
マットス
ペースに
転倒。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　それぞ
れ分かれ
て各コー
ナーを見
ていた。

特になし

いつもと違
う環境の中
では、気持
ちも開放的
になり、け
がに至るこ
ともありう
るので、至
近で見守っ
たり、けが
につながり
そうになる
行為と思わ
れる場合
は、声をか
けていく

2742

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

22 3 3 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

11

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルがあ
り、研修
もしてい
るが、午
後の保育
の見直し
をし、子
どもの様
子をしっ
かりと見
る

おやつ後
の活動の
見直しを
する

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

4
2.不定期
に実施

6

行事前だ
けでな
く、定期
的に所庭
を整地し
ていく

定期的に
所庭を整
地

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボールを
転がして
遊んでお
り、自分
で投げた
ボールを
追いかけ
ようとし
た時、バ
ランスを
崩して転
んだ

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任2名が
児童22名
をみてい
た。児童1
名がトイ
レに行っ
たため、
所庭の真
ん中で転
んだ本児
をトイレ
前からみ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

認定児の
児童に付
き添いな
がら本児
の転ぶ様
子を目撃
した。

特になし 特になし

2743

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

27 14 13 3 2 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

マニュア
ル作成の
手引きに
基づいて
法人独自
のマニュ
アル作成
途中だっ
た

マニュア
ル整備の
上、園内
研修実施
により職
員の安全
管理意識
の向上徹
底を図る

2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

10
2.不定期
に実施

10

発生場所
の一部に
立ち入り
禁止の場
所が有
り、普段
より活動
可能なス
ペースが
狭くなっ
ていた

活動可能
なスペー
スが狭く
なってい
たので、
4，5歳児
という年
齢と人数
を考え、
遊び方を
検討する
べきで
あった

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

幅15mのと
ころに全
員が並び
きること
ができず
間隔がと
れなかっ
た

かけっこ
をする時
の人数配
分を考
え、か
けっこの
方法を検
討するべ
きであっ
た

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように、
積極的に
練習に参
加してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育従事
者2名がス
タート地
点の近く
で園児を
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育従事
者3名のう
ち1名は道
具の片づ
けのため
園児から
目を離し
ていた。

特になし 特になし
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2744

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児ク
ラス

11 3 2 2歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕顆上
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

保育士１
人は泣い
ている子
どもに関
わり、他
の保育士
は砂場・
砂場付近
にある上
の遊具に
いて、対
象児が砂
場から離
れたのに
気づくこ
とができ
なかっ
た。

事故防止
及び事故
発生時の
対応マ
ニュアル
を各自読
み直し共
通理解を
図る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

子どもが
興味を持
つ遊具が
設置して
あり、自
由に行き
来するこ
とができ
る。

子どもの
発達や年
齢に応
じ、遊具
の場所を
少し移動
させたり
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児とは
異なる遊
びを一人
で行って
いた為、
遊びの範
囲が広
がってし
まった。

主活動の
ねらいを
しっかり
押さえ、
遊びの範
囲が広
がってし
まわない
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活動中は
いつも通
りであっ
たが、本
児の興味
が砂場よ
りそれ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ジャング
ルジムの
隣にある
砂場で、
他児の遊
びを見
守ってい
たが、対
象児が落
下する瞬
間を見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
が泣いて
いたの
で、職員
はその園
児の対応
をしてい
た。

各保育士
が自分の
すぐそば
の児童を
見守って
いたこと
で、転倒
した対象
児に気づ
くことが
できな
かった。

活動を始め
る前にしっ
かりと職員
配置や本時
の活動のね
らい等を共
通理解して
おく。

2745

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 14 22 8 8 1歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折
（左側）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

太鼓橋は
本児が
使ったこ
とのない
遊具だっ
た。斜め
に転倒し
たため、
緩衝材が
なかっ
た。異年
齢の担任
はいた
が、とっ
さのこと
で転倒時
手が出な
かった。

年齢に
あった遊
具を準備
し、大き
い年齢の
子が一緒
に遊ぶ場
合には違
うあそび
に誘う。
緩衝材を
遊具の下
広い範囲
に敷く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

太鼓橋の
下やのぼ
り口近く
の転落緩
衝シート
を敷く範
囲を広く
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の遊
具には、
乳児には
適さない
遊具があ
るので遊
ばせると
きには、
選択して
いたが、
一緒に遊
んでいた2
歳児が
乗ってい
たのでつ
られて
登ってし
まった。

年齢に
あった遊
具を準備
し、大き
い年齢の
子が遊ぶ
場合には
違うあそ
びに誘
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

よく動き
まわる子
どもであ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ隣で
他のクラ
スの子（2
歳児）が
遊ぶため
太鼓橋の
補助をし
ていた
が、補助
をしてい
た子ども
の向こう
側に本児
がいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場や滑
り台など
散らばっ
て遊んで
いた。2歳
児クラス
もあちこ
ち散ら
ばってい
たので、
動きを見
逃してし
まった。

異年齢の
職員間で
連携を取
り連絡し
あう姿勢
が足りな
かった。

各遊具近く
にいる保育
士、全体を
見る保育
士、個別に
対応する保
育士などと
職員の配置
するように
し、、異年
齢間の職員
間で連携を
取りながら
遊ばせる。

2746

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 23 2 2 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

骨端先損
傷の疑い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

水道付近
を一人で
歩いてい
た。遊具
を手にし
たまま移
動した。

年長児と
言えども
持ったま
まの移動
はしない
など危険
に繋がる
事への声
掛け、注
意喚起な
どの配慮
をする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育士の
見守る場
所より離
れている
ところで
転倒し
た。

遊具を使
う場所の
範囲を保
育士の近
くに設定
しより安
全に見守
れるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

フラフー
プで遊ん
でいた。
（転倒
後）座り
込んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

フラフー
プで遊ん
でいたこ
とは把握
していた
が、転ん
だ瞬間は
他の園児
とかかわ
り見てい
なかっ
た。本児
が座り込
んでいる
ことに気
づき、様
子を見に
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の園児
の対応で
保育室に
居た。

遊ぶ範囲
の指定ま
で出来て
いなかっ
た。

複数の遊具
（フラフー
プ・縄跳
び）で遊ぶ
場合、範囲
の指定など
保育士の目
が行き届く
よう配慮す
る。

2747

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 25 2 2 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
付け根部
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

日ごろよ
く活動し
ている内
容であっ
たため活
動範囲な
ど自由に
してし
まった。

鬼ごっこ
など広範
囲にわた
る活動の
際は、範
囲など危
険の無い
よう声を
掛け、注
意喚起な
どの配慮
をする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育士の
見守る場
所より離
れている
ところま
で走り
回ってい
た。

活動する
範囲に保
育士が行
く。行か
れない場
合は目の
行き届く
範囲に設
定しより
安全に見
守れるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をしてい
て走り
回ってい
た。鬼か
ら逃げる
ことに夢
中になっ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

別の活動
（ジャン
グルジ
ム）の見
守りをし
ていた。
鬼ごっこ
をしてい
たことは
把握して
いたが、
ぶつけて
いたとい
う認識は
無かっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の活動
（鉄棒）
の見守り
をしてい
た。（ぶ
つけた遊
具は見え
ない所）

遊ぶ範囲
の指定ま
で出来て
いなかっ
た。

固定遊具の
ある方には
行かないな
ど、範囲の
指定する。
また、保育
士の目が行
き届くよう
立ち位置な
ど配慮す
る。

150 / 255 



2748

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― ― ― ― 3歳
2.女
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

保護者が
しっかり
子どもの
手をつな
いでいな
かったか
ら。

さよなら
の挨拶を
したから
車にのる
まではて
をつなぐ
ように再
度声賭け
を行な
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

270
2.不定期
に実施

24
駐車ス
ペースが
狭い

保護者が
しっかり
子どもの
手をつな
ぎ車に乗
せる。

7.その
他

保護者と
手を繋が
ずに走っ
たためバ
ランスを
崩す。

保護者が
しっかり
子どもの
手をつな
ぎ車に乗
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者に
引き渡し
た後で、
園舎裏側
の駐車場
での事故
なので職
員は誰も
見ていま
せん。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者に
引き渡し
た後で、
園舎裏側
の駐車場
での事故
なので職
員は誰も
見ていま
せん。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者に
引き渡し
た後で、
園舎裏側
の駐車場
での事故
なので職
員は誰も
見ていま
せん。

保護者と
手を繋が
ずに走っ
たためバ
ランスを
崩す。

保護者が
しっかり子
どもの手を
つなぎ車に
乗せる。

2750

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

102 8 16 17 20 20 21 0 19 18 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

三輪車に
二人乗り
をしてい
たための
転倒によ
る怪我

誤った遊
具の使い
方をしな
いように
指導を徹
底する。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

三輪車に
二人乗り
をしいる
状態を放
置した。

危険な遊
びをして
いる場合
は、その
都度、声
掛等の指
導を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と二
人で

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

防犯カメ
ラの映
像、職員
からのヒ
アリング
で確認し
たとこ
ろ、当
日、複数
の職員が
現場にい
たが、当
該事故を
直接見た
者はいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

防犯カメ
ラの映
像、職員
からのヒ
アリング
で確認し
たとこ
ろ、当
日、複数
の職員が
現場にい
たが、当
該事故を
直接見た
者はいな
かった。

三輪車を
二人乗り
をしてい
る状態を
放置して
いた。

危険な遊び
をしている
場合は、そ
の都度、声
掛等の指導
を行う。

2751

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

8
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

27 5 5 3歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手第4指
の指先の
骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6
2.基
準配
置

職員の数
は足りて
いたが、
配置がば
らばら
で、連携
できてい
ず、子ど
もの動き
をよく見
ていな
かった。

他の保育
園やこど
も園で起
きた事故
報告を参
考にした
研修を行
い、職員
が危機管
理意識を
高め、あ
らゆる事
故を予測
して連携
する。

1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240
2.不定期
に実施

240

ドアが子
どもの力
でも簡単
に開け閉
めができ
るほど、
軽い。勢
いよく閉
まってし
まう。ド
アに指は
さみ防止
のカバー
はしてい
なかっ
た。

片方のド
アは突っ
張り棒で
固定す
る。ドア
には、
クッショ
ン入りの
カバーを
付ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員は子
供がドア
の開閉で
指を挟む
という危
機意識を
持って指
導してい
なかっ
た。

ドアの開
閉で、指
を挟みけ
がをする
ことある
ことを伝
え、正し
い使い方
を指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

手洗いに
行くため
にドアに
手をかけ
た時ドア
が閉まり
挟まっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

2名の職員
が、手洗
い場に位
置し、子
どもの対
応をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1名はおや
つの支度
をしてい
た。1名は
部屋の掃
除をして
いた。1名
はトイレ
で子ども
の排せつ
介助をし
ていた。

手洗いす
る子のみ
を見てい
て、周り
の様子を
見ていな
かった。
危険があ
るという
見通しが
なかっ
た。

手洗いにつ
いた職員
は、手洗い
をしている
子のみでな
く、並んで
いる子や洗
い終えた子
の状況を把
握し、目の
届く場所に
いる。

1.定期的
に実施

―
特に要因
が考えら
れない。

面積基準
を満た
し、危険
な遊具や
玩具も配
置されて
いなかっ
たので、
改善策は
特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

常勤職員
が引き渡
しをする
際に、他
の非常勤
職員に声
をかけな
かったこ
とが考え
られる。

保護者に
引き渡し
をすると
きは他の
職員に声
をかけ、
より意識
を高め、
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児と他
児１名が
ままごと
コーナー
で遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遅番職員
が保護者
に園児の
受け渡し
をし、連
絡簿に記
入をして
いたた
め、怪我
をした瞬
間は見て
いなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

短時間職
員１名は
雑務をす
るために
保育室か
ら離れて
いたが、
もう１名
の短時間
職員が近
くで見守
りをして
いた。事
故の瞬間
は見てい
なく、ぶ
つかる音
が聞こえ
たので、
振り向い
たら膝を
崩した状
態で右手
をつき、
体を支え
ていて、
右腕前腕
部が曲
がってい
た。

全体的に
落ち着い
て遊んで
いる状況
の中で、
大きな事
故が起こ
る予測が
無かっ
た。

どんな状況
でも大きな
事故が起き
る可能性が
あることを
知り、会議
において全
職員に情報
を共有し
た。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕　橈
骨　尺骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

落ち着い
た状態で
園児が過
ごしてい
たので、
常勤・非
常勤職員
ともに園
児を見守
る意識が
不十分で
あったと
考えられ
る。

勤務形態
に関わら
ず全職員
に、どん
なに落ち
着いてい
る状況で
も、突然
事故が発
生する可
能性があ
ることを
伝え、も
う一度見
守りに対
する意識
を高め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

122749

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 6 8 9 4 1 6歳
2.女
児

―
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2752

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

43 18 25 2 2 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

15
2.基
準配
置

広い運動
場で助走
がつきや
すいうえ
に、、遊
具手前で
の急制動
と方向転
換による
バランス
崩れ。

加速と、
急転進は
園内ヒヤ
リハット
の事例か
ら、年長
児の主な
事故原因
となって
いること
から、折
に触れて
職員相互
で注意を
喚起して
いる。バ
ランス感
覚の醸成

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1～52 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当該遊具
がやや入
り込んで
いるのも
一因

遊具ゾー
ンの手前
にゾーン
のしるし
があって
もよい

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

機嫌よく
登園し、
いつもと
変りなく
過ごして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
渡してい
た。特に
危険は感
じなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

４歳児担
任１は、
別の遊具
の傍で、
クラス員
を見守っ
ていた。
他の職員
は、屋内
でそれぞ
れ任につ
いてい
た。

プールで
の職員配
置のよう
に、運動
場での面
積当たり
の配置基
準がいる
のかも。

定点見守り
ではなく、
移動見守
り・ホー
メーション
見守りをす
るようにす
る。

2754

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

39 32 32 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首関
節内骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

午後の戸
外遊びで
は、グ
ループ遊
びでの葛
藤や子ど
もの疲労
感が見ら
れる場合
がある。

午後遊び
の各クラ
スの様
子・遊
び・子ど
もの疲労
感など共
通意思を
もって伝
達をして
いく。

1.定期的
に実施

24 ― ―
2.不定期
に実施

24

冬であ
り、芝生
は枯れて
いたため
比較的活
動はしや
すく、走
りやすい
環境であ
る。

芝が伸び
ると、足
元が滑り
やすいた
め常に刈
込み、活
動しやす
いように
整える。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

午後の活
動は活発
になり、
動きもお
おきくな
る。グ
ループで
の遊びも
多く話し
合いなが
ら、遊び
を進めて
いるが反
面、意見
の違いも
ある。

遊びの提
供を話し
合いなが
ら行いう
が、約束
事は必ず
決めて、
危険なく
遊びが進
めていけ
十分に遊
べる環境
づくりを
おこな
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように外
で砂場や
かけっこ
をしてい
た。１人
で走って
移動する
際に足を
ひねっ
た。転ぶ
ことはな
くバラン
スを崩し
たとのこ
とであっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

バナナお
にとドッ
チボー
ル、砂場
遊びの見
守りをし
ていた。
本児が足
をひねっ
たところ
は見てい
なかっ
た。本児
は違和感
はあった
が、痛み
は感じず
保育士・
友達にも
話さな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

複数担任
であるた
め、一緒
に戸外に
いたが、
ばななお
にと加配
担当児を
みており
気がつか
なかっ
た。

日々と変
わらない
動きで
あった
が、きめ
細やかな
観察、言
葉がけで
もう少し
早く気付
くことが
できた。

日々の保育
の中で、少
しのことで
も保育士に
話をするよ
うに関係づ
くりを密に
していく。

2755

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 9 18 10 4 4 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨
折、左肩
挫傷、左
手関節挫
傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

48
2.基
準配
置

職員の人
数より、
使用する
固定遊具
が多かっ
た。

今後も危
険予知ト
レーニン
グ、ひや
りハット
を継続し
ていく。
保育士の
人数や遊
びの状況
によって
使用可能
な遊具を
限定す
る。

1.定期的
に実施

292
1.定期的
に実施

292
1.定期的
に実施

292 ―

定期的に
異常がな
いか点検
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一番低い
鉄棒の下
にマット
が敷いて
いなかっ
た。

一番低い
鉄棒の下
にもマッ
トを敷い
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で遊
んでい
た。鉄棒
に興味を
持ち始
め、自分
で鉄棒を
しようと
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

高い鉄棒
で別の子
の手助け
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ジャング
ルジムの
傍につい
たり、砂
場で遊ん
でいる子
の対応を
したりし
たため、
見ていな
かった。

鉄棒が大
事故につ
ながる遊
具である
という職
員の意識
が低かっ
た。

鉄棒は１対
１で行う。
園児の発達
に合わせた
適切な補助
の仕方を職
員間で確認
し合う。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

公園で活
動中の他
の園児の
保育にあ
たってい
た。

保育者
は、トイ
レに向か
う園児の
近くにい
たが、他
児の活動
を見なが
らの見守
りだった
ため、目
と声で反
応した
が、ドア
を止める
という行
動が間に
合わな
かった。

ドアにクッ
ションを挟
むなどした
うえで、園
児が公園側
の出入り口
からトイレ
に向かう際
は、保育者
がドアの近
くに立ち、
開閉の補助
をするなど
して事故防
止に努め
る。

公園側の
出入り口
からトイ
レに向か
う園児を
見届けな
がら、ト
イレから
帰ってく
るのを出
入り口付
近で待っ
ていた。
園児が
帰ってき
たとき、
ドアを閉
めようと
し指が挟
まりそう
だったの
でドアを
止めよう
とした
が、閉ま
る方が早
く止めら
れなかっ
た。

公園から
トイレに
向かう際
の園児の
行動を再
確認す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

―

ドアに指
を挟むと
事故につ
ながると
いう意識
はあった
が、その
具体的な
対策がさ
れていな
かった。

ドアに
クッショ
ンを挟む
などした
うえで、
園児が公
園側の出
入り口か
らトイレ
に向かう
際は、保
育者がド
アの近く
に立ち、
開閉の補
助をする
などして
事故防止
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ドアの開
閉時、場
合によっ
ては事故
につなが
るという
ことを園
児に理解
させてい
なかっ
た。

園児に対
して安全
に遊ぶた
めのルー
ルを再確
認すると
共に、保
育者同士
が連携を
取り合い
ながら、
安全に活
動できる
保育環境
の整備に
努める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調に異
常は見ら
れず、ク
ラスの仲
間と一緒
におまま
ごとをし
て遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事故発生
時、保育
者は園児
が帰って
きたとき
近くにお
り、園児
がドアを
閉めよう
とする時
に指が挟
まりそう
だったの
で、ドア
を止めよ
うとした
が、閉ま
る方が早
く止めら
れなかっ
た。

4 4 2歳
2.女
児

当該事故に
ついては、
左人差し指
を挟んだ後
に冷やすな
どの対処を
行ったが、
その後は痛
がる様子も
なく遊んで
いたので、
お迎え時の
連絡とし家
庭でも様子
を見てもら
う事にす
る。指先の
青みがとれ
ないため、
●日に受診
しレントゲ
ンを撮る。
結果「骨
折」であっ
たことが判
明するが、
事故発生
時、治療に
要する期間
が３０日以
上に及ぶと
判断でき
ず、第１報
に時間を要
した。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左第２指
先骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

2753

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

33 0 0 11 8 7 7
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2757

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

11 7 4 5 4 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

―

引き続
き、職員
間での危
機管理マ
ニュアル
等の周知
徹底を図
るととも
に、定期
的な研修
を実施す
るなど、
事故防止
対策を講
じる。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

引き続
き、定期
的な施設
の安全点
検を行
い、事故
防止を図
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戸板に
登って足
から降り
ることを
指導して
いたが着
地がうま
くいかな
かった。

必ず足か
ら降りる
など、安
全な使用
方法につ
いて児童
への指導
を徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸板の取
り組みに
対し、意
欲的に挑
戦する姿
があっ
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対象
児に接
してい
た)

飛び降り
るまで
は、手を
添えて補
助してい
たが、本
児が飛び
降りる際
に手を放
し飛び降
りた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

2人の職員
が、戸板
を両側で
支えてい
た。

着地する
最後まで
指を添え
ての補助
が必要で
ある。

必要な子に
は指を添え
る補助を行
い安全に努
めるなど、
子どもの特
徴を再認識
し、一人ひ
とりの発達
に応じた援
助を全職員
で共通理解
するととも
に、危険が
発生しそう
な場面を幅
広く予期
し、十分に
注意を払い
ながら動く
ように各職
員が安全意
識を高く持
つ。

2758

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上児 1 1 1 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折 ― 骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルに沿っ
ての遊具
使用時の
事故防止
の研修が
十分では
なかっ
た。

園の事故
防止につ
いて、全
職員で確
認を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊具の使
い方や危
険な遊び
方への認
識が職員
間で統一
されてい
るかの確
認不足。
施設内外
の危険個
所の認識
不足。

遊具ひと
つ一つの
使い方、
施設内外
の危険個
所を全職
員で確認
し、同じ
対応が出
来るよう
にする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

すべり台
のあるプ
レイルー
ムは鍵が
かけてあ
り、子ど
もが勝手
に一人で
入らない
事に
なってい
る。しか
し鍵は対
象児（加
配児）の
手の届く
場所に
あった。

鍵の場所
の検討。
乗っては
いけない
場所への
周知を
しっかり
行う。視
覚支援と
して遊具
に
布をかけ
るなど
し、刺激
を軽減す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児
（加配
児）は、
折り紙に
参加でき
ずイライ
ラして他
児の紙飛
行機を壊
し、プレ
イルーム
へ一人で
走って
いった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すべり台
の側で、
靴下を脱
ぐ事、危
険な場所
に乗らな
いよう声
をかけ
た。一度
やめたが
また,急に
上がりそ
のまま
滑って落
ちてし
まった。
支えよう
としたが
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
での自由
あそび、
午前のお
やつ、発
表会の練
習中で
あった
為、見て
いなかっ
た。

対象児
（加配
児）の担
当保育士
が出勤前
で、他の
保育士が
見ていた
為、行動
の予測が
十分にで
きなかっ
た。

定期的に
行っている
ケース会議
を全職員が
把握できる
よう、周知
の仕方を徹
底する。

身体は大
切で壊れ
やすいも
のという
話を折に
触れて話
してきて
いるが、
遊びの中
で身体を
触れ合わ
せる遊び
をする姿
は見られ
ていた。
男児は限
られたス
ペースで
も楽しめ
るヒー
ローごっ
こになり
やすい。

・必ず二
人での保
育体制を
整えてい
く。
・友達と
の遊び方
に、ふざ
けたり身
体を触る
ような行
為が見ら
れたとき
にはすみ
やかに止
め、違う
遊びに誘
導してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は右
腕を押さ
えてお
り、状況
を聞くと
他児に押
されて転
倒したこ
とがわ
かった。
痛がる腕
の様子を
確認す
る。グー
パーはで
きたが、
腕を前方
から頭上
へ上げよ
うとした
際に腕が
不自然に
反ったた
め、それ
以上動か
さないよ
うに告げ
て園長と
主任に内
線で連絡
する。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

リーダー
保育士は
４歳児１
８名が２
階プール
デッキに
て積み木
やボール
で遊んで
いるとこ
ろについ
ていた。
プール
デッキは
片付けを
始める。
リーダー
保育士は
片付けの
援助をし
ていたと
ころ本児
が泣いて
いること
に気付
く。保育
室に誘導
し、サブ
保育士に
怪我の状
況の確認
を依頼す
る

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

サブ保育
士は４歳
児６名が
保育室で
製作の続
きや室内
遊びをし
ていると
ころにつ
いてい
た。

担任は２
名いた
が、プー
ルデッキ
と保育室
に分かれ
て保育を
してい
た。

片付けなど
の場面の切
り替えの時
は、こども
から目線を
外さないよ
う十分に留
意する。こ
どもたちに
も次への行
為をしっか
りと伝え、
危険のない
ように保育
する。

右上腕骨
折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

4歳児クラ
スの保育
やその日
の保育内
容、職員
の位置を
全体職員
会議にて
分析を行
う。

・友達と
の遊び方
に、ふざ
けたり身
体を触る
ような行
為が見ら
れたとき
にはすみ
やかに止
め、違う
遊びに誘
導してい
く。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
ウッド
デッキが
１、２階
にある。

・床に
クッショ
ン材を敷
いたり、
デッキの
境目の凸
凹を平ら
にするな
ど、新た
な事故や
怪我につ
ながらな
いよう配
慮す
る。・園
舎内での
事故や怪
我を分析
し、安全
点検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2756

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

24 2 2 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）
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2759

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

23 0 10 0 0 1 12 0 4 4 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

―

会議や朝
礼で情報
共有し、
マニュア
ルの再確
認を行
う。年齢
ごとに子
どもたち
に安全な
あそび方
や約束を
再度伝
え、理解
を促す。

1.定期的
に実施

15
1.定期的
に実施

16
1.定期的
に実施

15 ―

鉄棒の下
に衝撃吸
収用のラ
バーを敷
いている
が、鉄棒
を始める
前に遊具
の下や周
辺に物が
ないか、
ラバーに
めくれが
ないか確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒がし
たいと担
任に申し
出、見守
られなが
ら前回り
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の鉄
棒を見
守ってい
たが、そ
ばに来た
子どもの
話しかけ
に応じ、
空を見上
げ目が離
れてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の見
守りをし
ていｒ
た。

日頃から
の約束通
り、子ど
もも鉄棒
がしたい
旨を保育
者に伝
え、保育
者もすぐ
そばに付
き添い本
児の取り
組みを見
守ってい
たが、他
児の声掛
けに一瞬
目を離し
てしま
い、落下
を防ぐこ
とができ
なかっ
た。

いつでも対
応できるよ
う、目を離
さない。目
が離れると
きは、その
旨子どもに
伝え待つよ
う声掛けす
る。日頃よ
り、固定遊
具の傍にい
る保育士が
遊具を見
守っている
意味を子ど
もたちに伝
え、理解し
てもらう。

2760

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

33 28 28 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

午後の戸
外遊び
は、子ど
も達の解
放感もあ
り動きが
活発にな
る。

子ども達
の遊びの
様子を把
握し、職
員の担当
場所、死
角になる
箇所の見
守りを徹
底をして
いく。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

戸外の築
山とフェ
ンス間が
狭くなっ
ている。

職員の見
守り担当
により、
子どもの
動きを事
前に察知
し声をか
け、安全
な遊びに
導く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

午後から
の戸外遊
びは、解
放感もあ
り動きも
活発にな
る。鬼
ごっこの
遊びで
は、狭く
なってい
る場所を
察知でき
ず走って
いた。

遊びの約
束事、子
どもの動
き等を再
確認し、
職員で見
守り担当
を決め、
安全面の
徹底をし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午前中
は、生活
発表会の
練習をし
た。午後
からは、
園庭で友
達と走り
ながら鬼
ごっこを
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士
が、子ど
も達同士
で、鬼
ごっこを
している
姿を見
守ってい
たが、築
山とフェ
ンスの間
に逃げてi
いるとこ
ろまでは
みていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

戸外遊び
は、視野
が広く子
どもの動
きが近く
でみられ
なかっ
た。。

―

子ども達の
遊びの見守
り視点を職
員間で再確
認をし、子
ども達を観
る立ち位
置、死角等
の安全確認
を再度見直
し、安全面
の強化を
図っていい
く。

2761

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 14 12 11 3 2 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

職員・臨
時職員・
パート保
育助手へ
のマニュ
アル・ヒ
ヤリハッ
トの周知

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

1

鉄棒の下
に敷いて
あるマッ
トでは落
下時の怪
我が防げ
なかっ
た。

下に敷い
てある
マットの
検討。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

配置基準
以上の保
育士、保
育助手を
置いてい
るため改
善策はな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった行
動、言動
はなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

屋外で園
庭全体に
目を配っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

３歳児に
つく職
員、保育
助手が他
児に対応
してい
た。

助けられ
る距離に
保育者は
いなかっ
た。本児
が鉄棒使
用時手を
滑らせ
た。

鉄棒使用時
は側につ
き、様子を
把握する。

2762

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 0 0 0 9 6 9 0 3 3 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

―

事故予防
マニュア
ルを作成
し今後研
修を行っ
ていく。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 ―

室内で走
らないな
いよう指
導してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

室内では
靴下を脱
がせ、
滑っての
転倒を避
けるよう
にする。
今まで以
上に室内
では座っ
て活動す
るように
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
普段と同
じ時間帯
に特別激
しい活動
をしてい
るわけで
はなく、
普段と同
じような
遊びをし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

激しく走
り回って
いる、追
いかけっ
こをして
いるとい
う訳では
なかった
ので他の
園児も含
め、対応
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

夕方の帰
宅する園
児もいる
時間帯で
あり、多
少立て込
んだ時間
帯でも
あったの
で対象児
も含めて
全体を見
ていた。

―

室内の遊
具、どこに
誰が居たら
良いか配慮
し、立ち位
置、言葉が
けを見直し
ていく。

2763

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 18 2 2 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左小指基
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

24

1.基
準以
上配
置

正規・非
常勤保育
士だけで
なく、職
種を問わ
ず、臨時
職員も含
めた全職
員で事故
予防につ
いての情
報共有に
努める。

今回の事
例を園内
研修の題
材として
周知し再
発防止に
役立て
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

毎朝の点
検に加え
て、保育
開始前の
点検を改
めて周知
徹底して
いく。

引き続き
定期的な
点検を行
うと共に
日々の目
視点検を
続けてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
年齢や活
動によっ
て必要な
環境が変
わる事を
改めて確
認する。

運動遊び
を始める
前には、
指先を含
めた準備
体操を徹
底してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な遊
びを好む
本児は、7
人の友達
と鬼ごっ
こ（氷
鬼）をし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
には加わ
らず園庭
全体を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

４名の５
歳児と５
歳児保育
室にい
た。

困った時
に助けを
求められ
る職員関
係を日頃
より構築
してお
く。

活動に合わ
せた人的配
置につい
て、引き続
き徹底す
る。
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2765

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 1 8 9 14 6 6 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

―

予期せぬ
事態を想
定した研
修も必要
である

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 ―

定期的に
点検は実
施してい
る

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

固定遊具
の安全性
に過信せ
ず、見守
りが必要
である。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

固定遊具
（ぞうの
乗り物、
高さ約65
㎝）に乗
ろうとし
て滑り落
ち、左手
が体の下
敷きにな
りながら
転倒し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

固定遊具
の高さが
高すぎ
ず、普段
は対象児
が問題な
く乗り降
りできて
いたの
で、そば
につか
ず、上り
棒で遊ぶ
幼児につ
いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
近くにい
たが他の
乳児につ
いていた
ため転倒
後に気が
付いた。

―

固定遊具の
安全性に過
信せず、見
守りが必要
である。

12
1.定期的
に実施

12

ミルク缶
に保護を
していな
く、その
ままの状
態で使用
していた
為、大き
な怪我へ
とつな
がってし
まった。

①ミルク
缶を撤去
する。
②月1回ク
ラス内で
安全
チェック
を行って
いるが、
今後はク
ラス外の
職員が第
三者の目
として行
う。
③今ある
玩具につ
いて、年
齢に合っ
ている
か、破損
などない
か等の点
検を行
う。
④今後新
しい玩具
を購入す
る際、事
前に園
長・主任
に相談の
下、導入
する。
⑤手作り
玩具を作
成する
際、事前
に園長・
主任に相
談の下、
導入す
る。
⑥玩具以
外の家具
や小物
（例、
フック）
を購入す
る際も、
事前に園
長・主任
に相談の
下、導入
する。
⑦保育室
内の環境
設定を改
善する。
例、無駄
な凹凸を
作らな
い。無駄
な物は置
かない。
⑧系列園
で同じア
クシデン
トが起こ
らないよ
うに、系
列園の園
長会で周
知共有す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

オムツ替
えを沐浴
室で行う
為、沐浴
室近くの
保育室入
口付近で
遊んでい
た。

保育室入
口は職員
の出入り
があるた
め、遊ぶ
スペース
としては
使用しな
い。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

常に活発
に動く。
興味のあ
る物が見
に入る
と、すぐ
にそこに
駆け寄
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ミルクの
空き缶へ
のチェー
ン入れ、
動物の樹
脂製玩具
で遊んで
過ごす園
児を見
る。検温
があと１
名にな
り、０歳
児５名と
一緒に玩
具を片付
ける。調
理職員が
保育室内
に入ろう
としたた
め、パー
ティショ
ンから離
れるよう
声がけす
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育職員1
名、他児
の検温を
してい
た。(膝に
座らせた
状態)調理
職員1名、
保育室内
に入り、
パーティ
ション前
の園児が
離れるの
を待つ。

歩行は安
定してい
るが、咄
嗟の状況
時、声が
けだけの
誘導で
あった。

誘導する
際、体に手
を添える、
手をつなぐ
等、転倒し
ないよう配
慮する。

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

顔面(口腔
内含む)

眉間の創
傷

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

園長はじ
め職員の
危機意識
が低く、
ミルク缶
の危険に
気付けな
かった。
※蓋がさ
れたミル
ク缶を職
員が抱
え、園児
が座って
使用する
ことを想
定してい
たが、蓋
が外れる
こと、園
児が立つ
こと、ミ
ルク缶が
転がるこ
とや逆さ
になるこ
と等想像
できてい
なかっ
た。
調理職員
が保育室
内に入る
際、子ど
もの安全
確保がで
きていな
かった。

昼礼にて
ヒヤリ
ハットア
クシデン
トを共有
し合う。
事故事例
に関する
園内研修
を行い、
職員の危
機意識を
高める。
職員が保
育室内に
入る際、
保育室内
の安全を
確認して
から入室
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2764

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス

6 2 2 1歳
2.女
児
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2766

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 22 3 3 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右四指中
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

―

今回の事
故報告を
職員間で
周知。対
応の振り
返り等を
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12 ―

今回の事
例ではあ
てはまら
ないと考
える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児3名と
保育士1名
は、保育
室で製作
あそびを
してい
た。

園庭には
他の学年
も使用し
ていない
時間帯
だったこ
と、また
あそびの
環境
（コート
の
広さ）等
も十分確
保できて
いたが、
今後もあ
そびに適
した環境
を考慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　ドッジ
ボールの
ルールも
しっかり
理解して
おり、楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子ども達
のルール
の理解
や、あそ
びの進行
の必要に
応じて対
応できる
よう見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
と同様。

子ども達の
様子や保育
の状況に応
じ、安全を
第1に考え行
動できるよ
う、保育士
間で
確認を深め
る。

2767

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 7 10 18 9 9 1歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨不
全骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

職員間で
今回発生
した事故
について
情報共有
するとと
もに、事
故の状況
を分析
し、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

今回の事
故に関し
て、施
設・設備
の影響は
なく、改
善の必要
はない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

遊ぶ前
に、遊具
周辺に危
険な箇所
がないか
や、遊具
が子ども
の体格に
合ってい
るかを確
認する。
子どもの
動きに合
わせて、
声かけや
介助をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に登
所してき
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

クラス全
体の動き
を見てい
た。対象
児の動き
も見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児を
含めてク
ラス全体
を見てい
た。

―

遊具で遊ぶ
際には、職
員の配置を
考え、子ど
もの介助や
子ども達に
声をかけな
がら保育を
実施してい
く。職員同
士で声をか
け合い、安
全を確認す
る。

2769

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上児 20 2 2 6歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左とう骨
近位部骨
折、左尺
骨近位部
骨折、左
上腕骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

舞台横に
手作り階
段が設定
してあっ
た（日頃
は設定し
ていな
い）

表現会練
習のため
階段が設
定してい
たが、活
動内容に
よって環
境の見直
しをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段どお
り活発に
鬼ごっこ
に参加し
走ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室舞
台左側で
対象児を
含め子ど
も達が遊
ぶ様子を
見守って
いた。対
象児が転
倒する場
面からは
７メート
ル離れて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室内
で全体を
見守って
いた。

特になし 特になし

・部屋を
分け２グ
ループで
保育して
いたため
他職員は
隣の部屋
の他児を
みてい
た。

― ―

・片手に
玩具を持
ちふさ
がった状
態で走る
とバラン
スを崩し
やすく危
険なこと
を十分理
解し気を
つけてい
く。
・体操を
したい子
とままご
とをした
い子の遊
びが保障
されるよ
う保育士
の立ち位
置を含め
て工夫し
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

4 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・ついた
てを利用
して部屋
を区切る
等してい
たが、便
利な反面
視界が狭
くなり、
２つの活
動を把握
しづらい
状況で
あった。

・活動に
よって
は、区
切って落
ち着いて
遊べるよ
うにする
が、今回
のような
状況下で
は区切り
をなく
し、見通
しが良い
ように
し、保育
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・体操を
していた
が興味が
移りまま
ごとコー
ナーに行
き片手に
玩具を
持って体
操のス
ペースに
戻ってく
るが、す
ぐにその
場からま
まごと
コーナー
に戻って
いく際に
バランス
を崩すよ
うに左肩
より転倒
する。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・直前ま
で臨時職
員と保育
していた
が、子ど
もの排便
のおむつ
交換のた
め臨時職
員が部屋
を離れ
た。子ど
も５人を
一人で保
育し体操
の場につ
いてお
り、まま
ごとコー
ナーに移
動した対
象児の傍
につか
ず、まま
ごとコー
ナーへの
行き来を
見ながら
他児と体
操をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2 1 1歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

・体操を
していた
い子とそ
うでない
子がお
り、それ
ぞれが遊
べる環境
作りが不
十分だっ
た
・１歳児
はまだ身
体の使い
方が未熟
であるこ
となどの
意識・危
機管理が
不十分
だった。
・片手に
玩具を
もってお
り、手が
ふさがっ
た状態で
あった

2768

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

5
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2770

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

3.2歳児ク
ラス

12 2 2 2歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

歯の損傷
（破折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

特になし

事故予防
に関する
研修を定
期的に実
施

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

4 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

友だちと
手をつな
いでいた
横断歩道
で慌てた

絶対慌て
ない様に
声かけす
る　余裕
をもって
行動する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
手をつな
いで６列
中３列目
を歩く

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもの
列６列
中、１列
目と６列
目の子と
手をつな
ぎ、全体
を見て声
をかけな
がら歩
く。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

― 特になし

転倒しやす
い子にはそ
ばについて
気をつけて
いく。保育
士と手をつ
なぐ。

2771

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 18 1 1 6歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

ブランコ
に登るこ
とについ
て園児に
禁止の徹
底をして
いなかっ
たため、
ブランコ
のない支
柱に園児
がよじ
登ったた
め。

ブランコ
に園児が
よじ登れ
ないよう
な工夫を
する。
（現在業
者と具体
案を検討
中）再
度、園児
に登るこ
との危険
性につい
て伝え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わりなく
戸外で楽
しく遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

戸外で遊
んでいる
時に保育
士は園庭
にいた
が、事故
が発生し
たときは
目を離し
ていた。

―
他の保育
士はいな
かった。

遊んでい
る子ども
の見守り
が不十分
であっ
た。

監視する保
育士はその
仕事に集中
するように
徹底する。

2773

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

115 2 6 18 18 33 38 9 9 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

11
2.基
準配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

　毎日
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

毎回

鉄棒の下
に劣化し
た硬い
じゅうた
んが敷か
れてい
た。

鉄棒を使
用する時
には、
マットを
敷くよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　鉄棒が
得意なの
で、保育
士を誘
い、足を
引っ掛け
て遊ぶ
「コウモ
リ」を行
おうとし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士は
本児が
使ってい
た鉄棒の
隣の鉄棒
にいた子
どもの手
助けをし
ていたた
め、本児
の被災を
防げな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞ
れ、自分
の近くに
いる園児
と遊んで
いたた
め、本児
の様子は
見ていな
かった。

側にいた
保育士
は、本児
が鉄棒が
得意なた
め、一人
でもでき
るだろう
と思って
いた。

鉄棒は事故
につながり
やすい遊具
であること
を再認識
し、子ども
の得意不得
意にかかわ
らず、危機
意識を持っ
て補助をす
る。

2774

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2 0 0 0 7 7 5 2 2 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

子どもが
走る範囲
を職員が
把握して
いなかっ
た。

職員間で
危険な場
所等の情
報を共有
し、ハー
ド面の改
善をした
り、職員
の立位置
を確認し
たりす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

開所がコ
ンクリー
トで作ら
れている
ため、

人工芝の
マットを
開所の上
に敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
をするス
ペースが
狭かっ
た。

時間配分
や、子ど
もの人数
に合わせ
た空間を
考える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康で
あった。

2.対象
児の至
近距離
で対象
児を見
ていた

集団ゲー
ムをして
いたた
め、周り
で見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

集団ゲー
ムをして
いたた
め、周り
で見守っ
ていた。

子どもが
走る範囲
を保育士
が把握し
ていな
かった。

転倒した後
に、様子を
見ていた
が、保護者
が来られた
ため引き渡
しをした。
もう少し本
児の動きや
痛みの確認
をするべき
だった。

・走って
遊んでい
るときは
気をつけ
るよう、
その都
度、声を
かけて注
意を促
す。
・外に出
てすぐは
子どもた
ちの動き
が活発に
なること
を予想し
て、子ど
もの動き
に注意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

大人と遊
ぶことを
好み、外
では活発
に走るこ
とも多
い。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任3名の
うち、1名
は部屋で
発表会の
小道具を
作成して
おり、2名
が所庭に
出てい
た。1名は
固定遊具
（ジャン
グロー
ブ）につ
き、1名は
クラスで
育ててい
る野菜の
水やりを
当番の子
ども6人と
してお
り、衝突
の瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2歳児担任
も子ども
とともに
所庭にい
たが、担
当クラス
の子ども
の様子を
見ていた
ため、衝
突の瞬間
は見てい
なかっ
た。

担任3名
のうち、
1名は部
屋で発表
会の小道
具を作成
してお
り、2名
が所庭に
出てい
た。1名
は固定遊
具（ジャ
ングロー
ブ）につ
き、1名
はクラス
で育てて
いる野菜
の水やり
を当番の
子ども6
人として
おり、衝
突の瞬間
は見てい
なかっ
た。

・水やり時
の保育士の
位置が死角
にならない
ようにす
る。
・水やり前
に担任間で
声をかけ合
う。予めバ
ケツに水を
くんでお
く。
・職員が部
屋にどうし
ても残らな
ければなら
ないとき
は、固定遊
具の使用は
控えて、ク
ラス全体を
みるように
し、職員数
が足りてか
ら固定遊具
を使用す
る。他のク
ラスの職員
にも声をか
け、協力し
てもらう。

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

保育体制
人員不足
はなく、
職員配置
は、適切
だったこ
とから該
当はない
と思われ
る。

年に1度、
事故発生
をまと
め、要因
や予防対
策を職員
会議の中
で検討
し、意識
を高め
る。

― ― ― ― ― ―

ハード面
での要因
はないと
思われ
る。

上記理由
により該
当なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・危険な
ことにつ
いて平常
時から子
どもたち
に話をし
ている
が、遊び
に夢中に
なると忘
れてしま
う子ども
たちの特
性に留意
できてい
なかっ
た。
・外に出
た開放感
から、動
きが活発
になる傾
向がある

2772

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

23 19 7 6 3歳
1.男
児

事故以前、
散歩中に転
倒した時に
左上前歯を
打ち少量出
血するが、
歯の動揺な
く痛みもす
ぐに消失し
たため受診
せず。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

右上前歯
Ａ外傷性
歯の亜脱
臼
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2775

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

104 9 16 22 18 16 23 8 8 3歳
1.男
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折・右肩
打撲傷・
右肘打撲
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

250 ― 特になし
7.その
他

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・保護者
からは得
になし

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

母と登園
したばか
りの時間
帯だった
ため。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

早朝保育
の時間帯
だったた
め、それ
ぞれの担
当の部屋
に配置さ
れてい
た。

―

登園中の朝
の始末をす
るときは、
子どもは保
護者の目の
行き届く所
に居るよう
に保護者に
も、子ども
にも周知す
る。

2776

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

69 18 23 28 3 3 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手前腕
部を骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

遊具の遊
び方や園
庭での過
ごし方な
ど職員の
危機管理
意識が低
かった。

それぞれ
の遊具の
遊び方で
どんな危
険が起こ
るか検討
し、再度
マニュア
ルについ
て研修を
行う。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

48

雲梯の下
に人工芝
が敷いて
あった
が、薄
かったと
思われ
る。

人工芝の
上に体育
用マット
を敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちの遊び
の様子
や、興味
関心につ
いて十分
把握して
いなかっ
た。

子どもた
ちの遊び
の興味関
心を把握
し、どの
遊びに援
助が必要
か優先順
位を把握
してか
ら、戸外
遊びを始
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように外
遊びを始
めた。最
近雲梯が
一人で上
手にでき
るように
なってい
たため保
育士に声
をかける
こともな
く数人の
友達と遊
び始めて
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

自由遊び
のためい
ろいろな
遊びが行
われてい
た。担当
保育士
は、近く
にある鉄
棒で遊ん
でいる子
どもたち
とかか
わってい
たため見
られな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当年齢
児の子ど
もたちと
集団遊び
や砂場で
の遊びな
どしてい
たので見
ていな
かった。

・今まで
にけがを
する子は
いなかっ
たので、
全体的に
何となく
見ている
ところが
あった。
戸外遊び
での安全
意識が乏
しかっ
た。
・戸外遊
びに行く
ときは、
すぐに遊
びだして
いた。

個々の遊具
の安全対策
を確認しあ
う。保育士
の立ち位置
について検
討し、危険
な様子が見
られれば、
声がかけら
れるように
したり物を
用意したり
する。
・活動前に
体を動か
し、急に体
を動かすこ
とがないよ
うにする。

2777

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

1 0 0 0 2 3 5 0 18 11 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

　事故防
止のため
にマニュ
アルを定
期的に確
認する。

3.未実施 　
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48～60 ―

　遊具に
危険な箇
所がない
か確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

本児や一
緒に遊ん
でいた子
と遊具の
使い方を
確認し、
ジャンプ
して飛び
降りると
けがをす
る可能性
があるこ
とを伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊び方に
危険を感
じたの
で、注意
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

　飛び降り
て遊ぶこと
を注意した
が、その後
も繰り返す
ことを予想
して、その
場から離れ
ずに見守
る。

2779

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5歳以上児 3 3 3 6歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

橈骨遠位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

・保育士
が子ども
の行動を
予測でき
なかっ
た。

・引き続
きヒヤリ
ハット等
で、危険
回避につ
いての研
修を行
う。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

・神社に
移動した
際に、危
険個所の
周知が足
りなかっ
た。

・危険箇
所をきち
んと伝え
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

・保育士
の指示が
わかりに
くかっ
た。

・活動ま
での時間
の動きを
わかりや
すく伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りであっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・遊びに
必要な道
具を取り
に行こう
と少し離
れたとこ
ろにい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・至近距
離にいた
が、神社
付近にい
た子を見
ていた。

・至近距
離にいて
も別の子
ども達を
見てい
た。

・保育士一
人は常に全
体を見渡す
ようにす
る。

1.定期的
に実施

52 ―

週１回の
安全点検
を引き続
き確実に
行う。遊
ぶ直前の
築山の安
全面の確
認を確実
に実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

月曜日は
２日間の
休み明け
のため、
再会が嬉
しくて気
持ちが高
揚する園
児が多い
ので、危
険な場面
がないよ
うに特に
注意す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

平素は落
ち着いて
遊んでい
る児であ
るが、こ
の日は月
曜日で
あったこ
とと、
プール終
了後の久
しぶりの
戸外遊び
であり、
クラス全
体に気持
ちが高揚
していた
ように思
う。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

有資格保
育士３人
態勢で遊
びを見守
る。立ち
位置も各
自分散
し、要所
要所に配
置してい
る。認識
として
は、月曜
日であ
り、また
プール終
了後の久
しぶりの
戸外遊び
である園
児の遊び
方に特に
注意を向
ける意識
が弱かっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭では
４歳児の
みが遊ん
でおり、
４歳児担
当以外の
職員は園
内で保育
を行って
いた。

―

プール終了
後の久しぶ
りの戸外遊
びの時は、
戸外遊びの
約束が守ら
れるように
再確認し、
高揚して危
険な遊び方
をすること
のないよう
に指導す
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
遠位部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

―

築山の遊
び方につ
いて、降
りるとき
は駆けお
りないこ
とを繰り
返し教え
ていく。
特に月曜
日は気持
ちが高揚
している
ので意識
して指導
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

522778

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

27 3 3 5歳
1.男
児

―
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2780

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

23 2 2 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第5中足
骨基部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

子どもの
行動に伴
う危険を
予測する
ことが不
十分だっ
た。

事故内容
を職員会
議におい
て報告
し、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

今回の事
故は、子
どもが自
らくじい
たことに
よる事故
のため、
ハード面
において
の改善策
は特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体を動か
す遊びで
あったに
もかかわ
らず、危
険のない
ように遊
ぶための
働きかけ
がなかっ
た。

体を動か
して遊ぶ
前に、注
意喚起を
し、子ど
もたちに
安全に対
しての意
識を持た
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2日間休ん
だ後久し
ぶりに登
園した
が、いつ
もと同じ
ように片
づけをし
た後、遊
戯室で
ドッジ
ボールに
参加し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
たところ
で全体の
様子を見
ながら、
対象児の
動きも視
界に入れ
ていた
が、対象
児が足を
くじく瞬
間には防
ぐことが
できな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の様
子を見な
がら、対
象児の動
きも視界
に入れて
いたが、
対象児が
足をくじ
く瞬間に
は防ぐこ
とができ
なかっ
た。

― ―

2782

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 12 1 1 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

―

マニュア
ル事項を
よく理
解・把握
しておく
必要があ
る

2.不定期
に実施

6
1.定期的
に実施

60
2.不定期
に実施

24 ―

固定遊具
に不備は
無かった
が、地面
が乾いて
いた事
で、滑り
やすく
なってい
たので、
水撒きな
どの必要
性もあっ
た

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

担任は至
近距離に
位置する
べきだっ
た

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼食まで
のわずか
な時間
だった
が、外で
遊びたい
と主張
し、女児
３人で雲
梯でのオ
リジナル
遊びをし
たくて、
目的の場
所へ行っ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

雲梯へ向
かったの
は確認し
たが、普
段から巧
みにこな
していた
ので、そ
れ程心配
する事な
く、見守
るだけに
留まって
しまう。
そこへ副
園長の姿
が見えた
ので、報
告事項を
話し始め
てしま
う。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

年中の担
任と分担
相談せ
ず、行動
が重なっ
てしまっ
た。（年
中児も一
緒に園庭
へ出てい
た）

―

優先順位を
考え、園児
の動きに
合った行動
を考えるべ
きだった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　　担任
以外の職
員はその
部屋には
いなかっ
た。

本児は平
時より興
奮気味で
あった
為、いつ
もと違う
動きをす
る可能性
があるこ
とも想定
し、行動
を止める
ような声
かけも必
要であっ
た。

職員の見守
りが出来な
い状況の場
合は飛び降
りの遊びは
させない、
また、職員
も他クラス
のこどもの
様子も気に
かけ、危険
のある場合
にはこども
にも担任に
も声かけを
すること。

― ―
2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

13
2.不定期
に実施

― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

昼ねの準
備はして
あり、飛
び降りの
下にはゴ
ザの上に
布団が敷
いてあっ
たが、布
団が薄
かった
か、ゴザ
がすべり
確実な着
地が出来
なかった
と推測さ
れる。

飛び降り
の遊びを
する際に
は必ず、
厚く布団
を敷くか
マットを
使用する
こと。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　　午前
中の保育
（散歩）
で鬼ごっ
こをし、
そのこと
が楽し
く、いつ
もよりも
興奮気味
だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員は食
事の片付
け等をし
ており、
本児の様
子を確認
しつつ
も、ずっ
と付いて
みていた
訳ではな
かった。
（怪我の
瞬間はみ
ていな
かった）
また、い
つも行っ
ている遊
びであ
り、本児
は危険な
行為をす
る子では
ない為、
安心感も
あったか
と思われ
る。

2 2 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

螺旋骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

2781

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

2
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2784

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

46 23 23 4 4
15.３
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

2.死
亡

6.その
他

0.死亡 0.死亡 ―
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

園外保育
におい
て、目的
地の選
定・下
見・ねら
い等具体
的な計画
が十分で
なかっ
た。

園外保育
実施計画
書の見直
しを実施
目的地の
選定条
件、目
的、引率
体制基
準、下見
など細部
にわたっ
てのマ
ニュアル
を作成し
実施し
た。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

49
2.不定期
に実施

3

園外活動
での危険
個所の確
認を怠っ
た。

下見を実
施し、危
険個所等
を確認
し、引率
時に共有
し実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢で
の園外保
育であっ
たこと、
ねらいを
明確にし
て目的地
を選定し
ていな
かったこ
と、保育
士全員で
下見や確
認をせ
ず、また
子どもた
ちへの
ルールの
徹底をし
なかった
こと、安
易に遊ぶ
範囲を広
げたこ
と。その
結果、子
どもたち
の動線を
把握でき
ない状態
となって
ていっ
た。

園外活動
における
安全管理
マニュア
ルを見直
し、きち
んと遵守
してい
く。また
職員研修
を実施す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

広場の雑
草地を他
の園児と
駆け下り
て遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育士A
は、全体
を監視し
つつ、数
人の園児
と一緒に
移動をし
ながら遊
んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育士B
は、15人
程度の園
児を引き
連れ周辺
を遊んで
いた。保
育士Cは、
配慮の必
要な園児
と遊んで
いた。保
育士Dは、
子どもの
見守りを
してい
た。

目的地の
拠点とな
る場所か
ら、安易
に範囲を
広げてい
き遊びを
区切るこ
とをしな
かった。
その際
に、改め
て注意喚
起、保育
士間の範
囲・立ち
位置の確
認をせ
ず、子ど
もたちの
動静を把
握してい
なかっ
た。

園外保育実
施計画書の
見直しを実
施し、引率
体制の基準
を明確にし
た。担任・
副担任の他
に1人増、ま
た必要に応
じて引率者
の追加をす
る。また、
実施に際し
て危険個所
などの確
認、役割分
担を共通認
識となるよ
うにする。

2785

平成
30年
12月
28日

1.認可
7.小規模
保育事業

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 4 4 3 3 2歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

高さを出
す為に
テーブル
の上に布
団を敷い
た事によ
る危険を
考慮して
なかっ
た。

室内でも
子ども達
が安全に
かつ一人
ひとりが
のびのび
と過ごせ
る保育を
提供す
る。今後
テーブル
の上には
布団を敷
いて遊ぶ
ことはし
ない。

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300

高さを出
す為に
テーブル
の上に布
団を敷い
た事によ
る危険を
考慮して
なかっ
た。

室内でも
子ども達
が安全に
かつ一人
ひとりが
のびのび
と過ごせ
る保育を
提供す
る。今後
テーブル
の上には
布団を敷
いて遊ぶ
ことはし
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

高さを出
す為に
テーブル
の上に布
団を敷い
た事によ
る危険を
考慮して
なかっ
た。

室内でも
子ども達
が安全に
かつ一人
ひとりが
のびのび
と過ごせ
る保育を
提供す
る。今後
テーブル
の上には
布団を敷
いて遊ぶ
ことはし
ない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り楽しそ
うに遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
遊んでい
る様子を
至近で見
ながら他
児の着替
えの手伝
いに入っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

一方通行
で転がる
事、一人
ずつ転が
る事、
テーブル
の上には
２，３人
しか登ら
ない、と
いう事を
その都度
声掛けを
し、危険
がない様
見守る。

普段の生
活の中で
手がなか
なか出な
い事があ
る事を保
育士は認
識してい
たが、そ
のことを
考慮して
遊びを提
供できな
かった。
咄嗟に手
を出した
時、変な
つき方を
したのか
もしれな
い。

各年齢では
無く、園児
一人ひとり
が身体に無
理のない遊
びを提供し
ていく。遊
びの中での
危険な事を
もう一度職
員同士で確
認する。

要支援児
には臨時
職員につ
いてもら
うように
指示する
という判
断も必要
であっ
た。

危険を伴
う行動が
予想され
るとき
は、傍を
離れない
ようにす
る。やむ
を得ず離
れる場合
は、近く
にいる職
員に声を
かけて見
守るよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
同じよう
に仲良し
の友達と
ふざけ合
う姿で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

要支援児
の傍につ
いていた
ので、対
象児に背
を向けて
しまって
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同じ室内
で、机上
遊びの見
守りをし
ていた臨
時職員
が、事故
当時を見
ていた。

担当職員
が対象児
に背を向
けてし
まってい
た。

危険を伴う
行動が予想
されるとき
は、傍を離
れないよう
にする。や
むを得ず離
れる場合
は、近くに
いる職員に
声をかけて
見守るよう
にしてい
く。

上腕骨骨
折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

数回

1.基
準以
上配
置

夕方で子
ども達も
疲れてい
たり、お
迎え時間
が近く
なってや
や気持ち
が高揚し
ていたこ
とも考え
られる。

本児と相
手の子ど
もはとて
も仲良し
で、日頃
からふざ
け合うこ
とが多
かった。
事故当
時、直前
まで保育
士が傍に
ついてい
たが、そ
の場を離
れた直後
に事故が
起こって
しまっ
た。今後
は予想さ
れる子ど
もの動き
に即した
保育士の
動きや見
守りを行
なってい
く。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

48 ―

今回は、
遊具も全
て片づけ
てあった
畳マット
上での事
故であっ
たが、今
後に向け
ても室内
の整理整
頓、使っ
てない遊
具の片付
け等は引
き続き行
う。また
ふざけ合
うことは
危険につ
ながるこ
とを子ど
も達にも
随時伝え
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2783

平成
30年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

10
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 7 6 7 4 2 3歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）
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2786

平成
30年
12月
28日

1.認可
7.小規模
保育事業

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

15 2 6 7 0 0 0 0 5 5 2歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左側鎖骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

連携施設
の遊具・
環境面に
対するマ
ニュアル
の理解が
不足して
いた。

当園の児
童が連携
園で活動
する場合
の連携施
設におけ
る遊び場
は、３歳
児用の遊
び場の一
部に限定
する。散
歩等につ
いても決
められた
コースを
在園児の
いない時
する。以
上を事故
防止予防
マニュア
ルに反映
する。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

連携園の
在園児
（幼稚園
預かり園
児）と遊
ぶ場所が
重なるこ
とのない
ように注
意する。

当園の児
童が連携
園で活動
する場合
の連携園
における
遊び場
は、３歳
児用の遊
び場の一
部に限定
する。散
歩等につ
いても決
められた
コースを
在園児の
いない時
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

好奇心旺
盛で活発
である。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

使用して
いるその
遊具エリ
ア内には
園児が立
ち入らな
いよう注
意してい
たが、一
瞬、他の
園児に気
をとられ
目を離し
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具近く
の砂場や
他の場所
で他の園
児と遊ん
でいた。

―

園児の動き
を全体的に
把握する保
育士を設
定、個と全
体の掌握に
努める。ま
た、年齢環
境に合わな
い箇所につ
いては立ち
入らない。

2787

平成
30年
12月
28日

1.認可
7.小規模
保育事業

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2 1 1 1歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折、右足
部捻挫

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

随時
2.基
準配
置

・玩具を
出す際の
子どもの
動向への
注意が不
足してい
た。
・子ども
の動線上
に座る他
児との衝
突を予見
した配慮
が欠けて
いた

・ひとり
ひとりの
子どもの
様子に目
を配り、
動線に配
慮し玩具
を配置す
る。
・動線に
配慮して
職員を配
置する。

2.不定期
に実施

随時
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

随時 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

段差もな
く平らな
ところで
の転倒
だったが
予測不可
能な子ど
もの動向
を十分理
解する必
要があっ
た。

子ども達
同士がぶ
つかり合
う状態を
未然に防
ぐまたは
作り出さ
ないよう
配慮する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士が
玩具を出
す間、
座って
待ってい
た。保育
士の声か
けにより,
遊び始め
ようと立
ち上がっ
て歩き出
した際、
双子の弟
と衝突、
転倒し
た。本児
は1歳10か
月。足下
はまだ覚
束ない様
子だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

玩具を出
し、座っ
て待って
いる子ど
も達に、
遊び始め
ることを
伝え、玩
具のそば
に移動す
るよう促
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　　玩具
で遊ぶよ
う誘導す
る者、室
内で離れ
たところ
で他の仕
事をしな
がら見守
る者が
あった。

本児は当
時1歳10
か月。自
立歩行が
始まった
ばかりで
足下が覚
束ないと
ころがり
座ってい
ることも
多い。移
動する際
の保育者
の配慮が
欠けてい
た。

子どもの身
体機能の発
達度合いに
合わせて、
保育者を援
助しやすい
距離に配置
する。

2
1.定期的
に実施

毎日

公園で遊
びに入る
前の点検
では遊具
に異常や
不備は認
められな
かったが
一つ一つ
の遊具の
特性につ
いて職員
がどこま
で把握し
ているの
かは個々
それぞれ
だと感じ
る。

遊具の点
検方法や
特性を共
有して、
危険予測
がより正
しくでき
るように
していけ
るとよ
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段より
多めに歩
いた後の
公園での
遊びだっ
たので、
若干疲れ
ていたか
もしれな
い。特に3
歳児なの
で配慮が
必要だっ
たかもし
れないと
感じる。

遊びたい
気持ちに
応えよう
という思
いはわか
るが、子
どもの疲
れ具合を
見極めて
遊びの見
守りをす
るように
したい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの時
間、いつ
も通りの
様子で登
園。散歩
時も公園
で遊んで
いるとき
もいつも
通り活発
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

友達の
乗ったブ
ランコ
を、走り
ながら回
している
のは見て
いた。ス
ピードは
やや早め
に感じた
ので「気
をつけて
ね」
「ゆっく
りね」と
声を掛け
た。手で
しっかり
とチェー
ン部分を
つかんで
いたので
転倒する
とは予見
できな
かった
が、転倒
してし
まった。
瞬間に手
を出した
が間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

公園の他
の遊具に
も園児た
ちが散ら
ばってい
たので、
職員もそ
れぞれ散
らばって
園児たち
を見守っ
ていた。
ブランコ
で遊んで
いる様子
も確認は
していた
が、至近
距離では
なかっ
た。

2歳児ク
ラスから
進級して
●ヶ月が
経過した
この時
期、幼児
クラスに
なったと
はいって
も3歳児
と4，5歳
児と混合
であそぶ
際には、
4，5歳児
のスピー
ド感との
違いもあ
るし、何
でも同じ
ようにで
きると園
児自身は
もちろん
保育者も
そう思っ
てしまっ
たところ
はなかっ
ただろう
か。

・3歳児であ
るので、4，
5歳児と混合
であそぶ際
には、4，5
歳児の動き
やスピード
感との違い
も考慮して
見守りをし
ないといけ
ないと感じ
る。また園
児にもそう
した注意を
促すことを
忘れてはい
けない。3歳
児が使用す
る際は大人
が手を添え
るなり、回
転が速く
なっている
ことを認め
たならば、
職員が手で
止めたり回
転を緩める
なりしなく
てはいけな
いと思う。

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

園外の公
園で遊ぶ
際は遊具
を使う前
に必ず点
検をして
から遊ぶ
ようにし
ている。
そしてわ
かってい
ることで
も一度園
児たちに
注意を促
してから
遊んでい
る。今回
もそれは
行った。

いつも行
き慣れて
いる公園
であるが
ゆえに、
注意を促
しても園
児たちは
注意力が
薄れてい
る可能性
もあるの
で、職員
も気を抜
かないで
毎回しっ
かりと意
識して見
守るよう
にする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2788

平成
30年
12月
28日

1.認可

10.事業所
内保育事
業（認
可）

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

21 10 6 5 3 2 3歳
2.女
児
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園庭使用
時の注
意・ルー
ルを明確
にし、園
児に毎回
の使用都
度伝え
る。・遊
具使用時
は走りこ
まない・
順番に並
んで使用
する・遊
具の遊び
方　　な
どまた園
庭内にお
いては活
動の都
度、遊び
の内容で
エリアを
区分け
し、動線
の混雑を
避ける。
その際使
用する玩
具も合わ
せて準備
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当日の園
児は、普
段と変わ
らない様
子だっ
た。事故
当時は、
追いか
けっこを
してお
り、対象
児は他児
から追い
かけられ
走って小
屋に逃げ
込んだ。
追いか
けっこに
夢中に
なってい
る様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
追いかけ
られ、
走って小
屋に入る
ところま
では目視
していた
が、近く
に多動の
要配慮児
がいたた
め、そち
らに視線
を移した
ため小屋
の中での
対象児の
動きは見
ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭内に
は要配慮
児が3人お
り、それ
ぞれの保
育士は、
要配慮児
を中心に
園児を見
守ってい
たため、
他の保育
士は対象
児から離
れた場所
におり、
対象児の
動きは見
ていな
かった。

保育士同
士の役割
分担（全
体を見守
る、個々
を見守
る）が不
明確だっ
た。追い
かけっこ
の際に遊
具を基地
として使
用してし
まった。

全体を見守
る保育士1
名、他の保
育士は個々
の園児を見
守る役割と
する。役割
分担につい
ては、園庭
での活動前
にスタッフ
間で必ず決
める。全体
を見渡す役
割の保育士
を配置でき
ない場合
は、主任保
育士または
園長が担当
する。園庭
活動前に遊
具利用時の
ルールを園
児に伝え
る。

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

保育士の
配置人数
として
は、特段
の問題は
なかった
と考え
る。ただ
し、園庭
活動時の
保育士の
役割分担
が明確に
なってい
なかっ
た。

活動時
は、個々
の園児を
見守る役
割、全体
の園児の
様子を見
守る役割
の分担を
明確に
し、保育
士同士の
連携を取
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

小屋の入
口が活動
するエリ
アの方向
に向いて
おり、園
児が走り
込みやす
い環境に
あったと
考えられ
る。その
ため、
走った勢
いから開
口部外へ
の転倒に
至る危険
がある。

小屋に走
りこまな
いよう、
小屋の入
口の向き
を静の活
動エリア
向きに変
更する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭使用
時の注意
事項が曖
昧であ
り、園児
への注意
徹底が不
十分で
あった。
対象遊具
への走り
込みにつ
いても園
児への徹
底ができ
ていな
かった。
園庭内で
は、追い
かけっ
こ、遊具
遊び、
ボール遊
び、乗り
物遊びな
ど複数の
活動が行
われてお
り、活動
の動線も
混雑して
いた。

後ろから
ついてい
た

―

保育スタッ
フと子供の
手つなぎは
基本的に１
対１でつな
ぎ、多くと
も保育ス
タッフの両
側に子供１
人ずつまで
とする。ま
た、子供同
士の手つな
ぎを禁止。
入園したば
かりの園児
に対して
は、園に慣
れておら
ず、その子
の歩き方や
特徴等も把
握できてい
ないことが
あるため、
入園後１ヶ
月間は保育
スタッフと
１対１の手
つなぎにす
る。入園し
たての園児
にはベテラ
ン保育士を
つけて、1週
間くらい
は、園児の
行動、く
せ、性格を
注意深く観
察し把握す
る。

2790

平成
30年
12月
28日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

19 3 3
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

- 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈尺骨
骨幹部骨
折

事故当
日、職員
と事故防
止につい
て話合い
を行い、
今後の対
策を検討
した。そ
の後、全
職員(2班
に分かれ
る)と事故
防止研修
を実施
し、事故
防止マ
ニュアル
の確認と
周知を
行った。

1.定期的
に実施

―
2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

突発的に
子供が予
測できな
い行動を
とること
があるの
で、十分
注意する
よう職員
に注意喚
起を行っ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気で体
調良好

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

本児と手
をつない
でいた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

4 3
15.３
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

- 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―2789

平成
30年
12月
28日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

3.2歳児ク
ラス

6 0 4 2 0 0 0 0 0
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2793

平成
30年
12月
28日

2.認可
外

17.地方単
独保育施
設

6
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

1 1 4 2 1 0 0 0 4 4 3歳
2.女
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

顔面(口腔
内含む)

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

約1
2.基
準配
置

危機管理
に対する
意識が低
く、何か
あった時
の対応が
明確化で
きていな
い。

積極的に
事故予防
に関する
研修の参
加を今後
行ってい
くと共
に、園内
研修とし
て全職員
が危機管
理の意識
を持てる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

4 3.未実施
1.定期的
に実施

4

室内の環
境の整理
が出来て
いない事
で、他の
物に関し
ての危険
意識が低
い。

遊具や玩
具だけで
はなく安
全な室内
環境の設
定を日々
気をつけ
ていく。
また、ヒ
ヤリハッ
トを行い
危険箇所
の把握を
し、活動
において
の配慮を
徹底して
いく。

7.その
他

パート職
員を含め
て適材適
所の配置
が行えて
いない。
また、職
員同士の
確認や声
掛けが少
ない。

保育室に
残る職員
の配置を
しっかり
と設け、
一人ひと
りの行動
を共に出
来る様に
過ごして
いく。ま
た、声を
出して共
通理解の
中で子ど
もや現状
の把握が
出来るよ
うにして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お迎えが
来ていた
為、本児
はいつも
通りに帰
りの準備
に向かっ
ていっ
た。職員
に促され
て一人で
の身支度
準備とな
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

お迎えの
声かけを
職員が行
い帰りの
準備に促
した。扉
を開けて
本児を見
守る形と
なる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室に
声掛けは
していた
が、安全
面に関し
ての意識
はなかっ
た。ま
た、職員
同士の声
掛けが徹
底してお
らず本児
の行動に
対しての
声掛けが
出来てい
なかっ
た。

・子ども
に対する
保育室内
の職員配
置が上手
く出来て
いなかっ
た。

保育室を離
れる際には
声を掛け、
配置をしっ
かりと行っ
てから離れ
る様にす
る。また、
18時以降は
荷物を持っ
て0歳児室に
移動し職員
が見守れる
中で過ごせ
る様にす
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園内の清
掃、点検
等を行っ
ていた。

―

迎えに来て
くれるうれ
しさで、興
奮してしま
う園児の動
きを冷静に
受け止め、
そばで一緒
に待つよう
にする。

―

ソフト面
の対策と
しては、
同園の職
員への周
知（掲示
および口
頭）を行
うことと
同時に他
施設へも
同様に実
施する。
具体的に
は「施設
長会議」
にて施設
長へ報告
により情
報共有
し、他園
へ平衡展
開し事故
防止につ
なげた。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

今回につ
いては
ハード面
な対応に
ついて不
具合は見
当たらな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―
危険個所
の事前確
認

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

保護者が
迎えに来
たことを
知ると、
突然、は
しゃぎな
がら走り
始めた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

２Fのドア
のイン
ターホー
ンが鳴っ
たので、
玄関を開
けて部屋
に戻ろう
とした時
に本児が
走り始め
た。抱え
ていた１
歳児を下
した時
に、部屋
を半周し
た本児が
転倒した
ところを
見た。

2 1 3歳
1.男
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

手首と肘
の間の骨
を2本骨
折。

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

2.不定期
に実施

24
床で直接
遊んでい
た。

クッショ
ンマット
を購入し
乳児ス
ペース・
ほふくス
ペースに
敷く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

テーブル
付き乳児
椅子に座
らせよう
としたが
本児が泣
いて嫌
がったた
め床で過
ごしてい
た。

落ち着い
た頃を見
計らって
再度椅子
に座れる
よう試み
ること
で、でき
る限り転
倒リスク
を取り除
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

この頃動
きが活発
になって
おり自分
で体勢を
頻繁に変
える。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

午睡中の
子どもの
観察をし
ながら本
児のそば
で見守っ
ており、
本児がバ
ランスを
崩した際
手を差し
伸べたが
耳の辺り
までしか
届かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

午睡中の
子どもの
観察をし
ながら日
誌等の
日々の記
録を記入
しており
気付くの
が遅れ
た。

―

起きている
子どものい
る時は専任
での見守り
を最優先に
する。

2792

平成
30年
12月
28日

2.認可
外

17.地方単
独保育施
設

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

2 1 1

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折 1.頭部

右の頭頂
骨の骨
折・帽状
腱膜下血
腫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

最近動き
が活発に
なってき
たため、
保育士が
そばで見
守りはし
ていたも
のの他の
仕事をし
ながらで
あったの
で見守り
に隙が生
じた。

転倒リス
クの高い
子どもの
見守りの
際は片手
間でなく
専任での
見守りを
行うよう
にする。
マニュア
ルの読み
返しを
（現在は3
か月に1
回）毎月
するよう
にする。
ヒヤリ
ハット事
例を多く
挙げ毎月
検証し職
員の意識
の向上を
図る。

2.不定期
に実施

4～5 ― ―2791

平成
30年
12月
28日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

5 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

5 3 1 1 0 0 0 0 0

3（う
ち1名
休憩
中）

3（うち1名休
憩中）

9.８か
月

1.男
児

―
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2794

平成
30年
12月
28日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 0 0 0 10 2 5 5 5 3歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨にひ
び

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

―

マニュア
ルを見直
し、職員
間で周知
してい
く。ひや
りはっと
を活用
し、研修
に繋げ、
職員間で
の事故の
予防、対
策に対す
る意識を
高める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

― ―

今回、設
備に問題
はなかっ
たが、部
屋の広さ
や子ども
の人数に
合わせた
保育や職
員の見守
りを改め
て職員間
で共有し
事故の予
防につな
げる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
ボールを
子どもの
人数以上
に出して
遊ばせて
しまっ
た。

ボール数
の制限
や、３～
５歳児が
一斉に遊
んでいた
ので３歳
児、４歳
児以上と
分けて過
ごすほう
が望まし
いと変更
予定。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児の
ほか遊戯
室全体を
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

子どもの人
数、保育士
の状況に合
わせた保育
を改めて職
員間で把
握、共有す
る。

2795

平成
30年
12月
28日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 2 6 6 5 ― ― 6歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―
事故予防
マニュア
ルの作成

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2

湿度が高
い日だっ
たので、
床が滑り
やすく
なってい
た可能性
がある。

床の状況
をチェッ
クし、滑
りやすそ
うな場合
は雑巾等
で拭く

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―
座って待
つよう指
示する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

小さい子
から順に
トイレを
使ってい
たため、
待ってい
る間、暇
になり歩
いていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

トイレの
前や手洗
い場で、
他の園児
をサポー
トしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレの
前や手洗
い場で、
他の園児
をサポー
トしてい
た。

―

職員がより
一層子ども
た達の行動
に目を配
り、声を掛
け注意して
いく。

2796

平成
30年
12月
28日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

26 4 1 3歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

―

予測しな
がら子ど
も達の安
全に配慮
するよう
しっかり
と目を配
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24 ―

破損個所
がないか
しっかり
確認し、
消毒など
もしっか
り行って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

集団遊び
の中で一
人一人に
注意しな
がら危険
を予測し
て遊びを
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

いろいろな
個所、危険
が予測され
る場所には
注意深く見
ていく。

2798

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 20 20 2 2
18.６
歳

1.男
児

　体を動か
すことが好
きで、落ち
着きが無い
面も多々あ
る児童であ
る。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨尺
骨遠位端
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

―

「静かな
時間」に
限らず、
全ての児
童に対し
ての平等
な見守り
が困難と
なる状況
下におい
ては、集
団での活
動をする
よう決ま
りを設け
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

24 ―

支援員の
見守り体
制による
もののた
め、特に
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集団から
離れて個
人活動を
した児童
が一人で
はなかっ
たことか
ら、支援
員の指示
を聞き入
れなかっ
たものと
思われ
る。

当該児童
をはじめ
利用児童
全てを対
象に、
ルールを
守ること
の大切さ
について
改めて指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

個人活動
をしてい
た児童が
他にも複
数名いた
ことによ
り、当該
児童も個
人活動を
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

「静かな
時間」と
して過ご
す児童の
見守りを
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

来館する
児童が多
く集まっ
てくる時
間帯だっ
たため、
来館児童
の確認対
応をして
いた。

注意をし
たもの
の、当該
児童を含
む数人の
児童が施
設での共
通ルール
を守るこ
とができ
ず、遊戯
室で単独
の活動を
させてし
まった。

「静かな時
間」に限ら
ず、全ての
児童に対し
ての平等な
見守りが困
難となる状
況下におい
ては、集団
での活動を
するよう決
まりを設け
る。

岩場に
登っては
いけない
ことを事
前に周知
していた
が，本人
が理解で
きていな
かった。

事前に全
体指導す
るだけで
なく，理
解度を個
別に声か
け確認し
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登っては
いけない
が，登っ
てもいい
と思い
登った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

1回登った
時，降り
れなくて
困ってい
る当該児
童を見て
抱きかか
え降ろし
た。登ら
ないよう
指導をし
たため，
他の児童
の見守り
をしてい
た。その
際トラブ
ルが起こ
り，対応
していた
ため再度
岩に登っ
たことに
気付かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のグ
ループを
見守る指
導員は見
ていな
かった。
全体を見
る指導員
は，トラ
ブルが起
きていた
ため見て
いなかっ
た。

トラブル
の仲裁に
入る際，
他の先生
に声かけ
をしてい
なかっ
た。

全体を見守
る先生も当
該児童がい
た遊びにつ
いていた先
生も，他の
児童同士の
トラブルで
指導してい
たため見守
り体制が不
十分となっ
た。トラブ
ルや指導の
際は先生た
ち同士密に
連携をはか
る。

左上腕部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

―

様々な状
況を想定
し具体的
な職員の
動きを話
し合う。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

危ないと
予測され
るところ
は、全体
にわかる
ようビ
ニール
テープで
バツ印を
つけるな
どしてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2797

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 25 25 6 3
19.７
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）
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2799

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 3 3
20.８
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

転倒によ
る前歯抜
け

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

―

危険に対
する声か
けや注
意。手当
など早め
に対応す
る。

1.定期的
に実施

毎日 3.未実施 3.未実施

集団遊び
による気
持ちの
ヒート
アップ。
周りへの
注意欠
落。

怪我に対
する注
意。危な
いことの
再確認を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

障害物が
ないので
夢中で走
り回って
しまう。
転んだ時
に手が出
ない。
じゅうた
んのため
靴下がす
べってし
まったと
思われ
る。

遊ぶ前に
危険事項
を説明。
靴下を脱
いで遊
ぶ。
休憩を遊
びの間に
入れる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に仲
良く遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

危険な遊
びをして
いない
か、見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内に児
童がいた
ため。又
お迎えの
保護者の
対応のた
め分かれ
て指導を
行ってい
た。

―

保護者のお
迎え時間と
重なる時間
帯は遊戯室
と保育室等
の別かれる
ことなく保
育室での支
援を実施す
ることと、
時々声かけ
をしながら
危険の無い
ように遊ば
せる。

2800

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 59 59 3 1
18.６
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

体育館に
多くの児
童がい
て、中に
は走って
いる児童
がいたの
にほんの
少しの時
間支援員
が目を離
す（不
在）事が
あった。

活動の場
（保育
室・体育
館など）
では常に
支援員は
見守る事
とし、必
ず不在に
ならによ
うに努め
る。人員
が不足し
ている時
間帯には
活動を制
限するな
どし、児
童に目が
行き届く
ように努
める。

2.不定期
に実施

4 3.未実施
2.不定期
に実施

40

体育館等
の広い場
所での活
動では、
予測でき
ない事故
がおきる
可能性が
あること
を想定す
るべきで
あった。

体育館等
の広い場
所で活動
の際は、
見守りを
徹底す
る。

7.その
他

不在にし
ていた時
に、偶然
ふざけて
後ろ向き
で走って
いた児童
に気付け
なかっ
た。

体育館等
の広い空
間では、
ちょっと
したこと
でもケガ
につなが
るという
ことを忘
れずに、
児童への
声かけ、
見守りを
徹底して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

プールに
行く準備
が終わ
り、体育
館に座っ
ていたと
ころに、
死角から
後ろ向き
に走って
きた他児
が衝突
し、左ひ
じがつぶ
れるよう
に転倒し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

水着に着
替え終え
た児童を
体育館に
整列さ
せ、更衣
室に残っ
ている児
童がいな
いかを確
認しに
行ったと
きに体育
館を不在
にしてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

女子更衣
室で着替
えに手間
取ってい
る児童の
手伝いを
していた
ため、見
ていな
かった。

体育館に
は児童が
多く集
まってい
たとはい
え、集合
して待つ
というこ
とだった
ので、危
険は少な
いと考え
てしまっ
た。

児童が多く
活動してい
る空間で
は、他の支
援員と連携
を取りなが
ら、必ず不
在にするこ
とのないよ
うに努め
る。

2801

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 16 16 4 3
20.８
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足小指
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

事故時点
で当該エ
リアに
ワーカー
が不在と
なってい
た

ワーカー
マニュア
ルの見通
し

2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―

4.個人
活動
中・子
どもの
み

壁の下も
人気のエ
リアで
マットが
置いてあ
るため集
中しやす
い。今回
は降りる
子も十分
注意して
いたが、
急に下に
入り込ん
だために
足に乗っ
てしまっ
た。

壁下も子
どもが集
中しない
ような環
境を作
る。子ど
も自身が
降りる時
には「降
りるよ」
と声掛け
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

壁のぼり
をしてい
る時は慎
重な子で
降りる時
はよく見
ていた。
対象児は
全体を見
る力がま
だあまり
ついてい
ない。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

両サイド
に配置で
きておら
ず、事故
が発生し
た側から
見守るも
のが不在
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつの
食器洗い
などをし
ていた。

壁下の使
い方の危
機感が薄
かった。

支援員は全
体の状況を
把握する。
各フロアを
離れる時に
は、声掛け
をして入っ
てもらう。
壁下の使い
方は常に気
をつける。

2802

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 25 5 3
20.８
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

いつも遊
んでいる
鉄棒なの
で、大丈
夫だと思
いがあっ
た。

子どもの
手が届か
ない高い
鉄棒遊び
は禁止と
する

1.定期的
に実施

4 3.未実施
2.不定期
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

上級生（6
年)遊んで
いたた
め、他の
低学年の
子どもに
注意が向
いてい
た。

上級生と
遊んでい
るときで
も、危険
予知（高
い鉄棒）
に注意
し、遊ば
ないよう
に指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

上級生と
遊び、自
分の力以
上のこと
を見せよ
うとし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

注意が他
の低学年
の子ども
に向いて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子ども全
員学校校
庭で外遊
び中で他
の子ども
の遊びを
見てい
た。

運度神経
が良いた
め、支援
員の大丈
夫だろう
と過信が
あった。

危険を伴う
遊びをする
ときは、必
ず事前に注
意を促し、
子どもに油
断させない
ようにす
る。支援員
も危険な行
為は即注意
し禁止す
る。

2803

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 25 3 3
21.９
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

―

児童の至
近で見守
りができ
るよう支
援員の配
置を手厚
くする。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 ―

今後も継
続して定
期的な点
検に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児が
自分の走
る速さを
セーブで
きなかっ
た。

児童への
声かけ
（周囲の
状況をよ
く見るこ
と，注意
して走
る，な
ど）を増
やす。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
鬼ごっこ
を楽しん
でおり，
鬼に捕ま
りたくな
くて全力
で走って
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
をしてい
る児童を
見守って
おり，走
る児童を
セーブし
ようと声
をかけよ
うとした
が間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各々好き
な遊びを
している
ところを
支援員が
見守って
いた。

対象児へ
注意を促
す声かけ
が不足し
ていた。

至近で児童
の見守りが
できるよう
支援員を配
置し，児童
へ注意を促
す声かけを
適切に行
う。
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2804

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 43 43 5 3
22.10
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕部
外側切創
２か所
右肘外側
軽度の切
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

240
2.不定期
に実施

3
1.定期的
に実施

240 ―

普通ガラ
スのた
め、飛散
防止ガラ
スへの変
更や防止
フィルム
を貼るな
ど市と協
議する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
追いか
けっこし
ており、
追いかけ
られ逃げ
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他の子ど
もと関わ
りなが
ら、走り
回らない
ように声
をかけた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

定期的に
全体を見
守りつ
つ、他の
子どもた
ちと遊ん
でいた

― 特になし

2805

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 39 39 4 2
20.８
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

― ―
2.基
準配
置

―

保育場所
が分かれ
る際は、
支援員同
士の動き
を確認し
ながら全
体が見渡
せるよう
に配置す
る。ま
た、遊具
で遊んで
いる場合
は声を掛
けられる
場所での
保育を行
う。

― ― ― ―
1.定期的
に実施

1 ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ブランコ
に勢いが
ついてい
た。

ブランコ
の近くで
支援員が
見守り、
程度を見
て声掛け
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ブランコ
で遊ぶ時
は、指導
員は至近
距離で見
ている
が、突然
の事故で
防げな
かった。

暑さもあ
り、午後
というこ
とで疲れ
があっ
た。

児童の様子
を見なが
ら、外遊び
の時間や休
憩のタイミ
ングを調整
する。

2806

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 38 38 4 4
18.６
歳

1.男
児

―
6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

0.負傷
1.意識不
明

― ―
7.溺水
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

支援員の
危機管理
状況認識
不足・人
命に関わ
る事への
危機管理
不足

支援員の
危機管理
対応につ
いての再
度認識の
確認

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―
7.その
他

支援員・
保護者が
全員入水
していた
ので全体
を見渡せ
なかっ
た。

支援員及
び保護者
に対する
見守り位
置の周知
徹底。子
どもへの
プールに
入る際の
安全教育
（危険箇
所，危険
行為）を
再徹底す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

授業とは
違い遊び
の要素が
強く、い
つもより
気持ちが
高ぶって
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１年生を
プールか
ら出すこ
とに気を
取られて
いたり、
他の児童
に注目し
ていた。

―

支援員及び
保護者に対
する見守り
位置の周知
徹底。子ど
もへのプー
ルに入る際
の安全教育
（危険箇
所，危険行
為）を再徹
底する。児
童の動きに
関して、随
時情報共有
を行う。

2807

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 43 43 4 2
18.６
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

1.頭部
外耳道外
傷、鼓膜
損傷

8.その
他

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

特になし

児童を広
く見らえ
るような
方法を支
援員で話
し合う。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

怪我につ
ながる可
能性のあ
るおも
ちゃや道
具での遊
びは禁止
にする必
要がある
のではな
いか。

室内をエ
リアで区
切って担
当の支援
員を決め
て配置す
る。
工作に支
援員を一
人つけ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

違った使
い方をし
ないよう
にとの声
掛が足り
なかっ
た。

危険が伴
うおも
ちゃに支
援員を１
名配置。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

特に担当
の支援員
は決めて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

印刷・子
どもと一
緒に折り
紙・子ど
もと一緒
に夏休み
のタイム
スケ
ジュール
作り等を
行ってい
た。

基準配置
以上では
あったも
のの一人
ひとりを
見きれて
いなかっ
た。

室内をエリ
アで区切っ
て担当の支
援員を決め
て配置し子
どもを見れ
ていない瞬
間をなく
す。

2808

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 20 20 2 1
22.10
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手薬指
捻挫

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

―

様々な状
況を想定
し具体的
な職員の
動きを話
し合う。

― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

怪我をし
た場合は
指導員に
報告する
よう児童
に伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

キャッチ
ボールを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体の見
守りをし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

昼食を作
りながら
全体の見
守りをし
ていた。

―

これまで以
上に児童の
様子に注意
し見守りを
行う。

2809

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 22 22 3 2
21.９
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

児童が外
遊びをし
ている場
合は、支
援員も屋
外に配置
する

2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

6 ―

今回の事
故に対し
ては、特
になし

4.個人
活動
中・子
どもの
み

―

支援員が
外遊びの
際の危険
性を再認
識し、見
守りを怠
らないよ
うに配慮
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

児童が外遊
びをしてい
る場合は、
支援員も屋
外に配置す
る
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2810

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 33 33 4 2
19.７
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折
（骨端線
離開）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

職員の監
視位置が
全体を見
渡せる場
所ではな
く児童へ
の対応が
遅れた。

職員の監
視体制を
再度学習
する

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園庭・園
庭に植え
てある樹
木などの
点検。害
虫がいな
いかの確
認（蜂の
巣、毛虫
など）

固定遊具
の遊び方
の指導。
周囲の危
険個所の
定期的な
点検、確
認。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

指導員の
外遊びに
ての危険
度の認識
不足の為

緊急会議
を持ち外
遊びの指
導員の心
構え・遊
具点検・
遊び方の
指導を全
員で協議
しまし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当時は同
学年の女
児がお休
みで男児
数名と遊
びながら
固定遊具
の中で鬼
ごっこを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

監視して
いた支援
員は固定
遊具での
鬼ごっこ
は危険な
ので注意
を促して
いたが、
注意直後
に落下。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内の監
視をして
いたので
その場に
はいな
かった。

監視位置
が全体を
見渡せる
所ではな
かった。

外遊びに対
する指導、
固定遊具の
正しい使い
方の指導

2811

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 20 20 3 2
24.12
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 3.火傷
5.下肢
(足・足
指)

Ⅱ～Ⅲ度
のやけど

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

職員１名
は途中で
買い物へ
出た。

活動中は
その場を
離れない
ようにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

クッキン
グ活動中
のため，
フライパ
ンで揚げ
物をして
いた。

フライパ
ンは浅い
ため，油
鍋を使用
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

油鍋を置
く場所
を，職員
が見守り
をしやす
いように
１か所に
固める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

率先して
クッキン
グ活動に
取り組
む。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の対
応のた
め，その
場を離れ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう一つ
の油のほ
うを見て
いた。

―

油使用中は
絶対に目を
離さない，
その場を離
れない。

2812

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 12 12 2 2
18.６
歳

1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

自分で投
げた帽子
を蹴れる
と思った
が失敗し
た。

育成室
（フロー
リングの
スペー
ス）では
走り回ら
ないよ
う、支援
員の見守
りを強化
する。

1.定期的
に実施

4 ― ― ― ―

フローリ
ング床は
滑りやす
い。

子ども達
に、意識
づけをす
る。
床がすべ
りにくい
ように
ワックス
材を塗
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

フローリ
ングのス
ペースで
は走り回
らないよ
う全員に
話した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

育成室で
は、走り
回らない
よう注意
したが、
やめな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

走り回ら
ないよう
注意して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

フローリン
グのスペー
スでは走り
回らないよ
う全員に話
した。

2813

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 3 2
18.６
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘関節
内骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

職員の役
割分担を
はっきり
させると
ともに、
児童への
安全指導
の頻度を
増やすほ
か、移動
のたびに
注意を促
す。

2.不定期
に実施

― 3.未実施
2.不定期
に実施

― ―

設備等の
不備、損
傷等は今
のところ
無し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

職員間の
役割分担
を再確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特段、変
わった様
子は見ら
れなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員１名
が対象児
の側にい
たが、対
象児は職
員の後ろ
側を歩い
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員１名
は室内に
残る児童
とともに
残った。
あと１名
が続いて
出たが、
ふざけた
子に対応
していて
転倒した
瞬間は見
ていな
かった。

―
職員間の役
割分担を再
確認する。

2814

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 34 34 4 2
21.９
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手親指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

支援員等
の配置は
十分であ
り、ソフ
ト面に改
善策な
し。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2 ―

当該事故
において
ハード面
に問題が
ないた
め、改善
策なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

当該事故
において
育成支援
の状況に
問題がな
いため、
改善策な
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

当該事故に
おいて人的
面に問題が
ないため、
改善策な
し。

1.定期的
に実施

48 特になし

遊具使用
前の目視
をしっか
りと行
い、異常
があった
場合は使
用しな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

学校での
遊び方を
基準とし
てクラブ
時の遊び
方ついて
は子ども
たちと再
度ルール
を確認
し、事故
や怪我が
起きない
ように注
意してい
く。また
配置基準
に基き職
員配置を
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼食のお
弁当を全
部食べ、
室内では
お友達と
通常通り
遊んでい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

支援員が
児童の足
を軽く持
ち上げ、
手を離
し、体が
ブランコ
のように
揺れると
いう遊び
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
は遊具近
くの別の
場所にい
て他の児
童の様子
を見てい
た。

特になし

子どもたち
の安全に配
慮した遊び
について職
員で話し合
いを行い、
遊び方を決
める。又子
どもたちに
も遊び方に
ついても、
話をし徹底
させる。具
体的に本件
について
は、支援員
が児童を揺
らす遊びの
補助を行わ
ないことと
し、吊輪で
遊ぶ際には
手を離さな
い様にしっ
かり握るよ
う児童に注
意しながら
見守ること
とした。

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

若木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

学校での
遊び方を
基準とし
てクラブ
時の遊び
方ついて
は子ども
たちと再
度ルール
を確認し
徹底す
る。事故
や怪我が
起きない
ように注
意してい
く。

1.定期的
に実施

1 3.未実施2815

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 45 45 4 3
19.７
歳

2.女
児
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2816

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 82 82 5 3
22.10
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

この日は
たくさん
の児童が
外で自由
に活動し
ていたた
め、安全
に遊具を
使用する
というこ
とについ
て児童へ
職員の声
掛けが行
き届かな
かったこ
とが考え
られる。

正しい使
用の仕方
をまず職
員が理解
し、児童
対して指
導・助言
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

大型の遊
具のた
め、態勢
を崩し落
下してし
まうと事
故や怪我
につなが
る恐れは
もともと
あった。

点検等を
通して、
職員がそ
の遊具の
持つ危険
性や起こ
りうる事
故を予見
する。ま
た、天候
や時間
帯、児童
の様子等
により使
用につい
て制限を
設けるな
ど安全に
留意す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

使用する
児童の年
齢を制限
している
遊具であ
るため、
慣れてい
るとは言
え、4年生
の本児に
とって使
用が難し
い場面が
あったこ
とが考え
られる。

年齢やそ
の児童の
様子に応
じて、安
全に活動
ができて
いるかを
注意し見
守り、助
言をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発な児
童であ
り、この
日もいつ
もと変わ
らず元気
に過ごし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外遊びの
時には職
員が近く
で見守る
ことにし
ている。
校庭には
いくつか
の遊具が
あり、こ
の時は違
う遊具の
近くにつ
いていた
ため、離
れたとこ
ろからの
見守りと
なった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

館内でも
自由遊び
をしてい
たため、
職員は館
内と.外に
分かれ配
置してい
た。

遊び慣れ
た遊具で
あること
や他児童
と遊具で
遊んでい
たため、
注意力が
欠けてし
まってい
た可能性
も考えら
れる。

職員は危険
な箇所を把
握し、ポイ
ントを抑え
連携して見
守りを行
う。

2817

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 30 30 3 1
24.12
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

―

職員会議
での見守
りポイン
トの確認
と周知

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

施設設備
について
は問題な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもの
行動が予
見できな
いことを
踏まえ、
広く注意
し見守り
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボール遊
びをして
いる最中
に発生し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

―

子どもの行
動が予見で
きないこと
を踏まえ、
広く注意し
見守りを行
う。職員会
議を開き、
児童の見守
りを方法に
ついて再度
確認・周知
徹底を行
う。

2819

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 103 103 7 6
18.６
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左薬指骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

6 3.未実施
2.不定期
に実施

― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

床が滑り
やすかっ
たのか、
立つ時に
バランス
を崩した
か等

日頃か
ら、移動
する際は
気をつけ
るよう声
掛けはし
ている

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

熱はな
かった
が、お腹
が痛く、
昼食は残
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

別の児童
の側でそ
れぞれ関
わってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児のす
ぐ側には
いなかっ
た。

本児が転
んだ時に
声はかけ
ている
が、そこ
まで指の
異変には
気づけて
いなかっ
た。

子どもが
「大丈夫」
と言ってい
ても、何度
かその後の
確認も必
要。

別の教室
にいた２
名の支援
員は、そ
の教室で
掃除をし
ながら子
どもたち
を見守
り、残り
２名の支
援員が台
所兼事務
室にいた
ので、対
象児の動
きを見て
いなかっ
た。

子ども同
士の関わ
り方が良
くなかっ
た。ま
た、患部
を支援員
が触診し
た時に、
痛みの反
応が強
かったの
に、事故
の状況が
聞き取れ
ないまま
迎えに来
た母親に
引き渡し
てしまっ
た。

一緒に遊ぶ
ことが多い
友達でも、
言葉や行動
を選ぶこと
は大切なの
で、相手が
不快と感じ
る言動を、
支援員を交
え、考え話
し合う。ま
た、触診を
した時の強
い痛みの反
応から、骨
折を疑い直
ぐに病院へ
連れて行く
等、今後は
子どもの反
応からケガ
の状態を推
測し適切に
処置する。

マニュア
ル、研
修、職員
配置等に
特に問題
がないた
め改善策
はない

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

おやつの
時間は机
が出てい
て、教室
内の歩行
スペース
が狭まっ
ている
が、食べ
終わるま
で机を片
付けられ
ない。全
員が食べ
終わるま
での間
に、静か
な遊びを
すること
に飽きて
走る児童
がいる。
足が当
たった時
に衝撃を
やわらげ
るガード
テープ
が、ロッ
カーや棚
の足元に
張ってな
い

教室内は
走らない
ように安
全指導す
る。ロッ
カーや棚
の足元に
ガード
テープを
貼る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

おやつの
片付け作
業と掃除
作業を行
いながら
の見守り
だったの
で、見守
りが手薄
になっ
た。

アレル
ギーの児
童が在籍
している
以上、掃
除が欠か
せないの
で、２つ
の教室を
２名が教
室掃除を
行い、1名
がおやつ
の片付け
をして、
必ず１名
以上の支
援員は見
守りに専
念する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登室時は
普段通り
の様子
だった。
足をぶつ
けた後、
痛みを支
援員に訴
えに行く
時には歩
行をして
いたが、
右足は指
先をあ
げ、かか
とのみを
ついて移
動をして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事故現場
に支援員
２名が教
室の掃除
をしつ
つ、各々
子どもた
ちを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

6 2
20.８
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6
2.基
準配
置

特になし2818

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 54 54
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2820

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 58 58 7 2
19.７
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘の骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

遊具で遊
ぶ時の
ルール
（手を離
さないな
ど）の指
導が徹底
していな
かった。

いろいろ
な年齢の
児童に正
しい遊び
方の指導
をしてい
きたい。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

施設、遊
具、玩具
に危険が
見られな
くても用
い方で危
険につな
がること
がある。

正しい用
い方、遊
び方など
職員がま
ず理解
し、児童
に教育を
してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊びの前
に安全に
ついて注
意してい
たが十分
ではな
かった。

それぞれ
の遊具ご
とに指導
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に普段
の様子と
変わりは
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具のそ
ばで見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
の児童を
見守って
いた。

落下する
瞬間に手
を差し伸
べられな
かった。

遊びの最中
はしっかり
と今以上に
目を配り、
俊敏な対応
ができるよ
うにした
い。
また、日常
から安全に
遊ぶにはど
うしたら良
いか子ども
と話し合
い、実際の
遊具を用い
て遊び方を
教えていき
たい。全支
援員がその
ことを共有
していきた
い。

2821

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 4 1
18.６
歳

1.男
児

口腔内出血
有

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈尺骨
遠位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

研修内容
をすべて
の職員に
伝達して
いなかっ
た。

事故予防
マニュア
ルの見直
しをす
る。研修
内容をす
べての職
員に伝達
する意味
で、クラ
ブ内研修
を行う。

2.不定期
に実施

― 3.未実施
2.不定期
に実施

―

校庭は安
全だろう
という安
易な考え
で、点検
を怠って
いた

今回のケ
ガにつな
がった銀
杏の木は
ただちに
枝を切り
銀杏の枝
から倉庫
に登れな
いように
した。今
後は定期
的に安全
点検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一人ひと
りの児童
の発達を
考え、遊
びの支援
をするこ
とが必要
だった。

クラブの
ルールを
再度子ど
もたちと
確認する
こと。ま
たルール
の意味に
ついても
子どもた
ちと話し
合う必要
がある。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

連日の高
温によ
り、夏休
みを室内
で過ごす
ことが多
く、事故
当日は久
しぶりの
外遊びの
日であっ
た。久し
ぶりの外
遊びとい
う事に加
え、上級
生と一緒
に遊んで
いたの
で、自分
の能力以
上の動き
をしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊びに危
険を感じ
何度か注
意をして
いたが、
児童は遊
びを続け
た。他の
児童に呼
ばれその
場所を離
れた時に
事故が起
きた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2名の職員
が校庭の
保育を担
当してい
た。他1名
は、他の
児童と関
わってい
た。

危険を察
知した時
の支援員
等の言動
が、子ど
もに緊張
感を感じ
させるこ
とができ
ていな
かった

危険を察知
した時の支
援員等の言
動について
クラブ内研
修を実施す
る

2822

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 31 31 5 5
20.８
歳

2.女
児

無し
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手第3中
節骨骨
折、左手
第4中節骨
骨端線損
傷の疑い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

数名で
ドッジ
ボールを
してい
て、よろ
けて転倒
したと
き、手で
体を支え
た。

注意喚起
を促す。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―

大人数で
過ごす場
合は、接
触事故に
注意す
る。

大人数で
過ごす場
合は、接
触事故に
注意す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児が
フラット
な場所で
よろけて
転倒し
た。

アリーナ
に児童が
大勢いる
ときは、
注意喚起
を促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッジ
ボールを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
含む全体
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のエリ
アの児童
を見てい
た。

児童の接
触事故に
注意す
る。常に
見守る。

事故が起こ
らないよう
に注意して
見守る。

2823

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 57 57 4 2
19.７
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

支援員同
士で保護
者への連
絡の仕方
を確認し
た。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

子どもた
ちと支援
員で遊具
の使い方
の確認を
行った。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

支援員同士
で子どもが
遊んでいる
時の見方を
再度確認し
た。

2824

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 111 111 10 3
20.８
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため
に，事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員が
見守りを
行い，注
意を配っ
ていたが
事故が起
こってし
まった。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

2825

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 145 145 10 4
21.９
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため
に，事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員が
見守りを
行い，注
意を配っ
ていたが
事故が起
こってし
まった。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。
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2826

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 40 6 4
18.６
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

右小指打
撲・右小
指挫滅創

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

職員を子
どもの人
数に合わ
せ配置
し、視野
を広げる
こと。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

全ての児
童の居場
所が把握
できてい
なかった
こと。

いつでも
スタッフ
同士声を
掛け合
い、児童
がどこで
遊んでい
るのか、
きちんと
居場所の
把握を行
うように
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

茂みの中
で陰に
なってい
たこと。
大きな石
を撤去し
ていな
かったこ
と。

外遊び前
に石やガ
ラス等の
危険物は
取り除
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と一
緒に走っ
て外に出
て、すぐ
に茂みの
中に入っ
ていっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外遊びの
声掛けを
し、外に
出始めて
すぐのこ
とだった
ので、怪
我の瞬間
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

グランド
で遊ぶ子
どもたち
を見てい
たため、
見ていな
かった。

―

あそびを開
始する前に
安全点検を
行い、危険
が無いかを
十分確認し
撤去する。
併せて、子
どもたちに
注意喚起を
行ってい
く。

2827

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 30 30 7 7
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

校庭の大
型外遊具
の使い方
や事故が
起きそう
な場面や
行動を学
校と共有
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし ―

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

児童クラ
ブ初日で
気分が高
揚してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

外に出て
遊びの見
守りをし
ていたが
ちょっと
目をはな
したとき
の出来事
であっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

事務室に
て打ち合
わせをし
ていた職
員以外、
皆外で児
童たちの
見守りを
してい
た。

特になし

入学式前の
新1年生につ
いては，遊
具の遊びを
制限する
等，特段の
配慮をして
対応する。

2828

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 105 105 8 8
19.７
歳

1.男
児

特になし

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右尺骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

10
2.基
準配
置

予測のつ
かない場
所で滑っ
たり、転
んだりす
る場合が
ある。

日ごろか
ら子ども
たちに対
して些細
なことが
けがにつ
ながるこ
とを伝え
注意を促
した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

児童館施
設外のた
め，特に
なし

7.その
他

特になし

児童館登
館後、小
学校へ忘
れ物を取
りに戻っ
た際のけ
がではあ
るが、落
ち着いた
行動をと
るように
声掛けを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童館へ
登館後、
小学校に
忘れ物を
取りに
行った帰
りの出来
事のため
職員は現
場を見て
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童館へ
登館後、
小学校に
忘れ物を
取りに
行った帰
りの出来
事のため
職員は現
場を見て
いない。

特になし
児童館施設
外のため，
特になし

2829

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 68 68 10 3
19.７
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕　手
首　骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

職員の見
守りを強
化し、1人
でなく2人
以上で見
守りを行
う。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 ―

遊戯室で
の遊び方
をもう一
度徹底し
て指導す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

職員が一
緒に遊ぶ
ときは、
周りに気
を付け、
上手な力
加減で遊
ぶ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

良好であ
り、元気
に遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1名の職員
が複数の
児童と一
緒の遊び
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
の場所で
配置の担
当位置に
立ち、見
守りを
行ってい
た。

―

何かあった
時に1人で対
応するので
はなく、複
数で対応で
きるよう、
動ける体制
を整えてお
く。

2830

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 13 13 6 3
19.７
歳

2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし

想定外の
事例につ
いても事
故事例と
して蓄積
し，日々
の対応に
備える。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

部屋の使
用方法や
時間帯に
おける過
ごし方に
ついて，
あらため
て注意喚
起する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

不意な児
童の行動
について
も，注視
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

グループ
に分か
れ、新聞
紙に書い
てある
「の」の
文字を探
すという
ゲームを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

同じ部屋
の中で
ゲームの
進行をし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同じ部屋
の中で各
グループ
の子ども
たちをみ
ていた。

特になし

子ども一人
ひとりの様
子を注視
し，不用意
な行動の予
測を図る。

2831

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 65 65 4 4
19.７
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

夏休み初
めという
事で，子
どもたち
の気分が
高揚して
いた。そ
れぞれの
場面で，
子どもた
ちの様子
を考慮し
た遊びの
支援を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

長期休み
中の一日
の流れの
中で，子
どもたち
の疲労度
合いを考
慮して，
デイリー
プログラ
ムを作
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

夏休みが
始まった
ばかりで
あり，ま
た，夕方
の疲れが
出てきた
時間帯と
いうこと
も影響し
たと思わ
れる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊びの見
守りをよ
り強化す
べき条件
下であっ
たにもか
かわら
ず、人員
不足のた
め、不十
分であっ
た。今後
は十分な
人員が配
置できな
い場合は
外遊びを
見送るこ
とも考慮
する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

館内での
見守りが
必要な児
童がいた
ため、職
員が屋外
と室内と
に分散し
てしまっ
た。

特になし

集団活動中
の全体を見
る時に，ケ
ガのしやす
い箇所を重
点的に見る
ようにす
る。
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2832

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 47 47 6 5
19.７
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

集会室に
職員がい
たが，他
の児童の
遊びにか
かわって
いたた
め，対象
児の動き
に気づか
なかっ
た。

ブリッジ
等の体育
的な活動
をする場
合，職員
に確実に
伝えるよ
うに児童
に声がけ
をする。
職員が必
ず付き
添って行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

体育的な
活動は遊
戯室（木
の床）
で，かつ
体育用の
マット等
の準備を
した上で
実施する
ことで
あった
が，集会
室で行っ
てしまっ
た。

特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

その部屋
にいた職
員が，対
象児以外
の児童に
かかわっ
ていたと
はいえ，
周囲の子
どもたち
へ注意を
払うこと
が足らな
かった。

子どもた
ちにかか
わりなが
らも，常
に周囲に
注意を払
い，どの
子がどん
な活動を
している
かを把握
しながら
見守り，
声がけ，
指導をし
ていくよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段どお
りに登館
して，元
気に過ご
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

同じ部屋
にいたに
もかかわ
らず，他
の児童の
遊びにか
かわって
いたた
め，対象
児の動き
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各場所で
子どもた
ちが活動
してお
り，それ
ぞれの場
所に職員
が付いて
いたた
め，担当
者及び対
象児を見
ていた職
員はいな
かった。

特になし

夏休み中
で，朝から
児童クラブ
の利用児童
が多く，各
活動場所に
職員を配置
している場
合でも，で
きるだけ1名
はフリーに
し，全体を
巡回するよ
うにしてい
く。

2833

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 33 33 3 1
21.９
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足薬指
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

児童が大
変興奮し
てボール
を蹴ろう
としてい
たが、
その様子
に補助員
（夏季臨
時職員）
が気付い
ていな
かった。

一旦遊び
を中止し
て、全員
で保育部
屋（音楽
室）に戻
る。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

12

多目的
ホール内
で靴下を
履いてい
ると床が
滑るた
め、素足
で遊んで
いた。

ホールで
遊ぶ時は
上靴を履
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

足を蹴っ
た児童が
サッカー
遊びに参
加したの
は初めて
だった。
日頃から
友達との
関わり方
がうまく
いかない
ことが
あった。

配慮の必
要な児童
の様子は
より気を
付けて見
ておく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

怪我をし
た児童は
普段と変
わりなく
遊んでい
た。足を
蹴った児
童は夢中
になり、
周囲の状
況が見え
なくなっ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育部屋
（音楽
室）でト
ラブルが
発生した
ため、補
助員と交
代した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

補助員
（夏季臨
時職員）
はホール
に行った
際、別の
児童とバ
ドミント
ンをして
遊んでい
た。

夏季臨時
職員は日
によって
交代勤務
だったた
め、児童
たちの特
徴を
十分に申
し送るこ
とができ
ていな
かった。
児童の把
握できて
いなかっ
た。

保育場所1か
所を臨時職
員一人で担
当しないよ
うにする。

2834

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 173 173 16 8
22.10
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

 骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊び
で、鬼
ごっこを
している
時に、本
来跳び越
えるもの
ではな
い、遊び
のエリア
を区切る
ための
コーンを
跳び越え
てしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

受け持ち
の児童数
が多く、
対象児が
ケガをし
た時は、
他の児童
の動きを
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分の担
当ヶ所を
注意をし
ていた。

遊びの
ルールを
知っては
いたが、
ルールを
守る態度
が身につ
いておら
ず、遊び
に夢中と
なって起
こった事
故と考え
られる。

外遊びの前
に、予想さ
れる危険な
行動や注意
点を伝え、
危険な遊び
にならない
よう啓発す
る。

2835

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 80 80 8 3
21.９
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため
に，事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時 ― 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員が
見守りを
行い，注
意を配っ
ていたが
事故が起
こってし
まった。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

2836

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 47 47 6 1
21.９
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

特になし

自由時間
に見守り
を実施
中、施設
の設備に
よじ登
る、遊具
から飛び
降りる等
の危険を
発見した
際は、児
童に対し
注意・制
止した後
も、子ど
もたちの
安全が確
保される
まで注視
するよう
指導を徹
底する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

数回 特になし

施設、遊
具等の安
全点検に
ついて
は、定期
的に実施
してお
り、今後
も継続
し、必要
に応じて
改修等を
行う。危
険箇所に
は注意喚
起の貼紙
を貼付し
児童に対
しても危
ないこと
を認識さ
せる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

自由時間
に見守り
を実施
中、施設
の設備に
よじ登
る、遊具
から飛び
降りる等
の危険を
発見した
際は、児
童に対し
注意・制
止した後
も、子ど
もたちの
安全が確
保される
まで注視
するよう
指導を徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

宿題を終
えた後、
他の児童
とふざけ
あうなど
いつもと
変わらぬ
様子で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本件事故
の危険を
予見し注
意した
が、対象
児童の安
全が確保
されるま
で注視し
ておらず
目を離し
ていた。
その間、
対象児童
が転落し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の対応を
していた
為、見て
いなかっ
た。

子どもた
ちは一
見、穏や
かに見え
ても突如
事態が急
変してし
まうこと
は理解し
ていた
が、大丈
夫だろう
という油
断があっ
た。

自由時間に
見守りを実
施中、施設
の設備によ
じ登る、遊
具から飛び
降りる等の
危険を発見
した際は、
児童に対し
注意・制止
した後も、
安全が確保
されるまで
注視するよ
う指導を徹
底する。

171 / 255 



2837

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 52 52 6 2
20.８
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

―

動きのあ
る遊びの
中の事故
に関して
は、本人
だけを
マークし
ている事
が難しい
ので、危
険と思わ
れる箇所
を予測し
職員配置
をするよ
うにす
る。

3.未実施
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―

今回の事
故に関し
てはハー
ド面の要
因はな
かった物
と考え
る。

学校施設
利用のた
め、学校
との危険
箇所の点
検、情報
共有をし
ていく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども自
身がボー
ルを追い
かける事
に必死に
なり勢い
が出過ぎ
た

怪我をし
ない遊び
方を子ど
も自身が
考え実践
する。話
し合い、
考える時
間の確
保。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ドッヂ
ボールの
試合をし
ていた
為、興奮
状態で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ドッヂ
ボールを
楽しむ大
勢の中の
一人の子
どもの姿
として見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援員も
ドッヂ
ボールに
参加して
いた

支援員も
一緒に
ゲームに
参加して
いた為、
見守りが
おろそか
になっ
た。

ボールを追
いかける場
面では衝突
なども予測
されるの
で、コー
ナー毎の人
員配置。特
に注意して
見守るよう
にする。

2839

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 60 60 5 2
19.７
歳

1.男
児

特記事項な
し

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

リスクマ
ネジメン
トの検証
不足。

事故防止
のための
リスクを
見直し職
員間で確
認する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

建物の造
りが、ド
アの開閉
取っ手が
出ている
形状と
なってい
る。

ドアの
取っ手は
外せない
ものであ
り、ドア
が現状以
上には開
かない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

入り口付
近に見守
りがいな
かった。

入り口に
見守りと
しての人
員配置を
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

久しぶり
の友達と
の再会に
気持ちが
高ぶって
いた。お
盆で人数
の少なく
広いス
ペースの
空きが
あって
走ってし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守りを
しながら
他の児童
とあそん
でいた。
対象児童
が急に走
り出した
ことを止
められな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
との遊び
をしなが
ら見守り
をしてい
たが遠く
からの見
守りだっ
たことか
ら気づく
のが遅れ
た。

本児がよ
そ見をし
ながら
走ってし
まうこと
となって
いた。

児童の行動
を注意深く
目視しなが
ら注意を促
すようにす
る。

2840

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 57 57 2 1
20.８
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

おもちゃ
の正しい
使い方を
職員同士
で確認す
る。ブ
ロックの
上に乗る
ことは禁
止にす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

高さがな
いブロッ
クからの
転落だ
が、手の
付き方で
事故に発
展する。

限られた
空間の中
でのおも
ちゃの量
とそのス
ペースの
バランス
を考え、
こどもた
ちが余裕
をもって
遊べるか
を確認す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

来館して
くる児童
対応が優
先となっ
ていて、
見守る目
が行き届
いていな
かった。

時間帯に
よって
は、遊べ
るおも
ちゃの数
を減らす
など、き
ちんと見
守りが行
き届くよ
うに工夫
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日常的に
行われて
いる遊び
だったた
め。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

日常的に
行われて
いる遊び
だったた
め。特別
な注目は
していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

来館児童
の対応を
してい
た。

夏休みが
始まった
ばかり
で、これ
まで、当
会館の利
用頻度が
高くない
児童も
多数来館
していた
ため、そ
ちらの応
対に時間
を要して
いる時間
帯もあっ
た。

特定の業
務、特定の
児童に集中
しないよう
に、広い視
野で対応す
る必要があ
る。

　活動室
の密集率
が高い場
合は、活
動室全体
を見回す
ことが出
来る職員
を配置
し、死角
となる個
所が出来
ないよう
に留意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　普段か
ら支援員
の指導を
素直に聞
かず、わ
ざと注意
されたこ
とを繰り
返してし
まうとこ
ろがあっ
た。この
日も直前
に、靴下
の片側に
両足を入
れ、飛び
跳ねて遊
び、支援
員に注意
され、別
室に逃げ
ていくと
いうこと
があっ
た。保護
者にも状
況を電話
や連絡帳
で伝えて
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　暖房は
壁側に設
置されて
おり、い
つもは暖
房の柵に
背を向け
て全体の
様子や児
童を見て
いる。今
回は当該
児童が活
動室Bに
戻ってき
たことに
気付か
ず、支援
員の背中
側の柵に
登ってい
たことに
気付くの
が遅く
なってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　事故直
前に、支
援員が当
該児童に
指導を行
い、別室
に行くと
ころまで
は確認し
ていた。
事故直前
に他集団
のトラブ
ル対応に
あたって
おり、当
該児童が
活動室Bに
再度戻
り、暖房
の柵に
登ったこ
とに気付
くのが遅
れてし
まった。

　今期の
夏季休業
期間は、
特別支援
を要する
児童が多
数来館す
ることが
重なり、
そのトラ
ブル対応
に人手を
とられる
ことが多
かった。
そのた
め、他の
児童に対
する対応
が手薄に
なってし
まった。

児童への指
導を徹底す
るよう職員
間で再確認
する。

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

　特別支
援を要す
る児童が
多数来館
すること
が重な
り、多発
するトラ
ブル対応
に人手を
とられる
ことが多
く、他の
児童に対
する対応
が手薄に
なってし
まった。
また、過
密館のた
め午前中
から来館
人数が多
く、児童
が大勢で
立って群
がってい
ることに
より死角
が出来て
しまっ
た。

　支援員
が座って
児童と遊
んでいる
と死角が
あるた
め、来館
者多数の
時は全体
を見渡せ
る位置に
職員配置
をする。
また、別
トラブル
対応中で
も常に周
囲を気に
掛ける。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

 冬時期は
暖房をつ
けると暖
房が高温
になり、
火傷等の
心配があ
ることか
ら、直接
触れるこ
とのない
ように柵
が設置さ
れてい
る。柵は
児童が
登ってし
まうこと
もたびた
びある
が、安全
面や破損
の心配が
あるた
め、普段
から登ら
ないよう
指導をし
ている。

柵付近に
注意の表
示をした
り、児童
への指導
を徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

 支援員2
も通常は
全体を見
回す位置
にいた
が、直前
に別の集
団のトラ
ブル対応
をしてお
り、たま
たま当該
児童に背
を向けて
いたた
め、登っ
ていたこ
とに気付
くのが遅
れてし
まった。

2838

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 65 65 3 2
20.８
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕橈骨
と尺骨骨
折
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2841

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 60 60 3 1
18.６
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

10時過
ぎ、3人の
職員で対
応してい
た。

当該児童
と加害者
児童は日
常注意さ
れること
が多かっ
たが、今
後見守り
をしっか
りしてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

ハード面
の点検等
は定期的
に実施し
ていた
が、1部屋
しかない
中であそ
びの種
類、人数
等に合わ
せ、ス
ペースを
区切るな
ど改善し
ていく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

スタッフ
２人は
別々に子
どもたち
とトラン
プや玩具
で遊んで
いた。１
人は机で
事務処理
中。

全体を見
るスタッ
フ１人配
置するよ
うシフト
を考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

すぐつら
れて騒ぎ
やすい。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

勤務に
入ってす
ぐだった
ため、机
で事務処
理中。２
人がじゃ
れあった
ところか
ら少し離
れてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の２人
は別々に
子どもた
ちとトラ
ンプや玩
具で遊ん
でいた。

支援員に
よる見守
りが十分
とはいえ
なかっ
た。

来館状況に
おける職員
体制の見直
し、増員等
検討が必
要。

2842

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 3 2
21.９
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

若木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

― ―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

ドッチ
ボールの
遊びの中
で転んだ
のです
が、ドッ
チボール
が大好き
なので、
それを禁
止するこ
とは難し
いです。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

自分で転
ばないよ
う気をつ
けるよう
指導しま
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

―

支援員の
見守りは
十分で
あった。

児童への安
全指導に努
める。

2843

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 55 55 4 2
20.８
歳

1.男
児

頭部に異常
ない様子
唇を切る

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

本児は好
奇心が旺
盛で後先
を考えず
に行動し
てしまう
ことがあ
る。

登っては
いけない
場所のた
め、児童
への指導
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

12

学校のプ
レハブ舎
横に室外
機があり
その周辺
をフェン
スで囲っ
てある
が、その
フェンス
自体が遊
び場のよ
うになっ
ている様
子。学童
保育児以
外の児童
にも登っ
ている児
童が見受
けられ
る。

学校とも
協力して
フェンス
に登らな
いように
注意し徹
底する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段サッ
カーなど
をしてい
る場所と
は異なる
所でサッ
カーをお
こなっ
た。

グラウン
ドが使用
できない
状況の時
は遊び方
の制限を
検討す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りサッ
カーの
ゴール
キーパー
をしてい
た。しか
し、なか
なかゴー
ルしに来
ないので
退屈にな
り、近く
の室外機
用の柵に
登り、そ
こから降
りようと
して飛び
降りた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

サッカー
はいつも
支援員1人
で見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の遊具で
の遊びや
バスケッ
ト等の保
育をして
いた。

ボールが
移動する
方向に支
援員の注
意が行っ
てしま
い、あま
りキー
パーの方
を見てい
なかっ
た。

全体を確認
できるよう
に支援員の
配置を考え
る。

2844

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 59 59 10 4
18.６
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

特になし

指導員等
の配置人
数に問題
はなく，
ソフト面
のみ考慮
すると防
ぐことが
可能な事
故であっ
た。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 特になし

施設等に
問題はな
く，ハー
ド面のみ
考慮する
と発生し
ない事故
であっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

各々が校
庭にて自
由に遊ん
でおり広
範囲に
渡ってい
たため指
援員等の
目がいき
届かな
かった。

支援員等
が子ども
たちを目
配りしや
すい場所
に配置す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びの
時間にう
んていで
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもた
ちが広範
囲におり
支援員等
から直接
見えてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の場所
でも外遊
びをして
いたた
め，事故
現場をみ
ていな
かった。

特になし

遊具を使う
等の危険度
の高い遊び
について
は，支援員
の配置数を
変えるよう
にする。

2845

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 94 94 7 4
20.８
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

特になし

指導員等
の配置人
数に問題
はなく，
ソフト面
のみ考慮
すると防
ぐことが
可能な事
故であっ
た。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 特になし

施設等に
問題はな
く，ハー
ド面のみ
考慮する
と発生し
ない事故
であっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

各々が校
庭にて自
由に遊ん
でおり広
範囲に
渡ってい
たため指
援員等の
目が行き
届かな
かった。

支援員等
が子ども
たちを目
配りしや
すい場所
に配置す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

支援員等
が子ども
たちを目
配りしや
すい場所
に配置す
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもた
ちが広範
囲におり
支援員等
から直接
見えてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の場所
でも外遊
びをして
いたた
め，事故
現場をみ
ていな
かった。

特になし

広範囲に渡
る外遊びに
ついては，
支援員の配
置場所を全
児童に目の
行き届くよ
うに配置す
る。
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2846

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 60 60 5 3
19.７
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

特になし

指導員等
の配置人
数に問題
はなく，
ソフト面
のみ考慮
すると防
ぐことが
可能な事
故であっ
た。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 特になし

施設等に
問題はな
く，ハー
ド面のみ
考慮する
と発生し
ない事故
であっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

各々が校
庭にて自
由に遊ん
でおり広
範囲に
渡ってい
たため指
援員等の
目が行き
届かな
かった。

支援員等
が子ども
たちを目
配りしや
すい場所
に配置す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びの
時間に
サッカー
で遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもた
ちが広範
囲におり
支援員等
から直接
見えてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の場所
でも外遊
びをして
いたた
め，事故
現場をみ
ていな
かった。

特になし

広範囲に渡
る外遊びに
ついては，
支援員の配
置場所を全
児童に目の
行き届くよ
うに配置す
る。

2847

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 26 26 3 2
19.７
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

なし

準備体操
を行うこ
とで怪我
の発生を
予防す
る。

1.定期的
に実施

290
1.定期的
に実施

290
1.定期的
に実施

290 なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童が外
遊びのた
め興奮し
ていた。

興奮しす
ぎないよ
うに指導
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッチ
ボールの
様子を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内遊び
をする児
童を見て
いた。

足をひ
ねった
後、対象
児童を室
内に連れ
て行き、
他の支援
員と処置
を行っ
た。対象
児童が遊
びたがっ
ていた
が、安静
な状態を
維持し、
保護者に
引き渡し
た。

なし

2848

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 23 23 2 1
20.８
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

室内で
は、高学
年の学習
と数名の
女の子の
お絵かき
をしてい
た。その
為、お迎
え、外遊
び、室内
遊びと支
援員が1名
で対応し
ていた。

子ども達
としっか
りと話を
し、約束
等が守れ
ないであ
ろう日は
室内遊び
をし、外
へは出な
いように
促す。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

3 ―

口頭注意
だけでな
く、コー
ンを置く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
にとって
はとても
魅力的な
場所であ
るが、
しっかり
と管理さ
れている
わけでは
ない為、
子ども達
も入りた
いという
心理にな
ると考え
られる

子どもと
の話を密
に考え、
上級生に
も下級生
に注意を
促しても
らう

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と3名
で、遊ん
でおり事
故現場に
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

学校の先
生方の帰
宅時間と
いう事も
あり、車
の動き等
を外の児
童に注意
しなが
ら、本人
にも注意
する。少
し背を向
けている
時にブ
ロックか
ら落ちた
ようだ
が、ブ
ロックの
上で泣い
ていた児
童に話を
聞く。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

玄関口・
スロープ
から室内
と交互に
見てい
た。

お迎え・
学習・外
遊びと各
自活動を
していた
ため、1
人はしっ
かり外の
子ども達
を見る事
が出来る
が、1名
は不十分
と考えら
れる

時間帯を考
え、外遊び
を行う

2849

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 66 66 5 1
21.９
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首
剥離骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

240
2.不定期
に実施

3
1.定期的
に実施

240 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

サッカー
中、審判
として参
加。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

サッカー
以外の場
所にて保
育。

特になし

常に危険予
知を考えて
保育をし、
事故緊急対
応マニュア
ル等を常に
確認する。

2850

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 13 13 2 1
20.８
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

特記事項
なし

職員が見
ている中
で起きた
が、けが
に繋がる
ような使
い方をし
ないよ
う、事前
の注意を
徹底す
る。

1.定期的
に実施

1 3.未実施
2.不定期
に実施

―
特記事項
なし

児童が使
うものに
対する点
検の徹底

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
なし

職員2名で
13名の児
童を見
守ってい
ることか
ら、育成
支援の状
況に問題
はないと
判断した
ため、改
善策はな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず、
クラブ室
内で遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童を見
ていた
が、あっ
という間
の出来事
であった
ため、手
を差し伸
べる時間
もなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
同様、対
象児から
離れたと
ころで対
象児を見
ていた
が、あっ
という間
の出来事
であった
ため、手
を差し伸
べる時間
もなかっ
た。

特記事項
なし

職員2名が児
童の見守り
を行ってお
り、職員の
状況に問題
はないと判
断したた
め、改善点
はなし。
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2851

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 50 50 7 6
18.６
歳

1.男
児

特記事項な
し

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

子どもが
活動する
場所には
必ず人員
を配置
し、本児
のように
特に配慮
を要する
子がいた
場合は人
員を増や
し、注意
深く見守
るように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

ボール遊
びなどは
十分にス
ペースが
とれる場
所で行う
ように指
導する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― 特になし

児童への安
全指導と環
境整備を徹
底する。

2852

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 43 43 4 3
21.９
歳

2.女
児

週1回、通級
学級を利用

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

通級指導
を受けて
いる児童
であり、
外遊びの
際には見
守りを強
化してい
く

1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

今回の事
故は小学
校のグラ
ウンドで
発生し
た。水は
けもよ
く、障害
物も無い
ことか
ら、ハー
ド面で改
善すべき
点は見当
たらな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

全体を見
渡せる場
所で支援
員は児童
らの見守
りを行っ
ており、
外遊びへ
の対応と
しては適
切だった
と考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内で1人
が外遊び
に出な
かった児
童対応
を、2名が
他の児童
の対応を
していた
ため、他
の職員は
現場を見
ていな
かった。

―

外遊びの
際、職員が
全ての児童
の見守りが
できるよ
う、人員が
限られる場
合は遊べる
遊具・区域
を限定して
見守りにあ
たるように
する。

2853

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 39 39 2 2
18.６
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕肘骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

―

今回の児
童は助走
を誤り遊
具に激突
したこと
から、遊
具に起因
した事故
ではな
い。遊具
の安全性
に関わら
ず事故の
回避は難
しかった
と考え
る。

1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

クラブで
管理する
遊具以外
にも、ク
ラブで使
用する可
能性のあ
る遊具に
ついては
クラブ職
員も点
検・確認
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

支援員は
遊具の目
の前にお
り、見守
りとして
は適切で
あったと
考える。
今後も引
き続き児
童から目
を離さず
見守りを
続けてい
きたい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動が得
意な児童
であり、
普段通り
の様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
含む同じ
遊具で遊
んでいた
児童数名
の見守り
を遊具の
前で行っ
ていた。
斜面を駆
け上げる
ことを失
敗した場
合に備え
ていた
が、登る
前に斜面
へぶつか
ることは
想定外で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の見守り
を行って
いたた
め、他に
直接対象
児を見て
いる職員
はいな
かった。

―

外遊びを行
う際には引
き続き全職
員が外遊び
の見守りを
行っていき
たい。

2854

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 44 44 2 1
20.８
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

固定遊具
を使用す
る際は、
安全に留
意して正
しく使う
ことを周
知してお
り、都度
注意して
いるが注
意不足で
あった。

戸外遊び
を行う場
合は、支
援員の休
憩、出入
り等の体
制を調整
してお
く。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―

危険性が
高い活発
な遊び
は、その
都度支援
員が注意
している
が確認不
足であっ
た。

児童の運
動面の得
手不得手
の情報を
支援員で
共有する
必要があ
る。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

危険性が
高い活発
な遊び
は、その
都度支援
員が注意
している
が確認不
足であっ
た。

児童の運
動面の得
手不得手
の情報を
支援員で
共有する
必要があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同級生が
雲梯にぶ
ら下がり
揺れてい
る姿を見
て気持ち
よさそう
に見え、
自分も
やってみ
たいと思
い、ぶら
下がった
のち、上
級生に背
中を押し
てもらっ
たとこ
ろ、身体
を支えき
れず落下
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室内遊び
をしてい
る児童を
中心に見
守りをお
こなって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１名は休
憩中（室
内）、も
う一人は
屋外を巡
回中で
あった。

屋外巡回
中の職員
の配置は
あった
が、当該
箇所をそ
の時点で
は見てい
なかっ
た。

活発で活動
的な戸外遊
びをする場
合は、支援
員の巡回を
強化する。
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2855

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 109 109 5 3
20.８
歳

1.男
児

当該児童、
在席３年目

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折
8.その
他

2.な
し

2.不
定期
に実
施

２～３年
に１回

1.基
準以
上配
置

―

事故発生
時の対応
等に関す
る研修の
実施頻度
を検討。

2.不定期
に実施

10～12
2.不定期
に実施

10～12
2.不定期
に実施

10～12 ―

事故の多
いサッ
カーでの
けがであ
る為、
キーパー
グローブ
やプロテ
クターの
購入等を
検討。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

外遊びの
中でも、
特に事故
の多い
サッカー
等につい
ては見守
りを強
化。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と特
段変わっ
た様子は
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外遊び
中、当該
児童を特
に注視し
ていたわ
けではな
い。その
ため、小
指にボー
ルが当
たった瞬
間を見て
いたわけ
ではな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の集団
または個
人を見守
りしてい
た。

―

外遊びの中
でも、特に
事故の多い
サッカー等
については
見守りを強
化。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭に出
て先頭で
誘導した
職員は校
庭の中心
あたりま
で行き、
校庭で遊
ぶ児童を
全体的に
見てい
た。分室
から校庭
に出た職
員は一輪
車をして
いる児童
をみるた
め、校庭
の奥に配
置されて
いた。も
う1名は少
し遅れた
児童を後
ろから連
れてきて
いた。

鉄棒や雲
梯などの
降所で遊
ぶあそび
の際には
遊ぶ際に
は指導員
などが傍
にいる時
に遊ぶと
いう認識
が薄く
なってい
た。

子ども達全
体に再度周
知をし、遊
具を使った
あそびの際
に指導員が
近くにいな
い場合、指
導員が来る
まで待つよ
うに徹底す
る。

職員配置
などは話
し合って
はいた
が、校庭
への移動
がすべて
完了し
きってお
らず、全
職員が配
置につき
きれてい
なかっ
た。

ジャング
ルジムな
ど、高低
差の生じ
る遊具な
どは職員
が揃いき
る前には
最優先で
既にいる
職員がそ
ばで見守
るように
し、予期
せぬ事態
に備え
る。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

2.3年生と
共に雲梯
遊びを
行ってい
たが、1年
生のた
め、足が
届かず、
落下した
際の落下
距離が2.3
年生より
高かっ
た。

特に1年生
などを中
心に遊具
などは必
ず指導員
がいる状
態で遊ぶ
ように指
導をして
いく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

事故発生
当時は気
温が高
かったた
め、汗な
どで手が
滑りやす
くなって
いた。

帽子の着
用と、雲
梯や鉄
棒、上り
棒などを
するとき
は一度汗
を拭いて
から遊
ぶ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

身体を動
かすこと
が好き
で、外遊
びには毎
回出てい
た。この
日も室内
で職員か
ら声掛け
があり、
外遊びに
行くため
の列に並
び、他の
児童と共
に外遊び
に行く。
校庭に到
着すると
複数の児
童と共に
雲梯に行
き、雲梯
で遊び始
める。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外遊びの
児童を列
に並ば
せ、列の
最後尾か
ら児童と
共に校庭
に向かっ
ていた。
校庭に到
着し、そ
の直後、
雲梯のと
ころで
座ってい
る児童を
発見。傍
により、
状況を確
認。対応
を開始し
た。

5 3
18.６
歳

1.男
児

2018年８月1
日完治

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

橈骨遠位
端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1～
2.基
準配
置

1.定期的
に実施

12

小学校の
朝礼台で
は遊ばな
いという
ルールが
徹底でき
ていな
かった。

朝礼台で
は遊ばな
い、とい
う約束を
確認。職
員会議で
も遊具を
使った鬼
ごっこは
しないこ
とを確
認、子ど
もたちも
周知徹底
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

校庭での
遊び方の
ルールが
守られて
おらず、
朝礼台で
遊んでい
た。

毎年、4月
新入会生
対象に
行ってい
る校庭の
使い方、
遊び方の
説明を学
期に1回全
児童を対
象に行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

校庭あそ
びに行
き、フリ
スビー鬼
ごっこを
はじめ
る。男児
たちが多
数入る遊
びでにぎ
わってい
た。児童B
と児童Aが
鬼の3年生
男児に追
われてい
て、朝礼
台の上に
逃げた。
鬼に気づ
いていな
いと思っ
た児童Aが
児童Bを推
してしま
い、その
まま落下
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

校庭遊び
にて職員2
名を配置
していた
が、事故
発生時、
朝礼台で
遊ぶこと
は禁止さ
れていな
かったた
め、その
まま遊び
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内遊び
に2名。暴
言を言っ
てしまっ
た児童へ
の対応に
職員1名
と、降諸
対応に職
員1名配置
をしてい
た。

朝礼台に
は登らな
い、遊ば
ない、と
いうルー
ルが徹底
ができて
いなかっ
た。

朝礼台には
登らないと
いうルール
の徹底。お
にごっこは
遊具を使わ
ない。校庭
のルール説
明を毎年学
期始めに全
児童で行
う。

2857

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 110 110

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

小学校の
朝礼台で
は遊ばな
いという
ルールが
徹底でき
ていな
かった。

朝礼台で
は遊ばな
い、とい
う約束を
確認。職
員会議で
も遊具を
使った鬼
ごっこは
しないこ
とを確
認、子ど
もたちに
も周知徹
底した。

1.定期的
に実施

300
2.不定期
に実施

―2856

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 47 47 4 3
19.７
歳

1.男
児

10月15日に
病院に受診
をして、完
治する。

10月17日に
保護者より
完治の連絡
を受ける。
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2858

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 27 27 3 1
18.６
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

マニュア
ル、研
修、職員
配置につ
いては適
切に実施
してい
る。

1.定期的
に実施

1 3.未実施
2.不定期
に実施

― ―

施設、設
備につい
ては引き
続き定期
的に安全
点検を実
施し、危
険を未然
に防止す
ることに
努める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

引き続
き、屋外
での遊び
時間には
支援員が
つきそ
い、危険
な遊びは
しないよ
う指導を
徹底して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒で遊
んでいる
１年生５
名に支援
員１名が
つきそっ
ていた
が、事故
の瞬間は
鉄棒で危
ない遊び
をしてい
た別の児
童を注意
していた
ため、特
に危険な
行動を
とってい
なかった
当該児童
について
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
２名のう
ち１名は
児童クラ
ブの室内
に残って
おり、も
う1名は校
庭の少し
離れた別
の遊具で
遊んでい
る児童に
ついてい
た。

―

見守り体制
については
適切に実施
していた。

2859

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 12 12 2 1
19.７
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

―

子どもの
運動能力
を把握し
て、危険
を予知で
きるよう
にする

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2 ―

足元をよ
く見るよ
うに等、
声かけを
増やす

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

足元をよ
く見るよ
うに等、
声かけを
増やす

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

段差の低
い階段な
ので、飛
び降りれ
ると思い
込んでし
まった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

校庭への
引率は、
職員が先
頭に立っ
ているた
め。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラブ室
に残って
室内遊び
の児童の
見守りを
していた
ため

―

子どもの引
率方法の再
検討、子ど
もの意識を
高める安全
教育に取り
組む。

2860

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 7 7 3 1
18.６
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじ複
雑骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

―

当児童は
学校等支
援はつい
ていない
が、普段
から支援
が必要な
のではな
いかと感
じてい
た。特に
気をつけ
て見守り
をしてい
く。

1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

3 ―

事故の
あった場
所は、こ
どもが登
れないよ
うに閉鎖
し、物置
として活
用するよ
うにし
た。
小さな子
ども目線
で日々安
全に使え
るものか
確認して
行く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

日頃から
注意力は
高い方で
はなく、
特に気に
かけて見
守ってい
た。でき
るだけ支
援員がつ
き、安全
確保を声
かけして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変化
はなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の児童
と対話し
ながら、
対象児に
体を向け
見える場
所で活動
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当者は
見えてい
たが、児
童は見え
ていな
かった。

―

広いスペー
スでできる
だけみんな
の視野に入
るところで
活動する。

2861

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 40 40 5 2
19.７
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他 1.頭部

外傷性く
も膜下出
血、脳挫
傷、頭が
い骨骨
折、左足
擦過傷

8.その
他

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

センター
前の道路
の横断の
際、集団
での横断
に職員(２
人)が付
き、その
後の個人
の横断に
職員が付
けなかっ
た。

横断の際
には、必
ず職員を
配置する
こと。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

見通しの
悪いフェ
ンスの影
からのと
びだしと
なり、運
転者もブ
レーキが
間に合わ
なかっ
た。

見通しが
悪い場所
の改善(ミ
ラーの設
置・植栽
の刈り込
み・障壁
となる
フェンス
の撤去)・
ストップ
マークの
設置・道
路と区切
るフェン
スの設置

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

安全を確
認しない
で急いで
渡ろうと
して迎え
に来た車
にはねら
れてし
まった。

・横断の
前の安全
確認の徹
底。
・迎えの
車の経路
の変更

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

先に公園
に行って
遊んでい
る友だち
の方へ気
をとら
れ。左右
の確認を
しない
で、急い
で渡って
しまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

受け入れ
の児童と
出かける
児童があ
り、声か
けだけの
対応に
なってし
まった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

館内の活
動に対応
するた
め、個々
の横断の
指導に付
けなかっ
た。

児童の行
動に時差
があり、
集団で一
緒に行動
できない
場合に職
員の配置
が十分で
なかっ
た。

「安全第
一」を優先
して、職員
の配置を行
うこと。

2862

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 92 92 5 2
19.７
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端線損
傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

利用人数
に対して
指導員の
配置人数
が少な
く、室内
が利用人
数に対し
て狭い。

椅子の安
全な適切
な使い方
の指導。

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

12 なし

定期的に
行ってい
るため特
になし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

コーナー
（読書、
工作、学
習）づく
りに際
し、でき
るだけ余
裕をもた
せる配置
につとめ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ハイテン
ションで
落ち着き
がなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

そのコー
ナーの担
当者は、
注意の声
かけもし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
る指導員
が、椅子
と児童が
倒れる音
に気がつ
き、冷却
した。

利用人数
のわりに
室内が狭
い。

利用人数の
適正、抑制
を図るた
め、来年度
より就労証
明書を提出
してもらう
ことにし
た。利用回
数も就労状
態とあって
いるか、
チェックす
ることとし
た。
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2863

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 92 92 5 2
18.６
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足くる
ぶし剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

利用人数
に対して
指導員の
配置人数
が少な
く、室内
が利用人
数に対し
て狭い。

椅子の安
全な適切
な使い方
の指導。

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

12 なし

定期的に
行ってい
るため特
になし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

コーナー
（読書、
工作、学
習）づく
りに際
し、でき
るだけ余
裕をもた
せる配置
につとめ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ハイテン
ションで
落ち着き
がなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

工作指導
に集中し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本人の訴
えによ
り、足を
冷却し
た。

利用者の
わりに室
内が狭
い。

利用人数の
適正、抑制
を図るた
め、来年度
より就労証
明書を提出
してもらう
ことにし
た。利用回
数も就労状
態とあって
いるか、
チェックす
ることとし
た。

2864

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 14 14 3 2
23.11
歳

1.男
児

児童にアレ
ルギーがあ
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

喘息
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

外傷・病
気などの
救急対応
とは違
い，秒単
位で対応
すること
が必要な
ので発症
した場合
は，支援
員が複数
要する。

日常的
に，対応
するため
の医薬品
の点検
職員同士
で情報を
共有す
る。

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
た。おや
つを食べ
た後，宿
題をし，
外遊びに
出た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

支援員１
名が近く
で見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

鉄棒・鬼
ごっこと
複数単位
での遊び
だったた
め，別に
近くで見
守り。

運動誘発
性アナ
フィラキ
シーが発
症したと
思い対応
した。

発症した場
合，秒単位
での対応が
必要なので
迅速に対応
するため，
支援員には
日頃からア
ナフィラキ
シーに対す
る理解・研
修が必要。

2865

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 99 99 9 4
20.８
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首外
側じん帯
剥離骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

48
2.基
準配
置

サッカー
遊びでの
特別ルー
ルの徹底
を図って
いる

児童の見
守りと事
故防止の
ための児
童への注
意を徹底
する。

1.定期的
に実施

44
1.定期的
に実施

45
1.定期的
に実施

44 ―

安全点検
に努め危
険個所を
発見し、
修繕を
行ってい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

児童の見
守りと事
故防止の
ための児
童への注
意を徹底
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

サッカー
遊びで他
児がボー
ルを取ろ
うとして
足をだし
たら、本
児の右足
首外側に
あたり、
じん帯剥
離骨折
（サッ
カー遊び
は児童館
の特別
ルールを
作り事故
防止には
努めてい
た。）

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

館庭で見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童館
ホールや
クラブ室
での児童
の見守り
等で、館
庭で遊ん
でいた児
童は見て
いなかっ
た。

先生の人
員配置を
再確認

突然の危な
い行動によ
る事故を防
止するた
め、日頃か
ら注意を徹
底する。

2866

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 50 50 7 6
19.７
歳

1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

今回の事
故は、
登っては
いけない
ところに
登ろうと
したこと
によるも
の。

遊具の使
い方。使
用しない
ルールを
徹底し
た。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

遊具の使
い方や遊
び方の違
いで事故
となった
もの。

遊具の使
い方。使
用しない
ルールを
徹底し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

巡回しな
がらの見
守りや遊
びの指導
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びを
していて
範囲外
（サッ
カーゴー
ル付近）
で遊んで
いた。
サッカー
ゴールの
ネットに
登ってい
て、その
後降りる
ときに足
が絡まり
落下し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外遊びの
範囲外
（サッ
カーゴー
ル付近）
に該当児
童がいる
のを見つ
け、戻る
よう注意
をするが
その後を
確認して
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援員
は、全体
的に児童
の遊ぶ様
子を見
守ってい
た。

外遊びの
区域を決
めていた
が、区域
外に出る
ことの見
守りがで
きていな
かった。

外遊びの
ルール内で
児童がエリ
ア外に出る
ことはもち
ろん、エリ
ア内での細
やかな動き
を注視して
の見守りを
徹底する。

2867

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 39 39 5 2
18.６
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

夕方遅い
時間にな
り、児童
数が減っ
た際、保
育室が広
く使える
為、
児童の運
動につい
ての制止
をしな
かった。

どんな場
合におい
ても室内
では、
座って遊
ぶことを
徹底する
ことを再
確認す
る。

1.定期的
に実施

257
1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

50

狭い室内
での過ご
し方は
座って遊
ぶことが
原則だ
が、動き
の激しい
児童に
とって
は、難し
いところ
もあっ
た。

どんな場
合におい
ても室内
では、運
動をしな
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

雨が降っ
て外遊び
ができな
かったの
で、多少
の運動は
させてあ
げたいと
思ってい
たのが原
因か。

どんな場
合におい
ても室内
では、
座って遊
ぶことを
徹底する
ことを再
確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同学年女
児数人と
いつもど
おり遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

要所要所
に支援員
を配置
し、何か
あった際
には、児
童がすぐ
に報告で
きる、ま
た支援員
がその場
に行ける
状況であ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の支援員
が自分の
周りの児
童を見守
るように
してい
た。

より多く
の支援員
が必要と
なる。

担当者が付
けられるよ
うにする。
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2868

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 80 80 4 2
20.８
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

２～３年
に１回

1.基
準以
上配
置

―

事故発生
時の対応
等に関す
る研修の
実施頻度
を検討。

2.不定期
に実施

10～12
2.不定期
に実施

10～12
2.不定期
に実施

10～12 ―

事故の多
いサッ
カーでの
けがであ
る為、
キーパー
グローブ
やプロテ
クターの
購入等を
検討。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

外遊びの
中でも、
特に事故
の多い
サッカー
等につい
ては見守
りを強
化。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と特
段変わっ
た様子は
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外遊び
中、当該
児童を特
に注視し
ていたわ
けではな
い。その
ため、児
童同士が
接触した
瞬間を見
ていたわ
けではな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の集団
または個
人を見守
りしてい
た。

―

外遊びの中
でも、特に
事故の多い
サッカー等
については
見守りを強
化。また、
サッカーで
遊ぶ際の
ルールを整
備し、児童
に周知。

2869

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 40 4 3
20.８
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

遊具付近
に付く職
員は、広
範囲に見
守りを行
う。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

12

対象児が
日頃から
遊んでい
る遊具の
為、気を
付けて遊
ぶ事が少
なくなっ
ていた。
そのた
め、手を
滑らせて
しまっ
た。

日頃から
遊んでい
る遊具で
も危険が
あること
を、クラ
ブの全児
童に伝え
ていく。
また、全
職員もそ
のことを
再認識す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児が
一人で遊
んでいた
ため、補
助員は、
近くに
あった他
の遊具
で、複数
で遊んで
いた児童
達を見て
いた。

遊具で遊
んでいる
児童数に
かかわら
ず、近く
で見守り
をし、一
緒に遊び
ながら、
児童達に
遊び方の
注意を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃と同
じように
過ごして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
た場所で
他の児童
達を見て
いた。対
象児が落
下する瞬
間は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

運動場の
離れた場
所で別の
児童達と
遊んでい
たため、
見ていな
かった。

対象児が
一人で遊
んでいた
ため、補
助員は、
近くに
あった他
の遊具
で、複数
で遊んで
いた児童
達を見て
いた。

一人で遊ん
でいる児童
にも、声掛
けをしたり
注意を払っ
たりしてい
く。

2870

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 11 11 2 1
20.８
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

第１０胸
椎、第１
腰椎 圧迫
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

事故予防
に対する
研修の受
講機会を
増やし、
職員につ
いても高
所等の遊
具で遊ぶ
場合は近
くに配置
できるよ
う対応す
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 ―

施設や遊
具につい
ては学校
設備なの
で、放課
後児童ク
ラブでは
点検を
行ってい
なかった
が、クラ
ブでも点
検を行う
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

雲梯など
の高所で
遊ぶ場合
は支援員
が近くで
見守るよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらない
様子で遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体に対
し、外遊
びから室
内に戻る
よう声掛
けしてお
り、対象
児童から
離れたと
ころにい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内への
移動を促
してお
り、担当
者や対象
児の動き
を見てい
なかっ
た。

―

全体への動
きを促すも
のと、遊具
で遊んでい
る児童を見
守るものと
役割分担を
する。

2871

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 114 114 12 7
20.８
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

―

職員会議
での見守
りポイン
トの確認
と周知

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―
施設設備
について
問題なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもの
行動が予
見できな
いことを
踏まえ、
広く注意
し見守り
を行う。
また、児
童全員に
一輪車の
遊び方に
ついて事
故の無い
よう注意
と説明を
行った。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一輪車遊
びをして
いる最中
に発生し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

―

子どもの行
動が予見で
きないこと
を踏まえ、
広く注意し
見守りを行
う。職員会
議におい
て、見守り
方法につい
て再度確
認・周知徹
底を行っ
た。

2872

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 74 74 7 7
19.７
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

おやつま
での間は
宿題の時
間と宿題
をその時
間にしな
い子は静
かな遊び
をさせて
いたが、
けじめが
あやふや
になり出
歩く子が
出てきた
為か。

行事以外
はどのよ
うな時間
帯におい
ても室内
では走ら
ず、テー
ブルに着
くか、
座って遊
ぶ事を再
確認す
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

学習時
間、友達
とトラブ
ルが発生
し室内全
体にテー
ブルがお
いてある
環境の中
で追いか
けられ足
を出され
た。

室内では
走らない
ことを徹
底する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一つの時
間帯に、
学習と遊
びを入れ
たことが
原因か。

学習の時
間は全員
学習に取
りくま
せ、支援
員も全体
を見るよ
う見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

学習時間
であった
が、宿題
をせず、
ふらふら
と出歩い
たり、
走ってい
た為支援
員から注
意を受け
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

集中でき
ていない
為、支援
員が注意
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

支援級か
ら通う児
童の担当
者以外の
支援員
は、その
他の児童
を見守っ
ていた。

児童人数
の多さ
と、施設
の作りと
広さから
考え、支
援員の人
数が必
要。

支援級から
の児童担当
者以外の支
援員の配置
数が必要
か。支援級
担当者同
様、行動が
激しい児童
を見る担当
が必要か。
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2873

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 42 42 5 3
19.７
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨頭
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

マニュア
ルを基に
予防方法
や受傷時
の対応方
法を再確
認し、引
き続き研
修等で応
急手当の
技術向上
を図る。

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

12 ―

引き続き
定期的に
点検を実
施し、事
故が起こ
らないよ
う整備す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1年生が、
学校生活
やクラブ
での生活
に慣れ、
上級生と
同じこと
ができる
ような感
覚があっ
た。

学年個別
によって
運動能力
に違いが
あるた
め、個々
の能力に
応じた遊
び方を支
援する必
要があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも動
きが活発
で、以前
より親子
山（土
管）で遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊びを広
範囲で見
守ってお
り、対象
児が落ち
たのを見
てすぐに
駆けつけ
た。状態
を確認
し、部屋
に連れて
行き、話
を聞きな
がら経過
観察を
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の遊
びの見守
りをして
いたた
め、見て
いなかっ
た。

―

職員間で適
宜声を掛け
合い、連携
を図り、子
どもたちの
変化等に
チームで対
応できるよ
うにする。

2874

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 82 82 7 3
21.９
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため
に，事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ― 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外遊びの
児童全体
の見守り
をしてい
たが，転
倒した瞬
間は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊びの
児童全体
の見守り
をしてい
たが，転
倒した瞬
間は見て
いなかっ
た。

支援員が
見守りを
行い，注
意を配っ
ていたが
事故が起
こってし
まった。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

2875

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 31 3 1
21.９
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第5中足
骨遠位骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

クライミ
ングのつ
かむとこ
ろや足を
かける部
分に転落
して足の
指が引っ
かかると
怪我をす
る恐れの
あること
を支援員
や児童が
認識して
使用す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
をしてい
るのは見
ていた
が、転落
した場面
は見てい
なかっ
た。けが
の危険が
ありそう
な遊具や
状況を予
測できな
かった。

けがの危
険を予測
し、事故
の無い様
に早めに
児童へ声
をかけな
がら見守
る。高さ
のある固
定遊具を
使った鬼
ごっこは
しない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クライミ
ングする
場所を背
にして、
鬼ごっこ
のタッチ
を逃げる
ために後
ろへ下
がって転
落してし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

約20名の
児童が園
庭で遊ん
でいた。
園庭にい
たが転落
をとめる
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつ後
の自由な
遊び時間
で、学童
棟の中に
は約10名
の児童が
いて、1名
の支援員
がおやつ
の片づけ
を学童棟
内でして
いた。

支援員が
けが等に
なる予測
ができな
かった。

園庭遊びに
は高さのあ
る遊具から
の転落があ
ることを予
想し、けが
等の無い様
に早めに声
かけをしな
がら見守
る。また2人
配置になる
様に努め
る。

前日は
雨、当日
も曇り
時々雨で
運動場の
砂は水を
含み滑り
やすい状
況であっ
た。

天気の変
化に応じ
て、支援
員が運動
場の地面
や、遊具
の状態を
みる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自由時間
に運動場
で、児童
クラブに
登録して
いない子
が連れて
いた犬を
追いかけ
ていた
が、長靴
を履いて
いたた
め、滑っ
て前に転
び、側溝
の中の側
面に右手
を打ち付
けた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

支援員が
運動場全
体を見て
いたが、
児童クラ
ブに登録
していな
い子ども
達が、危
険な事
（ライ
ターと紙
を手に持
ち、「火
つけよう
かな」と
言ってい
た）をし
ているの
を見聞き
した。支
援員は危
険を感
じ、運動
場にいた
学校の先
生に報告
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該児童
が転んだ
側溝近く
で、鉄棒
をしてい
た1年生児
童や、校
舎近くで
遊んでい
た1年児童
を見守っ
ていた。
泣き声が
したた
め、転ん
だ児童の
もとにす
ぐ駆け寄
り、児童
を起こ
し、児童
クラブ事
務室に連
れて行っ
た。

児童クラ
ブに登録
していな
い児童も
運動場に
来て、一
緒に遊ぶ
事があ
る。
また、公
共施設の
敷地内に
児童クラ
ブがある
ため、児
童クラブ
外
の人や散
歩途中の
動物と近
づくこと
がある。

児童クラブ
に登所した
児童数で、
運動場の見
守り支援員
の人数を決
めているた
め、「クラ
ブ外の人と
遊ばないよ
うに」と声
掛けしてい
るが、それ
を徹底させ
ていく。

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

特になし

事故防止
に関する
研修の実
施

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

18
1.定期的
に実施

36

前日は
雨、当日
も曇り
時々雨
で、運動
場の砂は
水を含
み、滑り
やすい状
況であっ
た。
運動場の
出入口に
側溝があ
るため、
そこを
走って通
る児童も
多い。

天気の変
化に応じ
て、支援
員が運動
場の地面
や、遊具
の状態を
みる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2876

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 44 44 4 2
19.７
歳

1.男
児

前日は雨、
当日も曇り
時々雨で運
動場の砂は
水を含み滑
りやすい状
況。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）
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2878

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 37 37 3 1
19.７
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕　肘
から手首
の間にお
いての骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

支援員の
数が足ら
ない中、
運動場で
遊ぶとい
う選択を
した気の
緩み

支援員の
増員、支
援員一人
ひとりの
スキル
アップ

1.定期的
に実施

6
2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

6

場所は雲
梯での怪
我でした
が、雲梯
が壊れた
わけでは
ありませ
ん。ハー
ド面にお
いての安
全点検は
学校、学
童もでき
ていたと
考えられ
ます。

安全点検
において
は今以上
に気を引
きしめて
取り組ん
でいきま
す。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

支援員の
数が足ら
ない中、
運動場で
遊ぶとい
う選択を
した気の
緩み

支援員の
増員、支
援員一人
ひとりの
スキル
アップ

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な女
の子。お
やつの後
に１年生
の女の子
の間で流
行ってい
た雲梯遊
びを行
う。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

運動場で
見守り活
動をして
いた支援
員は一人
だった。
広く大き
く管理す
るため、
１年生女
子の異変
には気付
かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

怪我をし
た後、室
内に入っ
た対象児
童。机に
伏せるの
で、「ど
うした
の？」と
尋ねる
と、対象
児童は
「眠た
い」と答
える。痛
みを訴え
ることは
なかっ
た。

対象児童
に対し
て、もっ
と丁寧に
話を聞く
べきだっ
た。

子どもの些
細なニュア
ンスを受け
取れるよう
に研鑽した
い。

2879

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 57 57 7 2
24.12
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右第5指基
節骨転位
性骨折
（全治約
６週間）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

新任職員
が増えて
きている
中で、事
故予防に
関する意
識が薄れ
ているこ
とも要因
と考えら
れる。

注意力や
想定力を
養うこと
を目的と
して、毎
年定期的
に事故予
防に関す
る研修や
勉強会を
計画する

― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

6年生主体
というこ
ともあ
り、職員
の配置や
分担に関
して綿密
な打合せ
を行わな
かった。

6年生主体
とはい
え、職員
に配置指
示や役割
分担を行
い、6年生
の自主性
を保ちつ
つ、職員
担当持ち
場を侵す
ことな
く、練習
をおこな
うべきで
あった。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

学童運動
会目前で
練習によ
り力が
入ってい
た。当日
は、リ
レー練習
を6年生主
体で行う
ことを計
画してお
り、対象
児童も張
り切って
練習に臨
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

トラック
偶数側に
いた職員
は、バト
ンゾーン
で5名全員
がバトン
を渡し終
えたこと
を確認し
た後、ト
ラック内
の児童に
座るよう
声かけを
するため
に背を向
けている
間にバト
ンゾーン
外で事故
が発生し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

奇数側バ
トンゾー
ンに1名、
2カ所の
コーナー
担当児童
にそれぞ
れ1名、も
う1名は具
合が悪い
子に付き
添って室
内へ戻っ
ている最
中だっ
た。

職員の見
守り範囲
に死角が
できてし
まい、注
意喚起を
行えな
かった。
また、学
年でバト
ンの受渡
し技術の
習熟度に
差がある
ことも要
因の一
つ。

今後リレー
練習を行う
際は、事前
にルールの
再説明、バ
トン受渡し
技術の再確
認を職員と
児童共に行
う。また、
職員配置に
ついては奇
数・偶数側
に指導員を
複数名入
れ、接触な
ど危険な状
況を回避で
きるような
体制を組
む。

12
1.定期的
に実施

12 なし

遊具、玩
具ともに
点検を定
期的に実
施し、そ
の使い方
について
も日々児
童に安全
指導をし
ていた。
今後も支
援員間で
の報告を
密にしな
がら児童
が安全に
過ごせる
よう、点
検を継続
してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

なし

児童の人
数の推移
を見なが
ら、室
内・建物
外で利用
児童の多
い方に支
援員を多
く配置し
て見守っ
ていた。
室内と建
物外の緊
急連絡は
携帯電話
を利用し
て密に連
絡を取り
あってい
た。今後
もこれま
でやって
いた事を
徹底させ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者か
ら体調不
良等の申
し送り事
項は特に
なく、い
つも通り
元気な様
子で過ご
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お友達と
ソフトバ
レーボー
ルを投げ
て遊んで
いる事は
把握して
いた。児
童クラブ
に在籍し
ていない
児童が来
ていたの
で、注意
してその
近く(砂
場)にい
た。砂場
で遊んで
いた児童
クラブ在
籍児童が
支援員に
呼びかけ
たので振
り返って
会話。視
線を戻す
と既に転
倒してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

サッカー
ゴールの
前で１人
で遊んで
いる児童
クラブ在
籍児童の
キャッチ
ボールの
相手をし
ながら全
体を見
守ってい
た。対象
児童が転
倒した事
に気付か
なかっ
た。

なし

運動場での
児童見守り
の際は児童
の居場所や
遊びの配置
等、視野を
広く見るこ
とを意識し
て見守って
いる。ま
た、外部か
ら来る児童
クラブ在籍
児童以外の
人物の行き
来も注意し
て見守って
いる。支援
員２名で見
守る時は、
対角線上で
離れて見守
ることを意
識し、連絡
が必要な時
はお互いに
情報を報告
しながら見
守ってい
る。今後も
児童の安全
をより意識
しながら細
やかに見
守ってい
く

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

なし

事故予防
に関する
研修の実
施

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2877

平成
30年
12月
28日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 40 3 1
18.６
歳

1.男
児
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降園準備
（持ち帰
りの荷物
の整理
等）をし
ている職
員がいた

降園の時
間帯にお
いては、
荷物点検
や保護者
対応等の
必要性も
あった

保育者が降
園時に保護
者とのコ
ミュニケー
ションをと
ることもよ
り良い保育
を行うため
に必要であ
るものの、
それによっ
て児童の危
機管理が疎
かになるこ
とは回避し
なければな
らないこと
から、次の
ような改善
策を実施す
る。
・保育が行
われている
空間内に職
員がいるだ
けでなく、
特に登降園
等のタイミ
ングには、
自らの必要
な活動を伝
える職員間
の声かけを
徹底する
・合同保育
を行うにあ
たり子ども
達にしっか
りと話を
し、落ち着
かせてから
合流する

事故当
時、担当
職員は、
事故の一
部始終を
近くから
見ており
（突然の
出来事で
あったた
め未然に
事故を防
ぐことは
できな
かっ
た）、事
故後も直
ちに医療
機関への
受診、関
係者への
連絡等の
対応を
とってい
ることか
ら、職員
配置及び
事故対応
には大き
な問題は
なかった
ものと思
われる。
しかしな
がら、異
年齢の児
童を合同
にて保育
する場合
には、今
回のよう
な事故が
生じる危
険がある
ことを踏
まえ、次
のような
改善策を
実施す
る。
・玩具が
子ども達
が遊んで
いるうち
に、色々
な種類が
混ざって
しまって
いた、遊
ぶ場所ご
とに玩具
をきちん
と決める
ように
し、玩具
の混入が
無い様に
徹底する
・年齢に
あった玩
具を提供
する
・玩具、
遊びコー
ナーごと
に職員を
配置する
・玩具を
持って走
り回らな
い様に遊
び方の指

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

異年齢の
児童を1つ
の教室で
合同にて
保育して
いた

異年齢の
児童を1つ
の教室で
合同にて
保育する
ことはし
ばしば行
われてお
り、縦割
り保育は
児童の健
全な発達
に資する
ものと考
えられ、
直ちに禁
止される
べきもの
ではな
い。
しかしな
がら、異
年齢の児
童を1つの
教室で合
同にて保
育する場
合には、
今回のよ
うな事故
が生じる
危険があ
ることを
踏まえ、
次のよう
な改善策
を実施す
る。
・クッ
ション性
の衝立を
つかい空
間を分け
る工夫を
行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢の
児童が複
数のエリ
アに分け
られて遊
んでいた
が、相互
に行き来
をするこ
とが可能
であっ
た。

上記のと
おり異年
齢の児童
を1つの教
室で合同
で保育す
る場合、
必ずしも
厳密にエ
リアを分
けて相互
に行き来
すること
を禁止す
べきでは
ないと思
われるも
のの、異
年齢の児
童を1つの
教室で合
同にて保
育する場
合には、
今回のよ
うな事故
が生じる
危険があ
ることを
踏まえ、
次のよう
な改善策
を実施す
る。
・各遊び
コーナー
の中でも
３歳未満
児・３歳
以上児に
分けて
コーナー
を衝立等
で仕切る
・座って
遊ぶス
ペース、
歩き回れ
るスペー
スをそれ
ぞれ確保
する
・遊ぶス
ペ スを

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

色々な事
に興味関
心を示
し、姉も
いること
から年上
の園児に
も自らか
かわろう
とする姿
が見られ
る

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他の子ど
もたちと
接しなが
ら遊びを
促してい
る職員
や、対象
者や接触
者の動き
を把握し
ている職
員もいた
が、一瞬
の出来事
で防ぐこ
とができ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

3 3
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

左目眼球
角膜損傷

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

異年齢の
児童を合
同にて保
育してい
た

2880

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 2 6 1 5 5

182 / 255 



2881

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

26 3 3
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

看護師に
状態を確
認しても
らわな
かった

今後は、
看護師に
状態を確
認しても
らう

― ― ― ― ― ―

公園の築
山を上り
下りしな
がら鬼
ごっこを
している
中での事
故であ
り、速度
が出てい
たと考え
られる。

今回のよ
うな状況
では、築
山は使用
せず、平
地のみで
遊ばせ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一旦中止
となった
遠足だっ
たが、公
園で弁当
を食べる
ことにな
り、やや
興奮して
いるよう
であっ
た。

普段と違
う活動で
は子ども
の心情に
配慮し
て、子ど
もの行動
範囲を制
限するべ
きだっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

公園で弁
当を食べ
ることに
なり、や
や興奮し
ている様
子があっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ほとんど
の子が食
べ終え、
遊びだし
ていたた
め、全体
の様子を
把握しよ
うと広く
見てお
り、衝突
の詳細は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

まだ食べ
ている
子、個別
に支援が
必要な子
に対し、
それぞれ
関わって
いたた
め、見て
いなかっ
た。

子どもた
ちの行動
にばらつ
きがあっ
たため、
全体の把
握が不足
してい
た。

全体を把握
できるよう
に、保育者
の人数に応
じて、子ど
もの行動範
囲を制限す
る。

2882

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

6 1 1
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
遠位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

基準配置
だった
が、滑り
台から離
れる子ど
もの事を
想定し
て、職員
の人数配
置を検討
するべき
だった。

遊具で遊
ぶ際の子
どもの人
数と職員
配置を保
育前に職
員で確認
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

普段から
滑り台の
手すりに
またがっ
て遊んで
いた子ど
もがいた
が、その
都度注意
はしてき
たが約束
が守られ
なかっ
た。

2歳児を分
けて保育
を行う際
は職員配
置の確認
が必要。
子どもと
ルールを
再度確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員がそ
の場から
離れてし
まった事
が原因

滑り台か
ら離れて
しまった
園児の対
応を他の
職員に声
をかけ
て、その
場から離
れないよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気よく
遊んでお
り、滑り
台で楽し
く遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体が見
える場所
にいた
が、一人
の子ども
が滑り台
から離れ
た場所に
行き、そ
の子を追
いかけた
為に、事
故を防ぐ
事が出来
なかっ
た。

―

遊び方や
職員の配
置の確認
不足の
為、又、
今回のよ
うな事が
起きると
想定して
いなかっ
た為に起
こってし
まった。

基準配置で
も遊び方、
子どもの状
態により、
それに合っ
た遊び方、
職員配置を
する。滑り
台の遊び方
の徹底。

び方の指
導を徹底
する
・０～２
歳児・３
～５歳児
で遊びの
スペース
をきちん
と分ける
・異年齢
との関わ
りも大切
にしつつ
遊び方を
しっかり
と見守
る、配置
する
・園児の
様子をよ
く観察
し、遊び
に飽きて
きたタイ
ミング
で、絵本
や玩具の
切り替え
を行う
・職員間
で声かけ
を徹底す
る

ペースを
マット等
で見てす
ぐにわか
るように
仕切る
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2884

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

3 3 3
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右ひじ骨
折、脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

通常保育
が終わ
り、夕方
園庭で遊
びながら
お迎えを
待つ時間
帯で職員
の数も減
り始め全
員に目が
行き届か
なかっ
た。

保育教諭
の配置と
連携を確
認し、特
に危険個
所には目
を配るこ
との再確
認をす
る。

2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

毎週
1.定期的
に実施

毎週 ―

まだ上手
に鉄棒が
できない
３歳児で
あったの
に近くで
目を配る
職員がい
なかっ
た。年齢
や発達段
階に合っ
ていない
遊びに
チャレン
ジしたが
る子への
危険認知
度を高め
ていける
ような援
助や指導
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒に足
をかけて
いる本児
を見て一
度は声を
かけやめ
させた
が、まだ
鉄棒のそ
ばにいる
のにその
場をはな
れてし
まったこ
とは適当
ではな
かった。

誰にでも
事故は起
きるとい
う緊張感
を忘れ
ず、子ど
もを見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり園庭
に出て遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一人は門
番、一人
は砂場も
う一人は
最初は近
くで見て
いたが、
他児と共
に移動し
傍にいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

すぐそば
に年中児
のクラス
の職員が
いたが背
中を向け
て他児と
やり取り
をしてい
たため気
づけな
かった。

―

個々に子ど
もと遊んで
いると全体
を見回すこ
とがおろそ
かになるの
で全体を見
る職員の配
置を検討す
る。

2885

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

55 4 4
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨尺
骨近位端
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

跳び箱使
用時の保
育士配置､
補助の仕
方の確認

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 ―

週一回の
職員によ
る点検の
他、遊具
管理会社
による年2
回の設備
点検

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

補助の方
法をこど
もが支え
られる形
とする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会が
近いこと
もあり跳
び箱の練
習に取り
組んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱の
横で跳び
箱をして
いるのを
見守って
いたが、
落下する
瞬間に手
をさしの
べるのが
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の跳
び箱練習
の補助を
してい
た。

―

跳び箱補助
の仕方の確
認、落下を
防げる位置
での補助

2886

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

88 23 35 30 4 4
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

職員につ
いて、配
置職員の
増員をし
事故防止
に努める

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園児自身
について
も注意を
するよう
心がける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で鬼
ごっこを
友達とし
ている時
に他の園
児と接触
をし肩か
ら転倒す
る

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭に３
名の職員
がいたが
他の園児
の対応を
していた
ため事故
発生後に
事故が起
こったこ
とを知る

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

職員の配置
について、
連携をとり
死角等の無
いような、
配置になる
ようにし、
園児につい
ても注意を
するよう指
導する

回転する
速度に気
をつけた
り本児が
手を離し
てしまう
可能性が
あること
を想定
し、きち
んと掴み
ながら行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
速度に怖
がる様子
もなく、
楽しみな
がらいつ
も通り遊
んでい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児の
手や衣服
の一部を
をつかみ
ながら回
転してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
を相手に
遊んでい
たため、
直接事故
の様子は
見ていな
かった。

対象児が
怖がる様
子もなく
楽しんで
いたこと
で、まさ
か手を急
に離すと
は思って
もいな
かった。
そのた
め、速度
を緩める
ことや
しっかり
と本児を
掴みなお
し助ける
ことに遅
れを生じ
たと考え
られる。
もしかし
たら、対
象児が速
くて怖い
と思った
かもしれ
ないし、
ぶら下が
る時間が
長くて力
尽きてし
まった可
能性もあ
る。

楽しんで遊
んでいるよ
うな時で
も、当該園
児に声をか
けながら安
全な方法で
行う。

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

延長で職
員が少な
い時間帯
での遊び
の内容や
選択を検
討する必
要があっ
たと考え
る。

事故を職
員間で話
し合い、
なぜ事故
が起きた
か検討し
たり、今
後の対応
を考え
る。

1.定期的
に実施

毎週
1.定期的
に実施

毎週
1.定期的
に実施

毎週

回転しな
がら落下
した先が
遊戯室の
固い床で
あり、衝
撃による
負傷も起
こりえる
可能性や
速い速度
により遠
くまで吹
き飛ばさ
れる可能
性を考え
られてい
なかった
ため。

マットな
どを敷
き、落下
しても衝
撃を軽減
するよう
な工夫を
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

回転速度
が速すぎ
たこと
と、保育
士が本児
を支えき
れていな
かったた
めに本児
が手を離
してし
まった際
に助ける
ことがで
きなかっ
たと考え
られる。

2883

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

7 4 3 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足背骨
折

184 / 255 



2887

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

14 3 3
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

運動中の
見守りに
ついて職
員間で注
意喚起す
る。当該
園児の休
み中等の
フォロー
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

今回は直
接の要因
ではない
が段差や
滑りやす
い箇所等
がないか
点検を徹
底する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

体を動か
すため転
倒も考慮
し、つま
づきやす
いマット
等は予め
除去して
おく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

動物に扮
し、体を
動かす活
動をして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

いろんな
動物に扮
して走る
ため、ス
タートと
ゴールに
職員を見
守りとし
て配置し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

スタート
とゴール
の職員以
外は離れ
て散らば
り見守り
をしてい
た。

―

実際走る
コースの中
間に職員を
もう1人配置
する。

2888

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

35 3 3
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨尺
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

―

1.基
準以
上配
置

―

職員に周
知し、よ
り順序だ
てて練習
計画をた
てる。

1.定期的
に実施

数
1.定期的
に実施

数
1.定期的
に実施

数 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ゴムチッ
プ製の地
面で練習
していた
が、運動
会当日が
室内のた
め、慣れ
るために
室内練習
をした。

練習前に
園児全体
に注意を
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一輪車の
練習中、
バランス
を崩し、
手をつい
て転倒。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は園児全
体を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の動
きを見て
いて後ろ
で音がし
たので振
り返っ
た。

―

より順序だ
てて練習計
画をたてて
練習させ
る。

2889

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

44 5 5
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

職員数は
十分に満
たしてい
たが、戸
外遊びで
の配置
（立ち位
置）に片
寄りが
あった。

職員同士
で、戸外
で特に注
意を要す
るところ
を共通理
解してお
く。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

安全面等
考慮し
て、芝生
の上に鉄
棒を設置
してい
た。しか
し、鉄棒
による加
重や使用
回数が増
えること
に伴い芝
生の痛み
が激しく
なったこ
とから、
鉄棒の設
置場所を
土の上に
移動した
ため、よ
り衝撃が
強かった
と思われ
る。

鉄棒の設
置場所を
設置当初
と同様に
芝生の上
に戻し
た。芝生
の痛みを
最小限に
するた
め、定期
的に安全
面を考慮
しながら
少しずつ
鉄棒の位
置を移動
し使用す
ることに
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

昼食後の
遊びの時
間は、満
腹感があ
り緊張感
がほぐれ
開放的に
遊んでい
るため、
いつもよ
り注意散
漫になっ
ている。

遊びを選
択した
り、保育
者の立ち
位置等も
十分考慮
したりし
て保育す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒での
前回りの
経験が少
なく、普
段は逆手
で前回り
をしてい
たため、
順手でで
きるよう
練習中で
あった。
そのた
め、手の
握り方が
弱く、慣
れない体
勢で体が
支えにく
かったと
思われ
る。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

本児の後
ろで前回
りの様子
を見守っ
ていた
が、頭が
下になっ
た状態で
右手が離
れ、すぐ
に地面に
落下した
ため、手
を差し伸
べるなど
の対処が
間に合わ
ず、落下
を防げな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
も近くで
見ていた
が、一瞬
の出来事
であった
ため、対
応ができ
なかっ
た。

慣れない
鉄棒に取
り組んで
いる本児
は、失敗
すること
も大いに
考えられ
た。

鉄棒は落下
の危険性が
高いことを
踏まえ、保
育者が子ど
もの様子を
見守り危険
性を予測し
ながら、特
に経験の少
ない子な
ど、必要に
応じて体を
支えたり手
を添えたり
するなどし
て落下を防
止する。

2890

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

19 3 3
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

常に危険
（事故）
が起こり
得ること
を想定
し、事故
予防策の
徹底を図
る

2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りが
不十分で
あった

常に全体
を注意深
く見守れ
る体制を
取れるよ
うに注意
していく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
に対応し
ていたた
め、対象
児まで見
守ること
ができな
ｋった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の業務
をしてい
たため対
象児を見
守ること
ができな
かった

保育者同
士の連携
が不十分
であった

常に周囲の
状況を把握
し、保育者
同士の連携
を密にする
ようにする

2891

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

30 1 1
16.４
歳

2.女
児

本児は普段
外で遊ぶこ
とが少な
く、鉄棒の
経験も浅
かった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右モンテ
ジア骨折
尺骨開放
骨折・橈
骨頭脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―
各遊具の
近くに職
員を配置

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 ―

落下時の
衝撃を和
らげるよ
うにクッ
ション性
のある
マットを
敷く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒運動
の経験不
足があ
る。

各遊具の
安全な使
い方の指
導を徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

経験は少
ないが友
達に触発
されて取
り組んだ
ようだ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

体操教室
で鉄棒の
使い方
や、体験
もしてい
たので手
を離すこ
ともない
と過信し
ていたの
で傍に付
き添って
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にい
たが他児
の遊びに
加わって
いたため
見てい
なっかっ
た。

―

鉄棒使用時
は必ず職員
がついて行
なう。

2892

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

65 20 25 20 4 4
16.４
歳

2.女
児

運動神経は
比較的よ
く、転びそ
うになり咄
嗟に手が出
て骨折・脱
臼したもの
と思われ
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右ひじ脱
臼・右上
腕骨顆上
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

園庭に配
置する職
員数を見
直す。危
険な遊び
について
の園児へ
の指導。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 ―

園庭の整
備を含め
た危険箇
所の見直
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活発な遊
びが度を
越して注
意力散漫
になる。

園児への
安全教育
の徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

天候がよ
く皆活発
に遊んで
いたので
感化され
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

かけっこ
をしてい
たのは見
ていたが
危険な様
子もなっ
かたので
止めてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にい
た保育者
が他児の
対応をし
ていたた
め見てい
なかっ
た。

―

危険な遊び
又はヒヤリ
ハット場面
ついて話し
合い対策を
検討。園庭
のどこに職
員を配置す
るか再検討
する。
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2893

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

28 3 3
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
骨幹部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

・カメラ
の分析を
他職員と
の研修で
共通意識
を持つ。
・園庭で
遊ぶ際の
教職員の
位置関係
の改善。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

その都度

ボール遊
びでの事
故の想定
が足りな
かった。

・カメラ
確認にて
教職員配
置のその
都度につ
いての改
善。
・使用す
る前に再
度ボール
の使い方
について
の確認を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・ボール
遊びや車
での遊び
等、数種
類の遊び
が展開さ
れていた
ため。
・対象児
がサイズ
の合わな
い長靴を
履いてい
た。

・遊びに
応じての
職員配置
の改善。
・長靴は
脱げやす
く動きに
くいの
で、長靴
を履いて
いるとき
はボール
遊びをし
ない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自由遊び
だったた
め、鬼
ごっこし
たり、
ボールで
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

3人の職員
が広がっ
て、それ
ぞれの場
所で子ど
もを見て
いた。対
象児を見
ていた職
員は、他
の遊具
で、他の
子と遊ん
でいたた
め、転倒
時には間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の全
体に目が
届くよう
に、３人
広がって
それぞれ
近くの子
を見てい
た。

―

全体・学
年・クラス
別での遊び
に応じての
職員配置の
検討。

1.定期的
に実施

1 ―

ハード面
において
は、適正
であった
と思われ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

日常から
園児の様
子に応じ
て見守り
職員を増
減した
り、園児
のテン
ションや
場の雰囲
気に応じ
てルール
を制限す
るなどし
ている。

環境面は
適正で
あったと
思われ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発で元
気に遊
ぶ。好奇
心旺盛で
運動神経
も良い。
クライミ
ングは慣
れた遊具
なので、
前日まで
と同様に
（途中で
飛び降り
る・一番
上でお腹
に重心を
かけもた
れ手を離
すなど）
危険な姿
も見ら
れ、職員
に声をか
けられ指
導を受け
ていた。
（事故発
生直後に
園庭設置
の防犯カ
メラでの
確認内
容）
クライミ
ング遊具
（約
180cm）に
約束通り
の登り方
で登る。
降り方も
約束通り
降り始め
る。30㎝
ほど降り
たところ
で、足を
踏み外し
地面（衝
撃吸収材
の上に人
工芝仕
様）に落
下。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は（ソフ
ト面2人目
4人目）と
なるが、
他児に視
線を移し
ていると
きだっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の配置で
適切に見
守ってい
た。

本児にお
いて年齢
相応で適
切な見守
り体制で
あったと
思われ
る。

左記（ソフ
ト面）での
改善策は必
須だが、
個々の保育
教諭の資質
においては
問題ない。
子どもの成
長や意欲を
妨げない現
状の見守り
は今後も必
要だと思う
ので、その
力が発揮で
きる見守り
と、左記
（ソフト
面）での改
善策を実践
し、事故予
防の徹底を
図る。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左尺骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

保育教諭4
人中、1人
目2人目は
別の遊具
の補助に
ついてい
た。3人目
は南側か
ら園庭全
体を見守
り、4人目
は北側か
ら園庭全
体を見
守ってい
た。当遊
具（クラ
イミン
グ）にお
いては、2
人目4人目
の職員が
それぞれ
の位置か
ら見守る
ように
し、危険
な行為が
見られた
場合注意
を促す対
応を行っ
ていた。

保育室に
て、子ど
も達が落
ち着いた
状態で園
庭遊びの
約束を確
認し、遊
びに入る
ようにす
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日2894

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

84 45 19 20 4 4
16.４
歳

1.男
児

186 / 255 



2896

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

17 1 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘付近
の骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

職員は子
どもの動
きや危険
を予測
し、危険
を察知し
た時には
すぐに助
けられる
よう、立
ち位置や
視点等に
配慮す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

今回の事
故では施
設、整備
等に問題
点はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児自
身も夢中
になって
走ってお
り、咄嗟
に身を交
わす体勢
がとれな
かった。

・職員は
子どもの
動きや危
険を予測
した立ち
位置に配
慮する。
・運動遊
び等でい
ろいろな
動きを取
り入れる
ように
し、園児
自らが危
険を回避
できるよ
うな身体
能力を身
に着けら
れるよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日常と異
なった様
子は見ら
れず、活
発に遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児の
動きは視
野に入っ
ていた
が、危険
を察知し
て迅速に
動ける立
ち位置で
見守って
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任が一
人で見
守ってお
り、他の
職員はい
なかっ
た。

―

・子どもた
ちを見守る
にあたっ
て、立ち位
置や視点等
には十分配
慮する。
・事前に危
険なことや
安全な遊び
方について
子どもたち
と話し合
い、安心し
て遊べるよ
うにしてい
く。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

主幹保育
教諭は、
リンクの
入口で他
児がリン
クに入る
ところを
援助して
いたが、
リンク内
に入って
いない子
を待た
せ、担任
の呼びか
けに直ち
に応えて
本児の所
に駆け寄
り、担任
と一緒に
本児をリ
ンク外に
抱え出
す。ス
ケート場
の職員が
来てくれ
た時点
で、リン
ク内の他
の子ども
たちの様
子をみ
る。
園長は、
事故当
時、靴を
履いてい
る園児の
側にお
り、ス
ケート場
の職員が
本児を室
内に抱き
かかえて
きた時点
で、担任
からの報
告を聞
き、本児
の状態を
目視し、
保護者へ
の連絡、
病院へ行
く必要を
指示す
る。

―

園児全員が
揃うのを待
ち、大人全
員が見守
り、同行で
きる状態で
リンクに入
る。

― ―

園外保育
のため、
施設側が
点検

―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

スケート
靴で足首
を固定し
ていたた
め、日常
とは違う
形で足に
負荷がか
かったと
みられ
る。

スケート
靴を履い
たあと、
リンク外
で歩く練
習をし、
靴に慣れ
てから氷
上にでる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

スケート
靴を履
き、係り
の方にス
ケート靴
のひもを
固定して
もらう。
スケート
リンクに
入り、氷
の上を少
しずつ歩
いて進
み、間も
なくリン
ク内の4分
の１の
カーブの
所にさし
かかり、
転倒。横
向きに倒
れた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児と一
緒に氷上
で歩き出
した本児
を近くで
見守って
いたが、
転んで泣
き出した
ので、直
ぐに駆け
寄り、状
況を判断
するとと
もに主幹
保育教諭
を呼ぶ。
主幹保育
教諭と二
人で本児
をリンク
外に抱え
て出して
いるとこ
ろで、助
けに来て
くれたス
ケート場
の職員に
本児を抱
えてもら
い、後を
ついてい
く。
痛みの訴
え方が深
刻であっ
たため、
同行して
いる園長
に報告
し、指示
を仰ぐ。
保護者に
電話し、
けがの経
緯と状況
を報告
し、病院
に連れて
行く旨を
伝える。

3 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

2895

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

11
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2897

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

70 23 23 24 10 10
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

跳び箱に
個別でつ
いていた
が支えき
れなかっ
た

体操教室
にて安全
な跳び箱
の補助の
仕方につ
いて講習
を受ける

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

着地を失
敗した場
合のクッ
ションを
考える必
要がある

跳び箱が
高い時は
着地点を
ウレタン
マットに
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自信を
持ってで
きるよう
になった
跳び箱に
向かって
いた

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

個別で落
下防止の
補助につ
いていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体や他
の遊具な
どそれぞ
れの配置
で子ども
の様子を
みていた

補助の付
き方に工
夫が必要
であった

実技指導を
受け技能を
高める

2898

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

32 2 2
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上顎ＡＡ
Ｂ外傷性
歯の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

安全な遊
び方や用
具の運び
方を繰り
返し子ど
もたちに
伝えてい
く

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24 ―

砂場用の
玩具は、
外の倉庫
の子ども
の手の届
かない高
さの所に
設置して
あるが、
用具籠を
下ろした
後、子ど
もだけで
運搬しな
いように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

数人の子
どもたち
で分担し
て籠を運
んでいた
が、園児
は籠を受
け取った
ら二人で
ペアにな
り砂場へ
と向かっ
たため、
保育者の
目が離れ
た。

玩具を子
どもが運
ぶ時には
必ず保育
者の監視
が十分で
きる見守
りの中で
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

順番を
守って二
人組に
なって玩
具を運搬
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

残りの玩
具の入っ
た籠を下
ろしてお
り、対象
児を見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

三輪車で
遊ぶグ
ループを
監視して
いた。

―

砂場で使用
する玩具の
入った籠を
運搬する時
には、保育
士が運ぶ
か、保育士
と子どもと
が一緒に運
ぶことと
し、子ども
だけで運ば
ないように
する。

2899

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

30 3 3
16.４
歳

2.女
児

体操の時間
に遊戯室
で、運動会
に向けてカ
ラーマット
を使用して
側転の練習
をしてい
た。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

基本的な
運動を十
分にさせ
るととも
に、安全
な運動の
仕方を繰
り返し伝
えていく

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24 ―

カラー
マットを
使用して
体操をす
る時に
は、カ
ラーマッ
ト（セー
フティ
マット）
から出な
いよう
に、繰り
返し注意
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

複数の保
育士が指
導者する
時には、
連携の仕
方や指導
の立つ位
置などに
ついて十
分確認を
してから
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

順番を
守って運
動してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

側転をす
るグルー
プに順番
にさせて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他のグ
ループの
園児の体
操指導に
当たって
いた。

―

体操で出来
る技の精度
を上げる練
習や新しい
技に取り組
むときな
ど、考えら
れる危険性
について保
育者同士で
確認し合
う。

2900

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

16 3 3
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨尺
骨骨幹部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

事前の安
全指導を
徹底する
ととも
に、マラ
ソン指導
時の折り
返し位置
と職員の
立つ位置
を見直
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24 ―

廊下は
日々清掃
しており
マラソン
をするだ
けの十分
な長さと
幅もあ
る。コー
ス上には
障害物は
なく、床
板にも問
題はな
い。ハー
ド面での
改善はで
きない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

左回りで
マラソン
を行う場
合は、折
り返し地
点のコー
ン設置場
所を廊下
の幅の中
央からや
や右にず
らして、
折り返し
のコーン
を通過し
た後の走
路コース
のふくら
みに対処
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動が大
好きで、
入園でき
たことを
大変喜ん
でいた。
入園初日
で初めて
のマラソ
ンに大変
張り切っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

折り返し
のコーン
の横付近
で、全て
の園児の
走る様子
を観察し
ながら、
励ましの
声掛けを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の指導位
置で、そ
こを通過
する園児
の様子を
観察しな
がら声掛
けを行っ
ていた。

―

保育士の立
つ位置を
コーン正面
または折り
返した時に
園児がコー
スから膨ら
んで曲がる
ため、その
ふくらみが
おさまる位
置にする
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2903

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

62 20 18 24 6 6
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

配置場所
に責任を
持ち、子
どもの動
きを把握
する。持
ち場を離
れる時
は、他の
職員に
しっかり
声をかけ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

260 ―

園庭安全
点検や遊
具点検は
定期的に
行ってい
るが発生
時に再度
遊具点検
を実施し
た。又、
全職員へ
も事故発
生につい
て周知し
再発防止
に努め
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

担当年齢
ではない
子どもた
ちを見る
場合、遊
びの様子
や危険を
把握でき
るよう職
員間で情
報を共有
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭を担
当する職
員が、今
回のよう
な危険が
起こりう
ることに
ついて予
測できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

遊具の誤っ
た使い方で
事故が発生
したことを
周知し、危
険を察知す
る目を持
つ。

12
1.定期的
に実施

24

プレイ
ルーム内
を広く使
えるよう
にと、遊
具の設置
をプレイ
ルーム端
に設置し
ていた
が、土曜
保育とい
うことで
いつもの
生活場所
とは違っ
たこと、
また、プ
レイルー
ムという
広い空間
が心理的
にも走り
回りたく
なる気持
ちを誘発
してい
た。

対象児の
性格等か
ら、走り
回ること
も予想さ
れたと思
われ、プ
レイルー
ムに移動
する前に
約束を交
わす等の
声掛け配
慮をすべ
きだっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

プレイ
ルームの
端に平均
台等の遊
具遊び
コーナー
を作って
色々な遊
びを楽し
めるよう
にしてい
たが、本
件の対象
児２名は
広い空間
へ行くこ
とから開
放感を大
きく感
じ、すぐ
に追いか
けっこの
遊びに
なった。

対象児の
性格等か
ら、走り
回ること
も予想さ
れたと思
われ、プ
レイルー
ムに移動
する前に
約束を交
わす等の
声掛け配
慮をすべ
きだっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段から
活発な行
動が見ら
れる対象
児であっ
た。プレ
イルーム
へ移動す
るまでの
保育室で
の様子も
普段と変
わらず活
発な様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

プレイ
ルームへ
の移動し
たあと、
開放的な
プレイ
ルーム内
では、対
象児を含
め、遊具
で遊んだ
り広い空
間を自然
と走り回
り追いか
けっこが
始まった
りしてい
た。職員
はこれを
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

プレイ
ルーム全
体を見渡
しなが
ら、設置
した遊具
で遊ぶ子
どものそ
ばで安全
を見守っ
ていた。

職員２名
が連携を
もって、
子どもの
心理と遊
びの状態
を把握
し、次に
起こるか
もしれな
い状況の
予想を行
わなかっ
た。

活動の場所
が変わるな
ど環境が変
化するとき
の子どもの
心理を常に
予想し、次
の子どもの
動きと遊び
の姿につい
て、その予
想と安全対
策を行なう
ようにす
る。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

口腔歯牙
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

２１名に
対し、職
員は２名
配置で
あった。

職員の配
置につい
ては十分
であると
考える。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

保育室は
広いス
ペース
で、走り
やすい環
境であっ
た。

フローリ
ングにお
もちゃを
残さない
ように
し、走ら
ないよう
な環境づ
くりをす
る。ま
た、移動
の際は走
らないよ
う声掛け
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

0歳児クラ
スへ移動
できる喜
びから、1
歳児クラ
スの保育
室を走り
だしてし
まい、お
もちゃで
足を滑ら
せる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
転んで、
その場で
泣き出し
たため、
名前を呼
び保育者
の方へ来
るよう声
をかける
がその場
から動こ
うとしな
い。その
ため子ど
もの近く
まで行
き、手で
対象児を
抱きかか
える。保
護者が事
故直後に
お迎えに
来たため
状況説明
をし、病
院へ行
く。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児が
走ってい
るのを見
かけたた
め、声掛
けをしよ
うとした
が間に合
わなかっ
た。

滑って転
んだた
め、足首
を捻って
泣いてい
ると思い
込んでし
まい、足
首のみの
視診触診
をして、
ふくらは
ぎは見な
かった。

左足首を怪
我したと思
い込み、左
足全体を見
れていな
かったた
め、足全体
を視診・触
診すべき
だった。

2902

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

21 5 6 10 2 2
15.３
歳

1.男
児

左脛骨骨
折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

3.未
実施

―

1.基
準以
上配
置

― ―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2901

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

6 1 2 3 5 4
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

189 / 255 



2904

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

13 1 1
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨患
部骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故防
止、事故
予測につ
いての見
直しを図
る。

就業規則
第４章第
２８条と
事故後の
対応マ
ニュアル
と一つに
して事故
防止のマ
ニュアル
を作成す
る。

1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

12

床に楽器
を置くの
ではな
く、机を
用意す
る。

楽器の正
しい扱い
方を子ど
もに確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動と活
動の合
間、準備
などの時
間でも子
どもの行
動に注意
する。

子どもの
突如とし
た行動を
よく把握
してお
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもは
楽器の練
習にあま
り興味を
示さない
が、この
日は喜ん
で楽器の
練習に向
かい、楽
器を準備
しようと
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児の
クラスに
いて、楽
器を準備
させてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

楽器を準
備するよ
うに声を
かけ全体
を見てい
たが、対
象児が骨
折するこ
とは予測
していな
かった。

慌てない
で行動す
るよう
に、全体
に指示を
出してい
なかっ
た。

子どもたち
が落ち着い
て行動でき
るよう常に
目を配り、
声をかけ
る。

2905

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

43 10 10 23 3 3
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右第五指
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

配置を満
たすとと
もに、職
員の配置
が対角線
になるよ
う常に意
識し、声
を掛け合
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

木製フ
ローリン
グで特に
問題はな
かった。

特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

試合途中
で他児が
投げた
ボールを
取り損
ね、小指
にぶつ
かった。

事前に体
操をし、
十分な予
防に努め
るととも
に、けが
発生時に
はすぐに
視診をす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年長組で
ドッジ
ボールの
試合をし
ており、
活発に動
いていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児から
の訴えも
あり、す
ぐ状況を
確認する
ことがで
きた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ホールに
てドッジ
ボールの
試合を
し、各配
置につい
ていた

ホール内
には規定
の職員が
おり、各
コーナー
について
おり人的
面に問題
はなかっ
た。

特になし。

2906

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

46 5 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨若
木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

・園外保
育前に下
見をして
いたが、
登山の場
所や仕方
を主に確
認し、昼
食後の共
通理解が
されてい
なかっ
た。

下見をし
た後、子
どもの活
動時間
（昼食後
の活動な
ども）に
沿った保
育教諭の
動きや立
ち位置な
どを職員
間で把握
しあい、
共通理解
してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園外保育
前に下見
をして環
境の安全
確認をし
ていた
が、不十
分であっ
たことを
反省す
る。
遊び場所
を東屋付
近でな
く、広場
で遊ぶこ
とで、子
どもの様
子を把握
しやすく
危険でな
かった。

東屋で遊
ばないこ
と、広場
で遊ぶこ
とを職員
間で、共
通理解し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園外保育
中で、環
境の変化
や開放感
により、
子どもた
ちは興奮
ぎみで
あったた
め、安全
な遊び方
の配慮に
欠けてい
た。

興奮ぎみ
の子ども
たちに落
ち着いて
遊んだり
行動した
りできる
よう、注
意事項を
具体的に
伝えてい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

昼食後の
片付けや
排泄も終
えた子ど
もの東屋
でかくれ
んぼ遊び
をしたい
という思
いに寄り
添い遊ば
せてし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育教諭
は、近く
で見守っ
ていた
が、つま
づき転倒
する子ど
への支え
が遅く
なった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くで見
守ってい
たが、つ
まづき転
倒する子
どもへの
支えが遅
くなっ
た。

職員は子
どもの排
泄（トイ
レ）場所
に2名、
昼食後の
片付け場
所に2名
付いたた
め、遊び
の見守り
に2名し
かつけな
かった。

排泄や昼食
の片付けを
終えたた後
に、遊ぶ時
間をつく
り、職員6名
が余裕を
もって遊び
の見守りが
できるよう
にしていく
ようにして
いく。

2907

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

48 5 4
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左下の歯
の打撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

ホール内
の環境の
安全確認
をしてい
たが、段
ボールハ
ウス内だ
けでなく
外側で遊
ぶ子ども
の動きを
把握でき
ず不十分
であっ
た。

子どもの
遊びに合
わせた保
育教諭の
動きや立
ち位置な
どを職員
間で把握
しあい、
共通理解
してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ホール内
の環境の
安全確認
をしてい
たが、不
十分で
あったこ
とを反省
する。
段ボール
ハウス内
だけでな
く外側で
遊ぶ子ど
もの動き
を把握す
ることで
危険を回
避でき
た。

段ボール
ハウスの
入り口付
近で遊ば
ないこと
やドアを
外し見通
しを良く
するこ
と。ま
た、靴を
脱いで中
に入るこ
とになっ
ているた
め靴の置
き場を考
えるなど
の対策が
必要と考
えられ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

段ボール
から出る
時に視界
が見えづ
らいた
め、出入
りの際の
注意喚起
に欠けて
いた。

段ボール
ハウスの
入り口付
近で遊ば
ないこと
や靴の置
き方など
を子ども
たちにく
り返し伝
えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

段ボール
ハウスを
何度も出
入りして
いた。出
入り口に
は他児が
いなかっ
たため、
危険では
ないと判
断してし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育教諭
は、近く
で見守っ
ていた
が、段
ボールハ
ウスの出
入り口付
近にいた
子どもへ
の配慮に
欠けてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同様に近
くで見
守ってい
たが、段
ボールハ
ウスから
勢いよく
出てきた
ため声を
かけるの
が遅く
なった。

保育教諭
４名、保
育補助２
名がお
り、子ど
もの遊び
に合わせ
て動いて
いた。段
ボールハ
ウスの近
くには保
育者がい
たが、出
入り口付
近で見守
り声をか
ける職員
もいれば
よかっ
た。

子どもの動
きに合わせ
て保育者間
で動きを確
認し声を掛
け合い、職
員全体で余
裕をもって
遊びの見守
りができる
ようにして
いく。
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遊ぶ前
に、子ど
も達と遊
ぶ範囲や
約束事を
確認して
いくこと
と、後か
ら園庭に
遊びに来
たクラス
を確認
し、他ク
ラスとし
て遊びを
どうする
か、子ど
もたちに
伝えるよ
うにして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であり、
特段気に
なるとこ
ろはな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外に出て
きて、子
どもたち
が園庭で
それぞれ
遊んでい
ること
は、確認
してい
た。た
だ、事故
の瞬間は
見ておら
ず、本児
が泣いた
ことで、
転んだこ
とに気付
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ボール遊
びを見つ
つも、園
庭で遊ん
でいる子
どもを確
認してい
た。当時
は、他ク
ラスが来
たことは
気付いて
いたが、
事故が起
きるとこ
ろは、他
の子ども
を見てい
たため、
実際の状
況は確認
できてい
なかっ
た。

本児が怪
我した瞬
間を園庭
にいた職
員が見て
いなかっ
たことか
ら、自分
のクラス
だけでは
なく、園
庭全体を
見る視野
がなかっ
た。

職員の役割
分担ができ
るよう、怪
我や危機管
理の話し合
いをする
際、様々な
シュミレー
ションを
し、視野を
広げる意識
を高めてい
く。

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

事故や怪
我が起こ
るかもし
れないと
いう危機
意識と環
境構成の
把握がで
きていな
かったこ
とが要
因。

様々に遊
ぶ子ども
の行動範
囲を把握
すること
と、遊び
のコー
ナー分け
を子ども
が見て分
かるよう
にしてい
く。

2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

3

安全点検
を通し
て、危険
箇所や死
角による
職員配置
の意識を
高めてい
くこと
を、個人
任せでは
なく園と
してその
時間(会議
など)を
設けてい
けばよ
かった。

安全点検
後、それ
をまとめ
てフィー
ドバック
できる機
会をつく
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育時間
の外遊び
では、園
庭の様子
(他クラス
の人数)を
みて判断
する。今
回は1クラ
スのみ遊
んでいた
ため、預
かり保育
のクラス
もでてき
た。先に
遊んでい
たクラス
は年長の
みだった
ため、
ボール遊
びをしそ
のまま他
クラスが
きても続
投してい
た。子ど
もたちが
増えたこ
とでの対
応ができ
ていな
かったこ
とが要
因。

ソフトブ
ロックを
長くつな
げ、その
上を歩く
子どもた
ちを見て
いた。ソ
フトブ
ロックの
上を歩き
終わった
男児が、
さきほど
まで遊ん
でいたソ
フトブ
ロックに
対象児が
またがっ
て遊んで
いたた
め、対象
児をおし
た。その
瞬間、手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

全体を見
届けでき
る位置を
考え、保
育者4人
が各所に
付いてい
たが、一
人一人を
常に注視
している
ことは難
しく、突
発的な行
動を防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

子どもの遊
びや一人一
人の性格の
特徴をおさ
えながら、
保育者間で
声を出し合
い、連携し
て見届けし
ていく。子
どもたちの
遊び方や様
子を把握
し、危険な
遊び方をし
ないように
遊びの約束
を知らせて
いく。

2909

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

27 2 25 3 3
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘　骨
折

事故防止
のための
園内研修
を行って
いく

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達が遊
んでいる
のを見て
楽しそう
だなと思
い、友達
が遊んで
いたソフ
トブロッ
クにまた
がってい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育者4人
がつく場
所を決め
ており、
担任は少
し離れた
場所で全
体をみわ
たせる場
所で子ど
もたちと
遊んでい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

4 3
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

3.未
実施

―

1.基
準以
上配
置

ヒヤリ
ハットや
事故報告
書などで
安全に対
する職員
の共通理
解を図っ
ていた
が、事例
をもとに
するなど
して具体
的にみん
なで考え
ていく必
要がある

2908

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

28
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2910

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

11 2 2
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左頸骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

―

1.基
準以
上配
置

教育・保
育施設等
における
事故防止
及び事故
発生時の
対応のた
めのガイ
ドライン
や園の安
全マニュ
アルは存
在するも
のの、読
み合わせ
などの積
極的活用
はされて
いなかっ
た。

職員間で
ガイドラ
インとマ
ニュアル
の読み合
わせが必
要。職員
ミーティ
ングにて
事故の周
知を行
う。

2.不定期
に実施

3
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

・スロー
プから正
門にかけ
ての園庭
（砂利）
は、斜傾
であり、
小さな起
伏がたく
さんあっ
た。
・戸外用
玩具（フ
ラフープ
等）で遊
ぶ際の場
所の確保
（環境設
定）や配
慮が必要
だった。

・園庭の
整地を実
施する。
芝生を張
り、ラ
バーマッ
トを敷
く。
・通路に
なるよう
な場所で
はなく、
十分な広
さを確保
できる環
境を整え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任が定
休で、主
任保育士
がクラス
を代行し
ていたた
め、個々
の園児の
特性把握
が十分で
なかった
可能性が
ある。

担任不在
時の伝達
や子ども
の対応に
ついての
留意点な
どを日常
的に伝え
合える環
境を整え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発な園
児であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2歳児クラ
ス代行の
主任保育
士は、昇
降口から2
歳児が園
庭に出る
ため誘導
を行って
おり、も
う一人の
担当職員
は他児の
靴を履か
せるなど
の補助を
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

2歳児クラ
スの園児
が園庭に
出る前か
ら、他ク
ラスが園
庭で遊ん
でいたた
め、それ
ぞれの担
任は自分
のクラス
を見てい
た中、発
見者の3歳
児担任
（保育士
Ａ）の目
の前で本
児が転倒
した。

外に出る
際の子ど
もへの声
掛けや誘
導の仕方
に配慮が
必要だっ
た。

園庭の整地
を実施す
る。状況把
握を行い、
子どもの動
きを予測し
た上で、事
前に子ども
へ声掛けを
する必要が
ある。

2911

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 4 9 6 3 3
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

右上A　慢
性化膿性
歯根膜炎

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

8
2.基
準配
置

保育室内
で保育を
行う者と
して配置
されてい
る職員以
外で作業
を行って
いる職員
が1名お
り、職員
数が多い
ことで安
心感が生
まれてい
た。

保育室内
に園児が
いる間、
作業は行
わず職員
は園児の
動きを見
ることに
徹底す
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

0

机や椅子
の位置や
間隔が不
ぞろいに
なってい
た。

机や椅子
の位置や
間隔が不
ぞろいに
なってい
たら正す
ように
し、使用
しない際
は端に除
けるよう
改善し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

バスの乗
車時間が
迫ってい
たため、
急いでお
もちゃの
片付けを
行ってい
た

バスの乗
車時間に
余裕を持
たせ、お
もちゃの
片付けを
行うよう
改善した

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
普段と変
わらない
様子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の作業
を行って
対象児の
動きを見
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故の瞬
間は他の
園児の動
きを見て
いたた
め、対象
児の動き
を見てい
なかった

事故の日
は行事が
近く、保
育とは別
の作業が
気になっ
てしまっ
ていた可
能性があ
る

保育室内に
いる職員は
どのような
場合も保育
以外の作業
は行わない
よう改善

2912

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 5 4 6 3 3
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左母指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

基準以上
に配置し
ていた
が、こど
もの活動
に対して
全体的な
声掛けが
不十分
だった可
能性があ
る。

あまり想
定のされ
ない事例
に関して
も、今般
の事例を
参考にし
て研修を
通して安
全管理に
ついて再
度学び、
職員の危
機管理意
識を高め
ることが
必要であ
ると考え
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
特に問題
はないと
考える。

今回は施
設、設備
の破損等
による事
故が原因
ではない
ため、改
善策を講
ずる必要
はないと
考える
が、安全
点検につ
いては今
後も継続
して実施
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・こども
がゆっく
りと休め
る場所等
の確保が
不十分で
あった可
能性があ
る
・立ち上
がる際の
手の置き
方に無理
があった
と思われ
る。

・こども
がゆっく
りと休め
るスペー
スや椅子
の設置等
・立ち上
がる際の
姿勢等、
無理な手
につき方
等は身体
を痛める
可能性が
あること
を園児に
伝える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児の
様子はい
つもと変
わりな
かったが
立ち上が
る際の、
手のかけ
方に無理
があった
と思われ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児の
担任職員
は少し離
れたとこ
ろで時々
全体を見
渡してい
た。立ち
上がる場
面は見て
いない。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児の
担任職員
は少し離
れたとこ
ろで時々
全体を見
渡してい
た。立ち
上がる場
面は見て
いない。

当該園児
に対して
職員が
ロッカー
にもたれ
かからず
他の場所
で休む様
にと具体
的に指導
を行わな
かった。

園児が休息
をとる場合
には、適切
な場を知ら
せるなどの
声掛け等の
指導をする
こと。職員
は自分の周
囲の園児と
の関わりだ
けではな
く、全体を
見渡して常
に安全に目
を配り、園
児に対して
具体的な声
がけをする
こと。

2913

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

22 7 6 9 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左肘骨折
(左尺骨骨
折、左橈
骨頭頸部
骨折)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

子どもの
服装につ
いてマ
ニュアル
に記載さ
れていな
かった

事故予防
マニュア
ルの見直
しを行
い、子ど
もの服装
で事故に
繋がるこ
とを職員
が共有す
る

3.未実施 ―
2.不定期
に実施

随時
2.不定期
に実施

随時

今回の事
故は施設
設備とは
関係ない
が、安全
点検を定
期的に
行ってい
ない

今後、施
設の設備
等で怪我
や事故に
繋がらな
いよう
に、施設
の安全点
検を実施
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

裾が長い
ズボンを
穿いてい
た為、
ボールを
拾う時に
裾を踏ん
で転倒し
た。

裾が長い
ズボンを
穿いてい
る等、服
装で怪我
や転倒す
る原因を
作らない
ように体
格に合っ
た服装を
保護者に
お願いす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

転がし
ドッジ
ボール中
にボール
を拾おう
とした時
に、ズボ
ンの長さ
が踵が隠
れるぐら
いだった
為、ズボ
ンにつま
ずき転
ぶ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士は
ドッジ
ボールの
審判にな
り、子ど
もたちを
見てい
た。近距
離では
あった
が、至近
距離では
ないの
で、転ぶ
瞬間は手
を差し伸
べるなど
の事は出
来なかっ
た。

―

子どもの
ズボンの
裾が、踵
が隠れる
ほど長
く、裾を
踏んで転
倒した

子どもが激
しく動くこ
とが予想さ
れる活動で
は、引っか
かる可能性
がある服(裾
の長いズボ
ン、フー
ド、紐等)は
着替えさせ
たり、避け
るようにす
る。
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2914

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

24 4 9 11 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕打
撲傷、右
肘関節打
撲傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

園庭で遊
ぶ際に
は、保育
教諭の立
ち位置に
留意す
る。

1.定期的
に実施

60
1.定期的
に実施

60
1.定期的
に実施

毎日 ―

・事前に
園庭を見
回り、危
険が予想
される場
合は取り
外す。
・前年度
からぶら
下がって
いたロー
プは何の
ために必
要であっ
たのか再
確認す
る。危険
を予想さ
れる場合
は今まで
何もなく
ても直ぐ
に取り外
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

棚には登
らない事
を常に伝
えると同
時に、そ
の場に職
員が立つ
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

階段下に
ぶら下
がってい
るロープ
につかま
ろうと
し、遊具
棚に足を
かけバラ
ンスを崩
して落下
してし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れたと
ころから
様子を見
ていたが
声を掛け
るなどで
とどまっ
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れた場
所で他の
子ども達
の対応を
していた
ため見て
いなかっ
た。

―

子ども一人
一人に対す
る発達の把
握と遊びに
対する安全
について検
討する。

2915

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

45 3 3
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右下腿骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2～5

1.基
準以
上配
置

―

教育・保
育施設等
における
事故防止
及び事故
発生時の
対応のた
めのガイ
ドライ
ン・園児
を事故・
災害から
守る安全
対策の手
引き等を
使用した
研修を引
き続き継
続しより
内容の定
着をして
いく。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

264
1.定期的
に実施

12 ―

より慎重
な備品の
使用をす
る。体操
指導・環
境設定の
園内研修
を実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

見守りも
しくは指
導をする
状況で教
育･保育を
継続す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者か
ら気にな
る様子の
連絡もな
く、担任
もいつも
どおりの
状況と確
認してい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

本児と担
任の1対1
での体操
指導で、
手を出せ
ばすぐに
フォロー
できる距
離で側に
ついてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じフロ
アで、本
児以外の
44名を2名
の保育教
諭で体操
指導をし
ていた。

―

担任の指導
力不足が原
因として挙
げられる
為、体操指
導・環境設
定の園内研
修を実施す
る。

2916

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

43 22 21 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

BAAB不完
全脱臼
（下前
歯）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

園児の動
きを予測
した声掛
けが必要
だった。

職員の立
ち位置を
慎重に考
え、常に
園児の動
きを予測
した声掛
けをして
いく。
危機管理
について
職員全員
で周知し
ていく。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
2.不定期
に実施

4

木製遊具
が雨や腐
食でヌル
つき等で
滑りやす
くなかっ
たか、子
どもに
とっての
安全を慎
重に確認
すべき
だった。

遊具の定
期的な安
全点検の
みなら
ず、毎
回、使用
する前に
職員が目
で見て、
手で触っ
て安全確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

木製遊具
は上に登
ると高さ
もあって
開放感が
あり、よ
り活発的
になる事
が考えら
れ、手元
に対する
危険度を
声掛けて
指導すべ
きだっ
た。

園児の行
動を予測
しなが
ら、声掛
けや手を
貸す等、
緊張感を
持って保
育する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

性格的に
も明る
く、友達
との交流
も上手に
出来てい
るが、外
での遊び
に開放的
になっ
て、自身
の危機感
も予測で
きなかっ
た可能性
がある。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

木製遊具
は高さが
ある為、
保育士は
常に落下
の危険な
どに注意
して配置
していた
が、マン
ツーマン
でなかっ
た事で、
事故を防
げなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
もう1人配
置してい
たが、別
の園児と
交流して
いて、直
視してい
なかっ
た。

職員の立
ち位置を
慎重に考
えるべき
だった。

広い園庭で
の活動は子
どもも散ら
ばり、目が
行き届かな
い事がない
ように、そ
の時々で職
員の配置人
数を増やし
たり、子ど
もに約束事
を話す等対
応が必要
だった。

2917

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

44 4 8 7 7 4 8 6 9 9
18.６
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆状骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

対象児は
その日に
より座っ
て遊ぶ時
間が長い
時もあり
すぐに異
変に
気付いて
あげられ
なかった

この園児
はこんな
子という
思い込み
を無くし
て対応す
る

1.定期的
に実施

月１回
1.定期的
に実施

使用前必
ず点検

1.定期的
に実施

使用前必
ず点検

朝は異年
齢の子と
交流を
持ってい
るので、
動きの違
いにより
一層
気を付け
る

静と動の
あそび場
の安全を
確保する

7.その
他

自己での
回避、遊
び慣れた
場所にも
事故が起
こること
を理解す
る

危険な遊
びの理由
等もわか
るよう今
後も伝え
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

毎日朝が
早く、そ
の日によ
り元気の
ない日も
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

転倒して
座り込ん
でいた対
象児に今
日は元気
のない日
なんだと
いう目で
見てし
まってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

転倒して
座り込ん
でいた対
象児に今
日は元気
のない日
なんだと
いう目で
見てし
まってい
た

対象児が
年長児と
いうこと
もあり、
怪我等は
伝えられ
るだろう
と思って
いた

どんな園児
であっても
座り込んで
いる時には
声をかけて
いく
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2918

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

44 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨外
側顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2～5
2.基
準配
置

―

ヒヤリ
ハットの
活用･環境
設定の園
内研修を
実施す
る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

264
1.定期的
に実施

12 ―

ヒヤリ
ハットの
活用･環境
設定の園
内研修を
実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

サッカー
をしてい
た園児の
活動量･勢
いに対し
てスペー
スの広さ
が十分と
はいえな
かった。

遊びの内
容や設定
の精査、
ヒヤリ
ハット
マップの
更新をす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

保護者か
ら気にな
る様子の
連絡もな
く、担任
もいつも
どおりの
状況と確
認してい
たが、
サッカー
を始めて
活発･活動
的になっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭で自
由遊びと
いう設定
をし、5つ
の遊びが
できるよ
うにして
いた。大
型遊具で
遊ぶ園児
の側にお
り、サッ
カーをし
ている園
児も視界
に入る場
所にいた
が怪我の
直前直後
は本児を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で、
他3つの遊
びに付く
設定で
あった
為、本児
の活動を
見ていな
かった。

子どもの
運動量と
環境に合
わない活
動の誤設
定をし
た。

ヒヤリハッ
トの活用･環
境設定の園
内研修を実
施する。

2919

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

63 17 34 12 8 6
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

若木骨折
（左前
腕）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

腫れが見
られなく
ても、痛
みが続く
ようであ
れば若木
骨折を疑
う対応を
取る

1.定期的
に実施

290
1.定期的
に実施

290
1.定期的
に実施

290 ―

雨天後
や、霜で
滑りやす
い時は使
用を控え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

職員や子
どもの人
数に応
じ、園庭
内の遊ぶ
場所や玩
具を制限
し全体を
把握する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常と変
わった様
子は見ら
れず、活
動は意欲
的に参加
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を把
握するた
め、山と
は離れた
場所で保
育を行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1歳児の担
任は1歳児
の対応、
他の職員
も他児の
対応をし
ていた。

―

山を下りる
時に最初は
手を取り一
緒にその方
法を行う。
身を守る転
び方を日頃
の保育、遊
びの中で子
ども達にも
指導を行
う。

2920

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

22 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

軽度骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

・跳び箱
指導時
の、保育
者の危機
管理意識

・跳び箱
指導にお
ける危険
防止の研
修と実践

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・運動場
全体で、
子どもが
遊んでい
た。

・跳び箱
等、危険
な運動遊
びの際
は、保育
士が十分
指導でき
るような
環境を整
えて行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・運動が
好きであ
る

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・跳び箱
を中心
に、全員
の遊びを
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・支援対
象の他児
への対応
をしてい
た

・危険性
の高い運
動遊びに
おいての
細かい指
導・注意
が行き届
いていな
かった。

・跳び箱の
正しい跳び
方や、行う
前の準備体
操など、け
がをせずに
楽しめるよ
うな指導方
法を、研
修・実践す
る。

2921

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

18 1 1
17.５
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足薬
指、中指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

―

会議にて
内容の確
認、共通
理解を図
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎週 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

声掛け・
見守りが
十分でな
かったた
め。並ぶ
所にテー
プを貼っ
ている
が、テー
プの位置
が前過ぎ
た。

全体で話
をし意識
付けをす
る。テー
プの位置
をずらし
安全に並
べるよう
にした。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

トイレと
室内を見
ていた
が、室内
にいる他
児に対応
し、見て
いなかっ
た。

―

声掛けが
十分でな
かったた
め。

クラスや全
体でトイレ
で待つ時の
安全な並び
方について
話をし、ま
た、見守り
を怠らな
い。
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2923

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児ク
ラス

17 4 4
13.１
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

―

保育教諭
間の連携
等を再確
認し事故
防止対策
を再検討
した。

1.定期的
に実施

250
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 ―

なし。事
故の発生
した遊具
に設備上
の問題は
なかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

戸外遊び
で保育教
諭が児童
に対して
の見守り
方、遊ば
せ方につ
いて再度
見直しを
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

数日前は
体調不良
であった
が、当日
は変わり
なく元気
に過ごし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他の子ど
もを含
め、けが
をした対
象児の様
子も見て
いたが、
他の近く
にいた子
どもへ対
応を行っ
ていた時
に対象児
の転落が
起きてし
まい援助
が間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の子供
の対応を
していた
為、援助
が間に合
わなかっ
た。

―

保育教諭の
戸外での位
置を再度確
認し、子ど
もへの死角
がない様に
体制を検討
した。
以前から固
定遊具には
必ず２名の
保育者がつ
くようにし
ていたが、
遊具に登っ
た子どもを
見届けた者
が、子ども
が遊具から
降りきるま
で責任を
もって見守
るようにす
ることとし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒遊び
の補助を
していた
ため､見て
いなかっ
た

― ―― ―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・鉄棒と
跳び箱の
そばに１
人ずつ保
育者がつ
いて遊ん
でいたも
のの、朝
の受入時
で人の動
きが多い
時間帯の
遊び方と
しては適
切ではな
かった。
・3,4,5歳
児が同じ
跳び箱で
跳んでい
たため、
年長児に
は少し高
さが低
かったこ
とが要因
として考
えられ
る。

・遊びに
見合った
職員数を
配置でき
ない場
合、鉄棒
と跳び箱
のいずれ
か一方に
するか別
の遊びに
変更す
る。
・異年齢
で遊ぶ際
は、年齢
発達に
合った遊
びである
かを考
え、跳び
箱は高さ
を選んで
跳ぶこと
ができる
ようにす
るか年齢
ごとの活
動時に行
うように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園後、
いつも通
りのよう
運動遊び
コーナー
で遊んで
いた。跳
び箱は２
回目に跳
んだとき
に負傷。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

3歳児や4
歳児には
補助が必
要な子が
いるため
跳び箱の
そばにつ
いてい
た。本児
は1回目特
に変な体
勢には
なってい
なかった
ため、見
守ってい
たが、飛
び降りる
際にバラ
ンスを崩
し、手を
さしのべ
ようとし
たが、間
に合わな
かった。

2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

1.定期的
に実施

12

遊具の配
置が園児
の動きを
予測した
配置と
なってい
たか検討
する。今
回のけが
は、遊具
が死角と
なり互い
にぶつ
かってし
まった。

遊具の配
置を検討
し、園児
自身も全
体の動き
が見えや
すくなる
よう角度
を変え様
子を見て
みる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

２人の担
任がそろ
い、より
目が配り
やすい状
況になっ
てから広
い場所で
の活動を
行うよう
に配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

他の職員
が協力で
きる状況
（時間
帯）では
なかった
ことも要
因として
考えられ
る。

他の職員の
協力のも
と、全体で
サポートで
きる体制を
検討する。

2924

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

38 11 11 16

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕上腕
骨顆上骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

朝の時間
帯である
ことか
ら、園児
の動きが
まだしっ
かりして
いない時
間帯で
あったこ
とが考え
られる。
また、２
人担任体
制であっ
たが、も
う一人の
担任がま
だ出勤し
ていない
時間帯で
あったた
め、目が
行き届き
にくい状
況であっ
たことも
考えられ
る。

外の活動
時間を静
の時間
後、動の
活動を入
れていく
ことによ
り、体の
動きに俊
敏さが出
てくると
考えられ
る。ま
た、３歳
児である
ことを考
慮し、担
任が２人
体制に
なってか
ら活動範
囲を広げ
ていき、
より目が
届くよう
に配慮し
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

122922

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

17 26 19
15.３
歳

2.女
児

日中は暑く
なり園庭で
遊ぶことが
出来にくい
時期となっ
てきたこと
もあり気温
が上がり始
める前に外
遊びをして
いた。担任
の一人が園
庭の園児の
姿全体が見
える場所
（テラス付
近）にて見
守ってい
た。
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2925

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

57 13 16 28 10 10
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

基準配置
だった
が、年齢
によって
遊ぶ場所
をわけて
いなかっ
た。

年齢別に
遊ぶ場所
を分ける
事が必
要。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

普段から
滑り終え
たら、す
ぐよける
事・移動
する事と
声をかけ
ていた
が、本児
が瞬時に
よける事
が出来な
かった。

子どもは
瞬時によ
ける事は
出来ない
為、遊ぶ
方の確認
又は場所
を区分け
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育部と
教育部
が、同じ
場所で遊
んでいた
為。

保育部と
教育部が
遊ぶ場所
を分ける
事が必
要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気よく
遊んでお
り、雪遊
びを楽し
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雪山の下
に職員が
いたが、
上から
滑ってく
る５歳児
との衝突
を防ぐ事
が出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他に職員
はいた
が、手の
届く場所
にいな
かった。

衝突する
かもしれ
ないと想
定してい
なかった
為に起
こってし
まった。

基準配置で
も年齢によ
り体の大き
さや遊び方
が違うた
め、雪山で
遊べる場所
を分ける事
が必要。

2926

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

18 5 5
13.１
歳

2.女
児

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

子どもが
怪我をし
た際は、
些細な事
でもその
後も意識
にとどめ
ておき、
変わった
様子が見
られるよ
うであれ
ば、早め
に医療機
関に受診
するとい
う意識を
持つ事が
必要であ
る。

園児が怪
我をした
際には報
告すると
ともに、
怪我の度
合いと子
どもの様
子によっ
て早めに
受診する
よう職員
で共通理
解を図
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

各保育室
内の机と
椅子の高
さは年齢
（体格）
に合わせ
た物で作
成してい
るが、時
期や月齢
によって
はサイズ
が合わな
い場合が
ある。

園児の体
格や発達
を見なが
ら、合わ
ない場合
はサイズ
が合う物
を用意す
る。

6.食事
(おや
つ)中

食事の場
面では、
園児が集
中して食
事できる
ように、
日課の流
れや育児
の手順等
について
意思統一
を図り、
クラス職
員はコ
ミュニ
ケーショ
ンを図り
ながら保
育してい
く必要が
ある。

クラスで
の日課、
育児の手
順につい
ては職員
会議、園
内研修等
を通して
意思統一
を図る。
クラス担
任は日頃
よりコ
ミュニ
ケーショ
ンを図り
ながら保
育をし、
課題や反
省につい
てはその
都度改善
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は10
時45分頃
から給食
を食べ始
め、通常
通り食べ
進めてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

同じ食事
テーブル
には他に1
名の園児
がおり、
担当保育
教諭1名が
ついて、2
名の園児
の食事の
援助を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当制を
行ってい
るため、
食事中は
担当保育
教諭が援
助を行っ
ており、
他の保育
教諭は本
児に関
わってい
なかっ
た。

食事の際
には食事
の援助の
みなら
ず、子ど
もの座り
方にも注
視する必
要があ
る。

食事の際に
は食事の援
助のみなら
ず、子ども
の姿勢も見
ながら、危
ないような
ら近くに座
る等の対応
を行う。

2927

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 10 10 10 2 10 10
14.２
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足薬指
第二関節
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

事故防止
研修会の
見直し

どこでも
事故が起
こるとい
う危機管
理意識を
持つ

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

・砂遊び
中で、い
つもより
コンク
リートが
砂で滑り
やすく
なってい
た。
・コンク
リート面
に砂が溜
まると滑
りやすい
ことが判
明した。

コンク
リートに
人工芝を
設置する
と共に、
飛び出し
た砂はす
ぐに集め
て戻す。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園内環境
の再点検
が必要

中庭だけ
で園の基
準は満た
している
が、十分
遊ぶため
により空
間が必要
と考え、
２・３歳
児に南園
庭も開放
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

砂遊びに
加わろう
として、
お皿を
持って
走ってい
たと思わ
れる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　お皿を
持って走
ると危な
いと伝え
ようとし
た矢先、
コンク
リートで
足を滑ら
せ転倒し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

山で遊ぶ
子、遊具
で遊ぶ
子、カー
トを乗る
子をそれ
ぞれ見
守ってい
た。

室内の片
付けをし
ている職
員もい
て、低年
齢児を他
の職員も
気にかけ
ていなけ
ればなら
なかっ
た。その
ため砂を
片付ける
より、見
守りを優
先した。

見守りの位
置や場所
を、より明
確に職員間
の声掛けを
していく。

2928

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

4 4 4
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨尺
骨骨幹部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

―

1.基
準以
上配
置

事故予防
に対する
職員間の
連携のあ
り方。

事故予防
マニュア
ルを作成
し職員で
確認し合
う。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

6
2.不定期
に実施

12 ―

今後も引
き続き実
施してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

自由遊び
の時間も
子どもの
動きに注
意してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭に居
たが他児
と遊んで
いて、側
に居な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と遊
んでい
て、側に
居なかっ
た。

鉄棒のあ
たりに、
他の職員
も居な
かった。

鉄棒のあた
りに、子ど
もが遊んで
いたら側に
つく。

2929

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 6.午睡中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

137 69 35 33 5 5
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折・外傷
性歯の脱
臼

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

事故状況
時の情報
共有を
し、職員
全体に注
意を促
す。
戸外遊び
時の配慮
事項の見
直しを図
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2 ―

特にな
し。
今回は施
設や設備
のハード
面の不備
が原因で
発生した
とは考え
にくい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

特になし
。日々見
られる又
は想定で
きる戸外
遊びの風
景であ
り、教
育・保育
が原因で
発生した
とは考え
にくい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外遊び
中、友達
と追いか
けっこを
して遊ん
でいた。
大型遊具
の後ろに
向かって
走って
行った際
に、職員
と衝突し
てしまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児と鬼
ごっこを
していた
際に、大
型遊具の
死角から
出て来た
本児に気
付かず、
衝突して
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の遊
びを見守
り、対応
してい
た。

見通しの
悪い場所
での、保
育者と子
ども達の
鬼ごっ
こ。保育
者も子ど
もも真剣
に遊んで
いた
為、、走
る速さの
調整が難
しかっ
た。

保育者は常
に周りに気
を配り、子
ども達と関
わる。鬼
ごっこ等の
運動遊びは
見通しの良
い場所で行
うように再
度心掛け子
どもたちに
も再度指導
をする。
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2932

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

23 1 1
18.６
歳

1.男
児

・髄膜炎の
既往歴有。
フェノバー
ル服用中。
普段より歩
行やや不安
定な時あ
り。
・廊下を掃
除中。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折 1.頭部

右側頭骨
骨折、気
脳症、左
前頭葉血
腫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

―

保育教諭
の観察下
の範囲で
掃除を行
うよう指
導する
（廊下は
保育教諭
が実施）

1.定期的
に実施

124
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

3

廊下の素
材が、水
に濡れる
と滑りや
すい

廊下の掃
除は園児
が帰宅後
に保育教
諭が実施
し、濡れ
た場合は
迅速に拭
きとる等
の対応を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

昼食後の
掃除の時
間中であ
り、子ど
もたちが
落ち着い
ていな
かった。

昼食後、
一度落ち
着かせる
時間を設
け、その
後に保育
教諭の観
察可能な
範囲で掃
除を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室、
デッキに
にいたた
め、廊下
の状況を
観察して
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

掃除の時
間は担任
が園児を
観察して
おり、他
の職員は
各々のク
ラスを担
当してい
る

個々の園
児の特性
をふまえ
たリスク
を配慮
し、必要
に応じ人
員を配置
する

業務を整理
し、園児と
の掃除中は
園児の状況
を観察でき
るよう調整
する

12
1.定期的
に実施

12 ―

背面から
転落した
こと事が
要因と考
えられる

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

遊具の使
い方・約
束事など
を、職員
間で話し
合い・確
認をす
る。また
子どもた
ちにも
しっかり
伝えてい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で友
だちと
走った
り、遊具
などで遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2名の保育
教諭と離
れた場所
で子ども
の遊びを
見守って
いた。事
故を目撃
した保育
教諭につ
いては、
遊具付近
で子ども
の遊びを
見守って
いた。転
落した瞬
間を見て
いた為す
ぐに対応
し、本児
の負傷し
た部分を
確認し
た。その
他の職員
を呼び、
負傷した
子どもを
落ち着い
た場所に
移動させ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で遊
んでいた
その他の
子どもの
安全を引
き続き見
守った。

―

予測しない
行動・事故
に備えて、
職員間で対
応について
共有する。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

事故の内
容につい
て、職員
間で共有
する。ま
た緊急時
の対応に
ついても
確認す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

保護者に
靴のサイ
ズが合っ
ていない
事を伝え
られな
かった。
靴のかか
と部分を
つぶして
履いてい
る事が多
く、促さ
れても改
善されな
い。足を
引きずる
ような歩
き方の要
因であ
る。
園庭に出
る前に身
体をほぐ
すような
運動を取
り入れて
いなかっ
た。

靴のサイ
ズを適宜
確認し
て、子ど
もに合っ
た物を用
意できる
ように保
護者に連
絡をす
る。靴の
かかとを
つぶさな
いように
促しなが
ら見守
る。園庭
に出る前
に身体を
ほぐすよ
うな運動
を取り入
れてい
く。同時
に遊びの
中に足を
上げるよ
うな動き
を取り入
れてい
く。保育
の中で子
ども達と
一緒に怪
我をしな
いために
はどうし
たら良い
か考えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内で活
動に集中
して最後
まで室内
に残り、
活動をし
ていた。
活動が終
わった
為、園庭
に出る準
備をして
中庭の
ウッド
デッキ上
を走って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭に出
ている子
ども達の
動きを見
守りなが
ら、中庭
を移動し
てくる子
どもの動
きも見て
いた。
室内に
残ってい
る子ども
達を見な
がら、片
付けをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に
は、27名
の児童が
おり、保
育者2名で
保育をし
ていた。
クラスに
は活動中
の児童2名
を保育者1
名で見て
いた。

本児の性
格を考え
ると、他
児を追い
かけるよ
うに走る
事で踏み
外す事が
想定され
る。

踏み外す事
を想定して
日頃から歩
くように促
していく。
職員全員で
事故の検証
をし改善点
を周知して
いく。

2931

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

41 15 12 14 4 4
17.５
歳

1.男
児

左足足首
靭帯損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

普段から
靴のサイ
ズが大き
い物を履
いている
ことが多
く、足を
上げずに
歩いてい
る。デッ
キを走る
事で踏み
外す可能
性を考え
る。

靴のサイ
ズを適宜
確認し
て、子ど
もに合っ
た物を用
意できる
ように保
護者と連
絡をと
る。
担任以外
でも靴の
サイズが
あってい
ない場合
は保護者
に連絡す
る。
石など落
ちていな
いか安全
点検をし
ながら掃
除等行っ
ていく。

2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

12

クラスか
ら移動す
る際に
デッキを
通るが、
走りたく
なるよう
な園庭へ
の道であ
る。

デッキの
破損等が
ないよう
に点検を
する。
走りたく
なるよう
な環境で
あること
を想定し
て、事前
に体をほ
ぐすよう
な運動を
取り入れ
る。（外
気との気
温差があ
る時には
特に）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2930

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 6.午睡中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

29 5 8 7 9 3 3
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)
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2933

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

43 2 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

マニュア
ルの確
認・職員
同士の連
絡、報告
の徹底

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

2人乗りし
やすいタ
イヤブラ
ンコ

タイヤブ
ランコを
廃止した

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもた
ち全体の
状況を確
認するよ
うにする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

高いとこ
ろから飛
び降りる
ことを好
んでいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

高いとこ
ろから飛
び降りる
ことを最
近よくし
ていた傾
向がある

個々の子ど
もたちの興
味関心が今
どこにある
のかを知る

2934

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

16 2 2
16.４
歳

1.男
児

療育機関を
利用。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折 1.頭部
急性硬膜
外血腫

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

―

教育・保
育等にお
ける事故
防止及び
事故発生
時の対応
のための
ガイドラ
インを全
職員で再
度確認
し、必要
に応じて
危機管理
マニュア
ルを見直
しする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3 ―

ヒヤリ・
ハットで
事故発生
分布図を
確認し、
全職員で
情報を共
有すると
ともに、
危機管理
意識を高
めてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

降園前の
準備中で
あり、慌
しい時間
帯であっ
たため、
周囲の状
況把握、
子どもた
ちの行動
に対して
配慮に欠
けてい
た。

保育の状
況、時間
帯により
配慮すべ
き点も異
なってく
る。状況
に応じ
て、どの
ような注
意が必要
だった
か、もう
一度話し
合い確認
するよう
にしてい
きたい。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

対象児
は、他児
が、降園
の準備を
している
間、室内
をウロウ
ロしてい
た。日頃
から保護
者や保育
者の飛び
ついてく
ることは
あるが、
他児の保
護者に飛
びついた
ことは、
初めて
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員
の後方か
ら出てき
て、他児
の保護者
に対象児
が飛びつ
くのが見
えた。抱
きかかえ
てもらえ
ず落ちて
しまった
のは、一
瞬のこと
で、手を
出し助け
ることが
できな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
は、他児
の着替え
や降園準
備に携
わってい
た。対象
児は、担
当職員が
迎えの対
応に出た
のが見え
てすぐ
に、後を
追いかけ
たため、
至近で対
応するこ
とができ
なかっ
た。

保護者に
対応して
いる職員
につい
て、保育
室から出
てくる子
どもがい
ることを
想定し
て、周囲
に気を配
ることが
行き届い
ていな
かった。

常に、職員
同士で連携
をとりなが
ら、子ども
の動きを見
ていくよう
にする。ま
た、送迎時
の対応の際
には、戸を
必ず閉めて
出ることを
徹底するこ
とで、子ど
もたちが保
育室で安全
に過ごせる
ように配慮
する。

2935

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

6 2 1 3 3 3
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

発生事故
を職員間
で共有
し、園児
に対して
も注意喚
起をす
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3

新園舎と
なり職
員、園児
共に慣れ
ておらず
とまどい
があっ
た。

新入園児
に対する
遊具の扱
い方など
を配慮す
べきで
あった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕方５時
という時
間帯で園
児は疲れ
ており、
職員も３
人いたが
見落とし
があっ
た。

突然起こ
りうる怪
我である
からこ
そ、職員
間でどこ
で誰がど
うするか
を日々話
し合いく
り返す必
要があ
る。
・時間的
に帰りが
近い時は
ゆっくり
と部屋で
絵本や紙
芝居など
で落ち着
いた雰囲
気の中で
過ごすよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

とても元
気で明る
く動きま
わる子で
あり、す
ぐに友だ
ちもでき
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

この時間
帯はみん
な遊戯室
で遊んで
おり、片
付ける頃
であった
ので片付
け準備に
かかって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室は
２階にあ
り、他の
職員は下
の職員室
で仕事を
してい
た。

―

新園舎であ
るからこ
そ、古い園
舎の時には
考えられな
い程施設整
備をしっか
りしたつも
りだが、幼
い園児であ
る事を充分
配慮し共に
見守る必要
があった。

2936

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

18 3 3
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

鼻骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

発生事故
を職員間
で共有
し、園児
に周知す
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3

新園舎と
なり園庭
にでるス
ロープの
手すりが
ある。や
るべきで
はない所
で前まわ
りをして
しまっ
た。

事前に手
すりであ
ることを
説明し、
遊ぶもの
ではない
事の周知
を行な
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭に出
る嬉しさ
でつい鉄
棒をして
しまった
のではな
いかと思
う。

事前に手
すりであ
ることを
説明し、
遊ぶもの
ではない
事の周知
を行な
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気でよ
く色々な
ことを
知ってい
る子であ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

クラスの
全園児が
靴を履い
て外に出
るまでに
どうして
も時間が
かかって
しまう。
手伝った
りしなが
ら職員も
玄関で靴
を履く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラスの
先生以外
の先生は
各クラ
ス、職員
室などで
保育や事
務を行
なってい
た。

―

外に出る時
の職員の位
置、１番先
に出る人、
まん中くら
いに出る
人、最後に
出てついて
いく人、と
いうように
役割分担す
る必要があ
る。
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2938

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

52 10 16 26 7 7
16.４
歳

1.男
児

教育時間が
終わり、預
かり保育中
に異年齢（3
歳～5歳児）
が屋上で遊
んでいたと
きに起き
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右親指若
木骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢で
の活動中

異年齢で
の預かり
保育中は
発達段階
に応じた
体力や知
能の違い
を見極め
適切に関
われるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3歳児A児
は最近5歳
児のB児と
仲良しで2
人で遊ぶ
ことが多
かった。
この日も
屋上に行
くとすぐ
に2人で鬼
ごっこを
して遊ん
でいた。
追いかけ
られるこ
とが嬉し
くバラン
スを崩し
て転んで
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育者Cが
転んだ様
子を見て
いて、近
づくとB児
がA児に
謝ってい
た。A児は
右の手を
踏まれて
痛いと訴
えたの
で、保育
者B ,E,F
に伝え、
氷で冷や
しながら
付き添っ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育者Cか
ら伝えら
れた保育
者らがす
ぐに氷を
取りに行
き、A児の
患部にあ
てられる
ようにし
た。他の
保育者
は、他児
が遊んで
いる様子
を見なが
ら必要に
応じて声
かけを
行った。

当日は未
就園児集
まりがあ
り、園庭
で遊んで
いたた
め、この
日は屋上
の園庭で
遊ぶこと
となっ
た。屋上
での遊び
の約束を
してから
屋上に上
がった。

通常は園庭
（地上部
分）で遊ぶ
が、事前に
約束を確認
すると共
に、活動中
にも適宜声
かけを行い
安全に遊べ
るよう促
す。

2939

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

25 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手第一
指中手骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

―

不可抗力
の為、改
善策な
し。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
2.不定期
に実施

― ―

不可抗力
の為、改
善策な
し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

経験不
足、不注
意

移動時は
落ち着い
て行動す
るよう、
日頃から
声掛けを
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達のと
ころに遊
びなが
ら、早く
行きたい
という思
い。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

自由遊び
をしてい
る子ども
達全体を
みてお
り、対象
児が友達
に近づい
ていく姿
を見てい
たが、手
をひねる
とは考え
られず、
見守るの
みとなっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　他児の
対応で部
屋を出て
いた。

特になし
不可抗力の
為、改善策
なし。

近くにい
たが、ぶ
ら下がっ
ていると
ころは見
ていな
かった。
泣いたの
で気が付
いた。

未就園児
クラスの
親子も園
庭にいて
大人が多
い事で、
見失って
しまっ
た。

幼児クラス
を含め、園
庭で遊んで
いる子ども
が多い時
は、特に固
定遊具に気
を付け、必
ず大人の見
守りがある
ようにす
る。
遊びに入ら
ず安全を見
守る職員を
配置する。

職員会議
で何度も
話し合
い、①鉄
棒のぶら
下がりを
十分にし
てから、
雲梯に移
行する。
②月齢差
の大きい
クラスな
ので、全
員がしっ
かり鉄棒
にぶら下
がれるま
で雲梯は
使わな
い。2歳児
は雲梯を
使わな
い。③固
定遊具で
遊ぶ時は
必ず大人
が側にい
るように
する。
というこ
とを職員
全体で共
通認識す
る。

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6 ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

活発な園
児で運動
的に不安
定なとこ
ろがな
かったの
で、見守
りが足り
なかっ
た。

2歳児はぶ
ら下がる
力が十分
でないの
で雲梯は
やらな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

前週に母
親と雲梯
にぶら下
がって遊
んだの
で、出来
るつもり
になって
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

同じ園庭
の少し離
れた遊具
にいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3 3
14.２
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

２歳児は
担任が傍
にいなく
ては使え
ないこと
になって
いたが、
他の子に
紛れてし
まい担任
の見てい
ないとこ
ろで、園
児に雲梯
を使わせ
てしまっ
た。

2937

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

12
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2940

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

23 2 2
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

顔面挫傷
外傷性え
くぼ

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼のシル
エットを
見たこと
とクラス
の女子5名
ほどの驚
く声を聞
き動揺し
ていた。
動揺した
まま階段
を昇って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の後
方から階
段を昇っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

母による
と自宅で
も大きな
音などに
敏感で耳
をふさぐ
仕草をす
ることが
あり気に
なってい
るとのこ
と。

恐怖心の強
い園児に対
し、節分の
ように鬼の
ような恐れ
るものが登
場する行事
や大きな音
の予想され
る行事には
保育教諭と
一緒に見る
等、安心し
て集いに参
加できるよ
う配慮す
る。

2941

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

23 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

口腔歯牙
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

4歳児23名
に対し、
職員は2名
の配置で
あった。

職員の配
置につい
ては十分
であると
考える。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24

本児が最
後の片付
けをして
いる園児
であった
ことか
ら、本児
の片付け
が終了す
る前に、
本児の近
くから机
を置き始
めてし
まった。

本児がま
だ終わっ
ていない
状況から
事故を予
測し、本
児とは離
れた場所
から机を
置くべき
であっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児が最
後の片付
けをして
いる園児
であった
ことから
机を置き
始めてし
まった
が、声掛
けをしな
かったた
め、本児
は机が置
かれるこ
とに気付
けなかっ
た。

本児が机
が置かれ
ることを
意識して
行動でき
るよう
に、事前
にわかり
やすく声
掛けすべ
きであっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
行動が遅
く、色々
な活動に
おいて
ゆっくり
とマイ
ペースで
行動する
対象児で
ある。当
日も、食
後の活動
をいつも
通り取り
組んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任は、
片付けの
活動を終
えた園児
に対し、
次の活動
の声掛け
をした
り、個別
の援助を
していた
りしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

補佐の職
員が給食
の片付け
作業を担
当し、食
後の活動
に向けて
の準備
（テーブ
ルの設
置）を始
めてい
た。

職員２名
が連携を
もち、ク
ラス内の
子どもの
様子につ
いて声を
掛け合う
ことが出
来ていな
かった。

職員２名が
共にクラス
内の状況を
把握し、子
どもの次の
動きを予想
してお互い
に声を掛け
合うような
体制を構築
しておくべ
きであっ
た。

2943

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

39 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

0～1

1.基
準以
上配
置

苦手だっ
た鉄棒が
少しずつ
出来る様
になり自
信にもつ
ながって
きていた
が、まだ
恐怖心が
大きく身
のこなし
が十分で
なかった
為、落
下。身の
こなしが
不十分だ
と大きな
ケガにつ
ながるこ
ともある
と再認識
した。

経験のあ
る５歳児
だが鉄棒
を出す際
には、落
下の危険
性を考慮
し、付き
添い指導
する。

1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―

鉄棒に苦
手意識も
あり、ま
だ恐怖心
もとれて
いない状
況だっ
た。

全体の遊
びの様子
を見守り
ながら
も、鉄棒
を出す時
には落下
する危険
性がある
ことを考
え、マッ
トの質を
考える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒での
遊びは危
険性が高
いので、
個別対応
をする必
要があ
る。

全体の遊
びの様子
を見守り
ながら
も、鉄棒
などは落
下する危
険性があ
ることを
考え、近
くで補助
をする職
員も位置
を考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は鉄
棒が苦手
だったが
少しずつ
出来る様
になり、
自信が出
てきた。
しかし恐
怖心や身
のこなし
が十分で
なかった
ため、不
安定な形
での落下
になっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くで全
体をみて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

少し離れ
た場所で
ドッジ
ボールを
してい
た。

苦手意識
をもって
いた鉄棒
に対して
自信をつ
けてきた
がまだ身
のこなし
が不十分
だった。

鉄棒で遊ぶ
際には個人
差も意識す
る。

・広い視
野で見守
る工夫を
し、危険
を察知し
て、回避
できるよ
うもう一
度職員間
でも話し
合う。
・他のク
ラスの職
員とも話
をし、共
有し、こ
どもたち
がルール
を守って
楽しく遊
べるよう
な声掛け
を全ての
クラスで
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

寝不足、
体調不良
もなく、
機嫌よく
過ごせて
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職務を行
いなが
ら、注意
深く見
守ってい
たつもり
だったが
ブロック
を投げる
園児を確
認できな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

職務を行
いなが
ら、注意
深く見
守ってい
たつもり
だったが
ブロック
を投げる
園児を確
認できな
かった。

見守り方
の甘さ、
子どもた
ちへの指
導、伝達
の不足

一人一人の
動きに目を
配り、また
危険を事前
に察知し、
防げるよう
声掛けを行
う。

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

―

職員の見
守り方の
見直し、
諸注意の
方法の再
検討

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48

園児のブ
ロックの
使い方、
保育者の
指導不足

ブロック
の使い方
や約束の
再確認

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・広い視
野で全体
を見守る
ことがで
きていな
かった可
能性が
あった。
・ブロッ
クの使い
方や約束
の再確
認、片付
けかたな
ど、気を
付けなけ
ればなら
ないこと
を伝えて
からブ
ロック遊
びを行
う。繰り
返し伝え
る。

2942

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

18 8 10 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手中指
第二次関
節骨折
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2944

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

27 1 1
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2～3

1.基
準以
上配
置

室内を走
る活動を
行う際の
危険予測
をした声
かけがな
かった

走り回る
活動をす
る際の危
険を事前
に話して
予測でき
るように
園児に伝
えていく

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

事前に危
険が予測
できるよ
うな声か
けをして
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

複数人の
園児で鬼
ごっこを
していた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

その他の
遊びの見
守りをし
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
はいな
かった

転倒する
事はあっ
てもケガ
には繋が
らないだ
ろうと
思ってし
まった

走る際に
しっかり周
りを確認し
たり、前を
向いて走る
ように活動
の都度、事
前に伝えて
いき、活発
的になって
いる活動を
中心として
見守るよう
に心がけ
る。

2945

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

69 7 11 12 12 16 11 19 19
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨
折・脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

怪我の
あった遊
具につい
て保育者
に周知を
行う。

1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

3
1.定期的
に実施

3 ―

遊具下の
マットに
不良がな
いかどう
か、より
詳細に点
検する。
また、子
どもたち
の遊びの
実態を踏
まえて、
はしご部
分の間隔
を調整し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

職員がよ
り危険個
所に気配
りを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常どお
り健康で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

友達同士
の遊びを
見守る形
をとって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

友達同士
の遊びを
見守る形
をとって
いた。

―

他の保育者
と共に危険
な遊具につ
いて早く気
づけるよう
にする。

2946

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

26 2 2
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕部
螺旋骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

随時
2.基
準配
置

常時３人
体制で教
育保育を
行ってい
るため、
２人体制
の時の見
守り・声
かけ等の
連携が不
十分だっ
たのでは
ないか。

３歳児ク
ラスが３
クラスあ
るので、
状況をみ
ながら他
クラスの
保育教諭
と連携を
とりトイ
レ等の見
守りを行
うように
する。

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

随時 ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全体への
声掛け見
守りだっ
たので個
別の対応
も必要
だった。

保育室内
や移動の
際は、走
らないと
いうこと
を徹底し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
保育室内
や移動の
際は走ら
ないよう
にクラス
全体に声
をかけて
いるが、
本児は走
り回るこ
とも多
く、、今
回もトイ
レへの移
動の際、
走ってト
イレに行
こうとし
たため転
倒した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
動きも視
野には
入ってい
たが、全
体にも目
を向け声
をかけて
いたの
で、対応
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう一人
の保育教
諭は、ト
イレで他
の園児の
排泄の様
子を見
守ってい
た。

保育室に
いた保育
教諭が歩
いて移動
するよう
に声をか
けていた
が、対象
児の突発
的な行動
に対応で
きなかっ
た。

保育室から
移動の際は
出入口付近
に保育教諭
がつき、歩
いて移動す
るように声
をかけなが
ら危険のな
いように見
守ってい
く。

2947

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 15 7 4 2 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脚関節
外果骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1～2
2.基
準配
置

―

全職員で
ヒヤリ
ハットの
検証、事
故内容・
状況を伝
え、危機
管理意識
を高め
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

毎日
2.不定期
に実施

毎日

鬼ごっこ
は子ども
同士衝突
すること
がある

大人が近
くで見守
り、衝突
しそうに
なったら
補助す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

園庭で複
数クラス
が活動す
るときは
特に職員
同士の連
携を高め
て監督し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発に園
庭で遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
共に遊ん
でいた
が、衝突
の瞬間を
防ぐこと
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もと関
わってい
た。

―

鬼ごっこで
は衝突する
ことがある
ことを想定
して危ない
時には補助
できるよう
にしてい
く。

2948

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

51 17 17 17 5 5
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2～3

1.基
準以
上配
置

異年齢遊
びの際
に、年長
の子ども
たちは小
さい子供
たちを気
遣うよう
に話して
いるた
め、鬼に
なって当
てるとき
に加減を
した可能
性もあ
る。

園内での
異年齢で
の過ごし
方を職員
で協議。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園庭に躓
くような
石は、な
かったが
地面に砂
が少なめ
だった可
能性があ
る。

毎月砂の
量や地面
の堅さを
点検をし
て、園庭
整備をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢の
集団が多
すぎたこ
とも要因
かもしれ
ない。

異年齢遊
びの際、
グループ
に分けて
活動を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

はりきっ
て、鬼
ごっこに
参加して
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
をしてい
たため、
正しい
ルールで
安全に行
われるよ
う対象児
童を見て
いた。
（自分の
クラスを
中心に）

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

自分のク
ラスを中
心にみる
職員と全
体を見る
職員に分
かれてみ
ていた。

エリアで
子どもを
見ていた
ため、す
ぐ近くに
いられな
かった。

職員間で事
故の状況な
ど情報を共
有し危険な
場面、行動
について予
測ができる
ようにす
る。また、
子供の発達
や性格な
ど、一人一
人に応じた
安全指導を
する。
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2949

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

18 2 2
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

前額部切
創

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

日頃より
目視の点
検、遊具
での遊び
方の確認

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12

活動量が
多く、遊
び方がエ
スカレー
トしてい
く園児の
発達状況
も起因す
る。

点検を丁
寧に行
い、修繕
が必要な
時は使用
禁止にす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちにとっ
て気持ち
も緩み、
自由な時
間であっ
たこと
で、子ど
もたちが
行き過ぎ
た遊び方
をするこ
とがあっ
た。

遊び方の
見守りと
大人の声
かけによ
り、子ど
もがコン
トロール
できるよ
うにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ネット遊
具真ん中
のジャン
グルジム
の中で座
り、他児
の遊ぶの
を見てい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ネット遊
具で園児
と遊び見
守ってい
た。事故
の瞬間は
担当は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室で
クッキン
グの片付
けを園児
とともに
行ってお
り状況は
見ていな
かった。

遊び方の
指導、見
守る態勢
が十分で
なかっ
た。

ネット遊具
で遊ぶ園児
を見ている
職員は、安
全に配慮
し、適切に
声かけをし
園児自身が
コントロー
ルできるよ
うにする。

2950

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

37 16 16
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第1趾中
足骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

8
2.基
準配
置

―
研修内容
の見直し
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

―

受傷時使
用してい
た玩具に
問題や破
損はみら
れない。

引き続き
点検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

縄跳びを
正しく
使って遊
んでい
た。

正しい使
い方を知
らせてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児だ
けでな
く、全体
的に見
守ってい
たため、
近くには
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
泣き声
で、事故
に気付い
た。

友達への
縄の受け
渡しがう
まくいか
なかっ
た。

周囲や足元
に注意し
て、交代す
べきだっ
た。

2951

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

17 1 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
内上顆骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

5歳児クラ
ス17名が
園庭で遊
んでお
り、担任1
名が見
守ってい
た。配置
人数に問
題はな
かった
が、子ど
もの動き
や危険を
予測して
見守るこ
とが不十
分であっ
た。

職員は子
どもの動
きや危険
を予測
し、危険
を察知し
た時には
すぐに助
けられる
よう、立
ち位置や
視点等に
配慮す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

今回の事
故では施
設、整備
等に問題
点はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児自
身も夢中
になって
走ってお
り、咄嗟
に身を交
わす体勢
がとれな
かった。

・職員は
子どもの
動きや危
険を予測
した立ち
位置に配
慮する。
・運動遊
び等でい
ろいろな
動きを取
り入れる
ように
し、児自
らが危険
を回避で
きるよう
な身体能
力を身に
着けられ
るように
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日常と異
なった様
子は見ら
れず、活
発に遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児の
動きは視
野に入っ
ていた
が、危険
を察知し
て迅速に
動ける立
ち位置で
見守って
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任が一
人で見
守ってお
り、他の
職員はい
なかっ
た。

―

・子どもた
ちを見守る
にあたっ
て、立ち位
置や視点等
には十分配
慮する。
・事前に危
険なことや
安全な遊び
方について
子どもたち
と話し合
い、安心し
て遊べるよ
うにしてい
く。

2952

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 2 11 3 3
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

　2歳児ク
ラス19
名、配置
職員4名。

予測しな
い行動や
事故に備
え、職員
間で対応
について
共有す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

巧技台の
高さや遊
具の組み
合わせに
無理がな
いか遊ぶ
前に確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもた
ちが粗大
運動をし
ていると
きは、目
を離さな
いよう注
意する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

巧技台の
横にカ
ラー積み
木をくっ
つけて登
り降りし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
巧技台か
ら飛び降
りた時、
他の子が
けんかを
して言い
合って泣
いていた
のに対応
し、後ろ
を向いて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

すぐ横の
コーンそ
ばにいた
職員が、
本児が飛
び降りた
のを見て
いたが、
制止が間
に合わな
かった。

―

適正配置人
数で保育を
していて
も、活動や
子どもの状
態で必要が
あるとき
は、補助の
保育士を配
置する。

2953

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

95 6 6
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

３～４

1.基
準以
上配
置

体操前に
は準備運
動をして
いるが、
今回は準
備運動が
不十分で
体が十分
に温まっ
ていない
ままだっ
た。

職員も子
どものお
手本とな
るよう、
一緒に準
備運動を
しなが
ら、一人
一人を観
察し、準
備運動が
不十分な
子どもが
いないよ
うに注意
を払う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

３～４ ―

今回は遊
具等の不
備による
事故では
ないが、
毎月の点
検に加
え、日々
の使用時
には職員
が危険な
ところが
ないか確
認をして
いる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

時節をわ
きまえ、
活動前の
状況判断
をし、事
故がない
ように心
がけてい
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
過ごして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐに手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

すぐに手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

園児は毎
日体操を
行ってい
るので、
実施施設
の職員は
慣れてい
た。

毎日行って
いる体操で
あっても、
突発的に子
どもが予測
できない行
動をとるこ
とがあるた
め、実施施
設の職員に
注意喚起を
行った。
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2954

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

94 6 6
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

３～４

1.基
準以
上配
置

体操前に
は十分な
準備運動
を行い、
体が十分
に温まっ
てから、
体操をす
るように
してい
る。

準備運動
の実施の
みに限ら
ず、お手
本となる
職員を設
け、きち
んと園児
に手の付
き方等、
分かりや
すく指導
するよう
にした。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

３～４ ―

今回は遊
具等の不
備による
事故では
ないが、
毎月の点
検に加
え、日々
の使用時
には職員
が危険な
ところが
ないか確
認をして
いる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

毎日の活
動の中
で、慣れ
が油断と
なり、ケ
ガにつな
がること
を全体に
話しをし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
過ごして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐに手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

すぐに手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

―

再度、園児
の見守りを
怠らないよ
うに注意喚
起を行っ
た。

2955

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

30 2 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左前腕骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

園外なの
で職員の
数を増員
する。

3.未実施 ―
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12 ―

用具の片
付けの方
法を工夫
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

用具の片
付けの方
法を工夫
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

片付けの時
に対応する
職員の数を
増やす

2956

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

30 18 12 3 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足指骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

午後の預
かり保育
担当は
５・４歳
児約60名
に対し2
名、３歳
児約35名
に対し２
人の保育
者を担当
としてい
る。時間
帯により
交代はあ
るが人数
の変更は
ない。

今回の事
故を全職
員に周知
し、ヒヤ
リハット
に加える
と共に注
意喚起を
促す

2.不定期
に実施

10
1.定期的
に実施

10
2.不定期
に実施

2

施設・設
備に関す
る不備は
見当たら
なかった

―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

こどもの
遊びは変
化・発展
していく
ことで成
長につな
がるが、
それを妨
げない範
囲で保育
者の見守
りや注意
喚起が必
要だ。今
回は高所
からの飛
び降りに
対し早い
段階での
注意が必
要だっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4歳児や5
歳児の男
児とロッ
ククライ
ミングを
してい
た。遊び
が飛び降
りる遊び
に発展し
ていき、
対象児も
高い所か
ら飛ぶこ
とを楽し
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

なわとび
やのぼり
ロープで
遊ぶ子の
様子を見
守ってい
たが、
ロックク
ライミン
グから何
人か飛び
降りてい
ることに
気付き、
危ないか
らやめる
ように注
意した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
や、保護
者の対応
もあり対
象児を見
ていな
かった。

― ―

2957

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

20 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

3歳児は２
０名に担
任保育教
諭１名の
配置、加
えてそれ
をサポー
トする保
育教諭１
名として
いる。

今回の事
故を全職
員に周知
し、ヒヤ
リハット
に加える
と共に注
意喚起を
促す。

1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

10
2.不定期
に実施

2

施設・設
備に関す
る不備は
見当たら
なかっ
た。

―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

本児が普
段から高
い所が好
きで、棚
など上が
りやすい
箇所は意
識してい
たが、本
児の見え
る場所に
椅子など
を積み上
げていた
ので、改
善すべき
だった。
高所から
の飛び降
りに対
し、早い
段階での
注意が必
要だっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

レゴブ
ロックで
遊んでい
たが、片
付けの声
がけでレ
ゴブロッ
クをや
め、机や
棚の方へ
移動して
きた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

片付け後
にオムツ
交換のた
め、オム
ツの取り
出しをし
ている最
中であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
と共に片
付けをし
ていたた
め、対象
児を見て
いなかっ
た。

―

本児の特性
や動線等を
踏まえて、
危険のない
ようより一
層の見守
り、声がけ
が必要
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2958

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

18 2 2
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

8

1.基
準以
上配
置

体格の差
がある子
同士が一
緒に抱き
合ってし
まった。

体操中で
あっても
体格の差
が大きい
場合は十
分に気を
付け保育
教諭が側
につく等
見守りを
重視して
いく。

1.定期的
に実施

292
1.定期的
に実施

292
1.定期的
に実施

292

体操を
行ってい
る時は、
子供たち
の立ち位
置や棚の
位置を変
えてい
く。

室内のた
め、棚の
位置や机
の位置な
どにも注
意を促し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

抱きつき
が咄嗟
だった為
保育教諭
が助ける
ことがで
きなかっ
た。

子供同士
がペアに
なって組
む体操場
面がある
時は、あ
まりにも
体格の差
がある時
は保育教
諭が直ぐ
に側にい
き見守っ
たり補助
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

常に動い
ており少
し落ち着
かない様
子が見ら
れた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

動きが咄
嗟的だっ
たため転
倒を助け
ることが
できな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

広範囲で
はなく全
保育教諭
が近い場
所にいた
が倒れる
前に手が
出なかっ
た。

子供同士
の動きは
時には予
測できな
い事もあ
る事を常
に考えて
いくべき
だった。

子供の動き
には十分目
を向け体格
の差がある
子同士は側
に付きいつ
でも補助で
きるように
していく。

2959

令和
3年5
月12
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

5 1 4 1 1
13.１
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右母指末
節骨若木
骨折

8.その
他

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

―

事故発生
時の手順
を再確認
する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎週木曜
2.不定期
に実施

各保育室
にてその
都度実施

事故箇所
の扉開閉
部分が簡
単に触れ
る設置に
なってい
る。

保護カ
バーの設
置を検討

7.その
他

おもちゃ
の片づけ
後の出来
事

片付けの
やり方を
見直す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

玩具の片
付けで目
を離して
しまった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児のお
迎えで保
護者対応
をしてい
た

子ども達
を見てい
た保育者
が2年目
というこ
とで、ド
アの開閉
の際の子
どもへの
配慮が足
りなかっ
た。安全
確認の不
足。

職員全体に
危険個所の
認識の徹底
をした。
ドアの開閉
時などの際
は安全確認
を行ってい
く。

2960

令和
3年5
月12
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

29 2 2
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

―

保育安全
マニュア
ルをもう
一度見直
し、職員
配置の確
認をする

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

1 ―

鉄棒の床
にマット
を敷い
て、けが
の防止を
はかる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒の両
手の使い
方をしっ
かりと伝
える。

鉄棒等子
どもだけ
では危険
が予想さ
れる遊具
には必ず
教員を１
名配置す
ることを
基本とす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は鉄
棒遊びを
好み、女
児と自ら
行う。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒から
離れたブ
ランコで
他児を見
ており、
対象児が
落下する
のは見え
たが手を
差し伸べ
るのが間
に合わ
なった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

鉄棒から
離れた場
所で他児
と遊んで
いた。

―

園児に鉄棒
で怪我をし
ないよう、
現地で注意
喚起をはか
る。

5月
24日

1.定期的
に実施

3

保育室の
床に、突
起物や滑
りやすい
部分など
はなかっ
た。

室内での
様々な園
児の動作
に対する
床の安全
性を、日
頃から把
握してお
く。

7.その
他

降園中
（保護者
へ園児を
引き渡し
ている途
中）

・一人一
人の園児
に合わせ
た言葉か
けや指導
をする。
・園児に
は、日頃
より室内
や廊下を
走らない
ように繰
り返し指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日中はい
つもどお
りの様子
であっ
た。事故
発生時、
他児と室
内で走っ
て遊んで
いる際
は、は
しゃいで
いる様子
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任は保
護者への
声かけを
する為、
園庭と保
育室の２
か所が見
える保育
室戸口に
おり、本
児は当
初、担任
の傍らに
いたが室
内で弧を
描くよう
に走って
いた。走
らないよ
う注意を
促した時
は、3mく
らい離れ
た位置に
いたが、
その後、
本児の番
になった
ので、保
護者へ引
き渡す為
声をかけ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

介助教諭
は園庭で
他の保護
者の個別
対応をし
ていた。

注意した
直後は一
旦走るの
を止めた
が、担任
の元へ来
るように
促した時
に再び走
り出し担
任のそば
で転倒し
てしまっ
た。言葉
での指示
の仕方に
配慮が必
要な児に
対して、
注意喚起
がきちん
と伝わっ
ているか
を確認
し、再度
声をかけ
たときに
細心の注
意を払う
べきで
あった。

当日は雨天
だったので
室内から一
人ずつ引き
渡してい
た。今回の
ように通常
と降園の対
応が変更に
なる場合
は、園児の
安全を第一
に考え、保
護者の対応
をする職員
と保育室の
子どもを見
守る職員と
役割を分担
し、子ども
から目を離
さないよう
にする。ま
た、日頃か
ら園児を待
たせないよ
うな工夫を
する。職員
が保護者対
応等で園児
を見られな
い時は、担
任外教諭が
応援に入る
などの態勢
をとる。

2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

右上前歯
歯根部の
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故発生
当日は、
園児31名
を担任１
名介助教
諭1名で保
育してい
た。

安全性が
確保でき
るような
職員の立
ち位置を
取り、園
児の状況
を適切に
把握し対
応する。
また、園
児に対し
ても室内
では走ら
ないよう
指導をす
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12961

令和
3年5
月12
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

31 31 2 2
17.５
歳

1.男
児

―
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2962

令和
3年5
月12
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

23 3 2 4 8 6 5 3
14.２
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

脱臼・骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

今までは
事故等の
マニュア
ル、研修
などが、
行われて
いなかっ
た。ま
た、職員
の配置に
ついて
も、曖昧
になって
いた。

今後は事
故等につ
いてのマ
ニュアル
作成、研
修を行
い、職員
の配置を
必ず２人
以上で、
見まわす
ようにす
る。

3.未実施 3.未実施 3.未実施

総合遊具
が古いた
めに最新
の総合遊
具の基準
に見合っ
ていな
い。ま
た、未満
児は本当
なら使わ
ないよう
にさせな
いといけ
なかっ
た。

総合遊具
の老朽化
もあり、
今年度中
に撤去を
し、新し
い基準に
合ってい
る総合遊
具を購入
を検討中
である。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児数に
対し、保
育者の見
守りの体
制が整っ
ていな
かった。

園児数に
対し、保
育者の見
守りの人
数を増や
して体制
を整えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園児は、
いつもと
変わらぬ
様子で遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児の付
近でいた
職員も、
対象児だ
けを見て
いたわけ
ではな
く、他の
園児に目
を向けて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
も、部屋
で活動準
備をした
り、対象
児から離
れた場所
で、別の
園児を見
守ってい
た。

担任は別
の園児の
対応対応
をしてお
り、別の
職員が対
応をして
いた。

今後は、担
任が責任を
持ちクラス
の園児を見
守るのはも
ちろんであ
るが、他の
園児に対し
ても職員同
士が協力
し、見守り
の体制を
とってい
く。

2963

令和
3年5
月12
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

53 8 12 14 19 8 8
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘脱臼
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

預かり保
育の園庭
での自由
遊び中

―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭で全
体把握に
努めてい
たが、事
故発生瞬
間は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で全
体把握に
努めてい
たが、事
故発生瞬
間は見て
いなかっ
た。

職員の見
守り配置
の連携が
上手く取
れていな
かった。

職員の活動
中の見守り
配置の見直
し。

2964

令和
3年5
月12
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― 23 ― ― 3歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
上腕骨顆
状骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

児童が急
ぐ様子が
見られた
時は、落
ち着くよ
う、言葉
をかけて
いく。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

・朝から
目が腫れ
ており、
体調が万
全ではな
い様子が
見られ
た。
・午睡は
十分にと
れていな
かったた
め、いつ
もよりも
転倒リス
クは上
がってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

2965

令和
3年5
月12
日

1.認可 5.幼稚園 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

6 1 2 3 1 1
17.５
歳

2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右尺骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10
2.基
準配
置

園内の危
険個所は
共通理解
してい
た。

太鼓橋の
遊びにつ
いて、預
かり職員
も含めて
共通理解
する。最
上段まで
登らない
遊び方を
徹底す
る。

1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎朝

太鼓橋の
下のマッ
トを引い
ていた
が、十分
ではな
かった。

太鼓橋の
下のマッ
トをクッ
ション性
の高いも
のに替え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

目の行き
届かない
時間帯が
あった。

園庭で遊
ぶ時は2人
態勢にす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

預かり保
育参加者
６名 指導
員１名で
みてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1名のた
め、十分
に見れて
いなっ
か。

園庭遊戯
で遊んで
いるとき
に目の行
き届いて
いなかっ
た時間帯
があっ
た。

園庭遊具で
遊んでいる
時は、目を
離さないよ
うにする。
特に高所に
登ろうとし
ている時に
は、注視し
ておく。

2966

令和
3年5
月12
日

1.認可 5.幼稚園 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― ― 2 2
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

20
2.基
準配
置

　基準人
数を配置
している

職員間で
安全に対
する共通
確認を定
期的に行
い、意識
を高め
る。
未就園児
の安全管
理につい
て、保護
者にお願
いはして
いるが、
今後も丁
寧に伝え
ていく。
安全管理
ができる
ように職
員を配置
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

安全な遊
具の使い
方を、保
護者に丁
寧に伝え
る。
安全管理
ができる
ように職
員を配置
し、気を
付けて遊
ぶように
保護者に
依頼す
る。
落下によ
るけがが
予測され
る遊具下
に、衝撃
軽減とな
るマット
を敷く。

7.その
他

―

安全な遊
具の使い
方を、保
護者に丁
寧に伝え
る。
安全管理
ができる
ように職
員を配置
し、気を
付けて遊
ぶように
保護者に
依頼す
る。
事業終了
後、携
わった職
員で振り
返りを方
策を考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事業終了
後、保護
者と園庭
にでた
が、保護
者から離
れたとこ
ろで一人
で遊んで
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事業終了
後、降園
していく
親子やボ
ランティ
アさんの
対応にあ
たってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事業終了
後、降園
していく
親子やボ
ランティ
アさんの
対応にあ
たってい
た。園庭
で遊んで
いる姿を
遠目で見
てはい
た。

―

安全な遊具
の使い方
を、保護者
に丁寧に伝
える。
安全管理が
できるよう
に職員を配
置し、気を
付けて遊ぶ
ように保護
者に依頼す
る。
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2968

令和
3年5
月12
日

1.認可 5.幼稚園 12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 13 13 3 3
18.６
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

20
2.基
準配
置

―

職員間で
安全に対
する共通
確認を定
期的に行
い、意識
を高め
る。
安全な体
制が整え
られるよ
うに職員
を配置す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

毎朝、環
境を点検
した時に
危険が予
測される
個所につ
いてはそ
の都度修
復してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

地面のぬ
かるみや
窪みがな
いか等、
保育が始
まるまで
に安全点
検を行
い、怪我
につなが
りそうな
箇所につ
いては修
復を行う
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他の子ど
も達と共
に本児と
一緒に遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他の子ど
も達と共
に本児と
一緒に遊
んでい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児の近
くで、他
の子ども
達と遊ん
でいた。

―

預かり担当
職員と保育
を振り返
り、怪我に
対して今後
の方策を考
える。
子どもの遊
び方を見な
がら、必要
に応じて注
意を促す声
かけを行
う。

2969

令和
3年5
月12
日

1.認可 5.幼稚園 2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― 5 4 3
17.５
歳

2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

保護者に
園庭開放
中の安全
な過ごし
方につい
て口頭、
文書等で
繰り返し
啓発する

― ―
1.定期的
に実施

12 ― ― ―

毎日使う
遊具は、
安全点検
時だけで
なく、毎
日点検す
る

7.その
他

―

保護者に
園庭開放
時の事故
が多いこ
とを伝
え、子ど
もの安全
確保につ
いて繰り
返し啓発
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者に
見てもら
おうと思
い、一輪
車に乗っ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者の
責任のも
と、園庭
行ってい
たため、
対象児の
動きを見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者の
責任のも
と、園庭
開放を
行ってい
たため、
対象児の
動きを見
ていな
かった。

―

園庭開放時
の幼児の安
全確保につ
いて保護者
に注意喚起
する。一輪
車に乗るの
に慣れたこ
ろ、注意力
が落ちた
り、勢いが
ついて転び
やすくなっ
たりするこ
とがあるこ
とを保護者
に伝える

2970

令和
3年5
月12
日

1.認可 5.幼稚園 12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

17 2 2
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

非常勤職
員は、側
にいたが
他児に気
をとられ
目を離し
てしまっ
た。

鉄棒遊び
の時に
は、必ず
職員が側
につき目
を離さな
い。常に
安全指導
を行う。

1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

200

園庭の遊
具が職員
室・保育
室から見
えない。

鉄棒遊び
の時に
は、必ず
職員が側
につき目
を離さな
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

職員が側
にいた
が、他児
に気を取
られ目を
離してし
まった。

鉄棒遊び
の時に
は、必ず
職員が側
につき目
を離さな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児が挑
戦してい
る姿を見
て、自分
も挑戦し
ようとし
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児の危
険な行動
がみられ
たのでそ
の幼児を
指導して
いたた
め、落下
の際に手
を差し伸
べられな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の幼児
の指導を
していた
ため、見
ていな
かった。

目を離し
たため、
予期せぬ
体の動き
に対応で
きなか
た。

目を離さ
ず、予期せ
ぬ体の動き
に対応でき
るようにす
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊んでる
様子を見
守ってい
た。

―

逃げたり追
いかけたり
するときに
周囲の様子
を伺うよう
な指導や声
かけをす
る。

配置以上
置くこと
で、安全
対応や連
携を図り
ながら、
対応する
ことがで
きる。
今回も、
担任外教
諭が本児
の傍にい
て、状況
を把握し
ていたこ
とで、未
然防止ま
では行か
なかった
が、最善
の処置を
すること
ができ
た。

しなやか
な身体作
りができ
る運動的
な保育内
容カリ
キュラム
の構成。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

150
1.定期的
に実施

150 ―

安全点検
の振り返
りを丁寧
に行い、
考えられ
る事故等
のリスク
マネジメ
ントを行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

職員配置
を的確に
行い、死
角のない
ようにす
る。

再度確認
し、日々
の声かけ
や連携を
高める意
識がもて
るよう、
振り返り
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気の合う
友達と一
緒に遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

学年活動
における
指導を
行ってい
たため本
児の動き
を見てい
なかっ
た。

7 6
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足頸部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

2967

令和
3年5
月12
日

1.認可 5.幼稚園 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

78 40 38
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2971

令和
3年5
月12
日

1.認可 5.幼稚園 12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― 80 29 33 18 7 4
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

他児がう
んていを
進む中、
本児も進
み出てし
まった。

園児に遊
具の遊び
方を再確
認する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
2.不定期
に実施

12

うんてい
の高さは
145㎝から
130㎝に傾
斜してい
る。本児
の身長は
116㎝で足
を曲げて
使用する
ため、落
下や着地
時の体勢
として不
適当と思
われる。

幼稚園児
の身長に
合った遊
具を使用
すること
が安全に
つながる
と考え、
担当課に
申請中で
ある。ま
た、常設
のゴム
マットの
磨耗状態
の確認や
交換も必
要であ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

雨上がり
の遊具を
タオルで
拭いた
が、不充
分か。

今まで以
上によく
拭き、触
れて確認
をした上
で使用さ
せる。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

朝、雨が
降り、園
庭がぬか
るんでい
たため、
普段より
戸外に出
る時間が
遅かっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の遊び
に対応し
ており、
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
に対応し
ており、
見ていな
かった。

うんてい
をしてい
る園児の
そばに職
員がいな
かった。

園児の遊ぶ
位置と状況
を確認し合
う。

2972

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

59 26 16 17 4 4 6歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
顔面(口腔
内含む)

鼻骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

保育士は
規定どお
り配置さ
れていた
が、朝の
園児受入
れと時間
帯が重
なったこ
とから、
比較的保
育士の目
が行き届
かなかっ
た可能性
がある。

・朝の園
児受入れ
は手短に
するよう
にし、周
りの子ど
もにも目
を向ける
よう意識
統一し
た。
・その場
を離れる
ときには
声をかけ
合って、
安全に子
どもの遊
びが把握
できるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

しっぽ取
りゲーム
をするた
めの広さ
が不足し
ていた可
能性があ
る。

・準備運
動をしっ
かりして
から遊
ぶ。
・活動場
所に合っ
た遊びの
内容を検
討する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・しっぽ
取りゲー
ムは室内
活動なの
で、人数
も考慮し
交代で
ゲームを
していた
が体力の
差も考え
る必要が
あった。
・ちゃん
と前を向
いて歩く
ことを働
きかける
必要が
あった。

登園後、
職員があ
る程度揃
うまでの
時間帯に
おける全
体的な活
動につい
て、別の
遊びを行
うことも
検討す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
健康状態
は良く、
登園後、
いつも通
り他児と
の遊びを
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一緒に
ゲームに
参加して
いた職員
もいた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

朝の受入
をしてい
た職員も
いた。

室内での
活動であ
るため、
目が行き
届いてい
たことか
ら、安全
な遊びと
捉えがち
であっ
た。

朝は異年齢
で活動して
いるため、
前日に活動
内容を保育
士が共有
し、一人ひ
とりの動き
に気を配っ
ていく。

2973

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 3 5 2 1 1 4歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

基準以上
の配置を
している
が、8：０
０～8：30
までは１
つの部屋
で幼児１
０名程度
を一人で
見てい
た。隣の
部屋の保
育士と更
に連携を
とり、丁
寧に見て
いく。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4

施設遊
具・玩具
の安全点
検はして
いるが、
使い方の
確認・子
どもへの
周知の確
認をして
いなかっ
た。

安全点検
の回数を
さらに増
やしてい
く。(２か
月に一回
程度目安)
又部署内
で、遊具
の使い方
について
協議し子
どもにも
伝えてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちが自由
に遊べる
ような環
境にして
いるが、
危険要素
があっ
た。

動きが大
きい遊び
はもう一
人保育者
が来てか
ら行うな
ど、考え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
いつも通
りプラ
フォーミ
ングを出
し、遊び
始めた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児に
手は届か
ないが、
声が届く
あたりに
位置し、
危険を伝
えた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他室にて
別クラス
保育中
だった。

遊び慣れ
た遊具で
あった
が、遊び
方の決ま
りを守れ
ていな
かった。

遊具の遊び
方について
子どもたち
に再度話を
し、決まり
を守ってい
けるように
する。

2974

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

95 4 12 14 19 21 25 0 21 16 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

前腕骨折
(右橈骨骨
幹部骨
折・右尺
骨骨幹部
骨折
他）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

―

会議や
ミーティ
ングを行
い共通認
識を持
ち、同じ
ことが起
こらない
ように話
し合う。
職員間で
全体を見
渡せる位
置はどこ
なのかを
確認し、
見落とし
のないよ
う連携を
とる。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― 特になし

遊ぶ前に
危険物が
ないか確
認して安
全をはか
る

7.その
他

特になし

どこに子
どもたち
にとって
危険があ
るかを保
育者が
しっかり
と把握
し、引き
続き保育
士が見落
としのな
いように
見守る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
遊具に付
いている
ロープで
上に登ろ
うとして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

誰がどこ
で遊んで
いるのか
把握する
為に目視
で園庭の
端まで歩
いて確認
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊具のあ
るところ
（うんて
いやブラ
ンコ)の近
くにい
て、園児
の様子を
見守って
いた。

特になし

職員同士連
携を取り、
見落としの
ないよう十
分に気をつ
け、全体を
確認できる
よう工夫す
る。
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2975

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

18 4 4 2歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

　・右脛
骨骨幹部
骨折  ・
右大腿打
撲傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雨降りの
日で、登
園後保育
室での室
内遊びを
した後、
広いホー
ルに移動
したので
クラス全
体が開放
的になっ
ていた。

忍者に
なって
ゆっくり
並んで入
室するな
ど配慮し
ていた
が、さら
に危険が
無いよう
に注意を
するべき
だった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

広いホー
ルに入っ
てうれし
そうな様
子で、他
児が円を
描くよう
に走り出
したのに
つられ
て、走っ
てしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

数人が走
り出した
ので、制
止はした
が、本児
がバラン
スを崩し
て自分で
転倒する
のを、止
めること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ホール内
に複数の
保育士が
いて全体
の様子を
見ていた
が、転倒
した瞬間
を見てい
た保育士
と、他児
の側にい
て見てい
なかった
保育士も
いた。

広い場所
で同じ方
向に走り
出した
が、ス
ピードも
さほど出
ていなく
て楽しそ
うなの
で、見守
る気持ち
があった
かもしれ
ない。

子どもの自
発的な遊び
を見守りつ
つ、２歳児
ということ
を考慮して
危険を察知
しもっと危
機感をもっ
て対応する
必要があっ
た。

2976

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 1 5 3 4 3 3 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ―
2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

―
2.不定期
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体格の良
い年長児
が真剣に
走り回る
には遊戯
室が狭
い。

鉄棒や縄
跳びマッ
ト運動
等、遊戯
室での運
動あそび
の内容を
検討す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

雨天であ
り戸外遊
びが出来
なかった
ので、鬼
ごっこを
遊戯室で
する。警
察に追い
かけられ
る泥棒に
なった
時、つか
まらない
ように真
剣に走っ
ていた。
（本児
は、夢中
になると
周りが見
えにくく
なる傾向
がある）

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

夢中にな
り走る本
児が他児
にぶつか
らないよ
うに至近
で声をか
けていた
が、歩幅
にスピー
ドが追い
つかなく
なり床に
躓き転ぶ
瞬間に抱
えようと
したが間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

1歳児や3
歳児と一
緒に鬼
ごっこの
様子を見
守り応援
してい
た。

当日は年
長児担当
者が休み
だった
り、登園
児数も少
なく普段
の環境と
は違って
いた。

登園人数に
限らず、必
ず２人体制
で保育す
る。

2977

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

12 1 1 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘頭骨
骨折（み
ぎちゅう
とうこつ
こっせ
つ）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― なし なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊び始め
る前に子
ども達全
体に走ら
ないよう
に約束し
ていた
が、走っ
て自らの
転倒によ
るもの。

子ども達
にホール
の使い方
の確認を
し、保育
士も再発
防止に努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

走って自
ら転倒。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
いる方向
を見守っ
ていた
が、離れ
たところ
にいたた
め間に合
わなかっ
た。

― ―

走ってい
ることに
気づくの
が遅れ
た。

活発なあそ
びをしてい
る児童のそ
ばには重点
的に保育者
がつき、再
発の無いよ
うにする。

2978

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

43 4 5 6 7 11 10 0 4 3 6歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右骨端線
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
特記事項
なし

施設・遊
具・玩具
には問題
ないため
改善策記
載なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ブロック
を広範囲
に散らか
してい
た。

ブロック
を広範囲
に散らか
さないよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
近くにい
た友達に
近寄ろう
として足
元にあっ
たブロッ
クにきず
かず移動
した際に
転んだ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

近くに居
た他児を
遊ばせて
いたため
対象児が
転倒した
ところは
見たが、
手が届く
場所には
いなかっ
た。変化
にはきず
いたの
で、直後
に「大丈
夫？」と
声かけを
した。

― ―

異年齢保
育中であ
り、対象
児もいつ
もと変わ
らない遊
びをして
いて床に
あるブ
ロックに
つまづい
て転倒す
る事に対
する危険
予測が不
足してい
た。

異年齢の子
ども達が大
型ブロック
で自由に遊
ぶとき、各
自が自由に
ブロックを
所有し遊ん
でいるの
で、床にあ
ちこちブ
ロックが点
在しやす
く、遊びに
夢中になり
つまづく原
因になって
いたと考え
られる。遊
ぶとき玩具
が散らから
ないように
環境整備を
保育士がし
ながら見守
る必要性が
ある。
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2981

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

7
3.昼食
時・おや
つ時

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

19 1 1 4歳
1.男
児

― 8.その他
1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ―

タイル製
の流し台
の角に、
クッショ
ン材など
を取り付
け、衝突
した時の
ダメージ
を減らす
ようにし
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

保育士が
トイレの
中が見通
せるとこ
ろまで、
付き添
い、安全
に配慮し
た言葉掛
けを行う
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
落ち着い
て給食を
食べ終え
たことを
担任保育
士に認め
てもら
い、機嫌
よく、意
欲的にト
イレに向
かって
行った。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
落ち着い
て行動で
きている
ことか
ら、保育
室の入り
口からテ
ラスに体
を乗り出
して、ト
イレに
入ってい
くのを確
認してい
た。

― ― ―

トイレを使
用する時間
帯には、ト
イレの入り
口付近に保
育士を配置
し、トイレ
の中も見守
るようにす
る。

―
1.定期的
に実施

― ―

・鉄棒の
全ての箇
所（１箇
所だけで
なく３箇
所）に、
使用しな
い表示を
つけるよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・靴をは
いたテラ
スには出
入り口が
あるが、
狭い為、
２人ずつ
しか靴が
はけない
のではき
終わった
子が待つ
スペース
がなかっ
たこと
で、はき
終わった
子から順
次砂場へ
と移動し
た。

・３歳以
上児組の
子ども達
は、全員
が靴を履
いて待つ
ことがで
きるテラ
スへ移動
し、保育
士が全員
を見守り
ながら一
緒に園庭
へ出る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
・本児よ
り先に靴
をはいた
４歳児が
鉄棒に
行って前
回りをし
たので、
それを見
ていた本
児も靴を
履き終え
て鉄棒に
行き、す
ぐに鉄棒
で前回り
をした。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・靴をは
くテラス
側にいた
職員は、
本児が靴
をはくの
を確認
し、次に
控えてい
た子が靴
を履くよ
う対応し
ようとし
たとこ
ろ、その
子がテラ
スを移動
し始めた
ので、靴
をはく場
所に呼び
止めよう
とその子
がいると
ころに移
動した。

― ―

・１,２
歳児だけ
を先に誘
導した。

・テラスで
順番に靴を
全員が履き
終わるまで
待つように
し、遊ぶ場
に移動す
る。

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

フリス
ビーの動
きに集中
するあま
り、園児
たちも自
分の周り
を見る余
裕がな
かった。

・全体を
見る職員
はフリス
ビーの動
きに集中
せず、園
児の動き
全体が見
えるよう
に立ち位
置を調整
する。
・園児同
士がぶつ
からない
よう遊び
方やルー
ルを工夫
する。
（外野を
エリア
（両サイ
ド、バッ
クなど）
に分け、
園児がフ
リスビー
を取るエ
リアを決
めて、多
数の園児
が集まら
ないよう
にする
等。）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
朝の状態
は著変な
く、活気
機嫌も良
かった。
ドッチ
ビーの
ゲーム
中、フリ
スビーの
動きに視
線が集中
していた
ため、近
くにいた
園児同士
で衝突し
てしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児の転
倒時、フ
リスビー
は反対方
向にあ
り、フリ
スビーの
ある場所
に園児が
集まって
しまうた
め、そち
らを見て
いた。音
がしたの
で音の方
向に視線
を向けた
ところ、
本児が床
に手をつ
いて倒れ
ていた。
本児にす
ぐに「大
丈夫？痛
い？」と
声をかけ
たところ
「痛くな
い」と返
事があ
り、本児
の動きに
変わった
ことがな
いことを
目視で確
認した。

― ―

転倒した
本児に対
し声かけ
は行った
が、患部
に関する
確認等は
行わな
かった。

事前の説明
だけでな
く、ゲーム
開始後も人
が集まりす
ぎた時には
ぶつからな
いように他
児に注意を
することを
伝える。
ヒートアッ
プしすぎた
時には、
ゲームを中
断して、落
ち着いて
ゲームがで
きるように
なってから
再開する。

2980

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

10 0 1 3 4 1 1 0 5 5 3歳
2.女
児

右第5趾基
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2979

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

43 0 0 0 0 21 22 0 2 2 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)
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2982

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 11 16 18 7 7 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ―

必要と思
われる改
善には、
子どもの
安全を優
先にその
都度取り
組む。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

子ども
は、不意
の行動を
しがちで
あること
を、再認
識して、
再発防止
に
努めるべ
きであ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
入所３年
目だが、
固定遊具
での遊び
の経験は
少ない方
である。
普段か
ら、牛乳
は嫌い
で、飲め
ないの
で、カル
シウム不
足が心配
される。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児は支
援児枠で
の入所な
ので、ク
ラス担任
の他、支
援児担当
保育士が
いる。当
日は、支
援児担当
保育士
は、他の
支援児に
付いてい
たので、
滑り台に
は、フ
リー保育
士が見守
りをして
いた。

― ― ―

固定遊具の
教育的価値
（運動面・
精神面）を
充分に理解
した上で、
安全に考慮
し、個別に
も配慮し、
再発防止に
努める。

2983

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

42 0 0 0 0 20 22 22 12 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ―

毎月の安
全点検に
加え、そ
の都度環
境整備を
行い、危
険箇所に
ついては
迅速に対
策を講じ
る。ま
た、子ど
もの発達
に応じ、
保育環境
を整え、
安全に遊
べるよう
にする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

ゲーム
ボックス
からの飛
び降りは
行わず、
ジャンプ
遊びは巧
技台を使
用する。
危険が伴
うコー
ナーに
は、必ず
保育士が
つき見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
　高いと
ころから
の飛び降
りなどを
楽しんで
いて、挑
戦したい
気持ちが
強かっ
た。
　

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

これまで
も繰り返
し遊んで
いた遊び
だったの
で、危険
はないと
判断し子
ども達に
任せてい
た。一瞬
の出来事
で助けら
れなかっ
た。

― ― ―

高いところ
からの飛び
降りは、危
険が伴うこ
とをしっか
りと意識す
る。
遊具の適切
な使用方法
について
しっかりと
話し合い、
職員全員が
共通理解す
る。

2984

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 11 13 4 4 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ―

エアータ
ンブルを
使用する
ときは、
周りに
マットを
敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

すぐに介
助できる
場所に保
育士配置
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

エアータ
ンブルを
利用した
サーキッ
トトレー
ニングで
何回も前
転を行っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士が
対象児を
見ていた
が、４ｍ
ほど距離
があった
ので制止
すること
ができな
かった。

― ― ―

エアータン
ブルを使用
するとき
は、両側面
に保育士を
配置する。

2985

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

6
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― ― ― ― 4歳
1.男
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ―

接続部分
の錆など
多少の経
年劣化は
見られる
が、事故
につなが
る危険な
箇所は見
られな
い；

7.その
他

―

保育中以
外でも
ルールを
守り、気
をつけて
遊ぶよう
子どもに
伝えると
ともに、
保護者に
も子ども
の近くで
目を離さ
ないよう
おたより
でお願い
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
活発な対
象児だが
降所前に
いつもと
違う様子
はなかっ
た。

― ― ― ―

普段の遊び
から遊具の
危険な遊び
方が無いよ
う事前の指
導を徹底す
る。

210 / 255 



2987

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

13 ― ― 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

ロール
マットを
活動を行
う場所に
置きっ放
しにしな
い。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的内
容記載欄)
朝から大
好きな
プール遊
びをした
こともあ
り、いつ
もより元
気で活発
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ―

副担任
は、テー
ブルを片
付けるた
めに部屋
を離れて
いた。

―

同じ空間、
至近距離だ
としても、2
つの活動を
するグルー
プがある場
合には、そ
れぞれに保
育士が付
く。目視で
きる距離だ
からと油断
しない。

2988

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

11 ― ― 3歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

走って止
まる、バ
ランスを
とる遊び
を取り入
れてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
砂遊びと
虫探し遊
びを交互
に楽しん
でいた。
砂場から
虫探しへ
向かう途
中に転ん
だ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ―

他児との
虫探しを
していた
為。

―

必ず全体を
見る職員を
一人決めて
おく。目を
離す時は、
声を掛け合
う。

誰かが見
ているだ
ろうと
思ってし
まった。

―

気にするだ
けでなく、
具体的にど
のようにそ
の子を動き
を見られる
ようにする
か話しあ
い、決定す
る。

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― 棚の配置

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

・担当職
員を1人決
め、本児
が興奮し
ている時
や危険を
感じた時
にはそば
につくよ
うにす
る。
・各クラ
ス、改め
て危険個
所の洗い
出しを行
う。
・形だけ
の重大事
故訓練や
安全
チェック
でなく、
こういう
動きがあ
るとこの
ような危
険が生じ
る等の予
測力が訓
練できる
ような研
修を行
う。
・職員の
危機意識
の甘さを
指摘し、
何が危険
につなが
るかを指
導してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
興奮して
棚の周り
を走り
回ってい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ―― ― 2歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
4.創傷(切
創・裂創
等）

5.下肢
(足・足
指)

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

―2986

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

14
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2991

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

18 18 ― ― 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

配慮の必
要な児の
食事を先
に食べら
れるよう
にする。
誤嚥の心
配の少な
い飲料
は、非常
勤職員に
介助を代
わる。見
守りが困
難なとき
は他クラ
ス職員の
応援をも
らえるよ
う声を掛
け合い安
全に保育
をおこな
えるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
おやつを
終え、帰
りの支度
にとりか
かる。通
園かばん
をテラス
のキャス
ターにか
け、保育
室内に戻
り扉を閉
めようと
して指を
挟んだ
と、思わ
れる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ―

食事後の
片付けや
下膳を
行ってい
たので、
見ていな
かった。

―

子どもの動
きや職員の
動きが散漫
になる時に
は、全体を
見ることに
も意識を持
つようにす
る。一人で
対応が難し
いときに
は、隣のク
ラスに声を
かけ応援体
制をもらう
等、安全に
配慮してい
く。

1.定期的
に実施

― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

プラン
ターを置
いた状態
を見せ、
ホール出
入口に向
かう時は
正面側の
一方向に
すること
を子ども
達に知ら
せた。段
差のある
場所は慌
てずによ
く足元を
見ること
や、コン
クリート
部分は転
倒時に大
きな怪我
につなが
ることを
伝え、子
ども達が
どう行動
している
か、日々
の中で確
認してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
所庭で
は、活発
に体を動
かす遊び
よりも友
だちと虫
探しをし
たり砂遊
びなどを
好み、事
故当日も
畑の周辺
で遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ―

チェック
簿等を置
いてある
テーブル
近くにい
た職員は
所庭全体
を見渡せ
る位置に
立ってい
たため、
本児が転
倒した場
面を見て
いた。

―

ヒヤリハッ
トを活用・
検証し、職
員が危険予
測する力を
つけ、事故
防止の手立
てへと意識
が向くよう
会議の中で
話題にし、
確認する。
安全に遊べ
る環境を確
保できるよ
う毎日の安
全点検を確
実に行い、
情報を共有
して環境整
備をする。

1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

フリー
ルーム
は、今ま
で天気が
悪い時な
ど、体操
やリズム
遊びなど
体を動か
して遊ぶ
ことが
あった
が、室内
で走る飛
ぶなどの
活動をす
る際は、
落ち着い
た時間帯
に複数人
が保育に
従事する
ことで、
危険な場
面に対応
できるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士が
弾く曲を
聞いて、
友達と一
緒に保育
室を回る
ように小
走りをし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ―

隣の保育
室で４～
５人ずつ
の子供達
と一緒に
パズルや
ままごと
等常設の
遊びをし
ていた。
トイレに
行きたい
子供２人
は保育士
と一緒に
同じフロ
アのトイ
レに行っ
ていた。

―

おやつ後は
食器類の片
づけや、保
護者の迎え
があり子供
たちが落ち
着かない時
間帯である
ことを保育
士は意識し
ておく。引
き続き子供
たちは少人
数で過ごせ
るようにす
る。保育士
は互いに声
をかけあ
い、複数で
保育できる
ようにす
る。

2990

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

5
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

47 18 16 13 ― ― 4歳
2.女
児

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―2989

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

8 ― ― 2歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

―

212 / 255 



2992

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

25 ― ― 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
顔面(口腔
内含む)

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

声をかけ
られたこ
とであわ
てて前を
向いたこ
とでマッ
トに躓い
てしまっ
た。マッ
トや鉄棒
は教室が
始まる前
にあらか
じめセッ
ティング
してある
が、障害
物の前に
職員が
立った
り、マッ
トは畳ん
で置くよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
準備運動
の時から
ふざけて
いる姿が
あった。
走ってい
る時後ろ
向きに
なって
走ったり
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ―

担任も一
緒になっ
て準備運
動をして
いた。

―

事前にマッ
トや鉄棒が
置いてある
ことを子ど
もたちに知
らせたり、
おいてある
ものの前に
担任が立ち
気をつけて
走るようそ
の都度声掛
けをしなけ
ればならな
い。

2993

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上児 19 ― ― 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

今回の怪
我は、人
的面で起
こった事
故の為、
環境面の
改善策は
特にあり
ません。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
準備体操
をしっか
りと行
い、講師
の話を聞
いて真面
目に取り
組んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ―

対象児も
視野に入
れなが
ら、とび
箱の順番
を待って
いる子た
ち（全
体）を見
ていた。

―

体操の講師
を含め保育
者が、順番
待ちの子、
跳び箱及び
マットの箇
所について
見守ると共
に、筋力
や、腕力な
どの弱い部
分を補う取
り組みをカ
リキュラム
にいれてい
く。

2994

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

22 9 5 8 ― ― 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

運動遊び
なので
個々のレ
ベルに
あった遊
びの提供
を考え、
ふざけた
りあわて
たりしな
いように
言葉がけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
ゲーム
ボックス
から飛ぶ
際、あわ
ててきち
んと両足
をついて
いなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ―

各コー
ナー（鉄
棒、S棒
等）で子
どもの援
助をして
いたため
見ていな
かった。

―

子どもが跳
んだりする
際は必ず跳
ぶ姿勢を確
認し目を離
さない。他
の職員とも
声を掛け合
い、けがを
したときに
もすぐ報告
連絡をし相
談する

2995

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 3 6 10 0 0 0 ― ― 2歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

特になし ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

０・１歳
児と2歳児
をパー
テーショ
ンで区切
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
興味のあ
る玩具の
方へ移動
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ―

急に立ち
上がり、
数歩小走
りで移動
し、目の
前で転ん
だが受け
止められ
なかっ
た。

―

当番保育時
の見守り方
や、遊び方
の質を高め
ていけるよ
うにする。
落ち着いて
遊ぶことが
できていて
も、2歳児・
０，１歳児
の当番保育
は、3人の保
育士で分担
保育を心が
ける。特
に、担任か
ら当番保育
士に引き継
ぐ境目の時
間は、職員
の位置の連
携や確認を
しながら行
う。
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2996

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

15 0 0 0 5 10 0 0 ― ― 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

想定され
る遊びと
園児の動
き、それ
に伴う想
定される
リスクを
軽視して
いた。

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

①転倒し
づらい地
盤で遊ば
せる。
②約束事
を反復し
守らせ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的内
容記載欄)
土曜日の
午前中の
園外保育
での事
故。平日
と担当保
育士が違
うこと、
異年齢児
と遊ぶこ
と等で気
持ちが高
ぶってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ―

大型遊具
の上にお
り、土遊
びをして
いた他の
児童を注
視してい
た。

―

さらに1名保
育士を配置
し、走って
いる園児を
別の遊びに
誘導する。

2997

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

11 ― ― 5歳
1.男
児

―
6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

―

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

事故後の
対応マ
ニュアル
は整備で
きていた
が、予防
マニュア
ルの作成
や保育士
同士の立
ち位置の
確認、指
さし確認
が不十分
だった。

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

ビニール
プールに
入って遊
ぶ人数を
決める等
配慮する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
プール内
で周囲の
様子を全
く気にか
けず、突
然しゃが
んだ。
プール内
で座って
遊んでい
た友達の
後頭部に
歯を強打
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ―

ホースで
子ども達
に水をか
けなが
ら、一緒
に遊んで
いた。本
児がいた
場所は確
認してい
たが、
しゃがん
だ瞬間、
ぶつけた
瞬間は見
てはいな
かった。

―

周囲の状況
判断が苦手
な園児の傍
に保育士が
付くように
し、本児が
気が付ける
様こまめに
声掛けを行
う。

2998

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

23 11 12 ― ― 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

先頭を歩
く職員は
階段を下
りてその
まま前進
した。後
ろから来
た子ども
たちは前
に続こう
と足元に
注意がい
かなかっ
たのかも
しれな
い。

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

歩いて園
外に出か
けるとき
はズック
を着用す
ることと
したい。
また、階
段は、少
人数のグ
ループに
分けて、
降りるよ
うにした
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
健康状
態、身体
的な不都
合はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ―

先頭職員
は子ども
たちを誘
導して歩
いてい
た。最後
方の職員
は全体を
見守りな
がらも、
介助が必
要な子ど
もの手を
つない
で、一緒
に降りて
いた。、

―

不慣れな場
所であ
る。、イベ
ントの後で
あった。普
段と違った
状況の中で
は子どもた
ちに対して
普段以上に
危険予知を
して危険回
避の声掛け
と、見守り
をする。

2999

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

14 ― ― 2歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

転倒事故
を防ぐた
めの、体
幹の訓練
を毎日
行ってい
るが、身
について
いない。
支援児の
動きに合
わせてつ
いていて
も、不測
の事態が
起こる。

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

転倒事故
を防ぐた
めの体幹
の訓練を
本児が楽
しんでで
きるよう
に工夫す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
活動が盛
んになっ
てきて、
興味のあ
るところ
に常に移
動してい
るので、
予測がつ
かない動
きが多
い。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対象
児に接
してい
た)

― ―

他の担任
は他の14
名の保育
に当たっ
ていて、
至近距離
にいた。

―

子どもの動
きを予測で
きるよう
に、行動の
特性を観察
し、担任で
共有する。

3000

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

7
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 4 4 5 2 ― ― 2歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

―

1.基
準以
上配
置

― ―
2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

静的な遊
びの提供
と過ごし
方の徹
底・確
認。状況
に応じた
言葉がけ
をし、特
に低年齢
児の見守
り等に気
を配るな
ど事故を
未然に防
ぐ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
興味のあ
る方に気
がいって
しまい、
落ち着い
て座って
いること
が出来て
いなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ―

廊下で降
所児・保
護者対応
をしたた
め見てい
なかっ
た。

―

保育士同士
の連携・声
かけを強化
する。特に
未満児の安
全確保（室
内の一か所
に集めて利
用児確認な
ど）を行
う。
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3001

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

5
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

71 1 12 15 18 12 13 ― ― 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

― 3.未実施 ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

保育する
職員が、
子ども全
員を見渡
せる様に
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
自ら希望
し、対象
児を含め
た４～５
歳児６名
と職員１
名と共に
サッカー
を行っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ―

他の園児
を見てい
たり、お
迎えに来
た保護者
の対応を
行ってい
た。

―

お迎えの保
護者対応を
する職員な
ど、はっき
りとした担
当分けを行
う。

3002

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

39 20 19 ― ― 3歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

・立ち止
まること
は危険で
あること
を話し、
子ども同
士でぶつ
からない
ように配
慮する。
・周囲を
良く見な
がら走っ
て遊ぶよ
う指導す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的内
容記載欄)
室内を走
るリズム
遊びをし
ていた。3
歳児、4歳
児に分か
れて交互
に同じリ
ズムの動
きをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ―

・3歳児の
担当職員
は子ども
と一緒に
リズム遊
びのため
走ってい
た。・4歳
児の担当
職員は転
倒を見て
いたが、
リズムの
曲をピア
ノで弾い
ていたた
め間に合
わなかっ
た。

― ―

3003

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 10 5 ― ― 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

バランス
を崩しこ
けそうに
なった時
の対処の
方法（前
に倒れ
る、手は
離さな
い）を
もっと充
分に伝え
ておく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
登所後、
竹馬（高
さ８０
㎝）の練
習をして
いて、バ
ランスを
崩し、落
下する。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3004

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

4 1 1 1 ― ― 3歳
1.男
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

滑り止め
の付いた
靴下を履
かせても
らうよう
保護者に
協力
してもら
う。滑り
止めが付
いていな
い靴下を
履いてい
るときに
は、室内
では靴下
を脱ぐな
どの対策
をとる。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的内
容記載欄)
普段登園
する時間
帯より、
更に早く
の登園
だったの
で、家庭
において
十分な食
事・水分
が取れて
いなかっ
たのでは
ないかと
思われ
る。普段
より元気
で落ち着
かない感
じでは
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3005

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

10 0 4 6 0 0 0 0 ― ― 2歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

落ち着い
て歩き出
せるよう
に、声を
かけてい
くと共
に、予想
できる行
動にすぐ
に対応出
来るよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
自我の芽
生えの様
子はあ
り、聞き
分けは良
い方であ
るが、歩
きたいと
いう意思
が強かっ
た

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対象
児に接
してい
た)

― ― ― ― ―
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3006

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

7
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

12 1 6 5 ― ― 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
7.その
他

―

園庭全体
に目が届
く場所で
保育する
ように徹
底する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
４歳児と
トラブル
になり、
らせん滑
り台上で
言い合い
になり、
押されて
落下し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3007

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

2
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

29 ― ― 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―
今回の事
故は要因
なし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3008

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

54 14 20 20 ― ― 4歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

自由あそ
びの場、
あそびの
検討をす
る。保育
士の立つ
位置、子
どもへの
声かけを
共通理解
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

巧技台か
らのジャ
ンプにお
もしろさ
を感じ、
繰り返し
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3009

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 8 13 11 ― ― 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

午後は疲
れも出て
来て動き
も鈍くな
る為、十
分注意す
る。（職
員の配
置、関わ
り等）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
いつもと
同じよう
に遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―

3010

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

134 16 22 21 25 25 25 ― ― 2歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

その場か
ら離れる
際にはほ
かの職員
に声をか
けて、み
んなで立
ち位置を
確認し合
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ホールに
てウレタ
ン積み木
を長く並
べた上を
歩いてあ
そんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3011

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

18 ― ― 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

築山のま
わりの草
刈りをし
て、危険
箇所を認
識しやす
くした。
また、築
山の土管
の入口の
土を補充
し、柔ら
かく平ら
にした。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
友達と大
好きなレ
ンジャー
ごっこを
して、走
り回って
あそんで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3012

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

5
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

33 11 13 9 ― ― 4歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

室内は足
元をよく
見て歩く
よう伝え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
室内を移
動してい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―
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3013

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

6
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

20 ― ― 2歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

2歳児の発
達を学び
カリキュ
ラムの見
直し。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的内
容記載欄)
常に体を
動かし安
定的では
ない

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3014

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

３歳児 33 ― ― 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

鉄棒をす
る子を見
るとき
は、１人
ずつ見る
ようにし
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
少しずつ
鉄棒が得
意になり
つつあっ
た状態
だった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3015

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 0 0 15 0 13 12 0 ― ― 2歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
顔面(口腔
内含む)

―

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

遊具の傍
に職員が
付き、約
束事を伝
えたり、
怪我を防
止出来る
よう話し
たりして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
5歳児と一
緒に、遊
具のトン
ネルの中
で三輪車
に乗って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3016

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

58 0 0 0 20 22 16 0 ― ― 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

疲れを感
じていな
くても、
適度に休
憩を挟む
ことを指
導してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的内
容記載欄)
前転がで
きるよう
になった
嬉しさを
認めてい
たが、そ
れに伴う
疲労度に
ついての
見通しが
甘かった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3017

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 25 ― ― 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
対象児が
自ら、縄
跳びを始
める。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―

3018

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

18 ― ― 2歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもの
様子を見
るときに
は、滑り
台の上に
子どもを
残さな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

すべり台
で楽しく
あそんで
いたが、
お友達の
帽子を
引っ張っ
てしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3019

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

21 ― ― 5歳
2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

　走り癖
対策、か
まぼこ型
レールを
埋め込み
型へ

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発で、
話をよく
聞かない
で先走り
する傾向
にある

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―
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3020

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 0 0 0 4 2 7 0 ― ― 6歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

土曜日で
園児人数
が少なく
ても、複
数の保育
士での見
守りが必
要

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
健康状態
は良好。
自分で出
来るよう
になった
鉄棒を張
り切って
遊ぶ

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3021

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

7
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上児 2 3 4 4 2 2 4 ― ― 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

―

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

―

職員が建
物の構造
の特徴を
よくつか
み、子ど
もの動き
に注意
し、声を
かけ自制
を促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3022

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

55 18 19 18 ― ― 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

ままごと
遊びとリ
レーの
フィール
ドの境界
にライン
を引いた
り、コー
ンを置い
たりする
ことで、
遊びの境
を一目で
意識でき
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
リレーで
バトンを
渡すこと
に集中し
て、他児
の存在を
意識でき
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―

3023

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 41 ― ― 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

跳び箱を
行う際
は、今ま
での1名プ
ラスもう1
名を配置
して、２
名で両サ
イドをカ
バーする
ことで落
下した際
にも支え
られるよ
うにして
いる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
一度跳ぶ
ことを失
敗して、
もう一度
挑戦した
時にバラ
ンスを崩
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3024

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

15 ― ― 4歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

―

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

安全面に
留意して
慌てずに
降所準備
をするよ
う、クラ
ス全体で
約束し、
また個別
に言葉か
けが必要
な場面で
は、個別
に声をか
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
降所前の
片づけを
している
際、本児
の近くに
いた児童
がピアノ
の椅子に
ぶつか
り、椅子
が転倒す
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―
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3025

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

5
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上児 11 11 ― ― 6歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

転んだ時
にすぐに
両手をつ
くという
ことが身
につくよ
う両手の
平を床に
つく運動
遊びを
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
友だちと
の遊びを
楽しみ、
夢中に
なって走
り回って
いた。遊
びが盛り
上がると
興奮する
姿も見ら
れた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3026

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上児 12 12 ― ― 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

跳び箱の
高さがそ
れぞれの
園児に
あってい
るか確認
が必要で
ある。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的内
容記載欄)
興奮気味
で体操に
参加して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3027

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

23 ― ― 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
4.創傷(切
創・裂創
等）

顔面(口腔
内含む)

―
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
7.その
他

―

保育士の
話が聞け
る環境を
整えてい
くように
してい
く。

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

他児は歯
磨き・う
がいをし
て廊下で
待ってい
たが本児
は部屋に
入って
行った。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―

3028

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 15 8 ― ― 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

保育室で
落ち着い
て過ごせ
る環境・
玩具の工
夫をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3029

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

20 8 9 3 ― ― 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

落ち着い
てゆっく
り進むよ
う声をか
ける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
いつも快
活な子で
あるが、
特別興奮
している
わけでは
なかった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3030

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― 2 ― ― 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ― ―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

・鬼ごっ
こや追い
かけっこ
等の遊び
は広いス
ペースで
楽しむよ
うに指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
・鬼ごっ
こをして
いて、他
児を追い
かけてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3031

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

18 ― ― 2歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ― ―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

広いとこ
ろでもぶ
つかった
り、転ん
だりする
こともあ
るので危
険性を考
えながら
あそぶよ
うにして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
友だちと
走ってあ
そんでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―
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3032

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上児 20 ― ― 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ― ―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

縄跳び遊
びの経験
を積ん
で、縄に
慣れる機
会をもっ
ともてば
よかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

縄跳びに
興味を持
ち、やっ
てみたい
という意
欲が強
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―

3033

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 4 2 2 3 7 7 11 ― ― 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ― ―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子ども動
きの想定
を行い、
職員間で
連絡を密
に行い空
白時間を
作らな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
登園後の
自由遊び
の時間帯
で好きな
遊びを
行ってい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3034

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

― 7 ― ― 1歳
1.男
児

―
食事中(お
やつ含む)

1.負
傷

―
1.意識不
明

― ―
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
事故当日
の朝の体
温は平熱
であり，
普段通り
室内で遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3035

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

― 18 18 ― ― 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ― ―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3036

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― 26 ― ― 6歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ― ―

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
友達とじ
ゆうあそ
びをして
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3037

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

― 26 ― ― 6歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ― ―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3038

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― 20 ― ― 3歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

― ―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
遊具に乗
ろうとし
て、足が
遊具に
引っかか
り転倒。
近くにい
た友達の
遊具で
口元を強
打。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―
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3039

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

― 22 ― ― 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ― ―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

4.個人
活動
中・子
どもの
み

― ―

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的内
容記載欄)
初めての
太鼓教室
に集中し
て取り組
んでい
た。終
わった後
の開放感
を頑張っ
た自分に
自信がつ
いて、側
転をしよ
うとした
のではな
いか。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3040

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

― 22 　 　 　 　 　 　 ― ― 1歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 6.その他 ― ―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
食事・排
泄が終わ
り昼寝の
準備を行
う前に、
玩具棚に
行き玩具
を取りだ
し歩き出
したとこ
ろバラン
スを崩し
転倒。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―

3041

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児ク
ラス

5 ― ― 1歳
1.男
児

―
6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

― ―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
たらいの
外から中
の友達
へ、ジョ
ウロの水
をかける
など楽し
んだ後、
たらいの
中へ入ろ
うと思っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3042

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 3 8 6 ― ― 2歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ― ―
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
元気で普
段と変わ
りなく活
動

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3043

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 15 ― ― 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ― ―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
かけっこ
で1番にな
るため張
り切って
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―

3044

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス

6 ― ― 0歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

― ―
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― ―

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

登園した
時から、
元気がな
く、眠い
のか、い
つもと比
べ静かで
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―
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3045

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

95 6 16 17 18 19 19 ― ― 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
4.創傷(切
創・裂創
等）

― ―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的内
容記載欄)
対象児
は、週の
初めは落
ち着かな
い状態で
ある。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3047

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

2.1歳児ク
ラス

13 ― ― 2歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ― ―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的内
容記載欄)
初めての
遊具に喜
び、意欲
的に挑戦
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3048

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

25 ― ― 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ― ―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

担任以外
の保育は
極力避け
る。止む
追えず保
育する場
合は、事
前に担任
との打ち
合わせを
十分に行
うこと。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

― ― ― ― ―

― ― ― ―― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は、
普段から
体を動か
すことを
好み、興
味がある
ことには
積極的に
向かい楽
しんでい
るが、注
意力散漫
なところ
も多く、
興味を持
つと周囲
に注意を
払うこと
なく向か
うため
に、家庭
において
も飛び出
すことが
ありヒ
ヤッとす
ることが
幾度か
あったと
聞いてお
り、今回
も木のぼ
りをしよ
うと思い
立ち、急
に走り出
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

―― ― 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ― ―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

3046

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 11 14
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3050

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

55 ― ― 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ― ―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
遊んでい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―

3051

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

7
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

108 5 13 17 29 19 25 0 ― ― 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

― ―

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
床にて、
通園かば
んを用意
するため
座ってお
り、日頃
と何も変
わらない
様子だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3052

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

5 3 1 1 ― ― 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

―
上顎両A外
傷性亜脱
臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
日中から
夕方保育
にかけて
元気に過
ごしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―

3053

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上児 30 6 20 24 23 26 30 ― ― 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
右小指基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
給食後、
床に座っ
て絵本を
見てい
た。後ろ
に手を伸
ばし体を
支えて
座ってい
た時に自
分で小指
をそり返
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―

3054

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5歳以上児 34 ― ― 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―

左前腕骨
（橈骨）
骨折
【治療に
要する期
間：概ね1
か月】

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
体調不良
もなく、
普段通り
体育指導
に取り組
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

― ―

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的内
容記載欄)
運動会で
披露する
遊戯を
行った
後、友達
との追い
かけっこ
をしたり
活動的で
あった。
鉄棒にぶ
ら下がる
ことは
あった
が、前回
りはした
ことがな
かった。
しかし、
この日は
前回りが
できる友
達と一緒
に鉄棒を
行い、前
回りに挑
戦した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ――

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3049

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

74 0 0 0 23 22 29 ― ― 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
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3055

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

49 0 0 0 24 0 25 0 ― ― 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

―

右上Ｂか
ら左上Ｂ
外傷性歯
の脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

周りのこ
とが気に
なってし
まい、目
の前のこ
とをしっ
かり見て
行動がで
きにく
い。当日
は下を見
て歩いて
いたの
か、目が
痛いので
目をつ
ぶってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―

3056

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

202 6 10 21 57 50 58 0 ― ― 3歳
1.男
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

― 2.骨折 ―
右母指骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

4.個人
活動
中・子
どもの
み

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
いつもど
おりで
あった
が、保護
者と離れ
ることを
寂しがる
姿がみら
れた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―

3057

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

65 0 0 0 19 21 25 0 ― ― 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
右第２第
３中足骨
不全骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

土管登り
ができる
ように
なったこ
とを喜
び、友だ
ちと一緒
に何度も
挑戦する
姿が見ら
れた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―

3058

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

36 ― ― 2歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―

左環指挫
創・左環
指末節骨
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
朝から特
別に変
わった様
子もな
く、ふだ
んどおり
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3059

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5歳以上児 21 ― ― 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ― 骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
草むらの
上を走っ
ていた。
担任のバ
ルーンを
するよと
言うと体
を翻した
とき足を
取られて
転んだ

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―

3060

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

20 ― ― 2歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

―
上前歯亜
脱臼　下
口唇挫創

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
日常的に
遊んでい
る遊具で
あったの
で、特に
慎重な動
きはなく
勢いに任
せて遊ん
でいた、
という様
子であっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―
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3061

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

4
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

24 ― ― 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―

右尺骨近
位端骨
折・右橈
骨頚部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
元気もよ
く、鉄棒
がしたい
と担任に
申し出た
他の数名
の子ども
たちと一
緒に、ぶ
ら下がる
等して楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3062

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

4 1 2 1 ― ― 2歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ― 骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
持ってい
た物を職
員にも見
せようと
した際、
玩具を踏
んで滑っ
てしまい
転倒に繋
がってし
まった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3063

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

13 ― ― 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
左尺骨近
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
園庭で遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3064

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

35 15 20 ― ― 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
左肘頭骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

よろこん
でゲーム
に参加し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3065

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 4 7 ― ― 2歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

―
前歯上3本
のぐらつ
き

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
健康で
あった。

3.対象
児から
至近距
離で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
いつもと
変わら
ず、一人
でブロッ
クをした
り、、お
友だちと
けんかな
どせず遊
んでい
た。比較
的おとな
しい園児
だが、出
口付近の
ところで
外を眺め
ていた
が、教室
の奥で広
げていた
ブロック
のところ
へ急に走
りし 教

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ――
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
右足のす
ねの部分
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ―3066

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 2 6 ― ― 3歳
1.男
児
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3067

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

27 ― ― 3歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
頭蓋骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的内
容記載欄)
保護者の
参観とい
うことも
あり、落
ち着かな
い様子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3068

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

66 6 11 13 18 18 ― ― 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
（左足踝
辺り）剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
午前中、
運動量が
多かった
ため、疲
れもあっ
たかもし
れない。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―

3069

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

85 7 11 12 23 32 ― ― 4歳
1.男
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

―

左右Ａ外
傷性亜脱
臼、左右
Ａ外傷性
歯の破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

― ― ―― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
もともと
活発な児
童で　遊
びに対し
て意欲的
ではある
が　体の
力と気持
ちが一致
せず　転
倒したり
ぶつかっ
たりしが
ちな面が
あり、こ
の日も
はじめは
探索遊び
をしてい
たが　走
り回る遊
びに転換
していっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ―― ― 2歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
左　上腕
骨外顆骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

―3070

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

3.2歳児ク
ラス

16

りし、教
室中央付
近で、
テーブル
を避ける
よう角度
をつけて
向きを少
しつけた
とき、足
を滑らせ
て転倒
し、すぐ
に泣き出
した。
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3071

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

35 11 14 10 ― ― 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
右橈尺骨
遠位端開
放骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
事故発生
日、就学
時検診の
ため給食
後の降園
予定で
あった
が、興奮
するよう
な様子も
なく、い
つも通り
過ごして
いた。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対象
児に接
してい
た)

― ― ― ― ―

3072

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 13 12 ― ― 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
いつもと
変りなく
元気で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3073

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 0 0 0 4 13 20 ― ― 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―

右肘の骨
折
（医師か
らの「医
療の状
況」が出
ていない
ので正し
い診断名
ではな
い）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

3.未
実施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
仲の良い
友達と鬼
ごっこ等
のびのび
と身体を
動かす為
に走り出
した

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3074

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

11 ― ― 3歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 6.その他 ―
外傷性歯
牙脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的内
容記載欄)
大好きな
遊戯では
りきって
踊ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―

3075

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

6
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

36 0 0 0 10 12 14 ― ― 3歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
左尺骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
遊具を
使った
り、友だ
ちと一緒
に行動し
たり走っ
たりして
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3076

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

6
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 8 ― ― 5歳
1.男
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

― 2.骨折 ―
右上腕骨
遠位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
7.その
他

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
いつもと
変わらず
登所し、
日中の活
動も変わ
りなく過
ごしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3077

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

41 ― ― 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
左脛骨々
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
特に普段
と変わり
なく遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―
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3078

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5歳以上児 17 ― ― 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―

右橈骨骨
幹部骨折
右尺骨若
木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

運動会の
練習後で
疲れてい
たことが
考えられ
る。余裕
を持って
出発を
し、園児
のペース
に合わせ
てゆった
りと歩け
るよう配
慮してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
特に普段
と変わら
ず、落ち
着いてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3079

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 0 0 0 1 6 12 0 ― ― 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ― 鎖骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

・日々の
保育の中
での運動
遊びの見
直しを
し、四肢
を使った
運動遊び
を積極的
に取り入
れてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
・いつも
どおりの
様子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―

3080

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

121 5 21 23 22 26 24 0 ― ― 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

鉄棒の使
い方を再
度指導し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
いつもと
変りなく
元気で、
友達と一
緒に遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―

3081

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

19 ― ― 2歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

―

歯茎損
傷、歯の
脱臼・破
折、顔面
打撲傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

2歳児はそ
りの扱い
が十分に
できない
ため、年
齢や個人
の発達に
ふさわし
い遊びを
行うこ
と。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

そり遊び
を楽しん
でいた
が、そり
を持って
歩いてい
たため前
方がよく
見えな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

土曜日
は、合同
保育で子
どもがい
つもの状
態とは違
うので、
跳び箱の
ようなリ
スクの高
い遊具は
子どもの
目に触れ
ない所に
片付けて
おく。保
育士は、
危険が予
測できる
遊び場か
ら離れな

4・5歳児
のするこ
とは、3歳
児にはあ
こがれで
あり、本
児も近辺
でその様
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3083

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5歳以上児 25 25 ― ― 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
右手関節
橈骨若木
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

転倒しや
すい箇所
や危険箇
所を十分
把握し安
全確認を
行いなが
ら、園児
を通行さ
せない又
は走らせ
ないなど
の対策を
講じる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

集合の合
図によ
り、保育
士の方に
走って向
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3084

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

6
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

13  13 ― ― 3歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
下腿骨骨
折（脛
骨）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

椅子に
乗って飛
び降りな
いなど、
危険が発
生しそう
な場所や
使用方法
に対する
園児への
声かけを
再度徹底
してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

午睡を
取ってい
なかった
が、おや
つも食べ
て機嫌よ
く活動的
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3085

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

9 9 ― ― 3歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
モンテジ
ア脱臼骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
いつも活
発な児で
あり、こ
の日も友
達と追い
かけっこ
を楽しん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

い。それ
が、出来
ないので
あればそ
こで（遊
具で）遊
ばせな
い。遊具
や遊びの
組み合わ
せが適当
か、発達
にあって
いるか、
量はどう
であるか
を考え、
保育者は
自分が見
ることが
出来ない
量の遊び
をさせな
い。子ど
もたちが
落ち着か
ず終止が
着かなく
なった
ら、早め
に片付
け、一度
遊びを中
断する。
片付けを
して集ま
らせ、一
旦子ども
を落ち着
かせてか
ら遊ぶ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

でその様
子を見て
いた。4・
5歳児が跳
び箱から
いなくな
り、跳び
箱が開い
たので本
児もチャ
レンジし
た。しか
し、飛び
下りて腕
をぶつけ
たと思わ
れる。3・
4.5歳児が
一緒に
なって参
加できる
遊びに
なっても
参加でき
ずに腕を
押さえて
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―3082

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 0 0 0 8 6 9 ― ― 3歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
右肘外側
の骨折
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3086

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 20 ― ― 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

鬼遊びを
楽しむた
めには何
に気をつ
けたらよ
いかを子
どもたち
と話し合
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
鬼遊びを
したい子
どもたち
が集まっ
て，主体
的に始め
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3087

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5歳以上児 26 0 0 0 0 0 0 0 ― ― 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
右肘剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

慣れない
環境での
見守りに
関しては
より意識
して取り
組んでい
く

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的内
容記載欄)
所外保育
時で室内
遊具の
マットス
ペースで
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3088

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

22 ― ― 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
ボールを
転がして
遊んでお
り、自分
で投げた
ボールを
追いかけ
ようとし
た時、バ
ランスを
崩して転
んだ

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―

3089

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

27 14 13 ― ― 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ― 鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

かけっこ
をする時
の人数配
分を考
え、か
けっこの
方法を検
討するべ
きであっ
た

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
いつもの
ように、
積極的に
練習に参
加してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3090

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児ク
ラス

11 ― ― 2歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
上腕顆上
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

主活動の
ねらいを
しっかり
押さえ、
遊びの範
囲が広
がってし
まわない
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
活動中は
いつも通
りであっ
たが、本
児の興味
が砂場よ
りそれ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3091

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

　　1
歳児
１

４、2
歳児
２２

14 22 ― ― 1歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
鎖骨骨折
（左側）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

年齢に
あった遊
具を準備
し、大き
い年齢の
子が遊ぶ
場合には
違うあそ
びに誘
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
よく動き
まわる子
どもであ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ― ―

3092

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 23 ― ― 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 6.その他 ―
骨端先損
傷の疑い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

遊具を使
う場所の
範囲を保
育士の近
くに設定
しより安
全に見守
れるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
フラフー
プで遊ん
でいた。
（転倒
後）座り
込んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―
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3093

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 25 ― ― 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
左手小指
付け根部
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

活動する
範囲に保
育士が行
く。行か
れない場
合は目の
行き届く
範囲に設
定しより
安全に見
守れるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
鬼ごっこ
をしてい
て走り
回ってい
た。鬼か
ら逃げる
ことに夢
中になっ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3094

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― ― ― ― 3歳
2.女
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

― 2.骨折 ― 骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
7.その
他

―

保護者が
しっかり
子どもの
手をつな
ぎ車に乗
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
　保護者
に引き渡
した後
で、園舎
裏側の駐
車場での
事故なの
で職員は
誰も見て
いませ
ん。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3095

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 6 8 9 4 1 6歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
右腕　橈
骨　尺骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

保護者に
引き渡し
をすると
きは他の
職員に声
をかけ、
より意識
を高め、
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児と他
児１名が
ままごと
コーナー
で遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―

3096

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

102 8 16 17 20 20 21 0 19 18 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
右橈骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

危険な遊
びをして
いる場合
は、その
都度、声
掛等の指
導を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
他児と二
人で

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

― ― ― ― ―

3097

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

26 4 1 3歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ― 骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

集団遊び
の中で一
人一人に
注意しな
がら危険
を予測し
て遊びを
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ― ―

3098

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

8
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

27 5 5 3歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
右手第4指
の指先の
骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

ドアの開
閉で、指
を挟みけ
がをする
ことある
ことを伝
え、正し
い使い方
を指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
手洗いに
行くため
にドアに
手をかけ
た時ドア
が閉まり
挟まっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

2名の職員
が、手洗
い場に位
置し、子
どもの対
応をして
いた。

― ― ― ―

3099

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

43 18 25 2 2 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
左足首剥
離骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

遊具ゾー
ンの手前
にゾーン
のしるし
があって
もよい

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

機嫌よく
登園し、
いつもと
変りなく
過ごして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
渡してい
た。特に
危険は感
じなかっ
た。

― ― ― ―
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3100

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

33 0 0 11 8 7 7 4 4 2歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
左第２指
先骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園児に対
して安全
に遊ぶた
めのルー
ルを再確
認すると
共に、保
育者同士
が連携を
取り合い
ながら、
安全に活
動できる
保育環境
の整備に
努める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調に異
常は見ら
れず、ク
ラスの仲
間と一緒
におまま
ごとをし
て遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事故発生
時、保育
者は園児
が帰って
きたとき
近くにお
り、園児
がドアを
閉めよう
とする時
に指が挟
まりそう
だったの
で、ドア
を止めよ
うとした
が、閉ま
る方が早
く止めら
れなかっ
た。

― ― ― ―

3101

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― 39 32 32 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
左足首関
節内骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

遊びの提
供を話し
合いなが
ら行いう
が、約束
事は必ず
決めて、
危険なく
遊びが進
めていけ
十分に遊
べる環境
づくりを
おこな
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
いつもの
ように外
で砂場や
かけっこ
をしてい
た。１人
で走って
移動する
際に足を
ひねっ
た。転ぶ
ことはな
くバラン
スを崩し
たとのこ
とであっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

バナナお
にとドッ
チボー
ル、砂場
遊びの見
守りをし
ていた。
本児が足
をひねっ
たところ
は見てい
なかっ
た。本児
は違和感
はあった
が、痛み
は感じず
保育士・
友達にも
話さな
かった。

― ― ― ―

3102

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 9 18 10 4 4 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―

左上腕骨
顆上骨
折、左肩
挫傷、左
手関節挫
傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

一番低い
鉄棒の下
にもマッ
トを敷い
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
園庭で遊
んでい
た。鉄棒
に興味を
持ち始
め、自分
で鉄棒を
しようと
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

高い鉄棒
で別の子
の手助け
をしてい
た。

― ― ― ―

― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

・必ず二
人での保
育体制を
整えてい
く。
・友達と
の遊び方
に、ふざ
けたり身
体を触る
ような行
為が見ら
れたとき
にはすみ
やかに止
め、違う
遊びに誘
導してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
本児は右
腕を押さ
えてお
り、状況
を聞くと
他児に押
されて転
倒したこ
とがわ
かった。
痛がる腕
の様子を
確認す
る。グー
パーはで
きたが、
腕を前方
から頭上
へ上げよ
うとした
際に腕が
不自然に
反ったた
め、それ

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

リーダー
保育士は
４歳児１
８名が２
階プール
デッキに
て積み木
やボール
で遊んで
いるとこ
ろについ
ていた。
プール
デッキは
片付けを
始める。
リーダー
保育士は
片付けの
援助をし
ていたと
ころ本児
が泣いて
いること
に気付
く。保育

― ― ― ―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
右上腕骨
折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ―3103

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

24 2 2 5歳
1.男
児

―
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3104

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

11 7 4 5 4 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ―
右上腕骨
顆上骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

必ず足か
ら降りる
など、安
全な使用
方法につ
いて児童
への指導
を徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸板の取
り組みに
対し、意
欲的に挑
戦する姿
があっ
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対象
児に接
してい
た)

飛び降り
るまで
は、手を
添えて補
助してい
たが、本
児が飛び
降りる際
に手を放
し飛び降
りた。

― ― ― ―

3105

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上児 1 1 1 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 ― 骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

鍵の場所
の検討。
乗っては
いけない
場所への
周知を
しっかり
行う。視
覚支援と
して遊具
に
布をかけ
るなど
し、刺激
を軽減す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
対象児
（加配
児）は、
折り紙に
参加でき
ずイライ
ラして他
児の紙飛
行機を壊
し、プレ
イルーム
へ一人で
走って
いった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すべり台
の側で、
靴下を脱
ぐ事、危
険な場所
に乗らな
いよう声
をかけ
た。一度
やめたが
また,急に
上がりそ
のまま
滑って落
ちてし
まった。
支えよう
としたが
間に合わ
なかっ
た。

― ― ― ―

3106

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 0 10 0 0 1 12 0 4 4 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
鉄棒がし
たいと担
任に申し
出、見守
られなが
ら前回り
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の鉄
棒を見
守ってい
たが、そ
ばに来た
子どもの
話しかけ
に応じ、
空を見上
げ目が離
れてし
まった。

― ― ― ―

3107

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― 33 28 28 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

遊びの約
束事、子
どもの動
き等を再
確認し、
職員で見
守り担当
を決め、
安全面の
徹底をし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
午前中
は、生活
発表会の
練習をし
た。午後
からは、
園庭で友
達と走り
ながら鬼
ごっこを
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士
が、子ど
も達同士
で、鬼
ごっこを
している
姿を見
守ってい
たが、築
山とフェ
ンスの間
に逃げてi
いるとこ
ろまでは
みていな
かった。

― ― ― ―

3108

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 14 12 11 3 2 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

配置基準
以上の保
育士、保
育助手を
置いてい
るため改
善策はな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
特に変
わった行
動、言動
はなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

屋外で園
庭全体に
目を配っ
ていた。

― ― ― ―

以上動か
さないよ
うに告げ
て園長と
主任に内
線で連絡
する。

室に誘導
し、サブ
保育士に
怪我の状
況の確認
を依頼す
る
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3109

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 0 0 0 9 6 9 0 3 3 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

室内では
靴下を脱
がせ、
滑っての
転倒を避
けるよう
にする。
今まで以
上に室内
では座っ
て活動す
るように
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
普段と同
じ時間帯
に特別激
しい活動
をしてい
るわけで
はなく、
普段と同
じような
遊びをし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

激しく走
り回って
いる、追
いかけっ
こをして
いるとい
う訳では
なかった
ので他の
園児も含
め、対応
してい
た。

― ― ― ―

3110

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 18 2 2 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左小指基
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

運動遊び
を始める
前には、
指先を含
めた準備
体操を徹
底してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
活発な遊
びを好む
本児は、7
人の友達
と鬼ごっ
こ（氷
鬼）をし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
には加わ
らず園庭
全体を見
ていた。

― ― ― ―

3112

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 1 8 9 14 6 6 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

固定遊具
の安全性
に過信せ
ず、見守
りが必要
である。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
固定遊具
（ぞうの
乗り物、
高さ約65
㎝）に乗
ろうとし
て滑り落
ち、左手
が体の下
敷きにな
りながら
転倒し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

固定遊具
の高さが
高すぎ
ず、普段
は対象児
が問題な
く乗り降
りできて
いたの
で、そば
につか
ず、上り
棒で遊ぶ
幼児につ
いてい
た。

― ― ― ―

― ― ― ―― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

保育室入
口は職員
の出入り
があるた
め、遊ぶ
スペース
としては
使用しな
い。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的内
容記載欄)
常に活発
に動く。
興味のあ
る物が見
に入る
と、すぐ
にそこに
駆け寄
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ミルクの
空き缶へ
のチェー
ン入れ、
動物の樹
脂製玩具
で遊んで
過ごす園
児を見
る。検温
があと１
名にな
り、０歳
児５名と
一緒に玩
具を片付
ける。調
理職員が
保育室内
に入ろう
としたた
め、パー
ティショ
ンから離
れるよう
声がけす
る。

2 2 1歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
4.創傷(切
創・裂創
等）

顔面(口腔
内含む)

眉間の創
傷

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

3111

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス

5  6 0 0 0 0 0 0 0
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3113

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 22 3 3 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右四指中
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園庭には
他の学年
も使用し
ていない
時間帯
だったこ
と、また
あそびの
環境
（コート
の
広さ）等
も十分確
保できて
いたが、
今後もあ
そびに適
した環境
を考慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
　ドッジ
ボールの
ルールも
しっかり
理解して
おり、楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子ども達
のルール
の理解
や、あそ
びの進行
の必要に
応じて対
応できる
よう見
守ってい
た。

― ― ― ―

3114

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 7 10 18 9 9 1歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨不
全骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

遊ぶ前
に、遊具
周辺に危
険な箇所
がないか
や、遊具
が子ども
の体格に
合ってい
るかを確
認する。
子どもの
動きに合
わせて、
声かけや
介助をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
元気に登
所してき
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

クラス全
体の動き
を見てい
た。対象
児の動き
も見てい
た。

― ― ― ―

3116

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上児 20 0 2 2 6歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左とう骨
近位部骨
折、左尺
骨近位部
骨折、左
上腕骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

表現会練
習のため
階段が設
定してい
たが、活
動内容に
よって環
境の見直
しをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
普段どお
り活発に
鬼ごっこ
に参加し
走ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室舞
台左側で
対象児を
含め子ど
も達が遊
ぶ様子を
見守って
いた。対
象児が転
倒する場
面からは
７メート
ル離れて
いた。

― ― ― ―

―

・活動に
よって
は、区
切って落
ち着いて
遊べるよ
うにする
が、今回
のような
状況下で
は区切り
をなく
し、見通
しが良い
ように
し、保育
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
・体操を
していた
が興味が
移りまま
ごとコー
ナーに行
き片手に
玩具を
持って体
操のス
ペースに
戻ってく
るが、す
ぐにその
場からま
まごと
コーナー
に戻って
いく際に
バランス
を崩すよ
うに左肩
より転倒
する。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・直前ま
で臨時職
員と保育
していた
が、子ど
もの排便
のおむつ
交換のた
め臨時職
員が部屋
を離れ
た。子ど
も５人を
一人で保
育し体操
の場につ
いてお
り、まま
ごとコー
ナーに移
動した対
象児の傍
につか
ず、まま
ごとコー
ナーへの
行き来を
見ながら
他児と体
操をして
いた。

― ― ― ―鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3115

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

5 2 1 1歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）
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3117

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

3.2歳児ク
ラス

12 2 2 2歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

歯の損傷
（破折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

絶対慌て
ない様に
声かけす
る　余裕
をもって
行動する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
手をつな
いで６列
中３列目
を歩く

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもの
列６列
中、１列
目と６列
目の子と
手をつな
ぎ、全体
を見て声
をかけな
がら歩
く。

― ― ― ―

3118

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 18 0 0 0 0 0 0 0 1 1 6歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
普段と変
わりなく
戸外で楽
しく遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

戸外で遊
んでいる
時に保育
士は園庭
にいた
が、事故
が発生し
たときは
目を離し
ていた。

―
他の保育
士はいな
かった。

― ―

3120

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

115 2 6 18 18 33 38 9 9 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
鉄棒が得
意なの
で、保育
士を誘
い、足を
引っ掛け
て遊ぶ
「コウモ
リ」を行
おうとし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士は
本児が
使ってい
た鉄棒の
隣の鉄棒
にいた子
どもの手
助けをし
ていたた
め、本児
の被災を
防げな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞ
れ、自分
の近くに
いる園児
と遊んで
いたた
め、本児
の様子は
見ていな
かった。

― ―

3121

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 0 0 0 7 7 5 2 2 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

時間配分
や、子ど
もの人数
に合わせ
た空間を
考える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
健康で
あった。

2.対象
児の至
近距離
で対象
児を見
ていた

集団ゲー
ムをして
いたた
め、周り
で見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

集団ゲー
ムをして
いたた
め、周り
で見守っ
ていた。

― ―

― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

・走って
遊んでい
るときは
気をつけ
るよう、
その都
度、声を
かけて注
意を促
す。
・外に出
てすぐは
子どもた
ちの動き
が活発に
なること
を予想し
て、子ど
もの動き
に注意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
大人と遊
ぶことを
好み、外
では活発
に走るこ
とも多
い。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任3名の
うち、1名
は部屋で
発表会の
小道具を
作成して
おり、2名
が所庭に
出てい
た。1名は
固定遊具
（ジャン
グロー
ブ）につ
き、1名は
クラスで
育ててい
る野菜の
水やりを
当番の子
ども6人と
してお
り、衝突
の瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2歳児担任
も子ども
とともに
所庭にい
たが、担
当クラス
の子ども
の様子を
見ていた
ため、衝
突の瞬間
は見てい
なかっ
た。

― ――
1.屋外活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口腔
内含む)

右上前歯
Ａ外傷性
歯の亜脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― ― ― ―3119

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

23 19 7 6 3歳
1.男
児
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3122

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

104 9 16 22 18 16 23 8 8 3歳
1.男
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折・右肩
打撲傷・
右肘打撲
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

― ― ―
7.その
他

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
・保護者
からは得
になし

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

母と登園
したばか
りの時間
帯だった
ため。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

早朝保育
の時間帯
だったた
め、それ
ぞれの担
当の部屋
に配置さ
れてい
た。

― ―

3123

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

69 18 23 28 3 3 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手前腕
部を骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもた
ちの遊び
の興味関
心を把握
し、どの
遊びに援
助が必要
か優先順
位を把握
してか
ら、戸外
遊びを始
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
いつもの
ように外
遊びを始
めた。最
近雲梯が
一人で上
手にでき
るように
なってい
たため保
育士に声
をかける
こともな
く数人の
友達と遊
び始めて
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

自由遊び
のためい
ろいろな
遊びが行
われてい
た。担当
保育士
は、近く
にある鉄
棒で遊ん
でいる子
どもたち
とかか
わってい
たため見
られな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当年齢
児の子ど
もたちと
集団遊び
や砂場で
の遊びな
どしてい
たので見
ていな
かった。

― ―

3124

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

1 0 0 0 2 3 5 0 18 11 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ― 3.未実施 ―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

　本児や
一緒に遊
んでいた
子と遊具
の使い方
を確認
し、ジャ
ンプして
飛び降り
るとけが
をする可
能性があ
ることを
伝える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊び方に
危険を感
じたの
で、注意
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

3125

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

27 3 3 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
遠位部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

― ―

週１回の
安全点検
を引き続
き確実に
行う。遊
ぶ直前の
築山の安
全面の確
認を確実
に実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

月曜日は
２日間の
休み明け
のため、
再会が嬉
しくて気
持ちが高
揚する園
児が多い
ので、危
険な場面
がないよ
うに特に
注意す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的内
容記載欄)
平素は落
ち着いて
遊んでい
る児であ
るが、こ
の日は月
曜日で
あったこ
とと、
プール終
了後の久
しぶりの
戸外遊び
であり、
クラス全
体に気持
ちが高揚
していた
ように思
う。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

有資格保
育士３人
態勢で遊
びを見守
る。立ち
位置も各
自分散
し、要所
要所に配
置してい
る。認識
として
は、月曜
日であ
り、また
プール終
了後の久
しぶりの
戸外遊び
である園
児の遊び
方に特に
注意を向
ける意識
が弱かっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭では
４歳児の
みが遊ん
でおり、
４歳児担
当以外の
職員は園
内で保育
を行って
いた。

― ―

3126

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5歳以上児 3 3 3 6歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

橈骨遠位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

― ―

・危険箇
所をきち
んと伝え
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

・活動ま
での時間
の動きを
わかりや
すく伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
いつも通
りであっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・遊びに
必要な道
具を取り
に行こう
と少し離
れたとこ
ろにい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・至近距
離にいた
が、神社
付近にい
た子を見
ていた。

― ―
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3127

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

23 23 2 2 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第5中足
骨基部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

― ―

今回の事
故は、子
どもが自
らくじい
たことに
よる事故
のため、
ハード面
において
の改善策
は特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

体を動か
して遊ぶ
前に、注
意喚起を
し、子ど
もたちに
安全に対
しての意
識を持た
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
2日間休ん
だ後久し
ぶりに登
園した
が、いつ
もと同じ
ように片
づけをし
た後、遊
戯室で
ドッジ
ボールに
参加し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
たところ
で全体の
様子を見
ながら、
対象児の
動きも視
界に入れ
ていた
が、対象
児が足を
くじく瞬
間には防
ぐことが
できな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の様
子を見な
がら、対
象児の動
きも視界
に入れて
いたが、
対象児が
足をくじ
く瞬間に
は防ぐこ
とができ
なかっ
た。

― ―

3129

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上児 12 1 1 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

―

マニュア
ル事項を
よく理
解・把握
しておく
必要があ
る

2.不定期
に実施

6
1.定期的
に実施

60
2.不定期
に実施

24 ―

固定遊具
に不備は
無かった
が、地面
が乾いて
いた事
で、滑り
やすく
なってい
たので、
水撒きな
どの必要
性もあっ
た

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

担任は至
近距離に
位置する
べきだっ
た

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼食まで
のわずか
な時間
だった
が、外で
遊びたい
と主張
し、女児
３人で雲
梯でのオ
リジナル
遊びをし
たくて、
目的の場
所へ行っ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

雲梯へ向
かったの
は確認し
たが、普
段から巧
みにこな
していた
ので、そ
れ程心配
する事な
く、見守
るだけに
留まって
しまう。
そこへ副
園長の姿
が見えた
ので、報
告事項を
話し始め
てしま
う。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

年中の担
任と分担
相談せ
ず、行動
が重なっ
てしまっ
た。（年
中児も一
緒に園庭
へ出てい
た）

―

優先順位を
考え、園児
の動きに
合った行動
を考えるべ
きだった

　　担任
以外の職
員はその
部屋には
いなかっ
た。

―

職員の見守
りが出来な
い状況の場
合は飛び降
りの遊びは
させない、
また、職員
も他クラス
のこどもの
様子も気に
かけ、危険
のある場合
にはこども
にも担任に
も声かけを
すること。

―
2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

13
2.不定期
に実施

― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

飛び降り
の遊びを
する際に
は必ず、
厚く布団
を敷くか
マットを
使用する
こと。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的内
容記載欄)
午前中の
保育（散
歩）で鬼
ごっこを
し、その
ことが楽
しく、い
つもより
も興奮気
味だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員は食
事の片付
け等をし
ており、
本児の様
子を確認
しつつ
も、ずっ
と付いて
みていた
訳ではな
かった。
（怪我の
瞬間はみ
ていな
かった）
また、い
つも行っ
ている遊
びであ
り、本児
は危険な
行為をす
る子では
ない為、
安心感も
あったか
と思われ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2 2 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

螺旋骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

―3128

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

― 2
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3132

令和
3年5
月12
日

1.認可
7.小規模
保育事業

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

15 2 6 7 0 0 0 0 ― ― 2歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

当園の児
童が連携
園で活動
する場合
の連携園
における
遊び場
は、３歳
児用の遊
び場の一
部に限定
する。散
歩等につ
いても決
められた
コースを
在園児の
いない時
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
好奇心旺
盛で活発
である。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ―

遊具近く
の砂場や
他の場所
で他の園
児と遊ん
でいた。

―

園児の動き
を全体的に
把握する保
育士を設
定、個と全
体の掌握に
努める。ま
た、年齢環
境に合わな
い箇所につ
いては立ち
入らない。

2.不定期
に実施

3

園外活動
での危険
個所の確
認を怠っ
た。

下見を実
施し、危
険個所等
を確認
し、引率
時に共有
し実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢で
の園外保
育であっ
たこと、
ねらいを
明確にし
て目的地
を選定し
ていな
かったこ
と、保育
士全員で
下見や確
認をせ
ず、また
子どもた
ちへの
ルールの
徹底をし
なかった
こと、安
易に遊ぶ
範囲を広
げたこ
と。その
結果、子
どもたち
の動線を
把握でき
ない状態
となって
ていっ
た。

園外活動
における
安全管理
マニュア
ルを見直
し、きち
んと遵守
してい
く。また
職員研修
を実施す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

広場の雑
草地を他
の園児と
駆け下り
て遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育士A
は、全体
を監視し
つつ、数
人の園児
と一緒に
移動をし
ながら遊
んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育士B
は、15人
程度の園
児を引き
連れ周辺
を遊んで
いた。保
育士Cは、
配慮の必
要な園児
と遊んで
いた。保
育士Dは、
子どもの
見守りを
してい
た。

目的地の
拠点とな
る場所か
ら、安易
に範囲を
広げてい
き遊びを
区切るこ
とをしな
かった。
その際
に、改め
て注意喚
起、保育
士間の範
囲・立ち
位置の確
認をせ
ず、子ど
もたちの
動静を把
握してい
なかっ
た。

園外保育実
施計画書の
見直しを実
施し、引率
体制の基準
を明確にし
た。担任・
副担任の他
に1人増、ま
た必要に応
じて引率者
の追加をす
る。また、
実施に際し
て危険個所
などの確
認、役割分
担を共通認
識となるよ
うにする。

1.屋外活
動中

2.死
亡

6.その
他

0.死亡 0.死亡 ―
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

園外保育
におい
て、目的
地の選
定・下
見・ねら
い等具体
的な計画
が十分で
なかっ
た。

園外保育
実施計画
書の見直
しを実施
目的地の
選定条
件、目
的、引率
体制基
準、下見
など細部
にわたっ
てのマ
ニュアル
を作成し
実施し
た。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

49

危険を伴
う行動が
予想され
るとき
は、傍を
離れない
ようにす
る。やむ
を得ず離
れる場合
は、近く
にいる職
員に声を
かけて見
守るよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
いつもと
同じよう
に仲良し
の友達と
ふざけ合
う姿で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

要支援児
の傍につ
いていた
ので、対
象児に背
を向けて
しまって
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同じ室内
で、机上
遊びの見
守りをし
ていた臨
時職員
が、事故
当時を見
ていた。

担当職員
が対象児
に背を向
けてし
まってい
た。

危険を伴う
行動が予想
されるとき
は、傍を離
れないよう
にする。や
むを得ず離
れる場合
は、近くに
いる職員に
声をかけて
見守るよう
にしてい
く。

3131

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

46 23 23 4 4
15.３
歳

1.男
児

―

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

数回

1.基
準以
上配
置

夕方で子
ども達も
疲れてい
たり、お
迎え時間
が近く
なってや
や気持ち
が高揚し
ていたこ
とも考え
られる。

本児と相
手の子ど
もはとて
も仲良し
で、日頃
からふざ
け合うこ
とが多
かった。
事故当
時、直前
まで保育
士が傍に
ついてい
たが、そ
の場を離
れた直後
に事故が
起こって
しまっ
た。今後
は予想さ
れる子ど
もの動き
に即した
保育士の
動きや見
守りを行
なってい
く。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

48 ―

今回は、
遊具も全
て片づけ
てあった
畳マット
上での事
故であっ
たが、今
後に向け
ても室内
の整理整
頓、使っ
てない遊
具の片付
け等は引
き続き行
う。また
ふざけ合
うことは
危険につ
ながるこ
とを子ど
も達にも
随時伝え
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

要支援児
には臨時
職員につ
いてもら
うように
指示する
という判
断も必要
であっ
た。

3130

令和
3年5
月12
日

1.認可
6.認可保
育所

10
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 7 6 7 4 2 3歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨骨
折
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3134

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 58 58 6 4
21.９
歳

1.男
児

無し

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕複雑
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

児童を落
ち着いて
帰宅させ
るため、
退館時に
歩いて帰
るよう、
声掛けを
行わな
かった。

児童を落
ち着かせ
て帰宅さ
せるため
に声掛け
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

施設外で
発生した
事故のた
め無し

施設外で
発生した
事故のた
め無し

7.その
他

無し

事故現場
におい
て、躓い
たり、ケ
ガにつな
がる物が
ないか確
認を行う

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

当該児
は、戦い
ごっこが
好きだ
が、事故
発生当
日、児童
会館にい
る間は、
静かに図
書室で本
を読んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

１６時に
一人で帰
宅だった
ため、事
故発生時
に担当職
員は傍に
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１６時に
一人で帰
宅だった
ため、事
故発生時
にその他
の職員は
傍にいな
かった。

この日
は、同じ
方向に帰
る児童も
おらず、
一人で自
宅まで
帰ったた
め、事故
が起きた
ときに助
けを求め
ることが
できな
かった

同じ方向に
帰る児童が
いる際は、
一緒に帰る
ように声掛
けを行う

3135

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 70 70 6 3
19.７
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左膝骨端
線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

事故が起
きないよ
う配慮し
ていた
が、事故
防止マ
ニュアル
について
共通意識
のもと指
導してい
なかっ
た。

職員間
で、安
心・安全
な状況下
で遊びが
実施でき
るよう事
故防止マ
ニュアル
を整備
し、館内
研修の実
施により
進めてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

特に施設
面が原因
ではない
が、体育
館遊びと
いうこと
で児童の
高揚感も
あったた
めと、無
我夢中で
逃げたこ
とにより
事故につ
ながっ
た。

防ぎきれ
ない事故
も発生す
るが、事
故そのも
のが起こ
りうると
いう認識
を忘れず
事前・事
後の指導
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童の少
しの変化
に気付く
ことがで
きなかっ
た。

日常に起
こりうる
転倒をい
つものこ
とと捉え
るのでは
なく、少
しの変化
を見落と
すことな
く、気遣
う配慮や
目配りを
怠らな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

児童につ
いては、
普段と変
わらず遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

２０名程
度の児童
が同体育
室で遊ん
でいたた
め、体育
室全体を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童も
施設内に
いたた
め、他児
童の対応
をしてい
た。

体育室と
他活動室
と職員が
分かれ遊
びを展開
したが、
妥当な配
置だった
か再度検
討する必
要があ
る。

職員配置を
再度確認
し、職員共
通認識のも
と運営して
いく。

3136

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 31 5 1
21.９
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

年度初め
に行う、
または入
所時に行
う校庭の
初回ルー
ル説明に
プールサ
イド際の
ネットを
危険個所
として共
有してい
なかっ
た。

年度初め
に行う、
または入
所時に行
う校庭の
初回ルー
ル説明に
プールサ
イド際の
ネットを
危険個所
として追
加する。

1.定期的
に実施

12 3.未実施 ー
1.定期的
に実施

1

児童が転
んだネッ
ト付近に
は切り株
が足元に
あった。
ネットで
隠れてし
まうた
め、切り
株で転ん
だ可能性
もある。

学校側に
転んだ場
所を報
告、切り
株につい
ても報告
を行っ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今回の転
んだ時の
勢いの様
子だと、
側にいて
も助ける
のは難し
いと考え
る。

危険個所
へは近づ
かないと
いう声掛
けを強
化。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

虫取りに
夢中で足
元を見て
いなかっ
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
視野に入
れつつ、
他の児童
と関わっ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の児童
の見守り
を行って
いた。

職員は該
当児を視
界には入
れていた
が、距離
があっ
た。

常に側にい
て、危険個
所に近づか
ないよう声
をかける。

3137

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 74 74 7 4
18.６
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わりな
く鉄棒を
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒・一
輪車、
サッ
カー、
ドッジ
ボール、
ボール蹴
りにそれ
ぞれ１人
ずつ付い
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

２名は室
内保育、
もう１人
は外で野
球につい
ていた。

鉄棒の周
りで一輪
車をして
いる児童
を見てい
て、鉄棒
に腰かけ
ているこ
とに気付
かなかっ
た。

鉄棒には腰
かけないよ
うに指導す
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　　玩具
で遊ぶよ
う誘導す
る者、室
内で離れ
たところ
で他の仕
事をしな
がら見守
る者が
あった。

― ―― ―
2.不定期
に実施

随時
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子ども達
同士がぶ
つかり合
う状態を
未然に防
ぐまたは
作り出さ
ないよう
配慮する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
保育士が
玩具を出
す間、
座って
待ってい
た。保育
士の声か
けにより,
遊び始め
ようと立
ち上がっ
て歩き出
した際、
双子の弟
と衝突、
転倒し
た。本児
は1歳10か
月。足下
はまだ覚
束ない様
子だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

玩具を出
し、座っ
て待って
いる子ど
も達に、
遊び始め
ることを
伝え、玩
具のそば
に移動す
るよう促
した。

1 1 1歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折、右足
部捻挫

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

3133

令和
3年5
月12
日

1.認可
7.小規模
保育事業

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

― 2
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3138

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 38 38 3 2
21.９
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

250
1.定期的
に実施

250
1.定期的
に実施

250 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

誰かと接
触した訳
ではな
く、本人
が転んだ
と同時に
訴えてき
た。

遊び・
ゲーム等
常に児童
の動きを
確認すべ
き活動に
ついて
は、支援
員配置を
考慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

スポーツ
好きで活
動的な女
児、普段
と変わり
なく通所
し友達と
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

声掛けし
ながら見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊びの
他の児童
を見守っ
ていた。

ドッチ
ボール
ゲーム中
でボール
を追って
いたの
で、転倒
の瞬間は
見ていな
い。

自らの転倒
に関しての
観察は難し
いが、これ
まで以上に
外遊びにつ
いて注意深
く見守って
いくことと
する。

3139

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 54 54 5 2
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足甲小
指側の骨
３本骨折
（ひび）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

広範囲で
遊ぶ子ど
も達を見
守りきれ
なかっ
た。

見守りの
できる範
囲内で遊
ぶように
する。

2.不定期
に実施

4
2.不定期
に実施

4
2.不定期
に実施

6

支援員が
他の子ど
も達と遊
んでいた
ので、見
守りきれ
ていな
かった。

ジャング
ルジムで
の遊び方
につい
て、危険
なことも
あると話
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
で逃げる
のに夢中
で慌て
た。

ジャング
ルジムで
の遊び方
につい
て、危険
なことも
あると話
をする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ジャング
ルジムで
鬼ごっこ
の際、逃
げるのに
夢中にな
り、バラ
ンスを崩
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子ど
も達と遊
んでいた
ので、気
づかな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の子ど
もに関
わってい
たので、
見ていな
かった。

ー

必ず支援員
が近くに居
て見守り、
危ないと察
したら声か
けをする。

3140

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 40 8 2
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

ー

事故後の
指導員の
連携の再
確認

1.定期的
に実施

240
2.不定期
に実施

3
1.定期的
に実施

240 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
遊んでい
る時の事

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

こけたの
を見てす
ぐに駆け
寄り対
応。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

部屋へ連
れてきた
児童の様
子を一緒
に確認し
処置をす
る。

特になし 特になし

3141

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 101 101 8 4
21.９
歳

2.女
児

－
5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足小指
の第２関
節とつけ
ねの骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

特に問題
なし。

特に問題
なし。

1.定期的
に実施

12 3.未実施 －
1.定期的
に実施

3

柱の角を
丸くする
木材に足
を打ちつ
けたよ
う。

木材は堅
いので、
クッショ
ン性のあ
るコー
ナークッ
ションの
方が良い
のかもし
れない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特に問題
なし。

特に問題
なし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

－

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

－

不運な事
が重なっ
て起きた
事故。た
またま足
を前に出
した時に
コーナー
を曲がっ
て部屋に
入ってき
た本児が
足に引っ
かかっ
た。

特になし。

3142

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 2 2 2 2
21.９
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手中指
骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

土曜日の
夕方はい
つも、慣
れた２名
で遊んで
いる為、
ふざけ
あってい
た。

危険につ
ながる行
為は、早
めに声か
けをして
止めるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

4

土曜日
で、サッ
カーのス
ポーツ
チームが
校庭を
使ってい
た為、普
段遊ばな
い場所で
遊んでし
まった。

安全な遊
具の場所
に、移動
させて遊
ばせる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

石が落ち
ているこ
とに気が
つかな
かった。

石に気が
付き、除
ける必要
があっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

室内遊び
では、静
かに遊べ
るが、戸
外に出る
と活発に
なる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもの
人数が少
ないこと
もあり、
危険を感
じなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内で待
機してい
た

－
遊ぶ場所を
考える。

3143

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 267 267 18 11
20.８
歳

1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折（左
手小指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

特にな
し。

安全に遊
ばせるこ
とができ
るよう
に，職員
の役割分
担を工夫
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24

館庭の広
さに対
し、遊ん
でいる児
童数が多
かった。

広さに対
する児童
数，遊び
の内容等
に考慮し
事故防止
に努め
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

秋休み中
で朝から
遊んでい
た為、疲
れが出て
いた。

疲れてい
ないよう
に見えて
も、しっ
かり休憩
をとるよ
うに声掛
けをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から利
用してい
たが、い
つも通り
活発に遊
んでいる
様子だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

審判とし
てキック
ベースを
している
子達全体
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
はキック
ベースの
ところで
はなく、
違う遊び
の様子を
見てい
た。

全体を見
守ってい
たが、細
かいとこ
ろまで見
ていな
かった。

全体を見る
職員と細か
く見る職員
とで分かれ
る。

3144

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 112 112 8 8
21.９
歳

1.男
児

特になし

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

登館する
前に経路
上で遊ん
でいた。

登館時や
下館時に
遊んで帰
らないよ
う注意の
喚起。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

登館時や
下館時の
危険な場
所。

登館時や
下館時の
危険な場
所の確
認。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

登館時や
下館時の
危険な場
所。

登館時や
下館時の
危険な場
所の確
認。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

－

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

－

登館する
前に経路
上で遊
ぶ。

登館時や下
館時に遊ん
で帰らない
よう注意の
喚起。

241 / 255 



3145

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 70 70 6 4
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

橈骨遠位
骨折(左
手)

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

－

職員を増
やす必要
性と、年
度の職員
の入れ替
わりが等
があるの
で、過去
の事故事
例の検証
を定期的
に行う事
が必要。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48 －

特に遊具
の異常は
見られな
かった。
引き続き
安全点検
を行う。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

－

全体を見
ているも
のの、貸
し出しの
遊具等で
個々で遊
ぶことが
多かった
ので、貸
出し等状
況を見
て、制限
をかける
ことが必
要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

校庭の中
央に配置
していた
が、近く
の児童等
と関わっ
ていて見
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

巡回等し
ていて事
故現場は
見ていな
かった。

落下する
可能性の
ある遊具
への職員
配置が手
薄になっ
た。

落下の可能
性の高い遊
具を重点的
に人員を配
置する必要
性があっ
た。

3146

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 26 26 6 4
21.９
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手中指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

来館者対
応職員を
絞り込
み、職員
不在の部
屋がない
よう職員
配置を工
夫する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

引き戸の
出入り口
をゴムで
防備して
いたが、
不十分で
あった。

「指はさ
みストッ
パー」を
設置し、
未然に防
ぐ。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

特になし

延長利用
時間帯、
児童の過
ごす部屋
を固定化
し、職員
の目が行
き届くよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

読書をし
ようと、
一人で図
書室へ本
を取りに
行った。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童クラ
ブ登録に
係る申込
書配付の
ため、来
館者対応
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

延長時間
帯の主に
過ごす部
屋（集会
室）で、
他児の見
守りを
行ってい
た。

特になし

事前の打ち
合わせで、
職員配置を
確認する。

3147

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 14 14 3 3
21.９
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

－

危険な要
素を把握
できるよ
う、日々
の点検を
しっかり
と行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 －

怪我が多
い遊具や
玩具は、
使用のす
るかどう
かも含
め、検討
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

危険な事
を察知す
るスキル
を向上さ
せ、児童
が安全に
遊べるよ
うに配慮
に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊戯室で
友だちと
プラ
フォーミ
ング（大
型ブロッ
ク）で遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室で
対象児童
のいるグ
ループと
ダンスを
している
グループ
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

利用児童
がいるほ
かの部屋
（児童ク
ラブ室）
と事務室
で来館者
対応をし
ていた。

児童が受
傷した
際、職員
間で周知
が出来て
いなかっ
た為、児
童が帰宅
時に受傷
部の確認
を十分に
行えな
かった。

児童の怪我
や事故は職
員間で周知
徹底する。

3148

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 81 81 15 6
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため
に，事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

－ － 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

児童へ騒
がないよ
う注意し
ながらつ
いて回っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員が
見守りを
行い，注
意を配っ
ていたが
事故が起
こってし
まった。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

3149

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 135 135 11 4
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため
に，事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

－ － 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
の近くで
見守りを
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員が
見守りを
行い，注
意を配っ
ていたが
事故が起
こってし
まった。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

3150

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 26 26 3 1
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

危険予知
できるよ
う常に児
童の行動
観察を怠
らない。

再度、安
全管理計
画・マ
ニュアル
を徹底
し、常に
現場に
添ったマ
ニュアル
見直しを
行う。

2.不定期
に実施

－
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

－

危険性が
感じられ
る遊具
は、市に
口頭で報
告・相談
をしてい
る。

学校を通
じて市へ
報告し、
必要であ
れば撤去
等対応を
お願いす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

負傷児童
は、鉄棒
の前に雲
梯、手す
り登りを
してお
り、鉄棒
のぶら下
がりだけ
であって
も、腕の
疲労や鉄
棒に対す
る過信が
あった。

外遊び児
童人数に
対する支
援員の数
は妥当で
あった
が、個々
の児童の
体力・性
格を十分
に把握し
て、臨機
応変に早
期に対応
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

小柄では
あるが運
動神経の
良い児童
で、体操
教室に
通ってお
り、倒
立・側
転・鉄棒
運動は慣
れてい
る。事故
当時は、
やや高い
鉄棒にぶ
ら下がっ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

負傷児童
の隣で
は、運動
が不得意
な児童が
鉄棒をし
ており、
そちらに
注意を必
要とし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

サッカー
を止めて
遊具に合
流した直
後で、
サッカー
の児童は
散り散り
に遊具に
駆け寄っ
ていた。

時折、児
童クラブ
室内の畳
で倒立や
側転をし
ており、
その都度
支援員が
注意して
いた。

最近室内遊
びばかりで
（特に今年
は熱中症対
策の為）、
活発な児童
にとっては
ストレスが
たまり気味
だったと思
われる。室
内遊びの工
夫など対策
が必要。
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3151

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 20 20 4 2
22.10
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右第3中手
骨不全骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

－ －
2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－ －

室内遊び
時の見守
りの方法
を改めて
確認。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びが
好きな児
童で活発
な様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童全体
を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

多くの児
童が室内
で遊んで
おり、全
体を見守
る必要が
あった。

－

子ども達の
関係をよく
見て、喧嘩
がひどくな
りそうな時
は別室で過
ごさせ冷静
さを取り戻
す対応が必
要。支援員
全体で共通
理解を持つ
ようにす
る。

3153

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 25 25 3 2
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

－

定期的に
事故予防
マニュア
ルを確
認。頻繁
に事故予
防の打ち
合わせを
行なう。

2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－ －

危険箇所
等の確認
を、児童
の下校前
に職員で
打ち合わ
せを行な
う。（原
則毎日）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

児童への
事故予防
に関する
注意喚
起。安全
に遊ぶた
めのルー
ル作り。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

不調を訴
える様子
は無かっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

別の児童
の対応
中。当該
児童の遊
び内容は
把握・見
守りして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の児童
の遊び対
応中。

－

遊具遊びの
集団に、常
に職員を配
置。

3154

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 45 45 9 5
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右薬指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

－

こま遊び
のとき職
員を配置
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 －

こま遊び
の場所を
最適な場
所を検討
し、決め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

こま遊び
の片付け
までしっ
かり見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友人とコ
マで静か
に遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

正規指導
員は掃除
の指導中
で、死角
（背後）
での出来
事だった
ため目が
行き届い
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつ後
の片付け
でキッチ
ンで洗い
物をして
いたため
見ていな
かった。

－

こま遊びを
していると
きは、でき
るだけ重点
的に見守る
ようにす
る。

－

遊び方に
ついて子
供たちに
指導し、
声をかけ
て注意を
促しなが
ら見守る
ようにし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1年生の友
達と2人で
鬼ごっこ
をしてい
た際、逃
げていて
自分で転
んでし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

この日
は、運動
会の振替
休日で希
望者のみ
保育をし
ていた。
午前中で
帰る児童
もおり、
児童15名
に対して
指導員は
午前午後3
人ずつで
交代し勤
務。事故
当時は校
庭南、中
央、北側
に分散し
見守って
いた。校
庭には同
小学校区
の3つのク
ラブが一
緒に遊ん
でいて、
人数も多
かったた
め、対象
児が走っ
ているの
は見ても
転んだこ
ことには
気づかな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くに他
の支援員
もおり、
走ってい
るのは見
たが転ん
だ瞬間は
みていな
い。

手をつく
前に肩を
ついてし
まった。

見守りの強
化をし、
ちょっと転
んだり、ケ
ガをしたこ
とについ
て、本人へ
の声掛け確
認をしてく
ようにす
る。こども
たちへの注
意を促す。

左肩鎖骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

追いかけ
てきた友
達との接
触はな
く、自分
で転んで
しまっ
た。

指導員の
見守りの
あり方を
話し合
い、子供
たちにも
走って遊
ぶ時の注
意を促
す。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12

なにかに
つまずい
て転んだ
わけでは
なく、逃
げようと
して転ん
でしまっ
た。
肩からこ
ろんで手
をつかな
かった。

クラブで
生活して
いる間
は、常に
子供たち
の動きに
目を向け
さらに
声掛け確
認をして
いくこと
を強化し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3152

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 19 19 3 2
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）
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3155

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 13 13 3 1
19.７
歳

1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘脱臼
及び　右
肘上部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

－

1.基
準以
上配
置

児童の遊
び方から
事故とな
るような
危険があ
ることを
予見でき
なかっ
た。

子どもが
転倒する
可能性の
ある遊び
は、転倒
しても衝
撃を吸収
できる場
所で行う
ようにす
る。

1.定期的
に実施

ほぼ毎日
1.定期的
に実施

ほぼ毎日

絨毯張り
ではある
が、衝撃
を緩和で
きるよう
な床であ
ればよ
かった。

マット
等、やわ
らかな素
材のもの
を敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

場所の制
限により
通常の遊
び（ドッ
ジボー
ル）がで
きない
分、児童
全体が他
の遊びに
対して興
奮しやす
い状況で
あった。

児童が年
齢、状態
に合わせ
た遊びを
している
か気を配
り、必要
に応じて
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもは
ホールで
ドッジ
ボールを
して遊ぶ
が、その
日はホー
ルが使用
できず、
プレイ
ルームで
の遊びと
なった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

小学１年
生が飛び
越えられ
る高さ
で、順次
仲良く飛
び越えて
いたの
で、それ
を側で見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児が
遊んでい
る側に、
他の職員
一人がそ
の周辺と
他の児童
を見守っ
ていたた
め

－

今回の事故
を踏まえ、
より一層職
員同士連携
し、児童全
体に危険な
行動、遊び
がないか気
を配りなが
ら支援して
いく。

外の公園
に児童30
名連れて
行き遊ば
せてい
た。広範
囲に全体
の児童の
動きを見
守ってい
たが、対
象児の怪
我には気
付かな
かった。

－
一言、注意
を促すべき
だった。

遊具利用
の注意喚
起を職
員、子供
たちに促
して遊ば
せるよう
にする。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2

当施設敷
地が建物
の軒下し
かなく今
春に再度
市役所と
家屋の図
面にて確
認してい
た。わず
かなス
ペースで
外遊びで
きたとこ
ろも近隣
の保育施
設建設や
住宅建設
の駐車場
となり外
に出るこ
ともまま
ならない
日が続い
ている。
また、動
きの活発
な４年生
以上の子
供たちも
いて日々
の活動に
頭を痛め
ていた。

狭い施設
内での子
供たちの
遊ばせ
方、一日
のスケ
ジュール
を見直
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

公園遊具
利用の遊
びの具体
的なルー
ルを子供
たちに伝
えていな
かった。

公園、外
遊びの時
の支援員
の配置と
担当を決
める。遊
びの具体
的ルール
を子ども
達に伝え
る。(職員
間でも把
握)

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外の公園
に児童30
名連れて
行き遊ば
せてい
た。広範
囲に全体
の児童の
動きを見
守ってい
たが、対
象児の怪
我には気
付かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

4 3
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

両腕橈骨
頭骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

何度も利
用してい
る公園・
遊具なの
で大丈夫
という過
信があっ
た。

3157

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 30 30

遊具を利
用してい
たが、遊
具の安全
点検とは
関係のな
い事故と
思われ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

因果関係
がないも
のと思わ
れる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり遊具
を使用し
ていた
が、手が
滑り落ち
てしまっ
た。まさ
かの出来
事になす
すべもな
く、顔を
地面に強
打してし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故が起
きた時、
他の児童
を観てい
た。音が
したので
急いで駆
け付けた
が、児童
は遊具か
ら落下し
ていた。
児童は3年
生で、学
校の遊具
で何度も
遊んでい
たため、
手を滑ら
せ落下す
るとはど
の支援員
も思わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
を観てい
たため、
見ていな
かった。

突然の予
想できな
い事故で
あったの
で、対応
が難し
い。

どんな時で
も、どの児
童にも事故
が起こる可
能性がある
と言う事を
頭に置き保
育をする。
児童にも注
意を呼び掛
ける。

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

鼻の骨
折、歯茎
のずれ

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

－
2.基
準配
置

－

どんな時
でも事故
が起こっ
てしまう
ことがあ
ることを
考えて保
育する。
児童が、
高い位置
で遊ぶ遊
具を使用
している
時は、他
の学童に
も目を配
りながら
も、でき
るだけ近
くで保育
する。支
援員は、
児童がど
の位置に
いてどん
な遊びを
している
か常に頭
に置いて
おく。

3156

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11 6.午睡中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 28 28 2 2
21.９
歳

2.女
児
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3158

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 9 9 3 1
22.10
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

サッカー
や鬼ごっ
こなど遊
具以外で
遊ぶ時、
校庭が広
すぎて支
援員の目
が届きに
くい。

外遊びの
際は、室
内に残ら
ず子ども
を全員外
に出して
支援員３
名で見
る。

2.不定期
に実施

12 3.未実施 －
1.定期的
に実施

250 －

定期的な
点検を実
施すると
ともに、
学校遊具
も使用す
る際は、
安全確認
を行い使
用する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

外で順番
を待たせ
る。学校
でのブラ
ンコの立
ちこぎは
許されて
いました
が、事故
を機にク
ラブでは
禁止とし
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

宿題が終
わって高
学年がブ
ランコで
遊んでい
た。（靴
をはかず
に靴下履
きで立ち
こぎをし
てい
た。）

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ブラン
コ、滑り
台、鬼
ごっこな
ど広範囲
で遊んで
いた子ど
もを支援
員等２名
で見てい
た。支援
員等１名
はブラン
コのすぐ
前に居た
が、落ち
る時、手
が出せな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

１名は室
内の子ど
も、２名
で外遊び
（ブラン
コ、滑り
台、鬼
ごっこ）
を見てい
た。

校庭が広
すぎて外
遊びの時
の目が届
かない。

外遊びは必
ず支援員等
３名で子ど
もを見守
る。

3159

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 54 54 4 2
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘の骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

－

支援員が
死角を作
らず全体
を見守
り、且
つ、子ど
もの行動
を注意し
て見守
る。

1.定期的
に実施

4
2.不定期
に実施

－ －

使用可能
な遊具
と、不可
の遊具に
ついて、
施設の
ルールを
周知し、
常に確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故の直
前に、他
児達が鉄
棒の前で
どんぐり
を投げ始
め、その
注意をし
ている
時、当該
児童から
目を離し
てしまっ
た。

至近に居
る支援員
だけでな
く、他の
支援員も
子どもの
行動や遊
具の使用
状況を常
に注意し
て見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

久しぶり
の外遊び
で、芝生
の所で走
り回る
等、元気
に遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故直前
まで当該
児童と遊
びながら
見守って
いたが、
鉄棒の前
で他児達
が、どん
ぐりを投
げ始めた
のを注意
する為、
目を離し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

低い鉄棒
の辺りで
１名、施
設出入口
付近で
行ってい
た、ドッ
ジボール
をしてい
る子ども
達の見守
り。

－

遊具をどう
使用してい
るか常に注
意して見守
る。子ども
の行動だけ
でなく、他
支援員の行
動にも配慮
して、死角
を作らない
ようにす
る。

3161

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 89 89 11 2
18.６
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

引き続き
研修を通
して事故
の予防に
努める。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2 特になし
引き続き
安全点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童に室
内で走ら
ないよう
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他の児童
より帰所
が遅め
だったの
で、少し
急ぎ気味
の様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

－

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の対応を
していた
ため、転
倒時は見
ていな
い。

特になし

児童の様子
や周りの状
況に気を付
けながら、
怪我の予防
に努める。

3162

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 49 49 8 3
20.８
歳

1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

捻挫及び
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

－

児童の活
動・人数
により職
員配置を
確認
職員間で
確認共通
の対応を
学ぶ機会
を定期的
にもつ

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12

コンク
リートと
地面との
段差があ
る。多
い。
時期的に
周辺木々
の落ち葉
で滑りや
すい。

定期的な
環境整備
点検
遊び前の
点検
小学校内
施設でも
あるので
連携をも
つ

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

遊び前の
約束確認
や繰り返
しの指導
を行う
人数配置
や活動を
見守り必
要な支援
や指導を
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

動きが活
発。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

足をひ
ねったと
申し出た
ので冷や
して様子
を見て過
ごした。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

外遊びで
の活動を
見守り、
時々本児
に足の痛
み具合を
確認す
る。

－

遊び前の準
備体操・ス
トレッチを
取り入れる
マニュアル
を確認し、
職員間で安
全管理や対
応について
学ぶ機会を
定期的にも
つ

－

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一度児童
クラブに
登室した
後、学校
に忘れ物
を取りに
行き、児
童クラブ
室に戻る
途中で、
予期せず
グラウン
ドで学校
の児童の
ドッジ
ボールの
輪に加
わったこ
とによる
出来事
で、当時
児童クラ
ブとして
グラウン
ドを利用
する時間
では無
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一度児童
クラブに
登室した
後、学校
に忘れ物
を取りに
行き、児
童クラブ
室に戻る
途中で、
予期せず
グラウン
ドで学校
の児童の
ドッジ
ボールの
輪に加
わったこ
とによる
出来事
で、当時
児童クラ
ブとして
グラウン
ドを利用
する時間
では無
かった。

－ －
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

－ －
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

－ － －

4.個人
活動
中・子
どもの
み

－3160

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 31 3 2
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
骨折
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3163

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 74 74 8 3
19.７
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

館庭での
ボール遊
びは通常
行わず、
自由遊び
の延長で
紙を丸め
たボール
で遊んで
いた際に
事故発
生。危険
度は低く
配慮した
中で遊ん
だもの
の、明確
な区分け
やルール
が無い状
態であっ
たことも
要因の一
つと考え
られる。

リスクを
減らす上
でも遊ぶ
時間や場
所、ルー
ルなどを
設定し、
安全に遊
べる工夫
をさらに
行いた
い。職員
は館内５
名、館庭
３名いた
が職員間
で死角が
出来ない
ような連
携をさら
に心がけ
たい。

1.定期的
に実施

2 3.未実施 －
1.定期的
に実施

12
特に問題
なし

特に問題
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

視野の狭
さや活発
な性格な
どもあ
り、段階
的に熱を
帯びたこ
とも要因
といえる

個別な配
慮を考
え、前
もって声
掛けする
ことや、
一定の
ルールや
注意事項
を全児童
の中で確
認する
等、対応
が必要

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ボールを
追いかけ
て周囲に
注意を払
えないほ
ど活発に
動いてい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ボールを
目で追う
ような形
だった
が、転倒
するよう
な場所で
もないた
め静観し
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の遊
びの見守
りをして
いたため
見ていな
かった

育成支援
の状況と
しては特
に問題は
なかった
が、声掛
け等少し
配慮をす
ることで
未然に防
げた可能
性もあっ
た

気持ちが高
揚している
ようなとき
には適した
声掛けや、
場合によっ
ては違う場
所で落ち着
く時間をも
つなど対応
できるよう
に職員間で
確認する

3164

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 5 5 2 1
20.８
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
薬指先端
部分の骨
折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

見通しを
よくする
ために，
児童に
とっては
重い避難
扉を日常
的に開放
（使用）
してい
た。

日常的な
使用は行
わないよ
うにし，
館内の使
い方や状
況などに
ついて職
員全体で
確認し
た。事故
につなが
る可能性
がある場
所を共有
し，改善
できる点
は改善
し，事故
の未然防
止に努め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ドアク
ローザー
が緩く
なってい
た。

油圧調整
をして，
きつくし
た。その
他，指を
挟める危
険性のあ
る開閉扉
に，指は
さみ防止
カバーを
付けた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見通しを
よくする
ために，
児童に
とっては
重い避難
扉を日常
的に開放
（使用）
してい
た。

日常的な
使用は行
わないよ
うにし,子
ども達が
通らない
ようにわ
かりやす
く張り紙
をする。
児童館内
における
過ごし方
や施設の
使い方に
ついて，
安全確保
の観点か
ら，子ど
も達にも
周知す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

当該児童
在籍小学
校の臨時
休業日
で，他小
学校は通
常どおり
であった
ため，児
童数が少
なく，ど
の児童も
開放的に
なってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児が扉
を閉めよ
うとした
ため，注
意して止
めようと
した矢先
に発生し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室で
児童対応
してい
た。

－

児童の動き
を予見した
安全確保の
ための見守
りの位置を
確認する。

3165

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 4 3
21.９
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右脇腹の
打撲

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

－

　マニュ
アルを定
期的に読
み、クラ
ブ内でも
対応を周
知、確認
する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 －

　怪我の
防止の
為、トイ
レ付近で
遊ばない
ように児
童に掲示
物等で周
知徹底す
る

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

　怪我の
防止の
為、トイ
レ付近で
遊ばない
ように児
童に掲示
物等で周
知徹底す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　特段変
わった様
子はな
く、元気
に過ごし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　正規指
導員は掃
除の指導
中で、死
角（背
後）での
出来事
だったた
め目が行
き届いて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　おやつ
後の片付
けでキッ
チンで洗
い物をし
ていたた
め見てい
なかっ
た。

－

　児童が手
を出す前に
指導員が仲
介するな
ど、危険を
事前に察知
し重点的に
児童を見守
る

3166

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 33 33 4 2
19.７
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

－ －
2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－ －

体育館で
の遊び時
の見守り
の方法を
改めて確
認。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊具での
遊びが好
きな児童
で活発な
様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童全体
を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

多くの児
童が体育
館で遊ん
でおり、
全体を見
守る必要
があっ
た。

－

子ども達の
関係をよく
見て、遊具
で遊ぶ際に
は、遊具の
下に子ども
がいないよ
うにするな
どの対応が
必要。支援
員全体で共
通理解を持
つようにす
る。

3167

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 26 26 3 3
19.７
歳

1.男
児

－ 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨
ヒビ（疑
い）　全
治４週間
程度

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

スポーツ
チームと
の交流会
という初
めての行
事により
児童の動
きが予測
できない
状況が
あった。

事故防止
マニュア
ルを再確
認する中
で、事故
や怪我の
発生の可
能性につ
いて職員
間で共通
理解を図
る。

2.不定期
に実施

－ 3.未実施 －
2.不定期
に実施

－

通常の活
動では使
用しない
体育館で
の活動
だった。

普段の活
動場所と
は異なる
場所での
活動の際
は、普段
以上に事
前の注意
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボールを
拾うこと
に夢中に
なる児童
に対し、
衝突等に
対する注
意喚起が
十分では
なかっ
た。

状況を把
握したう
えで、児
童に積極
的な声が
けを行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

転がって
くる野球
ボールを
走って拾
いに行っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児か
ら７ｍ程
度の距離
のところ
で対象児
等の動き
を見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児か
ら７ｍ程
度の距離
（担当職
員とは対
象児を挟
む関係）
のところ
で対象児
等の動き
を見てい
た。

－

偶発的に起
こる事故の
危険性につ
いて職員が
認識し、見
守りや言葉
がけを怠ら
ないよう配
慮する。
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3168

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 31 31 5 4
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前橈骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

－

1.基
準以
上配
置

－

事故防止
を目的と
して安全
管理マ
ニュアル
の整備、
研修の実
施

1.定期的
に実施

毎日 3.未実施 －
1.定期的
に実施

毎日 －

各遊具の
使い方の
ルールを
徹底して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

保育ミー
ティング
で、その
日の支援
員の配置
を確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

すべり台
をすべり
おりてい
る途中
で、下に
飛び降り
ようとし
て足が
ひっかか
り、地面
に落ちて
右手をつ
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

すべり台
をしてい
るところ
は把握し
ていた
が、落ち
る瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児を
みていな
かった。

－

危険な場所
や事故が起
こりそうな
場所に、重
点的に人を
配置する。

3169

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 43 43 5 1
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他 1.頭部
脳震盪、
擦り傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

１～３

1.基
準以
上配
置

－

研修を定
期的に開
催し、事
故発生時
にスタッ
フがより
落ち着い
た対応が
できるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 －

外遊びに
校庭を利
用してい
た学校の
工事に伴
い、よく
利用して
いる公園
である
が、定期
的に危険
な場所
や、立ち
入っては
いけない
危険な場
所などに
ついて、
子供達に
話をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

公園遊び
の際に、
スタッフ
がすべて
の子供達
に目が行
き届き、
見ていな
い児童が
いないよ
うに、役
割分担を
決めるな
ど、ス
タッフ間
の連携を
より強化
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

公園での
外遊び
で、鬼
ごっこを
してお
り、いつ
も通り元
気に生活
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

スタッフ1
名が、一
緒に鬼
ごっこを
していた
ため、木
にぶつか
り転倒し
た際にす
ぐに気づ
き対応し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のス
タッフに
ついて
は、他の
子供達と
遊んでお
り、直接
は対象児
童を見て
いなかっ
た。

－

他のスタッ
フも自分の
遊んでいる
児童以外に
ついて、広
い視野を
もって、観
察、見守り
をできるよ
うに日頃か
ら研修を行
う。

3170

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

1 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 15 15 5 2
21.９
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘顆上
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

１～３

1.基
準以
上配
置

－

研修を定
期的に開
催し、事
故発生時
にスタッ
フがより
落ち着い
た対応が
できるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 －

よく利用
している
児童施設
である
が、定期
的に危険
な場所
や、立ち
入っては
いけない
危険な場
所などに
ついて、
子供達に
話をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

野外活動
の際に、
すべての
子供達に
目が行き
届くよう
に、予め
担当フロ
アーや、
担当グ
ループを
決めてお
くなど、
事前準備
をしっか
り行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

入室時か
ら変わっ
た様子は
なく、事
故発生時
はスラッ
クライン
で元気に
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

スタッフ1
名が、遊
びを見
守ってい
たので、
アスレ
チックか
ら落下し
た際に気
づき対応
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のス
タッフに
ついて
は、他の
子供達と
遊んでお
り、直接
は対象児
童を見て
いなかっ
た。

－

他のスタッ
フも自分の
遊んでいる
児童以外に
ついて、広
い視野を
もって、観
察、見守り
をできるよ
うに日頃か
ら研修を行
う。

3171

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 63 63 7 3
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右母指中
手骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

－

今回の事
故につい
て職員間
で情報共
有し、外
部研修で
も危機管
理に関す
る内容へ
の参加を
促してい
く

今回の事
故は学校
の校庭で
起こった
ものなの
で施設・
設備の安
全点検に
関しては
学校に依
存

学童クラ
ブ側でも
支援員間
で安全確
認を行っ
て、共通
認識とし
ていく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

サッカー
をしてい
た際の転
倒のた
め、サッ
カーを行
う際には
支援員よ
り児童へ
注意喚起
を行い児
童の事故
怪我への
認識を高
める

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子で、外
遊び時は
必ずサッ
カーを行
い、事故
当日も
サッカー
を行って
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

サッカー
には補助
支援員１
名が見
守ってい
たが転倒
には気づ
けていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭での
外遊びに
見守りと
して３名
の支援員
がいた
が、校庭
の端にて
サッカー
を行った
ため、他
の支援員
からは遠
く視認し
にくい位
置であっ
た。

－

近くで見
守っていた
補助支援員
が児童の転
倒に気づけ
ていなかっ
たので、研
修や日々の
指導で児童
の見守りに
関するスキ
ルと意識の
向上を行う
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3172

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 68 68 8 8
22.10
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手親指
骨折

8.その
他

柔らかい
ボールと
して、
ドッジ
ボールを
使った
が、蹴る
強さが予
想以上に
強く、骨
折になる
ことを予
見できな
かった

より柔ら
かなボー
ルを使う
ことを検
討する

3173

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 81 81 8 8
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手腕骨
折

8.その
他

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

3 － －

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

サッカー
が子ども
達に人気
があっ
た。体力
面、技能
面で差を
気にか
かってい
た矢先の
怪我と
なってし
まった。

同学年や
近い学年
であって
も、体
力・技能
差のある
児童によ
る活動に
は、ある
程度の制
限やルー
ルを加え
て事故を
起こさな
いことを
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

－

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場遊び
や鉄棒遊
びなど、
自分の担
当箇所・
対象児童
の動きを
見てい
た。

－ －

3174

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 25 4 2
20.８
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

鎖骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

－

支援員間
で注意喚
起、自己
分析を行
うこと。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

児童に対
し、事故
防止につ
いて繰り
返し安全
指導を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特記事項
なし。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

運動場で
の保育活
動中に発
生した事
故であ
り、　相
当の注意
を持って
監視して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

上記に同
じ。

－

運動場での
保育活動に
ついて、都
度児童に対
し、注意喚
起を行う。

3175

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 55 55 4 3
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

遊びの展
開がエス
カレート
する事が
ある

時々、声
かけを
し、安全
を促す

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

－

異年齢で
遊ぶ中で
は体力の
差がある
事を考え
る

遊ぶ前、
子ども達
に声かけ
をする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢集
団の中で
危険を回
避する事
を学ぶ

遊ぶ前に
ルールの
確認をす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な子
である

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

常に目を
離さず見
守る

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

常に目を
離さず見
守る
その場を
離れる時
には一声
かける

子どもの
心身の起
伏がある
ことがあ
る

常にミー
ティングで
子どもの状
態を把握し
ておく

3176

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 16 16 5 2
22.10
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

－

児童に対
しての目
配りを、
強化す
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 －

“のった
ものはお
となに
とっても
らう”と
いう表示
をロッ
カー上に
置く。
ロッカー
の上に、
ものは置
かない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本来、畳
で過ごす
時間だっ
たが、
ホールで
遊び始め
ようとす
る児童が
いた。
食べ終え
た児童
片付けを
しなくて
はいけな
い児童
食べ終わ
らない児
童など全
体を見つ
つ、個別
に声をか
けること
が多い時
間帯だっ
た。

早めの声
掛け　全
体を見る
支援員を
複数配
置。
ロッカー
の上には
絶対上ら
ないよう
に、子ど
もたちに
中止を促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

見たいテ
レビ
（もしく
は、やり
たいゲー
ム）が
あったよ
うで、
もっと
ゆっくり
と登所し
たかった
ようだ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ホールへ
行ったこ
とは、分
かってい
たが、す
ぐに戻っ
てくると
思い、
ずっと見
てはいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

台所でト
ラブル対
応をして
いたた
め、見て
いなかっ
た。

－

子どもが場
所を離れた
時点で、ど
のような動
きをするか
見るように
改善。
 支援員にも
子どもへの
声掛けを徹
底する。
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3177

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 49 49 5 5
20.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨遠
位端骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

事故を未
然に防ぐ
ための職
員間の連
携

職員間で
事故を未
然に防ぐ
事を意識
し、お互
いに声を
掛け合っ
たり連携
体制の向
上を図る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24

館庭での
鬼ごっこ
等で遊ぶ
場合のス
ペースの
確保

館庭での
鬼ごっこ
等で遊ぶ
場合の人
数が適し
ていたか
どうか、
交代制に
するな
ど、十分
なスペー
スがと
れ、遊ぶ
ことが出
来るよう
対応して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
の遊びに
夢中にな
り逃げる
事にとら
われてい
たと考え
られる。

子ども達
の動きに
常に目を
配り、遊
びに夢中
になって
周りが見
えていな
いと思わ
れる時
は、声を
かけるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
で逃げる
事に夢中
になり周
りの様子
を見てい
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
全体を見
ていた
が、本児
とぶつ
かった相
手の子の
動きにす
ぐに気づ
けず声か
けが出来
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

－

複数のグ
ループが
同じ場所
で鬼ごっ
こをして
いた為、
スペース
の確保が
不十分
だった。

時間などで
区切り、同
時に複数の
グループが
鬼ごっこ等
広いスペー
スが必要な
遊びをしな
いようにす
る。

3178

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 45 45 5 4
22.10
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

事故を未
然に防ぐ
ため、支
援員（補
助員）全
員での連
携。

支援員
（補助
員）で、
毎日の清
掃後、全
体ミー
ティング
等、今一
度、外遊
びの危険
性を、話
し合い、
全員が外
に出る見
守りとす
る。

1.定期的
に実施

15
1.定期的
に実施

外遊びの
都度

1.定期的
に実施

外遊びの
都度

今回の事
故の鉄棒
は、色々
なルール
も決めて
いたが、
児童の手
が滑り離
してし
まった。

児童全員
で、朝の
会で外遊
び（鉄棒
のルール
等）を話
し合っ
た。ま
た、支援
員（補助
員）全員
で、危機
管理を徹
底した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒をし
たかった
児童が、
鉄棒に夢
中になっ
ていた。

外遊び
は、支援
員（補助
員）が全
員、外に
出る事と
し、今後
も、児童
全員に、
目、心、
気配りを
意識して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒がし
たかった
とのこと
で、いつ
も通り、
活発に元
気で遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒付近
で、気を
付けるよ
う、声掛
けを、何
度かして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊び終
了時だっ
た事もあ
り、他の
児童に対
応してい
た。

外遊びの
終了時
で、他の
児童を観
るため、
鉄棒の児
童だけ集
中できな
かった。

冬休みに入
る事から、
児童全員で
朝の会で、
外遊びの
ルールを話
し合った。
今後必ず外
遊びする
時、支援員
（補助員）
全員が、外
に出る事を
徹底する。

3179

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 55 55 5 2
21.９
歳

1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折（左
足くるぶ
し）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

－
2.基
準配
置

鬼ごっこ
をしてい
て、鬼か
ら逃げる
為に全力
で走った
為

遊ぶ前に
は怪我を
しないよ
う心掛け
るよう話
す。

1.定期的
に実施

4 3.未実施 －
1.定期的
に実施

6

芝生で走
り、芝に
足を取ら
れた。

芝生の上
での遊び
の内容や
仕方を工
夫する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

皆と仲良
く鬼ごっ
こをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

つまずき
転ぶとい
う一瞬の
動きには
間に合わ
ず、手が
差しのべ
られな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の遊
びの見守
りの為、
気がつか
なかっ
た。

－

支援員の声
の届く範囲
内で遊ぶよ
うに声を掛
ける。

3180

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 36 36 4 1
21.９
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

－
2.基
準配
置

体育館で
は全体を
見渡せる
場所で見
守りをし
ていた
が、対象
児童の転
倒した場
所までは
距離が
あった。

事故予防
マニュア
ルを今後
作成の予
定

2.不定期
に実施

10
2.不定期
に実施

10
2.不定期
に実施

10

今回の事
案につい
ては、
ハード面
が原因で
はないの
で「該当
なし」。

今回の事
案につい
ては、
ハード面
が原因で
はないの
で「該当
なし」。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体育館で
は内履き
（ズック
等）を履
かず、靴
下か裸足
で遊ぶの
で、転倒
し易い。

体育館で
の内履き
の着用を
検討中

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子供たち
の動きに
注意して
いたが、
対象児童
が転倒し
た場所ま
で距離が
あり、間
に合わず
転倒を防
ぐための
サポート
すること
ができな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
の担当者
が担当す
る児童の
近くで見
ていた。

子供たち
は各々の
色々な遊
びをして
いるの
で、お互
いぶつ
かった
り、バラ
ンスを崩
したりす
ることが
よく起こ
る。

各々の子供
たちがお互
いに安全な
スペースを
確保できる
よう、注意
して見回
る。

3181

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 33 33 4 2
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

－

1.基
準以
上配
置

－

支援員等
の配置は
十分であ
り、ソフ
ト面に改
善策な
し。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2 －

当該事故
に置いて
ハード面
に問題が
ないた
め、改善
策なし。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

当該事故
において
育成支援
の状況に
問題がな
いため、
改善策な
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

校庭で
サッカー
を始めた
児童の見
守りを実
施してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭の各
所で全体
の見守り
を実施し
ていた。

当該児童
が転倒し
たことは
確認した
が、外傷
や腫れ・
赤みは見
られず、
本人も痛
みを訴え
なかった
ため、特
段の処置
はせず外
遊びを続
け、その
後もいつ
もどおり
過ごし
た。

外傷や腫
れ・赤みが
見られず、
痛みもない
ということ
であって
も、転倒時
は着地した
部位をよく
確認し、念
のため安静
に過ごすよ
うにする。
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負傷した
児童は、
鉄棒付近
で遊んで
いて、走
り出した
時に鉄棒
には注意
が向けら
れず、気

外遊びの
危険箇所
を認識
し、危険
予知でき
るよう注
意を向け
るよう指

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

冬休み明
けで久し
ぶりの学
童だった
ので少し
落ち着き
がない様
子だっ

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ビオトー
プと鉄棒
付近で遊
んでいる
子ども達
の様子を
見守って
いた。子
ども達の
声で異変
に気が付
き、ケガ
の様子を
確認し、
もう一人

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援員A：
外遊び雲
梯近くに
いたが連
絡を受け
てケガの
確認を
し、室内
へ連絡。
そのまま
外遊びの
子ども達
を見守
る。
支援員B：
室内で連
絡を受け
て校庭へ
向かいケ
ガを確
認、室内
へ移動
中、学校
に知らせ
た。腫れ

外遊びは
校庭で、
全体的に
見守って
いたが、
鉄棒に向
かって走
ることは
予想でき

外遊び中の
危険予知を
意識して見
守ってい
く。必要で
あれば、遊
ぶ場所を制

鼻骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

危険予知
に対する
研修など
行ってい
た。支援
員は、当
時、鉄棒
付近で遊
んでいる
ことは把
握してい
て、近く
で見守っ

外遊びの
箇所につ
いて再度
確認し、
こども達
にも周知
する

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6

小学校の
校庭の鉄
棒。周り
で遊んで
いて、走
り出した
時に鉄棒
に気が付

学校に事
故の報
告。安全
管理を定
期的に行
い、安全
な環境を
維持す

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3か所に分
かれ見
守ってい
た（鉄棒
近辺・体
育館の側
面・施設
出入り付
近+見回
り）

個々に
合った声
掛けが不
十分で
あった

各支援員が
子ども1人1
人の特徴・
個性を捉え
た上で、話
し合いを
し、共通認
識を持つ。
また個人面
談で保護者
から聞き
取った特
徴・個性も
把握する。

3184

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 36 36 4 2
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

特になし

校庭に遊
びに行く
人数や学
年に合わ
せて支援
員を配置
していた
ため、ソ
フト面に
おける改
善点はな
し

1.定期的
に実施

開所の都
度

2.不定期
に実施

校庭に遊
びに出る
都度

1.定期的
に実施

開所の都
度

当該事故
に関係な
し

当該事故
に関係な
しのた
め、ハー
ド面にお
ける改善
点はなし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・サッ
カーボー
ルを蹴る
タイミン
グがあわ
なかった
・危険行
為の見通
しが甘
かった

・普段
サッカー
をしない
子だった
ので、声
掛けをま
めに行う
・児童の
遊びを十
分に把握
し、適切
な声掛
け・注意
喚起を行
い、危険
行為につ
ながらな
い様にす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

冬休みで
朝から登
室し、午
前中は本
読みや室
内で遊ん
で過ごし
ていた。
午後は昼
食休憩
後、希望
児童と一
緒に校庭
に出て鬼
ごっこ等
で遊び、
15：00頃
から友達
と2人で
サッカー
ボール
（ゴム
ボール）
でパスを
し始め
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一番近い
支援員は
鉄棒と全
体を見て
いた

6 4
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足外果
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

1.定期的
に実施

随時 無し

児童育成
クラブに
遊具の設
置はされ
ていない
ので、
日々の保
育の中
で、遊具
で遊ぶ機
会は限ら
れてい
る。その
ため、遊
具利用時
は、ルー
ルや利用
時に気を
つけるべ
き事を基
本的な事
から伝え
ていく必
要があ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当日、ブ
ランコの
人気は高
く、順番
待ちをす
る児童も
居たた
め、ス
ムーズに
交代出来
るよう、
しばらく
の間はブ
ランコ近
くに指導
員が居た
が、個々
に好きな
遊びをす
る児童が
増えたた
め、指導
員も全体
の見守り
をしてい
た。

外遊びの
際、子ど
も達の行
動範囲が
広い時
は、遊ん
で良い範
囲を制限
する必要
がある。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自宅から
被ってい
た帽子を
被り、元
気よく外
遊びに行
く

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

個々に好
きな遊び
をしてい
たため、
全体の見
守りを
行ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他方面で
遊ぶ児童
も居たた
め、他方
面の見守
りを行っ
ていた

ブランコ
の他、
ジャング
ルジムや
ボール遊
び等、児
童の行動
範囲は広
かった。

外遊びの
際、子ども
達の行動範
囲が広い時
は、遊んで
良い範囲を
制限する必
要がある。

3183

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 59 59

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首関
節の骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

無し

外遊び引
率職員は2
名配置で
配置基準
は満たし
ていた。

1.定期的
に実施

随時 3.未実施 －3182

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 26 26 3 1
20.８
歳

2.女
児

無し
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3185

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 28 28 4 2
20.８
歳

2.女
児

療育手帳B判
定

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

－

1.基
準以
上配
置

－

外遊びの
時は複数
で見守る
ようにす
る。

2.不定期
に実施

－ 3.未実施 －
2.不定期
に実施

－

施設敷地
が狭く、
外遊びの
場所が少
ない。
舗装部分
と砂利、
草地の境
目でけが
を誘発し
やすい。

草むらの
方へ行く
時は滑り
やすいの
で気をつ
けるよう
声がけを
してい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

舗装され
ている所
が限られ
ているの
で、その
他の部分
と段差が
出来てし
まう。

－

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり子ど
もたちと
一緒に遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一輪車や
バドミン
トン等で
遊ぶ子も
いたの
で、近く
にはいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
を見守っ
ていた。

－

同じ遊びに
複数で見守
ることがな
いよう配置
していく。

3186

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 54 54 6 6
22.10
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

－

事故予防
に関する
研修への
積極的な
参加をし
ていく

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－ －

遊具玩具
の定期的
な安全点
検の実施
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

児童への
遊具玩具
の安全な
使い方や
安全な行
動のしか
たの指導
を徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
ではあり
ました
が、急い
でいまし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外から施
設に戻る
ため最終
確認を
し、対象
児の後ろ
から残っ
ている他
二名の児
童へ声か
けをしな
がら、見
ていまし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

先に次の
活動の準
備のため
部屋に
戻ってい
ました。

－

部屋に戻る
際の玩具の
使い方の指
導を徹底す
る

3187

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 25 25 6 2
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

下肢骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

－

防止対策
だけでな
く、実際
に事故が
起きたこ
とを想定
した訓練
が必要。

1.定期的
に実施

3 3.未実施 －
1.定期的
に実施

3 －

タイル
カーペッ
トが滑っ
てしまう
ことがあ
り、違う
ものを床
に敷くよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

児童の発
達状況、
健康状況
などを把
握し、適
切な援助
を行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

若干、体
重が増え
ていたこ
ともあ
り、積極
的に体を
動かして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

直接,児童
４人の運
動を見て
いた職員
は1人だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その他、3
人の職員
は制作や
玩具遊び
を見てい
た。

－

休憩をとら
ずに活動し
ている場合
があるので
水分補給、
休憩をこま
めに取るよ
うに指導
し、ケガの
リスクを少
なくする。

3188

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 61 61 4 4
20.８
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

口腔内打
撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

240 3.未実施 0
1.定期的
に実施

52 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一輪車に
乗るのは
久しぶり
であった
ためブラ
ンクが
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くには
支援員が
いたが、
けがをし
た時には
見ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くには
支援員が
いたが、
けがをし
た時には
見ていな
かった

特になし 特になし

が付かず
に激突し
てしまっ
た。

るよう指
導する

を記載) 子だっ
た。

もう一人
の外にい
る支援員
に伝え
た。負傷
した子に
付き添い
室内へ向
かう。

た
が酷い
為、保護
者へ連
絡、病院
へ。病院
で受付の
手続き
中、保護
者（祖父
母）と合
流した。
支援員C：
室内で保
育、ケガ
の記録と
町のこど
も課に連
絡を入れ
た。

予想でき
なかっ
た。

限する。
で見守っ
ていた
が、予測
が難しい
突発的な
事故だっ
た。

する。
かず激突
した。

維持す
る。
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3191

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 52 52 5 5
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

・事故を
未然に防
ぐための
職員の意
識の向上

・職員間
で事故を
未然に防
ぐ事に対
する意識
の向上を
図るよう
会議など
で話し
合ってい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24

・館庭で
の鬼ごっ
こ等で遊
ぶ場合の
スペース
の確保

・館庭で
の鬼ごっ
こ等で遊
ぶ場合の
人数を分
ける、交
代制にす
る等十分
なスペー
スをとっ
て遊べる
ように、
状況に応
じて対応
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・鬼ごっ
この遊び
に夢中に
なり逃げ
ることに
気を取ら
れていた
と考えら
れる.

・子ども
の動きに
常に目を
配り、遊
びに夢中
になって
いると思
われたと
きは、声
かけをし
て周りの
状況や自
分自身の
動きにも
気を付け
られるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

逃げるこ
とに夢中
になって
急に走る
向きを変
えた為バ
ランスを
崩してし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児の急
な動きを
予測でき
ず手を差
し伸べる
ことが出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

片付けは
じめて室
内に戻る
時間だっ
た為、本
児の動き
が予測出
来なかっ
た。

・外遊び
の終了を
知らせる
時に子ど
も達が遊
びの途中
でしっか
りと、聞
いていな
かった事
も要因と
考えられ
る。

・遊びを終
える時に一
度遊びを
しっかりと
終わらせて
から伝える
ようにす
る。

担当職員
の指示に
より、対
象児以外
の児童33
名を2階育
成室へ移
動させる
為アリー
ナ入口前
に集合・
整列させ
る。うち1
名は、担
当職員に
よる対象
児の状
況・状態
確認後、
対象児を
連れて他
児より先
に2階育成
室へ移
動。冷却
の処置を
行う。

支援員の
見守りが
不十分で
あった。

・児童の活
動する全て
の場所に目
を配る。
・危険な行
為があった
場合は遊び
を中断し、
当該児童だ
けでなく全
体に向けて
危険である
理由を含め
て話す。(児
童から言葉
を引き出せ
るような声
掛けを行
う。)

・1階体育
館に配置
された職
員のうち
必ず1名
は、遊び
に参加せ
ず固定の
場所から
児童全体
に目を配
る。
・お互い
に他職員
の位置を
把握し、
目の届い
ていない
児童がい
ないよう
職員配置
に考慮し
て動く。

1.定期的
に実施

ほぼ毎日 3.未実施 0
1.定期的
に実施

ほぼ毎日

体育館で
遊べるス
ペースが
広い為、
大勢の児
童が走り
回ってい
る。

大勢の児
童が一緒
に走り
回って遊
ぶ時の注
意事項や
危険性に
ついて、
遊ぶ前に
児童と確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危険行為
に繋がる
ような行
為の予測
や注意喚
起が徹底
できてい
なかっ
た。

・考えら
れる児童
の怪我に
繋がる行
為につい
て、遊ぶ
前に児童
と確認を
行うこと
で安全性
に配慮す
る。
・児童の
遊びを十
分に把握
し、適切
な言葉掛
けを行っ
て危険行
為に繋が
らないよ
う徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調良
好。友だ
ちと談笑
して登
室。おや
つはおか
わりも含
めて完
食。1階体
育館で
は、普段
と変わら
ず元気に
走り回っ
て積極的
にボール
を取りに
行ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
座り込ん
だまま泣
いている
所を発
見。全体
に声を掛
けて遊び
を中断す
る。他の
職員2名に
指示を出
し、対象
児と関係
児から状
況を聞
く。対象
児の患部
(左手薬
指)を目視
で確認す
る。赤み
や腫れは
無し。状
況と処置
について
職員に指
示した
後、他児
に今後の
動きを話
して2階育
成室へ移
動。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

9 2
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

児童が動
き回る遊
び、且
つ、職員
も児童と
コミュニ
ケーショ
ンを図る
為に参加
してい
た。その
為職員配
置が固定
されてい
なかっ
た。その
場にいた3
名の職員
が全ての
児童へ十
分に目を
配らせる
ことがで
きなかっ
た。

3190

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 67 67

12
1.定期的
に実施

12

遊具とし
ての劣
化、破損
などは特
になし。

設置が小
学校であ
ることか
ら、改変
は難しい
が、本件
について
小学校へ
報告す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

室内へ移
動する前
に、もう
一度遊び
たいとの
児童の心
理で焦っ
て遊具を
使った可
能性があ
る。

室内移動
の声かけ
の後は遊
ばないよ
うに指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内へ帰
り際にも
う一度遊
ぼうと
思って、
タイヤを
跳び箱の
ようにし
て遊ん
だ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

（担当職
員=校庭の
職員配置
上の事故
現場周辺
にいた指
導員）子
ども達全
員を校庭
から室内
へ移動さ
せるべ
く、校庭
を巡回し
声かけを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(上記担当
職員１名
以外＝他
の職員と
して)校庭
にいた職
員：子ど
も達全員
を校庭か
ら室内へ
移動させ
るべく、
校庭を巡
回し声か
けを行っ
ていた。
他、校庭
に残って
いた指導
員はサッ
カーチー
ムの練習
を行って
いた為、
サッカー
以外の児
童は見て
いなかっ
た。

校庭の指
導員全員
が校庭各
所へ声か
けで廻っ
てしまっ
た為、事
故の瞬間
を見られ
ていな
かった。

巡回しなが
ら声かけを
行う職員
と、子ども
が室内へ移
動中の見守
り職員とで
明確に役割
を分けて、
常時見守り
を図れるよ
うにする。

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折、じ
ん帯損傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

職員配置
上は基準
以上の人
数を整え
ていた。

1.定期的
に実施

日常
1.定期的
に実施

3189

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 70 70 12 7
20.８
歳

2.女
児
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3192

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 10 10 3 1
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

事故防止
の重要性
について
は、研修
内容の伝
達などを
行いなが
ら、日ご
ろから確
認しあっ
ている中
での事故
で発生で
あり、と
ても残念
である。
－

毎日の支
援員間の
打ち合わ
せにおい
て、けが
の防止に
ついて意
識をさら
に高めて
いくよう
にする。

1.定期的
に実施

12 3.未実施 －
2.不定期
に実施

6

室内でで
きる限ら
れた遊び
を実施し
ている。
人数を制
限した
り、準備
運動を行
うなど事
故防止を
配慮して
いる中で
のけがの
発生と
なった。

活動でき
る範囲を
制限し、
壁やロッ
カー等へ
の衝突を
防ぐよう
配慮す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日ごろか
ら体を動
かすこと
が大好き
で、汗
びっしょ
りになっ
て遊んで
いる。当
日も限ら
れた範囲
内で指示
を守りな
がら元気
に遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見
ていて、
事故の発
生は当該
児が壁に
ぶつけた
足のすり
傷が痛い
と、訴え
てきたこ
とで知っ
た。他の
職員にす
り傷の手
当てを依
頼した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別室で他
の児童た
ちの活動
を見守っ
ていた。

子どもた
ちの動き
を見なが
ら、その
都度安全
面の注意
を行うよ
うにして
いるが、
不十分で
あった。

子どもたち
の動きを見
ながらの声
かけを徹底
させてい
く。

2.不定期
に実施

24 特になし

玩具の点
検を行
い、損傷
等が見ら
れた場合
は交換、
修復など
も行って
いる。職
員も遊び
に参加
し、玩具
の損傷な
どには気
付き次
第、対応
が出来る
ように
なってい
るので継
続して実
施をして
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

今回は
ドッジ
ボール用
のボール
を使用し
ていた
が、これ
までも高
学年と低
学年の
ボール遊
びは学年
を分け
て、強さ
に差が出
過ぎない
ようにし
たり、遊
び、集団
の学年構
成によっ
てはボー
ルをキャ
ンディ
ボールに
変える等
の配慮を
行ってい
る。これ
からも継
続して配
慮等をし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発に行
動する児
童で、毎
日児童館
へ行って
遊んでい
る子だっ
た。周り
が見えな
くなって
しまう事
もあり、
その際は
職員より
声かけを
受けてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児を
含めて全
体を見る
ようにし
ていた。
ちょう
ど、他の
学童児か
ら声をか
けられ
て、そち
らの対応
をしてい
る際に、
対象児が
怪我をし
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ドッジ
ボールの
コート
内、対象
児のチー
ムに職員
が１名
入ってお
り、距離
を取るな
どの声か
けをして
いた。
ボールが
当たる瞬
間も目撃
してお
り、痛み
を訴えた
対象児に
アイシン
グへ行く
よう声か
けした。

児童館へ
遊びに来
て、一番
最初の遊
びでケガ
をした
為、準備
運動等の
不足も一
因と考え
られる。

参加前に、
手指、足首
の準備運動
をする、児
童の様子を
みて、危険
回避ができ
るような声
かけを職員
が適時行い
児童の注意
を促す。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
中手骨骨
折（中手
骨上部、
小指の付
け根付
近）

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

引き続き
毎日の
ミーティ
ングで危
険な出来
事は対応
を検討
し、注意
点を職員
が共有す
るように
努める。

1.定期的
に実施

毎日 3.未実施 0

支援の担
当はある
ものの、
校庭とい
う広い場
所での保
育では、
視野を広
く持ち、
目の前の
児童だけ
でなく、
他担当児
童への注
意力も欠
かさない
訓練がで
きるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

高学年が
いない時
間帯だっ
たので、
普段なか
なかボー
ルが持て
ない低学
年がサッ
カーをし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一番近く
にいた支
援員は一
輪車の補
助をしな
がら、
サッカー
で遊ぶ児
童も視野
に入れて
保育して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

学童保育
室脇の砂
場、野
球、朝礼
台近くで
泥団子作
り、その
他校庭を
散策して
いる児童
に支援員
がそれぞ
れついて
保育して
いた。

低学年の
児童が校
庭で分散
して遊ん
でいた。
各支援員
は児童の
動きを把
握しなが
ら保育し
ていた
が、他集
団の突発
的な行動
を予測
し、怪我
を未然に
防ぐこと
ができな
かった。

低学年だか
らこそ、行
動の想定が
難しいの
で、学習会
が開催され
ている時間
だけでも、
校庭全体で
はなく範囲
を狭めて保
育するか、
みんなで同
じ遊びを提
供するかな
ど、臨機応
変に保育内
容を工夫で
きる力を養
う。

3194

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 46 46 5 5
20.８
歳

1.男
児

－

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

ボールを
蹴りなが
ら走って
いたた
め、下を
むいてい
たので、
ぶつかり
そうに
なった時
によけ切
れなかっ
たことも
要因の一
つと考え
られる。

緊急事態
を防ぐた
めに大声
で注意喚
起するこ
との重要
性を周知
した。ま
た、注意
力や想定
力を養う
ことを目
的とし
て、毎年
定期的に
事故予防
に関する
研修や勉
強会を計
画する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

低学年児
童が校庭
で野球、
サッ
カー、泥
団子作
り、一輪
車で遊ぶ
児童と、
学童保育
室脇の砂
場で泥団
子作りを
している
児童とに
分散して
遊んでい
た。支援
員がそれ
ぞれの遊
びを補助
していた
が、突発
的な怪我
を未然に
防ぐこと
ができな
かった。

3193

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 46 46 5 1
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折　全治
約６週間
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3195

令和
3年5
月12
日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 13 13 2 1
18.６
歳

1.男
児

平成３１年
２月１２日
保護者の聞
き取りによ
り骨折して
いたことが
判明した。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

－

事故発生
時は直ち
に関係者
に報告す
るよう再
度周知徹
底を図
る。

体育館で
のドッヂ
ボール中
の事故で
あり、特
段の改善
事項はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

支援体制
は適正で
あり、特
段の改善
策はな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

よく動き
まわる活
発な児童
である
が、特段
見守りが
必要な児
童ではな
い。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

同じ体育
館内で様
子を見
守ってい
たが、少
し離れた
ところに
立ってい
た。
ドッヂ
ボール全
体を見渡
すことが
できる場
所で見守
りを行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別室（支
援室）に
て他の児
童の見守
りを行っ
ていた。

－

全体を見守
ることがで
き、かつ緊
急時には直
ちに駆けつ
けることが
できる場所
で支援を行
うように努
める。

3196

令和
3年5
月12
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

3 2 1 2 2
13.１
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折、左腕
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

―

基準配置
を行って
いるが、
基準以上
配置も行
うように
する

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48

転倒した
場所は何
も無い、
じゅうた
んの保育
室内で
あった。
設備に要
因はない
と推測す
る。

転倒した
箇所には
怪我をし
た要因は
無いと考
えられ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

DVD鑑賞中
だった
が、少し
離れた所
から遊び
はじめた
対象児に
注意をし
ようと
行った
が、言葉
かけや対
応が遅れ
たことが
要因かと
推測す
る。

子ども一
人ひとり
に対して
目を向
け、どの
ような行
動・活動
をしてい
るかを把
握し、即
座に対処
できる距
離で保育
を行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わりな
い様子で
あった。
普段から
元気があ
りすぎる
くらいの
子どもで
ある。当
日も活発
に活動し
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

DVD鑑賞中
で、担当
保育士は
子どもた
ちの座っ
ていると
ころから
少し横に
離れた園
児に付き
添ってい
たが、遊
びだした
本児に注
意をしに
行こうと
している
最中、転
倒してし
まい、間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当者以
外の職員
は、他児
のお迎え
対応、掃
除等にあ
たってお
り、担当
者と対象
児の動き
は見てい
なかっ
た。

担当職員
は園児か
ら少し離
れていた
ために、
対応が間
に合わな
かったと
推測する
ので、即
座に対応
できる至
近距離で
保育、ま
たは見守
りを行わ
なければ
ならない

担当職員は
園児の近く
で様子を必
ず見るこ
と、即座に
対応できる
至近距離で
保育、また
は見守りを
行うことを
徹底する

3197

令和
3年5
月12
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

1 1 1
13.１
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足母指
中足骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

上手に片
付けられ
たことを
保育者に
褒めら
れ、喜び
ながらそ
の場では
しゃいだ
ことから
転倒につ
ながった

保育者が
近寄って
当該園児
を落ち着
かせる

2.不定期
に実施

1～2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

給食前の
タイミン
グだった
ことか
ら、食事
スペース
を確保す
る為、当
該園児の
近くに机
や物等が
無く、少
し体を動
かせるス
ペースが
出来てい
た

状況を見
て物の配
置を考
え、ス
ペースを
適切に管
理する

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

体調が万
全ではな
い状況も
あって
か、落ち
着いて室
内遊びに
集中して
いた為、
急激には
しゃぎ出
して転倒
すると想
定しにく
い部分が
あった

園児が嬉
しくなっ
て興奮し
た際に、
保育者が
近寄って
落ち着か
せる

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

朝から鼻
水や鼻血
が出てい
たことか
ら、他の
園児と共
に戸外遊
びへ出
ず、室内
でゆっく
りと過ご
しながら
体調を見
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

朝から鼻
水や鼻血
が出てい
たことか
ら、他の
園児と共
に戸外遊
びへ出
ず、室内
でゆっく
りと過ご
しながら
体調を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

区切られ
固定され
ている棚
を隔て
て、0歳児
ｽﾍﾟｰｽでは
保育士1名
が0歳児2
名の保育
を行って
いた2歳児
ｽﾍﾟｰｽで
は、園児
は戸外遊
びに出て
おり、室
内には支
援員1名の
みが座っ
て書類を
作成して
いた

褒める行
為自体は
良かった
が、当該
園児が想
定以上に
興奮して
体を動か
してし
まった

手の届く距
離間でそっ
となだめる

危険の認
識が甘
かった

事故予防
に関する
研修を行
う予定。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
机の角が
丸くな
かった

机の角に
コーナー
クッショ
ンを貼る

6.食事
(おや
つ)中

少し眠く
なり機嫌
が悪く
なった園
児を椅子
を後ろに
引いて待
たせた

担当職員
のテーブ
ルの反対
側で食事
支援して
いた。担
当者、対
象児を見
ていたが
危険を予
測できな
かった。

―

眠くなった
ら、一度起
こしてから
食事させる
など、その
園児の特性
に合わせた
対応を徹底
する。

子どもの
状況を把
握しなが
ら、危険
予測を
し、臨機
応変に対
応する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ほぼ給食
を食べ終
え、少し
眠くな
り、機嫌
が悪く
なってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

テーブル
につき、1
人で３名
の園児を
担当し給
食支援し
ていた。
本児が眠
くなり、
機嫌が悪
くなった
ので食器
等を払い
のけると
危険と思
い、椅子
を後ろに
下げた。
（この行
為が不適
切であっ
た）本児
が泣いた
はずみで
前のめり
になり、
危険と
思 たが

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

3 3
13.１
歳

2.女
児

―
5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

― 2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

鼻骨骨折
8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

―

1.基
準以
上配
置

3198

令和
3年5
月12
日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

2
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス

7
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3199

令和
3年5
月12
日

2.認可
外

17.地方単
独保育施
設

6
夕方(16時
頃～夕食
提供前頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

1 1 4 2 1 0 0 0 ― ― 3歳
2.女
児

―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

―
4.創傷(切
創・裂創
等）

顔面(口腔
内含む)

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

危機管理
に対する
意識が低
く、何か
あった時
の対応が
明確化で
きていな
い。

―
1.定期的
に実施

― 3.未実施 ―
1.定期的
に実施

― ― ―
7.その
他

―

保育室に
残る職員
の配置を
しっかり
と設け、
一人ひと
りの行動
を共に出
来る様に
過ごして
いく。ま
た、声を
出して共
通理解の
中で子ど
もや現状
の把握が
出来るよ
うにして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
お迎えが
来ていた
為、本児
はいつも
通りに帰
りの準備
に向かっ
ていっ
た。職員
に促され
て一人で
の身支度
準備とな
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ―

保育室に
声掛けは
していた
が、安全
面に関し
ての意識
はなかっ
た。ま
た、職員
同士の声
掛けが徹
底してお
らず本児
の行動に
対しての
声掛けが
出来てい
なかっ
た。

―

保育室を離
れる際には
声を掛け、
配置をしっ
かりと行っ
てから離れ
る様にす
る。また、
18時以降は
荷物を持っ
て0歳児室に
移動し職員
が見守れる
中で過ごせ
る様にす
る。

3200

令和
3年5
月12
日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 2 6 6 5 ― ― 6歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ―

床の状況
をチェッ
クし、滑
りやすそ
うな場合
は雑巾等
で拭く

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―
座って待
つよう指
示する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
小さい子
から順に
トイレを
使ってい
たため、
待ってい
る間、暇
になり歩
いていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― 同上 ―

職員がより
一層子ども
た達の行動
に目を配
り、声を掛
け注意して
いく。

思ったが
間に合わ
なかっ
た。
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